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序

一般国道116号は、柏崎市を基点とし、新潟市に至る中下越地区の幹線道路で、社

会・経済の発展に大きな役割を果たすと共に、沿線市町村の生活道路として重要な役割を

果たしています。

しかし、国道116号のうち出雲崎地区は、丘陵の狭い谷間を通過しているため、道路

幅員が狭いうえ、急カーブが多く、交通混雑と事故の多発を招きやすく、冬季の除雪作業

や交通確保にも大きな障害となっていました。

出雲崎バイパスは、このような問題を解決し、地域の幹線道路としての役割を果たすと

共に地域の活動道路としての機能を回復させるために計画された道路で、現在は全線が開

通し、その効果をあげています。

寺前遺跡は、この出雲崎バイパス建設に先立って発掘調査した遺跡です。遺跡は尾根丘

陵部とそれを挟む谷部分で、縄文時代から中近世まで存在したため、発掘調査に1988～

1990年の3年間を要しました。調査の結果、縄文時代では県内初の発見となった食物で

ある堅果類の水さらし場と考えられる木組み遺構を3地点で確認しました。

中世では、区画溝で囲まれた中に整然と配置された掘立柱建物群が認められ、多くの遺

物も出土しました。地域の有力者の屋敷と考えられ、鉄鋳物製造や漆器製作を行っていた

ことも明らかになりました。

発掘調査から、今回の報告書刊行まで18年の歳月がたってしまいましたが、この報告

が県内の歴史研究に資するとともに、県民の皆様の埋蔵文化財に対する理解と認識を深め

る契機となれば幸いです。

最後に、発掘調査に際して、多大なご協力とご支援をいただいた出雲崎町教育委員会な

らびに地元の方々、また、発掘調査から整理報告書刊行に至るまで、格別の配慮をいただ

いた国土交通省北陸地方整備局長岡国道工事事務所に対し、深甚なる敬意を表します。

平成20年3月

新潟県教育委員会

教　育　長 武藤　克己



例　　　言

1 本書は、新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂字寺前ほかに所在する寺前遺跡の発掘調査記録であり、本文編と図版編

の2分冊からなる。

2 発掘調査は一般国道116号出雲崎バイパス建設に伴い、新潟県教育委員会（以下県教委）が建設省北陸地方建

設局から受託して昭和63・平成1・2年度に実施した。発掘調査面積は延べ8080m2である。

4 整理及び報告書に係る作業は、県教委から財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団が受託し、平成18・19年度

に新潟県埋蔵文化財センターにおいて実施した。

5 出土遺物及び記録類は、県教委が新潟県埋蔵文化財センターにおいて保管・管理している。なお、遺物の注記記

号は「寺」（平成2年の1990年のみ「寺90」）とし、出土地点・層位を併記した。

6 引用文献は著者及び発行年（西暦）を文中に〔 〕で示し、巻末に掲載した。なお、「第Ⅴ章　自然科学分析」

の引用文献については、各節末に掲載した。

7 本書に掲載した遺物の番号は、古代～中近世土器（銭貨含む）、木製品、金属関連遺物、縄文土器、石器・石製

品別にそれぞれ通し番号とし、本文・図面図版・写真図版の番号は一致している。

8 本書の方位は全て真北である。ただしここでいう「真北」は日本平面国家座標のX軸方向を示す。

9 作成した挿図・図版のうち、既存の図を使用した場合にはそれぞれに出典を記した。

10 本書の執筆・編集は高橋保（調査課整理担当課長代理）が担当した。また、第Ⅴ章　自然科学分析1は九州テク

ノリサーチ・TACセンター、2はパリノサーベイ株式会社、3は（株）加速器分析研究所に委託した。木製品2点

について、独立行政法人奈良文化財研究所光谷拓実教授から年輪年代測定をしていただいた。墨書土器及び木簡に

ついては、新潟県立歴史博物館浅井勝利、前島敏氏から解読いただいた。墨書土器は浅井氏の解読を高橋が短くま

とめ、観察表に記入した。木簡は前島氏と当事業団嘱託員田中一穂で釈文を検討し、前島氏から原稿をいただいた。

11 遺構等遺跡の執筆においては、各年度調査者の遺構カードを基本とした。

12 出土品のうち、金属関連（製鉄関連）遺物については、整理作業を穴沢義功氏に委託すると共に、全般にわたり

指導を得た。これに関連する表、挿図は全て穴沢氏によるものである。

13 本書作成・編集作業の一部は株式会社セビアスに委託した。詳細は第Ⅰ章に記す。

14 本遺跡については、『新潟県埋蔵文化財だより』No.5［赤羽正春・佐藤俊幸・田中靖1989］・No.6［赤羽正

春・平沢秀昭・田中靖・坂井秀弥1990］・No.7［伊与部倫夫1991］、『新潟考古学会第2回大会研究発表会発表

要旨』［坂井1990］、『新潟考古学会第3回大会研究発表会発表要旨』［伊与部1991］に記載されているが、本書

の記述を持って正式な報告とする。

15 遺物のうち中世土器・砥石については水澤幸一氏（胎内市教育委員会）、輸入陶磁器については山本信夫氏（早

稲田大学客員准教授）からそれぞれ見方・年代観のご指導を得、報告書に反映させた。ただし、当方の聞き違え等

による間違いも考えられ、文責は高橋にある。

16 発掘調査から本書の製作に至るまで、下記の方々から多大なご教示を賜った。厚く御礼申し上げる。

（敬称略　五十音順）

浅井勝利　　阿部芳郎　　五十川伸矢　　市田京子　　久保智康　　栗島義明　　鶴巻康志　　前島　敏

水澤幸一　　光谷拓実　　村上義直　　山本信夫　　渡辺朋和　　渡邊　誠

出雲崎町教育委員会
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第Ⅰ章　序　　　説

1 調査に至る経緯

一般国道116号は、新潟県柏崎市を基点に、海岸線を北上し新潟市に至る総延長77.5kmの国道であ

る。新たに改築事業が計画され、事業化されたのは昭和40年代後半からである。事業か所名としては、

「刈羽拡幅」「西山バイパス」「出雲崎バイパス」「和島バイパス」「寺泊拡幅」があったが、現在は一応全

事業が終了し新路線が開通している。今回報告の寺前遺跡は、出雲崎バイパスに関するものである。

出雲崎バイパスは昭和53年に事業化され、柏崎よりの西側から工事が開始された。出雲崎町豊橋～松

本間ではすでに分布確認調査・発掘調査が実施され、「出雲崎百塚」「タテ遺跡」「番場遺跡」の3遺跡が

昭和60年までに終了していた。

建設省北陸地方建設局長岡国道工事事務所は、昭和60年7月5日付建北長調第539号で、新潟県教育

委員会に対して出雲崎バイパスの残り部分の分布調査依頼を行った。これに対して、県教委は同年8月

26日～29日に当該地区（出雲崎町松本～大寺間）および和島バイパス（和島村村田～寺泊町硲田間）の遺跡

分布調査を実施した。調査の結果9遺跡以上の埋蔵文化財包蔵地が存在することが明らかとなり、これを

北陸地方建設局に回答した。「寺前遺跡」はこの時の新発見遺跡である。

昭和63年度に確認調査要望があり、7月より確認調査に入ったがそのまま本調査に移行し、平成2年

度までの3か年にわたって発掘調査を実施した。

2 調査の経過

遺跡は中央の丘陵部分と両側の谷部分にわたったため、便宜上西側谷部分をA区、東側谷部分をC区、中

央丘陵部をB区と呼称した。また、A区は中央に町道があったため、西側をA1区、東側をA2区とした。

発掘調査は、昭和63年7月からC区で開始した。C区が7・8月、A1区が9・10月である。A1区、

C区共に平安時代・中世の遺構・遺物が層位別に検出された。特にA1区では木枝等を敷いた中世の木道

が検出された。

平成元年度には中央丘陵部のB区及びA2区の調査を行った。B区は5月10日から8月5日まで実施し

た。ほとんどが平安時代に属するが、近世の戊辰戦争に関連すると考えられる土塁も存在した。A2区は、

1

第1表　出雲崎バイパス建設に伴い発掘調査した遺跡

遺跡名／年度 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 文献 

出雲崎町百塚遺跡 昭和59年報告書刊行［北村ほか1984］ 

昭和60年報告書刊行［高橋ほか1985］ 

昭和61年報告書刊行［坂井ほか1986］ 

平成17年度報告書刊行［小田2006］ 

平成12年度報告書刊行［春日2001］ 

平成17年度報告書刊行［小田2006］ 

平成17年度報告書刊行［小田2006］ 

本書 

出雲崎町タテ遺跡 

出雲崎町番場遺跡 

出雲崎町越巻4号塚 

出雲崎町梯子谷窯跡 

出雲崎町谷地製鉄跡 

出雲崎町大慶寺御経塚 

出雲崎町寺前遺跡 

確認調査と本調査を実施 凡例 本調査を実施 確認調査を実施 



第　図　寺前遺跡及び出雲崎バイパス関連調査遺跡 
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第1図　寺前遺跡及び出雲崎バイパス関連調査遺跡



別班が5月10日から9月8日まで実施した。中世の遺構・

遺物を多く検出した。特にA区は谷筋の低地であったこと

から、多くの木製品が残存していた。また、平安時代の遺

物も多く出土したが、遺構は明確でなかった。

後半に下層の遺跡有無の確認トレンチを設定し調査したと

ころ、下部に縄文後期・晩期の遺物包含層が良好に存在することが明らかとなった。下層を調査するには、

矢板等の土留めも必要なことから、建設省と協議を行い、翌平成2年度に調査を行うこととした。

平成2年度は、A2区の下層を5月8日から12月7日まで調査した。上部では元年度に調査し残した古

代・中世の遺構が認められ、その下部から弥生・縄文晩期・後期・中期の遺物が出土した。特に後期・晩

期の遺物が多く、後晩期では、谷筋の川に木組みの遺構を検出した。

3 調 査 体 制

3か年にわたる調査の体制は以下のとおりである。

確 認 調 査

昭和63年度

第Ⅰ章　序　　　説

3

第2表　年度別発掘調査区及び面積

1988年 1989年 1990年 合　計

A1区 926m2 926m2

A2区 2512m2 1189m2 3701m2

B 区 2503m2 2503m2

C 区 950m2 950m2

合　計 1876m2 5015m2 1189m2 8080m2

第2図　調査区割図

0 100m（1:2,000） 

A1区 A2区 B区 

C区 

A1区 A2区 B区 

C区 

調 査 期 間 7月

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　田中邦正）

総　　括 大塚克夫（県教育庁文化行政課長）

管　　理 矢部　亮（同文化行政課長補佐）

調査指導 中島栄一（同文化行政課埋蔵文化財係長）

調査担当 山本　肇（同文化行政課文化財専門員）

調査職員 山本幸俊（同文化行政課文化財主事）

庶　　務 境原信夫（同文化行政課主事）



本 発 掘 調 査

昭和63年度

平成元年度

平成2年度

3 調 査 体 制

4

A1区 C区

調 査 期 間 7月2日～8月31日 9月1日～11月2日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　田中邦正） 同左

総　　括 大塚克夫（県教育庁文化行政課長） 同左

管　　理 矢部　亮（同文化行政課長補佐） 同左

調査指導 中島栄一（同文化行政課埋蔵文化財係長） 同左

調査担当 赤羽正春（同文化行政課文化財主事） 同左

調査職員
佐藤俊幸（同文化行政課文化財主事） 同左

田中　靖（同文化行政課文化財調査員） 同左

庶　　務 境原信夫（同文化行政課主事） 同左

A2区 B区

調 査 期 間 5月10日～9月8日 5月10日～8月5日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　田中邦正） 同左

総　　括 大塚克夫（県教育庁文化行政課長） 同左

管　　理 矢部　亮（同文化行政課長補佐） 同左

調査指導 中島栄一（同文化行政課埋蔵文化財係長） 同左

調査担当 赤羽正春（同文化行政課文化財主事） 佐藤俊幸（同文化行政課文化財専門員）

調査職員
平沢秀昭（同文化行政課文化財主事） 亀井　功（同文化行政課文化財主事）

田中　靖（同文化行政課文化財調査員） 伊与部倫夫（同文化行政課文化財専門員）

庶　　務 境原信夫（同文化行政課主事） 同左

調 査 期 間 6月11日～12月7日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　堀川徹夫）

総　　括 大島圭己（県教育庁文化行政課長）

管　　理 吉倉長行（同文化行政課長補佐）

調査指導 本間信昭（同文化行政課埋蔵文化財第2係長）・藤巻正信（同文化行政課埋蔵文化財第2係主任）

調査担当 伊与部倫夫（同文化行政課文化財専門員）

調査職員 山賀直子（同文化行政課文化財調査員）

庶　　務 境原信夫（同文化行政課主事）



4 整 理 作 業

整理作業は、遺物量・遺構数共に多かったため2か年とし、事業団職員がこれにあたった。18年度は

主に遺構図の確認・図版作成、遺構原稿、遺物の接合・復元および実測・遺物トレースの一部を行った。

遺構関係では、担当した職員が全員転出したことや、遺構カード整理に不備な点があったため困難を極め

た。そのため、転出者から状況確認・聴取も行った。整理作業を先送りする場合の遺構カードの重要性を

再認識した。遺物では縄文土器が多かったが、遺物量の割りに接合・復元個体数が少なかった。木製品も

多く出土したが、実測及び写真撮影はすでに平成16、17年度に資料班山本課長代理指導のもと、同嘱託

員の坂上有紀、和泉裕子、笹川陽子、田辺恵美子が実施していたため、追加の実測点数は少なくて済んだ。

平成19年度は、主に遺物の実測・トレース・写真撮影（木簡の赤外線写真については、同田中一穂嘱託員があ

たった）・図版作成、原稿執筆を行った。遺物の写真撮影には、デジタルカメラ（ニコンD100）を使用した。

報告書の編集作業（本文・図版のレイアウトを含む全ての編集）は、当財団の報告書作成基準書により、株

式会社セビアスに委託し、デジタルデータ（DTP）で納品を受けた。セビアスには、以下の資料を支給し

た。

本文・挿図：テキスト形式、エクセル形式データ。挿図原図、図案。

遺構図面図版：原図、レイアウト図案、文字データ。

遺物図面図版：トレース図、拓影、レイアウト図案、文字データ。

遺構・遺物写真図版：データ（CD）、レイアウト図案

なお、出雲崎バイパスに関する発掘調査報告書は、この寺前遺跡をもって終了となる。

整理体制

第Ⅰ章　序　　　説
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年　度 平成18年度 平成19年度

整 理 主 体 新潟県教育委員会（教育長　武藤克己） 同左

整理実施機関 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 同左

総　　括 波多俊二（専務理事　事務局長） 木村正昭（同左）

管　　理 斎藤　栄（総務課長） 同左

庶　　務 長谷川靖（総務班長） 同左
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と地理的環境

寺前遺跡の所在する新潟県三島郡出雲崎町は、新潟県の中央海岸部に位置する。北および東は長岡市に

接し、南は柏崎市に接している。町の中央部をJR越後線・国道116号が走る。良寛の出生地で、松尾芭

蕉の奥の細道にも登場している。江戸時代には幕府の直轄領（天領地）で、佐渡島からの金銀荷揚げ地、

北前船の寄港地として栄えた。日本における近代石油産業発祥の地でもあり、また紙風船の生産日本一で

も知られる。1957年西越村と合併し現在に至るが、平成の大合併の折に三島郡与板町・和島村との合併

による「良寛町」の誕生をはかったが成立しなかった。したがって、現在三島郡では唯一の町となった。

寺前遺跡は、町の北部大字乙茂字寺前他に所在する。島崎川左岸の丘陵先端部及びそれを挟む谷筋が発

掘調査地点である。この付近は、島崎川流域の平野域が広くなり始めた地点であり、下流部の旧和島村に

入ると一気に広がりを見せる。

出雲崎町は、町のほぼ中央を南南西から北北東に流れる島崎川の谷筋と、島崎川を挟み、並行して走る

二列の丘陵から成り立っている。

島崎川西岸の丘陵は、柏崎市荒浜砂丘北端付近から北北東に延びて弥彦山・角田山へと続き、大河津分

水以北の国上山から弥彦山・角田山山塊にかけては数百mの高度を持つ。しかし、出雲崎町から旧寺泊

町付近の標高は7～80mないし100m強で、最も標高の高い分水嶺は海岸よりに分布し、内陸の北北東

出雲崎町発行「出雲崎町全図」1：10,000原図 

0 400m（1:10,000） 
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側にゆるく傾斜している。このため丘陵から流れ出る河川は、いずれも内陸側に流れ、島崎川に合流して

いる。丘陵斜面の傾斜も比較的緩やかで、尾根との比高に比べ谷幅が広く、谷筋には分水嶺近くまで水田

が広がっている。

一方、小木城の存在する島崎川東岸の丘陵は、柏崎市曾地峠付近から北北東に延びる明瞭な尾根を持ち、

大河津分水近くで信濃川と島崎川に挟まれるようにして新潟平野に没している。標高は島崎川西岸の丘陵

より高く、中氷峠付近で標高250m前後、小木城付近では標高が340mを超え、ほぼその高度のまま南

へと連なっている。

2 歴史的環境

A 縄文時代

当該地域にも縄文遺跡は多く確認されているが、ここでは寺前遺跡に関連する縄文後晩期の遺跡につい

て概観する。発掘調査遺跡数が少なく、当該地域の遺跡分布のあり方を論ずるには至らない。

旧寺泊町では後晩期に該当する遺跡は9を数える［寺泊町1991］。そのほとんどが島崎川右岸の丘陵

西側に位置している。法崎遺跡（21）は島崎川左岸の丘陵先端部に位置する。縄文中期前半、後期前半、

晩期の遺物が出土している。後期前半は三十稲場式期、晩期は中葉から後葉にかけてである。京ヶ入遺跡

（20）は同じく島崎川左岸に位置する。後期後半のいわゆる瘤付土器段階が主体であるが、後期前葉、晩

期前葉の土器も出土している。江戸時代の「北越奇談」にも「矢の根」が拾える場所として紹介されてい

る。松葉遺跡（26）は島崎川右岸に位置し、昭和32年に発掘調査が行われている。縄文中期・後期・晩

期の遺跡である。後期は後葉で、北陸の八日市新保式類似の土器も見られる。晩期は前半のB・BC段階

である。石器では磨製石斧・打製石斧・石鏃・石槍・石錐・石さじ等が出土し、土偶等の土製品・ヒスイ

製勾玉等の石製品も多くある。この地域の晩期の拠点的集落であると言える。横滝山遺跡も島崎川右岸に

位置する。古くから知られている遺跡で、縄文時代から古代にいたる各期の遺物が採集されている。晩期

は後半の大洞A段階を中心とした時期である。石器も各種採集されており、石冠も見られる。五分一稲

場遺跡は、一般国道116号改良工事に伴って昭和52年に県教育委員会が発掘調査した遺跡である［戸

根・千葉・家田 1978］。後期前半、晩期の土器も認められる。

旧和島村では、後期・晩期に該当する遺跡は5遺跡［和島村1996］と比較的少ない。このうち、十二

遺跡（1）は、島崎川右岸に位置する。昭和21年に土取りにより発見され、翌22年に小規模な発掘調査

が行われた。遺構の存在は明確でなかったが、多くの遺物が検出された。その中心は後期で、前半では三

十稲場・南三十稲場式土器・中葉から後葉では、加曾利B・瘤付土器が出土している。当時は、まだ

「三十稲場式土器」の認識は明確でなく［田中 1999］、寺村光晴によって「特殊な刺突文を有する土器」

として紹介されている［寺村1957］。また、晩期前半の土器も出土しており、この地域の拠点的集落で

あることがわかる。下の西遺跡（2）は、古志郡衙推定地として有名であるが、縄文後期前葉から中葉の

土器も出土している。

大武遺跡（3）は島崎川の左岸平野部に位置する。国道116号和島バイパス関連で（財）新潟県埋蔵文

化財調査事業団が発掘調査した遺跡である。埋没谷から縄文時代前期から中世に至る各期の遺物が出土し、

晩期の遺物も多く出土した［（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団1995～1998］。

出雲崎町矢郷橋遺跡（50）は古くから知られている遺跡で1937年の「新潟県史跡名勝天然記念物調査

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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No. 遺跡名 種別 所在地

1 十二遺跡 包含地 和島村小島谷

2 下の西遺跡 包含地 和島村小島谷

3 大武遺跡 包含地 和島村島崎

4 柿の木A遺跡 包含地 出雲崎町柿の木　　

5 乙茂・乙茂永田遺跡 包含地 出雲崎町乙茂

6 白鳥蛇山遺跡 包含地 長岡市白鳥町蛇山

7 剣野（B）遺跡 包含地 柏崎市剣野

8 与三遺跡 包含地 柏崎市与三

9 剣野（D）遺跡 包含地 柏崎市枇把島

10 野崎遺跡 包含地 西山町五日市

11 刈羽大平遺跡 包含地 刈羽村刈羽

12 池の端遺跡 包含地 柏崎市東長鳥甲（大角間）

13 引地遺跡 包含地 柏崎市大広田

14 剣野（C）遺跡 包含地 柏崎市枇把島

15 小丸山遺跡 包含地 柏崎市青山町

16 剣野沢遺跡 包含地 柏崎市剣野町

17 田塚山遺跡 包含地 柏崎市両田尻

18 十三本塚北遺跡 包含地 柏崎市軽井川

19 呑作D遺跡 包含地 柏崎市軽井川

20 京ヶ入遺跡 包含地 寺泊町京ヶ入

21 法崎遺跡 包含地 寺泊町戸崎

22 七十歩遺跡 包含地 寺泊町弁才天

23 長峰遺跡 包含地 寺泊町

24 横滝山遺跡 包含地 寺泊町竹森

25 山王A遺跡 包含地 寺泊町下桐

25 山王B遺跡 包含地 寺泊町下桐

26 松葉遺跡 包含地 寺泊町下桐

27 五分一稲場遺跡 包含地 寺泊町五分一稲場

28 坂谷遺跡 包含地 和島村保内

29 岩方（中沢）遺跡 包含地 与板町岩方小

30 三十稲場遺跡 包含地 長岡市関原町

31 岩野遺跡 包含地 長岡市宮本町

32 金塚A遺跡 包含地 長岡市大積三島谷町

33 開墾地遺跡 包含地 長岡市大積善間町

34 ホテラバ遺跡 包含地 長岡市大積町

35 畑田裏山遺跡 包含地 長岡市大積町

36 平山遺跡 包含地 長岡市大積町

37 蟇沢遺跡 包含地 長岡市大積田代町

38 カラコミ遺跡 包含地 長岡市大積千本町新田

39 牛池遺跡 包含地 長岡市大積千本町

40 花立遺跡 包含地 長岡市大積千本町

41 藤橋遺跡 包含地 長岡市西津町原

42 岩野原遺跡 包含地 長岡市深沢町

43 多賀屋敷遺跡 包含地 越路町神谷

44 上並松遺跡 包含地 越路町来迎寺

45 小坂遺跡 包含地 越路町小坂

46 中山遺跡 包含地 越路町朝日

47 朝日遺跡 包含地 越路町来迎寺

48 十二割架道橋下遺跡 包含地 越路町浦

49 十楽寺遺跡 包含地 越路町飯塚

50 矢郷橋遺跡 包含地 出雲崎町稲川

51 寺前遺跡 包含地 出雲崎町乙茂

52 しろ山遺跡 包含地 三島町脇野町

53 根立遺跡 包含地 三島町上岩井

54 釜ヶ入遺跡 包含地 三島町蓮花寺

55 船岡A遺跡 包含地 三島町鳥越

56 船岡B遺跡 包含地 三島町鳥越

57 徳昌寺遺跡 包含地 与板町与板

58 上稲場遺跡 包含地 与板町槙原

報告書第七輯」にも記載されている。

地元の方により多くの遺物が採集され

ている。主体は後期前半の三十稲場式

土器、南三十稲場式土器である。寺前

遺跡に近い乙茂遺跡（5）では後期前

半の土器が多く、乙茂永田遺跡（5）

では晩期の土器が多く採集されてい

る。寺前遺跡と同じあり方を示す。こ

れら2遺跡は丘陵上にあることから、

あるいは寺前遺跡で活動した人たちの

居住集落であった可能性もある。

旧西山町から柏崎平野の鯖石川右岸

地域には縄文後晩期の遺跡はほとんど

確認されていないが、柏崎刈羽原子力

発電所建設計画に伴って発掘調査され

た刈羽大平遺跡（11）では縄文後期前

半から晩期前半の遺物が多く出土した

［品田・藤巻ほか1985］。ここでは、

寺前遺跡で確認された木組み類似の堰

状遺構も検出されている。同じく小丸

山遺跡でも後期後半の土器が出土して

いる。鯖石川左岸の丘陵地区では後期

前葉期の十三本塚北遺跡（18）がある

［品田・平吹2001］。環状集落で、本

地域の中核的な遺跡である。鵜川右岸

の丘陵部には大きな遺跡は存在しな

い。辻の内遺跡、呑作D遺跡（19）、

千古塚遺跡等で後晩期の土器が確認さ

れている。鵜川左岸には当該期の拠点

的集落が存在する。後期前葉では険野

D遺跡（9）、晩期中葉では剣野C遺跡

（14）、晩期後半では剣野沢遺跡（16）

が該当する。これら遺跡はいずれも丘

陵部またはその谷筋に当たるところで

あり、平野部の状況は全くわかってい

ない。

三嶋丘陵の東側、信濃川左岸の旧与

板町では、まず徳昌寺遺跡（57）があ

縄文時代遺跡一覧（所在地は旧市町村名）



げられる。信濃川左岸の丘陵部に位置し、昭和34年に発掘調査が実施され［寺村・小坂1961］、火焔型

土器をはじめとした縄文中期を中心として、後期、晩期の土器も出土した。その南丘陵先端部に上稲場遺

跡（58）がある。昭和63年、平成3年に発掘調査［金子ほか1993］が行われ、縄文後期前半を中心と

した遺構・遺物が検出された。また、晩期後半の土器も認められる。

三十稲場遺跡（30）は信濃川左岸の河岸段丘上に位置し、谷を隔てて馬高遺跡がある。遺跡は南北に分

れ、北が三十稲場、南が南三十稲場と呼ばれている。古くから知られている遺跡で、数回の発掘調査も実

施され［中村1966］、多くの遺構、遺物が検出された。八幡一郎によって「三十稲場式土器」として縄

文時代後期初頭の型式として提唱され、現在に至っている。器形・刺突を用いる文様は越後独自のもので

あり、その分布は中期の火焔型土器の分布と共通する。また、南三十稲場遺跡で出土した土器は三十稲場

式土器の後続する土器として「南三十稲場式土器」の型式設定がなされている。関東の堀之内土器や東北

の綱取式土器に類似する。石器も当該期に共通した器種があるが、中でも玉類の多いことは大きな特徴と

される。馬高遺跡とともに、縄文中期、後期を代表する遺跡として昭和54年に国指定史跡となった。

三十稲場遺跡の南側、渋海川左岸段丘に岩野原遺跡（42）がある。中期及び後期の大集落で、地点を違

えて存在する。やはり古くから知られていた遺跡であるが、1980年に関越自動車道の土取りに先立ち長

岡市教育委員会が発掘調査を実施した［駒形・寺崎1981］。掘立柱建物や住居跡からなる馬蹄形集落で、

中央には敷石住居のある構成をとる。その外側には土坑群が廻る。土器は後期全体に及ぶが、中心となる

のは後期初頭の三十稲場式土器と前葉の南三十稲場式土器である。石器では板状石器と石錘が特に多く、

他遺跡にない特徴となっている。クッキー状炭化物が石皿に詰まった状態で出土したことでも知られる。

藤橋遺跡（41）は、三十稲場遺跡と岩野原遺跡の中間に位置する。やはり渋海川左岸の段丘上にある。

明治時代から知られていた遺跡で、過去7回にわたる発掘調査が実施され［駒形1977ほか］、昭和53年

には縄文時代晩期を代表する玉作遺跡として国指定史跡となり、現在は史跡公園として公開されている。

土器は縄文時代中期から弥生時代まである。その中心は晩期で遺構群もそれに伴うものである。住居は掘

立柱建物で構成され、竪穴住居は存在しない。晩期の土器は大洞C1式からA'式に平行するものが多く、

新潟県内の大洞A式段階の標識遺跡とされる。

旧越路町多賀屋敷遺跡（43）は信濃川左岸の段丘上に位置する。縄文中期中葉から後期全般にわたる遺

跡で、規模も大きい。中心となる時期は中期後半から後期前半である。県営ほ場整備事業に伴って昭和

57年に発掘調査が実施された［駒形1983］。後期は三十稲場・南三十稲場式土器が主体を占め、石器も

多く出土した。遺跡の規模から環状集落が予想される。上並松遺跡（44）も信濃川左岸に位置するが多賀

屋敷遺跡より高位の段丘にある。古くから知られていた遺跡で昭和42年に部分的に発掘調査が実施され

た［中村ほか1970］。集落の全容はつかめなかったものの住居跡等が確認された。土器は前期末葉から

後期中葉に及び、石器も多くが出土していることから、拠点的な集落であったと考えられる。朝日遺跡

（47）も信濃川左岸の段丘上に位置する。上並松遺跡より低い段丘上にある。この遺跡も古くから知られ

た遺跡である。昭和36年に越路町教育委員会が部分的な発掘調査を実施した。遺跡の全容は明らかでな

いが縄文中期・後期晩期の遺物が出土した。その中心となるのは晩期で全般にわたる。中でも大洞C2式

段階の土器は「朝日式」として越後の標識となっている。中山遺跡（46）は上並松遺跡と同じ段丘上で、

谷を挟んで西側に位置する。昭和57・58年に3地点で発掘調査が実施された。遺物は縄文前期・中

期・後期・晩期・弥生と各期の遺物が出土したが、遺跡の性格をつかむに至らなかった。特に注目された

のが被熱した集石土坑で、まとまって10基確認された。炉としての機能が考えられ、県内では類例が少

2 歴史的環境
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ない。小坂遺跡（45）は渋海川左岸の段丘上に位置する。昭和55年に町教育委員会が発掘調査を実施し

ている。やはり縄文前期から晩期に至る遺跡である。

このように見てくると、一地点（遺跡）で縄文後期と晩期が重複するケースが多いことがわかる。遺跡

の分布は信濃川左岸の渋海川流域に多い。島崎川でも認められるが、下流の旧寺泊町で集中が見られる。

別山川流域ではほとんど確認されていない。丘陵上で確認された遺跡が多く、寺前遺跡や大武遺跡のよう

に低湿地で確認されたものはほとんどない。最近の発掘調査例では、縄文後期以降の遺跡が平野部低湿地

にかなり分布していることがわかってきており、当地域でも低湿地にその分布が予想される。

B 古　　　代

古代の島崎川流域は古志郡に属していた。平安時代の「延喜式」には、越後国には頸城・古志・三嶋・

魚沼・蒲原・沼垂・岩船の7郡があったと記されている。現在の出雲崎町は「三島郡」に属しているが、

古代の「三嶋郡」とは一致しないと考えられる。古代の「三嶋郡」は南北朝ころから刈羽郡と呼ばれるよ

うになり、また、古志郡は信濃川右（東）岸の地域が東古志郡、信濃川左（西）岸の地域が西古志郡もし

くは山東郡と呼ばれるようになった。そして江戸時代初期頃にかけて山東郡が「三島郡」に変化し、現在

に至ったものと考えられている［井上1976］。古代の「三嶋郡」は現在の柏崎市・旧刈羽郡周辺と考え

られる。旧西山町と出雲崎町の境は、別山川と島崎川の源流部にあたり、それぞれ南北にわかれ、別山川

は柏崎方向へ、島崎川は旧和島村方向に流れる。このあたりが古代古志郡と三島郡の郡境であった可能性

がある［木村1986］。

古代の歴史的環境を考える上で重要な点は、古代の文献に現れる地名・施設の現地比定である。上記の

郡の成立と郡境、北陸道各駅の地点及び官道の通過経路、郷・式内社の比定などである。これらについて

は、古代史の大きな課題として、比定地をめぐって多くの意見論文が出されている。

古志郡・三嶋郡については、近年の発掘調査で、その様子が次第に明らかとなってきた。古志郡に属す

る旧和島村「八幡林遺跡」（38）［和島村教委1992～1994］は、郡の長官である大領の「居宅」とされ、

島崎川を挟んで右岸の「下の西遺跡」（31）［和島村教委1998～2000・2003］は古志郡衙の可能性が

高くなった。また、この八幡林遺跡において墨書土器「□家駅」が出土している。「大家駅」と書かれて

いたと判断される。このことから、北陸道の官道はこの島崎川流域を通過した可能性が非常に高くなり、

比定地としては出雲崎町乙茂かJR出雲崎駅近くの大門等の考えも示されている［金子1999］。三嶋郡に

あたる柏崎市の箕輪遺跡（79）は平成8年～12年にわたり（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団が発掘調

査を行った。平成8・9年に発掘調査したB・C区では自然流路が確認され、多くの土器や木製品が出土

した。約30点出土した墨書土器の中には「上殿」と書かれたものがあり、また京都産の緑釉も出土して

いることから官衙的様相を呈する遺跡として注目され、平成11年度には「駅家村」と書かれた木簡が出

土し、他に壺鐙等もあり、官衙的要素が強いことが補強された［財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

2000］。この木簡を釈読した相沢は、「木簡は物品とともに「駅家村」に移動し、そこで廃棄された」

「「駅家村」は…駅家施設を中心とし、駅戸集団の居住区をも含んだ、一定の空間領域を示している」「箕

輪遺跡付近には北陸道三嶋駅が存在していたと考えてよいであろう」［相沢2004］としている。

三島郡は9世紀後半に古志郡から分かれるが、その中心はもちろん三嶋郷であり、三嶋駅はこの郷に置

かれていたと考えられる。新潟県史［木村1986］では、遺跡の分布や式内社の存在から鵜川下流域が注

目され、中でも北陸道と鵜川の接点にあたる地域が特に注目されるとした。「駅家村」木簡の出土は、こ

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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No 遺跡名 種別 所在地

1 五千石溜遺跡 包含地 寺泊町入軽井

2 音正寺遺跡 包含地 寺泊町入軽井

3 松割観音畑遺跡 包含地 寺泊町入軽井

4 谷地遺跡 包含地 寺泊町入軽井

5 杉の入遺跡 包含地 寺泊町入軽井

6 吉竹西遺跡 包含地 寺泊町夏戸

7 柳橋遺跡 包含地 寺泊町五分一

8 小谷地割遺跡 包含地 寺泊町五分一

9 池田遺跡 包含地 寺泊町竹森

10 横滝山遺跡 包含地 寺泊町竹森

11 京田三の割遺跡 包含地 寺泊町竹森

12 京田寄割遺跡 包含地 寺泊町竹森

13 北曽根遺跡 包含地 寺泊町北曽根

14 草薙遺跡 包含地 寺泊町小豆曽根

15 山屋敷遺跡 包含地 寺泊町敦ヶ曽根

16 夏戸窯跡 須恵窯 寺泊町年友

17 今町遺跡 包含地 寺泊町郷本

18 金八雨乞山遺跡 包含地 寺泊町引岡

19 諏訪田遺跡 包含地 寺泊町竹森

20 中道遺跡 須恵窯 寺泊町大和田

21 割田遺跡 包含地 寺泊町五分一

22 吉竹東遺跡 包含地 寺泊町夏戸

23 上太遺跡 包含地 寺泊町郷本

24 三反田南遺跡 包含地 寺泊町夏戸　

25 土手上遺跡 包含地 寺泊町下桐

26 大溜遺跡 包含地 寺泊町北曽根

27 小潟遺跡 包含地 寺泊町川崎

28 よふヶ入遺跡 包含地 寺泊町有信

29 五畝作北遺跡 包含地 寺泊町矢田

30 早溝遺跡 包含地 寺泊町岩方

31 下の西遺跡 包含地 和島村小島谷

32 長者原遺跡 包含地 和島村島崎

33 オクマンサマ遺跡 包含地 和島村篭田

34 北辰中学校遺跡 包含地 和島村小島谷

35 山田郷内遺跡 包含地 和島村山田郷

36 姥ヶ入遺跡 製鉄 和島村島崎

37 立野大谷製鉄跡 製鉄 和島村島崎

38 八幡林遺跡 包含地 和島村島崎

39 大武遺跡 包含地 和島村島崎

40 門新遺跡 包含地 和島村上桐

41 姥ヶ入南遺跡 包含地 和島村島崎

42 越巻遺跡 包含地 出雲崎町大門

43 乙茂島崎川遺跡 包含地 出雲崎町乙茂

44 塩坪遺跡 包含地 出雲崎町稲川

45 向江山遺跡 包含地 出雲崎町馬草

46 梯子谷遺跡 須恵窯 出雲崎町乙茂

47 山谷遺跡 包含地 出雲崎町山谷　　

48 沢田遺跡 包含地 出雲崎町沢田

49 大縄遺跡 包含地 出雲崎町乙茂

50 屋郷遺跡 包含地 出雲崎町藤巻屋郷　　

51 寺前遺跡 包含地 出雲崎町乙茂

52 土橋製鉄跡 製鉄 出雲崎町稲川

53 宮ノ下遺跡 包含地 出雲崎町神条

54 宮田遺跡 包含地 出雲崎町大寺

55 勝見居村遺跡 包含地 出雲崎町勝見

56 保ノ木遺跡 製鉄 出雲崎町久田

57 笹原遺跡 製鉄 出雲崎町上中条

58 松ヶ入遺跡 包含地 出雲崎町沢田

59 千原遺跡 包含地 出雲崎町久田

60 割町遺跡 包含地 出雲崎町井鼻

61 刈羽大平遺跡 包含地 刈羽村刈羽

62 刈羽窯跡 須恵窯 刈羽村枯木

63 枯木（A）遺跡 包含地 刈羽村飯塚新田

64 城ノ越遺跡 包含地 刈羽村滝谷

65 山ノ脇遺跡 包含地 刈羽村井岡

66 払川遺跡 包含地 刈羽村井岡

67 権田町遺跡 包含地 柏崎市吉井

68 行塚遺跡 包含地 柏崎市吉井

69 萱場遺跡 包含地 柏崎市吉井

70 西田遺跡 包含地 柏崎市上方

No 遺跡名 種別 所在地

71 鶴巻田遺跡 包含地 柏崎市上方

72 剣野（F）遺跡 包含地 柏崎市剣野町

73 開運橋遺跡 包含地 柏崎市橋場町

74 琵琶島遺跡 包含地 柏崎市元城町

75 荒浜庚申塚遺跡 包含地 柏崎市荒浜

76 荒浜小学校浦A地点遺跡 包含地 柏崎市荒浜

77 東ノ輪大原遺跡 包含地 柏崎市天神町丙

78 吉井水上Ⅰ遺跡 包含地 柏崎市吉井

79 箕輪遺跡 包含地 柏崎市枇杷島

80 藤橋向山遺跡 包含地 柏崎市藤橋

81 三島神社遺跡 包含地 柏崎市剣野町

82 下沖遺跡 包含地 柏崎市下方

83 剣野沢遺跡 包含地 柏崎市剣野町

84 香積寺沢遺跡 包含地 柏崎市剣野町

85 角田遺跡 包含地 柏崎市剣

86 中道遺跡 包含地 柏崎市安田

87 荒浜沖海底遺跡 包含地 柏崎市荒浜

88 大久保東遺跡 包含地 柏崎市大久保

89 前田遺跡 包含地 柏崎市藤井

90 戸口遺跡 包含地 柏崎市吉井

91 雨池古窯跡 須恵窯 柏崎市横山

92 網田瀬A～E遺跡 製鉄 柏崎市藤橋

93 呑作B・C・E・F遺跡 製鉄 柏崎市軽井川

94 小峯遺跡 包含地 柏崎市半田

95 沙鉢山遺跡 包含地 柏崎市松波町

96 下ヶ久保A～H・L～M遺跡 製鉄 柏崎市軽井川

97 下沖北遺跡 包含地 柏崎市下方

98 東原町遺跡 包含地 柏崎市東原町

99 谷地A・D・E・F遺跡 製鉄 柏崎市軽井川

100 千刈A～D・F遺跡 包含地・製鉄 柏崎市軽井川

101 江ノ下遺跡 包含地 柏崎市与三

102 千古作遺跡 包含地 柏崎市剣野町

103 小田ヶ入A～C遺跡 製鉄 柏崎市軽井川

104 京田遺跡 包含地 柏崎市長峰町

105 大善寺A遺跡 製鉄 柏崎市軽井川

106 尾野内遺跡 包含地 西山町別山

107 内越遺跡 包含地 西山町別山

108 大津遺跡 包含地 西山町大津

109 養福地遺跡 包含地 西山町別山

110 田沢深町遺跡 包含地 西山町田沢

111 木下遺跡 包含地 西山町坂田

112 井ノ町遺跡 包含地 西山町浜忠

113 宮ノ前遺跡 包含地 西山町北野

114 扇田遺跡 包含地 西山町坂田

115 外前回遺跡 包含地 西山町坂田

116 美ノ輪遺跡 包含地 与板町本与板

117 夏井入遺跡 製鉄 与板町槙原

118 日吉遺跡 包含地 三島町鳥越

119 一の沢窯跡 須恵窯 三島町鳥越

120 百山遺跡 包含地 三島町上岩井

121 上向遺跡 包含地 三島町鳥越

122 船沢（A）（B）遺跡 包含地 三島町気比宮

123 城の谷窯跡 須恵窯 三島町鳥越

124 下屋敷遺跡 包含地 長岡市関原町

125 蒲堤窯跡 須恵窯 長岡市西津町

126 岩野原窯跡 須恵窯 長岡市深沢町

127 羽黒窯跡 須恵窯 長岡市深沢町

128 白鳥蛇山遺跡 包含地 長岡市白鳥町蛇山

129 寺田遺跡 包含地 長岡市宮本町

130 袖谷内遺跡 包含地 長岡市出雲町

131 前田遺跡 包含地 長岡市大荒戸町

132 浦遺跡 包含地 長岡市南新保町

133 江底遺跡 包含地 長岡市堺町

134 浦田遺跡 包含地 長岡市宝地町

135 新保遺跡 包含地 長岡市深沢町

136 岩田遺跡 包含地 越路町沢下条

137 向田遺跡 包含地 越路町不動沢

138 笹山窯跡 須恵窯 長岡市親沢町

139 前田遺跡 包含地 越路町岩田

古代遺跡一覧（旧市町村名）



の木村の考えを補強したことになる。

北陸道の官道はこの箕輪遺跡近辺を通過し、別山川沿いを狭い谷筋をとおり、寺前遺跡付近を通過し、

八幡林遺跡のある島崎川流域を北上したものと考えることができる。

駅路には原則として30里（約16km）を目途に1駅を置き、駅家を設けることとなっていた。上記三島

駅が存在した可能性が高いとした箕輪遺跡付近から「大家駅」墨書土器の出土した八幡林遺跡までの直線

距離は約30kmである。文献では「三嶋駅」と「大家駅」との間に「多太駅」の記載があることから、

原則的な距離にはほぼ合致していることになる。中間の「多太駅」は、北陸道のルートが別山川・島崎川

流域である場合、距離的なことのみから言えば三島郡内の旧西山町滝谷～礼拝付近ということになる。

古代の遺跡としては、上記官衙的性格のもののほか、一般集落跡、生産遺跡（製鉄・須恵器窯・製塩等）

寺院跡等がある。島崎川が北流し、信濃川に合流する旧寺泊町竹森付近は古代遺跡の集中が著しい。川の

合流地点であり要衝の地と言える。旧寺泊町の古代遺跡は約50か所確認されているが、その半数近くが

ここに集中する。この遺跡集中傾向は弥生時代から認めることができる。

竹森にある横滝山（10）は、古くから知られている。独立丘陵で立地もよく、縄文時代からの遺跡が知

られる。頂部には大塚または舞台塚と呼ばれる塚（古墳）も現存する。古くから軒丸瓦、平瓦の出土が知

られ、昭和50年の県教育委員会の文化財総合調査［新潟県教育委員会1977］において「鳩尾」も確認

された。また「寺」墨書土器もあり、古代の寺院が存在した可能性が高まった。遺跡の重要性が認識され

たことから、町教育委員会は、国・県の補助事業として遺跡の発掘調査を四次にわたり実施した

（1976・1982・1983・1984）。発掘調査の結果、各期にわたる遺構が検出され、寺に関連すると考えら

れる基壇状遺構や掘立柱建物なども検出された。鳩尾をはじめとする瓦類は白鳳後期（7世紀後半）に比

定されるが、当該期の土器は出土しておらず、奈良時代以降のものである。また、「寺」墨書土器は平安

時代にあたる。寺に関連する遺構の時期は明確でない。白鳳期の瓦の存在から、奈良時代以前に寺院が存

在した可能性は高く、考古学的には県内で一番古いことになり、その意義は大きい。発掘調査を担当した

寺村光晴は、古代駅路の解釈や「大国府津」から8世紀以前の越後国府（越後城）はこの付近であり、横

滝山廃寺を伊奈大村と関連づける解釈をしている。また、横滝山の丘陵下の京田（11・12）遺跡・諏訪

田遺跡（19）でも布目瓦が出土している［寺泊町1991］。

旧和島村門新遺跡（40）は島崎川の右岸、東側丘陵地帯に近い平野部微高地上に位置する。県営ほ場整

備事業に伴って、平成6年に発掘調査が実施された。10世紀代の遺跡で、廂付の大型建物を中心として

建物11棟が検出され、旧河道には船着場と考えられるテラスも確認された。注目されたのは県内で初め

て確認された漆紙文書である。「延長六年十月」（928年）の文字が解読された。門新遺跡は、八幡林遺跡

が廃絶した直後の遺跡であり、郡（郡衙）が機能しなくなった時期にあたるため、郡司であった在地首長

層クラスが郡衙に替わる地域支配拠点とした可能性が高い［田中1995］。

下ノ西遺跡は島崎川の右岸東側丘陵に近い微高地上に位置する。県営ほ場整備事業に伴って、村教育委

員会によって発掘調査が実施された。調査の結果、大型の掘立柱建物を始め多くの建物群が検出され、木

簡等の文字資料も多く出土した。木簡の内容は、国や郡衙関連の内容も見られ、八幡林遺跡が大領の居館

であるのに対し、下ノ西遺跡は郡衙の可能性が高い。時代は7世紀末から10世紀前半にわたる。八幡林

遺跡、下の西遺跡、門新遺跡は古代を通して古志郡の行政的中心地がこの付近であったことをあらわして

いる。山田郷内遺跡（35）は、八幡林遺跡に近接し、9世紀後半から10世紀前半の遺跡である。旧北辰

中学校遺跡（34）はすでに消滅した遺跡であるが、採集品などから瓦及び須恵器の窯であった可能性が高

2 歴史的環境
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い。三島郡内で瓦の出土は官衙および寺院関連の遺跡（八幡林遺跡・横滝山廃寺・京田・諏訪田遺跡）で、数

は少ない。

城之丘太刀出土地は、過去の落水川河川改修工事で出土したもので、明確な地点は確定できない。太刀

は「毛抜形太刀」と呼ばれ、平安時代中期後半に盛行するといわれる。墳墓であった可能性が高い［和島

村1996］。このほかにも、古代の遺物の出土する遺跡は数か所ある。

出雲崎町で本格的に発掘調査された古代集落はほとんどなく、実態は不明である。出雲崎町は平野部が

少なく、生産性の低い地域である。比較的遺物が採集されているのが向江山遺跡（45）、乙茂島崎川遺跡

（43）である。乙茂島崎川遺跡は島崎川河川改修の際に現地表面下4～5mで確認した遺跡である［出雲

崎町1988］。寺前遺跡と近接し、時代も9世紀後半から10世紀前半で一致する。同一組織・集団である

可能性が高い。地表面下4～5mから考えると、島崎川流域はかなり埋没してしまったことが考えられ、

流域に多くの遺跡が存在していたことが想定される。

旧西山町では十数遺跡が確認されているが、実態は明確でない。刈羽村では、7遺跡が確認されている。

遺物散布地及び集落遺跡の分布は、特に島崎川、別山川流域に多いことがわかる。別山川流域では東側

左岸に多く、北陸道の官道は別山川左岸を通過していたことを示唆する。また、鵜川流域にも遺跡が集中

する。三嶋郡の中心三嶋郷にあたると考えられる地域である。

信濃川左岸、古代古志郡にあたる長岡市域でも中世遺跡の分布は認められるが、ほとんどが丘陵上にあ

り、平野部での確認は少ない。発掘調査が行われた遺跡は下屋敷遺跡（124）、岩野原窯跡（126）、白鳥

蛇山遺跡（128）に過ぎない。旧越路町では、渋海川、須川にそって中世遺跡が点々と確認されるが、発

掘調査した遺跡は少なく、実態はわからない。

生産遺跡としては、須恵器窯跡、製鉄遺跡がある。須恵器窯跡は島崎川沿では寺泊町夏戸（16）、中道

（20）、出雲崎町梯子谷（46）の3窯跡があり、刈羽村にも刈羽窯跡（62）がある。信濃川左岸地域では旧

三島町、長岡市で4窯跡が確認されている。長岡市域の羽黒（127）・岩野原（126）・笹山（138）の3窯

跡は渋海川左岸に沿って連続して存在する8世紀代の窯跡である。特に羽黒窯跡は遺物の散布域が広く、

集落も含む大規模な遺跡とされている。柏崎方面では1か所である。消費遺跡から考えれば少ない数であ

り、未発見が多く存在するものと考えられる。

一方製鉄遺跡は多く確認されるが、規模から言えば柏崎の軽井川（93・96・99・100・103・105）・

藤橋製鉄遺跡群（92）が圧倒的である。その他は散発的である。この製鉄遺跡群も、近年の開発に伴って

発見されたばかりの遺跡群であり、他にも存在する可能性を十分に残している。

C 中 世 以 降

中世に入ると古志郡域には荘園と国衙領（保）が確認される。新潟県史通史編1［荻野1986］によれ

ば「古志郡の場合、荘園が信濃川沖積平坦地に占地しているのに対し、国衙領はいずれも中小河川の谷あ

いに展開しており、その領域も高波保を除き広くない…、また国衙領が国内の交通の要衝を多く占めてい

た」

「越後国の場合、重要な港・津の所在地は明らかに国衙領であった。…北陸道官道の要衝で佐渡に向かう

港であった寺泊周辺も国衙領と想定しうる。」としている。さて島崎川流域では、「小加礼井保」「乙茂保」

「於木保」が認められる。「小加礼井保」は寺泊町軽井、「乙茂保」は出雲崎町乙茂、「於木保」は出雲崎町

小木である。寺前遺跡はこの乙茂保にあり、国衙領ということができる。
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第6図　中世遺跡分布図
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No 遺跡名 種別 所在地
1 高内城跡 城館跡 寺泊町入軽井
2 金ヶ崎城跡 城館跡 寺泊町岩方金ヶ崎
3 五分一城跡 城館跡 寺泊町五分一
4 竹森城跡 城館跡 寺泊町竹森・小豆曽根

6 田頭城跡 城館跡 寺泊町田頭
7 伊那古城跡 城館跡 寺泊町郷本
8 板櫓城跡 城館跡 寺泊町入軽井
9 和田城跡 城館跡 寺泊町下桐
10 万能寺城跡 城館跡 寺泊町田頭
11 高内北城跡 城館跡 寺泊町高内
12 五分一稲葉城跡 城館跡 寺泊町五分一
13 三反田南遺跡 包含地 寺泊町夏戸
14 小島谷城跡 城館跡 和島村小島谷
15 上桐城跡 城館跡 和島村上桐
16 村岡城址 城館跡 和島村落水
17 奈良崎城跡 城館跡 和島村島崎
18 高畑城跡 城館跡 和島村高畑
19 中村城跡 城館跡 和島村中沢
20 北野城跡 城館跡 和島村北野
21 高森城跡 城館跡 和島村両高
22 丸山館跡 城館跡 和島村北野
23 千住寺跡 寺院跡 和島村中沢
24 根小屋城跡 城館跡 和島村根小屋
25 阿弥陀瀬城跡 城館跡 和島村阿弥陀瀬
26 小木ノ城跡 城館跡 出雲崎町相田
27 荒城跡 城館跡 出雲崎町稲川
28 ヤナクネ城跡 城館跡 出雲崎町沢田
29 出雲崎百塚1～40号 塚 出雲崎町小木
30 久田城跡 城館跡 出雲崎町久田
31 下小竹城跡 城館跡 出雲崎町下小竹
32 小矢場城跡 城館跡 出雲崎町上野山
33 番場遺跡 包含地 出雲崎町小木
34 竹川内塚1～4号 塚 出雲崎町乙茂
35 乙茂お経塚 塚 出雲崎町乙茂
36 木の芽峠の塚1・2号 塚 出雲崎町乙茂
37 乙宝寺跡塚1・2号 塚 出雲崎町乙茂
38 出雲崎城跡 城館跡 出雲崎町住吉町
39 小木城下館跡 城館跡 出雲崎町相田
40 中田南遺跡 包含地 出雲崎町稲川
41 南平山城跡 城館跡 出雲崎町相田
42 赤田古城跡 城館跡 刈羽村赤田町
43 滝谷城跡 城館跡 刈羽村滝谷
44 赤田城跡 城館跡 刈羽村赤田北方
45 払川遺跡 包含地 刈羽村井岡
46 殿山城跡 城館跡 刈羽村黒川
47 権田町遺跡 包含地 柏崎市吉井
48 西田遺跡 包含地 柏崎市上方
49 泉山遺跡 製鉄 柏崎市枇杷島泉山
50 鳥谷（長島）城跡 城館跡 柏崎市東長鳥乙
51 安田城跡 城館跡 柏崎市安田
52 北条城跡 城館跡 柏崎市北条
53 山澗城跡 城館跡 柏崎市山澗
54 広田城跡 城館跡 柏崎市旧広田
55 琵琶島城跡 城館跡 柏崎市元城町
56 今熊の百塚1～17号 塚 柏崎市本条（今熊）
57 夏渡の百塚1～52号 塚 柏崎市東長鳥
58 大角間の百塚1～28号 塚 柏崎市東長鳥
59 吉井百塚1～13号 塚 柏崎市矢田
60 吉井水上Ⅱ遺跡 包含地 柏崎市吉井
61 角城（椎谷城）跡 城館跡 柏崎市椎谷
62 老崎遺跡 包含地 柏崎市西長鳥
63 金塚遺跡 包含地 柏崎市飯塚
64 香積寺沢遺跡 包含地 柏崎市剣野町
65 堂の浦遺跡 包含地 柏崎市本条
66 杉ノ木田B遺跡 包含地 柏崎市曽地
67 吉井堀之内遺跡 包含地 柏崎市吉井
68 本村遺跡 包含地 柏崎市矢田
69 下才見遺跡 包含地 柏崎市土合新田
70 角田遺跡 包含地 柏崎市剣
71 中沢遺跡 包含地 柏崎市大湊
72 上原遺跡 包含地 柏崎市上原
73 境川原遺跡 包含地 柏崎市藤井
74 大新田遺跡 包含地 柏崎市田尻
75 中道遺跡 包含地 柏崎市安田
76 嶋屋敷遺跡 包含地 柏崎市下方
77 岩野城跡 城館跡 柏崎市土合
78 五十土城跡 城館跡 柏崎市五十土
79 吉井黒川城跡 城館跡 柏崎市吉井黒川
80 土合殿屋敷跡 城館跡 柏崎市土合
81 矢田城跡 城館跡 柏崎市矢田
82 菊尾城跡 城館跡 柏崎市吉井
83 畔屋城跡 城館跡 柏崎市畔屋
84 柏崎館跡 城館跡 柏崎市西本町
85 北条館跡 城館跡 柏崎市北条
86 大久保東遺跡 包含地 柏崎市大久保
87 前田遺跡 包含地 柏崎市藤井
88 論田遺跡 包含地 柏崎市鯨波乙
89 今熊薬師堂裏遺跡 包含地 柏崎市本条
90 中田久保川原遺跡 包含地 柏崎市中田

No 遺跡名 種別 所在地
91 四谷遺跡 包含地 柏崎市四谷町
92 戎山遺跡 包含地 柏崎市寿町
93 不退寺遺跡 包含地 柏崎市下田尻
94 網田瀬A・E遺跡 包含地 柏崎市藤橋
95 音無瀬遺跡 包含地 柏崎市北条
96 小峯遺跡 包含地 柏崎市半田
97 柏崎町遺跡 包含地 柏崎市東本町
98 八方口城跡 城館跡 柏崎市畔屋
99 下沖北遺跡 包含地 柏崎市下方
100 東原町遺跡 包含地 柏崎市東原町
101 江ノ下遺跡 包含地 柏崎市与三
102 千古作遺跡 包含地 柏崎市剣野町
103 小田ヶ入C遺跡 製鉄 柏崎市軽井川
104 下ヶ久保K・M・N遺跡 製鉄 柏崎市軽井川
105 坂田遺跡 包含地 西山町坂田
106 二田城跡 城館跡 西山町二田
107 大崎城跡 城館跡 西山町大崎
108 鎌田城跡 城館跡 西山町鎌田
109 高内城跡 城館跡 西山町別山
110 亀岡城跡 城館跡 西山町二田
111 坂田金山城跡 城館跡 西山町坂田
112 妙法寺袖浦城跡 城館跡 西山町妙法寺
113 大坪城跡 城館跡 西山町大坪
114 鎌田百塚1～24号 塚 西山町鎌田
115 甲田城跡 城館跡 西山町甲田
116 上沢田遺跡 包含地 西山町坂田
117 宝童寺D遺跡 製鉄 西山町別山
118 扇田遺跡 包含地 西山町坂田
119 町口遺跡 包含地 西山町坂田
120 坂田仲沢遺跡 包含地 西山町坂田
121 外前回遺跡 包含地 西山町坂田
122 与板城跡 城館跡 与板町与板
123 本与板城跡 城館跡 与板町本与板
124 当之浦城跡 城館跡 与板町本与板
125 中村館跡 城館跡 与板町南中
126 鳥越城跡 城館跡 三島町七日市
127 荒城跡 城館跡 三島町脇野町
128 宮沢城跡 城館跡 三島町宮沢
129 吉崎城跡 城館跡 三島町吉崎
130 瓜生館跡 城館跡 三島町瓜生餅田
131 笹抜城跡 城館跡 三島町逆谷
132 三条山城跡 城館跡 三島町中永
133 高寺城跡 城館跡 長岡市高頭
134 関原館跡 城館跡 長岡市関原町
135 長峰城跡 城館跡 長岡市福田町
136 芹川城跡 城館跡 長岡市芹川町
137 羽黒城跡 城館跡 長岡市深沢町
138 大滝城跡 城館跡 長岡市深沢町
139 雲出城跡 城館跡 長岡市雲出町
140 岩野城跡 城館跡 長岡市雲出町
141 枡形城跡 城館跡 長岡市大積高鳥町
142 水梨城跡 城館跡 長岡市大積町
143 片刈城跡 城館跡 長岡市高頭町
144 西宮本城跡 城館跡 長岡市宮本町
145 五庵谷城跡 城館跡 長岡市宮本町
146 堀之内城跡 城館跡 長岡市宮本堀之内町
147 三丁田城跡 城館跡 長岡市大積善間町
148 御堂山城跡 城館跡 長岡市大積折渡町
149 善間城跡 城館跡 長岡市大積善間町
150 （牛が首の）城扣館跡 城館跡 長岡市宮本町
151 上除城跡 城館跡 長岡市北原甲
152 谷内遺跡 包含地 長岡市雲出町
153 下屋敷A遺跡 包含地 長岡市西稜町
154 鷹射城跡 城館跡 長岡市大積町
155 岩野原館跡 城館跡 長岡市宮本町
156 川袋館跡 城館跡 長岡市川袋町
157 十二ノ木遺跡 包含地 長岡市高瀬町
158 村中遺跡 包含地 長岡市宝地町
159 宮本岩野遺跡 包含地 長岡市宮本町
160 宮本下原遺跡 包含地 長岡市宮本町
161 上稲場遺跡 包含地 長岡市宮本堀之内町
162 紙屋館跡 城館跡 長岡市深沢町
163 柴山神社東遺跡 包含地 長岡市雲出町
164 高瀬館跡 城館跡 長岡市高瀬町
165 善福寺遺跡 寺院跡 越路町塚野山善福寺
166 朝日百塚 塚 越路町来迎寺
167 勝平城跡 城館跡 越路町不動沢

169 朝日城跡 城館跡 越路町朝日
170 来迎寺城跡 城館跡 越路町来迎寺
171 阿蔵平城跡 城館跡 越路町東谷
172 中山城跡 城館跡 越路町塚野山
173 小坂城跡 城館跡 越路町小坂
174 菅沼城跡 城館跡 越路町菅沼
175 大谷内城跡 城館跡 越路町神谷
176 岩田城跡 城館跡 越路町岩田
177 浦谷内遺跡 包含地 越路町浦
178 朝日原遺跡 包含地 越路町朝日
179 浦畑遺跡 包含地 越路町来迎寺甲

168 不動沢城跡 城館跡 越路町不動沢

5 年友城跡 城館跡 寺泊町中村

中世遺跡一覧（旧市町村名）
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南北朝動乱期には越後も戦乱の渦に巻き込まれ、両軍入り乱れて戦いが展開された。古志郡内において

も島崎・乙茂で戦いが見られる。建武3（1336）年に小木・風間・河内・池氏が「島崎城郭」に立て篭も

り、色部・加地氏など阿賀北北朝軍と戦ったことが「色部高長軍忠状案」により知られる。「島崎城郭」

はかねてから奈良崎城跡であるとされてきたが、奈良崎遺跡（奈良崎城跡）（17）は和島バイパスの建設に

伴い、昭和63年から平成11年の間に5回の発掘調査が実施された。発掘調査において削平段（郭）・掘

立柱建物・井戸・溝などが検出され、出土遺物の年代からこれら遺構は南北朝期とほぼ一致することから、

本遺跡を「島崎城郭」に比定することに矛盾はないとした［春日2002］。

文和2（1353）年には、乙茂での戦いがある（「三浦和田文書」）。南朝方には宗良親王の名前も見られ、

現在赤坂山には「宗良親王御奮戦地」の石碑があるが、場所の断定はできていない。また、和島村村田の

妙法寺（日蓮宗）には「宗良親王御尊儀」と書かれた位牌がある［花ヶ前1993］。寺前遺跡は14世紀に

も存在しており、戦乱に巻き込まれた可能性がある。

中世の集落遺跡は多く確認されているものの調査例が少ない。出雲崎町番場遺跡（33）は、小木城のふ

もとに位置する。出雲崎バイパス建設に伴い、県教育委員会が発掘調査を実施した。多くの掘立柱建物が

検出され、また陶磁器類も出土した。12～15世紀前半にわたる遺跡で在地領主または有力農民の屋敷と

考えられている［坂井1987］。寺前遺跡も同様な性格を有する。

与板町で確認されている中世集落遺跡は2か所に過ぎない。長岡市の信濃川左岸においても中世集落遺

跡の確認は少ない。数比較で、城館跡数より集落遺跡が少ないのは、現集落地と遺跡が重なっているため

と考えられる。越路町でも確認は少なく、渋海川沿いに転々と認められるに過ぎない。

中世塚の存在も大きい。塚は発掘調査しても遺物の出土がない限り、時期を特定することは困難で、こ

の分布図の中には近世に入る塚も多く存在するものと思われる。塚の中には、1基単独のもの、数基まと

まったもの、数が多く「百塚」と命名されているものがある。また「経塚」もある。百塚と呼ばれている

ものには「出雲崎百塚」（29）、柏崎市「今熊の百塚」（56）「夏渡の百塚」（57）「大角間の百塚」（58）越

路町「朝日百塚」（166）がある。いずれも性格は明確でない。出雲崎百塚は40基あまりの塚群である。

この出雲崎バイパス建設に関連して1基が調査されたが、出土遺物もなく、時期は明確でない［北村

1984］。朝日百塚は現在はほとんど消滅してしまったが、昭和42年当時は148基を数えた。分布を見る

と、特に島崎川流域の両岸丘陵部に集中が見られる。その他、全域で塚の分布は見られる。

江戸末期の戊辰戦争の折にはこの地域も戦場となった。慶応4年（1868）閏4月21日、新政府軍は高

田を立ち、海道軍と山道軍に分かれて東進を始めた。海道軍は柏崎まで進軍し、山道軍は川西・十日町を

経て小千谷を占領した。海道軍はその後も東進し、出雲崎に至った。5月から6月にかけては島崎の戦い、

久田・乙茂の戦いをはじめ、各地で両者激しい戦闘が8月まで繰り広げられた［下村1997］。島崎川流

域の出雲崎から和島に至る一帯は戦場と化したのであり、この時の土塁や堀遺構が各所に残っている。寺

前遺跡B区の土塁もそのひとつである。

2 歴史的環境

18



第Ⅲ章　調査の概要

1 グリッドの設定

グリッドは建設省打設センター杭STA-No.604（旧座標X：172523.7173 Y：20512.3235）とNo.603

（旧座標X：1725505.832 Y：20503.366）とを結んだラインを基線とし、そのライン上のB区の任意点A

（旧座標X：172438.774 Y：20469.777）を基点と定めた。この基点から15mを1グリッドとし、基線上

の東西方向を東側C区から西に向けて数字の1・2・3…とし、直交する南北方向を北から南に向けて

A・B・C・Dとした。1グリッドの中は3m単位の小グリッドとし、第7図のように25等分した。な

お、北方位に対して基線は26°36′東偏する。

2 層　　　序

発掘調査区はB区の丘陵部分を挟んで両側A・C区が谷筋にあたり、層序が異なる。発掘調査資料か

ら各地区の対応関係を追及したが困難なため、各地区毎に説明を行う。
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第7図　グリッド設定図
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A 区

Ⅰ層　耕作土

Ⅱ層　淡青灰色シルト。粘性強く、乾燥すると硬くなる（近世遺物包

含層）。

Ⅲ層　灰白色粘土～灰褐色シルト。強い粘性を示す。遺物包含層の上

に堆積する土層。炭化物や黒色ブロックを含む。

Ⅳ層　黒褐色土、暗褐色土、暗灰褐色土が層をなしている。粘土ブロ

ック、礫、炭などが大量に含まれる。Ⅳ層以上には12世紀後

半～15世紀にかけての遺物が大量に含まれている。便宜上、

中世面1遺物包含層とする。この層はB区の際ほど薄くなり、

崖のすぐ下に掘った井戸から約15mほど離れて建物跡が検出

される。

Ⅴ層　灰白色粘土、灰褐色粘土、暗灰褐色粘土の層である。他の層に

比べて比較的薄い。中世面2遺物包含層。

Ⅵ層　暗褐色土、黒色土で2層に分かれる。

Ⅶ層　腐食堆積層であるが、下部には白粘土層がある。上

面は中世面3遺構確認面、下面は古代遺物包含層で

遺構確認面。

以下は90年度発掘区のA2区層序である（第10図）。

ⅧA層 茶褐色砂層（古代遺物包含層）

ⅧB層 黄または暗褐色砂層（古代遺物包含層）

ⅨA層 茶褐色または暗茶褐色粘質土で部分的に砂質（弥生～古墳時代相当層）

ⅨB層 茶褐色または暗茶褐色砂層（弥生～古墳時代相当層）

ⅩA1層 暗褐色砂質粘土（縄文晩期遺物包含層）

ⅩA2層 黒褐色砂質粘土（炭多し）（縄文晩期遺物包含層）

ⅩB （縄文晩期遺物包含層）

ⅩⅠA層 暗褐色砂質粘土（縄文後期遺物包含層）

ⅩⅠB1層 茶褐色砂層（縄文後期遺物包含層）

ⅩⅠB2層 暗褐色砂層（縄文後期遺物包含層）

ⅩⅡA層 黒褐色粘質土（縄文後期遺物包含層）

ⅩⅡB層 暗褐色砂質粘土（縄文後期遺物包含層）

ⅩⅢA層 暗褐色粘質土

ⅩⅢB層 青褐色粘質土

ⅩⅣA層 黒褐色粘質土

ⅩⅣB層 暗（青）褐色砂質粘土

ⅩⅤA層 黒褐色粘土

2 層　　　序
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第8図　A1区13D3付近
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第10図　A2区古代以前土層断面図
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第10図下は11区南壁東西セクションである。谷筋にあたり継続的に土砂堆積が行われたことがうか

がえる。堆積は複雑で、砂質土、粘質土、腐食土（ガツボ）が入り混じる。木組み遺構1のある溝3はⅩ

A層が落ち込んでいることがわかる。溝断面はV字状で、底に堆積した砂の上に木が敷かれている。11

区北壁東西セクションでは、木組み3のある溝1がⅩⅡ層あたりから落ち込んでいる。後期遺物包含層であ

る。ここの場所は、谷筋中央部分にあたり、常に水が流れ続けたことがセクションからわかる。谷がほぼ

埋まったのは古墳時代に入ってからである。

B 区

B地区は尾根丘陵上にあたるため、A・C地区とは

層序が全く異なり、また土層堆積も薄い。Ⅱ層が古代

遺物包含層で、下の遺構確認面までは約30cmであ

る。

Ⅰ層 表土層

Ⅱ層 暗褐色土（古代遺物包含層　下面が古代遺構確認面）

Ⅲ層 暗茶褐色土

Ⅳ層 暗黄褐色土（漸移層）

Ⅴ層 地山

C 区

Ⅰ層 耕作土

Ⅱ層 暗灰色砂質土

Ⅲ層 暗灰色粘土（中世遺物包含層　下面が中世面1遺構

確認面）

Ⅳ層 暗灰色シルト（中世遺物包含層　多量の炭化物・

鉄滓　下面が中世面2遺構確認面）

Ⅴ層 暗灰色粘土に白色小ブロックを含む（古代遺物

包含層）

Ⅵ層 ガツボ層

Ⅶ層 灰色粘質土

Ⅷ層　青灰色砂質土

第Ⅲ章　調査の概要
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第11図　B区7B24付近
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第Ⅳ章　遺　　　跡

1 遺跡の概要

寺前遺跡の発掘調査は、3年間にわたり、延べ調査面積は8021m2に及んだ。立地も丘陵尾根先端近く

とそれをはさむ谷部からなっており、調査条件も異なり、また遺跡の時代も縄文時代中期・後期・晩期・

弥生・古代・中世・近世と多岐にわたった。

近　　世

中央尾根部分のB区では、尾根に沿った土塁が確認された。慶応4年（1868）の戊辰戦争に関連した遺

構と考えられる。島崎川流域の丘陵尾根には、この戦争に関連すると考えられる土塁や堀などの遺構が数

多く残されているが、正式な分布調査は実施されておらず、今後行う必要があろう。遺跡からは、当時の

鉄砲薬莢も出土している。近世遺物は少ないが、A・C区では17世紀前半の肥前系陶磁器が出土している。

中　　世

中世の遺構はA・C地区で確認した。A区では3面にわたりC区では2面で遺構を確認したが間層を挟

んでいないため、あるいは上層遺構を下層と誤認したものもあるかも知れない。

中世面1（図版5）－A1区では掘立柱建物3、井戸1、溝（水路）およびそれに付随する堰などが確認さ

れている。A2区は遺構の密な地区である。掘立柱建物11、井戸4、溝20以上等がある。掘立柱建物は

規模の大きな総柱の建物もあり、方位を同じくして整然と配列される。C区では掘立柱建物2、井戸3、

土坑などがある。

中世面2－A1区では、木や粗朶を敷き詰めた幅2m近くある木道1が確認された。これと並行するよ

うにA2区に木道2がある。このA2区では掘立柱建物10、井戸5、溝10以上が確認されている。掘立柱

建物は総柱の規模の大きいものもあり、方位を同じくして整然と配列される。C区では掘立柱建物1、溝

等があり、水田跡も確認された。

中世面3－溝や焼土・中世ゴミ捨場が確認されたが、建物群は確認していない。中世面2の建物群の検

出地点とは位置が異なるため、あるいは、同一時期の可能性もある。

遺物の出土は多く、土器では珠洲焼、輸入陶磁器、瀬戸焼、土師質土器皿がある。木製品では、柱穴に

礎盤（板）が多く利用されており、地盤の悪さが窺える。溝では板を組んだ水路が確認され、この溝から

は地鎮のための「蘇民将来」木簡なども出土している。このほか漆器皿・椀・木地があり、ここで漆器生

産を行っていたことがわかる。製鉄関連の羽口、炉壁、鉄塊、鉄滓、湯口鉄塊、鋳型なども多く出土して

いるが、明確な製鉄遺構は確認されていない。

古　　代

古代の遺構は主に丘陵上のB区で確認されている。竪穴建物2、井戸1、溝20以上があり、A2区では

畝状溝群が確認されている。遺物では土師器・須恵器・円筒器台などがある。また墨書土器も多く出土し

ている。

弥生・古墳

弥生から古墳時代の遺物はA2区Ⅸ層において出土している。ここでは谷に沿った溝が数本確認されて

24



いる。

縄文時代晩期

その下層Ⅹ層は縄文時代晩期後半の遺物包含層であり、土器を中心として多くの遺物が出土した。また、

谷に沿った川跡には2か所で木組みの遺構1・2が確認された。

縄文時代後期

さらにその下層のⅩⅠ・ⅩⅡ層では、縄文後期前半の遺物包含層が確認された。晩期と同様に川跡に木組

み遺構3が認められた。

縄文時代後期以前

その下層については、トレンチ調査で縄文中期後半の土器が出土し、その付近を拡張したが遺構は認め

られなかった。

2 遺　　　構

A 遺構の整理及び記述

遺構の整理作業は、調査に参加した職員がほとんど転出したなかで行った。当時の調査者の遺構カード

や実測図をもとに検証し、不明な点は調査者に直接問い合わせた。しかし、15年以上も経過してしまっ

たため、限界もあり、詳細を記述できなかったことは残念なことである。したがって今回の遺構の記述は

概略的なものであり、記録保存として不十分なものになってしまった。改めて発掘調査と整理報告作業の

連続した体制の確保を痛感した。

掘立柱建物については、発掘当時の建物配置図があったが、図面上で当時の調査者と再検討を行ったう

えで今回の報告とした。そのため、調査当時の建物配置・構造を変更した部分がある。なお、記述につい

ては以下のとおりとした。

① 建物名称は桁数の大きい長軸を「桁行」、短軸を「梁間」とした。

② 廂を持つ建物については「廂付き」「両面廂付き」とし、柱間間数には含めない。

③ 建物の内側にも柱があり、側柱と並ぶ場合は「総柱建物」とした。

④ 平面積は長軸×短軸とし、廂部分を含めた面積は（ ）とした（観察表）。

⑤ 方位は建物長軸に対するものである。

遺構名称（略号・番号）は、発掘当時用いたものを使用した。したがって、遺構名称のつけ方に一貫性

がないものもあり、また、遺構名称が遺構の性格を反映していないと考えられるものもある。これについ

ては、本文中で説明する。

第Ⅳ章　遺　　　跡
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第13図　掘立柱建物概念図（坂井1989）
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B 中世末から近世

A1区および、尾根上のB区で確認した。

B区（図版40）

土塁状遺構（図版42・43・44）

B区西側尾根で確認した。尾根に沿った北西方向から南東方向に延びる高まりで、尾根の西側を走る。

延長約26m確認され、尾根先端に向けて調査区外に延びる。土塁は両端を削ることにより造り出されて

いる。基底部での幅約80cm、高さ約40cmと規模は小さい。

この付近には、戊辰戦争に関連した堀・土塁が多く残存しており、調査区外の先端部にも土塁・堀が残

存する。おそらくこの土塁も戊辰戦争に関連したものと考えられる。

A1区（図版1）

畦畔10（図版1）

調査区の南側14C・Dで確認した。ほぼ地形コンタに沿った方向で、Ⅱ層が帯状に黄褐色に変色して

いたことにより、畦畔と判断した。幅0.8m前後で、調査区内で延長24mが確認され、調査区外に延び

る。2か所に畦畔の切れ目が認められる。切れ目の間隔は約9mである。切れ目は0.5～0.7m幅で、水

の出し入れ口と考えられる。西側には直行する畦畔が南側にT字状に延びる。周りは水田域ということに

なる。年代は明確でないが、近世以降であろう。

SD11（図版1）

畦畔10の南側3mを平行して走る溝。やはりコンタに添う。延長12mを確認し、調査区外に延びる。

幅約1m、断面U字形で深さ約15cmを測る。覆土は砂・小砂利で、水流があったことを示す。畦畔10

に伴う水田耕作土がSD11を覆っていたことから、畦畔10に先行することがわかる。溝中より鉄滓が出

土している。

SD7（図版1）

14Bに位置する南北溝。長さ3.65m、幅0.55m、深さは中央部が一番深く約9cm、両端が次第に浅く

なる。

SK8（図版1）

14C9に位置する浅い土坑。長軸約2.8m、短軸約1.3mで楕円形に近い。浅い皿状を呈し、深さは約

20cmと浅い。覆土は炭化物、有機物を多量に含み、粘性がある。土坑中から青花片1点、銭貨12枚が

出土している。墓の可能性がある。青花から15世紀後半～16世紀の年代が考えられる。

C 中　　　世

1）中 世 面 1

A1区（図版2・3）

SD9（図版5）

13CDをSD11に直行する形で南北に走る溝。延長12.5mを確認し、南側に延びる。幅約1m、断面U

字形で深さ約10cmと浅い。覆土は砂質でSD11と同じである。覆土から珠洲焼・鉄滓が出土している。

2 遺　　　構
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SX74（図版5・7）

14C5に位置するほぼ円形の土坑。長軸約1.7m、短軸1.5mの皿状で、深さ約20cmを測る。覆土は

炭化物を含む暗褐色土で、箸が多量に出土した。

SE44（図版3・7）

14C6に位置する。SB82内にあるが、関連があるかは明確でない。長軸0.65m、短軸0.6mの楕円形

で、深さ約0.9mを測る。覆土は暗青灰褐色で炭化物を含み、粘性がある。多くの木片、木製品、箸が出

土している。

SX76（図版5・7）

13B21に位置する。長軸1.1m、短軸0.6mの楕円形で、深さは10cmと浅い。東端には柱根が重複す

る。覆土は暗褐色土で炭化物を含む。

P31（図版3・7）

15C20に位置する。長軸45cm、短軸25cmの小さいピット。深さ約20cmで覆土はやわらかい黒褐

色土。中央に長さ28cmの石錘と思われる石棒状の石が直立していた。一部剥落が見られ、黒くすすが

付着する。水路と考えられるSD77の近くに位置することから、水に関連した祭祀の可能性もある。

SD77・堰（図版3・7）

14CDに位置する。SD77は調査区南西側を東西にコンタに沿って走る。幅約70cm、延長16m以上

で両端調査区外に延びる。深さは10cm前後と浅い。SD77に直行するT字状の溝があり、そこに木を並

べた堰が設けられる。T字状に延びる溝はSD77より少し深いことから、南側に流れることがわかる。堰

は溝に沿って長さ約1mほどの自然木を溝の両側に数本ずつ縦に並べ、水路に接する部分には、長さ

70cmほどの杭が両側2本ずつ打ち込まれている。

SB82（図版3・4）

14・15B・Cに位置する。2×4間で身舎の東側に廂がつく。南北4間（7.15m）であるが柱間は1.6

～1.8mである。東西は2間（3.85m）の長さを持つが、間に柱はなく、1間内側に対応して柱がある。中

心にも柱はない。柱穴の径は30～80cmと一定しないが、多くに礎盤（板）が残存する。廂部分の幅は

1.8mで、柱穴の径は20cm前後と小さい。平面積は廂部をあわせて約50m2である。

SB81（図版5・6）

14Bに位置する。3×2間の総柱で南側に廂を持つ。南北3間（10m）で柱間は3.3mのほぼ等間隔。

東西2間（4.2m）の柱間間隔は2m、2.2m。南北柱間間隔が長い。柱穴は比較的大きく、径70cm前後で、

全ての柱穴に礎盤（板）が残存する。廂部分の幅は1.1m、柱穴規模は同様で、やはり礎盤（板）が残存す

る。平面積は廂部を合わせて46.2m2である。

SB80（図版5・6）

SB81に重なって存在する。3（9.8m）×2（4.2m）間の総柱建物で、東西が長い。柱間間隔は南北が

2.5m、2.8m、東西が3.4m、3.4m、2.3mである。柱穴の大きさは30～60cmと一定しない。いくつか

の柱穴に2個重複しているものがあり、立替の可能性もある。柱穴に礎盤（板）が残存するものもある。

平面積は約41.2m2である。

A2区（図版8・9）

SX327（図版8・10）

第Ⅳ章　遺　　　跡
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11Cにある方形の浅い土坑。SB301に重複するが、SX327の覆土掘削後SB301の柱穴が確認された

ことから、SX327が新しいことがわかる。東西方向の長軸4.9m、南北方向の短軸3.0mで、深さは6～

14cmである。覆土は暗灰褐色シルト。南西隅でSD4と連続する。

SE320（図版9・14）

10C山裾部にある井戸側を伴った井戸。木枠は1辺1mの方形で横桟を上下2段留めしている。周りの

縦板材は幅およそ20cm、長さ120cm前後である。底部はすり鉢状となる。井戸側内は暗褐色粘土で下

部に黒褐色の有機物質が堆積する。井戸側周囲の埋土は暗褐色土で青灰色粘土の小ブロックを斑状に混入

する。出土遺物は珠洲焼・青磁・漆器等がある。この井戸にSD311が連続する。

SE322（図版9・15）

9B山裾部にある円形素掘りの井戸。SE320の北側にある。上端は広く径約2.5mであるが、すぐ漏斗

状にすぼまる。すぼまった部分での径約1m、深さ1.3m、上端からは約1.8mとなる。覆土は上部暗青

灰色粘土、暗褐色シルトで、レンズ状に堆積し、下部は暗褐色粘土1枚である。

SD316・317・318・319（図版9・16・17）

SE320・SE322を水源とし、10B・Cを東西に走る溝。切りあい関係からSE322から延びるSD316

が一番新しい溝。平面ではSD317に切られているように見えるが、SD317のほうが深いためである。

幅はSE322近くで60cm、SD317近くで1.3mを測る。覆土は灰褐色粘土で炭化物を少し含む。同じく

SE322から出ている溝がSD318、319である。318、319の順に古い。SD319では溝中に板材や木材

が出土した。SD317はSD316に次いで古い溝でSE320から延びる。広いところでは幅約2mでSB307

に平行して走る。

SD324（図版8・17）

12C18・19に位置する長さ約5mの溝。幅約36cm、深さ9cmを測る。断面逆台形を呈する。東側

端部は北方向にカーブしていることから、SD8と連続する可能性がある。

SK323（図版8・15）

12C4・8・9に位置する方形の浅い土坑。長軸2.2m、短軸1.1m、深さ約10cmを測る。すぐ南隣に

SB304がある。

SD321（図版8・17）

11B16に位置する溝で、SB303と約1.2m離れて北側を東西に平行して走る。東西4m、西側でL字

に曲がり2m延びる。幅20cm前後、深さ5cmである。SB303を区画する溝と考えられる。

SD315（図版8・16）

11B、SD314から西に延び、調査区外に至る溝。確認延長約2.4m、幅約1.1m、深さ10cm前後とな

る。覆土は灰褐色シルトである。

SD314（図版8・16）

11Bを南北に延びる溝。南側でSD311とT字状に交わる。確認延長5.4mで、北側調査区外に延びる。

幅0.6～1m、深さ10～15cmである。覆土はSD315と同様灰褐色シルトである。

SD313（図版8・16）

11B、SD314から東方向に延びる溝。長さ約3m、幅40cm、深さ約10cm、覆土はやはり灰褐色シル

トである。中世土師質土器皿が出土している。

SD312（図版8・16）
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同じく11Bに位置する。SD314からややカーブを描いて西方向に延び、調査区外に至る。確認延長約

3.7m、幅30cm、深さ10cm前後。覆土は灰褐色シルトである。

SD311（図版8・9・15・16）

10C・11B・C、遺跡の中央を東西に走る。東側はSE320につながり、西側は調査区外に延びる。下

層と上層で二つの利用面が確認される。溝の東側上面には一部木組みによる護岸が施されている部分があ

る。溝を挟んで南北に建物が存在する位置に当たり、そのことが護岸設置と何らかの関連があると思われ

る。木組みの延長は約9mで、約2m間隔で枕木がおかれ、両脇に杉板を逆台形様に置いて杭で固定して

いる。また木の内側には青灰色粘土が貼り付けられる。2m間隔の枕木の間にも一部枕木が置かれる。両

脇の板材の長さは、1～2mでばらつきがある。木組み上端での幅は約60～80cmである。木組みのす

ぐ西側は溝幅が狭く約35cm、その西側は逆に広くなり、徐々にその幅を増し、調査区境では約3mとな

る。上層での深さは浅く20cm前後で、覆土は砂を多く含む灰・淡黄褐色土である。上層から出土の遺

物には完形に近い土師質皿が多く、また刀子も出土している。一番西側調査区境では、人の足跡が確認さ

れている。木組み下の杭の横から3枚の「蘇民将来子孫也」の木簡が出土した。

木組み護岸を取り除いた下層はやや広く、幅1～1.5mでSE320に向かってL字に北に曲がる。L字部

分では幅約3.5mと広く、いわゆるたまり部分となる。この溜り部分には板材等部材が多く認められる。

深さは60前後である。この下層からも遺物は多く、土師質土器皿、珠洲焼、青磁、短刀3本等が出土し

ている。

SD8（図版8・17）

12C15・20に位置する南北方向の溝。長さ2.1mで、南側はSD325に切られる。幅30cm前後、深

さ約10cmである。

SD7（図版8・17）

11C12・17に位置する南北方向の溝。SD325及びSB302の柱穴と重複するが、新旧関係は不明。長

さ4.4m、幅20cm前後、深さ約6.5cmを測る。

SD6（図版8・17）

11C12・13に位置する南北方向の溝。長さ2.7m、幅20～35cm、深さ約6cmを測る。SD7の北側

ほぼ同一線上にある。SB302の柱穴と重複するが新旧は不明。

SD5（図版8・17）

11C7・12に位置する南北方向の溝でSD6とほぼ同規模。約1m西側を平行して走る。長さ2.5m、

幅25cm前後、深さ約10cmである。

SD4（図版8・17）

11C7に位置する南北方向の溝。SD5の北側1.7mを平行して走り、北側でSX327の西側縁ラインと

直線状に接続する。SX327と同時存在かどうかは不明。長さ5.7mであるが中央で途切れ、南側では

SD325に交わる。幅は20～40cm平均で、一部広いところがある。

SD3（図版8・17）

11C2に位置する南北方向の溝。SX327の西側を平行して走る。長さ約2.5m、幅24cm、深さ6cmを

測る。覆土は灰褐色粘土。

SD2（図版8・17）

11C2に位置する南北方向の溝。SB301のすぐ西側、SB308との間を並行して走る。両建物の雨落ち
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溝または区画溝の可能性がある。長さ3.2m、幅28cm、深さ6cmを測る。覆土は灰褐色、灰白色粘土で

ある。

SD1（図版8・17）

12B25・12C5・11C1を東西に走る溝。SB303・308の南側を平行して走る。長さ約6m、幅

20cm前後、深さ6cmを測る。覆土は灰褐色・灰白色粘土である。SB303の北側に対になるように並行

して走る溝があることから、SB303の雨落ち溝または区画溝と考えられる。

SE3（図版9・15）

9B17に位置するほぼ円形の井戸。長軸88cm、短軸80cmで、深さ約38cmと浅い。覆土は灰色また

は青灰色の粘質土で下部には木製品等が多く詰まっていた。曲げ物底板等が認められる。浅いため、井戸

の可能性は低い。

SE2（図版9・15）

9B14に位置する。長軸1.8m、短軸1.26mの楕円形で、深さは約38cmとなる。覆土は粘質土で、下

部は青灰色となる。

SB301（図版8・10）

11B・Cに位置する総柱建物。東西に長く、桁行4間（8.6m）、梁間3間（6.6m）で西側に廂を持つ。

北側にSD311が東西に平行して走り、西側にSB303・308、東側にSB305、南側にSB302が企画的

に配置される。柱間間隔は、桁行は東端で2.3mその他2.1m、廂部が1.5m、梁間は南北端で2.1m、中

央で2.3mを測り、企画的である。柱穴は径30cm前後と比較的小さい。床面積は廂部を含めると約

67m2である。

SB302（図版8・11）

11Cに位置する総柱の小形建物で、北側に約1.8m離れてSB301がある。桁行2間（4m）、梁間2間

（3.5m）で西側及び北側に廂が付く。西側の廂は幅約1.5m、北側は80cmである。柱間間隔は桁行で東

から1.9m、2.1m、梁間は南から1.9m、1.7mである。柱穴は径30cm前後であるが、北側の廂部は小

さい。廂部を含めた床面積は約24m2である。

SB303（図版8・11）

11・12Bにある小形の建物。桁行2間（2.9m）梁間2間（2.3m）で南北が桁行となる。柱間間隔は桁

行南から1.3m、1.6m、梁間は1.15m等間である。床面積は約7m2である。SB308と重複するが、新

旧関係は不明。

SB304（図版8・12）

12Cに位置する小形の建物。桁行2間（2.6m）、梁間1間（1.8m）で東西が桁となる。桁の柱間間隔は

東から1.2m、1.4mとなる。床面積は約5m2である。北側にSK323、南側にSD325がある。

SB305（図版8・12）

10・11C・Dに位置する総柱建物。桁行4間（12.3m）、梁間3間（5.6m）で南北に長い。西側1.6m

にはSB301が並行して並ぶ。柱間間隔は桁行南から3m、3.3m、2.6m、3.4mと3間目が狭い。梁間は

東から1.9m、2.1m、1.6mと西側が狭い。柱穴は径50cm前後と比較的大きく、多くに礎盤（板）が残

存する。床面積は約67m2とSB301とほぼ同じである。SB308、SB301、SB305は北側の東西柱列が

ほぼ直線状に揃い、その北側をSD301が並行して走る。
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SB307（図版8・12）

10B・C、SD311の北側にある総柱建物。北側にはこの建物を挟むようにSD317が東西に走る。東

西桁行3間（5.2m）、南北梁間2間（4.5m）で、北側に廂部の可能性がある柱が並ぶ。桁行柱間間隔は東

から1.9m、1.7m、1.5m、梁間柱間間隔は南から2.4m、2.1mとなる。柱穴は径30～40cm、廂部と考

えられる柱穴は小さく径20cmくらいである。北側廂部の幅は狭く60cmくらいである。廂部を含めた

床面積は約27m2である。

SB308（図版8・11）

11・12B・Cに位置する建物。SB303に重複し、東側にSB301が並列する。南北桁行3間（5.5m）、

東西梁間2間（2.6m）である。柱間間隔は南北南から1.2m、1.9m、2.4m、東西東から1.2m、1.4mで

ある。柱穴は北西及び南東隅柱が径30cmの他は20cmくらいである。面積は約14m2である。

SB306（図版8・13）

10・11C、SB305に重複して存在する。桁行5間（10.4m）、梁間3間（7.7m）の総柱の建物である。

SD311に並行、接するように位置し、方位はSB301、SB305と同じである。柱間間隔は桁行北側から

1.8m、2.7m、2.6m、1.6m、1.6mと両側が狭い。東西梁間は西から2m、2.8m、2.8mである。柱穴は

径40～50cm前後で、比較的小さく礎盤（板）は残存しない。床面積は約80m2で当遺跡で最大面積で

ある。

SB399（図版8・13）

10・11C・Dに位置し、SB305の南東側に重複する。桁行3間（4.7m）、梁間2間（4.4m）に小規模

な総柱建物で周辺建物と方位を同じくする。柱間間隔は桁行西側から1.4mのほぼ等間隔、梁間は西側で

1.8m、1.6mである。柱穴は径40cm前後で、礎盤（板）はない。床面積は15.4m2。

SB310（図版8・13）

12Cに位置する桁行3間（5.1m）、梁間2間（4.4m）の総柱建物。東隣にSB304が近接する。A2区の

他の建物がほぼ同一方位であるのに対してこの建物のみが方位が異なる。柱穴は30cm前後と小さい。

床面積は22.4m2である。

C区（図版18・19）

SE5（図版18・20）

2B6・7に位置する。長軸1.5m、短軸1.3mのほぼ円形を呈する素掘りの井戸。深さ約1.3mで、底

部がややすぼまる。覆土は暗褐色土、青灰色土で、炭、腐食土を含みやわらかい。木製品、珠洲焼が出土

している。

SE22（図版18・20）

2B13・18に位置する。長軸0.85m、短軸0.75mのほぼ円形を呈する。深さは0.5mと浅い。覆土は

暗褐色土、青灰色土で炭化物を含む。掘り方いっぱいに曲物が据えられている。

SX43（図版19・21）

1A22・23に位置する。径2.2mのほぼ円形を呈する。深さは約20cmと浅く、断面皿状を呈する。

覆土は暗褐色、黒色、灰白色土である。底部より木片が出土している。

SE72（図版18・20）

2A16に位置する。径約0.7mの円形素掘りの井戸で、深さ約0.7mを測る。覆土は青灰色、暗灰色シ
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ルトで有機物を含む。底部から小形の曲物が出土したが、この井戸に付随するのかは明確でない。

SB02（図版19・21）

1Bに位置する。3×2間で東側に廂を持つ。南北3間（6.4m）、東西2間（3.7m）で柱間間隔は南北約

2.1m、東西1.8mである。柱穴規模は20～30cmと小さい。廂部分の幅は約1.1m、柱穴規模は同じで

ある。廂部を含めた平面積は約31m2である。この建物内にあるP15から鍋鋳型が出土している。

SB23（図版18・20）

2A・Bに位置する。東西4間（6.9m）、南北2間（4.9m）で、南側に廂を持つ。柱間間隔は一定せず、

また柱列も揃っていない。柱穴規模は30～60cmである。中柱はない。SX37には柱根が残存する。廂

部は幅約1.1m。廂部を含めた平面積は41.4m2である。

2）中 世 面 2（図版22）

A1区（図版23・24）

木道1（粗朶敷きの道）

SD77の直下、Ⅳ層下で確認された。東西方向に走り、SB82の下部を走る。Ⅵ層が平安時代の包含層

で、その上部に在ることから、中世に属すると考えられる。延長で26m確認され、調査区外に延びる。

道幅は平均で1.5m前後である。道の両脇に径10～20cm、長さ3m前後の枝を切り落とした自然木と枕

木を置いて並べ、その2本の間に縦に粗朶を敷き詰める。その上に藁や木屑を入れ、今度は長木に直角に

横木を渡している。主要な縦木と横木は木皮様の紐で縛られている。途中には切れ目が認められる。水抜

きのためと考えられる。

A2区（図版25・26）

木道2（図版27・28）

12C・Dを東西に走る路で木道1とは約24mはなれている。集落のはずれを走ることになり、この路

が直線的に走れば、西側東側ともに丘陵裾部にぶつかる。軟弱地盤の谷部を木道化し、丘陵裾部に沿って

道は続いていたものと思われる。路を構成している4条のラインを便宜的に南側からA・B・C・Dと

する。断面図の所見からすると、まずCラインの道が構築された。道は上幅約1.2mで下部に細い枝木

（そだ）を縦方向にしき並べている。木道1のように組んだ形跡は認められない。東側では、大きな加工

材が敷かれている。この粗朶の上に黒色土が敷かれている。道に敷く土としては軟弱に思える。この両側

B・Dラインが側溝となる。幅はBラインで1.2m前後、Dラインで2m前後である。その後Bラインの

溝が道として拡幅されている。同じく粗朶が敷かれているが、密度が薄い。これにより道幅は3～4m前

後となった。西側にはAラインの側溝が新設される。

SB400（図版26・29）

10Cに位置する総柱建物でSB401・SB411と重複する。桁行3間（6m）、梁間2間（6.2m）であるが

梁間2間のほうが長くなる。柱間間隔は桁行西側から1.8m、2m、2.3m、梁間北側から3.1m、3mとな

る。柱穴は径40～60cm前後とばらつきがあり、半分以上に礎盤（板）が残存する。床面積は約37m2

である。

SB401（図版26・29・30）

10Cに位置する総柱建物でSB400・SB411と重複する。桁行4間（6.7m）、梁間3間（6.3m）である。
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柱間間隔は、桁行北から1.5m、2m、1.8m、1.4m、梁間西側から2.2m、2.2m、1.7mとなる。柱穴規

模にはばらつきがあり、小さいものは35cm以下、大きいものは径70～80cmに達する。多くの柱穴に

礎盤（板）が残存する。床面積は約42m2である。

SB402（図版26・31）

SB400の北側10B・Cに位置し、SB408に重複する建物。桁行3間（5.6m）、梁間1間（3m）の東西

棟で北側に廂を持つ。廂部は幅1.4m。桁行柱間間隔は約1.8等間。廂部を含めた床面積は24.4m2である。

SB403（図版26・33）

一番北側の9Bに位置する桁行3間（4.2m）、梁間2間（3m）の南北棟。柱穴規模は小さく、径25～

30cmである。桁行柱間間隔は北から1.2m、1.5m、1.5m、梁間は西から1.7m、1.3mである。床面積

は12.4m2である。

SB411（図版26・29・30）

同じく10Cに位置し、SB400、SB401に重複する桁行3間（4.8m）、梁間2間（3.9m）の南北建物。

柱穴規模は小さく径25～30cm前後である。柱間間隔は桁行北側から1.8m、1.8m、1.2m、梁間西側か

ら2m、1.9mとなる。床面積は18.7m2。

SB404（図版26・33）

11Cに位置する建物で、集落の一番西側にある桁行3間（6.2m）、梁間1間（2.9m）の南北建物。柱穴

規模は小さく、径30cm以下がほとんどである。桁行柱間間隔は北から2.1m、2.1m、2mとなる。床面

積は17.5m2である。

SB405（図版26・33）

11Bに位置する桁行2間（3.3m）、梁間1間（1.9m）の小規模南北建物。柱穴規模は小さく径30cm前

後。桁行柱間間隔は1.6m等間である。

SB407（図版26・30）

10Bで確認された建物であるが半分以上が調査区外と考えられ、全体規模をつかむに至らない。南北棟

で桁行は4間（5.6m）以上、梁間2間（3.7m）である。桁行柱間間隔は北から1.5m、1.4m、1.4m、1.2m、

梁間は西から1.8m、1.9mとなる。柱穴規模は径40cm前後で、梁間柱穴3本には礎盤（板）が残存する。

SB408（図版26・31・32）

10B・Cに位置する両面廂付き東西棟である。身舎部分は桁行3間（9.8m）、梁間2間（4.2m）で、柱

穴は大きく50～70cmで、礎盤（板）の残存するものもある。桁行柱間間隔は西から3.2m、3.2m、

3.4m、梁間は2.1m等間である。南北両側の廂部分は幅約1.6mで、身舎柱穴に対応するように柱穴が並

ぶ。柱穴規模は小さく、径30cm前後である。廂部分を含んだ床面積は72m2である。

SB499（図版26・31・32）

10Cに位置し、SB402、SB408と重複する桁行3間（9.3m）、梁間2間（3.7m）の東西棟。桁行柱間

間隔は3.1mのほぼ等間。桁行は北から1.9m、1.8mである。柱穴規模は小さく、径30～40cmである。

床面積は34.4m2である。

SE429（図版26・34）

9B17に位置する円形の井戸。径約70cm、深さ54cmを測る。底は東側がやや深くなる。

SE428（図版26・34）

山裾に近い9B12に位置する楕円形の井戸。すぐ南側にSE429がある。長軸1.6m、短軸1.2m、深さ
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約54cmである。覆土は灰褐色、暗褐色の粘土で炭片を含み、レンズ状の堆積を示す。板状木製品や焼

石が出土している。

SX427（図版26・34）

山裾に近い10C19・20に位置する。南北にやや長い楕円形を呈する。長軸1.8m、短軸1.6m、深さ

は山側で70cmの箱型を呈する。覆土は上層に灰白色、青灰色粘土で、下部には厚さ約30cmの炭層が

ある。南東隅には径約60cm、深さ約40cmのピットがある。新旧関係は不明。中世土師器皿が出土して

いる。

SD426（図版26・34）

10B14・15に位置する南北溝。確認延長約6mで北側は調査区外に延びる。幅20cm前後、深さ

12cmを測る。

SD425（図版26・34）

10B11～13・16に位置する南北溝。SD416・417・456とほぼ並行して走る。延長8m以上で北

側調査区外に延びる。中央で途切れ、そこにSE410がある。幅20～30cm、深さ20cm、覆土は上部が

灰褐色シルト、下部が砂質となる。

SD424（図版26・34）

10C16に位置する南北溝。長さ約3m、幅35cm前後、深さ約9cmを測る。西側にはSD422・423

が並行して走る。

SD423（図版26・34）

11C20に位置する南北溝。すぐ西側にSD422がある。長さ約4m、幅32～46cm、深さ約9cmを測

る。覆土は上層が灰褐色シルト、下層が灰白色粘土である。

SD422（図版26・34）

11C19・20に位置する南北溝であるが、やや弧を描く。長さ約4.7m、幅28～50cm、深さ6cmと

浅い。覆土は灰褐色シルトである。

SD420・421（図版26・34）

10C6・7・11に位置する南北溝。SD423の北延長線上にあり、東側には並行してSB400・401が

あることから関連積がある可能性がある。南側でSD420とT字状に交わるが、新旧関係は不明。長さ約

2.2m、幅22～40cm、深さ8～12cmを測る。SD420は長さ1.8mで幅、深さはSD421と同じである。

SD418（図版26・34）

11C5に位置する南北溝。長さ1m、幅約20cm、深さ10mで小規模。

SD416・417（図版26・34）

10・11Bに位置する南北溝。南側で交わり、西側からの東西溝と接続する。両溝ともに延長8m以上

で北側調査区外に延びる。幅はSD416で24～60cm、SD417で20～40cmとなる。深さはSD416が

浅く7cm、SD417が17cmを測る。

SD415（図版26・34）

10・11B・Cに位置するL字状に屈折する溝で上層のSE320に向かっており、そこでとぎれている

ことから、上層遺構の可能性もある。長さはSE320から西へ約12m行って、南へ4m延びる。溝幅は

46～104cm、深さは約18cmである。SE320近くで、北側にS字状に溝が枝分かれし、SD412・413

に交わる。
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SE414（図版26・34）

10B20に位置する円形の小形井戸。径約70cm、深さ60cm。覆土は暗褐色シルトに灰白色粘土がブ

ロック状に混入する。

SD413（図版26・34）

10C4・5に位置する東西溝。北側2mにはSD412が並行して走る。長さ約4.5m、幅20～40cm、

深さ12cm。覆土は灰・暗褐色シルトである。

SD412（図版26・34）

10B24・25に位置する東西溝で、SB408の北側廂部分に沿って走る。長さ3.8m、幅約75cm、深さ

30cmを測る。覆土は灰及び暗褐色シルトである。このSD412の東端からゆるくカーブを描き、山裾に

沿ってSE320を巻くように走る溝がある。幅20～36cm、深さ10cm前後である。

SE410（図版26・34）

10B11・16に位置する円形の小形井戸。SB407の南側に接する。径役70cm、深さ75cmを測る。

覆土は暗褐色シルトに砂を混入する。

SE409（図版26・34）

9B21に位置する小形の円形井戸。周辺にSB403、SE414、SE428、SE429がある。長軸70cm、短

軸60cmで深さは58cmを測る。覆土は灰白色粘土と炭化物層とが互層に入る。下部より鉱滓が出土。

C区（図版35）

SB00（図版35・36）

1Bに位置する2×2間の建物。南北4.5m、東西3.4mであるが、南北北西隅の柱穴は確認できない。

また、東西列は、2間分の広さを持つが、中柱は確認できない。柱穴規模は30cm前後と小さい。平面積

は15.3m2である。

SB01（図版35・36）

1・2Aに位置する1×2間以上の建物。桁行3.6m以上、梁間1.8mで北側調査区外に伸びる。柱穴規

模は径20cm前後と小さい。

SD84（図版35・36）

1・2Bに位置する東西溝で、SB00の南側約1.5mをほぼ平行して走る。幅40cm前後、長さ5.1mを

測る。深さは5cm前後と浅い。

杭列（図版35）

1C～2Cにかけて南北に並ぶ杭列。約7mにわたって確認された。地形にそってゆるくカーブを描い

ており、水田の畦畔等に関連するものと考えられる。

SD85・200（水田跡）（図版36）

C区の北側で確認された水路及び畦畔跡。水路と考えられるSD85・200は山側の北西方向からほほ

直線状に流れ、1か所北側に向かって分岐する。幅は60cm前後。深さは50cmくらいで断面U字状を呈

する。この水路に沿って、畦畔と考えられる小さな土手が東西に延び、これに直行するように2本の畦畔

が延び、水田を区画している。畦畔は幅30cmくらい、高さは5cm前後である。畦畔により区画された

水田は一辺が約6mである。2か所に畦畔の切れ目があり、用排水口と考えられる。SD200の水路内で

人の足跡が確認された。
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3）中 世 面 3（図版37）

箱形土坑2（図版37・39）

10C25に位置する。セクションベルト調査時に断面で検出した。底面に箱型の板がはめ込まれている。

長さ約60cm、幅30cmで高さは不明。板は薄い杉材である。

遺物集中地点（中世ゴミ捨場）・トチの実集積地点（図版38）

2か所で集中地点が確認された。1か所は12C～Dにかけておよそ径6mの範囲に浅い落ち込みがあり、

木製品を中心に多くの遺物が出土した。建物群の南西はずれで、木道脇である。箸状木製品が多く、他に

下駄・漆器・板材等約190点にのぼる。落ち込みは浅く約20cm程度で、粘土・木の皮・もみがら・植

物遺体・粗朶等が互層になって確認され、その中に多くの木製品が廃棄されていた。

遺物集中地点の下部でトチの実集積地点が2か所確認された。集積1は西側で、1×0.6mの範囲で認

められたが、土坑等掘ったものでなく廃棄の状態をうかがわせる。集積2は、径約1.5mの範囲で検出さ

れたが、状況は1と同様である。トチはいずれも廃棄時には実入りの状態であった。もう1か所は

12B21～24、12C1～4、6～9付近である。落ち込み等は認められなかったものの、木製品をはじめ

とした多くの遺物が出土した。

中世面炉（図版37・39）

13B25、13C5付近で焼土が多く確認されたため、調査時に炉と認識したものである。よく観察すると

焼土はブロック状で製鉄関連遺物を多く含み、炉として認識することはできない。また、その分布を見る

と木道2と全く重なるため鉄滓・炉壁等を木道2の基礎として利用した可能性が高い。したがって、これ

ら製鉄関連遺物は調査区外から持ち込まれたと考えられ、その時期は中世面3（木道2）の時期かそれ以

前と言うことができる。

箱型土坑1（図版37・39）

10C22で検出された。土坑は長軸80cm、短軸70cmの方形に近く、その中に上面がやや開く逆台形

様の箱の一部が認められた。土坑の大きさから、箱は長さ約60cm、幅30cmくらいになると考えられる。

残存している箱の深さは約7cmである。近くに炉跡と思われる焼土や炭がある。

中世面炉1土坑（図版37・39）

10C22・10D2で検出した。長軸0.9m、短軸0.55mの楕円形で上面中央に焼土、下層に褐色土があ

る。深さは約10cmと浅い。西側に箱型土坑1がある。

カーボン範囲1・2・炉2土坑（図版37・39）

同じく10C22に位置する。カーボン1・2は重複するが1が新しい。1は長軸1m、短軸60cmの楕円

形、2は長軸約2.2m、短軸1.2mの楕円形で、中央に炉（焼土）がある。炉は長軸45cm、短軸30cmの

楕円形で、中央上面に焼土がある。下部には褐色土があり、皿状を呈する。

粗朶列（図版37・38）

12C～Dにかけて検出された。89年度に検出した木道2の下部にあたり、掘り残しの部分である。

溝1～溝4（図版37・39）

10C～Dの山裾に沿って南北に走る溝。幅40cm前後、深さ10cmで溝2・3・4は重複関係にある

が、新旧は不明。

中世溝1（図版37・39）
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11C16・21で確認された南北溝で、確認できたのは長さ約4.3mである。断面皿状で、深さは約

10cmと浅く、覆土は砂質である。

中世溝2（図版37・39）

11C・Dで確認された南北に走る溝。確認延長12.7m、幅1.4mで、断面皿状、深さ20cmを測る。

覆土は砂質土である。

中世溝3（図版37・39）

11D3・4で確認された南北に走る溝。確認延長7.1m、幅50cmで断面皿状を呈する。深さは約

10cmで、砂質土である。

井戸1（図版39）

山裾に近い10D4で確認された中世の井戸。長軸1.6m、短軸1mを測る。

D 古　　　代

B 区（図版40）

SD193（図版42・43・47）

7B、尾根の西側、等高線に沿って走る溝。尾根先端南側で西に少しカーブし消える。延長約20m、溝

幅約1.2m、深さ50cm、断面U字状を呈する。覆土は暗褐色土、黄褐色土で炭化物を含む。北側で

SD195を切る。

SD63（図版42・47）

7D、尾根の東側に位置する。尾根に直行する東西方向に延びる。延長約5m、溝幅1～1.3m、深さ

18～24cmで断面皿状を呈する。土師器片が出土しているが、時期は明確でない。

SD66（図版42・44）

調査区南側、7D6に位置するL字状の溝。尾根に直行する東西の長さ2.7m、並行する南北の長さ

4.2mで、南側でP46（炉）に切られる。覆土は暗褐色土で土師器片が出土している。

SD62（図版42・47）

7C24・7D5に位置する東西溝。SD174の北側に位置する。長さ約4m、幅90cm、深さ約20mの浅

い溝。断面U字状。覆土は暗・黒褐色土。須恵器・土師器片が出土している。

SD196（図版43・47）

4A16・17・21・22に位置する東西溝。確認延長約6m、幅1m、深さ20cmで断面皿状。覆土は黄

褐色土。

SD195（図版43・47）

5B～7Aにかけて尾根斜面に直行する東西溝。確認延長約28mで西側は谷に落ちる。幅約70cm、深

さ25cmほど。SD193より古い。

SD153（図版43・47）

5C～6Cにかけて尾根の東側を等高線に沿って走る溝。幅約1.3m、深さ60cmの断面皿状。覆土は暗

褐色土。

SD68（図版42・44）

調査区の一番南側に位置する2本の溝。土塁から約4m東側を平行して走る溝は幅約50cm、深さ約

10cmと浅く、延長は約5.5mで南調査区外に延びる。この溝に対してT字状に土塁に向かって走り、土
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塁手前でL字状に南に走り、土塁に平行して接する。幅は60～70cmでやや広い。覆土は暗褐色土で硬

くしまる。土塁を一部切っていることから、土塁より新しいことがわかる。須恵器片が出土している。

P8（8号炉）（図版42）

7C15に位置する。長軸約1.6m、短軸約1mの不整楕円形で深さは8cmほどと浅い。最下面には黄褐

色粘土を貼っており、その上面約1cmの厚さで焼土が堆積し、よく焼けている。上面より土師器片が出

土している。

SE67（図版42・44）

8C19・20に位置する。径1.7mの不整円形で、断面U字状。深さ約60cm。覆土は3層以下で黄褐色

土ブロックを多く含み、しまりはない。4層から須恵器片出土。

SD23（図版42）

7D9、SD63とSD174を結ぶように直行して走る溝。幅約80cm、深さ25cmで、断面皿状。覆土は

黒・暗褐色土で、上層に焼土を含む。溝内から土師器・須恵器片、鉄滓が出土している。

SD174（図版42）

7C23、7D3・4に位置する。SD62とSD63の間を東西に平行して走る溝。尾根中心部から東側斜面

に向けて延長約11mで調査区外に延びる。溝幅は斜面側が広く約2m、狭いところで約70cmを測る。

断面皿状で、深さや約20cmである。土師器・須恵器片、鉄滓が出土している。

溝の中央部に、溝を切って土坑がある。長軸1.7m、短軸1.2mの不整形で30～50cmの皿状を呈する。

底面は焼けており、その上面に炭層が堆積する。須恵器片出土。

SD27（図版42）

6C18に位置する長さ1.6mの短い溝。幅約30cm、深さ20cmで断面U字状。覆土は暗褐色土で、須

恵器片が出土している。

SD29（図版42）

6C～5Cにかけて丘陵東側等高線に沿って南北に走る溝。延長6.5mで北側調査区外に延びる。幅約

50cm、深さ約10cm、断面U字状を呈する。SI3の周溝SD28とはL字状に接する。

SI2（図版42・45）

6C、尾根の東側斜面近くに位置し、隣接してSI3が並ぶ。東西3.8m、南北4mの隅丸方形を呈し、外

側約1.5m離れて、西側から北側に向けてL字状に周溝が走る。掘り込みの深さは約30cmでレンズ状の

堆積を示す。覆土は暗茶褐色土、暗褐色土で黄色粘土ブロックを含む。東側は斜面部にあたるため、灰色

土により造成してから、壁を掘り込んでいる。遺物は覆土及び床面から須恵器・土師器・鉄製品・と石等

が出土している。特に上面の1層中からの出土が多い。中央よりやや北側径1.3mの範囲に炭化物の散布

が見られ、炉跡と考えられるが、焼土の痕跡は明確でない。柱穴と考えられるピットが5個確認されてい

るが、4個は中央に方形に配される。一辺が1m未満であることから、通常の建物柱穴としては構造上疑

問が残る。柱穴はいずれも径30cm、深さ20～30cmと一定している。周溝は幅30cm前後、深さ10～

20cmである。SI3の周溝SD28を切っており、SI2のほうが新しいことがわかる。

SI3（図版42・46）

SI2の北側に位置するほぼ同規模の建物跡。1片4mの方形を呈する。約1.2m離れて西から北側にむ

けてL字状に周溝がめぐる。規模はSI2と同じである。掘り込みの深さは山側で40cm、谷側で10cmで

ある。覆土は暗褐色、黒褐色土である。覆土中から須恵器・土師器の出土があるが、少ない。中央よりや
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や北側に南北1.7m、東西1.5mの範囲に焼土及び炭の散布が見られる。中央部は30cmの範囲で床が焼

けている。柱穴は4隅に4本配される。径30cm前後、深さ30cm前後と一定している。柱穴間の南北は

2.5m、東西は1.7mである。炭・焼土を取り除いた下部でも2基の柱穴が対称に確認されている。規模

は他の柱穴と同様である。竪穴の周囲、周溝との間にも柱穴が認められる。北側に2本、東西北側に各1

本であるが、浅く、大きさも一定しない。

この2軒の竪穴住居跡は、通常この時期の竪穴に付属するカマドが明確でないこと、炭・焼土範囲が大

きく、位置が同じこと、覆土より鉄製品や鉄塊が出土していること等から製鉄関連工房跡の可能性も考え

られる。

A2区（7層下面）（図版41）

溝列群（図版41）

山裾に近い10B・Cで確認された。溝はほとんどが南北列で、それに直交する東西溝もある。南北は

約15本確認された。長さは4～7m、幅20～50cm、断面U字状、深さ10cm前後である。東西溝は直

線状、弧状があり、企画的でない。

ピット群（図版41）

溝群の北側にピットが多く検出された。建物の柱穴の可能性があるが、建物としての把握はできていな

い。

E 弥生・古墳時代（図版48）

Ⅸ層下での確認である。数本の谷を走る自然流路を確認した。一つは10B～11Cにかけて流れる川で、

地形的には谷のほぼ中央を流れる。幅は上流部で1.5m前後、下流部にいくと細く50cm前後となる。ま

た、深さは上流部で50cm前後、下流部にいくに従い浅くなり、10cm前後となってしまう。下流部

10・11C南側で弧状に走る溝も確認される。幅は1m前後、深さ10cm前後である。11Bから流れる川

は別の谷からのものである。幅1m前後、深さ10cm前後である。少量の土器と木製品板材、緑色凝灰岩

管玉が出土している。

F 縄 文 時 代

縄文時代晩期（図版48・49）

Ⅹ～ⅩⅠ層での確認である。数本の自然流路が確認されている。Ⅹ層溝1は谷の中央10B付近から調査

区の西側を南西方向に蛇行しながら流れる。幅0.5～1m、深さ10～30cmである。Ⅹ層溝2は溝1と同

様10B付近から流れ溝2とほぼ同じ方向に流れるが、途中で確認できなくなる。この溝の11C5、10C6

の溝両側に柱根が2本残存する。太さ20cmほどの丸材で底面は丸く加工される。またその下流両岸にも

杭が数本打たれている。溝利用に関連した施設と考えられる。Ⅹ層溝3は溝1・2同様10Cから南に向

かって流れ下る。後の弥生・古墳時代の溝とほぼ同じルートをたどる。幅は0.5～1m、深さは10～

20cmと浅いが、11D付近で傾斜が緩くなり、溝幅も1.8mと広くなる。そこに木組み施設が2か所認め

られる。

人為的に溝幅を広げた可能性もある。上流の木組みは溝幅が広くなったあたりに存在する。木組み1は

長さ約3mの範囲に木が組まれている。流れに直交するように横木をすきまなく並べているが、縦木と考
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えられる木も一部存在する。上流側には川中に杭が打たれているが、下流側では確認できない。木は径

10cmほどの丸材で、1m前後に切られているが、加工痕跡は認められない。この木列の上に環状の木製

品（有孔円盤）が載った状態で確認された。ここから約3m上流に木組み2が存在する。木組み1と同様

の木組みである。同規模の木を横に並べているが、両側には縦木も組まれている。多くは丸材であるが、

割り材も存在する。上流中央には径30cmほどの立ち木があり、木組み中ほどにも杭がいくつか認めら

れる。

なお、11B付近で大量の土器が出土し、他に石器類も出土している。

縄文時代後期（図版50・51・52）

ⅩⅡ層で自然流路が6本確認された。いずれも蛇行が大きく、また枝分かれしているためうまくつなが

らないのもある。溝1は9B16から10C・11Cに向かって流れ下る。11C・12Cあたりでは枝分かれが

ある。10C10・11・16・17地点で木組み3を検出した。この付近で川幅は最も広く、2.5mに達し、

人為的に広げている可能性がある。最初に木組み3（一枚目）が確認されたのはⅩⅠ層であるが、この下に

2枚目～5枚目（ⅩⅡ層）がある。1枚目（最上面）では流路に長さ4mにわたって木組みがある。長さ50

から1mほどの丸木で、太さは径10から20cmほどと細いが一部太い木も認められる。ほとんど木が横

に並べられている。杭は下流側に数本打たれているが、上流には太い木2本が並んでいる。

2m下流（10C11・11C15）にも木のかたまりがある。木の大きさはまちまちで組んだような状態では

ない。2枚目は長さ4mの範囲に縦木と横木を組んでいる。縦木は川の両側及び中央に置かれ、その間に

横木が蜜に敷かれている。両岸の幅は約2mある。縦木は長さ1.5mほどの丸材で、東側に5本程度、西

側及び中央に1から2本認められる。上の横木は大きさがまちまちで、丸材のほか加工板材もある。また

丸材の中には三叉状の枝も確認される。杭は南西隅に数本立っている。

3枚目はやや規模が小さく長さ2.5m、幅1.8mの範囲になる。やはり縦木と横木が認められるが西側

縦木は確認できない。東側縦木は長さ1m前後と短く、数本あるが、中には加工板材もある。横木も短く

50cmの丸材または板材である。粗密があり川中央部分では隙間がある。

4枚目は長さ2.5m、幅1.8mの範囲で組まれている。縦木は川中央に2本並行に並べられ、中央部に

横木はなく溝状となる。幅は約30cmである。横木はその両外側にきれいに並べられる。約50cmの丸

木である。最下部5枚目は、木がまばらで木を組んだ様子はうかがえない。

溝2、溝3は、溝1の南側10B19・20から流れ出ているが、溝1方向には行かずグリッド方向に沿っ

て流れる。2本の溝はあるいはもともと1本の川の流路変更であった可能性もある。10C1・2付近には

溝中に杭が打たれている。溝4は11B25から流れ、溝3と交差するが下流の流路は確認できない。溝4

が3より古い。溝5は他に比べて幅が細く、20から30cmである。溝6は12C区にありクランク状で確

認されたが、位置からすると溝2・3の続きの可能性が大きい。近くで長さ5m程の丸木が確認され、溝

中には杭が打たれている。

縄文後期以前（図版53）

縄文後期のⅩⅡ層より下のXVI層でも溝跡を確認した。やはり10B付近から流れるもので溝幅は1.5m程

度である。下流部では蛇行が見られる。ここでは木組み施設は確認できない。付近からは縄文中期後半の

土器が確認されるが量は少ない。これより下層についてはトレンチを設定して深堀したが、遺構・遺物等

確認されなかったため、この層で調査を終了した。
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3 遺　　　物

A 遺物の記述

遺物は時代種別ともに多岐にわたる。中世古代の土器では珠洲焼・瀬戸美濃焼・土師質土器皿・輸入陶

磁器（青磁・白磁・青白磁・朝鮮陶器・青花等）・須恵器・土師器・灰釉等がある。中世古代の石製品では、

砥石・石臼・石皿・石帯、製鉄関連では、炉壁（溶解）・鍛冶滓・各種鋳型・羽口・坩堝等がある。金属

製品では、鍋・小刀・銅製鈴がある。中世古代の木製品も多く見られる。弥生～古墳時代では、土器・緑

色凝灰岩製管玉がある。縄文時代では後期前葉～中葉の土器・石器、晩期後半の土器・石器、中期の土器

がある。

総遺物量は、約1100箱を数える。

記述は大きく弥生古墳時代～中近世と縄文時代に分けた。弥生古墳時代～中近世では、遺構出土で一括

性のある遺物は中世がほとんどであるため、まず中世遺構面別に遺構出土遺物を提示し、次に種別・器種

毎に包含層別に説明を加えた。遺物個々の説明は本文中では少なくし、観察表で対応した。

遺物番号は、全てを通しNo.にすると3000近くになるため、弥生・古墳時代～中近世の土器、同木製

品（含縄文時代）、同金属製品、縄文時代の土器、石器・石製品（縄文～中近世）の5種を、各々1からの通

し番号とした。このうち、石器については、縄文時代とそれ以降の区分が難しいものがある。このような

順にしたのは、土器は時期判別がつくが、木製品、金属製品、石製品については時期判別が難しいためで

ある。

B 弥生古墳時代～中近世（図版54～164）

器種分類、各部位呼称は以下及び第14図～第17図、第3表～第6表のとおりである。

1）土　　　器（図版54～79）

a 分　　　類

古墳時代土師器 弥生～古墳時代の土器であるが、出土量が少なく細分類は行わない。壺・甕・器台が

ある。

古　　代 須恵器・土師器がほとんどで、他に灰釉が数点ある。

須恵器 第3表・第14図のとおりである。

杯はほとんどが佐渡小泊産と考えられ、小泊産をB類、他をA類とした。B類は大部分の底部がヘラキ

リで糸きりは2点確認したのみである。詳細は観察表に示した。小泊産杯は時代が新しくなるほど皿状に

開く傾向があるため、体部の立ち上がり角度（第14図）も分類に加えた。立ち上がり角度58°以上をB1

類、57～52°をB2類、51°以下をB3類とし、口径についてもa～cに分類した。

有台杯は、口径、口径高さ指数（指数に用いた高さは高台部を除く）、体部の立ち上がり角度の3要素を加

味し分類した。ほとんどが小泊産と考えられる。

杯蓋は口縁径により3分類した。A類では、内側に返りを持つものが1点ある。A0、1類を除いて小泊

産と考えられる。

狭口壺は頸の長さにより2分類した。
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第14図　須恵器器種分類図・部位名称
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長頸瓶は体部に膨らみを持つものと、体部が細長いいわゆる壺G器形（1点のみ）とに分類した。

甕は口縁がくの字状に開くものと口縁が短く浅いものとに分けた。

他に平瓶・横瓶・鉢があるが、細分はしていない。

土師器 第4表、第15図のとおりである。

椀は器形・口径・口縁器高指数を加味して5分類した。A類は杯と分類すべきであるが、便宜上椀とし

て扱った。E類としたものは、底部が厚いものであるが椀となるかは明確でない。

皿は高台付とそうでないものとに分けたが量は少ない。

黒色土器は、口径器高指数により分類した。高台付は1点のみである。

円筒器台は1遺跡としては多く出土した。全体器形を窺えるものが少ないため細分はしない。

甕は非ロクロハケ調整のものが少し認められる。ロクロ調整のものは器形下半部の調整（ケズリとタタ

キ）により分類した。

小甕も非ロクロハケ調整のものが少数ある。他は口縁部形態により2分した。

鍋は器形、調整により分類した。

輸入陶磁器の青磁・白磁・青白磁・青花は古代末から中世にかけてである。青磁では、同安窯系がかな

り認められる。

中世の土器では、珠洲焼・土師質土器・瓦器・山茶椀・瀬戸美濃焼等がある（第16・17図、第5・6表）。

珠洲焼には鉢・片口鉢・壺T・壺R・甕がある。

鉢・片口鉢は大きさ、櫛目の有無、口縁部形態により分類した。小形で櫛目のない鉢が比較的多い。

壺Tは口縁部形態により分類した。壺Rには四耳壺がある。
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第3表　須恵器の分類

無台杯

A 体部・底部ともに器壁厚く、立ち上がり角度が60度を越えるもの

B

1 体部・底部ともに器壁厚く、立ち上がり角度が58度を越えるもの。底部ヘラキリで左回りと右回りとがある。小泊産

2 体部・底部ともに器壁薄くなり、立ち上がり角度が52～57度に入るもの。底部ヘラキリで左回りと右回）とがある。小泊産

3 体部・底部ともに器壁薄く、立ち上がり角度が51度以下のもの。底部ヘラキリで左回りと右回りとがある。小泊産

a 口径10～12cm程度

b 口径12～13cm程度

c 口径13cm以上

有台杯

A
1 口縁径14cm前後。口径器高指数0.4前後。体部立ち上がり65°以上。高台径大きいが内側に付く

2 口縁径14cm前後。口径器高指数0.4前後。体部立ち上がり65°以下。高台径小さく底部外周に付き、接着部丸み

B
1 口縁径12cm前後。口径器高指数0.4前後。体部立ち上がりが65°以上。高台は径が大きいが内側に付く

2 口縁径12cm前後。口径器高指数0.4前後。体部立ち上がり65°以下。高台径が小さく底部外周に付き、接着部丸み

C
1 口縁径10cm前後。口径器高指数0.4前後。体部立ち上がりが65°以上。高台は径が大きいが内側に付く

2 口縁径10cm前後。口径器高指数0.4前後。体部立ち上がり65°以下。高台径小さく底部外周に付き、接着部丸み

D
1 口縁径12cm前後。口径器高指数0.3前後。体部の開きが65°以上。高台は内側で接着

2 口縁径12cm前後。口径器高指数0.3前後。体部の開きが65°以下。高台は外側で接着

杯蓋

A

0 口縁径17cm前後で、口縁内側に小さな返りを持つものである。

1 口縁径17cm前後。器高3cm前後、体部全体に丸みがあり、端部内向する

2 口縁径17cm前後。器高3cm前後、体部外周が扁平で端部垂直に近い

B
1 口縁径15cm前後。器高3cm前後、端部垂直に近いか丸み。

2 口縁径15cm前後。器高4cm以上、端部垂直に近いか丸み。

C 口縁径13cm前後。器高3cm前後、端部垂直に近いか丸み。

狭口壺
A 頸の長さが3cm前後

B 頸の長さが1.5cmと短いもの

平瓶

横瓶

長頸瓶
A 体部径が頸部径の2倍以上あり、体部が膨らむもの

B 体部径が頸部径の2倍以下で、体部が膨らまず直線的なもの　いわゆる壺G類

甕
A

1 口径45cm以上

2 口径30cm以下

B 口縁短く、口が大きい　浅い甕

鉢
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第15図　土師器器形分類・部位名称
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甕も口縁部形態で分類した。

土師質土器皿は口径8～9cm前後のものと11～14cm位のものの2つに分かれる。また器形では、体

部に稜をもつものとそうでないものとがある。

瀬戸美濃焼には皿・椀・瓶子・壺・合子がある。

b 観察表について

土器の分類等は観察表に詳細を示したが、表記について、一部説明を加える。

出土層位：基本的に註記記述をそのまま用いたため、層位分類基準が統一的でないものがある（第Ⅲ章

2層序参照）。中世面1～3、古代は層序の検討結果に基づき、決めたものである（第Ⅲ章　層序参照）。

種別：器種分類のとおり

分類：左側に各研究者の分類、右側には各研究者の相対分類年代（Ⅰ・Ⅱ等）を示した。珠洲焼は吉岡

［1994］、瀬戸美濃焼は藤澤［2005］、山茶椀は山下［1995］、瓦器は森島［2005］、輸入陶磁器類は山

本［2000、2007］、上田［1982］、森田［1982］、小野［1982］によった。本文中も上記分類表記を

用いた。

高さ／口径：口径に対する高さの比率である。須恵器・土師器の杯・有台杯・椀の分類基準に用いた。

立ち上がり角度：須恵器分類基準に用いた。

残存率：全体・口縁部・底部のおよその残存率を　／36で示した。

底部調整：底部切り離し等で、ロクロ使用の場合は、回転糸きり・静止糸きり・ヘラ切りの3種、他に

土師質土器皿の手づくね（手）がある。体部調整には、ヨコナデ・ケズリ・タタキ・ハケ・輪積み（調整

とは異なるが、円筒形器台のみ用いた）等がある。

第Ⅳ章　遺　　　跡

45

第4表　土師器の分類

椀

A
1 杯に近い器形で底部に丸みを持つ　厚手　径12cm前後で器高指数0.3程度

2 杯に近い器形で底部に丸みを持つ　厚手　径15cm前後で器高指数0.4程度

B 杯に近い器形で体部直線的。底部糸きり　径12cm前後で器高指数0.3程度

C

1 径12～14cmで器指数0.3～0.4前後。体部に丸み

2 径15cm以上で器高指数0.3前後

3 径12～14cmで器指数0.3以下。体部に丸み

D 径13cm前後で、体部の開きが大きい。

E 底部厚いもの

皿
A 径13cm前後で器高指数0.2前後

B 径12cm前後でケズリ出し高台

黒色土器
A

1 径12cm前後で器高指数0.4以上

2 径14cm前後で器高指数0.3前後

3 径15cm以上で器高指数0.3前後

4 径15cm以上で器高指数0.4以上

5 径20cm以上の大型のもの

B 有台

円筒器台

甕 A 口縁外反し、体部内外面非ロクロハケ調整

B 径18cm以下で口縁外反少なく、

C

1 径21cm前後で口縁外反し、体部上半内外面ヨコナデ

2 径21cm前後で口縁外反し、体部上半内外面ヨコナデ。外面下半部ケズリ

3 径25cm以上で口縁外反し、体部内外面ヨコナデ

D 径21cm前後で口縁外反し、端部上方につまみ上げる。体部上半内外面ヨコナデ。下半部タタキ

小甕

A 口縁外反し、体部内外面非ロクロハケ調整

B 口縁外反し、体部内外面ヨコナデ。一部にケズリ

C 口縁外反し、端部受け口状につまみあげる。体部内外面ヨコナデ。一部にケズリ

鍋

A 径34cm前後。口縁外反し端部上方に軽くつまみあげる。内外面ハケ調整

B 径30cm以下で口縁外反し端部上方に軽くつまみあげる。体部下半にケズリ。平底になる。

C 径30cm以上で口縁外反し端部上方に軽くつまみあげる。体部下半タタキ。丸底になる。
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第16図　珠洲焼器形分類

壺T-A

7 104

106

73

25113

114

119

121

123

130

137

138

141

148

155

160

壺T-B

壺R

甕B

甕B

甕A

甕A

甕C

鉢・片口鉢AIIb

鉢・片口鉢BIIa

鉢・片口鉢BIIIb

鉢・片口鉢AIa

鉢・片口鉢AIIa

鉢・片口鉢BIIb

鉢・片口鉢CIb

鉢・片口鉢Db

鉢・片口鉢CIIIb
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97

96

166
170

172

173

184 26

45

51

10

195

200

201

212

227

珠洲系?甕 

在地瓷器系陶器 

瓦器 

瀬戸美濃瓶子 瀬戸美濃壺 

瀬戸美濃天目 山茶椀 瀬戸美濃大皿 

土師質土器皿  A1 土師質土器皿  A2

土師質土器II皿  A2土師質土器皿  A1

土師質土器皿  B1 土師質土器皿  B2

土師質土器皿  B2土師質土器皿  B1

第5表　珠洲焼器形分類

鉢・片口鉢

A 口縁内湾気味に立ち上がり、端部やや細くすぼまる

B 口縁直線状に開き、端部外方に面取りされる

C 口縁直線状に開き、端部ほぼ水平に面取りされる

D 口縁直線状に開き、端部内側にそがれ、波状文が付される

Ⅰ 直径20cm前後

Ⅱ 直径30cm前後

Ⅲ 直径35cm以上

a 体部に櫛目なし

b 体部に櫛目あり

甕

A 頸部丸く外反し、口縁水平に開く

B 頸部丸く外反し、口縁端部垂下する

C 口縁くの字状に外反し、端部肥厚し面取りされる

壺R 体部肩に4耳がつき、波状文が付される

壺T
A 口縁大きく外反し、端部面取りされる

B 頸部開き気味に立ち上がり、端部肥厚する。

第6表　土師質土器皿器形分類

A1 口径12～13cm前後で体部に稜を有する

A2 口径12～13cm前後で体部に稜がない

B1 口径8～9cm前後で体部に稜を有する

B2 口径8～9cm前後で体部に稜がない。

第17図　瀬戸美濃焼他器形分類



色調：標準土色帖を用いた。

文様等：文様の他、特徴的な要素を加えた。

同一個体：接合しないものも含め、同一個体と判断された土器片の出土地点（註記）を示した。

c 遺 構 出 土

中 世 面 1

SK8（1）

青花皿であるB2群［小野1982］と考えられる。他に銭貨（735～751）、砥石が出土している。銭貨

には初鋳年1408の「永楽通宝」が含まれる。

SD77（2・3）

いずれも龍泉窯青磁椀Ⅰ類である。

SE320（4）

口縁を欠損する珠洲焼壺Tである。肩部に印刻（鳥？）がある。

SE322（5）

龍泉窯青磁椀Ⅱb類である。

SK2（6）

瀬戸美濃焼卸目付大皿と考えられる。この土坑からは梵鐘撞座鋳型（図版164・289）も出土している。

SD311（7～23・96）

7の壺Tは口縁外反する。8の鉢片口は櫛目を持たず、短部がやや薄くなる。9は龍泉窯青磁椀Ⅰ類と

考えられる。10～23が土師質土器皿である。10～16が小型のB類で、10を除いて体部に稜を持たな

い2類である。17～23は大型のA類。体部に稜を持つものが半数以上ある。96は在地瓷器系陶器と考

えられる。口縁は垂直に垂れ、T字状となる。肩部に四弁花の刻印がある。

SD311下層（24～55）

24・25は珠洲焼甕である。いずれも口縁端部が大きく外反し、Ⅰ期の古い様相を呈する。26は瀬戸

美濃焼壺四耳壺である。前Ⅰ～Ⅱ期くらいであろう。27～54が土師質土器皿でA・B類ともに多く出

土している。27～44は小型B類。27～30が体部に稜を持つB1類で、他は2類。大型のA類では45

～50が1類、他が2類で、A、B類共に体部に稜を持つ1類の割合が高い。55は白磁椀Ⅳ類である。

SD313（56）

土師質土器皿B類である。

SD315（57）

白磁椀である。内面の釉垂が確認でき、見込みに段を有する。ⅤまたはⅧ類である。

SD316（58～69）

土師質土器皿が多い。A・B類ともに体部に稜を持たない2類が多い。

SD319（70～73）

土師質土器皿（70・71）はいずれもA1類。72・73は珠洲焼甕であるが、口縁端部に違いが認められ

る。72はⅠ期、73はⅡ期であろう。

SD470（74～79）

74は珠洲焼壺Rで底部静止糸切り。75の片口鉢は櫛目が細く多い。76～79の土師質土器皿は77・
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79を除いて2類である。

各ピット（80～85）

80～82は珠洲焼鉢片口。80は細く狭い櫛目。81・82は櫛目が認められない。83～85は青磁椀。

83は龍泉窯鎬連弁のⅡb類。84は櫛目のある同安窯系椀Ⅰ類。85は龍泉窯椀Ⅰ類。

中 世 面 2

SX427（86～89）

いずれも土師質土器皿である。3点がB、1点がA類である。4点共に稜を持たない2類。

SX428（90・97）

97は珠洲系と考えられる。大形の甕で口縁の外反は少ない。叩きは特異である。

SB408柱穴（93～95）

93は青白磁小型合子。94・95は珠洲焼鉢片口。

中 世 面 3

井戸1（98）

珠洲焼鉢片口CⅢb類でⅤ期である。底部穿孔される。中世で一番古い3面での確認であるが、出土珠

洲焼はⅤ期で層序に矛盾する。山裾であるため遺構検出面の確認違いであろう。

溝1（99・100）

99は土師質土器皿で体部に稜を2段有するA1類。100は白磁皿でⅡまたはⅢ類と考えられる。

d 包含層出土

珠洲焼壺R（101～104）

101～103は中世面1出土。いずれも下半部で底部糸切り。104は中世面2出土四耳壺。肩部に波状

文。いずれもⅠ期と考えられる

珠洲焼壺T（105～110）

105～108が中世面1出土。107・108は壺T－A、106・109は壺T－Bである。110は中世面2

で壺T－Aである。いずれも口縁端部には違いが認められる。このうち107・109・110はⅠ～Ⅱ期、

106はⅣ期である。

珠洲焼甕（111～120）

111～113は中世面1出土でA・B類がある。Ⅰ～Ⅱ期。111は器壁厚く、端部がつまみ出される。

内面に沈線が走る。112は口縁が丸く大きく開く。113は口縁が水平に開き、端部薄く面取りされる。

Ⅰ期。114・115が中世面2である。114はB類で、端部大きく開き端部水平からやや垂れる。115は

B類でくの字上に短く開く。114がⅠ期、115がⅣ期と時期が混在する。116は中世面3であるが、口縁

部欠損する。大きく開くと考えられる。Ⅰ期。117～120は層位明確でないもの。

117がA類のほかは、C類である。

珠洲焼鉢・片口鉢（121～165）

121～144は中世面1出土である。121・122・124・125はAⅠ及びⅡ類で、櫛目を持たないもの

である。121・122・123は口縁が直立するように立ち上がり、古い形状を示す。以上はいずれもⅠ～
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Ⅱ期である。123は細い櫛目を有する。130～133はB類。136～138・140はC類で、いずれも櫛目

を有する。141がD類である。他は、口縁部を欠損する下半部の破片であるが、いずれも静止糸きり。

133・136～141は新しくⅣ～Ⅴ期である。

145～152が中世面2である。145・146・149・150はA類で櫛目を持たない。147・148はB類

であるが、同じく櫛目がない。151・152は口縁部を欠損する下半部である。151は底部回転糸きりで

櫛目がない。152は静止糸きりで波状の櫛目を持つ。153は中世面3出土である。底部回転糸きりで、櫛

目を持たない。

154～165は層位の明確でないものである。154は口径17cmと小さい。155～157はいずれも櫛目

を持たない。161はD類である。出土数は少ない。

山茶碗（172・175）

172は中世面1、175は中世面2の出土である。13C前半であろう。

瀬戸美濃焼（166～171・174～184）

166・167・169～171・184が中世面1出土。166・167は口縁内面受け口状の大皿で上半部に灰

釉が見られる。169は卸目があることから、卸皿であろう。170は天目茶椀である。171は椀である。

174は茶入れと考えられる。184は瓶子・燭台・花瓶等の脚部と考えられる。

176が中世面2である。176は香炉類である。177～179・181・182は層位が明確でない。181は佛

餉具であろう。

瓦器椀（173）

1個体の出土。県内での出土は少ない。

土師質土器皿（185～236）

土師質土器皿はA・B類の大小が明確に区分でき、器形にも画一性が高い。185～209が中世面1包

含層出土である。185～191がA1類、192～194がA2類、195がB1類、196～209がB2類である。

A類では、体部に稜を持つ1類が多い。B類はもともと1類が少ないが、1点のみである。210～220が

中世面2出土。A類では1類（210～212）と2類（213～215）が半々である。B類（216～220）は全て

2類である。221～224は中世面3出土。A類のみであるが、1類3点、2類1点である。225～236は

層位不明確。

青磁（168・237～278）

168・237～254は中世面1出土である。このうち237（椀）・251・252・253（皿）が同安窯。他

が龍泉窯である。多くがⅠ類D期に属する。243・244・249は新しくG期以降である。255～267は

中世面2出土。255～257は同安窯系、267が同安窯、他が龍泉窯である。266の椀（Ⅱ類）を除いて全

てⅠ類D期である。

268～270は中世面3出土。268・269は同安窯、270は龍泉窯系である。271～278は層位不明確。

全て龍泉窯系椀である。278は小盤である。

白磁・青白磁（279～299）

283（皿）・287（小型壺形合子）・298（椀）が青白磁でD期ある。他は白磁である。279はB区古代遺

構出土の皿であるがF期（13C後半）である。285は角杯と考えられる。

中国陶器（183）

耳壺または水注と考えられる。暗黄緑茶色の釉で底部は削りだし高台。
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青花・朝鮮陶器（300・301・302）

いずれも中世面1出土。300は青花椀B群（15C）。301・302は朝鮮陶器で、16世紀代である。

e 古代遺構出土

SI2（303～308）

B区竪穴建物出土である。303～307は小泊産須恵器。306は杯B1類aで杯の中で口径が最も小さい。

308は珠洲焼壺T－A類。混入である。

SI3（309～311）

3点共に須恵器杯である。309がB3類、310がB2類、311がB1類である。

f 古代包含層出土

須恵器長頸瓶（312～316）

全て小型である。316はB類でいわゆる壺Gと呼ばれているものである。

須恵器狭口壺（317～319）

317・319は直立する短い口縁（A類）。318はそれより短い（B類）。

須恵器平瓶（320）

1点のみの出土である。口縁部を欠損する。丸みがなく直線的である。

須恵器甕（321・326～330）

326・327・330は甕A1類であるが、口縁端部の形状が各々異なる。328・329はA2類で類似口縁

端部形態である。321は頸が短い（B類）。一応甕とした。

須恵器鉢（322・323）

2点とも類似の形態。底部は平底となる。

須恵器横瓶（324・325）

325は復元実測であるが、やや細長い形態。

灰釉（331・332）

331は椀、332は瓶と考えられる。

須恵器杯（333～531）

最も多く出土している器種である。A類（333）は1点のみ。厚手で底部にやや丸みを持つ。底部ヘラ

切り。C類（334・335）は糸切り底のもので2点のみ。産地不明。336からが小泊産である。336～

368はB1類で立上りがきついものである。器壁は薄いものが多い。口径器高指数は0.28と他に比べて

大きく、深いことがわかる。口径は13cm以上のc類がなく、12cm前後が多い。このうち364・365

は形状、焼成ともに類似するもので、同一製作、焼成の可能性が高い。369～423がB2類で、口縁の開

きが大きくなる。口径12cm前後が多いが、13cm以上の大型の杯も見られる。417は口径15.2cmと特

に大きい。器壁はより薄いのが多くなり、口径器高指数は平均0.26とやや浅くなる。この類になるとB1

類になかった墨書土器が多くなる。424～491・496～524がB3類である。量的にはB3類が最も多い。

やはり12cm前後が多いが、13cm以上も少しある。器壁は薄く、1・2類で厚かった底部も、体部とほ

ぼ同様の厚みとなる。口径器高指数は0.24と浅い。やはり墨書土器は認められる。このうち、439～

449は類似性が高く、同一製作、焼成の可能性が高い。
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以上杯はほとんどA区Ⅶ、Ⅷ層で出土しているが、層位と器種分類に関連は見い出せない。

須恵器有台杯（532～549）

532～535が口径器高指数が0.3前後と有台杯では浅いものである。このうち、632は体部立上り角

度が70°と大きく、高台部接着は内側である。2類の533～535は立上り角度が小さく開きが大きくな

り、高台部接着は外側となるものである。C類は口径10cm前後と小さいが指数0.4前後となる。高台は

いずれも外側で接着するが、1類の537は底部内周に付き、2類の538は底部外周に付く。539～

541・544はB類で口径12cm前後とC類よりやや大きい。544はB2類の中でも特に開きが大きい。A

類（546～549）が口径14cm前後と最も大きい。やはり立上り角度で1・2類に分類される。

須恵器杯蓋（550～568）

A類は口径17cm前後のもの。550はA0類。内側に返りを持つものはこれ1点である。551もこの類

に入る可能性がある。552～554は深みのある蓋。口縁返りの接着が内側に向くもの（A1類　552）と、

垂直のもの（A2類　553・554）とがある。B類（555～560）は口径15cm前後のものである。560は深

みがある。561～564が口径13cm前後と小さいものである。端部接着部の返りが不明瞭なものが多い。

565は転用硯。

土師器甑（569）

把手部分1個のみである。

土師器甕（570～600）

A類（570・571）はハケ調整。出土量は少ない。572～574はB類。口縁外反少なく小型。575～

578はC1類。口縁外販し、端部垂直にそがれる。体部上半部ハケ調整。下半部不明。579・580がC2

類。口径20cm前後。口縁くの字状に外反し、端部薄い。580は口縁やや内湾する。外面上半部ヨコナ

デ、下半部ケズリ調整である。内面はハケ調整で、体部丸みを持つ。C3（581）類は口径27.7cmと大型。

582～600がD類。口縁端部は軽くつまみ上げられる。上半部ヨコナデ、下半部タタキ調整である。

土師器小甕（601～633）

601・602はA類でハケ調整。甕同様少ない。603～609はB類。口縁外反し、端部丸みを持つもの

が多い。体部ヨコナデ調整。610～630がC類で口縁端部が受口状に摘み上げられるものであるが、形

態にはバラエティがあり、615のように極端なものも見受けられる。体部のほとんどがヨコナデで底部

近くに一部ケズリがある。

土師器鍋（634～640）

634はハケ調整のA類。口縁端部は軽くつまみあげられる。B類（636）は下半部がケズリ調整。底部

は平底となる。口径は24cmと小型。635・637も口径が小さいことから、B類に入る可能性がある。

638～640がC類。薄手で上半部ヨコナデ調整、下半部タタキ調整。

土師器円筒器台（641～657）

破片を含めると1遺跡としては多く出土している、全体を追えるものは少ない。641は全体の窺えるも

のである。輪積み痕跡を明確に残し、両端口縁は平坦にしている。両面のうちより平坦な方を基本的に底

面としたが、上下判別の付きにくいものが多い。したがって、図上では輪積み痕跡が右上がりと左上がり

の2とおりが存在する。直径は12から14cm前後、高さ11から14cm前後である。ほとんどに貫通円

孔が穿たれるが位置、数には規則性がない。いずれも二次焼成を強く受けている。

土師器椀（658～686）
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A類（658～662）は器壁厚く、底部に丸みを持つもので、杯に近い器形である。このうち659はⅩA

層出土で古い可能性もある。B類（663～665）も杯に近い器形であるが、底部が糸切りで平らである。

体部は直線的。C類（666～678）は体部に丸みを持つものである。全て底部糸きりであるが、糸きりの

後ケズリを加える丁寧な土器も見られる。口径、深さで3分類した。D類（679～684）は口縁の開きが

大きく、直線状に開くものである。特に682～684は底部が厚い。E類（696～698）としたものは、底

部の特に厚いものであるが、上半部がなく器形は明確でない。

土師器皿（687～695）

無台皿A類（687～689）と有台皿B類（690～695）とがある。A類は体部に丸みがあり、B類は直線

的である。

黒色土器（699～711）

口径と器高指数で分類したが、基本的器形は変わらない。ほとんどが内黒であるが706は全体黒色で

ある。外面ヨコナデ、下半部にケズリを加えるものがある。また、底部は糸切りの後、ケズリ・ミガキを

加える丁寧なもの（700・706等）もある。705は特に大型である。711は有台でほとんどない。

製塩土器（712～714）

小型の特殊土器である。いずれも薄手で輪積み痕跡を残す。底径5cm前後である。

g 弥生古墳・近世土器

弥生古墳時代の土器（715～722）は、Ⅸ・Ⅹ層を中心に出土しているが、量は少ない。715、716は

壺である。715は有段口縁、716は体部下半部がやや張る。外面磨き、内面ハケ調整である。717・

718は甕。口縁くの字状に外反し、内外面ハケ調整。720は底部薄く、一部ケズリが加えられる。Ⅹ層

出土であるが、器種は明確でない。721・722は器台である。近世土器（723～734）もかなり出土して

いる。

h 銭　　　貨

銭貨を一括した。17点が出土した。735～741は中世面1 SK8からの出土である。初鋳年の最新が

「永楽通寶」の1408年であることから、SK8は15世紀以降であることがわかる。その他まとまった出土

はない。全体には北宋銭が多い。
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第7表　出土銭貨一覧

報告No. 銭　名 遺　　　構 グリッド 層位 国名 初鋳年 書

735 A1区　SK8No.1

736 A1区　SK8No.1

737 治平元寶 A1区　SK8No.1 北宋 1064 真書

738 永楽通寶 A1区　SK8No.1 明 1408

739 祥符元寶 A1区　SK8No.1 北宋 1008

740 咸平元寶 A1区　SK8No.1 北宋 998

741 A1区　SK8No.5

742 A1区　溝　 13D Ⅱ

743 A1区　溝　 13D Ⅱ

744 大観通寶 A1区　 14C5 Ⅳ 北宋 1107

745 熈寧元寶 A2区　道路部分 SD470 北宋 1068 篆書

746 淳化元寶 A2区　道路部分 SD470 北宋 990 真書

747 熈寧元寶 A2区　道路部分 SD470 北宋 1068 真書

748 元祐通寶 A2区　 10B17 北宋 1086 行書

749 皇宋通寶 C区 2A24 北宋 1038 篆書

750 洪武通寶 C区 排土 明 1368 無背・単点通・マ頭通

751 熈寧元寶 C区 2B20 Ⅳ 北宋 1068 篆書



2）木　製　品（図版80～152）

寺前遺跡で出土した木製品は4000点以上に及ぶ。器種も多岐にわたるが、概略は一覧表のとおりであ

る。ほとんどが欠損品であり、器種不明品が多い。古代に関しては明確に古代包含層としてとらえられた

木製品は少なく、中世と判別できないことから一括した。個々の木製品については観察表のとおりである

が、可能な限り遺構・包含層別に分類した。上層から遺構面順に説明し、不明のものは後に一括した。

a 中 世 面 1（1～314）

A1区（1～72）

ほとんどが遺構からの出土である。

SB80（1～11）

柱穴からの出土である。P192出土の箸・棒状のものは地鎮に関するものかもしれない。5は挽物祖型

と考えられるが、不良品を礎盤（板）として利用した可能性もある。礎盤（板）は全て両端を切断した板

状である。10は抉りが認められ、建築部材の再利用が考えられる。

SB81（12～15）

全て板状の礎盤（板）である。

SB82（16～21）

全て礎盤（板）であろう。16は丸木材であるが、両端調整されていることから礎盤（板）と考えてよい

であろう。

各ピット（22～40）

建物柱列として認識できなかった柱穴等からの出土である。建築部材を再利用したと考えられる礎盤

（板）が多く、大きさも40×30cm前後と一定している。33は連歯下駄で、丸木の中心部を利用してい

る。36は丸木を荒削りし、片側に抉りをつけたこもづちと考えられる。

SD77（41～51）

水田用水と考えられる溝である。箸や棒状のもの（41～47）は、水田祭祀に関連するものか。

堰（53、54）

53は角材で臍穴が認められる建築部材。54は中央が大きく貫通する部材。

溝（55～65）

55～62は箸である。水田祭祀にかかわるものであろう。64は曲物底板であろう。

包含層（66～72）

66は差歯下駄の歯で減りが著しい。67は木簡様の板。72は角棒状で、右上に抉りがある。

A2区（73～288）

SB301（73・74）

礎盤（板）と柱根である。柱根は割材で、角柱状である。

SB302（75～80）

76～80はP12出土である。P12は東妻の中柱にあたる。漆器皿（76）・扇（77）・箸（78～80）は地

鎮祭祀であろう。
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SB305（81～85）

いずれも礎盤（板）及び柱根である。礎盤（板）には板状のもの（81・82）と丸木半割のもの（83・84）

とがある。

SB307（86）

丸木を利用した柱である。

SB399（87・88）

柱と礎盤（板）である。

SE3（89・90）

89は四角の板材で両面に刃物傷を多く残す。一端二個一対の綴じ穴がある。90は曲物と考えられる。

黒漆地に赤漆で文様が描かれている。

SE320（91～134）

95～119・121～126が井戸枠部材である。95～106はいずれも長さ1.2m前後、幅20cm前後の

薄い板状で、側面にほとんど加工痕はなく、裂いていることがわかる。基底部（下部）はよく残っている

が、上部は破損している。107は他よりも長く186cmをはかる。円形の穴も認められ、面加工もあるこ

とから、建築部材の転用とも思われる。108も一部面加工が施され、転用材であろう。109～111・

121～123は断面やや厚みを持ち、弧状に湾曲する。109・110・121は外面丁寧な工具による削り整

形が施されている。121では、端に穴があけられており、あるいは丸木舟の二次利用が考えられる。112

～118・125・126は桟木である。原材を裂いた後周囲にほとんど調整を施さず、臍部分のみを作り出

している。91は黒漆塗り椀。129・131は挽きもの粗形。132は小型の縦杵。一端は丸く加工され、一

端は平らである。使用による摩耗が認められる。127・128・133は曲物底板。

SD311（135～176）

135、136は丸木の柱根、137、139は礎盤（板）である。139には抉りや貫通孔があり、建築部材の

転用かと思われる。140は部材の火きり臼への転用である。142～145は棒状で柄の可能性がある。

155～165は板または棒状で製品としては明確でない。157は折敷であろう。171は杓子。172は板草

履の片側である。173は連歯下駄で摩耗著しい。

SD311下層（177～242）

185は組み合わせ式の箱物であろう。186～199は、幅が狭く薄い板状で綴じ孔のあるのもある。製

品としては明確でない。200～202は杓子。203～214は曲物である。210～214は底板。210は中央

に孔がある。212は木釘が残存する。215～219は漆器椀、220～222は漆器皿・椀である。217は内

面赤漆である。218は底部にロクロ止め痕2種が認められる。一つは複数の爪あと、一つは画鋲様の痕跡

である。227～234は箸である。235、239は連歯下駄、236～238は差歯下駄の歯である。239が木

の芯部を利用しているのに対して、235は端を利用している。240～242は「蘇民将来子孫也」木簡3

枚である。杭の脇からの出土である。

SD313（243）

棒状の材である。

SD314（244・245）

いずれも箸状の木製品

SD316（246～254）
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棒状又は板状の材である。

SD317（255）

箸である。

SD319（256～264）

256～259は曲物材。261は杓子。262・263は板草履であろう。264は抉りが見られることからこ

もづちであろう。

SD470（265～276）

265は漆器皿底部で外中心部に画鋲様のロクロ止めがある。271は連歯下駄であろう。275は形代で

ある。鳥であろうか。

その他（277～288）

杭及び礎盤（板）である。

C区（289～314）

SB23（289～293）

289は柱穴出土の先端の尖る丸棒である。290は櫛。291～293はいずれも丸材利用の柱である。

各ピット（294～308）

296は折敷き底部、297・308は綴じ穴のある板材。295は漆器椀である。299～307は礎盤（板）

及び柱根である。柱根は307を除いていずれも丸材を利用している。

SE22（309）・SE34（310）・SE5（311）・SE72（312）

いずれも曲物材と思われる。

SX43（313・314）

差歯下駄である。

b 中 世 面 2（315～465）

A1区木道1（315～326）

木道材及びそれに絡んで出土したものである。315は杭。ほかに曲物・下駄・指物材等がある。

A2区（327～427）

SB400（327～331）

327は柱穴出土の連歯下駄。329～331は柱根・礎盤（板）である。331の柱根は割材利用。

SB401（332～341）

332・337～341は礎盤（板）及び柱根である。337・339は四角の臍穴があり、建築部材の転用と

考えられる。

SB404（342）・SB407（343）

柱根及び礎盤（板）である。

SB408（344～347）

各柱穴出土で、346・347は箸である。

各ピット（348～353）
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352は左右対称形で両端が尖る。

SE428（354～358）

356は挽物粗形であろう。357は杓子先端部加工途中であろう。358は曲物底板である。

SE429（359）

連歯下駄である。半割材を利用している。

SD415（360～369）

360はきれいな細い板材である。指物等の材であろう。362は杓子で柄部を欠く。364～369は箸で

ある。

SD417（370～373）

全て樺皮である。曲物等の綴じ紐である。

SD475（374）

連歯下駄である。材の中心部を利用している。

SK495（375～385）

375の差歯下駄は木の中心部をはずして製作されている。臍穴は前歯が2本、後歯が1本である。384

は漆刷毛である。幅3.3cmの薄い板に切れ目を入れそこに毛を挟み、紐で縛っている。毛はほとんど摩

耗してしまい、基部のみ残存するが、漆の付着により、詳細を観察できない。385はこもづちであろう。

SX579（386）

何かの柄と考えられる。

SX427（387～394）

387は綴じ用の穴が両端に認められることから指物の部品と考えられる。388～393は曲物に関する

ものであろう。394は黒漆塗りの皿である。

水路（395・396）

水路の地点が明確でない。395は杓子へら状である。396の板は片側両端に抉りがあり、荷札様であ

る。

木道2（397～404）

木道及び周辺での出土である。398は漆器皿で、底部にロクロ止め痕が認められる。399は径3cmほ

どの円盤で中央に穴がある。紡錘車であろうか。400は一部欠損する板状部材。中央が若干すぼまる撥

状を呈する。四隅対称に小さい穴が穿たれる。周囲は丸く調整される。401は檜扇で骨3枚が残存する。

402・404は形代と思われる。402は刀形である。403は折敷き底板。

各ピット・杭（405～427）

405は木の中心部を利用した板で周囲にたくさんの擦痕が認められる。406は折敷底板。407～427

は柱根、杭、礎盤（板）である。柱根のほとんどが丸材を利用しており、412のような割材は少ない。

415は前面に加工が施されるサイコロ状である。柱根を礎盤（板）に再利用したものと考えられる。

C区（428～465）

各ピット（428～437）

428・429の柱根は丸木を利用し、底面は平らに面取りされる。430は断面三角形に近く面取りされる。

SD200（438・439）
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438の板材は側面にも釘穴があり、箱物の一部と考えられる。

SD300（440～442）

440は連歯下駄。木の中心を利用していない。緒の前臍穴は前方が摩り減ったことにより切れている。

442は板草履の可能性がある。

溝（443～454）

443、444は黒漆塗皿。底部のみ残存。451は先端の尖る板。形代の可能性がある。454は連歯下駄。

半割材を利用している。鼻緒の穴は四角く大きい。

水田跡（455～460）

455～458は畦や水路に関連する杭であろう。459・460は差歯下駄である。木の中心部をはずして

作られる。歯の臍は前2、後1である。歯の高さは10cm近くあり、大きく開く。長さは22cmと短い。

包含層（461～465）

461は椀と思われるが劣化著しい。462は下駄の歯。

c 中 世 面 3

A1区（466～582）

全て包含層出土である。466～474は断面四角に近い棒である。468は60cmと長い。470・471・

474は先端がやや細くなる。472は一端に鉤状の抉りがある。476は調度の脚であろう。477・478は

板状で一端が細くなり、一端はU字状に抉られる。480～488はいずれも綴じ穴があけられており、箱

等の組み合わせ具の部材と考えられる。491は一端はきれいに面取りされるが一端は切断している。492

～495はいずれも一端が斜に切られる。500～502は折敷底板と考えられる。503は指物。506は薄い

円盤である。紡錘車であろう。507～513は形代と考えられる。509、510は人形、511は動物であろ

う。512・513は刀形。514は指物。515～517は檜扇である。518～522は杓子。各々形状、大きさ

が異なる。523は鉤状のつり手である。524～530は曲物底板、側板である。525は半分欠損と考えら

れるが、欠損部分の側面にも釘穴があり、補修利用の可能性がある。

531～540は漆器椀・皿である。531～535が椀で高台は低く、深さはまちまちである。541～569

は箸である。長さに若干のばらつきがある。570～582は下駄である。570・571・573は連歯下駄。

570と571・573は木取りが異なる。570は緒の穴が確認できない。573は小さく、長さ16.5cmであ

る。572・574～582が差歯下駄。形状は類似するが、574がやや細身である。歯の付け方にも違いが

ある。572・574は臍穴が前後とも1、577・578は前2、後1、579は前2、後1である。また、582

は前後ともに2であある。本体部分の断面にも違いが見られる。平らで両端が薄くなるもの（572・

574・575・582）と差歯部分が厚くなるもの（578・579）がある。

A2区（583～865）

P1（583～588）

583～585は挽き物である。583、584にはロクロ止め痕がある。586～588の板は同規模の穴があ

けられる。檜扇であろうか。

井戸1（589・590）

589は円形の板。
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工作土坑（591～597）

加工の際の削片が多くつまっていた。同一木であろう。

水路（598）

小刀や庖丁の柄である。楕円形の棒の一端に抉りを入れ、目釘穴を開けている。同様の柄はこの遺跡で

数本出土している。

中世ゴミ捨場（599～722）

多くの木製品が一括して出土したが、祭祀に関連する遺物も多く含まれる。599～604は漆器椀・皿

である。いずれも内外面黒漆塗り。601～603は底部厚く作られる。605～629,631～637は箸で、捨

場の中に集中地点が2か所あった。638は櫛。639は陽物である。640は独楽と思われる。641～663

は薄い板状である。641～645・653は先端の尖る形代状のもので、644は頭部に抉りがある。646～

663は意識的に切断したと考えられる破片である。斜めに削がれているものが多い。648・649・654

では両面に刃物傷が多く残る。650・655・656は両面に鋸刃状の傷が入れてあり、切断を前提とした

ものであろう。664～671は細い棒状。672～675は丸い棒状である。676は半円環状の把手で、容器

の一部が残存する。把手と容器の接合部に釘穴がある。677は小刀等の柄。縦に半分欠損する。679は

断面が孤を描くことから、丸みのある容器と考えられる。下部には組み合わせの凹凸がある。682は樹

皮性で、穴がいくつも認められる。686はやや厚みのある板で先端が尖る。上部欠損するが抉りが認め

られる。691は薄い方形の板で両面に刃物傷が多く認められる。692は両端に沿って穴があることから

指物と考えられる。708～711は曲物材である。713～718は下駄。718は連歯下駄。歯はほとんど摩

り減っている。丸木の中心を利用している。他は差歯下駄。716・717は前後歯ともに臍は2本。719

～722は木簡である。後述する。

溝1～3（723～739）

724は漆器皿で底部にロクロ爪跡が3か所認められる。737は長い棒で、一端に木釘がある。

木材集積（740・741）

木材集積とあるが、柱穴である。いずれも礎盤（板）である。

工作土坑（742・743）

いずれも礎盤（板）である。

中世炉（744～760）

中世炉となっているが、焼土の混じった包含層であったと考えられる。744は挽物粗形。皿であろう。

755は漆器椀。756は前面黒漆塗りの合わせ蓋。内蓋タイプである。760は差し歯下駄。前後歯の枠は2

本ずつ。

土坑（761）

浅い大皿である。内外面刃物傷多数。

炉付近（762）

板草履である。

地点不明（763）

A2区中世面3であるが出土地点が明確でない。形状から人面と考えられる。縦片側のみである。あご

と考えられる下部が少し尖る。上部の三日月状の穴が目、下部の抉れが口にあたる。

各ピット（764～770）
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柱根、礎盤（板）である。

包含層（771～865）

774は挽物椀と考えられるが、未成品であろう。775～779は漆器椀・皿である。775はべた高台、

777は輪高台である。いずれも黒漆。780～803が箸である。804～811は薄い板状でいずれも削がれ

欠損する。形代等を含むと考えられる。805は上部両端に抉れがある。810は明らかに人形である。814

～830、831は板状で何らかの穴があけられており、部材の一部と考えられる。831・833・835、

839～843は丸い棒状で加工が施される。835は先端が槍状に尖る。845も丸い棒状で片端に抉れがあ

る。846はこもづちである。847は円板で穴はない。848は鋤先である。849は小刀等の柄である。850

～860は曲物材である。855は底板周囲を薄くし、側板を受ける形となる。859の底板は中央に細長い

穴がある。862～865は下駄。862は連歯、864・865は差し歯下駄である。863は無歯下駄であろう

か。

d 出土層位不明

A1区（866～958）

866～869は柱根。いずれも丸木で底面を平らに調整する。870～877は礎盤（板）。柱等の転用と考

えられる。878は刳物粗形である。内外面ともに粗削り段階である。880・881は漆器椀。880は高台

が高い。882～889は箸。890～908は薄い板状である。890・891・893・894・899・902・

903等は形代の可能性がある。912・913は杓子、914は先端が箸状で一端が幅広く、中央に穴があけ

られる。915～926は角又は丸棒である。916は丸棒で先端が尖る。925も丸で栓等が考えられる。

926は角棒に刻みがある。927～941は板または棒状で、木釘穴や綴じ穴があることから、組み合わせ

部材と考えられる。942～950は曲物材と思われる。948は小型で中央に四角い穴があけられる。951

～953が差歯下駄。953は前後歯ともに2本枠である。954は板の両端が枠状に細くなる。955は器脚

である。957・958は工具の柄と考えられる。

A2区（959～1291）

959～961は挽物粗形である。小形の皿サイズである。962～967は漆器椀・皿である。966は底部

にロクロ爪跡がある。968～1002が箸。1003～1009は板状である。1003は先端にいくつかの抉りが

あり、形代の可能性がある。1006は刀形に近い。また1009は鳥形であろうか。1010～1012は櫛。

1013・1014は小刀等の柄部分である。いずれも半分欠損。目釘穴がある。1015も柄であろうか。

1016は幅の広いヘラ状。1017～1019は杓子である。1020は紡錘車。1021～1023・1027・1028

は折敷き底部。1024は小さい板であるが、文字が認められる。1029～1043は曲物材である。大きさ

はさまざまで、1031は端から細長い抉りがあり、1032では両端に円孔がある。1044～1094は板材で

ほとんどに木釘穴または綴じ穴が認められるものである。大小さまざまで穴の数、配置もさまざまである。

1066は明らかに箱物である。1095～1107は棒状である。枠穴のあるもの（1104）や端部に加工の施

されているもの（1102・1103）がある。1108～1112は先端の尖るものである。1108は槍状である。

1113は短い棒の一端に溝が切られる。1117・1118は一端にU 字状の抉りがある。1119・1120は先

端が尖るもので、1120には付着物が認められる。1122～1129は板状で形状はさまざま。1143は板草

履。1144から1155は下駄。1144・1146・1147が連歯下駄であるが、木取りが異なる。1145・
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1148～1155が差歯下駄。1145は小型で細く、また本体の断面が半円状に厚い。数少ない陰卯下駄で

ある。1151の前後歯の臍が2個に対して、1153は各1個である。1156・1157は樹皮である。1158

～1165は杭である。以上1165までは三層となっており、中世面3または古代層に対応すると考えられ

る。

1166～1168は挽物粗形。1166・1167は小皿の大きさ。1168は底部に爪跡がある。1169～1176

は漆器椀、皿である。椀1169・1170はべた高台、皿では1171・1174・1176が高台状の稜を持つ。

底部にロクロ止めの爪跡のあるもの（1170・1174～1176）と画鋲様の跡のあるもの（1171）とがある。

1188・1189は檜扇で、1189は4枚が残っている。1190～1195は杓子。形状、大きさはさまざまで

ある。1196・1197は折敷き。1198は隅切りの方形板で、刃物傷が多く、墨書も認められる。1200・

1204～1218は板状で、木釘穴または綴じ穴があるものである。側面に穴のある1213～1215は指物

であろう。1219～1225は棒状である。1222は一端に浅い紐掛け状の抉りがあり、浮きの可能性があ

る。1229～1239は円形に近い板状である。多くは曲物底板であるが、1231～1233は異なる。1240

は舟状である。1241はこもづち、1242・1243は端部が抉り又は尖頭状で浮き等が考えられる。1246

は板草履。1247～1254は下駄である。1247～1251が差歯下駄。1248は露卯下駄の可能性がある。

1247・1249・1250は前歯　2本、後歯　1本である。1251は前後　2本である。1252は連歯下駄で

ある。1253・1254は無歯下駄の可能性がある。1253は、幅20cm近くあり、田下駄の可能性もある。

1257・1258は角棒状で、端部に穴があけられる。1261は中央に四角の　穴が2個ある。1262～

1291は柱根・礎盤（板）・杭である。柱根は丸木が多く、礎盤（板）は柱根を再利用したものが多く、半

裁した断面半円状のものが目立つ。1271は四角の枠穴がある。

C区（1292～1330）

1292～1295は漆器椀・皿。1312は形代と思われる。1309は丸棒で先端が尖るが、穴が2個確認さ

れる。1319～1321は曲物。1322は無歯下駄と考えられる。1323～1330は杭・柱根である。

出土地点不明（1332～1336）

1332は小皿の大きさの挽物粗形である。1333は輪高台が付く。1335はこもづち、1336は縦杵であ

る。一端は使用により平坦となる。握り部分は上下対称でなく、もともと両端使用でなく一端のみの使用

として作られている。使用面側が短いのは、使用による摩耗の結果であろうか。

e 縄　文　層（1331・1337～1340）

1331は縄文層としているが、上層（中世）の柱根と考えられる。1337～1339は縄文後期木組み3か

らの出土である。1337は棒状で端部が丸い。1338は上部に抉りがある。1339は板で上下左右に小さい

抉りがある。1340は縄文晩期木組み1出土である。長さ・幅ともに28.6cm、隅丸方形で周囲滑らかで

あるが面取り風である。厚さは6.4cm、中央に円形に近い穴が開けられる。穴径は約10cmで、一端が

ややすぼまる。
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3）金属関連遺物（図版153～164）

金属関連遺物の出土も当遺跡を特徴付ける要素の一つである。発掘当初から13世紀頃の鋳造遺跡とし

て注目され、遺跡名はたびたび関連文献に登場している。県教育委員会及び財団法人新潟県埋蔵文化財調

査事業団では、過去に大規模な製鉄関連遺跡の発掘調査、整理作業の経験がなく、整理作業ノウハウを持

っておらず、外部の指導を仰ぐ以外に整理作業を進めることが出来ないことから、専門研究者の穴沢義功

先生から指導を受けることとした。平成18、19年度の先生の都合の付く限り、来館いただき作業を進め、

ここに終了することができた。発掘調査がおよそ20年前で、調査担当者も転出してしまい、情報が少な

い中での整理作業であったが、幸い出土量が他の製鉄関連生産遺跡と比べて少なかった事が幸いしたと言

える。発掘調査においては、金属関連の遺構は確認できていないことから、遺物のみの整理となった。総

出土量は深箱でおよそ50箱、集計結果では約786kgであった。

a 整理作業手順

整理作業は、穴沢先生の指導のもと、以下の順で行った。詳細は省略するが、基本的には秋田県「堂の

下遺跡Ⅱ　中世篇」［磯村・高橋・穴沢ほか2004］と同じで、［雨辰ほか2005］も参考とした。

①遺物の種別分類

遺物は水洗のみであったため、全遺物を分類した。種別分類の他、遺存状態や重要度に応じて5～1段

階に区分し、種別、出土地点他属性を記入出来るカード（個票）を付した。また、炉壁や滓などの細片は、

番外とした。

②遺物属性の計測

分類終了後、個票に遺物属性を記入した。属性としては、地区名、遺構名、層位、計測値（長軸・短

軸・厚さ・重量）磁着度、メタル度、遺物名等である。このうち、メタル度は埋蔵文化財専用に整準され

た小型特殊金属探知機（MR50-B）を使用した反応感知度による分類。H（○）→M（◎）→Ｌ（●）→特L

（☆）の順に反応感度が低くなり、その順に残留金属は大きくなる。「銹化（△）」は磁着するが金属探知機

の反応なしで、金属鉄が銹化したもの。「なし」は最初から金属鉄がないもの。

③構成図の作成

A・B・Cの地区毎に全体構成表の作成検討を行った。卓上に実際の遺物を並べて完成させ、それを模

式図化していった。この表に掲載したものが実測遺物となる。

④分析遺物の選択・実測・詳細観察表の作成

上記実測対象遺物の中から、選択した。予算の関係もあり、合計32点となった。選択した遺物は詳細

観察表を作成し、分析切断位置を決定し、実測図に記入した。

⑤分析依頼、資料の送付

今回は、豊富な実績を持ち、信頼に足りる「九州テクノリサーチ株式会社」に依頼した。

⑥遺物実測。トレース

残り遺物実測、トレースを行った。

⑦写真撮影

⑧遺物分布図の作成

集計に基づいて種別毎の分布図を作成した。
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⑨分析結果を併せた遺物の評価、遺跡の性格検討。

⑩遺物の収納

報告書掲載図版番号、遺物番号を記し、収納した。

b 金属関連遺物の構成

寺前遺跡で出土している金属関連遺物には、「鋳造関連」「製錬関連」「鍛冶関連」「製品」他がある。製

品については、量的に少なく、ここで製作された可能性もあるが、断定はできない。全体構成を示したの

が第8表である。製錬関連は、炉壁のみの確認で、全体では1.97％と低い。鍛冶関連は、羽口、鍛冶滓

で確認され、7.17％の比率であるが低い。圧倒的に多いのが鋳造関連の遺物で、90％を超える。地区別

では、A地区が最も多く、全体の約76％、C地区が約19％、B地区は0.4％と少ない。B地区は基本的

に中世段階の活動痕跡がほとんど無く、利用頻度が低かったことを物語っている。A地区は調査面積もC

地区に比べると3倍以上と広く、出土密度からいえばC地区の方がむしろ多いと言える。

地区ごとに見ると、A地区では、鋳造関連が約9割で、製錬、鍛冶関連は僅かである。B地区もやはり

鋳造関連が6割近くと多いものの、鍛冶関連が3割を占めることは特異である。C地区は、殆ど鋳造関連

のみである。このように谷筋のA、C地区は同様のあり方を示し、B地区が鍛冶関連が多いという違いを

見せている。

c 金属関連遺物の分布（重量による分布・比較）

発掘調査では、遺構確認面が3面以上確認されたが、遺物の層位的取り上げが必ずしも明確でなく、正

確な層位別分布が把握できないため、全体を通した分布比較とする。

金属関連遺物を大きく分類すると製錬関連、鍛冶関連、鋳造関連、製品、他（木炭）である。この中で

最も多いのが鋳造関連で、約90％以上。次いで鍛冶関連が7％、製錬関連が2％弱である。地区別に見

ると、A区は全体割合とほぼ同じであるが、B区では、鋳造関連が58％なのに対して、鍛冶関連が31％

を示し、違ったあり方を示す。C区は鋳造関連が97％とほとんどを占める。

金属関連遺物の全体分布を見ると、11B・C、12B・C、13B・C、14Cに集中することがわかる。

全体の約50％がここに集中する。ここには中世面1で町道、SD470、中世面2で木道2および側溝のあ

った地点であり、14Cは木道1の地点である。発掘所見では、木道の下に敷かれていたという記述もあ

り、この分布はそれを裏付ける。大グリッドの中で、最も多くの点数が出土しているのが13Bである。

このグリッドは、約半分の面積しか発掘しておらず、いかに多く出土しているかがわかる。このことは、

より山裾に近い高地に金属関連の遺構が存在することを想定させる。C区でも一定量認められるが、A区

に比べると少ない。丘陵上のB区は少ない。

鋳造関連は、全体分布とほぼ同様のあり方を示す。溶解炉炉壁及び炉底は12・13B・C区に圧倒的に

多く分布する。C区も調査面積は少ないものの、単位面積当たりではA区と変わらない出土を見せる。溶

解炉に特徴的な大口径羽口も同様である。湯口鉄塊は6点（丸湯口5点、一文字湯口1点）出土しているが、

いずれもA区出土である。このうち一文字湯口は10C9と集落域内での出土である。一文字湯口は、東北

地方（岩手県）に多いとされ、新潟県内ではほとんど確認されていない。上越市子安遺跡井戸出土の2点

の鍋は底部に一文字湯口の跡［笹澤1998］が残っている。共伴した珠洲焼は吉岡Ⅳ期にあたる。これら

湯口鉄塊は、科学分析によれば、良質な鋳鉄であり、大きいが無造作に捨てられている。トリベ・ルツボ
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第18図　鉄関連遺物分布図（1）
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第19図　鉄関連遺物分布図（2）
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は7点確認しているが、内2点は青銅系である。未使用と考えられるのが3点である。丘陵上のB区では

ルツボが2点出土している。鉄塊系遺物は、多くがA区で出土している。特に12、13区に集中すること

は、他の遺物と共通する。C区は3点、B区は2点と少ない。鋳型も多く出土しており106点を数える。

やはりA区で多く出土しているが、C区でも出土している。一方、B区では出土していない。A区の鋳型

では、梵鐘（竜頭・駒の爪）、密教法具？、鍋、脚があり、C区では梵鐘（撞座・乳？）、鍋がある。A、C区

ともにあり方は同じである。C区のSK2で、梵鐘撞座鋳型が瀬戸美濃焼卸大皿（15世紀代）とともに出土

している。鋳型から復元すると、撞座の直径約11cm、外区は複弁八葉、その内側に圏線を有する雄蕊帯

がめぐり、中心の中房には（1）＋8の連子が配される。

製錬関連は少ないが、分布状況は鋳造関連と同様A区に多い。製錬も行っていたことがわかる。

鍛冶関連は全体の約7％であるが、やはりA区に集中する。鋳造関連と比較すると鍛冶関連は9～14

グリッドまで広く分布することに違いがある。B、C区でも少ない出土はあるが、割合的にはB区で多い

のが特徴である。鍛冶関連羽口はC区では出土していない。鍛冶滓はほとんどが椀形で、小から特大ま

である。分布はA区に多いが、特に14C区で最も多い出土を示す。出土層位がⅤ層及びその下の黒色炭

化層であることから、木道1の下であることがわかる。

鉄鋳造品、青銅製品は全てA区出土。鍛造品はB区でも出土がある。
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第20図　拓影からの撞座鋳型（289）復元図（1/2）
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C 縄 文 時 代（図版165～188）

Ⅹ層以下に縄文晩期、後期、中期の遺物包含層が存在し、各包含層で川跡が確認され、後期、晩期では

木組み遺構を検出した。遺物には土器、石器、石製品があるが、古代中世遺物包含層でも出土している。

土器は時代判別がほぼ可能であるが、石器・石製品については、古代・中世と縄文とで判別のつかないも

のもあるため、一括して後述することとする。

1）縄 文 晩 期

a 分　　　類

器形・文様の分類は、第10表のように行った。器形は、口径が高さより大きい浅鉢・ほぼ同じ鉢、口

径より高さが大きく頸部にくびれのある甕、植木鉢状で高さのある深鉢、頸のすぼまる壺、蓋に分類した。

しかし、器形全体を把握できる個体は少なく、浅鉢、鉢、壺で判断困難のものもあるが、一応どれかに含

めた。各部位名称は、第29図のとおり。

浅鉢には、胴部が丸みをもって立上るもの（A）と算盤玉状のもの（B）とがある。文様は6種に分類

したが、全体文様構成を把握できるものは少ない。工字文については、部分的なものが多く、細分はしな

い。鉢は口縁が直立、外反、内傾するものがある。文様は浅鉢に近い。深鉢は口縁部形態により5分類し

た。口縁の内側が三角形状にそがれるもの、丸みまたは細くなるもの、内面が窪むもの、やや外反するも

の、外面が帯状に肥厚するものである。文様は、口縁部に文様帯を持つ1類と全面結節縄文等での文様帯

を持たない2類とがある。各類は、文様により細別される。1類では、工字文、平行線文が多い。2類で

は、結節縄文、網目状撚糸文、撚糸文、条痕文、無文及びその組み合わせである。甕は口縁部無文と口縁

部帯状に肥厚し、文様が付される2種がある。壺、蓋は出土数が少ない。

以下、遺物の説明は、遺構別、層位別とした。

b 各　　　説

溝2（1～4）

1は小型深鉢口縁部。口縁部肥厚し鋸状沈線束が廻る。以下は沈線である。2は浅鉢と考えた。逆楕円

区画で区画内に縄文が充填される。沈線は押し引きの有節である。3は波状口縁壺であろうか。4は結節

縄文の深鉢。

溝3（5～13）

木組み1、2のある溝である。5、6は浅鉢。5は工字文、6は2と類似で逆楕円区画である。区画内に縄

文が充填される。7は鉢で口縁部に小突起があり、口縁に沿って短沈線束がめぐる。胴部上半には隆帯に

よる楕円区画（小2、大1の組合せ）が廻る。8～10は結節縄文の深鉢。8は羽状結節。11～13は無文。

不明溝（14・15）

註記では溝、川木組みとなっているが、遺構を特定できないものである。14は胴部楕円区画の浅鉢。

区画内縄文。15は結節縄文の深鉢。上部に沈線。

後期溝2・3（16～19）

「川あと」と註記された土器で出土グリッド、層位から後期の溝出土と判断した晩期の土器である。

16・17は後期溝2。17は口縁に沿って沈線が廻る甕と思われる。16は結節文＋縦網目状撚糸の深鉢で
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第29図　縄文土器器形分類図

深鉢1

深鉢B

壺 鉢 浅鉢 

蓋 

浅鉢A

浅鉢B

深鉢2 深鉢3

A A

A

C D E 甕B B

鉢C 鉢B

壺 

口縁部 

胴
部
 

橋
状
把
手
 

胴部 

底部 

頸
部
 

頸
部
 

胴
部
 

頸部 

縄文晩期 

縄文後期 



ある。18、19は後期溝3出土。いずれも甕で、口縁に沿って短沈線が廻り、下部は無文となる。

ⅨB層（20・21）

20は甕口縁部。21は工字文の壺であろう。

ⅩA1層（22～52）

深鉢が多くを占める。22～24は鉢。22は交互弧状沈線で、下部に縄文。23は細い沈線による平行線

文である。24は流水文風三角形区画と楕円区画の組合せである。25～27は壺。25・26は無頸である。

ハの字状沈線及び平行沈線である。27は無文で口縁が開く。28～31は甕破片と考えられる。28・30

は口縁に沈線束がめぐる。29は細い隆帯上に刻みが付される。32～35は深鉢で上半部に文様のある1

類である。37～52が2類である。口縁形態はさまざまであるが52を除いて全て結節縄文である。口縁

部での結節のあり方はさまざまで企画性がない。49は下半部が無文となる。52は網目状撚糸文。

ⅩA2層（53～92）

ここも多くが深鉢の文様2類で占められる。53～55は浅鉢。53・54は算盤玉状でいずれも工字文。

53は沈線細く、54はやや太い。55は主文様帯が細い工字文である。56～58は鉢。56は胴部が膨らむ。

連続の三角形区画が2段配される。57・58は同一個体。縦鎖状隆帯と流水状工字文が底部まで配される。

59・60は壺。61・90・91は甕。61は甕口縁部。微隆帯による楕円区画。90は口縁に沿って沈線が

廻り、頸部無文、胴部には縄文である。91は無文。口縁部小波状となる。62～65は文様1類の深鉢。
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第10表　縄文晩期土器分類表

器　　種 器　　　形　　　分　　　類

浅鉢

A 口縁がやや丸みを持つ直線状か内傾するもの 連弧・楕円区画で区画内に縄文を施す

B 胴部が算盤玉状のもの 眼鏡状隆帯を持つもの

〃 工字文を持つもの

〃 平行線を持つもの

〃 三角形区画を持つもの

〃 浮線網状文を持つもの

鉢

A 胴部に丸みがあり、口縁が直立するもの 弧線文を持つもの

B 胴部に丸みがあり、口縁が外反するもの 楕円区画

C 胴部に丸みがあり、口縁が内傾するもの 工字文を持つもの

流水状連続三角形

沈線

深鉢

A 胴部やや膨らみを持って立ち上がり、口縁端部が三角形状にそがれる。 口縁部に文様帯を持つもの

B Aと同じであるが、端部が丸みをもつか、細くなるものである。 匹字文を持つもの

C 口縁端部内面が窪むもの 楕円区画を持つもの

D 口縁外面段状に肥厚ややくの字に近く外反するもの 綾杉状沈線を用いるもの

E 口縁が帯状に肥厚するもの 微隆帯を持つもの

平行線を持つもの

文様帯を持たないもの

結節縄文のみであるが縄文は羽状が多い

斜縄文と結節j縄文の組み合わせである

網目状撚糸文を持つもの

結節縄文と網目状撚糸文の組み合わせ

撚り糸文のみ（結節もある）

結節縄文と撚糸文の組み合わせ

結節縄文と条痕文の組み合わせ

条痕文のみ

無紋

甕

A 口縁がほぼ垂直に立つ。頸部が無紋となる 口縁部が無紋となるもの

B 口縁端部外面が肥厚するもの。 口縁部に文様のあるもの

綾杉状沈線を用いるもの

撚糸文を用いるもの

斜縄文を用いるもの

微隆帯を用いるもの

条痕文を用いるもの

壺

蓋

文　　　様　　　分　　　類

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

1

1a

1b

1c

1d

1e

2

2a

2b

2c

2d

2e

2f

2g

2h

2i

1

2

2a

2b

2c

2d

2e



62はシンプルな工字文。64は縦撚糸文が付される。66～89は深鉢で文様2類。66～82が結節縄文で

ある。羽状を始めさまざまな結節縄文形態があるが、特に口縁部文様にバラエティが多い。77は下半部

で、結節が山形になる。80は無節で類例は少ない。83～87は網目状撚糸文。84は口縁部横回転、85

は結節縄文の組合せである。88は口縁帯状で撚糸文が付される。92は蓋である。

ⅩA層（93～214）

93～115・121・122が浅鉢である93は弧の字状区画で区画内に縄文が充填される1類である。

94・95も類似の文様を持つ。96は楕円又は三角形区画で下部に結節縄文である。浅鉢で縄文を有する

類例は少ない。97は連続眼鏡状隆帯である。98～108は横沈線又は工字文である。109～112、122

はいわゆる浮線網状文の土器である。出土数は少ない。113～115は逆弧状区画で、区画内に縄文が充

填される。沈線は有節となる。116・117は鉢である。シンプルな工字文で下部は結節縄文である。

118・119・121は壺頸部～口縁部である。123～135は甕である。123～126は口縁部が無文となる

1類。123は頸部横条線。125は胴部網目状撚糸文である。132・135は同一個体と考えられる。口縁

部に刻みのある隆帯がめぐり、頸部無文。頸部下半に山形交互斜沈線束が廻る。下部には網目状撚糸文。

136～151は深鉢1類。いずれも上半部横沈線または工字文である。146はハの字状沈線。152～204

が文様2類の土器。152～181までが結節縄文で、最も多い。口縁部の結節にはバラエティが多く、組

合せもさまざまである。182～192までは、網目状撚糸文使用。190・191は結節縄文が併用される。

193は結節撚糸文。194～197は結節が数段連続する。以下に縄文（197）、撚糸文、条痕の組合せがあ

る。201は条痕のみ。205は甕または壺と考えられる。206～211は小破片で器形が明確でない。

207・208は微隆帯による文様。212～214は小型深鉢底部。214には横沈線が走る。

ⅩB層（215～219）

215は工字文の浅鉢。219は無文の波状口縁深鉢。

Ⅹ層（220～239）

X層で取り上げられた土器。上記ⅩA、ⅩB層を含む。221、222は工字文を持つ浅鉢。223は鉢。

224は壺である。下半部が結節縄文である。225は甕口縁部。226～230は全体文様が明確でない。

228は207・208に類似する。233～239は深鉢文様2類。結節縄文、網目状撚糸文、無文である。

ⅩⅠA層（240～249）

241は鉢。細い沈線が雑に廻る。胴部無文。242、243は深鉢で文様1類である。242は工字文と列点

の組合せ。244から248は深鉢文様2類である。249は結節と網目状撚糸文の組合せ。

ⅩⅠB層（250・251）

いずれも深鉢。

その他（252～273）

層位不明及び晩期包含層以外出土。255・256は浅鉢。255は工字文、256は沈線がめぐる。254は

肩部に列点のある突帯が廻る壺。257・258は甕口縁部。その他は深鉢である。

2）縄 文 後 期

a 分　　　類

後期の土器は、晩期に比べてバラエティが少ない。器形分類を行い、類似器形、文様により第10表、

第30図のように群として分類した。壺・蓋・浅鉢は出土量少なく細分しない。深鉢は植木鉢状（1類）、

3 遺　　　物
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第30図　縄文後期土器の分類
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胴部にやや膨らみ（2類）、頸部にくびれのある（3類）の3種に、また、平口縁（b）と波状口縁（a）とに

分類した。鉢は胴部が球体に近いものと、注口付に細分した。

Ⅰ　群：いわゆる三十稲場式土器の一群。口縁の外反する甕の器形で、橋状把手を持つものが特徴である。

これには蓋が付く。胴部文様は特徴的な刺突と縄文である。

Ⅱ　群：いわゆる南三十稲場式土器や堀之内式土器など沈線を多く用いる土器群である。深鉢のみで構成

される。器形は1～3類が認められ、波状、平いずれの口縁もある。多くは波状口縁である。口

縁に沿って沈線がめぐり、口縁端部には縦沈線が配される。胴部は横沈線により上部文様帯と下

部文様帯とに分かれるものとそうでないものとがある。文様は数本の沈線束を単位とし、直線、

波状、斜めとパターンがある。また、縄文のあるものとないものとがある。

Ⅲ　群：口縁部形態、文様はⅡ群と同じであるが、胴部文様が2本沈線による曲線文で、沈線に沿って刺

突が巡る。類例は少ない。

Ⅳ　群：器形は深鉢3で括れがある。波状口縁で頸部無文、胴部文様は明確でないが、曲沈線や縄文がく

ると考えられる。

Ⅴa群：平口縁または波状口縁の深鉢で、口縁に沿って横沈線が数本巡ることが特徴である。横沈線は、

間隔のあるものと密のものとがある。口唇部に刻みの巡るものもある。

Ⅴb群：波状口縁で、縄文施文後、平行沈線を口縁にそって巡らすもの。

Ⅵa群：深鉢1類で、口縁部無文、その下に条線状の沈線が幅広く巡るものである。上下沈線により区画

するものもある。区画内に沈線の入るもの鎖状沈線の見られるものもある。波状口縁は少ない。

Ⅵb群：横又はクランク沈線区画のものである。

Ⅶ　群：浅鉢で、外面無文又は沈線横区画、縄文充填で、内面にも隆帯、沈線が巡る一群である。

Ⅷ　群：横又は曲線区画で、区画内に縄

文が充填される一群である。

Ⅸ　群：深鉢で、口縁に沿って円形半球

状刺突が巡るものである。胴部

には縄文・沈線・無文がある。

Ⅹ　群：無文、縄文、条線のみのものを

一括した。

その他：上記分類に入らないものがある。

以下の記述は遺構、包含層別とした。

b 各　　　説

溝1木組み3（274～309）

274～278はⅠ群土器。274～276の橋状把手で形態は各々異なる。胴部は刺突と縄文がある。277、

278は蓋である。279～290がⅡ群土器。口縁部と胴部文様帯を区切るものが多い。列点刺突を用いる

もの（281～284）もある。289、290は胴部下半の破片。292～301はⅤ群である。296・299では縄

文が充填される。

302はⅥ類。303は薄手土器で鎖状沈線文様である。

溝1（310～360）
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第11表　縄文後期土器群分類

器形

深鉢

1 胴部直線状に延びる植木鉢形。波状（a）と平口縁（b）とがある。

2 胴部にやや膨らみを持つ。波状（a）と平口縁（b）とがある。

3 頸部を持ち、胴部球状

鉢
1 胴部球体に近い

2 注口付き

浅鉢

蓋

壺

群

Ⅳ群 波状口縁で口縁部無紋

Ⅴ群 口縁に沿って数本の横沈線を用いる

Ⅵ群 区画内に横条線様沈線を充填するもの

Ⅶ群 内面に沈線、刺突を用いるもの

Ⅷ群 磨消縄文を用いるもの

Ⅸ群 口縁に沿って円形刺突が廻る

Ⅹ群 無紋、縄文の深鉢

Ⅰ群 鉢形で橋状把手を持ち、刺突及び縄文を施す。所謂三十稲場式土器。

Ⅱ群 数本の集合沈線で文様を描く

Ⅲ群 沈線と列点刺突を用いるもの



同じく溝1で、木組み3以外の地点出土である。310～317はⅠ群土器。橋状把手にはバラエティが

見られる。317の蓋には橋状把手がある。318～327はⅡ群。322・323は沈線渦巻きで323は内面に

も渦巻きがある。330～338はⅤ群土器。縦に列点刺突の入るもの（333・335・337・338）がある。

348・349はⅦ群で浅鉢である。外面無文、内面に沈線が巡る。

溝2・3（361～366）

溝2ではⅠ群の361。溝3では362～366が出土している。366がⅡ群で他はⅠ群である。

その他川あと（367～386）

川あとの註記があるが川を特定できないものである。Ⅰ群土器は認められない。370は一応Ⅱ類胴部

と考えた。382はⅥ類であるが格子目状の沈線が充填される。

ⅩA層（387～409）

最上層の後期の土器である。層位的には、晩期の土器と重複する。387はⅠ群土器の蓋。389は323

と同一個体であろう。390～395はいずれも波状の口縁部であるが、全体を把握することは困難である。

392はⅣ群である。405～407はⅥ群で406は口唇部に刺突が認められ、407では条線内に沈線文様が

走る。

ⅩB層（410～429）

410・412はⅠ群で、411はそれに伴う深鉢である。413は波状口縁部であるが、器形、文様ともに、

不明。417も帰属が明確でない。418 ～423はⅤ群土器。いずれも口縁部。429はⅦ群の浅鉢。

ⅩC層（430）

Ⅱ群の1点である。

ⅩⅠA層（431～452）

Ⅰ・Ⅱ群は少なく、Ⅴ～Ⅶ群が多いのが特徴である。436は口縁楕円区画の中に円孔が貫通する。胴

部は膨らみを持つと考えられるが、明確でない。435は球体の胴部を持つⅡ群土器。443は波状口縁で、

区画内は条線状沈線である。444～447はⅦ類の浅鉢。

ⅩⅠB層（453～475）

この層では各群が認められる。Ⅲ類とした455は2本沈線が口縁から垂下しV字またはU字状になる

が、文様単位は明確さに欠ける。沈線に沿って列点刺突が巡る。468～470は沈線区画内に縄文が充填

される。471は壺で無文である。

ⅩⅡA層（476～490）

481は注口付土器である。482は曲線区画内に縄文が充填される。

ⅩⅡB層（491・492）

横隆帯状で中期の可能性がある。

その他（493～503）

層位の明確でないものである。503は白い胎土で、Ⅸ群。

3）縄 文 中 期（504～507）

ⅩⅡB層で出土。点数は少ない。いずれも中期中葉である。
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D 石器・石製品等（図版189～194）

石器・石製品は縄文時代から中世まで認められる。本来、各時代ごとに分類、説明すべきところである

が、時期判断の難しいものもあり、明確に分類できないため、石器石製品等をここに一括し、出土層位を

基準に説明することとする。

1）弥生時代以降（1～32）

出土層位、製品種類から確実に弥生時代以降と判断されるものである。1はガラス小玉。1個のみでま

とまった出土はない。2は緑色凝灰岩製管玉。径7mmほどあり、太さからは弥生時代末から古墳時代が

考えられる。3は古代の帯飾り石　である。流紋岩または蛇紋岩製で3.9×3.6cmの大きさである。四隅

が丸く、裏面に2ヶ4対の紐孔が残存する。4・5は硯。いずれも破片。中世と考えられる。6は中世面

1P31に立った状態で出土した石錘である。この形態の錘は中世遺跡で出土することがある。被熱で一部

剥落している。7・8は茶臼の上臼（7）と下臼（8）である。上臼は上面が緩く窪み、下面には磨り目が

認められる。脇には回すための四角の臍穴がある。下臼は小破片で、皿上の受け部である。9は石臼（上

臼）である。下部は中心部に向けてやや窪み、磨り目がある。供給口の穴の一部が残存する。10、11は

軽石で、いずれも貫通孔がある。12～14は同じく軽石製の砥石である。15～32は全て砥石と考えられ

る。15～19は大型で据えたもの。20～32は手持ちである。ほとんど凝灰岩製。31では切り込みの溝

や、穿孔痕が認められる。

2）Ⅰ～Ⅷ層（33～43）

時期が明確でない。33は石鏃、34、35は磨製石斧でいずれも縄文時代である。36～40は磨石類。

磨石類は中世にも存在することから時期不明。41は台磨石。42は線刻がある。長さおよそ14cmの細長

い棒状で、端部近くに細い線刻が巡る。線刻は細いことから金属の可能性がある。43はかまぼこ状の石

で、中央と両端に線刻の溝が巡る。溝は両側から切り込む形で作られている。時期不明。

3）Ⅹ層（縄文晩期相当層）（44～82）

縄文晩期に相当する層出土である。44～50は石鏃。3～4cmの大型と2cm前後の小型とがある。46、

47には基部アスファルト付着。51～54はドリル。51は小型でつまみ付き。52は先端に摩耗が見られ

る。55は蛇紋岩製。打痕がある。56は石核。縦横方向の打痕が認められる。57～67が磨製石斧。57

～63は大型。64～67は鑿様の小型である。61は側面に窪みがある。着柄に関係するであろうか。69

～76は磨石類。磨り、叩きが認められる。ほとんどが丸い自然石を利用しているが75は全面利用した

直方体である。77・78は石皿。79は砥石。80・81は石棒である。82は石冠と思われる。小型でほぼ

完形である。断面三角形に近く3面に窪みがある。

4）ⅩⅠ・ⅩⅡ層（縄文後期相当層）（83～96）

縄文後期相当層としたが、ⅩⅠ層では晩期の土器も出土する。83～92は磨石類である。ほとんど安山

岩。93は翡翠製の敲き石。95は磨製石斧。96は石冠と思われる。底面平らな半球状で両面及び底面に

82と同様窪みがある。
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第Ⅴ章　自然科学分析

1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査

九州テクノリサーチ・TACセンター

大澤　正己・鈴木　瑞穂
A い き さ つ

寺前遺跡は新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂字寺前他に所在する。調査区内の谷部分では、中世の遺構が

検出されている。また直接金属器生産に関わる遺構は検出されなかったが、中世と推定される鋳造・鍛冶

関連遺物が多数出土している。このため当遺跡での生産の実態を検討する目的から、金属学的調査を行う

運びとなった。

B 調 査 方 法

1）供　試　材

第12表に示す。鋳造・鍛冶関連遺物計32点の調査を行った。

2）調 査 項 目

a 肉 眼 観 察

分析調査を実施する遺物の外観の特徴や、特殊金属探知機での反応の有無など、調査前の観察所見を記

載した。この結果をもとに、分析試料の採取位置を決定している。

b マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面を、低倍率で撮影

したものを指す。当調査は顕微鏡検査よりも、広範囲で組織の分布状態、形状、大きさなどが観察できる

利点がある。

c 顕微鏡組織

鉱滓の鉱物組成や金属部の組織観察、非金属介在物調査などを目的とする。

試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、#240、#320、

#600、#1000、及びダイヤモンド粒子の3μと1μで鏡面研磨した。

また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して、50倍から400倍で写真撮影

を行った。なお銅ないし銅合金の調査では酢酸・硝酸・アセトン混合液、金属鉄の調査では3％ナイタル

（硝酸アルコール液）を腐食（Etching）に用いた。

d ビッカース断面硬度

ビッカース断面硬度計（Vickers Hardness Tester）を用いて硬さの測定を行い、文献硬度値に照らして、

85
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第12表　供試材の履歴と調査項目

符号
遺
跡
名

出土位置 遺物名称 推定
年代

計測値

磁
着
度

メタル度

調査項目

備考大きさ
（mm）

重量
（g）

マ
ク
ロ
組
織

顕
微
鏡
組
織

ビ
ッ
カ
ー
ス
断
面
硬
度

Ｘ
線
解
析

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

化
学
分
析

耐
　
火
　
度

カ
ロ
リ
ー

TEL-1 寺前 中世面表採　 炉壁（溶解炉,含鉄）

12c

167×138×50 736.7 2 L（●） ○ ○ ○

TEL-2 12C町道部分3層 炉壁
（溶解炉、緑青付着） 77×67×44 135.6 1 なし ○ ○ ○

TEL-3 13C5炉外　中世層 炉壁炉底
（溶解炉、含鉄） 115×95×40 284.3 2 L（●） ○ ○

TEL-4 12C町道部分3層 大口径羽口（溶解炉） 71×103×50 199.5 1 なし ○ ○ ○

TEL-5 12C町道部分3層 大口径羽口
（溶解炉・緑青付着） 51×55×21 33.0 1 なし ○ ○

TEL-6 11C23V 白色滓 37×49×29 39.3 1 なし ○ ○ ○ ○

TEL-7 12C町道部分V 炉内滓 64×97×53 364.6 3 銹化（△） ○ ○ ○

TEL-8 14B二枚目 炉内滓 65×64×42 197.9 3 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-9 13B黒色炭化層 炉底塊 181×121×90 1976.9 6 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-10 13C10単炉付近黄
砂混じり 鋳型（外型） 55×31×45 62.3 1 なし ○ ○

TEL-11 9B19Ⅳ ルツボ（緑青付着） 75×33×18 18.3 1 なし ○ ○

TEL-12 12C16中世ゴミ捨
て場 鉄製品（鋳造品） 31×54×70 26.7 2 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-13 － 黒鉛化木炭 64×40×23 26.6 1 L（●） ○ ○

TEL-14 10C13トレンチ（A）
7層 鉄塊系遺物 45×51×31 164.4 2 特L（☆） ○ ○ ○ ○

TEL-15 SE409V 椀形鍛冶滓

11～
12c

191×193×74 3423.9 2 なし ○ ○ ○

TEL-16 SD470町道部分 椀形鍛冶滓 101×124×55 890.8 3 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-17 SD311下層 椀形鍛冶滓 102×86×35 242.1 2 銹化（△） ○ ○ ○

TEL-18 14B二枚目 椀形鍛冶滓 51×65×26 66.3 2 なし ○ ○

TEL-19 11C6Ⅳ（2層） 羽口（板屋型） 66×81×34 135.7 1 なし ○ ○ ○

TEL-20 13C10焼土 羽口（緑青付着） 12c
代 39×57×20 37.6 1 なし ○ ○

TEL-21 13C・14C黒色炭
化層 再結合滓（含鉄）

11～
12c

48×48×28 72.3 1 L（●） ○

TEL-22 SD415 鉄製品（鍛造品） 173×29×5 60.4 4 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-23 7C24① 椀形鍛冶滓 11c 64×93×46 345.3 3 銹化（△） ○ ○ ○

TEL-24 6C16 鉄塊系遺物
11～
12c

26×43×22 47.4 4 L（●） ○ ○ ○

TEL-25 4A23-1 鉄塊系遺物 79×130×25 554.5 6 特L（☆） ○ ○ ○ ○

TEL-26 1・2・3BⅢ層 炉壁（溶解炉）
12c
代

128×145×43 688.4 1 なし ○ ○

TEL-27 2CⅣ 炉壁炉底
（溶解炉、含鉄） 102×91×42 314.3 2 L（●） ○

TEL-28 2CⅣ 鉄塊系遺物

11～
12c

45×67×50 240.1 4 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-29 2B17 椀形鍛冶滓 74×89×35 320.5 2 なし ○ ○ ○

TEL-30 1B3 椀形鍛冶滓 43×56×27 71.5 2 なし ○ ○ ○

TEL-31 Pit101 鉄製品（鋳造品）
12c
代

67×45×6 27.6 3 特L（☆） ○ ○ ○ ○ ○

TEL-32 13B24 湯口 54×57×52 209.6 3 特L（☆） ○ ○ ○ ○
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鉱滓中の晶出物の判定を行った。また金属組織（合金相）の硬さ測定も同様に実施した。

試験は鏡面研磨した試料に136 の゚頂角をもったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積

をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用し、荷重は50～200gfで測

定した。

e EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）調査

鉱滓中の鉱物組成や、金属合金各相の組成の確認を目的とする。

試料面（顕微鏡試料併用）に真空中で電子線を照射し、発生する特性X線を分光後に画像化し定性的な

結果を得る。更に標準試料とX線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ解析を

行う方法である。

反射電子像（COMP）は、調査面の組成の違いを明度で表示するものである。重い元素で構成される金

属（合金）や鉱滓中の晶出物ほど明るく、軽い元素で構成される晶出物ほど暗い色調で示される。これを

利用して組成の違いを確認後、定量分析を実施している。

また銅（合金）に関しては、合金相ごとの元素の分布状態を把握するため、反射電子像に加えて、適宜

特性X線像の撮影も行った。

f 化学組成分析

出土遺物の性状を調査するため、構成成分の定量分析を実施した。

全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化硅素（SiO2）、酸化アルミニウム（Al2O3）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、

酸化カリウム（K2O）、酸化ナトリウム（Na2O）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チタン（TiO2）、酸化クロ

ム（Cr2O3）、五酸化燐（P2O5）、バナジウム（V）、銅（Cu）、二酸化ジルコニウム（ZrO2）： ICP

（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）法 ：誘導結合プラズマ発光分光分析。

g 耐　火　度

主に炉材の性状調査を目的とする。耐火度は、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態の温度で

表示される。

胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作り、1分間当り10℃の速度で温度上昇させ、1000℃

以降は昇温速度を4℃におとし、試験片が荷重なしに自重だけで軟化し崩れる温度を示している。

C 調 査 結 果

1）TEL－1：炉壁（27）

a 肉 眼 観 察

溶解炉の炉壁破片である。内面は熱影響を受けて、黒色ガラス質化している。その表層は凹凸が著しく、

小型の木炭片を噛み込んでいる。また茶褐色の銹化鉄粒が点在していて、その一部は特殊金属探知機のL

（●）で反応がある。外面の炉壁粘土は灰褐色の粘土質で、多量の籾殻を混和している。



b 顕微鏡組織

第31図①～⑤に示す。①の左上の明白色部は金属鉄で、②③はその拡大である。3％ナイタルで腐食

した組織を示している。発達した片状黒鉛（C）が析出するねずみ鋳鉄であった。なお白色板状部はセメ

ンタイト（Cementite：Fe3C）、素地は層状のパーライト（Pearlite）である。

また①右下の暗色部は、炉壁内面のガラス質滓である。内部には炉壁粘土に混和された石英・長石類が

点在している。さらに④⑤はガラス滓中のごく微細な金属鉄で、過共析組織（＞0.77％）を呈する。

c 化学組成分析

第13表に示す。胎土部分の調査を実施した。強熱減量（Ig loss）0.19％と低値であった。強い熱影響

を受けて、ほとんど結晶構造水が飛散した状態での分析である。鉄分（Fe2O3）は2.89％と高くはない。

しかし酸化アルミニウム（Al2O3）が16.07％と低めで、耐火性には不利な成分系といえる。

d 耐　火　度

1240℃であった。鋳造用溶解炉としては、特に耐火性に優れたものではないが、共晶組成の鋳鉄（融

点：約1150℃）であれば溶解には耐えうる性状といえる。

当資料は内面表層に鋳鉄粒が確認されたことから、鉄鋳物の製作に用いられた溶解炉の炉壁片と推定さ

れる。

2）TEL－2：炉壁（62）

a 肉 眼 観 察

熱影響を受けて、内面がガラス質化した炉壁片である。その表層には3mm大以下の緑青が点々と付着

している。また胎土部分は灰褐色の粘土質で、籾殻を多量に混和している。

b マクロ組織

第32図①に示す。内面表層部はガラス質化が進んでいる。また内部には淡黄色～橙色のごく微細な溶

着金属が点在する。

c 顕微鏡組織

第32図②～⑥に示す。溶着金属部分は酢酸・硝酸・アセトン混合液で腐食している。②中央の金属粒

（③④はその拡大）は、樹枝状初晶（橙色部）と素地の多角形結晶（淡黄色部）が確認される。また多角形結

晶の粒界部分には青灰色の白 （Cu2S）1）が点在する。また②左下の金属粒（⑤⑥はその拡大）も多角形

結晶が確認された。
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1）伊藤尚『金属通論』1983 3－2－3 Cu製錬　の記載をもとに加筆。
硫化銅鉱を製錬～精錬する過程で派生する、人工的な硫化銅と硫化鉄の混合物（XCu2S・YFeS）を （マット）、分離さ
れた滓をからみと呼ぶ。できた はさらに酸化製錬され、まずFeSが除去される。次に残ったCu2S（白 ）が酸化される
と銅（Cu）から硫黄（S）がとり除かれて金属銅が得られる。
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d EPMA調査

第33図①に、溶着金属（第2図②中央）粒界部の反射電子像（COMP）を示す。1″は多角形結晶（淡黄

色）部分で、定量分析値は75.5％Cu－8.9％Sn－2.0％Pb－5.6％As－1.1％Sb－1.6％Agであっ

た。これに対して2″は樹枝状初晶（橙色）部分で、定量分析値は77.1％Cu－8.0％Sn－5.8％As－

1.0％Agであった。後者のほうが若干銅（Cu）の割合が高い。色調差はこれを反映したものと推定され

る。また反射電子像中央の明白色部は、腐食が進んでいるため、定量分析を実施しなかったが、特性X

線像では鉛（Pb）、硫黄（S）に強い反応が見られる。不溶性の鉛（Pb）主体の相と推定される。また1′

の粒状青灰色部の定量分析値は、76.8％Cu－19.9％Sであった。白 （Cu2S）と推定される。

さらにもう1視野、ガラス質滓中の微小金属粒の反射電子像（COMP）を第33図②に示す。3″の青灰

色部の定量分析値は70.5％Cu－16.7％Sであった。やはり白 （Cu2S）と推定される。また橙色部の

定量分析値は、4″が94.9％Cu－1.4％Sn、5″は94.9％Cu－1.6％Snであった。

以上の調査結果から、当資料は鉛青銅（Cu－Sn－Pb合金）の溶解・鋳造に用いられた、炉壁片と推定

される。

3）TEL－3：炉壁炉底（79）

a 肉 眼 観 察

熱影響を受けて、内面がガラス質化した炉壁片である。内面表層の色調は灰白色で、中小の気孔が散在

している。また側面には、層状の茶褐色の鉄銹化物が観察される。特殊金属探知機のL（●）でも部分的

に反応があり、金属鉄が浸入しているものと推測される。胎土部分は黄褐色の粘土質で、籾殻やごく短く

切ったスサを混和している。

b 顕微鏡組織

内面表層部分を第34図①～③に示す。①の不定形明白色部は金属鉄で、②③はその拡大である。3％

ナイタルで腐食した組織を示している。素地は白色のフェライト（Ferrite：α鉄）で、黒色層状のパーラ

イトが析出する亜共析組織であった。またパーライトの面積率から、炭素含有量は最大でも0.25％程度

の低炭素鋼と判断される。

c 化学組成分析

第13表に示す。胎土部分の調査を実施した。強熱減量（Ig loss）2.30％であった。熱影響を受けて、

結晶構造水がかなり飛散した状態といえる。鉄分（Fe2O3）15.19％と非常に高値であった。本来胎土中

に含まれる鉄分のみでなく、鉄銹化物の影響を受けた値と推測される。また酸化アルミニウム（Al2O3）

は13.91％と低めであった。鉄銹化物を含む試料のため、相対的に低値となったものと考えられる。本

来の炉壁粘土が仮にこれと近い値であれば、耐火性には不利である。

以上の調査の結果、溶着金属として金属鉄が確認されたことから、当資料は鋳鉄の溶解・鋳造に用いら

れた炉壁片と推定される。

1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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4）TEL－4：大口径羽口（83）

a 肉 眼 観 察

大口径羽口の先端部破片と推定される。熱影響を受けて、外面全体がガラス質化している。また外面表

層は凹凸が激しく、一部木炭の噛み込みもみられる。胎土部分は淡褐色で、多量の籾殻を混和している。

b 顕微鏡組織

外面表層部分を第34図④⑤に示す。④の明色部は付着滓で、⑤はその拡大である。明白色部はヘマタ

イト（Hematite:Fe2O3）、灰褐色部はマグネタイト（Magnetite：Fe3O4）と推定される。また④の下側暗色

部はガラス質滓である。

c 化学組成分析

第13表に示す。強熱減量（Ig loss）は1.68％であった。熱影響を受けて、結晶構造水がかなり飛散し

た状態といえる。鉄分（Fe2O3）は5.38％と高めであった。ただし、外面表層の付着滓の影響を受けた可

能性が高いと考えられる。また酸化アルミニウム（Al2O3）は14.33％と低値であった。これが胎土本来

の値であれば、耐火性には不利な成分系である。

d 耐　火　度

1050℃であった。炉壁（TEL－1）と比較すると低値であるが、これは外面表層の付着滓の影響を受け

た値と推測される。

当資料は外面に鉄酸化物の付着滓が確認される一方、銅（Cu）の影響がほとんど見られない。このため、

鋳鉄の溶解・鋳造に用いられた炉に付属する、羽口破片の可能性が高いと考えられる。

5）TEL－5：大口径羽口（92）

a 肉 眼 観 察

大口径羽口の体部小破片と推定される。熱影響を受けて外面はガラス質化しており、その表面は赤褐色

を呈し緑青を付着する。該品は厚みが2.1cmと薄く、鉄系の可能性をもつTEL-4炉壁の5cmとは大きく

異なる。胎土部分は淡褐色で、籾殻を多量に混和している。

b 顕微鏡組織

第35図①②に示す。外面表層のガラス質滓中の溶着金属である。淡橙色の色調から、銅合金の可能性

が高いと考えられる。また酢酸・硝酸・アセトン混合液で腐食したところ、多角形結晶が確認された。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、第5図②の金属粒（多角形結晶）の硬度を測

定した。硬度値は87Hvであった（50gf）。純銅よりもやや硬質の値を示すため、やはり銅合金の可能性

が高いと考えられる。

以上の調査結果から、当資料は銅合金（青銅など）の溶解・鋳造に用いられた炉に付属する、羽口破片
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と推測される。

6）TEL－6：白色滓（98）

a 肉 眼 観 察

表面が灰白色を呈する小型の滓である。側面に小破面が一部みられるが、ほぼ完形と推測される。観察

表では緑青色（青銅粒子付き）が指摘されている。ごく軽い質感で、粘土溶融物の割合の高い滓と推測される。

b マクロ組織

第35図③に示す。内部に中小の気孔が多数散在する、ガラス質滓であった。またガラス質滓中には、

ごく微細な金属鉄粒が散在している。

c 顕微鏡組織

第35図④⑤、第36図①②に示す。第35図④⑤は、滓中の最も大きな金属鉄粒である。3％ナイタル

で腐食したところ、共晶黒鉛鋳鉄組織が確認された。

第36図①は2個の鉄粒に挟まれて赤紅色のチタンナイトライトが存在する。鉄粒のおおきい方の組織

はリング状（P偏析）の白色縁どりの中にパーライトが晶出する。②も微細な明白色粒も金属鉄である。

また周囲には赤紅色のチタンナイトライド（TiN）、青灰色のチタン酸化物（TiO2）と推測される化合物が

多数点在している。これらの組成については、EPMA調査の項で詳述する。

外観観察では、表層に緑青の可能性がある緑青色部分が指摘されていたが、観察面では銅（合金）粒な

いしその銹化物は確認されなかった。

d EPMA調査

第36図③にガラス質滓中の金属鉄粒および晶出物の反射電子像（COMP）を示す。9の赤紅色結晶の定

量分析値は62.1％Ti－36.5％Nであった。チタンナイトライド（TiN）と推測される。10の白色リング

状共晶組織部分の定量分析値は87.9％Fe－11.2％Pであった。燐化鉄共晶（α+Fe3P）と推定される。

また11の明白色粒の定量分析値は98.6％Feであった。金属鉄に同定される。

さらにもう1視野、ガラス質滓中の金属鉄粒および晶出物の調査を実施した。第36図④に反射電子像

を示す。12の赤紅色不定形結晶の定量分析値は50.0％Ti－32.9％N－15.7％O、また13の青灰色不

定形結晶の定量分析値は50.8％Ti－10.9％N－36.5％Oであった。ともにチタン窒素酸化物と推測さ

れる。色調差は窒素（N）と酸素（O）の割合の違いを反映したものといえる。14の明白色粒の定量分析

値は99.2％Feであった。金属鉄（Metallic Fe）に同定される。

e 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）は4.57％と低値であった。このうち金属鉄（Metallic Fe）は

0.06％、酸化第1鉄（FeO）2.66％、酸化第2鉄（Fe2O3）3.49％の割合である。造滓成分（SiO2＋

Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は81.01％と高値で、酸化カルシウム（CaO）も11.03％と高値傾向

が顕著である。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する、二酸化チタン（TiO2）は6.11％、バナジウム（V）

0.03％と高めであった。また酸化マンガン（MnO）0.19％、銅（Cu）は＜0.01％と低値であった。
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当資料中の窒化チタン、チタン酸化物は出所が不明瞭である。鋳鉄の始発原料が砂鉄（含チタン鉄鉱）

であったことを示唆する場合もあるだろう。なお酸化チタンは白色顔料として広く利用されており、当資

料の白色の色調もチタンの影響と推測される2）。

また、以上の分析調査結果から、当資料は鋳鉄の溶解・鋳造時に生じた、ガラス質滓の可能性が高いと

考えられる。

ただし当資料は外観観察で、表層に緑青の可能性がある緑青色部分が指摘されている。また銅滓中にチ

タンを含む晶出物が検出された事例3）もある。鋳造関連の炉材ないしその溶融物中の溶着金属や晶出物

の確認には慎重を要する4）。

各調査の結果、当資料は銅（Cu）が非常に乏しいことが確認されたため、鉄鋳物関連の遺物の可能性が

高いとした。しかし、非鉄金属の生産・鋳造関連遺物の分析調査事例を蓄積して、今後も白色滓の性格を

検討していく必要があろう。また、燐化鉄共晶（α+Fe3P）と共析鋼鉄粒との共存は銅製錬においても認

められる。鋳銅関連からの由来も検討すべきであろう。

7）TEL－7：炉内滓（109）

a 肉 眼 観 察

約365gと比較的大型で厚手（53mm）の鉄滓破片である。滓の色調は暗灰色で、部分的に茶褐色の銹化

鉄部が確認される。破面には中小の気孔が散在するが、緻密で重量感のある滓である。

b 顕微鏡組織

第37図①②に示す。①には上半部の鉱物組成を示した。白色樹枝状結晶ウスタイト（Wustite：FeO）、

淡灰色盤状結晶ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が晶出する。またウスタイト粒内の微細な灰褐

色の晶出物は、マグネタイトとウルボスピネル（Ulvöspinel ： 2FeO・TiO2）、およびヘーシナイト

（Hercynite：FeO・Al2O3）の固溶体5）と推測される。

また②は下半部の鉱物組成である。淡褐色多角形結晶はマグネタイトとウルボスピネル、およびヘーシ

ナイトの固溶体と推測される。さらに淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。

砂鉄起源のチタン（TiO2）の影響が残る、精錬鍛冶滓の晶癖といえる。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、鍛冶滓中の各結晶の硬度を測定した。白色粒
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2） 鉄鋳物の溶解・鋳造に用いられたと推測される炉壁片から、チタン酸化物が検出された事例として、以下の報告が挙げら
れる。
①大澤正己・鈴木瑞穂「五反田遺跡出土・鍛冶関連遺物の金属学的調査」『五反田遺跡』新潟県埋蔵文化財事業団　2005
提出資料
②大澤正己・鈴木瑞穂「条坊跡出土鋳造関連遺物の金属学的調査」『条坊跡』パリノ・サーヴェイ（株） 2001提出資料

3） 大澤正己「（続）下徳力遺跡第3地点出土銅滓の金属学的調査」『古代文化談叢　第28集』 古代文化研究会　1992
4） 大澤正己「古代銅製錬復原実験から確認できた銅・鉄共存の様相～長登遺跡出土8世紀前半含金属スラグとの比較検討～」
『古代銅製錬復元実験報告書』美東町教育委員会　2007.11
5） 黒田吉益・諏訪兼位『偏光顕微鏡と造岩鉱物［第2版］ 』共立出版株式会社1983
第5章　鉱物各論　D．尖晶石類・スピネル類（Spinel Group）の記載に加筆
尖晶石類の化学組成の一般式はXY2O4と表記できる。Xは2価の金属イオン、Yは3価の金属イオンである。その組み合わ
せでいろいろの種類のものがある。（略）



状結晶の硬度値は491Hvであった（200gf）。ウスタイトの文献硬度値6）450～500Hvの範囲内であり、

ウスタイトと推定される。

また淡褐色多角形結晶の硬度値は、740Hvと非常に硬質であった（100gf）。後述の化学組成をみると、

チタン（TiO2）、アルミナ（Al2O3）の数値がさほど高くないことから、マグネタイトとウルボスピネル、

およびヘーシナイトを主な端成分とする固溶体の可能性が考えられる。

d 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）は56.04％と高値傾向を示す。このうち金属鉄（Metallic Fe）は

0.07％、酸化第1鉄（FeO）50.01％、酸化第2鉄（Fe2O3）24.45％の割合であった。造滓成分（SiO2＋

Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は21.14％で、塩基性成分（CaO＋MgO）は1.24％と低値であった。

また製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は1.84％、バナジウム（V）は0.06％であった。酸化

マンガン（MnO）は0.11％、銅（Cu）＜0.01％である。

以上の調査の結果、当資料中には製鉄原料の砂鉄起源の脈石成分（TiO2、V、MnO）が、若干含まれる

ことから、精錬鍛冶後半段階の反応副生物の可能性が高いと考えられる。

8）TEL－8：炉内滓（115）

a 肉 眼 観 察

平面不整三角形状で、42mmと厚手の鉄塊系遺物である。表面は灰褐色の土砂や、茶褐色の鉄銹化物

で厚く覆われる。特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、内部には金属鉄が良好に遺存すると推測さ

れる。

b マクロ組織

第37図③に示す。中央下寄りに暗灰色の滓部が若干みられるが、鉄主体の遺物であった。

c 顕微鏡組織

第37図④⑤、および第8図①②に示す。第7図④の左下は滓部で、⑤はその拡大である。淡褐色片状

結晶ルチル（Rutile：TiO2）が晶出する。高温製錬で生じた砂鉄製錬滓の晶癖である7）。

また第37図④の上側は金属鉄部で、3％ナイタルで腐食した組織を示している。第38図①②はその拡

大で、①中央は蜂の巣状のレデブライト（Ledebulite）が晶出する、亜共晶組成白鋳鉄組織（C＜4.26％）。
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6） 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968
ウスタイトは450～500Hv、マグネタイトは500～600Hv、ファイ
ヤライトは600～700Hvの範囲が提示されている。ウルボスピネルの
硬度値範囲の明記はないが、マグネタイトにチタン（Ti）を固溶するの
で、600Hv以上であればウルボスピネルと同定している。それにアル
ミナ（Al）が加わり、ウルボスピネルとヘーシナイトを端成分とする
固溶体となると更に硬度値は上昇する。このため700Hvを超える値で
は、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体の可能性が考えられる。

7） J.B.Mac chesney and A. Murau：American Mineralogist，46
（1961），572
〔イルミナイト（Ilmenite：FeO・TiO2）、シュードブルーカイト

（Pseudobrookite：Fe2O3・TiO2）、ルチル（Rutile：TiO2）の晶出
はFeO－TiO2二元平衡状態図から高温化操業が推定される。〕



②は粒状、不定形のステダイト（Steadite：Fe－Fe3C－Fe3P）が多数晶出する、過共析組織（C＞0.77％）

部分である。こうした燐（P）偏析も、高温製錬を示唆する特徴といえる8）。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を行った。第38図①のレデ

ブライト部分の硬度値は691Hvであった（200gf）。さらに第8図②の過共析組織部分の硬度値は263Hv

であった（200gf）。それぞれ組織に見合った値といえる。

e EPMA調査

第38図③に滓部の反射電子像（COMP）を示す。3の淡褐色片状結晶の定量分析値は79.4％TiO2－

8.2％MgO－7.3％FeO－4.1％V2O3－3.6％Al2O3であった。他の元素を固溶するが、チタン（TiO2）

主体でルチル（Rutile：TiO2）に近い組成の結晶であった。また4のガラス質部分の定量分析値は52.9％

SiO2－14.2％Al2O3－7.2％CaO－4.1％MgO－2.8％K2O－1.0％Na2O－13.1％FeO－6.3％

TiO2であった。素地部分でも鉄分（FeO）、チタン（TiO2）を若干固溶する。

さらにもう1視野、第38図④に金属鉄部の反射電子像（COMP）を示す。2′の粒状黄褐色部の定量分

析値は62.9％Fe－35.2％Sで、硫化鉄（FeS）に同定される。3′の不定形共晶組織部分の定量分析値は

93.3％Fe－7.4％Pであった。試料表面を炭素（C）で蒸着しているため、炭素の測定は実施しなかった

が、ステダイト（Steadite：Fe－Fe3C－Fe3P）と推測される。

f 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）52.25％に対して、金属鉄（Metallic Fe）5.71％、酸化第1鉄

（FeO）25.44％、酸化第2鉄（Fe2O3）38.27％の割合であった。金属鉄の残りの良い部分を顕微鏡観察

に用いたため、銹化鉄主体の値となった。また造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は

8.62％と低く、塩基性成分（CaO＋MgO）も1.31％と低値である。製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン

（TiO2）は5.28％、バナジウム（V）が0.13％と高めである。更に五酸化燐（P2O5）も2.27％と高値であ

った。酸化マンガン（MnO）は0.29％、銅（Cu）0.02％であった。

当資料は、チタン含有率の高い砂鉄を高温製錬して作られた、鉄塊（製錬鉄塊系遺物）と判断される。ま

た燐分が高く、かつ金属鉄部には燐偏析がみられるため、鍛冶原料とした場合、鍛冶作業時の鍛接不良、

製品の脆化などの悪影響が懸念される。

9）TEL－9：炉底塊（117）

a 肉 眼 観 察

約2.0Kg弱と不定形大型の鉄塊系遺物である。表面は全体に木炭痕による凹凸が著しく、暗灰色の滓
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8） 新井宏「古代日本に間接製錬法があったか」『ふぇらむ』Vol.5（2000）No.105鉄滓・銑・ 間のP分配理論
製錬工程で鉄滓と溶銑の間にPがどのように分配されるか、Turkdoganの方法を用いて熱力学的に検討した結果、Pの

配分には温度の影響が極めて大きく、1250℃以下では鉄滓に、1300℃以上では溶銑に配分されることを明らかにした。
さらに生成鉄が製鉄炉内で溶融状態の銑鉄であったか、固相のγ（オーステナイト）鉄であったかでPの固溶状態は異な

り、γ鉄では銑鉄に比べ1/3程度しかPを固溶しないことを指摘している。



で覆われる。ただし特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、内部には金属鉄が良好に遺存すると推測

される。

b マクロ組織

試料下半部を第39図①に示す。表層には滓が固着している（暗灰色部）が、内部には比較的まとまった

金属鉄（明白色～黒色部）が確認された

c 顕微鏡組織

第39図②～⑦、および第39図①～③に示す。金属鉄部は3％ナイタルで腐食している。第39図②③

は過共析組織部分の拡大である。粒界部には淡黄色粒状の硫化鉄、黒色点状のステダイトといった、硫黄

（S）、燐（P）の影響が確認された。

④⑤では粒界部は針状フェライト、素地はベイナイト（Bainite）を呈する。以上の金属組織から、この

個所は最大でも0.1％程度の炭素含有量の低炭素域で、比較的速い速度で冷却されたものと推測される。

⑥⑦はほとんど炭素を含まない、フェライト単相の個所である。

また第40図①～③には、マクロ組織（第39図①）に入りきらなかった、試料上側の金属鉄部を中心に

示した。この部分は第39図④⑤と近似する組織を呈するが、針状フェライトの面積率がより高いため、

炭素含有量はさらに低いと推定される。

また①②の右端は滓部で、淡褐色片状結晶ルチルが晶出する。高温下で生じた砂鉄製錬滓の晶癖である。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を行った。第9図②針状セメ

ンタイトの硬度値は865Hvであった（100gf）。

また第39図④の針状フェライトの硬度値は167Hv、素地のベイナイトの硬度値は249Hvであった（100gf）。

さらに第39図⑥のフェライト組織部分の硬度値は、127Hvと組織から予想されるより、やや硬質の値

を示した（200gf）。燐（P）などの、硬度を上昇させる元素が微量固溶している可能性が考えられる。

e EPMA調査

第40図④に滓部の反射電子像（COMP）を示す。11のガラス質部分の定量分析値は52.1％SiO2－

15.9％Al2O3－3.9％CaO－4.8％MgO－4.1％K2O－1.3％Na2O－10.1％FeO－10.3％TiO2－

1.5％MnOであった。素地部分でも鉄分（FeO）、チタン（TiO2）を若干固溶する。また12の淡褐色片状

結晶の定量分析値は77.8％TiO2－5.9％MgO－10.0％FeO－5.1％V2O3－4.3 ％Al2O3であった。

他の元素を固溶するが、チタン（TiO2）主体でルチル（Rutile：TiO2）に近い組成の結晶であった。

もう1視野、第10図⑤に金属鉄部の反射電子像（COMP）を示す。4′の粒状黄褐色部の定量分析値は

71.1％Fe－28.1％Sであった。硫化鉄（FeS）に同定される。また5′の不定形共晶組織部分の定量分析

値は93.6％Fe－8.5％Pであった。ステダイト（Steadite：Fe－Fe3C－Fe3P）と推測される。

f 化学組成分析

第13表に示す。炭素（C）は0.32％であった。これは化学分析に用いた部分の平均値であるが、金属
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組織の特徴から予想されたように、炭素含有量はやや低めであった。また燐（P）は0.068％、硫黄（S）

0.021％であった。なおこれらは、鍛造加工時に悪影響を及ぼす元素である。主に製鉄原料の砂鉄起源の

二酸化チタン（TiO2）は0.053％、バナジウム（V）が0.020％と高めであった。これは付着滓部分を反

映した値と判断される。さらに酸化マンガン（MnO）は0.009％、銅（Cu）0.010％と低値であった。

当資料も鉄塊系遺物（TEL－8）と同様、チタン含有率の高い砂鉄を高温製錬して作られた、鉄塊（製錬

鉄塊系遺物）と判断される。金属鉄は部位により炭素含有量のばらつきが大きいが、低炭素域（C＜0.1％）

の割合が高いと判断される。また金属組織の特徴から、製鉄炉の操業後、炉内生成物を取りだす際、水冷

された可能性が考えられる。

10）TEL－10：鋳型（125）

a 肉 眼 観 察

羽釜口縁部と推定される、鋳型（外型）破片である。内面には真土が一部残存する。また真土部分は熱

影響を受けており、暗灰色を呈する。母型部分は淡褐色の粘土質で、スサと籾殻を少量混和している。

b マクロ組織

第41図①に示す。写真上側表層が真土部分である。内側は母型も含めて粘土鉱物に熱影響の痕跡が残

るため、より透過性が高く淡い色調を呈する。これに対して芯部（写真左下）は、粘土鉱物への熱影響が

弱いため、暗黒色を呈する。

c 顕微鏡組織

第41図②③に示す。②は真土部分の拡大である。強い熱影響を受けて、素地部分のガラス質化が進ん

でいる。③は芯部の拡大で、素地は燐片状の粘土鉱物である。また石英、長石類などの砂粒も多く混和さ

れている。

11）TEL－11：ルツボ（140）

a 肉 眼 観 察

小型ルツボの口縁部破片である。内面全体と口縁部外側にかけて、表層部がガラス質化している。この

ガラス質滓部分は銅赤色を呈しており、銅（ないし銅合金）の溶解、鋳造に用いられた可能性が高いと考

えられる。胎土部分は淡褐色でやや砂質、籾殻を少量混和している。

b 顕微鏡組織

第41図④～⑥に示す。④上側は内面表層のガラス質滓部分である。内部にはごく微細な溶着金属〔銅

（ないし銅合金）粒〕が多数散在する。また⑤⑥は銅粒の拡大である。酢酸・硝酸・アセトン混合液で腐食

した組織を示す。⑤は多角形結晶、⑥は樹枝状初晶および多角形結晶が確認された。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、第11図⑥の金属粒の硬度を測定した。硬度

値は61Hvであった（50gf）。若干、錫などの銅以外の金属を添加している可能性は考えられる。しかし
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この粒に関する限り、その割合は僅かで銅主体と推測される。

以上の調査結果から、当資料は銅（合金）の溶解、鋳造に用いたルツボ破片と推定される。

12）TEL－12：鉄製品（鋳造品）（159）

a 肉 眼 観 察

厚さ4mm程の板状の鉄製品（鋳造品）である。側面3面は全面破面で、鉄鍋の体部破片と推定される。

また表面は全体が茶褐色の銹化物で覆われるが、特殊金属探知機の特L（☆）で反応があるため、内部に

は金属鉄が良好に遺存すると推定される。

b マクロ組織

第42図①に示す。内部には最大0.5mm程の気孔が若干点在するが、全体に緻密である。また金属鉄

部を3％ナイタルで腐食したところ、ほぼ全面に亜共晶組成白鋳鉄組織が確認された。

c 顕微鏡組織

第42図②～④に示す。端部の拡大である。硫化鉄（FeS）が若干確認される（④中央）が、その割合は

ごく僅かである。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、レデブライト部分の硬度を測定した。硬度値

は721Hvであった（200gf）。組織に見合った値である。

e EPMA調査

第42図⑤に金属鉄部の反射電子像（COMP）を示す。片状黒鉛が析出する個所が1個所みられる。特

性X線像では反射電子像の黒色部と対応して、炭素（C）に強い反応が確認された。

また第42図⑥に非金属介在物の反射電子像を示した。6′の粒状黄褐色部の定量分析値は60.1％Fe－

34.2％S－2.0％Ti－2.1％V－2.2％Mnであった。硫化鉄（FeS）に同定される。ごく微量チタン（Ti）、

バナジウム（V）を固溶することから、始発原料は砂鉄の可能性が高いと考えられる。

f 化学組成分析

第13表に示す。酸化物定量分析である。全鉄分（Total Fe）87.46％に対して、金属鉄（Metallic Fe）

は81.25％、酸化第1鉄（FeO）7.90％、酸化第2鉄（Fe2O3）0.10％の割合であった。金属鉄が良好に

残存する。また造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）が0.34％と若干確認されるが、こ

れは表層の土砂の影響も受けた値と推測される。また主に製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は

0.04％、バナジウム（V）0.04％と低値であった。酸化マンガン（MnO）も0.06％、銅（Cu）0.01％と

低値である。

当資料は透過X線像でみたように比較的鋳上がりのきれいな鋳鉄製品の小破片であった事は組成調査

でも確保できた。またEPMA調査の結果、始発原料は砂鉄の可能性が指摘できる。
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13）TEL－13：黒鉛化木炭（172）

a 肉 眼 観 察

表面が薄く黒色ガラス質滓に覆われた、木炭の破片である。さらに黄～茶褐色の土砂も広い範囲で付着

している。木炭は硬質の広葉樹材と推定される。また内部には菊割れがみられる。

b マクロ組織

第43図①に示す。木炭の木口面を観察した。写真の左右は木炭組織で、中央寄りを斜め（左下から右上）

にガラス質滓が確認される。

c 顕微鏡組織

第43図②～⑤に示す。②上側の灰色部はガラス質滓で、内部にはごく微細な金属鉄が多数散在する。

③～⑤は微小金属鉄を5％ナイタルで腐食した組織である。③は亜共析組織を呈する。黒色層状のパーラ

イト主体で、外周部に若干フェライトが確認された。また④⑤は蜂の巣状のレデブライトが晶出する、白

鋳鉄組織であった。

②下側は木炭の木口面である。道管が放射方向に沿って並んでおり（放射孔材）、広放射組織も確認され

る。

以上の組織の特徴から、当資料はコナラ属アカガシ亜属の木材を製炭したものと判断される。またガラ

ス質滓中には、砂鉄起源の鉄チタン酸化物の影響がほとんどないことから、鋳鉄の溶解時に用いられた木

炭と推定される。

14）TEL－14：鉄塊系遺物（179）

a 肉 眼 観 察

全体が黄褐色の土砂に厚く覆われた、164gと小型の鉄塊系遺物である。明瞭な滓部はみられない。ま

た特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、鉄主体の遺物と推定される。

b マクロ組織

第44図①に示す。表面は薄く鉄銹化物に覆われるが、滓の付着等はみられない。内部の気孔なども僅

かで、非常にまとまりのよい、ねずみ鋳鉄塊であった。

c 顕微鏡組織

第44図②③に示す。ねずみ鋳鉄組織の拡大である。素地は黒色層状のパーライトで、片状黒鉛および

白色針状のセメンタイトが析出する。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛した。片状黒鉛が析出する個所の硬度値は210Hv

（200gf）、セメンタイトおよびパーライトからなる素地部分の硬度値は385Hv（200gf）であった。それ

ぞれ組織に見合った値である。
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e 化学組成分析

第13表に示す。炭素（C）は2.87％であった。鋳鉄の範疇に入る炭素含有率であった。また燐（P）は

0.122％と高めであるが、硫黄（S）0.019％と低値であった。主に製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン

（TiO2）は＜0.001％、バナジウム（V）が0.005％と低値であった。さらに酸化マンガン（MnO）も

0.003％、銅（Cu）0.011％と低値である。

当資料は滓の付着の全くない、ねずみ鋳鉄塊であった。鋳造ないしは鍛冶原料として、遺跡内に搬入さ

れた製錬系鉄塊。ないしは鉄鋳物の鋳造工程で生じた鉄塊と推測される。

15）TEL－15：椀形鍛冶滓（183）

a 肉 眼 観 察

平面不整円状を呈し、3.4Kgと非常に大型で厚手（7.4cm）、ほぼ完形の椀形鍛冶滓である。上面は弱い

流動状でやや風化気味である。また上面から側面に最大2.5cm程の木炭痕が点在する。下面には、灰褐

色の鍛冶炉床土が固着する。

b 顕微鏡組織

第44図④⑤に示す。④上側は滓中の木炭破片である。また下側は滓部で、⑤はその拡大である。淡茶

褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶体と推定される。さらに白色粒

状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。精錬鍛冶滓の晶癖である。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、滓中の晶出物の調査を実施した。白色粒状結

晶の硬度値は427Hvであった（200gf）。ウスタイトであるが風化の影響か、やや軟質の値を示した。

また淡茶褐色多角形結晶の硬度値は、835Hvと非常に硬質であった。このため、ウルボスピネルとヘ

ーシナイトを主な端成分とする固溶体の可能性が高いと考えられる。

d 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）56.07％に対して、金属鉄（Metallic Fe）0.07％、酸化第1鉄

（FeO）60.79％、酸化第2鉄（Fe2O3）12.51％の割合であった。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋

K2O＋Na2O）21.90％で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）0.98％と低値であった。主に製鉄原料の

砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は2.15％、バナジウム（V）が0.09％であった。また酸化マンガン

（MnO）は0.12％、銅（Cu）＜0.01％である。

製鉄原料の砂鉄起源の脈石成分（TiO2、V、MnO）が検出されることから、当試料は砂鉄を始発原料と

する鍛冶原料（製錬系鉄塊）の不純物除去で生じた精錬鍛冶滓と推定される。

16）TEL－16：椀形鍛冶滓（199）

a 肉 眼 観 察

平面不正楕円状を呈する、厚手（5.5cm）で大型（890g）の鉄塊系遺物である。上面は平坦気味で、側
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面から下面にかけては細かい木炭の噛み込みがみられる。また表面は黒灰色の鉄銹化物で覆われるが、広

範囲に特殊金属探知機の特L（☆）で反応がみられる。内部には金属鉄を含むものと推測される。

b マクロ組織

第45図①に示す。滓の付着は僅かで、鉄主体の遺物であった。また表層から銹化が進んでいるが、内

部にはまとまった金属鉄部が存在する。3％ナイタルで腐食したところ、比較的炭素量の高い過共析組織

～亜共晶組成白鋳鉄組織が確認された。

c 顕微鏡組織

第45図②～⑤に示す。②左下は滓部で、⑤の下側はその拡大である。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピ

ネル、白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。精錬鍛冶滓の晶癖である。

また③は亜共晶組成白鋳鉄組織、④は過共析組織部分の拡大である。なお⑤左上のように、鍛冶滓と接

する部分は若干炭素含有量が低く、亜共析組織を呈する。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。亜共晶組成白鋳

鉄（レデブライト）部分の硬度値は641Hvであった（200gf）。また過共析組織部分の硬度値は259Hv

（200gf）、亜共析組織部分の硬度値は107Hv（200gf）であった。それぞれ組織に見合った値である。

e EPMA調査

第46図①に滓部の反射電子像（COMP）を示す。5の白色粒状結晶の定量分析値100.7％FeOであっ

た。ウスタイト（Wustite：FeO）に同定される。また6の淡灰色柱状結晶の定量分析値は75.2％FeO－

30.8％SiO2であった。ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）に同定される。8の淡茶褐色微小結晶

の定量分析値は70.0％FeO－20.4％Al2O3－14.8％TiO2であった。マグネタイト（Magnetite:FeO・

Fe2O3）と、ヘーシナイト（Hercynite：FeO・Al2O3）、ウルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO・TiO2）を主

な端成分とする固溶体と推定される。また7のガラス質滓部分の定量分析値は40.4％SiO2－17.5％

Al2O3－7.3％CaO－8.9％K2O－3.5％Na2O－4.8％P2O5であった。

またもう1視野、第16図②に滓部の反射電子像（COMP）を示す。9の淡灰色柱状結晶の定量分析値は

71.1％FeO－31.5％SiO2であった。ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）に同定される。10の淡

茶褐色微小結晶の定量分析値は68.0％FeO－8.1％Al2O3－19.6％TiO2－5.6％V2O3－5.2％Cr2O3

であった。マグネタイト（Magnetite:FeO・Fe2O3）と、ヘーシナイト（Hercynite：FeO・Al2O3）、ウルボ

スピネル（Ulvöspinel：2FeO・TiO2）を主な端成分とする固溶体と推定される。さらにバナジウム（V2O3）

やクロム（Cr2O3）も微量固溶する。

f 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）64.68％に対して、金属鉄（Metallic Fe）は20.92％、酸化第1鉄

（FeO）17.46％、酸化第2鉄（Fe2O3）43.16％の割合であった。金属鉄およびその銹化物主体の遺物と

いえる値である。このため、造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は1.73％と非常に低

第Ⅴ章　自然科学分析

101



値であった。また製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は0.25％、バナジウム（V）は0.02％で

あった。さらに酸化マンガン（MnO）は0.08％、銅（Cu）0.01％と低値である。

以上の調査結果から、当資料は鍛冶処理途中の鉄塊系遺物（精錬鍛冶工程でできた鍛打作業前の鉄塊）と判

断される。始発原料は製錬鉄塊系遺物（TEL－8・9）と同様砂鉄であり、その不純物（付着滓）を除去し

て、ひとつにまとめたものと推定される。

17）TEL－17：椀形鍛冶滓（202）

a 肉 眼 観 察

平面不整楕円状で、242gと小型のやや偏平な、完形の椀形鍛冶滓である。滓の地の色調は黒灰色で、

表面には1cm程の木炭痕が点在する。また中小の気孔が散在するが、重量感のある滓である。

b 顕微鏡組織

第46図③④に示す。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。鍛錬鍛冶

滓の晶癖といえる。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、滓中の晶出物の調査を実施した。白色粒状結

晶の硬度値は400Hvであった（200gf）。ウスタイトであるが風化の影響か、やや軟質の値を示した。

d 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）60.92％に対して、金属鉄（Metallic Fe）0.03％、酸化第1鉄

（FeO）33.05％、酸化第2鉄（Fe2O3）50.33％の割合であった。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋

K2O＋Na2O）は13.93％で、塩基性成分（CaO＋MgO）は0.95％と低値であった。製鉄原料の砂鉄起源

の二酸化チタン（TiO2）は0.30％、バナジウム（V）が0.03％と低値で、酸化マンガン（MnO）は

0.08％、銅（Cu）＜も0.01％と低値である。

当資料は砂鉄起源の脈石成分（TiO2、V、MnO）の影響がほとんどみられない。このため鉄器製作の鍛

錬鍛冶工程での反応副生物と推定される。

18）TEL－18：椀形鍛冶滓（205）

a 肉 眼 観 察

66gとごく小型で薄手の鉄滓破片である。滓の色調は黒灰色で、表面に細かい気孔が散在する。また裏

面には灰色の炉壁粘土が付着する。炉壁粘土中には石英、長石類が多量に混和されている。

b 顕微鏡組織

第47図①～③に示す。①の上側は滓部で、②はその拡大である。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、

淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。通常、砂鉄製錬滓にみられる鉱物組成である。

また①の下側（暗灰色部）は炉壁粘土が熱影響を受けてできた、黒色ガラス質滓部分で、③はその拡大

である。中央の灰褐色粒は被熱砂鉄で、外周部が若干分解、滓化している。
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c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、滓中の晶出物の調査を実施した。淡茶褐色多

角形結晶の硬度値は626Hv、645Hv（200gf）であった。この硬度値から、ウルボスピネルの可能性が高

いと考えられる。

以上の調査結果から、当資料は高チタン砂鉄を原料とした製錬滓の可能性が高いと考えられる。ただし、

極稀に鉱物相にウルボスピネルを晶出し、化学組成の脈石成分の高い椀形滓が存在する9）。該品はそのよ

うな部類に属するかも知れぬ。なお被熱砂鉄は粘土混入の自然砂鉄の可能性も考えられる。

19）TEL－19：羽口（217）

a 肉 眼 観 察

鍛冶羽口の先端部破片である。熱影響を受けて先端は黒色ガラス質化、斜めに溶損している。また外面

には、約3.5cm間隔で筋状の窪みが見られる。これは製作時の簀巻き痕の可能性が考えられる。粘土は

黄～灰褐色の砂質土で、籾殻を若干混和している。

b 顕微鏡組織

第47図④⑤に示す。外面表層部分である。強い熱影響を受けて、完全にガラス質化している。ただし

粘土中の砂粒（石英、長石類主体）は残存、多数散在する。またごく微細な白色樹枝状結晶マグネタイトが

晶出する。⑤はその拡大である。

c 化学組成分析

第13表に示す。強熱減量（Ig loss）0.52％と低値であった。強い熱影響を受けて結晶構造水が飛散し

た状態での分析であった。鉄分（Fe2O3）は5.44％と高く、酸化アルミニウム（Al2O3）16.02％と低めで

あった。耐火性にはやや不利な成分系である。

d 耐　火　度

1130℃であった。中世の羽口としては、やや低めの耐火性状といえる。

20）TEL－20：羽口（219）

a 肉 眼 観 察

小型の羽口先端部破片である。熱影響を受けて外面表層はガラス質化する。外面と穿孔部にも先端側に

緑青が付着している。また胎土は明褐色の粘土質で、籾殻を多量に混和している。火床設置にルツボとの

組合せ羽口の指摘をもつ。
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9） チタン含有率が高く、製錬滓か精錬鍛冶滓かの区分が困難な事例として、以下の報告が挙げられる。
①大澤正己「重信遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」（『香々地の遺跡』～過ノ本遺跡、御霊遺跡、信重遺跡～香々地町
文化財調査報告書第1集）香々地町教育委員会1994
②大澤正己・鈴木瑞穂「伝ペーシュク村跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」（『伝ペーシュク村跡遺跡』～県営ほ場整備事
業庸原地区に伴う緊急発掘調査～竹富町文化財報告書第1集）竹富町教育委員会2000原稿提出



b 顕微鏡組織

第48図①～④に示す。表層のガラス質滓中のごく微細な溶着金属を示した。酢酸・硝酸・アセトン混

合液で腐食したところ、①②中央の銅（ないし銅合金）粒では、多角形結晶が確認された。また内部に青

灰色の針状相がみられるが、これは錫ないしその酸化物の可能性が高い。

③④は非常に微細な銅（ないし銅合金）粒が多数散在する個所で、周囲の暗灰色針状、片状結晶は錫酸

化物の可能性が高いと考えられる。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、第47図④の金属粒の硬度を測定した。硬度

値は62Hvであった（50gf）。若干、錫などの合金金属を添加している可能性は考えられる。しかしこの

粒に関する限り、その割合は僅かで銅主体と推測される。

当資料はEPMA調査を実施していないため、溶着金属の組成などは不明である。ただし錫ないし錫酸

化物の可能性が高い結晶がみられるため、青銅鋳物製作に用いられた羽口破片の可能性が考えられる。

21）TEL－21：再結合滓（220）

a 肉 眼 観 察

72gとごく小型の再結合滓の破片である。淡褐色の土砂中にごく微細な鉄滓片が多数混在する。また特

殊金属探知機のL（●）で反応があり、内部に金属鉄が含まれる。表面観察表には溶解炉に係る微細遺物

内臓の2次堆積層の指摘がある。

b 顕微鏡組織

第48図⑤～⑦に示す。内部にはごく微細な金属鉄部や、砂鉄製錬滓の破片が多数確認された。

⑥は金属鉄部の拡大で、過共析組織を呈する。また⑦は滓片で、淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、

白色針状結晶イルミナイト（Ilmenite：FeO・TiO2）、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。砂鉄製

錬滓の晶癖である。

以上のように、微細な金属鉄と砂鉄製錬滓が確認されることから、当資料は製錬鉄塊系遺物表層に付着

した不純物（製錬滓）を叩き落とすなど、鍛冶・鋳造原料（製錬鉄塊系遺物）の前処理作業に伴う再結合滓

と推測される。

22）TEL－22：鉄製品（鍛造品）（231）

a 肉 眼 観 察

小刀の刃部から茎部にかけての破片である。刃部は若干外反りで、両側に関を作りだす。両端部は欠損

している。また表面は茶褐色の酸化土砂に覆われるが、特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、金属

鉄が良好に遺存する。

b マクロ組織

第49図①に示す。写真左側が刃先、右側が棟である。内部には金属鉄が残存している。3％ナイタル
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で腐食した組織を示したところ、金属鉄部左下に高炭素域（黒色部）が確認された。

c 顕微鏡組織

第49図②～⑥および第50図①～③に示す。第49図②はマクロ写真中央やや右寄り部分の拡大である。

細長く展伸した非金属介在物が層状に分布しており、折り返し鍛錬が施された鍛造品と判断される。②の

上半部は低炭素域で、③④はその拡大である。素地は白色のフェライトで、黒色層状のパーライトが析出

する亜共析組織を呈する。パーライトの面積率から、この個所の炭素含有量は0.3％程度と推測される。

②の下半部は高炭素域で、⑤⑥はその拡大である。旧オーステナイト粒界に沿って析出した、針状白色部

はフェライトある。その周囲には微細パーライトが析出する。さらに素地は麻の葉状のマルテンサイトで

ある。以上の金属組織から、この個所の炭素含有量は0.6％程度で、当資料はパーライト変態点（723℃）

以下まで温度が下がった状態から水冷したものと判断される。

また第50図①～③は棟部である。折り返し鍛錬に伴って、層状の炭素量の偏析がみられる。この部分

の炭素含有量は0.2～0.5％程度と推定される。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。第19図②上側

の低炭素域の硬度値は163Hv（200gf）であった。また下側の高炭素域は、フェライト・パーライト組織

部分が271Hv（200gf）、マルテンサイト組織部分は604Hv（200gf）であった。それぞれ炭素含有量や熱

処理履歴に見合った値といえる。

e EPMA調査

第50図④に非金属介在物の反射電子像（COMP）を示す。13の白色微小結晶の定量分析値は104.7％

FeO－1.7％TiO2であった。ウスタイト（Wustite：FeO）に同定される。14の淡茶褐色不定形結晶の定

量分析値は67.2％FeO－23.3％TiO2－7.2％Al2O3－4.6％V2O3－1.2％Cr2O3であった。ウルボ

スピネル（Ulvöspinel：2FeO・TiO2）と推定される。ただし、アルミナ（Al2O3）、バナジウム（V2O3）、

クロム（Cr2O3）を微量固溶する。またガラス質部分の34.5％SiO2－10.1％Al2O3－7.1％CaO－

3.5％K2O－1.3％P2O5－42.7％FeO－1.1％TiO2であった。鉄分を高い割合で固溶している。

さらにもう1視野、第50図⑤に非金属介在物の反射電子像を示す。16の白色粒状結晶の定量分析値は

106.2％FeO－1.1％TiO2であった。ウスタイト（Wustite：FeO）に同定される。また17の淡灰色柱

状結晶の定量分析値は51.9％FeO－36.8％ SiO2であった。ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）

に同定される。

f 化学組成分析

第13表にメタル定量と酸化物定量分析を行なった結果を示す。前者の炭素（C）は0.51％であった

（これは化学分析に用いた部分の平均値である）。燐（P）は0.094％でさほど高い値ではない。主に製鉄原料

の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は0.036％、バナジウム（V）が0.007％と若干含まれている。これ

は非金属介在物を反映した値と判断される。また酸化マンガン（MnO）は0.011％、銅（Cu）0.012％と

低値であった。
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鉄中非金属介在物の鉱物組成から、当資料の始発原料は高チタン砂鉄と推定される。周辺地域の製鉄遺

跡群で造られた鉄塊をもとに、当遺跡で作られた鍛造品と仮定しても矛盾のない特徴を有する。

また、金属鉄部には低炭素域と高炭素域が確認された。さらに水焼入れを施した痕跡が確認されるなど、

硬さと粘りを備えるよう考慮したつくりとなっている。

23）TEL－23：椀形鍛冶滓（239）

a 肉 眼 観 察

平面楕円状で、345gを測りほぼ完形の椀形鍛冶滓である。表面は黄褐色の土砂に覆われる。横断面は

やや深い椀形で、重量感のある滓である。

b 顕微鏡組織

第51図①②に示す。淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶体

と推測される。さらに白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。精錬鍛冶滓

の晶癖である。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、滓中の晶出物の調査を実施した。淡茶褐色多

角形結晶の硬度値は741Hvであった（200gf）。ウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶

体と推測される。

d 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）54.89％に対して、金属鉄（Metallic Fe）0.03％、酸化第1鉄

（FeO）53.03％、酸化第2鉄（Fe2O3）19.50％の割合であった。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋

K2O＋Na2O）は21.39％で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）は1.91％と低値であった。また製鉄原

料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は2.51％、バナジウム（V）が0.10％であった。さらに酸化マン

ガン（MnO）0.18％、銅（Cu）は＜0.01％と低値である。

製鉄原料の砂鉄起源の脈石成分（TiO2、V、MnO）が検出されることから、当資料は砂鉄を始発原料と

する鍛冶原料（製錬系鉄塊）の不純物除去で生じた精錬鍛冶滓と推定される。なおA区TEL-15椀形滓に

比べて二酸化ジルコニウム（Zr2O）が0.15％と高目が特徴的である。

24）TEL－24：鉄塊系遺物（製錬系）（244）

a 肉 眼 観 察

黄褐色の土砂や茶褐色の鉄銹化物で、表面が厚く覆われた鉄塊系遺物である。銹化に伴う放射割れも進

んでいるが、特殊金属探知機のL（●）で反応があるため、内部には金属鉄が残存すると推定される。た

だし表層部では、灰黒色の滓部も僅かに観察される。

b マクロ組織

第51図③に示す。明白色部が金属鉄で、3％ナイタルで腐食した組織を示している。ややまとまりの
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悪い軟鉄（低炭素鋼）であった。また明灰色部は製錬滓である。

c 顕微鏡組織

第51図④⑤に示す。④上側の発達した淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルである。砂鉄製錬滓の晶

癖といえる。

また④下側の明白色部は金属鉄で、⑤はその拡大である。白色のフェライト素地に、黒色層状のパーラ

イトが少量析出する、亜共析組織が確認された。炭素含有量は最大0.1％程度と推定される。

d ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。第51図⑤の亜

共析組織部分の硬度値は94Hvであった（200gf）。組織に見合った値である。

以上の調査結果から、当資料は高チタン砂鉄を製錬した鉄塊系遺物と判断される。金属鉄部はあまり浸

炭していない軟鉄（低炭素鋼）であった。そのため、製錬滓との分離もあまりよい状態ではなかった。

25）TEL－25：鉄塊系遺物（245）

a 肉 眼 観 察

平面は不整菱形をしたやや偏平な鉄塊系遺物である。表面は茶褐色の鉄銹化物で覆われる。また表面に

明瞭な滓部は無く、鉄主体の遺物と推定される。また非常に重量感があり、特殊金属探知機の特L（☆）

で反応があるため、内部には金属鉄が良好に残存すると考えられる。

b マクロ組織

第52図①に3％ナイタルで腐食した組織を示す。ほぼ全面が片状黒鉛を析出したねずみ鋳鉄組織の鉄

塊であった。

c 顕微鏡組織

第52図②～④に示す。ねずみ鋳鉄組織の拡大である。発達した黒色の片状黒鉛、白色不定形のセメン

タイトが析出する。また素地は黒色層状のパーライトである。

なお④中央の暗灰色多角形部分は非金属介在物で、硫化マンガンと推測される。これは日本の前近代の

製鉄法で造られた銑（鋳鉄）では、まず見られない特徴の介在物である。

d ビッカース断面硬度

硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。硬度値は243Hv、277Hvであ

った（200gf）。組織に見合った値である。

e 化学組成分析

第13表に示す。炭素（C）は3.22％であった。鋳鉄の範疇に入る炭素含有率であった。燐（P）は

0.219％、硫黄（S）0.090％と高めである。二酸化チタン（TiO2）は＜0.081％、バナジウム（V）が

0.062％であった。また酸化マンガン（MnO）は0.670％、銅（Cu）0.109％と高値傾向が著しい。
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当資料は滓の付着の全くない、ねずみ鋳鉄塊であった。ただし、マンガン（Mn）の高値傾向が非常に

顕著であるため、日本の前近代の砂鉄製錬法でつくられた鉄塊ではなく、マンガンを添加して脱硫を行う

ようになった、近代以降の混入品の可能性が高いと考えられる。

26）TEL－26：炉壁（261）

a 肉 眼 観 察

熱影響を受けて、内面が黒色ガラス質化した炉壁破片である。内面表層には1.5cm以下の木炭の噛み

込みが3個所みられる。また下端部は、築炉時の粘土塊の接合面と推測される。炉壁粘土は灰褐色の砂質

土で、籾殻やスサを多量に混和している。

b 顕微鏡組織

第52図⑤～⑦に示す。⑤は内面表層のガラス質部分である。炉壁粘土中の砂粒（石英、長石類）は溶融

せずに多数散在している。

また⑥⑦の明白色粒は、ガラス質滓中に点在するごく微細な金属鉄の拡大である。3％ナイタルで腐食

してもほとんど変化がなく、フェライト結晶と推測されるものが多いが、一部⑦中央のように亜共析組織

を呈するものもみられる。

c 化学組成分析

第13表に示す。鉄分（Fe2O3）は2.95％とあまり高くはない。しかし酸化アルミニウム（Al2O3）

16.75％と低めで、耐火性にはやや不利な成分系といえる。

以上の調査の結果、内面表層のガラス質滓中に微小金属粒が多数確認されたことから、当資料は鉄の溶

解、鋳造に用いられた炉壁片の可能性が高いと考えられる。

27）TEL－27：炉壁炉底（277）

a 肉 眼 観 察

熱影響を受けて、内面表層がガラス質化した炉壁片である。側面に一部茶褐色の鉄銹化物がみられ、内

面には銹化に伴う放射割れがあることから、内部には金属鉄が含まれているものと推測される。また炉壁

粘土は灰褐色の砂質土で、籾殻を多量に混和している。

b 顕微鏡組織

第53図①～⑤に示す。ごく微細な金属鉄部が、炉壁断面中央部に多数散在している。①には金属鉄部

とその周囲の炉壁粘土部分を示した。熱影響を受けて、粘土鉱物はガラス質化が進んでいるが、胎土中に

含まれる砂粒（石英、長石粒）は、残存している。

また金属鉄部は3％ナイタルで腐食したところ、亜共析組織～過共析組織が確認された。②③は亜共析

組織、④は共析組織、⑤は過共析組織部分の拡大である。

以上の調査結果から、当資料は鋳鉄の溶解、鋳造に用いられた炉壁片と推定される。
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28）TEL－28：鉄塊系遺物（303）

a 肉 眼 観 察

不整五角形で厚手の鉄塊系遺物の破片である。上下面は資料本来の表面で、側面は直線状の破面である。

破面には大型の気孔ないし木炭痕と推測される窪みが観察される。また特殊金属探知機の特L（☆）で反

応がある。表面に明瞭な滓部はなく、非常に重量感があり、大型の銑鉄（鋳鉄）塊の破片と推測される。

b マクロ組織

第54図①に示す。局部的に亜共晶組成白鋳鉄組織が確認された。

c 顕微鏡組織

第54図②～④に示す。白色針状のセメンタイト、蜂の巣状のレデブライト、および黒色層状のパーラ

イトからなる、亜共晶組成白鋳鉄組織はあるものの、その面積は少なく鋳鋼に近い組織だった。

また④中央やや下寄りの粒状黄褐色部は硫化鉄（FeS）、黒色点状の共晶組織はステダイト

（Steadite:Fe－Fe3C－Fe3P）である。若干硫黄（S）、燐（P）の影響がみられる。

d ビッカース断面硬度

硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。セメンタイト部分の硬度値は

953Hv（200gf）、素地のパーライト部分の硬度値は350Hvであった（200gf）。それぞれ組織に見合った

値である。

e EPMA調査

第54図⑤に非金属介在物の反射電子像（COMP）を示す。7′の定量分析値58.1％Fe－35.5％S－

1.6％Ti－3.1％Vであった。硫化鉄（FeS）に同定される。またチタン（Ti）、バナジウム（V）をごく微

量固溶する。

また特性X線像では、硫化鉄の下側に帯状の燐（P）の分布がみられる。この部分はステダイト

（Steadite：Fe－Fe3C－Fe3P）と推定される。

f 化学組成分析

第13表に示す。銹化鉄部を含む試料のため、酸化物定量で測定した。炭素（C）は1.96％である。鋳

鉄（C＞2.1％）としてはやや低めの炭素含有量であった。全鉄分（Total Fe）72.19％に対して、金属鉄

（Metallic Fe）45.46％、酸化第1鉄（FeO）17.10％、酸化第2鉄（Fe2O3）19.21％の割合であった。ま

た造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）3.79％であるが、これは表層部の土砂の影響も

受けた値と推測される。製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）0.09％、バナジウム（V）0.02％で

あった。さらに酸化マンガン（MnO）は0.24％、銅（Cu）0.01％である。

当資料は滓の付着の全くない、鋳鋼と亜共晶組成白鋳鉄境界レベルの鉄塊であった。鋳造原料としては、

若干炭素含有量が高く鋳込み時の流動性が懸念される。このため当資料は、鍛冶原料として遺跡内に搬入

された、製錬系鉄塊であった可能性が考えられる。
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また硫化鉄中にごく微量、チタン（Ti）、バナジウム（V）を固溶することから、当資料の始発原料は砂

鉄の可能性がある。

29）TEL－29：椀形鍛冶滓（304）

a 肉 眼 観 察

320gを測る中型の椀形鍛冶滓の破片である。上下面と側面1面は資料本来の表面で、他の側面4面は

直線状の破面である。滓の地の色調は暗灰色を呈する。上面は平坦で、1cm以下の木炭痕が散在する。

下面は浅い椀形で、灰褐色の鍛冶炉床土が固着する。炉壁粘土中には籾殻が混和されている。

b 顕微鏡組織

第55図①②に示す。淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶体

と推測される。さらに白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。精錬鍛冶滓

の晶癖である。

c ビッカース断面硬度

紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、滓中の晶出物の調査を実施した。淡茶褐色多

角形結晶の硬度値は700Hvであった（200gf）。ウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶

体と推測される。

d 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）49.27％に対して、金属鉄（Metallic Fe）＜0.01％、酸化第1鉄

（FeO）53.74％、酸化第2鉄（Fe2O3）10.72％の割合であった。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋

K2O＋Na2O）27.99％で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）は2.37％と低値である。製鉄原料の砂鉄

期限の二酸化チタン（TiO2）5.05％、バナジウム（V）0.19％と高めであった。また酸化マンガン（MnO）

は0.24％、銅（Cu）は＜0.01％と低値である。

製鉄原料の砂鉄起源の脈石成分（TiO2、V、MnO）が検出されることから、当資料は砂鉄を始発原料と

する鍛冶原料（製錬系鉄塊）の不純物除去で生じた精錬鍛冶滓と推定される。

30）TEL－30：椀形鍛冶滓（307）

a 肉 眼 観 察

72g弱のごく小型の椀形鍛冶滓である。側面の一部が破面である。表面はやや風化気味で灰褐色を呈す

る。また上下面ともやや平坦で、側面の一部から下面にかけて木炭を噛み込んでいる。

b 顕微鏡組織

第55図③～⑤に示す。③の上側は滓部で、④はその拡大である。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、

白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。精錬鍛冶滓の晶癖である。

また③の下側は木炭の木口面で、⑤はその拡大である。樹種の同定は困難であったが、広葉樹の散孔材

であることが明らかとなった。
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c ビッカース断面硬度

硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、滓中の晶出物の調査を実施した。淡茶褐色多角形結晶の硬度

値は556Hvであった（200gf）。若干軟質であるが、ウルボスピネルに近似した組成の結晶と推測される。

d 化学組成分析

第13表に示す。全鉄分（Total Fe）45.14％に対して、金属鉄（Metallic Fe）＜0.01％、酸化第1鉄

（FeO）30.68％、酸化第2鉄（Fe2O3）30.44％の割合であった。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋

K2O＋Na2O）17.51％で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）2.36％と低値である。製鉄原料の砂鉄起

源の二酸化チタン（TiO2）は5.95％、バナジウム（V）が0.17％高めであった。酸化マンガン（MnO）も

0.87％と高く、銅（Cu）は＜0.01％と低値である。

当資料は椀形鍛冶滓（TEL－29）と近似する、鉱物・化学組成が確認された。やはり精錬鍛冶滓に分類

される。

31）TEL－31：鉄製品（鋳造品）（308）

a 肉 眼 観 察

鉄鍋底部が推定される板状の鋳鉄製品破片である。側面は全面破面である。表面は銹化が進んでおり、

黒灰色を呈する。ただし特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、内部には金属鉄が残存すると推定さ

れる。

b マクロ組織

第56図①に示す。表層部から全体に銹化が進んでいる。灰色部は銹化鉄である。これに対して内部の

明白色部は、残存する金属鉄である。

c 顕微鏡組織

第56図②③に示す。②は表層の銹化鉄部である。片状黒鉛が析出する、斑鋳鉄組織痕跡が確認された。

また③は残存金属鉄である。共晶組成白鋳鉄に近い組織を呈する。

d ビッカース断面硬度

硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。亜共晶組成白鋳鉄組織（レデブ

ライト）部分の硬度値は541Hvであった（200gf）。組織に見合った値である。

e EPMA調査

第56図④に非金属介在物の反射電子像（COMP）を示す。8′の粒状黄褐色部の定量分析値は63.1％

Fe－34.9％Sであった。硫化鉄（FeS）に同定される。

また特性X線像では、硫化鉄の下側に帯状の燐（P）の分布がみられる。この部分はステダイト

（Steadite：Fe－Fe3C－Fe3P）と推定される。
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f 化学組成分析

第13表に示す。銹化鉄部を含む試料のため、酸化物定量で測定した。炭素（C）は7.95％と非常に高

値である。これは銹化に伴う二次的な影響を受けた値で、本来の炭素含有量とは考えがたい。鍋底に焦げ

付いたオコゲの指摘があった。そちらからの影響もあろう。また全鉄分（Total Fe）67.53％に対して、

金属鉄（Metallic Fe）38.91％、酸化第1鉄（FeO）36.00％、酸化第2鉄（Fe2O3）0.91％の割合であっ

た。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は0.36％と低値である。主に製鉄原料の砂鉄

起源の二酸化チタン（TiO2）0.08％、バナジウム（V）0.07％と低値であった。さらに酸化マンガン

（MnO）も0.06％と低い。銅（Cu）は0.02％である。

当資料は斑鋳鉄組織を呈する鉄製品であった。

32）TEL－32：湯口（145）

a 肉 眼 観 察

逆円錐台状を呈する湯口（鋳鉄塊）である。上面は中央部が大きく窪んでおり、下端部は破面である。

また表面は全面茶褐色の鉄銹化物で覆われるが、特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、内部には金

属鉄が残存すると推定される

b マクロ組織

第56図⑤に示す。湯口の下側側面部を観察した。表層から銹化が進んでいるが、内部には金属鉄が残

存する。

c 顕微鏡組織

第56図⑥⑦に示す。残存金属鉄部を3％ナイタルで腐食した組織である。⑥は片状黒鉛が析出するね

ずみ鋳鉄、⑦は亜共晶組成白鋳鉄組織部分で、当資料は斑鋳鉄であることが明らかになった。

d ビッカース断面硬度

硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査を実施した。ねずみ鋳鉄組織部分の硬度値は

227Hv（200gf）。亜共晶組成白鋳鉄組織（セメンタイト）部分の硬度値は906Hvであった（200gf）。組織

に見合った値である。それぞれ組織に見合った値である。

e 化学組成分析

第13表に示す。銹化鉄部を含む試料のため、酸化物定量で測定した。炭素（C）は7.87％と非常に高

値である。これは銹化に伴う二次的な影響を受けた値で、本来の炭素含有量とは考えがたい。全鉄分

（Total Fe）58.36％に対して、金属鉄（Metallic Fe）24.68％、酸化第1鉄（FeO）27.16％、酸化第2鉄

（Fe2O3）17.97％の割合であった。造滓成分（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）3.99％である

が、これも表層の　土砂等の影響を受けた値と考えられる。また主に製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン

（TiO2）は0.13％、バナジウム（V）が0.04％である。酸化マンガン（MnO）は0.07％、銅（Cu）

0.02％であった。
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当資料も斑鋳鉄組織を呈する鉄塊（湯口部分）であった。また特に断面組織観察を行った個所（下側側面）

に関しては、硫黄（S）、燐（P）の影響がみられず、非常にきれいな鋳鉄といえる。

D ま　と　め

寺前遺跡から出土した、中世の鋳造・鍛冶関連遺物を分析調査した結果、次の点が明らかとなった。

1）鋳造関連遺物

当遺跡では、鉄および銅ないし銅合金（青銅）鋳物、双方の製作が行われたことが確認された。詳細は

以下の通りである。

〈1〉炉壁（TEL－2）、羽口（TEL－5・20）、ルツボ（TEL－11）は、いずれもごく微細な銅ないし銅

合金の溶着がみられる。特にEPMA調査を実施した炉壁（TEL－2）からは、鉛青銅粒が検出された。

〈2〉炉壁（TEL－1・3・26・27）には金属鉄が付着しており、鉄鋳物の鋳造に用いられたと推測さ

れる。

また白色滓（TEL－6）も素地部分はガラス質滓で、内部に共晶黒鉛鋳鉄が確認された。この特徴から、

鉄の鋳造時に生じた、粘土溶融物主体の遺物の可能性が考えられる。ただし白色滓の性状については、ま

だ不明な点も多く、非鉄金属関連の鋳造で生じる可能性も考慮していく必要がある。

鉄塊系遺物（TEL－14）は滓の付着のないきれいな鋳鉄塊であった。鋳造原料、ないしは湯こぼれなど、

鉄鋳物製作時の副生物の可能性が考えられる。また湯口鉄塊（TEL－32）をみると、燐（P）や硫黄（S）

の影響がほとんどないため、当遺跡ではかなり良質な鋳造原料を使用していたものと推定される〔なお鉄

塊系遺物（TEL－25）も鋳鉄塊であった。しかし大型で多角形状の硫化マンガンが多数晶出することなどから、これ

は近代以降の混入品の可能性が高いと判断される〕。

黒鉛化木炭（TEL－13）は、付着したガラス質滓中に、微細な金属鉄が多数確認されたことから、鋳鉄

の溶解に用いたものと推定される。また木炭組織の特徴から、広葉樹のアカガシ亜属の材を用いていたこ

とが明らかになった。

2）鍛冶関連遺物

当遺跡では砂鉄製錬で造られた鉄塊系遺物を鍛冶原料として、精錬～鍛錬鍛冶作業が一貫して行われて

いたと推定される。詳細は以下の通りである。

〈1〉鉄塊系遺物（TEL－8・9・24）は砂鉄製錬滓が付着する。これらは鋳造原料とするには炭素含有

量が低いため、鍛冶原料鉄であった可能性が高いと考えられる。また鉄塊系遺物（TEL－28）はレデブラ

イトが局部的に晶出するが、炭素（C）量は1.96％と鋳鋼レベルの組成であった。鍛冶原料鉄の可能性を

提示しておきたい。

〈2〉小型の椀形滓（TEL－18）は、通常製錬滓に分類される鉱物組成であった（顕微鏡観察の結果、砂

鉄製錬滓に最もよくみられるウルボスピネル組成が確認された）。しかし当資料の外観形状は、鍛冶炉の炉床土

を付着した66gと椀形鍛冶滓の特徴をもつ。過去の鍛冶遺跡の調査事例でも、チタン含有率が高く、製

錬滓か精錬鍛冶滓かの区分が困難なものがある。このため、粗悪な（脈石成分の多い）鍛冶原料鉄を処理し

た、精錬鍛冶滓の可能性も考慮する必要もあろう。

また再結合滓（TEL－21）中にも、微細な金属鉄とともに製錬滓の小破片が多数みつかっている。当遺
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第14表　出土遺物の調査結果のまとめ

符号 遺跡名 出土位置 遺物名称
推定
年代

顕微鏡組織

化学組成（％）

所見Total
Fe

Fe2O3
塩基性
成分

TiO2 V MnO
ガラス
質成分

Cu

TEL-1 寺前 中世面表採　 炉壁（溶解炉,含鉄）

12c

内面:ガラス質滓、溶
着金属:ねずみ鋳鉄

2.59 2.89 1.93 0.82 0.01 0.09 94.08 <0.01
鉄の鋳造に用いられた炉壁
片

TEL-2 12C町道部分3層
炉壁
（溶解炉、緑青付着）

内面:ガラス質滓、溶
着金属:鉛青銅

- - - - - - - -
鉛青銅の鋳造に用いられた
炉壁片

TEL-3 13C5炉外　中世層
炉壁炉底
（溶解炉、含鉄）

内面:ガラス質滓、溶
着金属:鉄（亜共析組
織）

14.95 15.19 1.73 0.82 0.02 0.10 74.42 <0.01
鉄の鋳造に用いられた炉壁
片

TEL-4 12C町道部分3層
大口径羽口
（溶解炉）

外面:ガラス質滓、付
着滓:He+M

4.47 5.38 1.89 0.68 <0.01 0.08 89.27 <0.01
鉄の鋳造に用いられた羽口
片の可能性が高い

TEL-5 12C町道部分3層
大口径羽口
（溶解炉、緑青付着）

外側:ガラス質滓、溶
着金属:銅合金

- - - - - - - -
銅合金（青銅）の鋳造に用
いられた羽口片

TEL-6 11C23V 白色滓
ガラス質滓、微小金属
鉄粒散在（共晶黒鉛鋳
鉄）

4.57 3.49 13.31 6.11 0.03 0.19 81.01 <0.01
鉄の鋳造に伴って生じた粘
土溶融物

TEL-7 12C町道部分V 炉内滓
滓部:W+MとUとH
の固溶体+F

56.04 24.45 1.24 1.84 0.06 0.11 21.14 <0.01
精錬鍛冶滓（始発原料:砂
鉄）

TEL-8 14B二枚目 炉内滓
滓部:R、金属鉄:過共
析組織～亜共晶組成白
鋳鉄

52.25 38.27 1.31 5.28 0.13 0.29 8.62 0.02
製錬鉄塊系遺物（製鉄原
料:砂鉄、高温製錬）

TEL-9 13B黒色炭化層 炉底塊
滓部:R、金属鉄:フェ
ライト単相～過共析組
織

- - - - - - - -
製錬鉄塊系遺物（製鉄原
料:砂鉄、高温製錬）

TEL-10
13C10単炉付近黄
砂混じり

鋳型（外型）
内面表層:粘土鉱物ガ
ラス質化

- - - - - - - -
鋳造時の熱影響が残る鋳型
破片

TEL-11 9B19Ⅳ ルツボ（緑青付着）
内面:ガラス質滓、溶
着金属:銅（ないし銅
合金）

- - - - - - - -
銅合金（青銅）の鋳造に用
いられたルツホ破゛片

TEL-12
12C16中世ゴミ捨
て場

鉄製品（鋳造品）
斑鋳鉄（レデブライ
ト・セメンタイト・パ
ーライト、片状黒鉛）

87.46 0.10 0.09 0.04 0.04 0.06 0.34 0.01
鋳造鉄器片（始発原料:砂
鉄の可能性あり）

TEL-13 － 黒鉛化木炭
ガラス質滓付着、微小
金属鉄粒散在、木炭:
放射孔材

- - - - - - - -

コナラ属アカガシ亜属の材
を用いた黒炭、鋳鉄溶解用
の燃料であった可能性が高
い

TEL-14
10C13トレンチ（A）
7層

鉄塊系遺物 ねずみ鋳鉄 - - - - - - - -
鋳鉄塊、鋳造・鍛冶原料、
ないしは鉄鋳物製作時の副
生物

TEL-15 SE409V 椀形鍛冶滓

11～
12c

滓部:W+UとHの固溶
体+F

56.07 12.51 0.98 2.15 0.09 0.12 21.9 <0.01
精錬鍛冶滓（始発原料:砂
鉄）

TEL-16 SD470町道部分 椀形鍛冶滓
滓部:W+U+F、金属
鉄:亜共析組織～白鋳
鉄

64.68 43.16 0.16 0.25 0.02 0.08 1.73 0.01
鍛冶処理途中の鉄塊系遺物
（始発原料:砂鉄）

TEL-17 AS311下層 椀形鍛冶滓 滓部:W+F 60.92 50.33 0.95 0.30 0.03 0.08 13.93 <0.01 鍛錬鍛冶滓

TEL-18 14B二枚目 椀形鍛冶滓 被熱砂鉄、滓部:U+F - - - - - - - -
製錬滓（製鉄原料:砂鉄）
もしくは脈石成分の高い鍛
冶滓の可能性

TEL-19 11C6Ⅳ（2層） 羽口（板屋型） 外面:ガラス質滓、M 4.58 5.44 2.12 0.74 <0.01 0.10 90.70 <0.01
鍛冶関連の作業に用いられ
た羽口の可能性がある

TEL-20 13C10焼土 羽口（緑青付着）
12c
代

外面:ガラス質滓、溶
着金属:銅（ないし銅
合金）

- - - - - - - -
銅合金（青銅）の鋳造に用
いられた羽口片

TEL-21
13C・14C黒色炭
化層

再結合滓（含鉄）

11～
12c

製錬滓片:U+I+F、金
属鉄:過共析組織

- - - - - - - -
鍛冶原料（製錬鉄塊系遺物）
の精錬鍛冶処理前に生じた
微細遺物

TEL-22 SD415 鉄製品（鍛造品）
介在物:W+U+F、金属
鉄:亜共析組織（一部
マルテンサイト）

45.00 50.91 0.39 0.26 0.02 0.21 2.67 0.03

折り返し鍛錬を施した鍛造
品、高炭素域に水冷焼入れ
痕跡が残る、（始発原料:砂
鉄）

TEL-23 7C24① 椀形鍛冶滓 11c
滓部:W+UとHの固溶
体+F

54.89 19.50 1.91 2.51 0.10 0.18 21.39 <0.01
精錬鍛冶滓（始発原料:砂
鉄）TEL-15に比べて
Zr2Oが0.15％と高め

TEL-24 6C16 鉄塊系遺物

11～
12c

滓部:U、金属鉄:亜共
析組織

- - - - - - - -
製錬鉄塊系遺物（製鉄原
料:砂鉄）

TEL-25 4A23-1 鉄塊系遺物
（介在物:硫化マンガ
ン）、金属鉄:ねずみ鋳
鉄

- - - - - - - -
鋳鉄塊、近代以降の混入品
の可能性が高い

TEL-26 1・2・3BⅢ層 炉壁（溶解炉）

12c
代

内面:ガラス質滓、溶
着金属:鉄（フェライ
ト単相～亜共析組織）

3.18 2.95 0.97 0.51 0.01 0.08 92.57 <0.01
鉄の鋳造に用いられた炉壁
片

TEL-27 2CⅣ
炉壁炉底
（溶解炉、含鉄）

内面:ガラス質滓、溶
着金属:鉄（亜共析～
過共析組織）

- - - - - - - -
鉄の鋳造に用いられた炉壁
片

TEL-28 2CⅣ 鉄塊系遺物

11～
12c

鋳鋼と亜共晶組成白鋳
鉄の境界レベル

72.19 19.21 0.37 0.09 0.02 0.24 3.79 0.01
鍛冶原料の可能性、（始発
原料:砂鉄の可能性あり）

TEL-29 2B17 椀形鍛冶滓
滓部:W+UとHの固溶
体+F

49.27 10.72 2.37 5.05 0.19 0.24 27.99 <0.01
精錬鍛冶滓（始発原料:砂
鉄）

TEL-30 1B3 椀形鍛冶滓
滓部:W+U+F、木炭:
広葉樹散孔材

45.14 30.44 2.36 5.95 0.17 0.87 17.51 <0.01
精錬鍛冶滓（始発原料:砂
鉄）

TEL-31 Pit101 鉄製品（鋳造品）
12c
代

斑鋳鉄 67.53 0.91 0.11 0.08 0.07 0.06 0.36 0.02 鋳造鉄器片

TEL-32 13B24 湯口 斑鋳鉄 58.36 17.97 1.41 0.13 0.04 0.07 3.99 0.02 鉄鋳物製作時の湯口鉄塊

He:Hematite（Fe2O3）、M：Magnetite（Fe3O4）、W:Wustite（FeO）、U:Ulvöspinel（2FeO・TiO2）H:Hercynite（FeO・Al2O3）、R:Rutile（TiO2）、I:Ilmenite（FeO・TiO2）F:Fayalite（2FeO・SiO2）



跡には、上述のような製錬滓が固着した鍛冶原料（製錬鉄塊系遺物）が搬入されており、精錬鍛冶作業前、

鉄塊表層に固着した製錬滓を叩き落すなどの、前処理を行っていたと推測される。

なお新潟県下では、火山岩起源の高チタン砂鉄を原料とした、古代～中世前期の製鉄遺跡群が多数確認

されている。当遺跡の製錬鉄塊系遺物の付着滓や製錬滓は、こうした製鉄遺跡から搬入されたと仮定して

も、矛盾のないものであった。

〈3〉椀形鍛冶滓の大半が、精錬鍛冶滓に分類される（TEL－7・15・23・29・30）。これも不純物の

多い（製錬滓が多く固着する）鍛冶原料を処理していたことを、示唆する特徴といえる。

さらに鍛錬鍛冶滓（TEL－17）も1点確認されたため、当遺跡内で鉄器製作作業まで行われていた可能

性が考えられる。

〈4〉小刀（TEL－22）は非金属介在物の鉱物組成から、高チタン砂鉄が始発原料と推定される。周辺

地域の製鉄遺跡群で造られた鉄塊をもとに、当遺跡で作られたと仮定しても矛盾のないものであった。

また折り返し鍛錬が施された鍛造品で、金属鉄部には低炭素域と高炭素域が確認された。さらに水焼入

れを施した痕跡が確認されるなど、硬さと粘りを備えるよう考慮したつくりとなっている。

第Ⅴ章　自然科学分析
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1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第31図　炉壁の顕微鏡組織
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第32図　炉壁の顕微鏡組織



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第33図　炉壁（TEL-2）のEPMA調査結果
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第34図　炉壁炉底・大口径羽口の顕微鏡組織



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第35図　大口径羽口・白色滓の顕微鏡組織
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第36図　白色滓（TEL-6）の顕微鏡組織・EPMA調査結果



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第37図　炉内滓の顕微鏡組織
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第38図　炉内滓の顕微鏡組織およびEPMA調査結果



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第39図　炉底塊の顕微鏡組織
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第40図　炉底塊の顕微鏡組織およびEPMA調査結果



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第41図　鋳型・ルツボの顕微鏡組織



第Ⅴ章　自然科学分析

127

第42図　鉄製品の顕微鏡組織およびEPMA調査結果



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第43図　黒鉛化木炭の顕微鏡組織
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第44図　鉄塊系遺物・椀形鍛冶滓の顕微鏡組織



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第45図　椀形鍛冶滓の顕微鏡組織
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第46図　椀形鍛冶滓のEPMA調査結果および顕微鏡組織



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第47図　椀形鍛冶滓・羽口の顕微鏡組織
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第48図　羽口・再結合滓の顕微鏡組織



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第49図　鉄製品の顕微鏡組織
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第50図　鉄製品の顕微鏡組織およびEPMA調査結果



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第51図　椀形鍛冶滓・鉄塊系遺物の顕微鏡組織
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第52図　鉄塊系遺物・炉壁の顕微鏡組織



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第53図　炉壁炉底の顕微鏡組織
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第54図　鉄塊系遺物の顕微鏡組織およびEPMA調査結果



1 寺前遺跡出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査
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第55図　椀形鍛冶滓の顕微鏡組織
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第56図　鉄製品・湯口の顕微鏡組織およびEPMA調査結果



2 出土木製品の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

A は じ め に

新潟県三島郡出雲崎町に所在する寺前遺跡は、西山丘陵より延びる尾根上および丘陵下の沖積地に立地

している。発掘調査の結果、尾根上からは古代の竪穴住居などが検出され、沖積地からは、縄文時代後

期・晩期、古代、中世に比定される遺構・遺物が確認されている。

本報告では、発掘調査によって確認された縄文時代後期の木組み遺構の構築部材や中世の木製品を対象

に樹種同定を行い、これらの樹種や木材利用について検討する。

B 試　　　料

試料は、木組み遺構の構築部材及び木製品等の計515点からなる。これらの試料の内訳は、A-1区出土

木製品114点、A-2区出土木製品362点、C区出土木製品35点、地区不明の木製品4点である。

上記した試料のうち、84・428・534・878 の木製品4点は欠番であり、本分析調査対象からは除

外している。一方、調査対象とした試料中には、差歯下駄が含まれており、これらには台や歯が単独の試

料のほか、台と歯が遺存する、台の 内に歯の一部が残存しているものが認められた。このうち、差歯下

駄10試料（93・460・574・578・579・582・716・864・1151・1153・1250）について、台と歯の

木材利用を比較・検討するため、台の他に前歯（または後歯）を調査対象としている。特に、遺存状態が

良好であった460については、台・前歯・後歯を調査対象としている。したがって、分析試料は計523

点となる。

なお、木製品の大部分はタッパー内に水漬けの状態で保管されていたが、一部にPEG保存処理が施さ

れた試料が含まれる（75点）。また、314は、炭化が著しく、生木部分からの試料採取が困難であったこ

とから、炭化部分より試料の採取を行っている。

C 分 析 方 法

各木製品について、木取及び加工痕等の観察を行った後、剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射

断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製する。芯持丸木等の3断面の切片作成が困難な木製品

については、接合面や破損部を対象として数㎜角の木片を採取し、木片から3断面の切片を作成している。

切片は、ガム・クロラール（抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混合液）で封入し、

プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を観察し、その特徴から種類

を同定する。PEG処理された木製品は、水を含ませた脱脂綿等で該当箇所を湿らせ、剃刀で切片を作成

する。

炭化材は、乾燥させた後、3断面の割断面を作成し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材

組織の特徴を観察し、現生標本と比較することにより種類を同定する。

なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、島地・伊東［1982］、Wheeler

他［1998］、Richterほか［2006］を参考としている。また、各樹種の木材組織配列特徴については、林
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［1991］、伊東［1995・1996・1997・1998・1999］や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材

識別データベースを参考としている。

D 結　　　果

結果を第15表（未実測分）および別表2木製品観察表（実測分）に示す。木製品は、針葉樹5種類（マツ

属複維管束亜属・スギ・アスナロ・ヒノキ科・カヤ）、広葉樹25種類（オニグルミ・ハンノキ属ハンノキ亜属・ク

マシデ属イヌシデ節・アサダ・ブナ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナラ属アカガシ亜属・クリ・ムクノキ近似

種・ケヤキ・クスノキ科・モクレン属・カツラ・マタタビ属・ナツツバキ属・イスノキ・ウツギ属・アジサイ属・サ

クラ属・カエデ属・トチノキ・アオキ・エゴノキ属・トネリコ属・つる植物）に同定された。

このうち、ハンノキ亜属、トチノキ、トネリコ属には根材も認められた。また、調査を行った木材の中

には含水率が高く、切片作成が困難なもの、乾燥による収縮等のために組織の特徴の観察が不可能なもの

があった。これらについては、可能な範囲で広葉樹・針葉樹の別等を記載した。この他に、樹皮が6点認

められたが、いずれも木部細胞が観察できなかったことから種類の同定には至らなかった。以下に、同定

された各種類の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon） マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やか

で、晩材部の幅は極めて広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管と柔細胞が認めら

れる他、水平樹脂道およびエピセリウム細胞が存在した部分が空壁として残存している。分野壁孔は窓状

となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、1～10細胞高。

・スギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don） スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔

はスギ型で、1分野に2～4個。放射組織は単列、1～10細胞高。

・アスナロ（Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc.） ヒノキ科アスナロ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部

の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、内壁には茶褐色の

樹脂が顕著に認められる。分野壁孔はヒノキ型で、1分野に1～4個。放射組織は単列、1～10細胞高。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、

晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔

は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、1～10細胞高。

上記アスナロを含むヒノキ科のいずれかと考えられるが、保存状態が悪いために分野壁孔の形態等が観察

できず、種類の同定ができなかっため、ヒノキ科とした。また、さらに保存状態が悪く、スギかヒノキ科

かの区別もできなかった試料は、スギまたはヒノキ科とした。

・カヤ（Torreya nucifera Sieb. et Zucc.） イチイ科カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は

狭い。仮道管内壁には対をなしたらせん肥厚が認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁

孔はトウヒ型～ヒノキ型で、1分野に1～4個。放射組織は単列、1～10細胞高。
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第15表　樹種同定結果（縄文後晩期：未実測）

№ 実測№ 遺物№ 実測図№ 遺構 グリッド 遺物種類 木取 樹種
371 521 木組み1 11C 材 芯持丸木 クリ
372 522 木組み1 11C 材 芯持丸木 クリ
373 523 木組み1 11C 材 分割材（1/3丸材） クリ
374 524 木組み1 11C 材 芯持丸木 クリ
375 525 木組み1 11C 材 半裁 クリ
376 526 木組み1 11C 材 分割材 クリ
377 527 木組み1 11C 材 芯持丸木 クリ
378 528 木組み1 11C 材 板目 クリ
379 529 木組み1 11C 材 分割材 クリ
380 530 木組み1 11C 材 分割材 クリ
381 531 木組み1 11C 材 分割材 クリ
382 532 木組み1 11C 材 板目 スギ
383 533 木組み1 11C 材 板目 クリ
384 534 木組み1 11C 材 分割材 クリ
385 535 木組み1 11C 材 板目 クリ
386 536 木組み1 11C 材 板目 クリ
387 537 木組み1 11C 材 板目 クリ
388 538 木組み1 11C 材 分割材 クリ
389 539 木組み1 11C 材 分割材 クリ
390 540 木組み1 11C 材 分割材 クリ
391 541 木組み1 11C 材 芯持丸木 ハンノキ属ハンノキ亜属
392 542 木組み1 11C 材 芯持材 クリ
393 543 木組み1 11C 材 板目 クリ
394 544 木組み1 11C 材 半裁 クマシデ属イヌシデ節
395 545 木組み1 11C 材 ミカン割 クリ
396 546 木組み1 11C 材 芯持丸木 クリ
397 547 木組み1 11C 材 芯持丸木 クリ
398 548 木組み1 11C 材 分割材 クリ
399 551 木組み2 11C 材 分割材 クリ
400 552 木組み2 11C 材 芯持丸木 ブナ属
401 553 木組み2 11C 材 分割材 クリ
402 554 木組み2 11C 材 芯持丸木 クリ
403 555 木組み2 11C 材 半裁 クスノキ科
404 556 木組み2 11C 材 芯持丸木 モクレン属
405 557 木組み2 11C 材 分割材（2/3丸材） クリ
406 558 木組み2 11C 材 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節
407 559 木組み2 11C 材 分割材 ハンノキ属ハンノキ亜属
408 560 木組み2 11C 材 芯持丸木 コナラ属コナラ亜属コナラ節
409 561 木組み2 11C 材 分割材 クリ
410 562 木組み2 11C 材 分割材 トネリコ属
411 563 木組み2 11C 材 分割材 クリ
412 564 木組み2 11C 材 分割材 クリ
413 565 木組み2 11C 材 分割材 トネリコ属
414 566 木組み2 11C 材 分割材 トネリコ属
415 567 木組み2 11C 材 芯持丸木 トチノキ＜根材＞
416 568 木組み2 11C 材 分割材 トネリコ属
417 569 木組み2 11C 材 分割材 広葉樹
418 570 木組み2 11C 材 分割材 アオキ
419 571 木組み2 11C 材 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節
420 572 木組み2 11C 材 分割材 つる植物
421 573 木組み2 11C 材 分割材 クリ
422 575 木組み3 材 分割材 クリ
423 576 木組み3 10C 材 芯持丸木 クリ
424 577 木組み3 10C 材 半裁 クリ
425 578 木組み3 材 芯持丸木 クリ
426 579 木組み3 材 板目 クリ
427 580 木組み3 10C 材 分割材 ハンノキ属ハンノキ亜属（根材）
428 581 木組み3 材 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節
429 582 木組み3 材 分割材 クリ
430 583 木組み3 10C 材 分割材 クリ
431 635 木組み3 10C 材 芯持丸木 クリ
432 636 木組み3 10C 材 分割材 クリ
433 637 木組み3 10C 材 芯持丸木 ヤナギ属
434 638 木組み3 10C 材 分割材 カエデ属
435 639 木組み3 10C 材 芯持丸木 クリ
436 640 木組み3 10C 材 分割材 クリ
437 641 木組み3 10C 材 芯持丸木 クリ
438 642 木組み3 10C 材 分割材 クリ
439 671 木組み3 10C 材 芯持丸木 ハンノキ属＜根材＞
440 672 木組み3 10C 材 板目 樹皮
441 673 木組み3 10C 材 半裁 クリ
442 674 木組み3 10C 材 半裁 クリ
443 675 木組み3 10C 材 半裁 クリ
444 676 木組み3 10C 材 板目 クリ
445 677 木組み3 10C 材（先端炭化） 板目 クリ
446 678 木組み3 10C 材 板目 樹皮
447 679 木組み3 10C 材 半裁 クリ
448 680 木組み3 10C 材 分割材 クリ
449 681 木組み3 10C 材（先端炭化） 板目 クリ
450 723 木組み3 10C 材 分割材 クリ
451 724 木組み3 10C 材 分割材 樹皮
452 725 木組み3 10C 材 分割材 クリ
453 726 木組み3 10C 材 分割材 トネリコ属
454 727 木組み3 10C 材 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節
455 728 木組み3 10C 材 分割材 オニグルミ
456 729 木組み3 10C 材 分割材 クリ
457 730 木組み3 10C 材 分割材 オニグルミ
458 755 木組み3 10C 材 分割材 樹皮
459 756 木組み3 10C 材 分割材 ハンノキ属＜根材＞
460 757 木組み3 10C 材 分割材 つる植物
461 758 木組み3 10C 材 分割材 クスノキ科
462 759 木組み3 10C 材 分割材？ 樹皮
463 760 木組み3 10C 材 分割材 クリ
464 761 木組み3 10C 材 分割材 オニグルミ
465 762 木組み3 10C 材 分割材 クリ
466 763 木組み3 10C 材 分割材 オニグルミ
467 803 木組み3 10C 材 芯持丸木 コナラ属コナラ亜属コナラ節
468 804 木組み3 10C 材 芯持丸木 クリ
469 805 木組み3 10C 材 芯持丸木 クリ
470 806 木組み3 10C 材 分割材 オニグルミ
471 807 木組み3 10C 材 板目 トネリコ属
472 808 木組み3 10C 材 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節
473 809 木組み3 10C 材 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節
474 810 木組み3 10C 材 分割材 クリ
475 811 木組み3 10C 材 ミカン割 クリ
476 812 木組み3 10C 材 芯持丸木 広葉樹（節部分）



本地域には、カヤの変種であるチャボガヤが分布しているが、基本種であるカヤは分布していない。そ

のため、本試料もチャボガヤの可能性があるが、木材組織の特徴からカヤとチャボガヤを分類することが

困難であるため、チャボガヤを含む意味でカヤとする。

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana （Maxim.） Kitamura） クルミ科クルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または2～4個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって

径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、1～4細胞幅、1～

40細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus） カバノキ科

＜幹・枝材＞

散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。

道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合

放射組織とがある。

＜根材＞

散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。

道管壁は幹材に比較して薄く、横断面では多角形となる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に配列す

る。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと、集合放射組織とがある。

なお、集合放射組織の有無が確認できなかった試料は、ヤシャブシ亜属の可能性もあるため、ハンノキ

属とした。

・クマシデ属イヌシデ節（Carpinus subgen Euarpinus） カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は異性、1～3細胞幅、1～40細胞高のも

のと集合放射組織とがある。

・アサダ（Ostrya japonica Sarg.） カバノキ科アサダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～4個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～3

細胞幅、1～30細胞高。

・ブナ属（Fagus） ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～3個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管の

分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織はほ

ぼ同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus） ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射

組織とがある。

・コナラ属アカガシ亜属（Quercus subgen. Cyclobalanopsis） ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高のものと複合放射組織とがある。
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・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は2～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。

・ムクノキ近似種（cf. Aphananthe aspera （Thunb.） Planchon） ニレ科ムクノキ属

試料は乾燥による収縮の痕跡がみられる。散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または2～3個

が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～

4細胞幅、1～30細胞高。柔組織は周囲状およびターミナル状。

現生標本との比較では、ムクノキが最も近いが、収縮しており、組織の特徴を正確に把握できないこと

等から、近似種としている。

・ケヤキ（Zelkova serrata （Thunb.） Makino） ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じた後、塊状に複合して接線・斜方向に紋様状

あるいは帯状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1～5細胞幅、1～50細胞高。放射組織の

上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

・クスノキ科（Lauraceae）

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2個が放射方向に複合して散在する。

道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～2細胞幅、1～20

細胞高。柔組織は周囲状および散在状。柔細胞には油細胞が認められるがあまり目立たない。

・モクレン属（Magnolia） モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2～4個が放射方向

に複合して散在し、年輪界付近で径を減少させる。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、

壁孔は階段状～対列状に配列する。放射組織は異性、1～2細胞幅、1～40細胞高。

・クスノキ科（Lauraceae）

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2個が放射方向に複合して散在する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～2細胞幅、1～20細胞高。

・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.） カツラ科カツラ属

散孔材で、管孔は単独で散在し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管は

階段穿孔を有する。放射組織は異性、1～2細胞幅、1～30細胞高。

・マタタビ属（Actinidia.） マタタビ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じて散在する。道管はほぼ単独で配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～4細胞幅、1～40細胞高。

・ナツツバキ属（Stewartia） ツバキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独および2～3個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させ

る。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、1～3細胞幅、1～20

細胞高で、時に上下に連結する。

・イスノキ（Distylium racemosum Sieb. et Zucc.） マンサク科イスノキ属

散孔材で、道管は横断面で多角形、ほとんど単独で散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は階

段穿孔を有する。放射組織は異性、1～3細胞幅、1～20細胞高。柔組織は、独立帯状または短接線状
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で、放射方向にほぼ等間隔に配列する。

・ウツギ属（Deutzia） ユキノシタ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、ほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織

は異性、1～4細胞幅、40～100細胞高以上のものまである。放射組織には鞘細胞が認められる。

・アジサイ属（Hydrangea） ユキノシタ科

散孔材で、道管は小径、ほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性、1～3細胞

幅、1～30細胞高で、上下の単列部が長く伸び、時に上下に連結する。

・サクラ属（Prunus） バラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が複合、晩材部へ向かって

管径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性、1～3細胞幅、1～30細胞高。

・カエデ属（Acer） カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2～3個が複合して散在し、晩材部へ

向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は同性、1～5細胞幅、1～40細胞高。木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume） トチノキ科トチノキ属

＜幹・枝＞

散孔材で、管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2～3個が複合して散在し、年輪界に

向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、単列、1～15細胞高で階層状に配列する。

＜根材＞

散孔材で、幹・枝材に比較して道管径が大きい。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁には

らせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。階層状配列は明瞭ではない。

・アオキ（Aucuba japonica Thunb.） ミズキ科アオキ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、ほぼ単独で散在する。道管の分布密度は低い。道管は階段

穿孔を有する。放射組織は大型の異性、1～5細胞幅、100細胞高以上となる。放射組織には鞘細胞が認

められる。

放射組織が通常のアオキよりも小さいことから、アオキの変種で日本海側の多雪地域に分布するヒメアオ

キの可能性があるが、確定はできないためアオキとしておく。

・エゴノキ属（Styrax） エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独または2～4個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって径

を漸減させる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～3細胞幅、1～

20細胞高。

・トネリコ属（Fraxinus） モクセイ科

＜幹・枝材＞

環孔材で、孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、単独または2個が放射方向に複合し

て配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織

は同性、1～3細胞幅、1～40細胞高。
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＜根材＞

散孔材で、道管は単独または2個が放射方向に複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。

幹・枝材に比べて道管壁が薄く、横断面では多角形となる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、1～2細胞幅、1～15細胞高。

・つる植物

道管壁は中庸で、横断面で楕円形、単独または2～3個が複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減

させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列で1～20細胞高前後の

ものと、8～15細胞幅、100細胞高以上の大型の組織とがある。

E 考　　　察

試料は、縄文時代後期の木組み遺構の構築部材、中世の木製品・建築部材からなり、これらの試料から

は30種類の木材が確認された。検出された木材は、スギが最も多く、次いでクリ、ケヤキ、モクレン属、

カツラ、コナラ節、トネリコ属が比較的多い傾向にあり、この他はいずれも10点未満であった（第4表）。

1）木組み遺構

調査所見によれば、木組み遺構は、川跡内より連続四角形に組んだ状態で3基（木組み1～3） 検出さ

れており、周囲からは深鉢形土器や炭化物層が認められたほか、トチノキの種実も確認されている。これ

らの状況から、縄文時代後期（木組み遺構3）、晩期（木組み遺構1・2）の水晒し等の水場遺構である可能

性が指摘されている。本分析では、各木組み遺構の構築部材のうち、選択された106試料（木組み1：28

点、木組み2：23点、木組み3：55点）について樹種同定を行った。

木組み1の構築部材からは、針葉樹のスギ、広葉樹のクリ、ハンノキ亜属、イヌシデ節の4種類の木材

が認められた。クリが25点と最も多く、この他に、スギ、ハンノキ亜属、イヌシデ節が各1点ずつ認め

られた。木組み2からは10種類の木材が認められ、クリが8点と多く、次いでトネリコ属（4点）、コナ

ラ節（3点）、この他に、ハンノキ亜属、ブナ属、モクレン属、クスノキ科、トチノキ、アオキ、つる植物、

不明広葉樹（各1点）が認められた。木組み3では10種類の木材が認められた。クリが30点と半数以上

を占め、次いで、オニグルミ・コナラ節（各5点）と多く、この他に、トネリコ属（2点）・ハンノキ属（2

点）、ヤナギ属・ハンノキ亜属・カエデ属・つる植物･不明広葉樹（各1点）、さらに、樹皮（5点）が認め

られた。

以上の結果から、これらの木組み遺構では、クリが主体的あるいは多く利用され、クリを除く木材の種

類構成やその割合は、木組み遺構毎に異なるといった特徴が認められた。また、部材とされた木材は、材

質的に重硬な種類（クリ・コナラ節等）から軽軟で保存性の低い種類（ヤナギ属等）まで幅広く、根材も利

用されるといった特徴も挙げられる。木組み遺構から検出された分類群は、河畔等に生育する種類（ヤナ

ギ属・ハンノキ亜属・モクレン属・トネリコ属・トチノキ等）や、台地や丘陵、山地に生育する種類（ブナ属・

コナラ節等）が混在しており、河畔林構成種が比較的多いことから、河畔を中心に様々な場所から木材を

得ていたことが推定される。なお、クリは、本来、森林の主構成種とならないが、木材が構築部材に多く

利用されていることや、当該期には植物食糧となる果実を利用する事例が認められていることなどとから、

これらを獲得するため意図的な維持・管理が行われていた可能性もある。
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2）木　製　品

調査対象とした中世の木製品は、機能・用途別に分類すると、農・工具、紡織具、容器、調理加工具、

服飾具、遊戯具、建築部材等多岐に渡り、特に、容器の漆器および挽物、服飾具の下駄、建築部材の柱根

および礎盤（板）等は比較的試料数が多い。木製品417試料からは27種類の木材が認められたことから、

本遺跡では様々な種類の木材が利用されていたことが窺われる。木製品に認められた木材では、スギが

184点と最も多く、次いで、ケヤキ（84点）、クリ（54点）、モクレン属（18点）、カツラ（14点）等が比

較的多い傾向が認められたが、この他は、いずれも10点未満と少ない。なお、スギや比較的多く利用さ

れている種類のうちクリを除く種類は、上記した木組み遺構にはほとんど利用が認められなかった種類で

ある。一方、縄文時代後期の木組み遺構に利用が認められたが、中世の木製品において利用頻度の少ない

種類として、オニグルミ、ハンノキ亜属、コナラ節、トネリコ属等が挙げられる。

比較的多く認められた木材の器種別（第16表）の傾向では、針葉樹のスギは、建築部材、生活用具、祭

祀具等に含まれる様々な器種に認められたことから、幅広い用途に利用された樹種であったと言える。特

に、スギが多く利用されている器種としては、礎盤（板）や下駄、杓子、指物等が挙げられ、主として板

状を呈する器種に多く利用される傾向がある。なお、未対象とされた出土遺物には、これまでの新潟県内

における分析調査結果から、スギの利用が多いとされる箸等も大量に含まれていることから、実際にはス
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第16表　時期別・器種別種類構成（樹種は同定分）

遺物種類

複
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管
束
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ス
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ロ
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キ
科

ス
ギ
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ヤ
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ハ
ン
ノ
キ
亜
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ハ
ン
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キ
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イ
ヌ
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サ
ダ
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ナ
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コ
ナ
ラ
節

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ク
リ

ム
ク
ノ
キ
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種

ケ
ヤ
キ

モ
ク
レ
ン
属

ク
ス
ノ
キ
科

カ
ツ
ラ

マ
タ
タ
ビ
属

ナ
ツ
ツ
バ
キ
属

イ
ス
ノ
キ

ウ
ツ
ギ
属

ア
ジ
サ
イ
属

サ
ク
ラ
属

カ
エ
デ
属

ト
チ
ノ
キ

ア
オ
キ

エ
ゴ
ノ
キ
属

ト
ネ
リ
コ
属

つ
る
植
物

不
明
広
葉
樹

樹
皮

合
　
計

中世

鋤先か 1 1
竪杵か 1 1
横槌 1 1
コモヅチ 1 1
錘か 1 1
柄か 7
火きり臼 2
紡錘車 1
漆器（椀・皿等） 48 1 1 3 2 3 59
挽物類 15 1 16
刳物か 2 2
指物 11
曲物側板？ 2
曲物部材 1
蓋・蓋か 1 5
杓子・杓子状 1 11
ヘラ状木製品 2
刷毛 1
栓か 1
連歯下駄 1 1 4 4 1 17
差歯下駄（台） 5 23
差歯下駄（歯） 1 2 33
下駄の歯か 1
無歯下駄・草履 1 2
扇・扇か 7
櫛（横櫛） 4 4
独楽か（体部） 1 1
斎串・形代類 1 1 1 1 1 17
柱根 1 24 6 4 1 1 2 1 1 43
礎盤（板） 1 2 6 7 10 1 45
把手 1
建物部材か 2 2
杭 1 2 11 1 2 2 19
部材 3 11
板材・円形板・楕円形板 1 1 13
棒・棒状 1 1 1 1 1 9
角材 1 3
その他 1 1 1 2 7 1 1 1 1 1 1 2 40

縄文晩期
木組み1 1 1 25 28
木組み2 1 1 3 8 1 1 1 1 4 1 1 23
木組み3 5 1 1 2 5 30 1 1 2 1 1 5 55

合　　計 3 4 4 1 1 5 2 4 2 2 1 1 13 2 117 1 84 19 2 14 1 1 4 2 1 2 4 9 1 3 10 2 10 6 523

ス
ギ

7
2
1
1

11
2
1
4

10
2
1
1
6

18
30
1
1
7

12
2

18
1

8
11
4
2

20
1

185

樹
　
種

1）樹種同定結果で近似種とした種類は、それぞれの種類に含めて集計した。
2）器種名に「～か」や「?」が付いている遺物は、それぞれの遺物に含めて集計した。
3）器種名が材や不明とされている遺物は、その他に一括して集計した。

縄文後期



ギの利用はさらに多かったと推定される。次いで多く認められたケヤキは、漆器・挽物類に多く利用され

ており、この他に、下駄、柱根、礎盤（板）等に認められた。クリは、柱根や礎盤（板）、杭、部材等に利

用され、モクレン属は下駄と柱根、カツラは礎盤（板）に多く利用される傾向が認められた。以下に、比

較的試料数の多い器種における木材利用の傾向について考察を行う。

a 容　　　器（第17表）

漆器・挽物類（75点）は、椀、皿、粗型等、形状不明から

なり、これらの試料からは6種類の木材が認められた。検出

された木材では、ケヤキが63点と大部分を占めることから、

ケヤキを主とした木材利用が推定される。なお、ケヤキは、

椀と皿に利用されており器種と樹種の関連性は明確とならな

いが、トチノキ（3点）は椀にのみ認められる状況から、椀

と皿の両方に利用される樹種、椀のみに利用される樹種など、

器種によって用材とされる木材が異なっていた可能性があ

る。

新潟県内における既存の調査成果では、漆器を含む挽物容

器に確認された樹種はケヤキが最も多い。遺跡別にみると、

旧紫雲寺潟に近い住吉遺跡（新発田市）では、漆塗皿、漆塗

稜椀、漆塗椀、白木皿等28点のうち25点がケヤキであり

［植田2006］、ケヤキの利用量が多い傾向を示す。一方、大

武遺跡（長岡市）から出土した挽物容器29点では、ブナ属が多くケヤキが少ない結果が得られており［松

葉2000］、遺跡によって種類構成の違いが認められる。本遺跡では、ケヤキが大部分を占め、ブナ属が

全く認められていないことから、住吉遺跡における傾向に類似する。

このような種類構成が異なる背景として、木材採取地の植生を反映している可能性が想定される。ただ

し、本遺跡の近隣の大武遺跡との間でも種類構成が異なることから、植生以外の要因も関係している可能

性もある。すなわち、大武遺跡との種類構成の差異は、遺跡の性格や伐採・製作時期の違い、また、挽物

木地の伐採や加工には、木地屋の活動が深く関係していると考えられていることから［中川1985］、そ

の活動等が要因として考えられるが、詳細については今後の課題である。

この他の容器類では、指物（11点）は全てがスギであった。指物は、大部分が板状を呈する木材からな

り、スギは割裂性が高く、板への加工が容易な木材として適材であることから、スギ材が選択・利用され

たと推定される。

b 履　　　物（第18・19表）

履物類は、下駄（75点）と草履（1点）からなる。下駄は、連歯下駄、差歯下駄（台・歯）、無歯下駄に

分類され、さらに、差歯下駄の台には、陰卯下駄（1点）と露卯下駄（22点）が認められた。履物類（76

点）は、スギが最も多く（56点）、この他にモクレン属（9点）、ケヤキ（4点）、ヒノキ科（3点）、マツ属複

維管束亜属、クリ、カツラ、樹皮（各1点）が認められた。なお、差歯下駄の台と歯を対象とした調査結

果では、スギの台の場合にはヒノキ科の歯を用いる事例が1点認められた他は、台と歯がともにスギであ
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第17表　挽物容器の種類構成

地区名・
分類名・器種名

ス
ギ

モ
ク
レ
ン
属

カ
ツ
ラ

ト
チ
ノ
キ

ト
ネ
リ
コ
属

不
明
広
葉
樹 計

A-1区
漆器類

椀 1 1 6

皿 2 5

底部 1

挽物類 粗型 1

A-2区

漆器類

椀 1 1 1 18

皿 1 16

不明 4

挽物類

椀 1

皿 1

粗型 11

C区
漆器類

椀 1

稜椀 1

皿 1 1

不明 1 4

挽物類 不明 1 1

不明
漆器類

椀 1 1

皿 1

挽物類 粗型 1

計 1 1 1 3 2 4 75

ケ
ヤ
キ

4

3

1

1

15

15

4

1

1

11

1

1

3

1

1

63

樹
　
種



ったことから、基本的には台と同じ木材を利用していると考えられる。一方、モクレン属が認められた台

（試料番号484）についても、歯は前後ともスギであったことから、本遺跡では差歯下駄の用材としてスギ

が主体的に利用されていたと推測される。下駄に利用される木材の種類構成をみると、スギとモクレン属

は、連歯下駄と差歯下駄の両方に認められたが、ケヤキ（4点）は、いずれも連歯下駄であるといった木

材利用も認められた。

新潟県内では、履物類について本遺跡の試料を含

め約140例の調査結果があり、このうち、確実に

中世とされる事例は120例ある［松葉2000；パリ

ノ・サーヴェイ株式会社 2001a ・ 2001b ・

2003a・2003b・2003c・2005a・2006；三

村・植田2003；植田2006］。これらの結果結果に

よれば、スギとモクレン属が多く認められており、

本分析結果と調和的である。遺跡別に見ると、草田

遺跡・光明寺遺跡・城田遺跡（神林村）や、大武遺

跡（長岡市）、下沖北遺跡（柏崎市）、仲田遺跡（上越

市）ではスギの利用が少ない傾向が認められる。樹

種別に見ると、スギは連歯下駄と差歯下駄の両方に
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地区名・器種名
ク
リ

ケ
ヤ
キ

モ
ク
レ
ン
属

カ
ツ
ラ

樹
皮

合
　
計

A-1区

連歯下駄 1 3

露卯 8

差歯下駄（歯） 10

連歯下駄 3 4 12

A-2区

差歯下駄（台）
露卯 2 11

陰卯 1 1

差歯下駄（歯） 20

下駄の歯か 1

草履 1 1

連歯下駄 1 1 2

C区
差歯下駄（台） 露卯 2 3

差歯下駄（歯） 3

無歯下駄 1

1 4 9 1 1 76

複
維
管
束
亜
属

1

1

差歯下駄（台）
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第19表　中世の履物の種類構成

遺跡名 所在地 時代 器種名

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

モ
ク
レ
ン
属

ク
ス
ノ
キ
科

カ
ツ
ラ

キ
ハ
ダ

ト
ネ
リ
コ
属

樹
皮

合
　
計

草田遺跡 神林村 鎌倉～室町前半 連歯下駄 2 

差歯下駄（台） 1 1 

光明寺遺跡 神林村 室町前半 形態不明 2 2 

住吉遺跡 新発田市 13-14世紀前半 連歯下駄 3 

差歯下駄（台） 1 

差歯下駄（歯） 1 

板草履 4 

砂山中道下遺跡 新発田市 中世 連歯下駄 2 

板草履 3 

浦廻遺跡 新潟市（旧白根市） 鎌倉～室町前半 連歯下駄 1 

差歯下駄（台） 2 2 

差歯下駄（歯） 2 

馬越遺跡 加茂市 鎌倉～室町前半 差歯下駄（歯） 1 3 

坂井遺跡 見附市 中世 差歯下駄（台） 2 2 

差歯下駄（歯） 1 

寺前遺跡 出雲崎町 中世 連歯下駄 4 1 17 

差歯下駄（台） 5 23 

差歯下駄（歯） 1 33 

草履 1 1 

無歯下駄 1 

下駄の歯か 1 

大武遺跡 南魚沼市（旧和島村） 鎌倉～室町前半 連歯下駄 1 4 

差歯下駄（台） 3 3 

差歯下駄（歯） 3 3 

下沖北遺跡 柏崎市 鎌倉～室町前半 連歯下駄 1 

差歯下駄（台） 1 1 

仲田遺跡 上越市（旧板倉町） 鎌倉～室町前半 差歯下駄（台） 1 1 

合　計 1 24 1 1 1 1 1 120 

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ク
リ

ケ
ヤ
キ

ヤ
マ
グ
ワ

1 1 

2 1 

1 

1 

4 

2 

3 

1 

2 

2 

1 

6 1 1 4 

18 

30 2 

1 

1 

1 1 1 

1 

75 1 3 2 8 1 

城田遺跡 神林村 室町前半 差歯下駄（台） 1 1 

樹
　
種

樹
　
種



認められる一方、モクレン属は、本遺跡を除くと全て差歯下駄のみに認められている。また、本遺跡にお

いて連歯下駄のみに認められたケヤキは、草田遺跡、住吉遺跡、砂山中道下遺跡（新発田市）でも連歯下

駄のみに認められており、差歯下駄に利用される事例は確認できなかった。以上の点から、主として利用

されるスギは、地域によって利用頻度が異なることや、下駄の形態によって利用される木材が異なってい

たことが推測される。

c 柱材・礎盤（板）（第20表）

柱材（柱根）・礎盤（板）（88点）から

は、針葉樹3種類、広葉樹9種類の木材

が認められた。なお、帰属関係の不明な

柱材が含まれることや、掘立柱建物跡1

棟における試料数が少なく、柱材や礎盤

（板）の種類構成や掘立柱建物跡毎の種

類構成の比較は困難であったことから、

ここでは各試料の加工方法・樹種に拠っ

て集計を行った。

柱材（43点）は、芯持材（芯持丸木・

芯持角材・芯持材）と割材（削出丸木・半

裁・ミカン割・割材）に分類され、8種類

の木材が認められた。柱材から検出され

た木材は、クリが最も多く、次いでケヤ

キが多く、針葉樹はアスナロが1点認め

られたのみであった。このことから、柱

材にはクリを中心とした広葉樹材が利用されていたことが推定される。クリやケヤキは、強度及び耐朽性

が高いことから柱材としては適材と考えられ、特にクリが多く利用される結果は、下沖北遺跡・東原町遺

跡（柏崎市）をはじめとして、内野遺跡（新津市）、仲田遺跡・下割遺跡（上越市）等の中世の柱材の調査結

果と調和的である［金原2002；パリノ・サーヴェイ株式会社2003c・2003d・2004・2005b；三

村・植田2003］。なお、土木材である杭材もクリが多い結果が得られており、クリの強度や耐朽性に優

れた材質から、柱材の他に杭材としても多く利用されていたと考えられる。

柱材の加工法別にみると、クリは24点中20点が芯持丸木であり、この他に、面取り等の加工が施さ

れている芯持材も認められた。一方、クリに次いで多いケヤキは、6点中4点が分割材を丸木状に加工を

施した削出丸木であり、芯持丸木は2点認められたのみであった。これらの結果から、クリとケヤキは、

柱材として利用する際の加工方法が異なっていた可能性がある。

礎盤（板）（45点）は、板目板状を呈する試料が最も多く、この他に、柾目板、半裁、芯持割材、芯持

丸木が僅かながら認められた。検出された木材は、針葉樹のスギが最も多く、広葉樹のカツラやケヤキ、

クリ等も認められた。このうち、スギは柱材には認められなかった木材であり、次いで多く認められたカ

ツラも柱材に1点認められたのみであり、礎盤（板）は柱材と異なる木材利用が推定される。なお、スギ

やカツラは、木理が通直で割裂性が高く、加工が容易とされるほか、比較的大径木を得易い種類である。

2 出土木製品の樹種

152

第20表　柱材・礎盤（板）の種類構成

地区名・器種名・加工法
ス
ギ

ア
ス
ナ
ロ

ヒ
ノ
キ
科

コ
ナ
ラ
節

ク
リ

ケ
ヤ
キ

モ
ク
レ
ン
属

カ
ツ
ラ

サ
ク
ラ
属

ト
チ
ノ
キ

エ
ゴ
ノ
キ
属

不
明
広
葉
樹 計

A-1区

柱根
芯持丸木 2 2 4

芯持木 1 1

礎盤
（板）

板目板 11 1 4 6 22

柾目板 3 1 4

A-2区

柱根

削出丸木 4 4

芯持丸木 1 7 1 2 2 1 1 15

半裁 1 2

ミカン割 1 1

割材 1 1

礎盤
（板）

板目板 1 1 2 2 1 7

柾目板 2 1 1 4

半裁 1 2 2 5

芯持割材 1 1

芯持丸木 2 2

C区 柱根

芯持丸木 1 11 1 13

半裁 1 1

ミカン割 1 1

計 20 1 1 2 30 13 4 11 1 2 1 1 88

ナ
ツ
ツ
バ
キ
属

1

1

樹
　
種



これらの種類が礎盤（板）に多く利用された背景としては、このような材質的な加工性や入手条件等があ

ったと考えられる。新潟県内の中世の礎盤（板）についての分析調査は、草田遺跡でクリの多い結果が報

告されている［パリノ・サーヴェイ株式会社2003a］が、調査事例は少なく、木材利用については今後

の課題である。

d そ　の　他

扇（6点）・扇か（1点）は全てスギに同定された。これらの試料の観察では、扇（6点）は全て板目取で

あったが、扇かとされる1点は柾目板であり、加工法に違いが認められた。なお、扇に板目板が利用され

た理由としては、柾目板の場合、スギの年輪が赤黒い線となって目立つことから、年輪を見えなくするた

めの工夫と考えられる。同様の木取や木材利用は、山岸Ⅱ遺跡（糸魚川市）の出土遺物にも認められてい

る（未公表資料）。柾目板を利用した扇か（試料番号55）については、この他の部品（部材）も調査するなど、

樹種や木取り、用途等について検討することが望まれる。

横櫛（4点）はイスノキに同定された。イスノキは、重硬で強度が高く、組織？が緻密なことから細か

な加工を施すのに適した材質を有する種類である。新潟県内では、仲田遺跡、城田遺跡や樋渡・堀下遺跡

（神林村）等で中世の櫛を対象とした分析調査が実施されている。これらの調査結果では、城田遺跡でスギ

が1点認められた他はいずれもイスノキであり、当該期にはイスノキの櫛が広く利用されていたことが推

定される［三村・植田2003；パリノ・サーヴェイ株式会社2001b・2003e］。なお、イスノキは、暖温

帯常緑広葉樹林の構成種であり、主に九州を中心に分布し、本州では太平洋側の伊豆半島以西の沿海地に

分布するが、日本海側では山口県の沿海地に僅かに分布する程度で、新潟県には分布していない樹種であ

る。このことから、これらのイスノキは、木材、あるいは、櫛として流通していた可能性がある。

祭祀具（17点）は、齋串と形代類（形代か、鳥形か、舟形か、陽物形）に分類され、6種類の木材が認めら

れた。このうち、12点がスギであった。用途・形態別にみると、板状を呈する器種（齋串、形代か、鳥形

か）は、針葉樹（スギ、スギまたはヒノキ科）であるのに対し、立体的な形状を呈する器種（舟形、男根状木

製品、陽物形）は、広葉樹のヤナギ属、モクレン属、トチノキが認めらており、形状によって利用される

木材が異なる。これらの木材利用の差異は、各器種の用途等との関連も推測されるが、木材の材質に着目

すると、板状を呈する器種では、割裂性が高く板状材への加工が容易なスギが選択され、立体的な形状を

呈する器種では、均質で軟らかく切削が容易な広葉樹材が選択されたことが要因の一つとして考えられる。
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3 放射性炭素年代測定（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

A 遺跡の位置

寺前遺跡は、新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂（北緯37°33′20″、東経138°43′40″）に所在する。

B 遺跡の立地

寺前遺跡は、島崎川に注ぐ小河川によって形成された舌状にのびる丘陵（西山丘陵）尾根の先端部（標高

約25m）から谷部（標高約15m）にかけての範囲である。

C 測定の意義

寺前遺跡は縄文時代から中世までの複合遺跡である。製鉄関連の遺物が古代から中世にかけての遺物包

含層から多数出土したが、明確な遺構が確認されておらず、時期を特定するために14C年代測定を実施す

る。

D 測定対象試料

測定対象となる試料は、A1区13Bから出土した羽口に付着した炭化物（試料No.1：IAAA-61720）、A2

区10B25・Ⅴ層（中世遺物包含層）から出土した椀形滓に付着した炭化物（No.2：IAAA-61721）、A2区

12D5・Ⅶ層（古代遺物包含層）から出土した椀形滓に付着した炭化物（No.3： IAAA-61722）、A2区

12B22・Ⅶ層（古代遺物包含層）から出土した鉄滓に付着した炭化物（No.4： IAAA-61723）、A2区

SD311・下層（中世）から出土した炉壁に付着した炭化物（No.5：IAAA-61724）各1点、合計5点である。

E 化学処理工程

1） メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2） AAA（Acid Alkali Acid）処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除く。最

初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。アルカリ処理では0.001～1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理する。

その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処

理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。

3） 試料を酸化銅1gと共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。

4） 液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。

5） 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（還元）し、グラファイトを作製する。

6） グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速器

に装着し測定する。
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F 測 定 方 法

測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）を使用

する。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、加速器により

13C/12Cの測定も同時に行う。

G 算 出 方 法

1） 年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。

2） BP年代値は、過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定して測定された、1950年を

基準年として遡る放射性炭素年代である。

3） 付記した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、χ2検定を行い測定値が1つの母集団とみなせる場合には測定値の統計

誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4） δ13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ13C

の値を用いることもある。

δ13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

δ14C = ［（14AS － 14AR）/ 14AR］× 1000  （1）

δ13C = ［（13AS － 13APDB）/ 13APDB］× 1000 （2）

ここで、 14AS：試料炭素の14C濃度：（14C/12C）Sまたは（14C/13C）S

14AR：標準現代炭素の14C濃度：（14C/12C）Rまたは（14C/13C）R

δ13Cは、質量分析計を用いて試料炭素の13C濃度（13AS = 13C/12C）を測定し、PDB（白亜紀のベレ

ムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器により測定中に

同時に13C/12Cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ13Cを用いることもある。この場合

には表中に〔加速器〕と註記する。

また、Δ14Cは、試料炭素がδ13C = －25.0（‰）であるとしたときの14C濃度（14AN）に換算した上

で計算した値である。（1）式の14C濃度を、δ13Cの測定値をもとに次式のように換算する。

14AN ＝ 14AS ×（0.975／（1 + δ13C／1000））2 （14ASとして14C/12Cを使用するとき）

または

＝ 14AS ×（0.975／（1 + δ13C／1000））（14ASとして14C/13Cを使用するとき）

Δ14C =［（14AN － 14AR）/ 14AR］× 1000 （‰）

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中
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の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多くの場合、同

位体補正をしないδ14Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと考えられる木片や

木炭などの年代値と一致する。

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC（percent Modern Carbon）がよく使

われており、Δ14Cとの関係は次のようになる。

Δ14C = （pMC／100 －1） ×1000（‰）

pMC  =Δ14C／10 + 100 （%）

国際的な取り決めにより、このΔ 14C あるいは pMCにより、放射性炭素年代（Conventional

Radiocarbon Age；yrBP）が次のように計算される。

T＝ －8033 × ln［（Δ14C／1000）+ 1］

＝ －8033 × ln（pMC／100）

5）14C年代値と誤差は，1桁目を四捨五入して10年単位で表示する。

6）較正暦年代の計算では、IntCal04データベース（Reimer et al 2004）を用い、OxCalv3.10較正プ

ログラム（Bronk Ransey1995 Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger2001）を使用した。

H 測 定 結 果

A1区13Bから出土した羽口に付着した炭化物（試料No.1：

IAAA-61720）が940±30yrBP、A2区10B25・Ⅴ層から出

土した椀形滓に付着した炭化物（No.2 ： IAAA-61721）が

1010±30yrBP、A2区12D5・Ⅶ層から出土した椀形滓に付

着した炭化物（No.3：IAAA-61722）が1010±30yrBP、A2

区12B22・Ⅶ層から出土した鉄滓に付着した炭化物（No.4：

IAAA-61723）が920±30yrBP、A2区SD311・下層から出土した炉壁に付着した炭化物（No.5：IAAA-

61724）が930±30yrBPの14C年代である。No.1・4・5、No.2・3はそれぞれほぼ同じ年代であり、

2時期に分かれる。暦年較正年代（1σ）から判断すれば、No.1・4・5が平安時代後期後半（11世紀後半

～12世紀前半）頃、No.2・3が平安時代後期前半（10世紀後半～11世紀前半）頃である。製鉄関連の遺

構・遺物は2つの時期に帰属する可能性がある。
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第21表　測定結果表

IAA Code No. 試料番号 Libby Age（yrBP）

IAAA-61720 1 944±30

IAAA-61721 2 1012±31

IAAA-61722 3 1006±33

IAAA-61723 4 922±33

IAAA-61724 5 926±28

ここに記載するLibby Age（年代値）と誤差は下1桁を丸めない値です。
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第22表　BP年代および炭素の同位体比

IAA Code No. 試　　料 BP年代および炭素の同位体比　

IAAA-61720 試料採取場所： 新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂 Libby Age（yrBP） ： 940 ± 30

寺前遺跡A1区 13B δ13C（‰）、（加速器）＝ -24.86 ± 0.78

試料形態： 羽口付着炭 Δ14C（‰） ＝ -110.9 ± 3.3

試料名（番号）： 1 pMC（％） ＝ 88.91 ± 0.33

δ14C（‰） ＝ -110.7 ± 3.0

（参考）δ13C の補正無し pMC（％） ＝ 88.93 ± 0.30

#1471-1 Age （yrBP） ： 940 ± 30

IAAA-61721 試料採取場所： 新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂 Libby Age（yrBP） ： 1,010 ± 30

寺前遺跡A2区 10B25 δ13C（‰）、（加速器）＝ -27.33 ± 0.78

δ14C（‰） ＝ -122.7 ± 3.1

（参考）δ13C の補正無し pMC（％） ＝ 87.73 ± 0.31

#1471-2 Age （yrBP） ： 1,050 ± 30

IAAA-61722 試料採取場所 ： 新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂 Libby Age（yrBP） ： 1,010 ± 30

寺前遺跡A2区 12D5 δ13C（‰）、（加速器）＝ -25.93 ± 0.87

試料形態 ： 椀形滓付着炭 Δ14C（‰） ＝ -117.7 ± 3.6

試料名（番号） ： 3 pMC（％） ＝ 88.23 ± 0.36

δ14C（‰） ＝ -119.4 ± 3.3

（参考） δ13C の補正無し pMC（％） ＝ 88.06 ± 0.33

#1471-3 Age （yrBP） ： 1,020 ± 30

IAAA-61723 試料採取場所 ： 新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂 Libby Age（yrBP） ： 920 ± 30

寺前遺跡A2区 12B22 δ13C（‰）、（加速器）＝ -25.66 ± 0.85

試料形態 ： 鉄滓付着炭 Δ14C（‰） ＝ -108.5 ± 3.7

試料名（番号） ： 4 pMC（％） ＝ 89.15 ± 0.37

δ14C（‰） ＝ -109.7 ± 3.3

（参考） δ13C の補正無し pMC（％） ＝ 89.03 ± 0.33

#1471-4 Age （yrBP） ： 930 ± 30

IAAA-61724 試料採取場所 ： 新潟県三島郡出雲崎町大字乙茂 Libby Age（yrBP） ： 930 ± 30

寺前遺跡A2区 SD311 δ13C（‰）、（加速器）＝ -24.75 ± 0.85

試料形態 ： 炉壁付着炭 Δ14C（‰） ＝ -108.9 ± 3.2

試料名（番号） ： 5 pMC（％） ＝ 89.11 ± 0.32

δ14C（‰） ＝ -108.5 ± 2.8

（参考） δ13C の補正無し pMC（％） ＝ 89.15 ± 0.28

#1471-5 Age （yrBP） ： 920 ± 30

試料形態： 椀形滓付着炭 Δ14C（‰） ＝ -118.5 ± 3.4

試料名（番号） ： 2 pMC（％） ＝ 88.15 ± 0.34
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第63図　試料1炭素14年代と較正年代

第64図　試料2炭素14年代と較正年代

第65図　試料3炭素14年代と較正年代

第66図　試料4炭素14年代と較正年代

第67図　試料5炭素14年代と較正年代
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第68図　分析試料採取位置



第Ⅵ章　総　　　括

1 中　　　世

A 遺跡の構造と年代

遺跡は丘陵を挟んでA、B、Cの3地点に分かれるがB区では中世遺構は基本的に確認されていない。

各地区がどのような関係にあったかはわからないがA、C区について変遷を検討する。

中 世 面 1（第69図）

最も多くの遺構が存在した時期である。A区では区画溝が存在し、その方向に沿って建物群が存在する。

区画溝の方向は、およそ地形コンタにそっており、発掘当時の水田区画方向に一致する。発掘調査区は谷

のほぼ中央をB区丘陵に向かっており、北西側には谷平坦地が広がっていることから、遺跡（建物群）は

北西側平坦地に広がっていた可能性が高い。南東方向から北西方向に延びるSD470とそれに直行する

SD325、SD311、SD319で区画される。一番北よりのSD319はB区丘陵裾まで延びSE322につなが

る。約10m南西にSD311が延びる。B区丘陵側はSE320につながり、西側は調査区外でSD470と交

わると考えられる。SD311の南西約18mにSD325が延びる。西側でSD470にぶつかる。一番南西よ

りではSD470に直交するようにSD77がある。これが遺跡の大区画である。これらの溝は井戸とつなが

っており、利水、排水の両機能を持った溝である。建物は溝に沿うように整然と配置される。

SD311は木樋のある上層と下層に分かれる。古い配置がSB301を中心とした建物群である（第69図下）。

SB301の東側にSB306、西側にSB308、南側にSB302がくる。SD311を挟んだ北側にも建物が存在

したと考えられるが、建物配置をつかむことはできなかった。SB308・301・306はSD311に対して

桁または梁を直線に揃えており、企画性が窺える。

上層に対応するのがSB307と溝を挟んでSB305である。SB305とSB301は重複関係にあるため同時

存在しない。SB301と重複するSX327はSB301より新しいことからSB305に対応した土坑と考えるこ

とができる。これにSB303とSB304がほぼ間隔を持った配列となる。

A1区SB80・81・82とA2区310は異なる方向を示すが、地形に沿った建物配置と考えられる。

SB310は中世面1で確認されており、またSB82は、木道1の上に構築されていることから、中世面1

と中世面2の間の段階に存在した可能性が高い。前記2グループとどのような関係にあるのかは明確でな

い。

中世面1で比較的多くの土器が出土しているのはSD311である。このSD311は木樋の存在により上

層と下層に分離できるが、連続性のものである。まずSD311下層で珠洲焼はⅠ、Ⅱ期が認められる。そ

のほか中世陶器では13世紀後半と考えられる甕、13世紀前半と考えられる古瀬戸壺がある。陶磁器では、

白磁椀C期（12世紀前半）も出土している。上層では珠洲焼Ⅱ・Ⅲ期があり、他に土師質土器皿がある。

SD311は13世紀前半を中心に13世紀後半まで存続した溝と判断され、中世面1の建物群もほぼ13世

紀代とすることができる。包含層出土土器では、珠洲焼Ⅳ～Ⅵ期も出土しており、瀬戸焼関連でも15世

紀代が認められ、遺跡が存続していたことが覗える。C区SK2からは瀬戸焼卸大皿の破片が梵鐘鋳型と
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第71図　寺前遺跡　中世屋敷の立地
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共に出土しており、A1区ではSK8から15世紀後半と考えられる青花皿が出土している。包含層でも輸

入陶磁器にG～J期（14～15世紀）があることから、A2区では、14～15世紀代の遺構が存在したこと

も考えられる。他輸入陶磁器では、青磁画花文椀を中心に青白磁椀、合子、白磁皿等があり、ほとんどが

D期（12世紀中葉～後葉）である。

中世面2・3（第70図）

中世面3とした面は平成2年度に確認した面であり、ゴミ捨場と井戸、土坑、溝等が検出されているが

建物の確認はない。ゴミ捨場に多くの木製品が捨てられていたことは、近くに居住地が存在したことを表

しており、ゴミ捨場のみの構造は不自然である。10Cで確認した井戸1は山裾にあり、井戸内から珠洲

Ⅴ期の片口鉢が出土していることから、中世面1より新しい遺構といえる。したがって、層序の認識違い

の可能性があり、中世面2で確認した建物群のある時期に中世面3が存在したと考えることもできる。ゴ

ミ捨場のある地点は建物群の西側低地にあることから、発掘時に層序の確認が不十分でゴミ捨場までの掘

り下げがなされなかったことが考えられる。中世面2では木道1、2と建物群が確認されており、木道2

の下にゴミ捨場が存在する。ゴミ捨場が存在した時、木道2は存在していない。木道1は、2と同時存在

したか、またはゴミ捨場と同時存在したかのどちらかである。約30mくらいしか離れておらず、同時存

在したと考えるより、木道1から木道2への作り替えと考えられる。さて、建物の変遷はどうであろう。

木道1とゴミ捨場および木道2に対応する建物である。桁行2～3間、梁間1～2間の建物で方位により

2つのグループを確認できる。第1グループはSB404・405・407で北に対して長軸が8～20°の範囲

にあるものである。C地区のSB00・01もこの範囲に入る。第2グループはSB403・499・411で

30°前後のものである。

第3グループは、総柱建物のSB400、401と両面廂付のSB408である。建物方位は第2グループとほ

ぼ同じである。総柱建物や、面積の大きい建物（SB408は約72m2）は中世面1へと継承されていくことか

ら第3グループが一番新しいと考えることができる。第1、第2グループは重複関係もなく、前後を決定

する手がかりはない。第2グループのSB411と499の位置は第3グループおよび中世面1に共通するこ

とから考えると、第1グループから第2、第3グループへの変遷が考えられる。しかし、木道1、2、ゴ

ミ捨場がどの時期に存在したかは決定できない。木道1・2は西方面で丘陵裾に沿い、東方面で谷を横断

し東側の裾にとりつくことがわかる（第71図下）。

中世面2での遺構出土遺物は少ない。SB408柱穴から珠洲焼Ⅱ～Ⅲ期と考えられる鉢・片口鉢、青白

磁合子が出土している。包含層では珠洲焼はⅠ・Ⅱ期を中心とするが、Ⅳ期もあり、瀬戸焼では後期が認

められる。輸入陶磁器類は、ほとんどがD期で特に櫛を用いた同安窯の土器があるが、E・F・H期も

ある。中世面1が13世紀前半を中心としていることから、中世面2は13世紀前半またはそれ以前でなけ

ればならないが、いくつか新しい時代の土器が混じる。何らかの層位誤認によるものか、または整地がな

された結果であろうか。

中世面3での土器の出土は少ない。珠洲焼は1期、輸入陶磁器はC・D期である。

このように遺物から見ると中世面2、3が年代差ほとんどなく珠洲焼Ⅰ期（12世紀後半）、中世面1が珠

洲焼Ⅰ～Ⅲ期（12世紀後半～13世紀代）、この上層に珠洲焼Ⅳ～Ⅵ期（14世紀～15世紀）が存在したことに

なる。中世面1のSE320井戸側縦板の年輪年代結果（1199+α）とも矛盾しない。
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B 遺　　　物

1）出土土器の構成

出土土器には、珠洲焼、輸入陶磁

器、瀬戸美濃焼、在地窯土器、瓦器、

土師質土器皿がある。総点数は

2061点を数える。点数比率（第23

表）は、珠洲焼が46％と最も多く、

次いで土師質土器皿が41％を占め

る。瓦器椀は1個体、在地瓷器系甕

1個体、瀬戸美濃焼は4％と低いが、

輸入陶磁器は、7％と比較的高い。

出土地点を見ると建物群の中心部で

ある10、11B、C区に集中してい

る。全体比率では53％と過半数を

占める。10、11B区はグリッド全

体を調査したわけではないが、全掘

した10・11C区とほぼ同数の土器

が出土している。丘陵よりの西側ほ

ど出土頻度が高いことを示してお

り、西側にも建物群が広がっていた

ことを想定させる。土師質土器皿で

は、出土地点不明を除くと10・11B・Cグリッドで77％

もの高い比率をあらわしている。

珠洲焼－珠洲焼は多くの出土を見ているが、中心となる時

期は12世紀後半～13世紀代でⅠ・Ⅱ・Ⅲ期である。Ⅳ～

Ⅵ期も連綿と存続する。97は大型の甕で一応珠洲焼に含め

たが、特異なタタキである。産地は明確でない。

土師質土器皿－土師質土器皿は全て手づくね土器である。

大きさにより大（A群）、小（B群）の2種に分類し、体部に稜

を持つものを1類、持たないものを2類とした。大型のもの

は12～14cm前後のものが多くを占め、14cm以上も10点

前後ある。高さは2.5～3.5cmである。この1・2類に大き

さの差はない。小型の皿は口径8.5cm前後、高さ1.5～

2cmに集中する。また、SD311上層、下層でも差は認めら

れない。法量からの比較では上越市至徳寺遺跡の28号遺構

等［水澤2005］の13世紀前半に類似する。このように、

寺前遺跡では13世紀前半に集中しており、珠洲焼Ⅰ期を考
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第23表　中世土器集計表

グリ
ッド

珠洲焼 土師質土器皿
瓦器

山茶碗
瀬戸美濃焼

在地瓷器
系陶器

輸入陶
磁器

合計 比率
甕 鉢・片口 壺T 壺R A B

1A 10 6 1 3 20 1.0%

1B 15 7 1 1 1 2 4 31 1.5%

1C 1 1 0.0%

2A 7 6 2 15 0.7%

2B 4 1 1 2 1 9 0.4%

2C 4 1 1 2 8 0.4%

3A 1 1 0.0%

3B 4 3 7 0.3%

5B 1 1 0.0%

6B 1 1 0.0%

6C 1 3 2 1 7 0.3%

6D 1 1 2 0.1%

7B 1 1 2 0.1%

7C 5 1 1 7 0.3%

7D 2 2 4 0.2%

8C 1 1 0.0%

8D 1 3 1 5 0.2%

9B 28 13 2 29 6 1 6 1 2 88 4.3%

9C 11 4 2 54 7 2 1 81 3.9%

10B 104 37 11 2 134 64 9 12 23 396 19.2%

10C 62 43 12 167 49 11 37 27 408 19.8%

11B 29 14 5 1 71 18 3 5 6 152 7.4%

11C 44 17 5 44 16 5 6 9 146 7.1%

11D 3 1 4 0.2%

12B 8 4 1 4 1 1 2 21 1.0%

12C 17 18 4 8 5 1 8 61 3.0%

12D 6 6 1 6 1 20 1.0%

13B 13 9 2 1 8 1 6 40 1.9%

13C 14 17 18 4 1 3 3 60 2.9%

13D 9 8 1 1 1 1 6 27 1.3%

14A 0 0.0%

14B 8 13 9 1 2 33 1.6%

14C 31 25 6 1 3 1 2 9 78 3.8%

14D 4 2 6 0.3%

15B 4 1 1 1 7 0.3%

15C 1 1 2 0.1%

不明 107 34 13 1 89 24 8 6 27 309 15.0%

合計 553 302 69 18 643 198 3 55 72 148 2061 100.0%

比率 26.8% 14.7% 3.3% 0.9% 31.2% 9.6% 0.1% 2.7% 3.5% 7.2% 100.0%

第72図　土師質土器皿口径高さ分布図
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第73図　層位別土器出土状況
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60
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214

215

86

88

87 216

217

218

219
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221

223

222 224
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第
2
4
表
　
輸
入
陶
磁
器
分
類
一
覧
表

種
別

点
数

窯
点
数

器
種

点
数

分
類
（
点
数
）

1
1 後 〜 1
2 前

1
2 中 〜 1
2 後

1
3 初 前 後 〜 1
3 前

1
3 中 〜 1
4 初 前 後

1
4 初 〜 1
4 中

1
4 後 〜 1
5 前 中

1
5 前 中 〜 1
5 後

1
5 末 〜 1
6 前 中

C
D

D
？

D
×

E
E

D
～

F
E
×

F
F

C
～

F
F×

G
G

E
～

G 
G
×

H
G
？

G
～

G
～
？

H
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～

H
？

I
J

合
計

白
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Ⅱ
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1
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Ⅱ
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慮すると、使用期間は12世紀後半～13世紀前半にほぼ収まると言える。13世紀後半以降、土師質土器

皿はほとんど用いられなかったことは特異であり、遺跡変遷を考える上で重要である。近接の番場遺跡

［坂井1987］も同様の傾向がある。

輸入陶磁器－第24表のとおりである。総数148点とそう多くない。このうち、青磁、白磁、青白磁が

大部分を占める。時期的には、中世前期（12・13世紀代）で80％を占め、珠洲焼等他の土器の在り方と

ほぼ一致する。中世後期では15世紀代にも一つのピークがある。白磁は38点のうち33点が中世前期で、

特に12世紀代が多くを占める。青磁は97点と全体の66％を占める。産地は龍泉窯80％、同安窯20％

である。同安窯が20点近く出土しており、県内の中世遺跡では多い出土量である。同じ出雲崎町の番場

遺跡では皿1点のみである。龍泉窯ではほとんどが椀で中世全般にわたり認められるが、その50％強が

12世紀代（D期）で占められる。同安窯産も全てD期であるが、椀12点に対して、皿も7点ある。青白

磁は高級品とされ、合子、梅瓶など8点が出土している。陶器は1点のみで、器種は明確でない。

これら陶磁器のうち、高級品とされる遺物を山本分類［山本2007］により抽出する。山本は高級商品

獲得率をレベルA・B・Cに区分し、遺跡間の比較を行っている。レベルA・B・Cは以下のとおりで

ある。

A－高級品、特殊品、食以外（仏器・文房具・化粧具等）の用具。威信財。茶・仏教など特別な場に使われ

るもの、珍品の類。優秀品質。

B－流通量はレベルAよりも多いが一般的食膳用磁器の10分の1以下で、比較的上質の種類をさす。

C－A、Bと多少意味合いが異なる。一般質の陶器の一部をさす。国産陶器で補完可能でありながら、流

通する。このことは器自体でなく、内容物が目的で流通したと理解される。

なお、このレベルに該当する具体的器種は時代により変化する。

寺前遺跡では、これに該当するものが10点存在する。レベルAには、青白磁合子、壺合子、梅瓶があ

る。Bには、青白磁椀・皿、青磁小盤、Cには陶器壺類がある。他遺跡との比較はできないが、そう多く

はない。番場遺跡はほぼ同時期の遺跡であるが、輸入陶磁器類は50点の出土を見ている。このうち、上

記に該当するものに、青白磁壺蓋・合子・梅瓶があり、比率的には寺前遺跡より高い。

2）木　製　品

当遺跡で出土している木製品は、縄文時代及び中世であるが古代も含まれるものと考えられる。第25

表に示すとおり総数3763点を数える。しかし、製品名等対象物の特定が難しく、不明なものが大多数を

占める。最も多い点数を数えるのが使途不明品の板材、部材、角材、丸太材等で、全体の約6割を占める。

漆製品関連 漆製品は椀、皿がほとんどであるが、その製作工程を示す刳りもの、曳きもの、漆刷毛も

あり、ここで漆器が製作されていたことがわかる。第74図は製作途中の刳りものと製品である。ここで、

これら工程を理解する上で、糸魚川市の重要民俗文化財「糸魚川木地屋の製作用具と製品コレクション」

第25表　古代・中世木製品集計表

漆製品製作工程品 厨房・家具関連 農工・生産具 装飾 祭祀関連 履物 建物 井戸 その他

漆
器
皿

漆
器
椀

漆
器
蓋

漆
器
部
分

挽
物
粗
形

挽
物

刳
物

漆
刷
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杓
子
・
へ
ら
状

曲
物
側
板

曲
物
底
板

蓋
・
円
形
板

桶 栓 折
敷
底
板

指
物

脚 柄
・
把
手

鋤 竪
杵

火
き
り
臼

コ
モ
ズ
チ

横
槌

紡
錘
車

浮
子

櫛 檜
扇

箸
状

斎
串

形
代

鳥
形

独
楽

陽
物

刀
形

舟
形

下
駄

下
駄
歯

無
歯
下
駄

連
歯
下
駄

差
歯
下
駄

板
草
履

柱
根

礎
盤
（
板
）

建
物
部
材

井
戸
側
・
板
材

井
戸
側
・
横
桟

井
戸
枠
部
材

杭 不
明

板
材
・
角
材

部
材
・
加
工
材

丸
太
材

炭
化
材

棒
状

樺
皮

合
計

35 50 1 42 17 13 3 2 32 107 43 5 1 1 9 39 2 16 3 1 3 4 2 5 2 4 9 376 8 11 1 1 2 1 1 10 49 2 22 24 14 132 202 154 23 7 31 423 145 775 699 30 28 122 19 3763

163 36 4 410 121 488 61 2241 3763
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［新潟県糸魚川市木地屋会2006］が参考となる。糸魚川市大所の木地屋は、寛政4年に飛騨の国から移住

したとされ、昭和10年ころまで生産活動を行っていた。ここには手で引くロクロ（テビキロクロ）が大正7

年ころまで使われている。中世の木地ロクロもテビキと考えられ、同様のものを想定できる。これは、ロ

クロの挽き手と向かい合って腰をおろした女性（普通はロクロ挽きの妻）がロクロ軸に巻きつけた綱を交互に

引く。これで軸は正反転を繰り返し、挽き手は右に回転する時だけカンナを当てて削るやりかたである。

木はトチの木、その後ぶなが利用されているが、中世寺前遺跡ではケヤキが多く用いられている。まず、

原木を伐採後、適当な大きさに切り取り（タマギリ）、作業場室内に持ち込み、チョウナで外形を整える

（カタウチ）。寺前遺跡でもSB80に使われていた礎盤（板）がそれに該当すると考えられる。また、皿で

は、第74図960・1166・1332等がある。次にナカキリチョウナで内側を抉る（ナカキリ）、寺前遺跡
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第74図　漆器椀・皿の木地と製品
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第75図　層位別出土漆器

176
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では129、878が該当する。なお、第75図129・131はSE320からの出土であるが、131の中に129

が見事に納まり、131の中を抉り129を作出した可能性がある。しかし、技術的に可能であったかどう

かの疑問も残る。もし、作出したのであれば、資源の有効利用ということができる。次に、ナカキリした

カタをロクロの爪に打ち付けて装着する。現在残っているテビキロクロの爪はほとんどが4本爪である。

爪の形状は円錐形でなく、平たい板状である。寺前遺跡出土品にも多くのロクロ爪あとが残るが、5本爪

（第74図）が多い。

形状は現代のものとほとんど同じである。爪の並びを見ると、爪が十字状に並ぶもの（175・583・

1170）とX字状に並ぶものとがある（398・724・966）。また、中央が円錐状の爪で、同心円状の痕跡の

あるもの（1171・265）もある。それにしても、テビキロクロは技術的に大変な作業であったと考えられ

る。糸魚川では、その後水車の力を利用するスイシャロクロ（鉄製）が導入され、同一方向の高速回転で、

ナカキリ作業が不要となり、生産性が高まっていった。583は皿で小さかったせいか、ナカキリを行わ

ず、最初からロクロの可能性がある。成型された木地はゆがみをなくすため、乾燥と成型を繰り返す。最

後は、仕上げカンナ、サメべラ、トクサべラで仕上げて、完成する。糸魚川木地屋集落では漆塗りも行っ

ていた。漆器には漆を重ね塗りするジョウモン（上物）と渋を塗ったゲモン（下物）とがある［青木1958］。

ジョウモン（高級品）はキセ（椀の縁に麻布を被せる）の工程が入り、古代中世の高級品の布着せに共通す

る。県内では、古代の八幡林遺跡［四柳1997］や蔵ノ坪遺跡、中世の江上館跡［四柳2000］等に布着

せ高級品が認められる。ゲモン（普及品）は、柿渋を用いている。古代中世においても柿渋を用いた「炭

粉渋下地」は一番簡素な製作方法で普及品に用いられている。このように漆器製作は古代中世から現代に

至るまで共通の技術が継承されてきたことが覗える。今回、寺前遺跡漆製品は都合により科学分析ができ

なかった。自前の漆器製作を行ってはいたが、目視観察ではそう高級品はなさそうである。木製品の中に

は柿渋と考えられる付着物の認められるものもある。

第75図は、出土漆製品を層位別に並べたものである。遺構一括がなく、編年には至らないが、中世面

1、2、3とも共通したあり方を示す。椀は径15cm前後で比較的浅く下半部に丸みがなく、底部が厚い。

高台は低いものが多く、中世面Ⅲの755・777は新しい傾向を示す。皿は大・中・小の3種類がある。

中世面3の皿601・602は高台部厚く、12～13世紀の特徴をよくあらわしている。総じて中世面1～3

まで層別の違いは認められず、共通性が高い。中世前期に収まるようである。

厨房・家具関連 239点を数えるが、その半数以上が曲物部品である。完形で残っているものは少な

い。樺皮も多く出土していることから、自前で製作していたことが覗える。杓子、ヘラ状としたものは、

多用途に利用されたと考えられる。指物としたものは、完成形態がわからない。

農耕・生産具 種類点数ともに少ない。柄としたもののうち、長いのは農具の鋤、鍬類、短い握り部分

は当遺跡で多く出土している小刀（作業刀）のものと考えられる。

祭祀関連 箸が多く出土している。中世ゴミ捨場での出土が多く、他に面や人形などもあり祭祀の場で

あったことがわかる。

履物類 多くの下駄が出土している。出土した下駄には、無歯下駄、連歯下駄、差歯下駄があり、それ

ぞれ長さの大小がある（第76図）。1322の無歯下駄は曲げ物材の転用であるが、前坪位置が下駄の中心

になく、古い傾向を示すが、他の下駄は全て前坪位置が中心に来る中世以降のものである［古泉2001］。

連歯下駄は木取りが円柱切断で、台部が樹芯にあたるものと、周囲を利用するものとがある。差歯下駄の

うち露卯下駄は、歯の の付け方により3つに分類できる。前歯、後歯ともに が1のもの、前歯 が2
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で後歯 が1のもの、前歯、後歯ともに が2のものである。いずれも緒孔は歯の前にある。 は台の長

さ19cm前後のものは細長く、22cm前後以上のものは、四角に近い。これら3分類は時期的変遷示して

いない。なお、このうち459の下駄の歯は年輪年代測定の結果、1241年+αという年代が得られている

（測定は、奈良文化財研究所光谷拓実先生にお願いした）。

井戸関連 井戸の数は少ない。深く確実な井戸はSE320、322及び中世面3井戸1である。いずれも

山裾にあり、SE320は井戸枠を持つ。このうち縦板1枚（図版88・108）は年輪年代測定の結果、1199

年+αという結果を得た（測定は、奈良文化財研究所光谷拓実先生にお願いした）。このことによりこの井戸が

13世紀前半に機能していた可能性が高まった。

3）金属関連遺物

金属関連遺物は当遺跡の性格を考える上で大きなウエイトを占めている。詳細な遺物観察や化学分析を

通して判明した事項については第26・27表のとおりであるが以下に簡単にまとめる。

遺跡は、A地区、B地区、C地区の3地点に別れており、それぞれで金属関連遺物の在り方が異なる。

A地区 約3500m2と3地区の中では最も広い調査面積である。金属関連遺物の出土量は全体の約

67％を占めているが、単位面積当たりの出土量はC地区のほうが多い。溶解炉、鍛冶炉、炭窯の破片が

出土しており、精錬鍛冶から鍛錬鍛冶及び鉄・銅合金系の鋳造が行われていたことが判明した。金属関連

遺物の9割近くが鋳造関連の遺物であり、溶解炉の破片も多く出土している。溶解炉は出土破片から復元

すると第77図のようになると推定される。それによれば、直径約70cm、高さ156cm前後の丸底で、

大口径羽口が下向きに1個取り付けられる。羽口の内径は約10cmである。しかし、羽口の高さや位置は

明確でない。壁の厚さ約7cmと厚い。炉壁には補修痕がかなり認められ、繰り返し溶解使用されたこと

がわかる。鋳型種類から、生産品には梵鐘、各種鍋、密教法具？等がある。鍋鋳型外型としては口縁部・

体部・底部・脚部・釣手耳の各部位が出土している（第79図）。釣手部分にはいくつか孔があけられる。

湯口鉄塊には円錐状の丸湯口と一文字があるが、全てA地区からの出土である。一文字湯口鉄塊は1例の

みである。県内での一文字湯口鉄塊の確認は、上越市子安遺跡出土の鍋2例が知られている。丸湯口鉄塊

は径5～6cm、重量300～500gの中型品と径6～7cm、重量770gの大型品の両者がある。湯口鉄塊の

大きさは、生産品の大きさに比例すると考えられる。形態の異なる両湯口は、鋳造技術の系譜の上では大

きく区別され、丸湯口が京、大阪を中心に関東、北陸から東北の日本海側に広く分布するのに対して、一

文字湯口は岩手県下を中心に発達した。両系譜の湯口鉄塊が寺前遺跡で存在することは、鋳造技術の系譜

の上で注目される。

B地区 ここでの金属関連遺物の出土量は少なく、全体の1％に満たない。鋳造関連の遺物はほとんど

なく、精錬と鍛錬の作業が行われていたと考えられる。B地区では9世紀～10世紀の古代竪穴建物を2

軒確認している。竪穴内からは鉄関連遺物は出土しているものの量は少なく、鍛冶遺構も明確でない。し

かし、この竪穴内には当時付属しているはずのカマドが明確でなく、特異である。

C地区 A地区と類似の様相を示す。鋳造と精錬鍛冶作業の存在が認められ、製炭も確認される。ここ

でも溶解炉の破片が多く出土しており、第78図のように推定復元される。大きさはA地区とほぼ同じで

あるが、やや小ぶりと見られる。口径66cm、高さ150cm前後となる。大口径羽口の内径は同じく

10cmと測る。炉壁類は厚さ4cm前後とA地区に比べると薄い。生産品は梵鐘、鍋、鍛造の鉄製品等で

ある。A・C両地区で梵鐘の鋳型外型が出土していることは、複数梵鐘が作られた証拠であろう。梵鐘鋳
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第26表　寺前遺跡　まとめ表1（主要要素一覧表）

項
目 主要素 新潟県出雲崎町寺前遺跡（A～C地区）

調
査

調査概要 調査年：昭和63・平成元・2年／調査組織：新潟県教育委員会

調査原因：一般国道116号出雲崎バイパス／整理：（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

遺
構
情
報

遺構の全体情報 中央丘陵尾根（B区）上に古代竪穴建物2他土坑、溝。尾根を挟んだ谷部（A・C区）に中世遺構が2～3面（掘立柱建物、区
画溝、井戸、土坑等）

金属関連遺構 直接、金属関連遺構と判断されるものはない。

遺
　
物
　
情
　
報

金属関連遺物全体構
成（A～C地区）

総重量786.1kg、炉壁（溶解炉）563.7kg、炉壁炉底（溶解炉）37.9kg、大口径羽口（溶解炉）48.4kg、羽口（溶解炉）
1.0kg、滓（溶解炉）47.9kg、黒鉛化木炭2.5kg、湯口鉄塊2.1kg、トリベ・ルツボ0.6kg、鉄塊系遺物2.1kg、鋳型6.4kg、青
銅製品0.1kg、鉄製品（鋳造品）0.4kg、炉壁（製錬炉）15.5kg、羽口7.1kg、木炭0.3kg、椀形鍛冶滓48.8kg、鍛冶滓0.5kg、
鉄製品（鍛造品）1.1kg

各区主要金属関連遺
物（地区別）

A区：炉壁（溶解炉）417.7kg、炉壁炉底（溶解炉）28.8kg、大口径羽口（溶解炉）36.7kg、羽口（溶解炉）0.8kg、滓（溶解
炉）42.6kg、黒鉛化木炭1.7kg、湯口鉄塊2.1kg、トリベ・ルツボ0.4kg、鉄塊系遺物0.9kg、鋳型5.0kg、青銅製品0.1kg、
鉄製品（鋳造品）0.4kg、炉壁（製錬炉）12.7kg、羽口6.9kg、木炭0.2kg、椀形鍛冶滓44.8kg、鍛冶滓0.3kg、鉄製品（鍛造
品）0.7kg

B区：炉壁（溶解炉）0.3kg、炉壁炉底（溶解炉）0.1kg、大口径羽口（溶解炉）0.1kg、滓（溶解炉）1.4kg、トリベ・ルツボ
0.2kg、鉄塊系遺物0.1kg、炉壁（製錬炉）0.1kg、椀形鍛冶滓1.0kg、鍛冶滓0.1kg、鉄製品（鍛造品）0.3kg

C区：炉壁（溶解炉）120.9kg、炉壁炉底（溶解炉）6.9kg、大口径羽口（溶解炉）10.8kg、羽口（溶解炉）0.1kg、滓（溶解
炉）2.9kg、黒鉛化木炭0.1kg、鉄塊系遺物1.0kg、鋳型1.4kg、炉壁（製錬炉）2.4kg、木炭0.1kg、椀形鍛冶滓2.5kg、鍛冶
滓0.1kg

地区別工程差

製錬関連遺物：A区より3点の出土をみる。
鍛造関連遺物：A・B・C各区から出土している。
鋳造関連遺物：A・C区から出土している。
その他金属関連遺物：A区SD311からまとまって出土。

鉄系遺物種別動向
（分析資料32点中）

A区：TEL-1炉壁中（ねずみ鋳鉄）、TEL-3炉壁炉底中（亜共析組織）、TEL-8・9鉄塊系遺物（過共析～亜共晶白鋳鉄）（フェ
ライト～過共析組織）、TEL-14鉄塊系遺物（ねずみ鋳鉄）、TEL-16鉄塊系遺物（亜共析組織～白鋳鉄）
B区：TEL-24・25鉄塊系遺物（亜共析組織）（（ねずみ鋳鉄）
C区：TEL-26炉壁（フェライト単相～亜共析組織）、TEL－27炉壁炉底（亜共析～過共析組織）

分
析
資
料
（
全
32
点
中
）

地区／工程／遺物名称 鉄製錬（TiO2） 鉄鍛造（前半・後半）（TiO2） 鉄鋳造（TiO2） 銅鋳造（TiO2）

A地区出土品

（18）椀形鍛冶滓（－） （15）椀形鍛冶滓（2.15） （1）炉壁（含鉄）（0.82） （2）炉壁（緑青付き）（－）

（8）炉内滓（5.28） （17）椀形鍛冶滓（0.30） （3）炉壁炉底（含鉄）（0.82） （5）大口径羽口（－）

（9）炉底塊（－） （19）羽口（板屋型）（0.74） （6）白色滓（6.11） （10）鋳型（外型）（－）

（21）再結合滓（－） （14）鉄塊系遺物（0.68） （11）ルツボ（－）

（7）炉内滓（1.84） （12）鉄製品（鋳造品）（0.04） （20）羽口（緑青付き）（－）

（22）鉄製品（鍛造品）（0.26） （14）鉄塊系遺物（－）

（16）椀形鍛冶滓（0.25）

B地区出土品
（24）鉄塊系遺物（－） （23）椀形鍛冶滓（2.51）

C地区出土品

（28）鉄塊系遺物（0.09） （26）炉壁（0.51）

（29）椀形鍛冶滓（0.05） （27）炉壁炉底（含鉄）（－）

（30）椀形鍛冶滓（5.95） （31）鉄製品（鋳造品）（0.08）

（32）湯口（0.13）

年
　
代

推定年代

●考古資料：A区中世陶磁器（12C後半～15C）／B区古代土器（9C～10C前半）／C区中世陶磁器（12C後半～15C）

●放射性炭素（14C）年代測定：試料1（A区）－1160AD、試料2（A区）－1050AD、試料3（A区）－1060AD、試料4
（A区）-1020AD、試料5（A地区）－1180AD

●その他の理化学的年代測定：実施せず

分
　
析

分析点数

●金属学的分析：32点（炉壁・羽口・ルツボ・鋳型・各種滓・鉄塊系遺物・湯口鉄塊・鉄製品・木炭）

同分析項目／顕微鏡組織・ビッカース硬度・EPMA・科学分析・耐火度・カロリー／解析：（株）九州テクノリサーチTAC
センター（大澤正巳・鈴木瑞穂）

●木炭樹種同定：（1）点／解析：パリノサーヴェイ（株）

●保存処理：（38）点（湯口鉄塊・鉄製品）／帝京大学山梨文化財研究所

保
　
存

保存・活用区分

金属関連全出土遺物（A～D保存）合計：（786.1）kg

A保存：金属学的分析資料：（32）点／（12.0）kg（1.5％）

B保存：報告書掲載資料（構成資料）：（312）点／（97.3）kg（12.4％）

C保存：屋内管理資料：（375.6）kg（47.8％）

D保存：屋外一般管理資料：（301.2）kg（38.3％）

（作表：穴沢義功）
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第27表　寺前遺跡　まとめ表2

概
　
要
　
と
　
評
　
価

遺
構
・
遺
物

寺前遺跡は一般国道116号線出雲崎バイパス工事に伴う発掘調査により発掘された遺跡で、現地調査は1988～1990年度に行われ、整理
作業は、2006・2007年度に実施された。

調査は地形などの条件により、A、B、Cの3地区に分けて行われ、中コンテナで60箱ほどの金属生産に関わる遺物が取り上げられている。

検出された遺構は13世紀代の掘立柱遺物群が主体で、金属生産に関連する遺構は、それらの遺構により完全に破壊され、水路や土坑、さ
らには道跡などに遺物が敷かれた状態で出土した。

金属関連遺物の出土総量は786.1kgで、A区が602.7kg（76.6%）と最も多く、C地区がその1／4弱の148.8kg（18.9%）であった。B
地区からの出土量は3.6kg（0.5%）と僅かである。

整
理
・
解
析

整理方法は、保存・活用までをも視野に入れた、A・B・C・Dの4ランク個票付け方式で行い、全体量786.1kgの中から、A保存を
12.0kg、B保存を97.3kg、C保存を375.6kg、D保存を301.2kgとした。各比率は1.5：12.4：47.8：38.3になる。

報告書掲載遺物としての構成数は全312点（A保存＋B保存）で、その内の約1割に及ぶ32点（A保存）を金属学的な分析に供した。

考古学的な整理・構成の結果や金属学的な分析によって、鉄と銅の両者の加工が行われていたことは明らかとなったが、その生産比率につ
いては考古学的にも、金属学的にも不明である。今後の検討課題としておきたい。

鍛
冶
関
連

A～C区のいずれからも鍛冶系の椀形鍛冶滓や鍛冶滓が出土している。工程的には、精錬鍛冶滓が主体で、この点も周辺部での製錬炉の存
在を伺わせる。また、少量ながら鍛錬鍛冶滓も確認され、遺跡内で鉄製品の鍛冶加工も想定される。出土した鍛冶系の滓の総量は49.3kgを
計り、金属関連遺物の中に占める比率は6.2%と少ない。

各地区から出土した椀形鍛冶滓は、特大サイズから極小サイズまでの全種類を出土している。特大から中型の椀形鍛冶滓は精錬鍛冶段階を
示す場合が多く、本遺跡の場合は小型から極小の椀形鍛冶滓の一部も、精錬鍛冶滓という判断が成された。

寺前遺跡から出土した小型の板屋型羽口は小口径で、A区から合計3点が検出されている。外面がスマキ造りとなり、鍛冶羽口として用い
られた可能性があろう。

鋳
造
関
連

金属関連遺物の主体は、鉄と銅に関わる鋳造関係の遺物で、溶解炉に伴う炉壁と炉壁炉底があり、それに加えて大口径羽口や鋳型なども検
出された。

寺前遺跡出土の金属関連遺物総量は786.1kgを計り、その内溶解炉の炉壁や炉壁炉底の合計は602kgとなる。全体に占める比率は76.5%
と8割近い。

溶解炉は、高さ12cm～24cm前後で一定の幅を持った粘土帯を輪積みした構造の筒型竪炉で、炉壁炉底は径60cm前後の平面形が円形と
なる鍋底状と判断される。A、C区のいずれからも溶解炉の破片が多量に出土している。溶解炉には大口径の羽口が用いられている。（集成
復元図参照）

炉壁や炉壁炉底、さらに大口径羽口の一部には、補修痕を残すものも含まれており、ある程度の量産を目的に、炉の補修を繰り返しながら、
鋳造品の生産が行われていたことは明白である。出吹か、拠点的な生産体制を採っていたかは不明。

鋳型外型が一定量確認され、梵鐘や有段鉄鍋の製作が明らかとなった。また小型の密教法具？の一種と考えられる特殊な鋳型も出土した。
A、C区合計で6.4kgを計る。（鉄鍋、鋳型、湯口鉄塊、鋳造品：梵鐘鋳型集成図参照）

鋳造関係の道具としては、小型の専用ルツボが出土しており、素材または湯こぼれかと判断される銑鉄塊も確認された。（同上、集成図参
照）

最も注目される鋳造関連遺物は、梵鐘の撞座2点と6点の湯口鉄塊である。梵鐘の撞座はA区とC区から各々1点ずつ出土している。湯口
鉄塊は鋳型外型の湯口部で形造られる、鋳造作業を直接に指し示すコマ状の銑鉄塊である。

6点の湯口鉄塊の内1点は一文字湯口で、残る5点は丸湯口であった。両者は鋳造技術の系譜の上では大きく区分される。一文字湯口は南
部（岩手県下）で発達し、丸湯口には、京、堺を中心に関東や北陸から東北の日本海側に広く分布する。この両者が混在する遺跡は、本遺跡
が唯一かもしれない。

C地区SK2の梵鐘撞座出土遺構からは、15世紀代の瀬戸美濃系の皿（杯）が伴出している。

一文字湯口を持つ鉄鍋の新潟県内での出土例は、上越市・子安遺跡の2例がある。全体の形態は共通するが、一方は三足鉉付でもう一方は
内耳の完形品である。いずれも底面中央に一文字湯口の基部が突出している。寺前遺跡生産品の可能性もあり。（1993上越市教育委員会
『子安遺跡現地説明会資料他』）

本遺跡と比較的類似する鋳造関連遺物を出土している遺跡には、秋田県本荘市堤沢山遺跡がある。12世紀後半から13世紀前半の製錬・鍛
冶・鋳造の遺跡と考えられており、梵鐘や密教法具の鋳型に加えて、鍋鋳型なども多量に出土している。（2007『堤沢山遺跡』秋田県教育
委員会）

製
錬
関
係

寺前遺跡周辺での砂鉄製錬を示す証拠は、分析資料No.8・9・24の鉄塊系遺物、分析資料No.18の製錬滓組織に加えて、分析資料No.21
の再結合滓中にも見られる。また、構成遺物中ではA地区で炉壁3点（構成No.118・119・299）のいずれもが、竪形炉の炉壁の可能性
が強く、より補強材料となる。

僅かではあるが、製錬系の滓や鉄塊系遺物の存在が確認された。周辺の製錬遺跡から、鋳造や鍛冶のための鉄素材として搬入された可能性
が高い。

A～Cの3地区ではいずれも、周辺地域で行われた砂鉄製錬で得られた高炭素の鉄塊を鍛冶原料として、製錬から鍛錬鍛冶の作業が一貫し
て行われていたと推定される。

A区とC区の両地区では、鉄および銅合金（青銅）鋳物、双方の製作が行われたことが確認された。鉄素材としては、周辺地域で行われた
砂鉄製錬で得られた良質の鋳鉄塊を用いている。銅は鉛青銅が用いられているが、流通素材が原料となった可能性をもつ。

時
期

鉄関連遺物の所属時期は、C14年代測定によれば11世紀代と12世紀代の2時期に分かれる。しかし、遺跡の主体は12世紀後半～13世
紀であり、15世紀代まで存続する。調査年度から時間が経過しているため、検証しきれない部分もあり、明確な時期決定は保留せざるを得
ないが、鋳造鋳型や出土状況から15世紀くらいまで断続的に存続した可能性が高い。

（作表：穴沢義功）
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第77図　寺前遺跡出土溶解炉集成復元図（A地区）

炉壁（溶解炉･上段上半･酸化・頂部） 

炉壁（溶解炉･上段下半･発泡） 

炉壁（溶解炉･中段下半･滓化） 

炉壁（溶解炉･中段上半･滓化） 

大口径羽口（溶解炉･正面図） 

大口径羽口（溶解炉･補修） 

炉壁（溶解炉･補修） 

炉壁（溶解炉･補修） 

炉壁炉底（溶解炉･補修） 

大口径羽口（溶解炉） 

大口径羽口（溶解炉･断面図） 炉壁（溶解炉･下段上半･滓化強） 

炉壁（溶解炉･下段下半･滓化強） 

炉壁炉底（溶解炉） 

炉壁～炉壁炉底断面集成復元 

1

10

12

20

84

21

28

69

84

89

54

39

73

1

10

12

54

84

20

21

28

69

0 （1：10） 50cm 

（作図：穴沢義功） 
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第78図　寺前遺跡出土溶解炉集成復元図（C地区）

炉壁（溶解炉･上段上半･酸化・頂部） 

炉壁（溶解炉･上段下半･発泡） 

炉壁（溶解炉･中段下半･滓化） 

炉壁（溶解炉･中段上半･滓化） 

大口径羽口（溶解炉･正面図） 

大口径羽口（溶解炉･補修） 

炉壁（溶解炉･クライ） 

炉壁（溶解炉･補修） 

大口径羽口（溶解炉） 

大口径羽口（溶解炉･側面図） 

炉壁（溶解炉･下段上半･滓化強） 

炉壁（溶解炉･下段下半･滓化強） 

炉壁炉底（溶解炉） 

炉壁～炉壁炉底断面集成復元 

253

257

259

260
280

280

261

262

271

271

267

261

260

270

259

257

253 280

282

270

267

273

0 （1：10） 50cm 

（作図：穴沢義功） 
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第79図　寺前遺跡鉄鍋等、鋳型･湯口鉄塊･鋳造品集成図（A～C地区）

（基図は上越市子安遺跡［笹澤1998］から転用）

0 （1：10） 50cm 

鋳型（外型･有段鍋･口縁部） 

鋳造品（鈎手部） 

鋳造品（鍋･口縁部） 

鋳造品（鍋･体部） 

鋳造品 
（鍋･体部～底部） 

湯口鉄塊 

湯口鉄塊 
（一文字湯口） 

湯口鉄塊 
（丸湯口） 

鋳造品 
（鍋･底部･脚付き） 

  鋳型 
（外型･有段鍋･口縁部） 

  鋳型 
（外型･注口付き） 

鋳型（外型･密教法具？） 

鋳型（中子･有段鍋） 

鋳型（外型･脚？） 

専用小型ルツボ 

  鋳型 
（外型･羽釜･口縁部） 

124

126

291

290

132

133

143

250

141

137-a

137-b

137-c

137-d

137-e

137-f

144

298
145

146

147

148

149

164

163

157

153

154

150 151

（作図：穴沢義功） 
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第28表　寺前遺跡　金属関連遺物の生産動向模式図

第80図　寺前遺跡出土梵鐘鋳型集成図（A～C地区）

（基図は埼玉県金井B遺跡［赤熊1994］から転用）

0 20cm 

鋳型（外型･梵鐘･竜頭） 

鋳型（外型･梵鐘･駒の爪） 

鋳型（外型･梵鐘･乳又は飾金具）

鋳型（外型･梵鐘･撞座）

120

122

123

289

121

121

289

288

（作図：穴沢義功） 

地区
要素 A地区 B地区 C地区

年　代 12世紀後半～15世紀後半 9世紀～10世紀前半 12世紀後半～15世紀

工　程 精錬鍛冶～鍛錬鍛冶
鉄・銅合金系の鋳造 精錬鍛冶～鍛錬鍛冶

製炭（構造窯）
精錬鍛冶

鉄・銅合金系の鋳造

遺　構 （炭窯、鍛冶炉、溶解炉） （鍛冶炉） （炭窯、鍛冶炉、溶解炉）

素　材

木炭
砂鉄製錬滓付着鉄塊
砂鉄系高炭素鉄素材

鉛青銅素材（移入品？）

木炭
砂鉄系鉄素材

木炭
砂鉄系高炭素素材

鉛青銅素材（移入品？）

主要生産品目 鋳造梵鐘、各種鍋、密教法具？、精錬鉄塊、
鍛造鉄製品 鉄製品（鍛造品） 鋳造梵鐘、鍋、精錬鉄塊、鍛造鉄製品

備　考 周辺に竪形炉を用いた鉄製錬遺跡の存在が予
想される

周辺に竪形炉を用いた鉄製錬遺跡の存在が予
想される

周辺に竪形炉を用いた鉄製錬遺跡の存在が予
想される

（作表：穴沢義功）



型部品は第80図に示した。鋳型の部位としては、竜頭・乳（飾金具）・駒爪・撞座等である。撞座の鋳型

は復元すると直径が約11cm、外区は複弁八葉、その内側に圏線を有する雄蕊帯が廻り、中心の中房には

（1）＋8の連子が配される。類似の文様は、坪井［1970］の中では、1438年銘のある愛知県瀬戸市深川

神社梵鐘がある。寺前遺跡の出土品は圏線が明瞭で文様もしっかりしていることから、これよりも古い様

相を呈するものであろうか。なお、この鋳型はC地区SK2からの出土品で、瀬戸焼卸大皿（15世紀代）

が共伴している。

鉄関連遺物の所属時期は、C14年代測定法によれば、10世紀後半～11世紀前半と11世紀後半～12

前半の2時期が示された。しかし、当該期の遺物はほとんどなく、時期決定に苦慮する。梵鐘鋳型や鍋の

形態［五十川1992］等から13世紀を中心に12世紀から15世紀までの間で鋳造作業が行われていたと

言えるであろう。

以上各地区の生産行動をまとめると第28表になる。

今回の発掘調査で鉄・銅の両者を含む生産遺跡であることが判明した。出雲崎地域では従来からの遺跡

分布調査や国道116号線出雲崎バイパス関連の発掘調査で、古代を中心として複数の金属関連遺跡（立野

大谷遺跡、姥ヶ入遺跡等　第5図）が確認されている。新潟県下では各地域に豊富に残されている砂鉄を原

料にして、8世紀後半代から箱形炉による鉄生産が開始され、9世紀代には新たに竪形炉の技術が導入さ

れて、以後、各地で官の背景のもとに大規模な製鉄遺跡群が成立した。

鍛冶は弥生時代後期から古代・中世と連綿と全国的に行われているが、各地域での鉄生産が開始される

段階から、従来の鍛錬鍛冶に加えて、精錬鍛冶の作業が盛んに行われるようになる。新潟県下での精錬鍛

冶の開始は、鉄製錬の盛行に連動して8世紀後半から開始され、11世紀から12世紀とされている三条市

の大林遺跡［家田1989］からは精錬用と推定されている多量の大型スマキ造りの羽口（板屋型羽口）の出

土が知られている。同様の板屋型羽口は、出雲崎町番場遺跡、柏崎市内越遺跡［山本1983］、同宝童寺

遺跡［渡邊2006］で出土しており、今のところ中越地方のまとまった分布を示している。

新潟県内での鋳造遺跡の初現は、柏崎市軽井川製鉄遺跡群中の下ヶ久保A遺跡と考えられており、在

地での鉄や移入された銅を素材に、多量の鋳造品が生産されている。遺跡からは多量の鋳型の出土を見て

いる。北陸圏では当初、大規模な製鉄遺跡群の中に鋳造技術が導入される事例が多く、石川県小松市の林

遺跡［望月ほか2003］や富山県小杉町の上野赤坂A遺跡などがよく知られている。最近では、秋田県内

で連続して中世の鋳造遺跡（堂の下遺跡等）が明らかとなった。

中世の鋳造遺跡は従来、新潟県内では殆ど知られて来なかった。旧笹神村の郷土資料館に展示されてい

る炉壁炉底が全体像の分かる唯一の資料と見られ、寺前遺跡からの鋳造関連遺物の出土は、それらに連続

する資料と考えられる。東日本の代表的な鋳造遺跡としては、前述の石川県林遺跡、秋田県堂の下遺跡

［磯村ほか2004］、同堤沢山遺跡、埼玉県金井B遺跡がある。年代を見ると林遺跡がやや古いとされる他は、

12～13世紀を中心とした中世前期にあたる。このうち鋳造のみの遺跡は金井B遺跡で、他は製鉄・鍛

冶・鋳造といずれも行っており、寺前遺跡を含め日本海側の遺跡であることが注目される。また、鋳造品

では、寺前遺跡を含めた上記4遺跡で鍋、釜といった日常生活用品が生産され、寺前遺跡、堤沢山遺跡、

金井B遺跡では日常生活用品に加え、梵鐘等仏具が生産されている。このように、中世前期の日本海側

の鋳造遺跡には共通性が高く、何らかの社会的背景があったものと考えられる。

越後・佐渡の中世古梵鐘については、坪井［1965、1984］、久保［1997］に詳しい。それによれば、

紀年名のある最古の梵鐘は佐渡市新穂神宮寺銅鐘（国指定有形文化財工芸品）で永仁3（1295）年である。
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越後では糸魚川市経王寺梵鐘（県指定有形文化財工芸品）で永享4（1432）年である。ほか4口が現存する。

また、現存しないが、文献等で確認できるものが3口ある［坪井1965］。

現存する梵鐘のうちで中世越後の国の鋳物師と確実に知られる者の名を銘文にとどめている最古かつ唯

一の鐘が福島県大沼郡会津高田町法用寺にある。文明6（1474）年で「大工越後国蒲原郡大崎住　妙実」

とある。大崎は現在の三条市である。また、紀年名のある他の鋳造品としては、弥彦村弥彦神社の鉄製仏

餉鉢（国指定有形文化財工芸品）があり、嘉暦元（1326）年名がある。胎内市蔵王の金峯神社には鉄製柴燈

鉢（県指定有形文化財工芸品）があり、元徳3（1331）年名がある。いずれも14世紀前半の鋳造で年代も近

く注目される。寺前遺跡鋳造の梵鐘は、どこに納められたであろうか。

4）文 字 資 料（木簡）

出土した14点の木簡等のうち、文字の書かれたものを10点確認することができた。12世紀後半のゴ

ミ捨場と見られる地点から7点、12世紀後半～13世紀前半とみられる木組み水路付近から3点である。

後者はいずれも「蘇民将来」呪符木簡であり、注目される。

そこで、以下に出土した木簡のうち、文字の記されたものについて触れておきたい。

No.721（図版120・291）

・「たるよ

かやせ

□□ふ□

□た□

□□□

らをに

□に

人

□□」

・「□□

□

ヨタレ

ウヰノ

ケフコ

ユメミ

ス

［ ］

る□□

れ所□

山　　　　

やま
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イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
チ
リ
ヌ

ヲ
ワ
カ
ヨヨ
タタ
レレ
ソ
ツ
ネ

ナ
ラ
ム
ウウ
ヰヰ
ノノ
オ

ク
ヤ
マ
ケケ
フフ
ココ
エ
テ

ア
サ
キ
ユユ
メメ
ミミ
シ
ヱ

ヒ
モ
セ
スス

(くヵ)

(はヵ)

(かヵ)

(カヵ)

(をヵ)

(らヵ)(のヵ)

(見ヵ)



表裏にさまざまな文字が習書されている木簡のうち、その一部に「いろは歌」を記したと見られるもの

が1点見られた。一行目の文字は別の習書と考えられるが、二行目以下からイロハ歌を習書したものとみ

られる。なお、一部しか残っていないところから、木製板に習書し、その後上下を切断して調整したもの

と考えられる。「いろは歌」全体の記述については次のような復元を試みたので参照されたい。

ところで「いろは歌」（あるいはその一部）を記した木簡としては、石川県中屋サワ遺跡（14世紀頃）［向

井2003］、大阪府若江遺跡（16世紀後半）［福永・菅原1994］、京都府平安京左京内膳町跡（江戸期）［平

良1980］などの例が知られているが、これらはひらがなで記されている。片仮名で記されたものとして

は秋田県般若台遺跡（13世紀前半）［宇田川2002］なども見られるが、12世紀後半のものと見られる本

遺跡出土木簡はこれらとあわせて注目していくべきであろう。

なお、若江遺跡や般若台遺跡の出土木簡では、折敷（またはその破片）を転用して習書をおこなったとさ

れている。本木簡の原型についても検討が必要であろう。

No.720（図版120、290）

夕

夕

夕

七合

五合

合四夕

合八夕

升

一升五

木簡を横に使用し、「升」「七合」「八夕」などと記した木簡が1点みられた。これも習書と考えられる。

No.719（図版120、290）

南无大日如来

「南無大日如来」と記された卒塔婆も1点みられた。新潟県内においても出土例は多数あるが、本遺跡

においては、ゴミ捨場とみられる地点から1点のみ発見されているものであり、新潟市浦廻遺跡［本間・

田中ほか2003］等の場合とその性格を比較しつつ考えるべきであろう。

No.241（図版96、290）

蘇民将来ノ子孫也

蘇民将来ノ子孫□

No.242（図版96、290）

蘇民将来ノ子孫也

蘇民将来ノ子孫□

No.240（左）（図版96、290）

蘇民将来ノ子孫
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(也ヵ)

(也ヵ)



No.240（右）（図版96、290）

□□□□

「蘇民将来」呪符木簡は3点みられた。これは一般的には疫病除などに使用したといわれるものであり、

新潟市馬場屋敷遺跡［川上ほか1983］などからも多数の出土例が見られるが、「蘇民将来子孫」という句

については、表に一行のみか、あるいは表裏に一行ずつ使用する場合が多く、同一面に「蘇民将来」と二

行記す場合は珍しいといえるであろうか。なお赤羽正春氏は「水路設置に伴う、信仰上の札と考えられる」

［赤羽1990］としている。出土状況もあわせて注目できるものといえよう。

No.1198（図版142、291）

一金□□月□［ ］

No.1024（図版133、290）

・「□□□

［ ］

□□」

・（墨痕あり）

No.722（図版120、290）

・□□

・（墨痕あり）

No.1196

□

その他として、まず折敷を割ったのちに転用したと考えられる木製板に文字が確認された（No.1198）

が、用途等は不明である。また、習書あるいは戯書と考えられるもの（No.1024、No.722、No.1196）も

含め、文字の判読が困難な木簡を3点確認した。

5）石　製　品（図版189、190）

多く出土しているのは砥石であるが、そう多くはない。ほとんどが凝灰岩質で、他に軽石も砥石として

使われたと考えられるものがある。砥石は流通するものであり、寺前遺跡では出羽産が5点、伊予産が3

点（10、11）、鳴滝産？が1点である。他は明確でない。軽石も多く出土しているが、用途が明確でない。

このうち2点には円孔が穿たれており軸のような使われ方がなされたものと考えられる。茶臼は上臼（7）

と下臼（8）が出土しているが、セットとして使用されたかは明確でない。
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ス
玉
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玉
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方

硯 敲
打
痕
の
石

剥
片

合
計

Ⅷ層以上
（弥生以降）

65
（21） 36 2

（2）
3

（1）
2

（2）
1

（1）
45

（5）
1

（1） 1 1
（1）

3
（2）

1
（1）

1
（1）

1
（1）

1
（1）

1
（1）

2
（2） 4 15 186

（43）

（ ）内実測点数
第29表　弥生時代以降石製品等集計表

(将ヵ)(来ヵ)(蘇ヵ)

(八ヵ)(置ヵ)

(何ヵ)



C 中世の寺前遺跡

寺前遺跡は中世前期を中心とした遺跡である。立地は丘陵裾部で谷筋に当たる。このような立地は中世

前期に見られるもので、同じく北陸道が通っていたと考えられる別山川沿いの約5kmはなれた同時期の

番場遺跡も同様である。「特に、段丘斜面を段切りして館を形成する形態や、河川に隣接して谷に立地す

る形態は、東国に特徴的な形態である。館内の空間構成は、定型的ではないが、一定の規則性は想定でき

る。」［飯村2001］。この説明そのものであるが、寺前遺跡を城館として捉えていることには疑問も残る。

また、柏崎市西田鶴巻田遺跡［藤巻1988］、糸魚川市山岸遺跡［飯坂2007］等も立地は同じである。し

かし、視覚的に街道筋から隠れているわけでなく、その存在は街道筋から確認することができる。

ここでは共通性の高い番場遺跡と比較して見たい。遺跡存続期間は、12世紀中葉から16世紀前半で共

通し、中心時期は中世前期でこれも同じである。掘立柱建物は番場遺跡で15棟、寺前遺跡は21棟で規

模に差はほとんど無い。いずれも地形コンタに建物の軸をあわせている。大きな違いは区画溝である。番

場遺跡では確認していない。寺前遺跡の区画溝は井戸とつながっており、単に区画溝というより用排水路

としての役目も大きかったと言える。溝は方形区画をなすが、用水路として下流まで延びている。同様の

区画溝は、新発田市住吉遺跡、柏崎市下沖北遺跡［山本ほか2003］、東原町遺跡［山本・山崎ほか2005］、

上越市今池・子安遺跡［坂井ほか1984］、下割遺跡［山崎ほか2003］等でも認められる。明確な方形区画

の防御的性格を持つ居館の前段階のあり方と言える。

出土遺物では違いが顕著である。土器では、輸入陶磁器類の出土量が寺前遺跡の方が多い一方、瀬戸美

濃焼は番場遺跡の方が多い。これら流通品は両遺跡とも同一ルートでの搬入と考えられる。両遺跡ともに

遺跡全体を調査したわけでなく、単純な量比較で違いを論ずることはできない。大きな違いは生産活動に

ある。寺前遺跡では、鋳造を中心とした製鉄業を裏付ける溶解炉壁や鋳型及び木地・漆器生産を裏付ける

椀粗形、漆刷毛が出土していることである。番場遺跡でも羽口等製鉄関連遺物が出土しているが平安期と

されている。製鉄関連では、鋳物師が在地者かそうでないかの問題はあるが、当時一般に広く普及し需要

の高い鉄鍋等の生産、仏教法具や梵鐘の生産に、地域の有力者層が関与していたことは、間違いない。

さて、鋳造に関わった鋳物師と屋敷の関連はどうであろうか。可能性として以下のことが想定される。

① このような集落を職能集落と捉える考え方がある［鍬柄2001］。寺前遺跡にあてはめれば、輸入陶

磁器類の構成から、工人は在地有力者の可能性が高く、工人である家長を中心にその一族及び下人などが

鋳造生産と広範な流通に携わっていたということになる。しかし、同時に漆器などの木製品の加工生産に

も携わっていた。専業、兼業、副業といった形態を考えれば、鋳物師と木地師を兼ねることは可能である。

新発田市北沢遺跡［川上1992］では、同一集団が杣工、製鉄、窯業を行っていたとされる。

② 遺跡は在地有力者の屋敷で、鋳物師を外部から招聘し屋敷の近くで工房を構え、生産した。断続的

であるにせよ、長期にわたる生産が想定され、その場合、招聘（出ぶき）が繰り返し行われたことになる。

③ 遺跡は在地有力者の屋敷で、鋳物師も在地職人。屋敷の近くで工房を構え、生産した。

この3者のどれかの形態と考えられるが、②の場合、特別に梵鐘等一時的な招聘は考えられるが、寺遺

跡の場合、長期にわたっていること、溶解炉は補修しながら繰り返し使用していること、鍋等日用品も多

く生産していたことが想定され、他地域からの招へいは考えにくい。したがって①または③が想定される

が、判断する材料はない。いずれにせよ、在地有力者が街道沿いの寺前遺跡に居（屋敷）を構え、鋳物、

漆器等の生産と販売流通といった経済活動を行っていたことは言えるであろう。
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2 古　　　代

A 遺　　　構

明確な遺構は、B区丘陵上とA区のⅦ層上面の畝状小溝である。丘陵上の竪穴建物2基は居住建物と言

うより、生産活動に伴う可能性もある。いずれにせよ、A区を中心として出土している多くの古代遺物は、

確認した遺構を反映したものでない。

B 遺　　　物

1）出土土器の構成

土器の種別には須恵器、土師器（製塩土器、円筒器台を含む）、灰釉がある。総点数は15654点を数え、

中世土器の7倍強に達する。須恵器と土師器の割合は3：7の比率となる。須恵器では食膳具が9割を占

め、ほとんどが杯である。土師器では煮炊具の甕、鍋で7割を占める。特徴的なのは円筒器台である。強

い火を受けている。5％の比率であるが、甕類が細片化で個体数の割に点数が多いことを考慮すると、個

体数では高い比率を示していると分析できる。この円筒器台は、特に島崎川流域に特徴的で、県の調査し

た梯子谷遺跡［春日2001］、谷地遺跡［小田2006］等でも数個体が出土しているが、これだけ多く出土

しているのは他に例がない。県内では番場遺跡、新潟市釈迦堂遺跡［江口2000］、同前田遺跡、北浦原

遺跡、聖籠町山三賀Ⅱ遺跡、神林村西部04遺跡等で出土している。県外では北陸地方でも多くの出土が

あり、石川県寺家遺跡［小嶋ほか1988］、富山県じょうべのま遺跡［高島ほか1974］等がある。成形は製

塩土器と共通し、強く被熱し、製塩土器と共伴することから製塩にかかわる器台とされていたが、製塩土

器が出土しない遺跡でも認められ、必ずしも製塩に限定して使用されたものでないと理解されるようにな

った。寺前遺跡では、製塩土器は数点認められるが、円筒器台が凌駕する。製塩に限らず、加熱の際の器

台として使用されたものと理解される。

灰釉は2点のみと少ない。
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第81図　県内出土の円筒器台

1

2

3 1：番場遺跡　2・3：谷地遺跡 

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

 4～11：梯子谷遺跡 
12・13：釈迦堂遺跡 

14：山三賀Ⅱ遺跡 
15：前田遺跡 
16：北浦原A遺跡 

0 10cm（1/6） 

（原図：各報告書から） 



土器の出土分布は特徴的である。明確な遺構は丘陵部のB区であるが、ここでは竪穴建物、溝のある

6・7C・D区に集中する。谷部のC区での古代土器の出土は少ない。A区で最も多いのが14B・C区で

全体の4割以上を占め、極端である。調査区の最も西よりの丘陵に近い高位地点である。中世では

SB80・81のあった地点である。遺構は確認されていない。グリッド全体を調査した14Cより約6割を

調査した14Bのほうが圧倒的に出土量が多い。古代の遺構を見逃したか、または調査区外に遺構が存在

したかのどちらかである。もう一つの集中区は10B・Cである。全体の約3割を占める。ここは中世遺

構の中心部であり、中世遺物の最も集中した地点である。調査時点では、中世面2遺構の柱穴から須恵器、

土師器が出土したことから古代に属するとしたが、遺構掘削で古代包含層を掘りぬいた結果と考えられる。

包含層ではⅦ・Ⅷ層が古代であり、古代遺構の確認はⅦ層下面でなければならず、中世面2遺構の確認は

Ⅴ層であったと判断される。円筒器台の集中もこの2地点にある。

古代土器の年代はおよそ8世紀から10世紀に納まる。まず、8世紀初頭から前半にあたると考えられ

る土器は須恵器杯A類（333）、有台杯D1類（532）、杯蓋A0類（550、551）、A1類（552、553）である。
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第30表　古代土器集計表

須　　　　　　恵　　　　　　器 土　　　　師　　　　器

合
計

比
率

総
計

総
比
率グリッド 杯 杯

蓋

有
台
杯

甕 墨
書 鉢 平

瓶

長
頸
瓶

狭
口
壺

横
瓶

合
計

比
率 甕 小

甕 椀 黒
色

有
台
皿

鍋

円
筒
器
台

製
塩
土
器

灰
釉

1A 1 1 4 6 0% 1 2 3 0% 9 0%

1B 7 1 7 15 0% 12 5 12 1 30 0% 45 0%

2A 3 1 4 0% 1 3 2 6 0% 10 0%

2B 69 69 1% 2 12 38 52 0% 121 1%

2C 1 1 0% 1 1 3 5 0% 6 0%

3B 0 0% 1 1 2 0% 2 0%

3C 3 3 0% 0 0% 3 0%

4A 0 0% 16 16 0% 16 0%

5B 0 0% 4 4 0% 4 0%

6A 4 4 0% 0 0% 4 0%

6B 3 1 4 0% 21 21 0% 25 0%

6C 65 14 1 1 2 83 2% 410 152 5 1 6 574 5% 657 4%

6D 13 1 1 1 16 0% 10 1 11 0% 27 0%

7B 9 16 2 1 28 1% 4 1 5 0% 33 0%

7C 32 8 7 3 1 51 1% 231 65 4 300 3% 351 2%

7D 29 4 3 5 1 42 1% 117 2 6 2 2 129 1% 171 1%

8B 1 1 0% 0 0% 1 0%

8C 1 1 2 0% 4 4 0% 6 0%

8D 10 5 1 2 1 19 0% 1 6 7 0% 26 0%

9B 69 9 10 12 4 1 105 2% 86 12 19 1 20 1 139 1% 1 245 2%

9C 80 7 4 7 2 1 3 1 105 2% 129 42 54 3 7 235 2% 340 2%

10A 1 1 0% 0 0% 1 0%

10B 392 23 19 31 15 6 9 3 10 508 11% 695 156 130 8 6 89 1 1085 10% 1593 10%

10C 899 56 24 65 37 21 9 18 20 2 1151 25% 1029 438 386 12 15 100 4 1984 18% 3135 20%

10D 11 6 1 5 23 0% 19 1 19 39 0% 62 0.4%

11B 47 3 4 3 2 2 2 63 1% 38 5 21 1 9 74 1% 137 0.9%

11C 156 12 4 20 4 7 6 3 2 214 5% 224 81 82 2 1 11 1 402 4% 616 3.9%

11D 3 3 6 0% 7 1 2 1 11 0% 17 0.1%

12B 2 1 1 1 5 0% 13 3 1 1 18 0% 23 0.1%

12C 16 1 9 1 27 1% 21 10 5 4 40 0% 67 0.4%

12D 3 2 1 6 0% 7 2 1 2 12 0% 18 0.1%

13B 30 5 3 6 5 49 1% 39 10 9 3 14 2 77 1% 126 0.8%

13C 5 1 5 1 1 13 0% 15 2 4 1 22 0% 35 0.2%

13D 1 4 1 1 7 0% 1 1 2 0% 9 0.1%

14A 0 0% 0 0% 0 0.0%

14B 1127 37 34 30 58 8 2 1296 28% 1990 459 1385 159 3 106 176 1 4279 39% 5575 35.6%

14C 114 6 6 16 9 5 12 1 169 4% 203 125 211 21 19 10 589 5% 758 4.8%

14D 2 1 3 0% 0 0% 3 0.0%

15B 82 2 6 8 1 99 2% 22 2 13 6 5 4 52 0% 151 1.0%

15C 1 1 0% 0 0% 1 0.0%

15D 0 0% 0 0% 1 1 0.0%

不明 353 16 14 32 18 3 0 12 1 8 457 10% 503 54 128 6 3 15 57 1 767 7% 1224 7.8%

合計 3569 231 142 351 160 31 16 78 44 34 4656 100% 5847 1668 2543 218 7 177 513 23 10996 100% 2 15654 100.0%

比率 77% 5% 3% 8% 3% 1% 0% 2% 1% 1% 100% 53% 15% 23% 2% 0% 2% 5% 0% 100% 0%

総比率 22.8% 1.5% 0.9% 2.2% 1.0% 0.2% 0.1% 0.5% 0.3% 0.2% 29.7% 37.4% 10.7% 16.2% 1.4% 0.0% 1.1% 3.3% 0.1% 70.2% 0.0% 100.0%

（点数）
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550の蓋は近接する梯子谷窯跡［春日2001］産の可能性が高い。9世紀～10世紀前半の須恵器は大部

分が小泊産であり、土師器のほとんどがこれに伴うと考えられる。土師器で特徴的な土器は570、571、

601、601といったハケ調整の甕である。西古志型甕［春日2000］と呼ばれているもので、9世紀前半

に位置づけられている。土師器椀Dとしたものは、体部直線的で開きの大きいものである。旧和島村門

新遺跡［田中1995］のⅡ～Ⅲ期（9世紀末～10世紀前半）にあたると考えられる。皿のA及び有台皿のB

類は、類例があまりないが、やはり10世紀前半～中葉と思われる。柱状高台等11世紀代の土器は認め

られない。特徴的な製塩土器（712～714）も出土している。平底薄手の小型土器である。出山遺跡［関

1986］で初めて認識されたもので、最近では胎内市村松浜遺跡［岡本2007］でも出土がある。今のと

ころ出山遺跡を中心とした新潟東港周辺のみの出土であったが、今回の3点が加わった。共伴土器がなく、

時代を特定するにいたっていないが、寺前遺跡では古代包含層のⅦ層で出土しているものがあり、古代の

可能性がある。ちなみに、富山県福光町梅原落戸遺跡7地点［久々ほか1996］で類似の土器が出土してい

るが、ここでは12世紀後半の土器が出土しており、古代の遺物は出土していない。

2）小泊産須恵器杯について

当遺跡で出土している須恵器杯は肉眼観察ではほとんどが小泊産（B類）と判断される。ここでは報告

されている小泊窯跡出土須恵器と比較検討してみたい。本来、層位や全体器種組合せ比率等総合的に検討

すべきであるが、一括資料等明確でないため杯に限定する。窯跡では、杯が何枚も重なって出土すること

がある。よく観察すると隙間のないような見事な重なり具合で、口縁部近くまで隠れている。消費遺跡の

杯をみても、重ね焼痕が明瞭なものが多く、口縁近くにその痕跡ラインを観察できる。このことは杯がほ

とんど重ね焼きされていたこと、同一規格のものが大量生産されていたことを窺わせる。小泊産杯は、時

代と共に口縁が開いていく傾向があり、その角度がある程度の年代を表しているのではないかと考え、そ

れを数値として表してみたい。

佐渡の須恵器窯跡は大きく4群確認されている。南部の小泊窯跡群、国中の大木戸窯跡群、真野湾西の

二見半島窯跡群、両津湾北の北松ヶ崎蟹穴窯跡群である。この中で最大のものが小泊窯跡群である。小泊

では約30地点で窯跡が確認されているが、発掘調査した窯体は14［川村2005］である。

まず、編年の基準とされている小泊窯跡のK402号［川村2005］、下口沢2号［坂井ほか1991］、カメ

畑3号［坂井ほか1991］、フスベ沢［坂井ほか1991］、江ノ下［坂井ほか1991］の5窯跡について見てみる。

なお、杯立上り角度は報告書実測図から測定した。

K402号－4点を測定した。角度は4点とも62°以上で、ばらつきがない。

下口沢2号－5点測定した。1点は66°以上で、他は56～60°。ばらつきは少ない。

カメ畑3号－16点を測定した。1点は50°、他は52°～59°とややばらつきがある。

フスベ沢－9点を測定した。1点は41°であるが他は47～50°におさまる。

江ノ下－21点測定した。45°以下が6点。47°～55°が14点、58°が1点である。かなりばらつきが

見られる。前記4窯跡が比較的角度にまとまりを持っているのに対して、ばらつきが大きく、単一窯であ

るか疑問が残る。江ノ下では4基の窯体が確認されていることから複数窯の遺物の可能性もある。

これを図にしたのが第82図である。K402・下口沢2号・カメ畑3号・フスベ沢の順に、角度のまと

まりが順に少ないほうに変化していることがわかる。江ノ下は幅が大きいが、フスベ沢より小さい角度の

ものが多いことがわかる。このことは編年順に角度が小さくなっていくことを表しており、角度がある程
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第82図　　小泊産須恵器杯の遺跡間比較
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Ｋ
四
〇
二

分類
［川村2002,

2005］

口径（cm）

分類

立
上
が
り
角
度

● ●
●
● ●

〜
　66°

●
● ●

●
● Ⅰ－1

（9c前）

●
●
●
●
●

●
●

●
●

　65°
〜

　62°

● ●
●
●

●
●

　61°

●

●
●
●
●
● ● ●

●
●
●
●
●

　60°

●
●
●
●
● ● ●

●
●

●
●
●
●
●●

　59°

● ●

●
●
●
●
●

●
●

●
● ● ●

Ⅰ－2
（9c前～中）

●
●
●
●

●
●

　58°

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
● ●

●
●
●
●
●

　57°

● ●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
● ● ●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

　56°

●
●
●

●
●
●
●
●●

●
●
●
●

●
●

●
●
●

●
●
●

　55°

● ●

●
●
●
●
●●

Ⅱ
（9c後） ●

●

●
●
●
●
●● ●

　54°

●
●
●

●
● ● ●

●
●
●
●
●

●
● ● ● ●

●
●
●
●
● ●

　53°

● ● ● ● ●
●
●

●
●

●
●
●
●
●●

●
●
●

　52°

●

●
●
● ●

●
●
●

●
●
● ●

●
●
●

●
●
●
●
●

　51°

●
●
●

●
●
● ● ●

●
●

●
● ● ●

●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

　50°

●
● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●
●

●
●
●
●

　49°

●
●
● ● ● ●

●
●

●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

Ⅲ－1

●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

　48°

●
●
●

●
●

●
●
● ●

●
●

●
●
●

●
●

●
●

●
● （9c末～

10c前）

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

　47°

●
●

●
●

●
●
● ●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●

　46°

● ● ●
●
● ●

●
●

Ⅲ－2
●
●
●
●

●
●
●

　45°

●
●
● ● ● ● ● ● ●

●
●
● ●

●
●

●
●
●

●
●
●

　44°
〜

　41°

●
● ●

　40°
〜

寺　　前

カ
メ
畑
３
号

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●
●

●
●
●

●

c（
13.1
〜

）

b（
12.1
〜

13.0
）

a（

〜
12.0
）

367 

348 

351 

338 

342 

306 

369 

389 

380 

403 

400 

411 

B1類
（口径高さ比率）
（平均0.28）

B2類
（口径高さ比率）
（平均0.26）

B3類
（口径高さ比率）
（平均0.24）
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度時代を反映していることを示している。

寺前遺跡出土須恵器杯はほとんどがⅦ・Ⅷ層出土である。約200点の土器角度を見ると40～60°まで

満遍なく存在することがわかる。小泊窯跡と比較すると、角度の大きいものはK402に近いが、K402は

底部ヘラケズリが特徴であり、寺前には見られない。およそB1類が下口沢2号段階、B2類がカメ畑3号

段階、B3類がフスベ沢、江ノ下段階にあたると考えられる。量的にはB3類が最も多く、ついでB2類、

B1類である。角度により3分類した各々の類の口径高さ比率は、B1類が0.28、B2類が0.26、B3類が

24と、口縁が開くにつれて浅くなることがわかる。

同様に他の消費遺跡と比較してみたい。新潟市釈迦堂遺跡［江口2000］は、小泊産須恵器が層位別に

多く出土している。春日［2006］によればⅨ層とⅧ層の間に地震による噴砂が認められ、これが貞観5

年（863）であることを前提に、上層のⅦ・Ⅷ層を9世紀第4四半期、Ⅸ層を第3四半期、Ⅹ・ⅩⅠ層を第

2四半期にそれぞれ当ててある。角度の分布を見ると第4四半期としたⅦ・Ⅷ層は多くが寺前遺跡のB3

類にあたり、小泊ではフスベ沢、江ノ下段階に合致する。その下のⅨ層はばらつきが多く、寺前のB2、

3類に当たる。小泊ではカメ畑、フスベ沢、江ノ下段階である。このⅨ層は上下2グループに分離できる

可能性がある。Ⅹ層は最も資料が多く、寺前のB1、2類段階であるが、B3類段階も連綿と存在する。特

に多いのが下口沢2号段階である。釈迦堂遺跡では、層位別に明確に角度の変化をつかむことはできない

が、傾向はつかむことができる。同じく貞観5年（863）の地震噴砂の上層とされる、長岡市八幡林遺跡I

地区2層出土の土器の角度分布は釈迦堂Ⅶ・Ⅷ層にほぼ一致する。同様なのが胎内市蔵ノ坪遺跡［飯坂

2002］、新潟市牛道遺跡［立木1999］である。また、新潟市上郷遺跡［春日1997］はこれらより口縁

の開きが大きい（角度が小さい）。

3）文 字 資 料

墨書土器については、新潟県立歴史博物館　浅井勝利氏に解読をしていただいた。以下その結果を記す。

墨書及び墨痕のある土器片は、須恵器杯77点、須恵器有台杯1点、須恵器蓋1点、土師器椀1点、土

師器有台椀1点の合計81点である。須恵器杯ではB1類に墨書は認められずすべてB2、B3類である。

文字は全て1文字で「王・玉」9点、「中」4点、「田」5点で、他に「今」「内」「大」「川」「成」「有」

「上」「文」「正」等がある。このうち493、527、531は特異な文字であるが「王」、398、513、514は

「内」であると考えられる。いずれも一文字であり、意味内容は明確でなく集落の性格を表すようなもの

はない。9世紀後半～10世紀前半の集落では一般的に見られる傾向と言える。

C 古代の寺前遺跡

古代の遺物は9世紀～10世紀前半が中心となる。8世紀に遡る須恵器も少数あるが、集落に伴う遺物

量ではない。遺物の出土量は多く、墨書土器の存在、石　、銅製鈴の存在は集落の存在を示すものである。

調査区内では、丘陵上のB区で竪穴建物が2棟確認されたが、谷部のA・C区にも集落が存在したもの

と考えられる。調査区内ではその存在を明確にすることはできなかったが、西側山裾に集落が存在した可

能性は高い。古代には北陸道の官道が通過していたルートであり、重要な位置を占めていた。その重要性

は中世になっても変わらない。須恵器では小泊産が多く、直接出雲崎に入ってきたものと考えられ、寺前

遺跡は陸路および水上交通の中継地点として位置づけることができる。
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A 木組み遺構

縄文時代の遺構は、谷筋の溝で検出した所謂木組み遺構である。集落とは離れ、寺前遺跡のような谷筋

で発見される場合が多い。縄文中期～弥生時代にかけて全国的に確認されている［渡邊2004］。一般に

ドングリ類の水さらし場遺構と言われ、近くでドングリ類が出土することもある。

晩期で確認した木組み1・2は、同じ溝に約4m離れて存在する。残存するのは横木が多く、縦木は少

ないが、当初は木組み3のように組んであったと考えられる。木組み3は後期で縦木と横木が確認され、

組んであった様子が覗える。杭も確認されていることから、杭により方形に囲ったものと思われる。水さ

らし場遺構として理解しやすい遺跡は、弥生時代の北九州市の小西田遺跡［前田ほか2001］である。ここ

では、溝に沿って板で組んだ箱状のものが連続している。箱板の中央には切込みがあり、そこから上水が

流れるようになっている。寺前遺跡と類似の遺構は、秋田県柏子所Ⅱ遺跡［村上2005］にある。ここで

は寺前遺跡と同じような木組み（SX42）があるが、それを挟むように上、下流部に切り込みのある板材

が存在する。その下流部にも切り込みのある板材がある。埼玉県赤山遺跡［金箱ほか1989］のものは、規
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第83図　類似の木組み

木組3

杭 MD47

MD48MD48

板材2

杭4
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杭5

杭2
杭1

杭3

板材1

板材3

板材4
RP（51） 

H

A

B 0 1m（1/60） 寺前遺跡 

秋田県柏子所Ⅱ遺跡跡（原図：報告書から） 

SX42水さらし場下部構造 



模が大きく、丸木で方形に組んだ木組みが連続する。水さらし場とされる木組み遺構には、水を制御する

板材が存在するものと寺前遺跡のように存在しない（存在した可能性もある）ものとがある。柏子所Ⅱ遺跡

のものは、規模、木組みの出土状況に寺前遺跡と共通性が大きく、このような遺構が一般的に広く分布し

ていたことを伺わせる。

渡辺［2004］によれば、新潟県内の水さらし場遺構としては、糸魚川市寺地遺跡、朝日村元屋敷遺跡

［滝沢ほか2002］が挙げられている。他に柏崎市刈羽大平遺跡でも木組みが確認されている［品田ほか

1985］。

B 層位から見た縄文土器

縄文土器の掲載は、遺構（溝）出土と包含層出土とに分け掲載した。溝は流れ込みなどを含む危険性が

あることから、層位別に出土土器の検討を行う。

基本的にはⅩ層からⅩⅡ層で後期、晩期の土器が出土しているが、時期的に連続するものでなく、後期

は前葉から中葉、晩期は後葉である。

Ⅹ層　晩期を中心とした遺物包含層。A、B2層に細分されるが、特に浅鉢、鉢、壺などの精製土器が

認められる。文様は工字文が主体。粗製土器は深鉢の結節縄文、網目状撚糸文がある。晩期の他

後期の出土もある。分類した各群ほとんどが認められる。時期的に相容れないものである。

ⅩⅠ層　A、B層に細分される。後期ではやはり各群が認められる。また晩期も粗製深鉢を中心に出土

がある。

ⅩⅡ層　後期Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ群を中心に出土しているが晩期も混入する。
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第84図　縄文後期木組み3の地形的位置
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このように、各層で後期、晩期の土器が出土していることが判明した。連続性のない時期の遺物が各層

で混在することは、土層の堆積過程が一般的でなかったか、層位の認識に問題があったかである。第10

図の土層断面図及び遺構平面図を見ると谷筋を流れる川が流路を変えながら常に流れており、それによる

土の浸食、再堆積を繰り返した可能性がある。その結果、各層で後期、晩期の土器が混在したことが考え

られる。しかし、取り上げた遺物を見ると一袋で両時期の遺物が多く混在した状況は認められず、袋別で

は、比較的まとまったあり方を示していた。このことは、層位の認識にも問題があった可能性も示してい

る。このような出土状況から、層位による編年検討には慎重を要する。

C 晩期の土器

土器は出土量が非常に多く集計では約1290kg近くにのぼる（第31表）。出土層位はⅩ層で9割近くを

占める。しかし、量は少ないもののⅩⅡ層まで出土は認められる。出土分布は木組み1、2のある11C区

で4割を占め、隣接地区を合わせると9割近くになり、木組み遺構と土器が密接に関連していたことを推

測させる。
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第31表　晩期土器全体出土量

第32表　晩期土器文様別割合

グリッド 10D 11A 11B 11C 11D 12B 12C 12D 13B 14C 不明 トレンチ 合 計 全体割合

Ⅰ～Ⅸ層 400 13781 1760 18 400 102 19224 1%

Ⅹ層 148 12231 67504 3316 222 7845 7106 123431 10%

ⅩA層 22 225576 396150 13831 1651 50618 15773 973282 75%

ⅩB層 1580 10331 410 27639 2%

ⅩⅠ層 68 546 208 9393 1%

ⅩⅠA層 922 15972 124 15657 1144 36817 3%

ⅩⅠB層 470 1230 4236 11653 1%

ⅩⅡ層 10 2507 36 2625 0%

ⅩⅡ A層 62 7704 882 12443 1%

ⅩⅡ B層 50 68 0%

ⅩⅢ層 24 24 0%

不 明 508 902 534 28 12633 56403 71383 6%

合 計 172 22 241827 516447 17147 1997 82236 24051 18 400 12735 56403 1287802 100%

全体割合 0% 0% 19% 40% 1% 0% 6% 2% 0% 0% 1% 4% 100%

9B 9C 10A 10B 10C

183 88 2492

7057 18002

28 172962 96671

5782 9536

2213 6358

868 2130

2920 2797

60 12

50 3745

18 0

138 237

183 88 28 192068 141980

0% 0% 0% 15% 11%

（単位：g）

（単位：g）

グリッド 9B 9C 10A 10B 10C 10D 11A 11B 11C 11D 12B 12C 12D 13B 14C 不明 トレンチ 合　　計 全体 除その他 精・粗別

精
製
土
器

壺 壺 158 240 124 14 536 0.0% 0.1% 5.2%

鉢
浅鉢
壺

工字文 1071 1044 1134 4033 48 8 483 194 88 157 8260 0.6% 1.2% 79.5%

浮線
網状文

34 34 62 20 4 154 0.0% 0.0% 1.5%

浅鉢
区画内
縄文

14 98 606 18 38 774 0.1% 0.1% 7.5%

鉢
浅鉢
壺

横沈線 180 124 41 233 71 8 8 665 0.1% 0.1% 6.4%

合　　計 1443 1216 1575 5016 48 8 572 232 0 0 96 183 10389 0.8% 1.5% 100.0%

粗
製
土
器

深鉢
鉢
甕

山形集合
沈線

246 64 22 612 22 8 974 0.1% 0.1% 0.1%

結節縄文 24 47172 22536 67244 191921 11098 708 50005 16874 50 2480 14652 424764 33.0% 62.9% 63.9%

沈線
結節縄文

12 2 14 0.0% 0.0% 0.0%

撚り糸 40 13306 7964 21701 23715 72 94 1834 112 936 4660 74434 5.8% 11.0% 11.2%

口縁縄
撚り糸

46 24 70 0.0% 0.0% 0.0%

網目状
撚糸文

12 22113 9343 27940 36908 254 54 3859 502 1186 6451
10862

2
8.4% 16.1% 16.4%

条痕 48 28 9550 6188 22 9761 15403 265 24 12 610 3634 45545 3.5% 6.7% 6.9%

縄文
条痕

6 6 0.0% 0.0% 0.0%

無文 773 342 702 716 47 2580 0.2% 0.4% 0.4%

縄文のみ 70 6 56 1163 1295 0.1% 0.2% 0.2%

甕

刻み隆帯 32 81 22 10 28 34 207 0.0% 0.0% 0.0%

縄文
撚り糸

38 464 893 1395 0.1% 0.2% 0.2%

結節縄文 10 24 97 8 139 0.0% 0.0% 0.0%

口縁縄文 831 28 365 10 34 56 60 1384 0.1% 0.2% 0.2%

口縁条痕 911 911 0.1% 0.1% 0.1%

口縁撚糸 16 606 1020 40 6 20 170 1878 0.1% 0.3% 0.3%

口縁無文 48 48 0.0% 0.0% 0.0%

合　　計 112 12 28 94177 46616 0 22 128518 273788 11424 866 56114 17518 12 50 5348 29661 664266 51.6% 98.4% 100.0%

その他 71 76 96448 94148 172 111734 237643 5675 1123 25550 6301 6 350 7291 26559 613147 47.6%

合　　計 183 88 28 192068 188596 172 22 241827 516447 17147 1997 82236 24051 18 400 12735 56403 1287802 100.0% 100.0%
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第32表は文様を出土地点別に集計した表である。集計は細片が多いため、重量で行った。本来器種分

類してから文様区分すべきところであるが、器種分類が困難な破片が多いため、単純に文様のみの分類と

した。したがって、1個体で複数の文様要素を持つものは別々の集計となる。1破片で複数の文様要素が

あった場合その組み合わせもあり、表としては基準が一定しない。表では可能性のある器種を掲げた。大

きくは工字文等の文様を持つ精製土器と全面縄文や撚糸文の粗製土器とに分類した。粗製土器には単純な

口縁部横沈線や刻みで以下縄文等の土器も含めた。集計結果の数量は、不確実なものも多く含むため厳密

な数字ではない。目的は傾向をつかむことにあり、それを前提に見ていただきたい。その他としたものは、

底部や帰属判断できないもの等である。

まず、浅鉢などを中心とした精製土器と単純文様の深鉢の粗製土器を比較する。その他を除く表結果で

は、精製土器が1.5％、粗製土器が98.4％である。精製土器は小型品が多く、また、下半部に縄文があ

る場合、それは粗製土器文様として入るため、それを考慮する必要がある。単純に精製土器の文様部分が

2割、土器の重量が粗製土器の10分の1とすると、精製土器重量の約15倍が個体数比較の比率となる。

仮にこの比率でいえば約2割が精製土器、8割が粗製土器ということになる。いずれにせよ、粗製土器割

合が大きいことがこの表によって理解できる。

さて、土器文様から見た年代であるが、いわゆる工字文が主体を占める。浅鉢では上野原式土器［中島

1981］に特徴的な、体部文様に縄文充填手法を用いるもの（14・93・94・95・113～115等）がある。

93が典型で、体部に連弧が2段認められる。113～115は沈線に代わって列点刺突で区画している。縄

文充填土器は、工字文に比べるとその割合は十分の一以下である。鉢では7・24が特徴的である。上野原

遺跡や鳥屋遺跡に比べると、頸部文様帯が貧弱である。7では眼鏡状隆帯が肩部にめぐる。この眼鏡状隆

帯は上野原遺跡や鳥屋遺跡では多く認められるが、寺前では少ない。24は流水文風の隆帯がめぐる。特

徴は口縁部の沈線刻み（ハの字状短沈線）である。かなりの頻度で用いられ、大形の甕などにも用いられる。

新発田市館ノ内遺跡D地点［田中1992］でも散見される。もう一つの特徴は鉢下半部に縄文が付される

ことである。上野原段階ではまだ認められるものの鳥屋遺跡［石川1988］ではほとんど用いられなくな

る。ここに地域性を見出すことができる。浮線網状文もわずかではあるが認めることができる（108～

112等）。

精製土器文様からすると鳥屋1式段階を中心としながらも上野原段階までさかのぼると言え、このよう

なあり方は、鳥屋遺跡の状況に共通する。

さて、鳥屋1式は1a式と1b式に細分されている［石川1991］。そのメルクマールとしているのが、

①浮線文の出現、②甕形態を原型とする大形壺形土器の出現、③大形甕形土器の出現、条痕文の出現、普

及である。寺前遺跡では復元個体が少なく、大形壺の認識が難しい。90・128等は微妙な器形である。

しかし、大形の甕はかなりの頻度で認められ、器形として確立し定着していることがわかる。口縁部は折

り返し口縁とそうでないものがある。折り返し口縁部には撚糸・縄文・条痕・沈線等さまざまな文様が付

される。折り返し口縁でないものは、無文が多い。胴部は、網目状撚糸が多いように感じる。条痕も文様

としてかなりの頻度が認められる。肉眼観察では、細かい撚糸と条痕文の区別が明瞭でないものがある。

次に深鉢を中心とした粗製土器であるが、全体の9割近くを占める。文様別では結節縄文が6割以上を

占める。結節の種類にはバラエティ－が多いが、口縁部には結節を数段重ねるものが多い。口縁部形態で

も肥厚する折り返し口縁も多く認められる。次に多いのが網目状撚糸文で、約16％を占める。口縁部横

回転または結節縄文で以下に縦網目状撚糸文のケースが多い。また、190・191のように縄文を交互に
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第86図　寺前遺跡の晩期土器
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配置するものもある。次に条痕文が多い。全体条痕文もあるが、193～195のように口縁部に多段の結

節縄文を配し、以下に条痕あるいは撚り糸を施文するものが特徴的である。80はRR縄文であるが、以

下に条痕があり、同様の文様構成をもつものは、緒立遺跡B地点の弥生土器に認められる。この段階ま

でさかのぼることが判明した。

以下晩期の特徴をまとめる。

①時期は上野原式、鳥屋1式段階に当たる。

②鳥屋1式段階でも鉢下半部に縄文が多用される。眼鏡状隆帯が少ない。楕円を連続する流水文様の隆帯

も少ない。

③文様で、口縁部にハの字状短沈線束が多い。

④深鉢を中心とした粗製土器の割合が圧倒的に多い。

⑤粗製土器の文様にはバラエティ－が多く、今まで弥生段階でしか認められなかった文様もある。

⑥甕も器種として確立しており、条痕文の採用、浮線網状文の存在等、鳥屋式は1b式まで存続する。

D 後期の土器

土器分類において各群に分類したが、各群の特徴を提示する。

Ⅰ群土器　

いわゆる三十稲場式土器である。新潟県内における後期初頭の型式・様式名として定着している。研究

史的及び研究の現状は［田中1999、渡邊1999］に詳しいので省略する。現在新旧2段階分類が一般的

であるが、さらに細分する案［品田2001］もある。橋状把手の形態や把手の波状化、胴部の区画等が新

旧のメルクマールとされるが、寺前遺跡でも新旧2段階が認められる。古段階は275・453・476、新

段階は276・315等が典型である。伴う蓋もあるが、新旧は難しい。また、深鉢は350・472などがあ

る。三十稲場式を特徴付ける刺突文にもバラエティが認められるが、遺構一括出土もないことから細分検

討は行わない。

Ⅱ群土器

いわゆる南三十稲場式土器と呼ばれているもので、大きくは沈線文系土器と総括される。南三十稲場式

土器も大きくは新旧2段階に分類されており、遺跡によっては細分試案も示されている［品田2001］。

文様は数本の集合沈線で縦横文様を描くことが特徴で、時代が新しくなるにつれて、細沈線化、多条化す

るとされている。321等は細沈線化したものである。

寺前遺跡出土のものは波状口縁で胴部にやや膨らみを持つものが多く、これは他遺跡同様一般的傾向で

ある。全体文様構成を追えるものがほとんどなく細分は行っていない。口縁はやや膨らみを持ち、そこに

沈線刻みが施されるもの（327・430・433・478など）が多く、胴部は数本の集合沈線が直線、波状に垂

下するが、括れ部横沈線で文様帯を区切るものもある（281・ 235・ 283）。胴部上半が無文のもの

（285・324・369・459）があるが、これらは信州の影響とも言われる。平口縁の土器（279・280・

461・462）では、胴部に膨らみがなく直線的である。文様構成は同じである。

Ⅲ群土器

文様のうかがえるのは、1個体のみである（455）。器形はⅡ群波状口縁土器に類似する。平口縁で口縁

に沿って沈線刻みが巡ることはⅡ群に共通する。胴部は2本沈線でU、V字の文様構成をとる。沈線内ま

たは沈線に沿って刺突が連続する。このような文様構成は、称名寺式に共通する。Ⅱ群と文様構成が全く
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異なり、特徴的である。

Ⅳ群土器

口縁部破片のみである。同部上半部が無文で、波状口縁、沈線が巡る。胴部に膨らみを持ち、曲沈線で

文様を描くと考えられる。十三本塚北遺跡のB群土器であり、信州の影響とされる［品田2001］。出土

量は少ない。

Ⅴ群土器

横沈線を基本とする土器群で他遺跡でも散見されるが、寺前遺跡では比較的まとまって出土しており、

特徴的である。口縁部破片が多く、胴部文様は明確でない。沈線施文部分に縄文を施さないⅤa群平口縁

の土器はほとんどが胴部に張りのない深鉢で下半部は無文となるが、縄文も少数認められる。291・

324・333・337は口縁部に沿って刻みがあり、Ⅱ群の系譜を引く。以下に横沈線が数本巡っている。

口縁部無文のものも多くある。類似の土器は朝日村元屋敷遺跡、アチヤ平遺跡で出土している。包含層出

土のため、共伴関係は明確でない。沈線は間隔を持って引かれるものと、密に引かれるもの（297・

295・378等）とがある。密に引かれるものは、堀之内式との関連をうかがわせる。Ⅴbの波状口縁のも

の（296・331・466）は、口縁部が無文で、口縁に沿って縄文が施され、沈線が数本巡る。292、376

は沈線を縦に切っており、加曾利B式土器との関連性をうかがわせる。331、466は胴部に磨り消しがあ

る。

Ⅵ群土器

口縁部無文で、以下に条線状横沈線が巡る（Ⅵa）ものでまとまった出土を見せ特徴的である。上下帯

状に沈線で区切るもの（383・406・407・426）とそうでないもの（418・441・465）とがある。他遺

跡でも散見されるが、これほどまとまった出土はない。406は区画内に鎖状沈線が、382では斜格子目

沈線がめぐる。県内では、刈羽大平縄文時代第Ⅱ群土器［品田1985］、上ん原第Ⅱ期［前山1994］、長

岡市（旧和島村）十二遺跡［田中1996］、アチヤ平遺跡［金内2002］、元屋敷遺跡［金子2002］等にあ

る。Ⅵb群としたものは、鎖状沈線が見られるものである。

Ⅶ群土器

全て浅鉢である。内面口縁に列点、以下に沈線が数条施される。外面は無文、横磨り消し縄文である。

加曾利B式の範疇と考えてよい。

Ⅷ群土器

磨り消し縄文を一括したが、時期は明確でない。
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第33表　後期土器全体出土量

グリッド 9B 10B 10C 11B 11C 11D 12C 12D トレンチ 不明 合計 割合

Ⅰ～Ⅸ層 210 340 6 528 16 1100 0.3%

Ⅹ層 719 8557 804 9216 250 19546 4.7%

ⅩA層 5112 16272 1174 9494 40 1538 6 33636 8.0%

ⅩB層 266 31032 3136 170 34604 8.2%

ⅩⅠ層 504 14338 581 1092 16515 3.9%

ⅩⅠA層 1209 103860 31259 104 136432 32.5%

ⅩⅠB層 2954 13231 82 39964 10154 66385 15.8%

ⅩⅡ層 5661 12618 1568 19847 4.7%

ⅩⅡA層 7188 25435 2466 27965 2010 65064 15.5%

ⅩⅡB層 140 604 1327 2071 0.5%

ⅩⅢA層 3590 3590 0.9%

ⅩⅣA層 104 104 0.0%

ⅩⅤB層 220 220 0.1%

ⅩⅥA層 88 2 90 0.0%

不明 646 76 12383 18 1928 113 44 2208 3415 20831 5.0%

合計 856 24137 241760 4550 126245 40 16774 50 2208 3415 420035 100.0%

割合 0.2% 5.7% 57.6% 1.1% 30.1% 0.0% 4.0% 0.0% 0.5% 0.8% 100.0%

（単位：g）



Ⅸ群土器

口縁部に沿って円形刺突が巡る深鉢である。後期前葉に特徴的である。

Ⅹ群土器

その他、無文・縄文のみの土器を一括した。

分布及び出土層位

まず、分布は木組み遺構のある10C・11C区に集中する。この2グリッドで調査面積の5割以上を占

めることから当然の結果と言える。次に文様から見た割合であるが、一番多いのがⅡ類のいわゆる南三十

稲場式土器で、縄文や条線等の素文土器を除いた有文土器の中では54％を占める。次が三十稲場式土器

のⅠ類で20％、その次が、当遺跡を特徴付けるⅤ群・Ⅵ群土器で16％を占めている。このⅤ・Ⅵ類は、

他遺跡でも散見されるが、これだけまとまった出土をした遺跡はこの寺前遺跡が初例であろう。後述する

が、ある一時期を画した土器群であろう。

県内の加曾利B1式期段階前後

県内の当該期の土器のまとまった一括資料は乏しく、実態がつかめていないのが現状である。新潟県の

考古学［渡邊1999］では、長岡市岩野原遺跡8I－L1土坑［駒形1981］、新潟市上ン原遺跡、上越市顕

聖寺遺跡、真野町浜田遺跡、羽茂町甚兵衛遺跡などが挙げられているが、遺構出土は岩野原遺跡8I－L1

土坑のみである。ここでは南三十稲場式土器も出土しているが、少数である。ここでの器種構成は、深鉢

と浅鉢で、浅鉢は直線状に開く典型的なものである。外面は無文又は縄文に横沈線で、縦に区切るものも

ある。深鉢は寺前遺跡Ⅴ群土器としたもので、ほとんどがこの類に入る。加曾利B1式浅鉢に伴う深鉢の

典型として捉えることができる。また、Ⅵ類とした横沈線区画内を条線で充填する土器破片も確認できる。

ここで県内の後期前半で良好な資料が出土し、編年案が示されている柏崎市十三本塚北遺跡と朝日村元

屋敷遺跡［金子2000］および後期中葉の良好な資料の出土した三条市（旧下田村）成就院脇遺跡［勝山

2004］・岩野原遺跡と寺前遺跡を比較してみたい。三十稲場式土器から南三十稲場式土器古段階までは

大方同じような変遷をたどる。南三十稲場式新段階は、十三本塚北遺跡、元屋敷遺跡ともに多条沈線文化

では共通するが、元屋敷遺跡では十三本塚北遺跡に見られない進化形態の南三十稲場式（最新段階）土器

が存在する。波状口縁が多く、口縁部文様帯は全て横細沈線（条線）となり、縦沈線が見られなくなる。

また、胴部縦沈線も多条化し、ほとんど全面を覆うようになり、口縁部の横沈線のみのものも出現する。

波状口縁部に重弧線文を配するのも新しい要素である。これら十三本塚北遺跡に見られない様相が寺前遺

跡、成就院脇遺跡には認められる。
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第34表　後期土器類別出土量

グリッド 9B 10B 10C 11B 11C 11D 12C 12D トレンチ 不明 合計 全体割合 有・素別

Ⅰ 62 893 9483 48 3920 211 42 26 14685 3.5% 20.5%

Ⅱ 38 1231 17313 98 15859 2546 148 1520 38753 9.2% 54.2%

Ⅲ 1610 1610 0.4% 2.2%

Ⅳ 238 453 54 958 250 335 2288 0.5% 3.2%

Ⅴa 40 3285 98 1608 70 12 74 5187 1.2% 7.2%

Ⅴb 722 140 10 872 0.2% 1.2%

Ⅵa 695 3037 58 985 54 128 4957 1.2% 6.9%

Ⅵb 88 390 478 0.1% 0.7%

Ⅶ 1493 4 28 8 56 1589 0.4% 2.2%

Ⅷ 26 4 651 464 1145 0.3% 1.6%

小計 126 3101 36525 360 25962 0 3131 10 338 2011 71564 17.0% 100.0%

Ⅸ 3223 635 100 36 3994 1.0% 5.4%

Ⅹ縄 4097 12084 500 5047 2590 214 24532 5.8% 33.1%

Ⅹ条 216 3622 4097 96 78 8109 1.9% 10.9%

Ⅹ撚 1326 412 1738 0.4% 2.3%

Ⅹ網 36 24 18 78 0.0% 0.1%

Ⅹ無 22 4745 22226 388 7098 540 580 102 35701 8.5% 48.1%

小計 22 9094 42505 888 17307 0 3326 0 794 216 74152 17.7% 100.0%

その他 708 11942 162730 3302 82976 40 10317 40 1076 1188 274319 65.3%

有
文
様

素
文
様

（単位：g）
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寺前Ⅴ群としたものは上半部に横沈線が廻るものであるが、地文に縄文を付すもの（Ⅴb）と無文のも

の（Ⅴa）とがあり、胴部の縦区画はない。このⅤ類は十三本塚北遺跡では確認できないが、元屋敷遺跡、

成就院脇遺跡では出土している。平口縁のものでは、口縁端部に刻みを付すものは、南三十稲場式に系譜

か求められる。横沈線のみのものは、長岡市岩野原遺跡の加曾利B1式段階の土坑から多く出土している。

十日町市向原Ⅱ遺跡［長沢2000］、同 内後遺跡［長沢2006］でもこのⅤ群は出土しており、堀之内Ⅱ

式または加曾利B1式に伴ったと考えられる。ここでは、堀之内Ⅱ式が比較的まとまって出土しており、

Ⅵb群の出土もある。Ⅴb群は波状口縁で、頂部に円形突起を持ち、内面には沈線が廻ることが特徴であ

る。296は頂部にのの字状沈線が、376は頂部で縦沈線が区切っている。このⅤ群は南三十稲場式の系

譜を引きながら、縦区画の消失に象徴されるように、時期、形式の変化と捉えることが可能である。

Ⅵ群とした太い横沈線区画の中を条線様の細い沈線で充填する土器もまとまって出土している。この類

も十三本塚北、元屋敷ではほとんど認めらない。成就院脇、岩野原遺跡では散見される。このように見る

と、このⅤ類・Ⅵ類（Ⅵbを除く）は南三十稲場式土器には伴わず、後続する土器群と捕らえることが可

能である。加曾利B1式段階の在地土器である。

遺構一括土器が無く、文様及び他遺跡との比較において検討した。今まであまり明確でなかったⅤ・Ⅵ

群土器がまとまって出土し、在地土器の位置づけをすることができた。在地色の強い南三十稲場式土器か

ら広範な強い斉一性を持つ加曾利B式土器への過渡的段階の土器群であり、いかにも越後らしいあり方

と言えよう。今後遺構一括出土資料を望むと共に、その分布を見ていく必要がある。

E 石　　　器

縄文時代 土器では後期前半と晩期後半に分かれるが、層位的にはあまり明確な形で分離できない。一

応Ⅹ層は晩期相当層、ⅩⅠ・ⅩⅡ層が後期相当層として石器組成を見る。まず、晩期では調理具の磨石類・

石皿が80％と高率を占める。次に多いのが伐採・加工具の磨製石斧、狩猟具の石鏃である。調理具が圧

倒的比率を占め、特異な組成となっており、遺跡の性格を反映した結果と言える。縄文後期も同様で磨石

類が90％以上を占めている。この遺跡は、後期、晩期ともにトチやドングリなどの堅果類の水さらし等

の加工場であったことと調理具の磨石類の卓越は、直接的な関わりを持つ。当該期（晩期）新潟県内の石

器組成は地域によりばらつきがあるが寺前遺跡のような極端なあり方を示す遺跡はない。石川［1997］

によれば、寺地遺跡（A地点）、新発田市舘ノ内遺跡（D地点）で比較的多く調理具の出土がある。しかし、

半数を超えることはない。

第Ⅵ章　総　　　括
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第35表　縄文石器組成

砥
石

軽
石

台
石

す
り
石
類

石
核

石
皿

ド
リ
ル

ハ
ン
マ
ー

石
鏃

磨
製
石
斧

両
極

石
冠

石
棒

不
定
形
石
器

剥
片

チ
ッ
プ

合
計

Ⅹ層 （縄文晩期） 2（1） 2 118（9） 2（1） 4（2） 4（4） 7（7） 12（11） 1（1） 1（1） 2（2） 1 223 74 453（39）

ⅩⅠ・ⅩⅡ層 （縄文後期） 1（1） 1 35（10） 1（1） 1（1） 29 6 74（13）

ⅩⅡ層以下 （縄文中期） 1 1（1） 2（1）

合計 3（2） 2 1 154（19） 2（1） 4（2） 4（4） 1（1） 7（7） 13（12） 1（1） 2（2） 2（2） 1 252 80 529（53）

（ ）は内実測点数



F 縄文時代の寺前遺跡

寺前遺跡縄文層の発掘調査は平成2年度に行われたが、このような谷筋の低地で土器が多量に出土した

ことは予想外であった。集落が立地する地形でなく、谷筋の溝に木組み遺構のみが検出され（後期1、晩

期2）、生産にかかわる水場遺構として認識された。整理の結果、時期は縄文後期前葉から中葉初め及び

晩期後葉であることが判明した。土器は大型の粗製土器の割合が多く、精製土器の割合が少なく、一般集

落遺跡とは違ったあり方を示す。このことは石器組成にも反映し、磨石類、石皿といった調理具が卓越す

る結果が得られた。このことは、縄文時代の寺前遺跡が、集落でなく生産の場であったことを裏付けたも

ので、水場遺構がトチの実やどんぐり類の灰汁抜き加工の場で、粗製土器を用いて煮込みと水さらしを繰

り返していたことを証明した。

さて、彼らの居住地はどこかといえば、尾根を隔てた北側丘陵上の、縄文中期から晩期の乙茂遺跡群で

あった可能性が高い。

3 縄 文 時 代
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乙茂遺跡群（縄文中～晩期）乙茂遺跡群（縄文中～晩期）

寺前遺跡 寺前遺跡 

0 400m（1:10,000） 

第88図　縄文晩期主要石器組成
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第89図　縄文後期主要石器組成
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第90図　近接の縄文集落遺跡
（出雲崎町「出雲崎町全図 1:10,000原図 平成11年発行）



要　　　約

1 寺前遺跡は、一般国道116号出雲崎バイパス建設に伴い、昭和63・平成元・2年度に新潟県教育委

員会が発掘調査した。

2 発掘調査地点はA・B・Cの3地点に分かれ、全体発掘調査面積は8080m2である。

3 調査の結果、主に中世・平安時代、縄文後期・晩期の遺構、遺物を検出した。

4 中世は12世紀後半～15世紀にわたるもので、3枚の遺構確認面を検出した。遺構には、掘立柱建物

27、井戸13、溝、ピット多数、木道2がある。遺構は中世前期が中心で、建物群が2面で検出された。

5 遺物には、珠洲焼・中世土師器青磁・白磁等の輸入陶磁器といった土器類、砥石・硯等の石製品、礎

盤（板）・柱根、漆器椀・皿・粗型・漆箆等の漆器生産工具、木簡等の木製品、鎌・刀子といった金属

製品、溶解炉壁・鋳型・羽口といった鋳造を中心とした製鉄関連遺物等多数にわたる。

6 鋳造関連遺物のまとまった出土は、県内では初例であり、鋳型から鍋、梵鐘や仏教法具などが生産さ

れていたことがわかる。C14年代では、10世紀後半から12世紀までの可能性を示す年代が示されて

いるが、中世を中心とした生産であったと考えられる。ほかに製鉄・鍛冶も行っていたことがわかる。

7 木地関連では、粗型やろくろ途中の皿、漆箆の出土があり、生産工程を知ることができる。材料はケ

ヤキが多い。漆は肉眼観察ではあまり高級品はないものと推測される。他に曲げ物等も生産されていた

ことが、多数の樺皮の出土から想定される。

8 木簡も数枚確認された。塔婆・呪符のほかイロハを記した珍しい木簡も出土した。

9 中世の寺前遺跡は街道に面した在地有力者の屋敷であり、鋳造を中心とした製鉄や漆器等木製品の生

産を行い、広く経済活動を行っていたと考えられる。

10 古代の遺構は、畝の溝のほか、丘陵尾根上で竪穴建物2基が検出されたにすぎず、遺跡の性格を判断

することは難しい。しかし、土器を中心として出土遺物は多い。年代は9世紀から10世紀前半である。

特に小泊産の須恵器が多く、地理的に小泊から出雲崎に直接入ってきた可能性がある。また、円筒器台

が多いのも特徴であり、この流域で特に目立つ。

11 土器のほかに石製の　帯や銅製の鈴もあり、古代の寺前遺跡はやはり街道に面し、在地有力者が調査

区外に居を構え、居住していた可能性が高い。

12 縄文時代は2時期で活動が認められる。後期は前半の南三十稲場式期から中葉の加曾利BⅠ式期まで、

晩期は後葉の上野原式期から鳥屋Ⅰ式期にかけてである。両時期ともに、川谷筋に木組みの遺構を確認

した。食用堅果類の水さらしのための木組みと考えられ、県内で確実の例としては初例である。

13 遺物では土器が多く、中でも粗製土器が圧倒的で、深鉢はススや炭化物の付着したものが多い。石器

では剥片石器、狩猟具が少なく、磨石類といった調理具が圧倒的である。

14 縄文後期の土器では、加曾利BⅠ式段階にあたると考えられる在地の土器を認識することができた。

15 縄文時代の寺前遺跡は、どんぐりやトチノミのあく抜きのための水さらしや煮沸の作業場であった。

このことは、調理具が圧倒的比率を占める石器組成や深鉢を中心とした粗製土器の多さからも窺うこ

とができる。近接して居住集落が存在したものと考えられる。
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別表1 遺構観察表　掘立柱建物

中世面1

SB80 14B
3×2 桁行（m） 10.3 面積（㎡） 42.0 

梁間（m） 4.1 方位 N14゜E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

66 64.0 60.0 14.0 ○
65 72.0 65.0 23.0 ○
63 80.0 65.0 27.0 ○
189 - - - ○
186 （55.0） （35.0） （18.5） ○
194a - - - ○
192a 63.0 62.0 29.0 ○
181 65.0 60.0 40.0 ○
172 52.0 52.0 23.5 ○
62 77.0 68.0 45.0 ○
184 66.0 56.0 36.5 ○

SB81 13B・14B
3×2 桁行（m） 9.7 面積（㎡） 40.7 

梁間（m） 4.2 方位 N15゜E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根
187 - - - ○
174 56.0 46.0 26.5 ○
188 35.0 32.0 19.5 ○
36 55.0 45.0 46.5 ○

194b - - - ○
192b - - - ○
182 61.0 45.0 22.0 ○
53 70.0 55.0 13.0 ○
29 50.0 50.0 24.5 ○
190 53.0 42.0 59.5 

SB82 14B・14C、15B・C
4×2 桁行（m） 7.2 面積（㎡） 37.18（49.4）

梁間（m） 5.2（6.9） 方位 N11゜30´E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

85 52.0 43.0 22.0 ○
01 56.0 37.0 38.0 ○
02 20.0 20.0 -
03 19.0 19.0 20.0 
161 30.0 20.0 26.0 ○
04 25.0 23.0 8.5 
05 25.0 22.0 25.0 
79 40.0 40.0 30.0 ○
175 57.0 57.0 17.0 ○
06 28.0 20.0 44.5 
97 32.0 28.0 17.5 
87 75.0 45.0 33.0 ○
43 50.0 40.0 27.5 ○
83 30.0 26.0 20.0 ○
81 35.0 32.0 10.0 
80 32.0 29.0 15.0 ○
39 52.0 44.0 30.0 ○

SB307 10B・C
3×2 桁行（m） 5.1 面積（㎡） 23.0 

梁間（m） 4.5 方位 N58゜E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 17.0 17.0 26.0 
11 37.0 35.0 39.0 
10 32.0 32.0 18.0 
9 55.0 35.0 19.0 ○
8 56.0 44.0 25.0 
7 47.0 42.0 29.5 
6 34.0 31.0 16.5 
5 26.0 26.0 16.5 
4 20.0 18.0 13.0 
3 36.0 32.0 10.0 ○
2 2.0 23.0 7.0 ○
12 27.0 25.0 24.0 
15 33.0 30.0 13.5 
14 33.0 28.0 7.0 
13 48.0 30.0 39.0 

SB301 11B・C
5×3 桁行（m） 10.0 面積（㎡） 64.0 

梁間（m） 6.4 方位 N 62゜E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 29.0 23.0 44.0 
7 27.0 25.0 27.5 ○
8 27.0 26.0 25.0 
18 35.0 30.0 40.0 
19 28.0 26.0 23.5 
20 35.0 31.0 25.8 
21 25.0 25.0 32.0 
22 37.0 30.0 43.5 
23 40.0 37.0 11.8 
13 40.0 30.0 46.5 
6 20.0 18.0 11.5 
5 40.0 37.0 20.8 
4 32.0 32.0 47.0 
3 45.0 37.0 32.0 
2 35.0 32.0 27.5 
9 40.0 38.0 58.0 
16 47.0 35.0 39.0 
17 42.0 35.0 44.0 ○
15 31.0 31.0 33.5 
14 35.0 35.0 45.0 
12 31.0 31.0 30.0 
11 40.0 37.0 39.0 
10 31.0 31.0 45.0 

SB305 10C・D、11C・D
4×3 桁行（m） 12.3 面積（㎡） 69.5 

梁間（m） 5.7 方位 N28゜30´W
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

4 40.0 40.0 12.0 ○
5 39.0 39.0 8.0 ○
6 50.0 48.0 15.8 ○
7 64.0 57.0 28.8 ○
8 - - - ○
9 57.0 50.0 10.3 ○
10 35.0 30.0 30.3 
11 100.0 70.0 32.5 ○
16 52.0 37.0 49.5 ○
17 50.0 45.0 23.0 ○
1 29.0 28.0 21.0 ○
2 50.0 40.0 10.0 ○
3 40.0 40.0 3.0 ○
19 45.0 45.0 20.0 ○
14 60.0 60.0 22.5 ○
13 60.0 55.0 29.3 ○
12 36.0 36.0 26.0 ○
15 60.0 42.0 10.0 ○
18 35.0 30.0 18.3 ○

SB303 11B・C、12B
2×2 桁行（m） 2.8 面積（㎡） 6.3 

梁間（m） 2.3 方位 N28゜30´W゜
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

3 25.0 20.0 27.0 
4 15.0 15.0 18.0 
5 20.1 20.1 13.0 
6 18.0 15.0 23.8 
7 20.0 17.0 12.0 
8 19.0 19.0 16.0 
1 20.0 16.0 6.0 

SB308 11B・C、12B・C
4×2 桁行（m） 5.5 面積（㎡） 14.8 

梁間（m） 2.7 方位 N27゜W
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 39.0 35.0 38.0 
2 25.0 22.0 12.5 
3 30.0 25.0 23.2 
4 25.0 21.0 37.5 
5 18.0 18.0 14.0 
6 38.0 36.0 22.5 
7 26.0 26.0 47.5 ○
8 19.0 19.0 10.5 
9 45.0 33.0 40.8 
10 26.0 23.0 25.5 
11 24.0 17.0 11.0 
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SB302 11C
3×2 桁行（m） 5.5 面積（㎡） 19.25（23.65）

梁間（m） 3.5（4.3） 方位 N60゜30´E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 30.0 27.0 14.0 ○
5 35.0 34.0 15.0 
9 55.0 43.0 30.5 ○
13 40.0 32.0 28.0 
14 33.0 25.0 14.0 
15 32.0 30.0 9.5 
16 45.0 40.0 50.5 
12 47.0 45.0 11.5 ○
8 38.0 37.0 8.0 ○
4 20.0 20.0 23.0 
3 22.0 21.0 3.5 ○
2 14.0 14.0 8.5 
6 50.0 43.0 22.8 
11 35.0 28.0 10.5 ○
7 32.0 27.0 9.0 ○

SB304 12C
2×1 桁行（m） 2.6 面積（㎡） 4.7 

梁間（m） 1.8 方位 N61゜30´E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 27.0 22.0 19.0 
2 22.0 18.0 17.0 
3 28.0 28.0 24.0 
4 23.0 21.0 17.5 
5 20.0 18.0 15.0 
6 27.0 24.0 6.5 ○

SB306 10C・11C
5×3 桁行（m） 10.4 面積（㎡） 79.6 

梁間（m） 7.7 方位 N28゜30´W
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 短軸（cm）

1 40.0 34.0 10.0 
2 38.0 33.0 8.0 
3 40.0 35.0 19.0 
4 26.0 25.0 15.0 
5 38.0 35.0 25.0 
6 39.0 22.0 14.0 
7 30.0 30.0 6.0 
8 33.0 30.0 18.0 
9 98.0 72.0 41.0 ○ ○
10 63.0 45.0 12.0 
11 60.0 43.0 11.0 
12 55.0 45.0 16.0 
13 35.0 25.0 5.0 ○
14 45.0 40.0 8.0 
15 39.0 36.0 13.0 
16 36.0 36.0 8.0 
17 29.0 28.0 17.0 
18 42.0 40.0 10.0 
19 33.0 29.0 29.0 
20 55.0 35.0 25.0 
21 39.0 35.0 24.0 

SB399 10C ・D、11C・D
3×2 桁行（m） 4.7 面積（㎡） 15.4 

梁間（m） 3.3 方位 N58゜30´E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 46.0 40.0 19.0 
2 33.0 33.0 5.0 
3 31.0 31.0 4.0 ○
4 40.0 27.0 15.0 
5 39.0 35.0 ‐ ○
6 30.0 25.0 6.0 ○
7 40.0 37.0 5.0 
8 45.0 40.0 24.0 

SB310 12C
3×2 桁行（m） 5.1 面積（㎡） 22.4 

梁間（m） 4.4 方位 N21゜30´E
柱穴No. 短軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 32.0 27.0 17.0 
2 38.0 38.0 18.0 
3 26.0 20.0 16.0 
4 23.0 23.0 10.0 
5 23.0 25.0 11.0 
6 23.0 23.0 12.0 
7 42.0 36.0 20.0 
8 47.0 44.0 34.0 
9 35.0 30.0 11.0 
10 30.0 28.0 12.0 

SB 23 2A・B
4×2 桁行（m） 6.9 面積（㎡） 33.81（41.4）

梁間（m） 4.9（6.0） 方位 N57゜30´E
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

06 （58.0） （51.0） 27.0 
07 40.0 35.0 53.0 
20 40.0 35.0 8.0 ○
08 43.0 40.0 23.5 

013 61.0 （55.0） 35.0 
014 38.0 38.0 53.0 
015 60.0 54.0 31.5 
P5 37.0 36.0 27.0 

09 65.0 38.0 10.5 ○
SK3 50.0 43.0 21.0 
4 49.0 39.0 10.0 
2 48.0 43.0 42.5 

SX37 107.0 96.0 24.5 ○
010 40.0 （35.0） 10.5 ○
011 46.0 42.0 28.0 
012 35.0 35.0 47.5 

SB2 1B
3×2 桁行（m） 6.4 面積（㎡） 23.68（31.36）

梁間（m） 3.7（4.9） 方位 N22゜30´W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

24 45.0 28.0 41.0 
35 40.0 35.0 16.0 
29 30.0 27.0 30.0 
36 30.0 30.0 21.5 
30 25.0 20.0 13.0 
01 38.0 （38.0） 22.0 
28 40.0 35.0 44.0 
27 52.0 38.0 41.0 
23 42.0 38.0 28.5 
02 24.0 18.0 10.0 
26 41.0 40.0 34.0 
03 27.0 25.0 12.0 

中世面2

SB403 10B
3×2 桁行（m） 4.2 面積（㎡） 12.4 

梁間（m） 3.0 方位 N39゜30´W 
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 28.0 26.0 16.5 
4 25.0 25.0 23.0 
6 27.0 23.0 35.5 
8 27.0 23.0 37.5 
9 18.0 17.0 32.0 
10 29.0 23.0 42.0 
7 73.0 53.0 56.0 
5 21.0 18.0 30.5 
2 32.0 26.0 14.7 
3 25.0 25.0 32.5 

SB405 11B
2×1 桁行（m） 3.3 面積（㎡） 6.3 

梁間（m） 1.9 方位 N14゜30´W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 30.0 30.0 41.0 
3 26.0 24.0 45.5 
5 23.0 23.0 22.0 
6 23.0 23.0 15.0 
4 25.0 25.0 20.0 
2 32.0 30.0 23.0 
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SB404 11C 
3×1 桁行（m） 6.2 面積（㎡） 17.5 

梁間（m） 2.9 方位 N20゜W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 37.0 35.0 32.0 
3 25.0 24.0 19.0 
5 30.0 25.0 19.5 
7 27.0 20.0 8.0 ○
8 21.0 18.0 12.0 
6 26.0 24.0 19.5 
4 25.0 25.0 14.5 
2 28.0 28.0 25.5 

SB401 10C・D
4×3 桁行（m） 6.7 面積（㎡） 41.9 

梁間（m） 6.3 方位 N31゜W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 40.0 33.0 4.0 ○
5 35.0 33.0 19.0 
9 56.0 55.0 21.5 ○
13 37.0 26.0 8.5 
17 49.0 40.0 17.5 
18 47.0 43.0 7.0 ○
19 53.0 45.0 37.0 ○
20 43.0 35.0 17.0 ○
16 35.0 32.0 19.0 
12 36.0 35.0 32.0 
8 30.0 30.0 39.5 
4 47.0 40.0 14.0 ○
3 45.0 40.0 30.5 ○
2 77.0 58.0 19.0 ○
6 63.0 34.0 31.5 
10 52.0 52.0 26.0 
14 55.0 40.0 25.0 ○
15 32.0 30.0 34.5 
11 80.0 60.0 34.0 ○
7 53.0 42.0 46.0 ○

SB400 10C 
3×2 桁行（m） 6.0 面積（㎡） 37.2 

梁間（m） 6.2 方位 N31゜W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

11 55.0 37.0 23.0 ○
10 32.0 32.0 34.0 ○
7 43.0 38.0 10.0 ○
8 44.0 33.0 18.5 ○
9 49.0 46.0 50.6 
6 75.0 56.0 79.0 
3 60.0 51.0 66.0 
2 52.0 55.0 21.0 ○
1 49.0 43.0 25.0 
4 60.0 50.0 44.0 ○
5 43.0 43.0 20.0 ○

SB411 10C 
3×2 桁行（m） 4.8 面積（㎡） 18.7 

梁間（m） 3.9 方位 N27゜30´W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

3 34.0 25.0 14.5 
4 22.0 22.0 12.0 
5 28.0 25.0 28.0 
6 27.0 25.0 16.5 
7 28.0 28.0 17.5 
8 34.0 30.0 8.5 
9 22.0 22.0 13.0 
10 25.0 28.0 16.5 
1 30.0 30.0 21.0 
2 30.0 30.0 16.5 

SB499 10B・C
3×2 桁行（m） 9.3 面積（㎡） 34.4 

梁間（m） 3.7 方位 N57゜30´E
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根
560 40.0 34.0 34.0 ○
5 26.0 26.0 28.0 

444 38.0 32.0 20.5 
443 36.0 33.0 9.0 ○
1 47.0 44.0 45.5 
2 - - - ○
3 38.0 30.0 43.5 

506 37.0 35.0 17.5 ○
4 40.0 34.0 33.0 

SB408 10B・C
3×2 桁行（m） 9.8 面積（㎡） 41.65（72.03）

梁間（m） 4.25（7.35） 方位 N57゜30´E
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

12 66.0 62.0 47.0 
1 25.0 25.0 13.5 
2 45.0 45.0 6.0 ○
3 60.0 51.0 33.3 
4 73.0 70.0 21.0 ○
5 28.0 28.0 9.5 
6 35.0 33.0 15.0 
7 36.0 32.0 11.0 
11 35.0 30.0 22.5 
8 70.0 65.0 49.0 
13 72.0 70.0 56.0 ○
16 25.0 18.0 28.0 
17 30.0 30.0 43.0 
18 30.0 23.0 14.5 
15 80.0 63.0 49.0 ○
10 70.0 63.0 52.0 
9 50.0 50.0 37.0 ○
14 75.0 73.0 37.0 ○

SB407 10B 
4以上×2 桁行（m） 5.6以上 面積（㎡） -

梁間（m） 3.7 方位 N8゜W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 （50.0） 41.0 30.0 ○
2 30.0 30.0 23.0 ○
3 40.0 33.0 32.0 ○
7 24.0 23.0 7.0 ○
6 8.0 5.0 24.0 ○
5 30.0 29.0 10.0 ○
4 38.0 34.0 39.0 

SB402 10B・C
2×2 桁行（m） 5.6 面積（㎡） 16.8（24.4）

梁間（m） 3（4.4） 方位 N56゜30´E
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

1 26.0 26.0 17.3 
5 39.0 35.0 22.5 
9 30.0 23.0 24.5 
11 41.0 40.0 19.5 
12 43.0 40.0 30.0 
8 53.0 48.0 26.5 
4 25.0 22.0 20.5 
3 36.0 32.0 19.0 
6 50.0 42.0 33.0 
7 42.0 40.0 34.3 

SB00 1B
2×2 桁行（m） 4.5 面積（㎡） 15.3 

梁間（m） 3.4 方位 N20゜30´W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

01 25 25 14
02 22 17 20
03 29 25 20
04 12 10 33
P80 45 32 41
05 21 21 26
06 27 25 23
07 45 40 54.5
08 35 30 37.5

SB01 1・2A
2以上×1 桁行（m） 3.6以上 面積（㎡） -

梁間（m） 1.8 方位 N17゜W
柱穴No. 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 礎板 柱根

01 （34.0） 32 ‐
P103 26 21 35 ○
02 19 19 22 ○
03 29 27 24 ○
04 28 23 23
05 40 35 18
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掘立柱建物以外

近世

遺構名 位　置 時期
規模（m）

出土遺物
長軸（幅） 短軸（延長） 深さ

畦畔10 13D、14C・D、15C 近世 1 22.0以上
B地区土塁 8C・D 近世 2.6（1.0） 24

中世面1

遺構名 位置 時期
規模

出土遺物
長軸（幅） 短軸（延長） 深さ

SK8 14C9 近世 2.8 1.3 青花、銭貨、砥石
SD7 13B ・14B 近世 0.55 3.65
SD11 14C・D 近世 1 12.0以上
SE44 14C6 中世面1 0.6 0.6 0.45
SE2 9B13・14 中世面1 1.8 1.26 0.38
SE3 9B17 中世面1 0.88 0.8 0.38 板、曲物側板、漆器部分

SE320 10C4・5・9・10 中世面1 3.3 2.6 珠洲焼甕、須恵器杯、青磁椀、越前甕、曲物底板、
漆器椀、挽物椀、柄、建築部材、井戸枠部材

SE322 9B21・22 中世面1 2.2 2.2 1.7
SE5 2B6・7 中世面1 1.5 1.3 珠洲・部材
SE22 2B13・18 近世？ 0.85 0.75 0.5 曲物側板
SE72 2A16 中世面1 0.7 0.7 曲物側板
SK323 12C3・4・8・9 中世面1 2.2 1.1 0.1
SK2 中世面1
SK3 中世面1 0.22
SK4 2B7 中世面1 0.55 0.48 0.55
SD77 14C・D 中世面1 0.7 16.0以上 青磁椀、下駄歯、棒状、箸状、曲物側板、
SD1 11C、12B・C 中世面1 0.2 6 0.06
SD2 11B22・11C1・2 中世面1 0.28 3.4 0.06
SD3 11C2・7 中世面1 0.24 2.5 0.06
SD4 11C7・12 中世面1 0.4 5.7 0.14
SD5 11C7・12 中世面1 0.28 2.5 0.1
SD6 11C8・12・13 中世面1 0.3 2.7 0.06
SD7 11C12・16・17 中世面1 0.2 4.4 0.065
SD8 12C15・20 中世面1 0.3 2.1 0.1
SD9 13C・D 中世面1 1 12.5以上

SD311 10B・C、11B・C 中世面1 1.5 28以上

須恵器杯、青磁椀、土師質土器皿、瀬戸美濃四耳
壺、珠洲焼甕、連歯下駄、差歯下駄、箸状、曲物
側板、漆器皿、漆器椀、挽物粗形、礎盤、柱根、
杭、杓子、火きり臼、折敷底板、指物、蓋

SD312 11B 中世面1 0.4 3.7 0.11
SD313 11B 中世面1 0.4 3 0.1 土師質土器皿、部材
SD314 11B 中世面1 0.6～1.1 5.4 0.1～0.15 青磁椀、土師質土器皿、部材
SD315 11B 中世面1 1.5 2.4 8～14 珠洲焼鉢片口

SD316 9B・C、10B・C 中世面1 13 1.4 0.27 珠洲焼甕、須恵器杯、甕、箸状、曲物側板、柱根、
杭、折敷底板、

SD317 10B・C 中世面1 15 2 0.27 箸状、丸太材、杭、勺子
SD318 9B・10B 中世面1 13 1.1 0.27

SD319 9B・10B 中世面1 13 1.1 0.27 珠洲焼甕、土師質土器皿、箸状、曲物側板、杭、
建物部材、不明

SD321 11B16 中世面1 0.2前後 3 0.05
SD324 12C18・19 中世面1 0.36 5 0.09

SD470 12B・C、13C 中世面1 青磁椀、珠洲焼鉢片口、壺、下駄歯、連歯下駄、
箸状、漆器皿、火きり臼、鳥形

SX74 14C5・10 中世面1 1.7 1.5 0.2
SX76 13B・C 中世面1 1.1 0.6 0.15
SX327 11C2～4・7～9 中世面1 4.9 3 10
SX43 1A22・23 中世面1 2.2 2.2 板、差歯下駄、曲物側板、杭
SX37（SB23柱穴） 中世面1 柱根
Pit 中世面1
P31 15C20 中世面1 0.45 0.3 石錘

中世面2

遺構名 位置 時期
規模

出土遺物
長軸（幅） 短軸（延長） 深さ

SE409 9B21 中世面2 0.7 0.6 0.58
SE410 9B11 中世面2 0.7 0.7 0.75
SE414 10B20 中世面2 0.7 0.7 0.6

SE428 9B12 中世面2 1.6 1.2 0.54 珠洲焼甕、土師質土器皿、箸状、曲物側板、挽物
粗形

SE429 9B17 中世面2 0.7 0.7 0.54 差歯下駄
SD412 9B・C、10B・C 中世面2 0.7 4 0.3 越前焼甕、土師質土器皿、土師器甕、板
SD413 10C 中世面2 0.3 4.5 0.12

SD415 10C 中世面2 0.8 17.2 0.18 須恵器杯、甕、土師器甕、箸状、曲物側板、樺皮、
漆器部分、勺子、指物

SD416 10・11B 中世面2 0.4 8.5以上 0.07
SD417 10・11B 中世面2 0.3 8.5 0.17 樺皮
SD418 11C 中世面2 0.2 1.1 0.1
SD420 10C 中世面2 0.3 1.8 0.1
SD421 10C 中世面2 0.3 2.2 0.1
SD422 11C 中世面2 0.4 4.7 0.06 漆器椀
SD423 11C 中世面2 0.4 3.9 0.09
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遺構名 位置 時期
規模

出土遺物
長軸（幅） 短軸（延長） 深さ

SD424 10C 中世面2 0.35 2.9 0.09
SD425 10B 中世面2 0.3 4.4 0.2
SD426 10B14・15 中世面2 0.2 3 0.12
SD85（200）水田跡 1A・B 中世面2 畦畔・足跡
SD84 1・2B 中世面2 0.4 5.1
SX427 10C19・20 中世面2 1.8 1.6 0.7 土師質土器皿、曲物側板、曲物底板、漆器皿、指物
その他 中世面2
木道（そだ） 14C・D 中世面2 約2 26以上

中世面3

遺構名 位置 時期
規模

出土遺物
長軸（幅） 短軸（延長） 深さ

箱型2 10C25 （0.6） （0.3） -

ごみ捨て 12C・D （9.2） （8.5） -
下駄歯、連歯下駄、差歯下駄、棒状、箸状、曲物
側板、漆器皿、漆器椀、杭、把手、火きり臼、斎
串、陽物、指物、独楽、櫛、刀形

トチの実集積1 12C・D 9.2 6.0 11.9
トチの実集積2 12C・D （14.7） 14.0 2.6
箱型1 10C22 0.82 0.62 0.01 板
（中世面）炉1 10C22・10D2 0.9 0.55 0.08
井戸1 10D4 1.5 1.1 -
カーボン範囲1 10C 2.6 1.2 -
中世溝1 10C・D 0.32 2.3 -
中世溝2 10C・D 0.2～0.41 2.8 -
中世溝3 10C・D 0.4 2.7 -
中世溝4 10C・D 0.35 4.0 -
溝3 11D3・4 0.45～0.6 5.0 0.11 箸状曲物底板
溝2 11C・D 1.0～1.5 10.0 0.2 珠洲焼甕、棒状、箸状、曲物側板
溝1 11C16・21 0.7～0.95 4.3 0.1 珠洲焼甕、鉢片口、漆器皿

古代

遺構名 位置 時期
規模（m）

出土遺物
長軸（幅） 短軸（延長） 深さ

SI2 6C11・12・16・17 古代 4.8 4.1 須恵器杯、土師器
SI3 6C7・8・12、13 古代 4 3.6 須恵器杯、土師器
SE67 8C19 古代 1.7 1.7 0.6
SD174下炉 7D4 古代 1.7 1.2 0.3
8号炉 7C15 古代 1 0.98 0.8
SD23 7D9 古代 0.8 2 0.2 土師器
SD27 6C18 古代 0.35 1.6 0.3 杭
SD28 3号竪穴周溝 古代 0.4
SD29 6C10・15、5C6 古代 0.4 6.7以上
SD297 6C19 古代 0.38 1.5以上
SD62 7C24～7D5 古代 0.8 4.2 0.2 土師器
SD63 7D8 古代 1.3 5.5以上 0.2 土師器
SD64 8C14・19 古代 0.4 1.5
SD65 8C13 古代 0.4 2.1
SD66 7D6 古代 0.4 5（L字状） 0.2
SD68 8D18 古代 0.7 TL状 0.16
SD116 6C18 古代 0.2 1
SD125 8C18 古代 0.5 2.9
SD145 5B22 古代 0.45 3.2以上
SD153 5C6～6C15 古代 1.3 23以上 0.3
SD158 5B22・23 古代 0.3 3.1
SD174 7D3・4、7C23 古代 1.6 1.1以上 0.2 土師器
SD193 7A24～7B21 古代 1.3 21 0.4
SD195 5B1～7A23 古代 0.7 25 0.25
SD196 4A17～4A23 古代 1 6.2 0.2
SD198 6A15・19 古代 0.9 5.8
SD 2号竪穴周溝 古代
1溝 10B 古代 0.25 6.3 0.065
1溝 10C 古代 0.34～0.5 5.55 0.165
2溝 10B 古代 0.45 8.5 0.14
3溝 10B 古代 0.2～0.5 7.8 0.12
3溝 10C 古代 0.2～0.3 5.4 0.125
4溝 10B 古代 0.3 6.5 0.145
5溝北 10B 古代 0.25～0.45 6.2 0.06
5溝南 10B 古代 0.25～0.35 4.2 0.07
6溝 10B 古代 0.4 5.0 0.15
7溝 10B 古代 0.25～0.5 7.0 0.12
8溝 10B 古代 0.2～0.3 4.1 0.17
9溝 10B 古代 0.3～0.5 5.3 0.19
10溝 10B 古代 0.2 1.6 0.075
11溝 10B 古代 0.25 2.3 0.14
12溝 10B 古代 0.2～0.3 2.5 0.15
13溝 10B 古代 0.1～0.3 9.4 0.07
14溝 10B 古代 0.25 1.2 0.075
18溝 10B 古代 0.25～0.48 1.3 0.065
21溝 10B 古代 0.15～0.3 1.5 0.09
P46 7D16 古代 1.5 0.8 0.2
P33（溝） 古代 0.74
P109 古代 0.37



別　　　表

221

別
表
2
遺
物
観
察
表
　
土
器
（
古
墳
～
中
近
世
）

報
告

N
O

遺
　
構

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

文
様
等

同
一
個
体

1
寺

A
S
K
8

－
中

1
青
化

皿
B
2
群

1
6
C
代

1
1
.2
 

（
2
.5
）

6

2
S
D
7
7

中
1

龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
～

4
D

（
2
.0
）

画
花
文

3
S
D
7
7

中
1

龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

4
d

D
5
.6
 
（
4
.4
）

1
画
花
文

寺
A

1
4
D
4

4
S
E
3
2
0
掘
方

中
1

珠
洲

壷
T

－
Ⅱ

（
1
6
.1
）

肩
部
鳥
？
陰
刻

寺
A

S
E
4
2
8
Ⅴ
、
9
C
6
Ⅳ
、
1
0
B
1
3
Ⅳ
、

1
0
B
1
6
Ⅳ
、
1
0
B
2
1
Ⅳ
、
1
0
B
2
3
Ⅳ
、

1
0
C
1
Ⅴ
、
1
0
C
2
Ⅴ
、
1
0
C
3
Ⅳ
、

1
0
C
1
4
Ⅴ
、
1
0
C
1
9
Ⅳ
、
1
1
B
2
0
Ⅳ
、

1
1
C
2
1
Ⅳ
、
1
4
C
1
4
Ⅳ

5
S
E
3
2
2

中
1

龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ

b
E

1
7
.8
 

（
4
.2
）

1
鎬
蓮
弁

6
寺

C
S
K
2

中
1

瀬
戸
・
美
濃

卸
目
付
大
皿

後
Ⅱ
～
Ⅲ

2
9
.6
 

（
3
.1
）

2
灰
釉

7
S
D
3
1
1

中
1

珠
洲

壷
T

A
Ⅲ

2
6
.5

（
1
7
.0
）

2
5

S
D
3
1
1
‐

1
1
B
2
4
、
S
D
3
1
1
下
層
、

寺
A

1
0
B
1
7
Ⅳ
、
1
0
C
1
5
Ⅴ
、

1
1
C
1
Ⅳ
、
1
2
C
8
Ⅳ
、
1
2
C
2
4
Ⅴ
、

1
2
D
5
Ⅴ

8
S
D
3
1
1

中
1

珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅰ

a
Ⅱ

2
2
.4
 

（
6
.9
5
）

3
櫛
目
な
し

9
S
D
3
1
1

中
1

龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
-（

2
～

4
）
？

D
（
2
.9
）

内
側
画
花
文

1
0

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.8
 

5
.6
 

1
.9

2
4

2
3

6
手

1
2

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.5
 

6
.2
 

1
.6

2
9

3
6

9
手

1
3

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.8
 

（
1
.7
5
）

1
1

5
手

1
4

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.5
 

5
.4
 

1
.8
5

3
4

3
6

1
0

手

1
5

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

5
.4
 

1
.9
5

3
6

3
6

1
0

手

1
6

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

（
1
.9
5
）

1
9

5
手

1
7

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.2
 

8
.0
 

3
.0

3
0

3
6

9
手

1
8

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.8
 

（
3
.4
）

3
3

9
手

ス
ス
付
着

1
9

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
4
.1
 

（
2
.7
）

5
4

手

2
0

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.8
 

（
2
.3
）

5
2

手

2
1

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.7
 

6
.8
 

2
.6

1
0

1
1

4
手

2
2

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
2
.2
 

（
3
.0
）

7
3

手

2
3

S
D
3
1
1

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.7
 

（
3
.1
）

2
0

8
手

2
4

S
D
3
1
1

下
中

1
珠
洲

甕
B

Ⅰ
4
8
.0
 

（
2
0
.4
）

2

S
D
3
1
1
、
S
D
3
1
9
-1
0
B
、
S
D
4
7
0
町
道
、

寺
A

9
C
6
Ⅳ
、
9
C
2
1
、
1
0
B
1
6
Ⅳ
、

1
0
B
2
0
Ⅳ
、
1
0
B
2
1
Ⅳ
、
1
0
B
2
2
Ⅳ
、

1
0
B
2
3
Ⅳ
、
1
0
B
1
9
Ⅴ
、
1
0
C
3
Ⅳ
、

1
0
C
8
Ⅳ
、
1
0
C
1
4
水
路
Ⅳ
、
1
1
B
1
7
Ⅳ

水
路
、
1
1
B
2
0
Ⅳ
、
1
1
C
1
Ⅳ
、
1
1
D
1
Ⅳ
、

1
3
B
Ⅱ
、
寺

B
7
C
1
4
、
寺

C
1
・

2
・

3
B
Ⅲ
、
寺

9
0

9
C
1
Ⅶ
上

2
5

S
D
3
1
1

下
中

1
珠
洲

甕
B

Ⅰ
‐

2
4
5
.5
 

（
1
2
.5
）

5

寺
A

S
D
3
1
1
-1
0
B
1
6
・

1
0
C
2
0
、

S
D
3
1
6
-1
0
B
2
4
、
S
D
3
1
7
、
S
E
4
2
8
Ⅴ
、

9
B
1
8
Ⅰ
、
9
C
6
Ⅳ
、
1
0
B
1
8
Ⅳ
、

1
0
B
2
0
Ⅳ
、
1
0
B
2
2
Ⅳ
、
1
0
B
1
7
Ⅳ
、

1
0
B
2
5
Ⅳ
、
1
0
C
1
0
Ⅳ
水
源
、
1
0
C
1
5
Ⅳ
、

1
1
B
1
7
Ⅳ
水
路
、
1
1
B
1
8
水
路
、
1
1
C
1

Ⅳ
、
1
1
C
2
3
Ⅴ
、
1
2
D
1
Ⅳ

2
6

S
D
3
1
1

下
中

1
瀬
戸
・
美
濃

壺
前
Ⅰ
～

Ⅱ
?

（
18

.8
5）

肩
灰
釉

寺
A

S
D
3
1
1
 1
0
B
1
6
、

1
0
C
6
・

1
4
・

2
0
、
1
0
C
1
9
、
1
1
C
4
Ⅳ

2
7

S
D
3
1
1

下
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.2
 

5
.6
 

1
.9
5

1
8

3
6

6
手

2
8

S
D
3
1
1

下
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.0
 

（
1
.8
）

2
1

6
手

2
9

S
D
3
1
1

下
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.2
 

（
1
.6
）

1
0

3
手

3
0

S
D
3
1
1

下
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.7
 

6
.2
 

1
.4

9
8

2
手

3
1

S
D
3
1
1

下
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

（
1
.9
5
）

1
7

6
手

3
2

S
D
3
1
1

下
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.4
 

5
.0
 

1
.6
5

2
0

2
0

5
手

1
1

S
D
3
1
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.8
 

（
2
.0
）

8
2

手

グ
リ
ッ
ド

寺
A

1
4
C
9

寺
A

1
4
C
・

1
4
D

寺
A

1
4
C
・

1
4
D

寺
A

1
0
C
4
・

5
・

9
・

1
0

寺
A

9
B
2
2

1
B

寺
A

1
0
B
1
6

寺
A

1
1
B
1
8

寺
A

1
0
C
1
4

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

寺
A

1
0
C
7

1
0
C
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
C
1

1
0
C
1

1
1
C
5

1
0
C
1

1
1
B
2
4

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
1
C
5

1
0
C
7

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
1
B
2
4

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C

体
部
調
整

色
調

灰
白

灰
オ
リ
ー
ブ

灰
オ
リ
ー
ブ

タ
タ
キ

灰 緑
灰

灰
白

タ
タ
キ

暗
青
灰

ヨ
コ
ナ
デ

黄
灰

灰

ナ
デ

浅
黄
橙

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

浅
黄
橙

ナ
デ

灰
黄

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

灰
白

ナ
デ

灰
白

ナ
デ

淡
黄

ナ
デ

淡
黄

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

浅
黄

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

灰
黄

ナ
デ

浅
黄

外
タ
タ
キ

緑
黒

外
タ
タ
キ

青
灰

ヨ
コ
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ

灰
・
灰

ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

灰
黄

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

灰
黄

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

浅
黄
橙

ナ
デ

灰
黄
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

3
3

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

（
2
.1
）

2
2

7
手

ナ
デ

灰
黄

3
4

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

5
.3
 

1
.8
5

2
6

2
8

8
手

ナ
デ

浅
黄
橙

3
5

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

5
.6
 

1
.7

3
4

3
6

1
0

手
ナ
デ

灰
白

3
6

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

5
.5
 

1
.6
5

3
5

3
6

1
0

手
ナ
デ

灰
黄

3
7

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.7
 

（
1
.8
）

7
2

手
ナ
デ

灰
黄

3
8

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

（
1
.8
）

1
0

3
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

3
9

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

（
1
.8
）

1
6

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

4
0

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.8
 

5
.4
 

1
.7

9
1
3

3
手

ナ
デ

浅
黄

4
1

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.9
 

（
1
.8
）

8
3

手
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

4
2

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

5
.4
 

1
.5

9
1
1

2
手

ナ
デ
・
オ
サ
エ

浅
黄

4
3

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.8
 

5
.6
 

1
.9

9
1
4

3
手

ナ
デ

灰
黄

4
4

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.8
 

（
1
.5
）

1
2

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

4
5

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.0
 

（
3
.0
）

3
0

9
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

4
6

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
5
.0
 

（
2
.5
）

7
2

手
ナ
デ

浅
黄

4
7

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.0
 

（
3
.0
）

3
2

手
ナ
デ

灰
黄

4
8

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.2
 

（
3
.4
）

2
0

5
手

ナ
デ

浅
黄

4
9

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.4
 

（
2
.8
）

5
4

手
ナ
デ

浅
黄
橙

5
0

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.8
 

（
2
.7
）

4
3

手
ナ
デ

浅
黄

5
1

S
D
3
1
1

1
0
B
・

C
, 1

1
B
・

C
下

中
1

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.3
 

（
2
.1
）
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（
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5
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中
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器
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（
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中
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師
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土
器
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.0
 

（
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2
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1
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・
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・
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中
1
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Ⅳ
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1
5
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（
3
.9
）

6
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白
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縁
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6

S
D
3
1
3

1
1
B
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0

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2
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.0
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5
手

ナ
デ
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橙
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S
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Ⅷ
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.0
 

（
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）
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S
D
3
1
6
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・
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・
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土
器
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B
1
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デ
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6
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0
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器
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2
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0
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器
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S
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3
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6
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器
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.0
 

（
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6
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0
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・

C
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師
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器

皿
A
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0
.6
 

（
2
.7
）
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手
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デ
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褐
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6
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中

1
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師
質
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器
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（
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S
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・
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黄
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6
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0
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中
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質
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器
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2
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3
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（
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2

手
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エ
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D
3
1
6
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・

C
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0
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C
中
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質
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器
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A
2

1
4
.0
 

（
2
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）
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手
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デ
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黄
橙
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D
3
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6
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0
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師
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土
器
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A
2

1
4
.0
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6
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デ
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S
D
3
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6
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器
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デ
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S
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0
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器
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珠
洲
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Ⅰ
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灰
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0
B
1
3
Ⅳ

7
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S
D
3
1
9

寺
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0
B
1
8

中
1

珠
洲
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Ⅱ
4
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5
.2
）
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3
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灰

寺
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D
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5
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D
3
1
1
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0
B
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Ⅳ
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Ⅴ
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Ⅳ
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Ⅳ
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洲
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Ⅱ
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（
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デ
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S
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B
・

C
, 1

3
C
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Ⅳ
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・
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S
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・
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分
　
類
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径

底
径
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さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体
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存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転
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向
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部
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整
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部
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整

色
調

文
様
等
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体
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8

S
D
4
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0
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2
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・
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C

中
1

土
師
質
土
器
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A
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4
.0
 

（
2
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）
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デ
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い
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橙
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9

S
D
4
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0
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・
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C

中
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A
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（
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）

1
1

手
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デ
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1
9
2
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中
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珠
洲
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口

B
Ⅱ

b
Ⅱ

3
2
.0
 

（
1
0
.8
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

灰
細
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狭
い
櫛（

5
本
）

8
1

S
B
3
0
5

P
1

1
1
C

中
1

珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅰ
～
Ⅱ

8
.8
 （

3
.6
5
）

1
3

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

櫛
目
な
し

8
2

寺
A

P
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3
3

1
4
C

中
1

珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅰ

a
Ⅰ

1
9
.8
 

（
4
.8
5
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰

櫛
目
な
し

8
3

寺
A

P
it
1
0

9
B
1
2

中
1

龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ

b
E

1
3
.4
 

（
3
.7
）

2
灰
オ
リ
ー
ブ

鎬
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8
4

寺
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P
1
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1
B
1
2

中
1
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安
青
磁

椀
Ⅰ
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1
b

D
5
.0
 
（
2
.2
）
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2

灰
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櫛
目

8
5

寺
A

P
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2

中
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龍
泉
青
磁
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Ⅰ
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4
D

6
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2
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質
土
器
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2
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4
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4
手
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中
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器
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1
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3
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2
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手
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2

Ⅴ
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2
土
師
質
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器
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0
.0
 

7
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3
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橙
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1

寺
C
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2

中
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椀
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5
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3
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灰
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S
B
4
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洲
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片
口

Ⅲ
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0
.9
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5
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5
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8

ヨ
コ
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デ

灰
櫛
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滅

寺
A
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2
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0
C
2
3
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S
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4
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洲
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（
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4
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灰
8
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部
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れ
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0
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Ⅴ
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B
1
2
Ⅴ
、

S
B
4
0
8
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1
2

9
6

寺
A

S
D
3
1
1
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0
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2
0

‐
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神
?
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1
3
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4
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4
4
.0
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0
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）
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灰
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1
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1
1
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S
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1
1
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、
S
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0
B
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Ⅴ
、
1
0
C
2
0
Ⅴ
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1
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、
1
1
C
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Ⅳ
、

1
1
C
1
6
Ⅴ
、
1
3
C
1
0
Ⅱ
、
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明
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7

寺
A

S
E
4
2
8

9
B
1
2

Ⅴ
珠
洲
系

甕
Ⅰ

5
7
.6

1
8
.6

（
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.3
5）

5
3
6

に
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赤
褐

口
縁
ゆ
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反
。
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面
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線
。
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部
外
タ
タ
キ

（
タ
タ
キ
具
中
央

格
子
）。

S
D
3
1
1
下
層
、
S
D
3
1
6
Ⅳ
、
S
D
4
7
0
、

P
3
5
、
確
認

N
o.
3
ト
レ
ン
チ
上
、
1
0
B
1
3

Ⅳ
、
1
0
B
1
7
Ⅳ
、
1
0
B
2
0
Ⅳ
、
1
0
B
2
1
Ⅳ
、

1
0
B
2
2
Ⅳ
、
1
0
B
2
3
Ⅳ
、
1
0
B
2
5
Ⅴ
、

1
0
C
1
Ⅳ
、
1
0
C
3
Ⅳ
、
1
0
C
1
5
Ⅴ
、

1
0
C
1
6
Ⅳ
、
1
0
C
1
9
Ⅳ
、
1
1
B
1
7
水
路
、

1
1
B
2
2
Ⅳ
、
1
1
C
1
Ⅳ
、
1
1
C
1
0
Ⅳ
、

1
2
C
1
4
Ⅳ

9
8

井
戸

1
寺

9
0

1
0
C

Ⅳ
中

3
珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅲ

b
Ⅴ
新

3
7
.8
 

1
3
.2
 

1
4
.0

1
2

3
2

7
ヨ
コ
ナ
デ

灰

底
部
穿
孔
、
櫛
目

下
半
部
磨
耗
、
9

本
太
櫛
、
口
唇
波

状
文

寺
A

9
B
1
7
Ⅳ
、
確

N
o.
1
ト
レ
ン
チ
下

9
9

溝
1

寺
9
0

1
0
C

中
3

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
1
.8
 

（
2
.9
）

4
2

手
ナ
デ

に
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黄
橙

2
段
ナ
デ

1
0
0

溝
1

寺
9
0

1
0
C

中
3

白
磁

皿
Ⅱ
、
Ⅲ

C
×

D
1
0
.6
 

（
1
.8
）

3
灰
白

1
0
1

寺
A

1
1
B
1
9

Ⅳ
中

1
珠
洲

壷
R

Ⅰ
Ⅰ
～
Ⅱ

6
.5
 
（
4
.0
）

8
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰

1
0
2

寺
A

1
4
B

Ⅱ
中

1
珠
洲

壷
R

Ⅰ
Ⅰ
～
Ⅱ

8
.2
 
（
4
.5
）

8
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰

1
0
3

寺
C

1
B
3

Ⅲ
中

1
珠
洲

壷
R

Ⅰ
Ⅲ
?

1
3
.0
 
（
8
.7
）

4
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
胎
土
に
長
石
粒

1
0
4

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅴ
中

2
珠
洲

壷
R

Ⅰ
Ⅰ

（
1
7
.2
）

ヨ
コ
ナ
デ

灰
四
耳
壷
、
肩
波
状
文

2段
寺

A
1
4
C
3
Ⅴ

1
0
5

寺
C

2
C
1
4

Ⅳ
中

1
珠
洲

壷
T

－
Ⅱ
～
Ⅲ

（
8
.3
）

タ
タ
キ

灰

1
0
6

寺
A

1
4
C
1
4

Ⅱ
中

1
珠
洲

壷
T

B
Ⅳ
古

1
6
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（
7
.6
）

8
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キ
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灰
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あ
り

寺
A

1
3
B
Ⅱ
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4
C
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、
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4
C
4
Ⅱ
、

1
4
C
1
3
Ⅱ
、
1
5
B
2
4
Ⅳ

1
0
7

寺
A

1
3
D
7

Ⅳ
中

1
珠
洲

壷
T

A
Ⅰ

1
4
.6

（
5
.2
）

3
タ
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キ
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灰

1
0
8

寺
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1
3
B

Ⅱ
中

1
珠
洲

壷
T

A
Ⅲ

2
7
.8

（
5
.5
）

6
灰
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0
9

寺
A

1
1
B
2
0

Ⅳ
中

1
珠
洲

壷
T

B
Ⅰ

2
2
.2

（
6
.1
）

3
タ
タ
キ

オ
リ
ー
ブ
黒

1
1
0

寺
A

1
2
C
2
4

Ⅴ
中

2
珠
洲

壷
T

A
Ⅱ

2
6
.4

（
4
.1
）

6
灰
白

1
1
1

寺
A

1
2
D
5

Ⅳ
中

1
珠
洲

甕
A

Ⅰ
3
2
.2
 

（
4
.9
）

2
外
タ
タ
キ

暗
緑
灰
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種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

1
1
2

寺
A

1
0
B
2
0

Ⅳ
中

1
珠
洲

甕
B

Ⅱ
新

4
0
.2
 

（
4
.7
）

8
灰

寺
A

1
3
C
Ⅱ

1
1
3

寺
A

1
3
D

Ⅱ
中

1
珠
洲

甕
A

Ⅰ
5
0
.0
 

（
5
.6
）

3
灰

1
1
4

寺
A

1
4
C
1
3

Ⅴ
中

2
珠
洲

甕
B

Ⅰ
3
9
.0
 

（
9
.5
）

1
外
タ
タ
キ

青
灰

1
1
5

寺
A

1
2
C
2

Ⅳ
・
Ⅴ

中
2

珠
洲

甕
B

Ⅳ
4
3
.3
 

（
7
.1
）

3
外
タ
タ
キ

灰

1
1
6

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
中

3
珠
洲

甕
－

Ⅰ
（
9
.0
）

内
タ
タ
キ

灰
寺

A
1
5
B
2
5
Ⅶ

1
1
7

寺
B

5
A

Ⅰ
珠
洲

甕
A

Ⅰ
（
5
2
.8
）

（
5
.1
）

2
灰

1
1
8

確
認
北
斜
面
、
表
土

珠
洲

甕
C

Ⅳ
6
1
.8
 

（
8
.7
5
）

8
外
タ
タ
キ

暗
緑
灰

寺
B

7
C
Ⅹ
－

2
N
o.
7
と
同
一

1
1
9

寺
C

山
手

珠
洲

甕
C

Ⅳ
4
7
.6
 

（
5
.0
）

3
外
タ
タ
キ

青
灰

1
2
0

寺
B

5
B
9

Ⅰ
珠
洲

甕
C

Ⅲ
後

3
7
.5
 

（
6
.2
）

6
外
タ
タ
キ

灰

1
2
1

寺
A

1
3
B

Ⅱ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅰ

a
Ⅰ

2
1
.4
 

（
5
.3
5
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰

櫛
目
な
し

1
2
2

寺
A

1
0
C
3

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅱ

a
Ⅰ

2
5
.6
 

（
6
.4
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰

櫛
目
な
し
、
瓦

器
？

1
2
3

寺
A

1
1
C
2
3

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅱ

b
Ⅰ

3
0
.2
 

（
8
.4
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

灰
細
く
浅
い
櫛

1
2
4

寺
A

1
3
C
2
1

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅱ

a
Ⅰ

3
3
.8
 

（
1
1
.7
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

褐
灰

櫛
目
な
し

1
2
5

寺
A

1
1
B
2
5

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅱ

a
Ⅰ
新

3
2
.7
 

（
9
.6
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

寺
A

1
0
C
1
1
Ⅳ
、
1
3
D
Ⅴ
町
道

1
2
6

寺
C

1
・

2
・

3
A

Ⅲ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅱ

b
Ⅱ

2
8
.4
 

（
7
.2
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

灰
1
0
本
櫛

1
2
7

寺
A

1
2
C
 1
2

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅱ
～
Ⅲ

8
.4
 
（
5
.1
）

1
9

順
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
黒

櫛
目
な
し

寺
A
Ⅰ

1
2
C
7
Ⅳ

1
2
8

寺
A

1
0
B
1
6

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅲ
前
後

9
.4
 
（
5
.6
）

1
5
.5

静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
2
9

寺
A

1
2
C
1
2

Ⅳ
中

1
珠
洲

壺
1
0
.0
 
（
4
.8
）

9
ヨ
コ
ナ
デ

灰
節
目
な
し

1
3
0

寺
A

1
0
C
8

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅲ

b
Ⅲ

3
5
.6
 

1
2
.0
 

1
7
.3

3
1
0

1
ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

1
3
本
櫛
目
、
内

面
底
磨
耗
、
底
板

目

寺
A

1
0
B
1
6
・

1
7
・

2
1
Ⅳ
、
8
8
確

N
o.
1
T
r

1
3
1

寺
A

1
2
D
5

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅱ

b
Ⅲ

3
2
.6
 

（
6
.0
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

灰
1
2
本
細
深
櫛
目

1
3
2

寺
A

1
0
B
2
2

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅲ

b
Ⅲ

3
8
.2
 

（
8
.1
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

灰
太
く
幅
の
あ
る
櫛

1
3
3

寺
A

1
4
C
1
4

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅱ

b
Ⅳ
古

2
6
.0
 

（
6
.0
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

灰
1
4
本
櫛
目

1
3
4

寺
A

1
4
C
8

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅰ（
壺・

甕転
用）

1
1
.0
 
（
7
.1
）

1
6

静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
外
面
タ
タ
キ

1
3
5

寺
A

1
3
C

Ⅱ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅰ
～
Ⅱ

1
0
.0
 （

6
.9
5
）

1
0

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

瓦
器
？

1
3
6

寺
A

1
4
C
1
7

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅱ

b
Ⅴ

2
9
.2
 

（
5
.6
）

4
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

櫛
目

1
3
7

寺
A

1
1
C
2
1

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅰ

b
Ⅴ

2
4
.6
 

（
6
.3
）

9
ヨ
コ
ナ
デ

灰
3
本
櫛
目

1
3
8

寺
A

1
0
C
1
9

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅲ

b
Ⅵ

4
2
.4
 

1
5
.0
 

1
4
.8

6
2
3

4
ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
下
半
部
磨

耗
、
7
本
太
櫛
、

口
唇
波
状
文

寺
A

1
1
B
1
0
Ⅰ

1
3
9

寺
A

1
4
C
1
2

Ⅱ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅴ
1
2
.0
 （
10

.0
5）

9
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
1
0
本
櫛

1
4
0

寺
C
2

3
A

Ⅰ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅳ
新

（
7
.0
）

ヨ
コ
ナ
デ

灰
浅
い
櫛
目

1
4
1

寺
A

9
B
1
8

Ⅰ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

D
b

Ⅴ
新

（
6
.7
5
）

ヨ
コ
ナ
デ

灰
口
唇
部
波
状
、
櫛

目

1
4
2

寺
A

1
4
C
1
4
 

Ⅳ
中

1
珠
洲

壺
or

甕
1
3
.0
 
（
5
.3
）

8
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
4
3

寺
A
1
1
B
2
0

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅱ
1
3
.6
 
（
7
.3
）

5
静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
6
本
櫛
目

1
4
4

寺
A

1
1
B
1
7

Ⅳ
中

1
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅲ
～
Ⅳ
古

1
4
.0
 
（
4
.0
）

5
.5

静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
太
い
櫛
目

1
4
5

寺
A

1
3
D
2

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅰ

a
Ⅱ

2
2
.4
 

（
5
.9
5
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
4
6

寺
A

1
2
C
2

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅰ

a
Ⅰ

1
9
.0
 

（
6
.1
）

7
ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰

櫛
目
な
し

1
4
7

寺
A

9
B
1
2

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅱ

a
Ⅱ
古

3
0
.9
 

（
8
.2
5
）

9
ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

寺
A

1
0
C
4
Ⅴ
、
1
0
C
6
Ⅴ

1
4
8

寺
A

1
4
D
5

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅱ

a
Ⅰ

2
9
.7
 

（
7
.9
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

寺
　
1
4
B
Ⅱ

1
4
9

寺
A

1
1
C
1
7

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

A
a

Ⅰ
（
9
.8
）

ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰

外
面
叩
き
痕
あ
り

1
5
0

1
4
C
7

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

A
a

Ⅱ
（
7
.3
）

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
5
1

寺
A

1
3
B

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅰ
1
1
.0
 
（
7
.5
）

1
3
.5

回
転
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
5
2

寺
A

1
0
B
1
9

Ⅴ
中

2
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅱ
8
.8
 
（
4
.3
）

1
4

静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
波
状

7
本
櫛

1
5
3

寺
9
0

1
2
C
1
6

Ⅶ
中

3
珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅰ
～
Ⅱ

1
2
.4
 
（
4
.3
）

7
回
転
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
5
4

寺
C
 1
A
3
水
路

珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅰ

a
Ⅱ

1
7
.2
 

9
.0
 

7
.4

2
8

1
板
目

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
5
5

不
明

珠
洲

鉢
・
片
口

A
Ⅱ

a
Ⅰ

2
7
.6
 

（
7
.8
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
5
6

S
E
4
0
9

珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅰ
7
.8
 
（
6
.8
）

1
3

回
転
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し
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遺
　
構

グ
リ
ッ
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種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

1
5
7

寺
C

1
A
2
0

－
珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅱ

a
Ⅳ
新

3
0
.0
 

（
6
.8
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰
黄

櫛
目
な
し

1
5
8

寺
A
カ
ク
ニ
ン

N
o.
2
・
ト
レ
ン
チ
上

珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅲ

b
Ⅴ

4
0
.0
 

（
3
.8
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

灰
口
唇
部
波
状
、
櫛

目

1
5
9

寺
C

A
-1
3

Ⅷ
珠
洲

鉢
・
片
口

C
Ⅱ

b
Ⅴ

2
7
.2
 

（
6
.6
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

灰
口
唇
部
波
状
、
櫛

目

1
6
0

寺
A

1
3
C

珠
洲

鉢
・
片
口

B
Ⅱ

b
Ⅳ
古

3
1
.0
 

（
8
.0
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
黒

8
本
櫛

1
6
1

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン
・

北
斜
面
表
土

珠
洲

鉢
・
片
口

D
b

Ⅵ
（
5
.2
5
）

ヨ
コ
ナ
デ

灰
口
唇
部
波
状
、
櫛

目

1
6
2

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン
・

B
ト
レ
ン
チ
Ⅲ

珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅱ
古

1
1
.0
 
（
4
.8
）

1
8

静
止 糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
波
状

5
本
櫛

1
6
3

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン
・

北
斜
面
表
土

珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅴ
1
6
.0
 
（
8
.1
）

1
3
.5

ヨ
コ
ナ
デ

灰
底
部
穿
孔
、
櫛
目

消
滅

1
6
4

寺
A

1
4
C
1
8

珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅱ
?

1
0
.4
 （

8
.3
5
）

1
3
.5

静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
櫛
目
な
し

1
6
5

寺
C

1
A
2
0

珠
洲

鉢
・
片
口

Ⅱ
～
Ⅲ

9
.0
 （

3
.3
5
）

1
5

静
止
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

櫛
目
な
し

1
6
6

寺
A

1
0
B
2
3

Ⅰ
中

1
瀬
戸
・
美
濃

卸
目
付
大
皿

後
Ⅱ
～
Ⅲ

2
6
.0
 

（
5
.8
）

3
灰
白

灰
釉

1
6
7

寺
C

2
・

3
A

Ⅰ
中

1
瀬
戸
・
美
濃

卸
目
付
大
皿

後
Ⅱ
～
Ⅲ

2
6
.0
 

（
3
.1
）

1
褐
灰

灰
釉

1
6
8

寺
A

1
0
B
1
7

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ

C
×

D
1
7
.0
 

（
3
.2
）

3
3

灰
白

灰
釉

寺
A

1
2
C
1
2
Ⅳ

1
6
9

寺
C

1
・

2
・

3
B

Ⅲ
中

1
瀬
戸
・
美
濃

卸
皿

（
3
.6
）

淡
黄

内
面
オ
ロ
シ
目

1
7
0

寺
A

1
4
C

Ⅱ
中

1
瀬
戸
・
美
濃

天
目

後
Ⅱ

1
2
.5
 

（
4
.9
）

4
灰
白

褐
釉

1
7
1

寺
C

Ⅰ
中

1
瀬
戸
・
美
濃

平
椀

後
Ⅲ

1
4
.7
 

4
.0
 

5
.4

2
1
1

灰
白

灰
釉

1
7
2

寺
A

9
B
1
6

Ⅳ
中

1
山
茶
椀

椀
洞
窯
？

1
4
.5
 

5
.0
 

6
.2
5

2
4

1
3

7
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

底
モ
ミ
圧
痕

寺
A

1
0
B
1
8
・

2
0
・

2
5
Ⅳ
、
P
it
1
4

1
3
th

1
7
3

寺
A

1
3
C
2

Ⅳ
中

1
瓦
器

椀
和泉

?
Ⅲ3

～Ⅳ
1

4
.8
 
（
2
.6
）

4
灰
白

寺
A

1
3
D
Ⅱ
、
S
D
3
1
6

1
7
4

寺
A

1
3
C
2
2

Ⅱ
中

1
瀬
戸
・
美
濃

茶
入
れ

後
2
.5
 
（
1
.7
）

1
8

糸
黄
灰

褐
釉

1
7
5

寺
A

1
1
B
2
4

Ⅴ
中

2
山
茶
椀

椀
白
土
原
？

1
5
.5
 

5
.6
 （

6
.8
5
）

1
6

1
8

4
糸

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

底
モ
ミ
圧
痕

寺
A

S
X
4
2
7
・

1
0
B
1
8
Ⅳ
・

1
0
C
1
5
Ⅴ

1
7
6

寺
C

2
B
4
・

9
Ⅴ

中
2

瀬
戸
・
美
濃

香
炉
類

後
Ⅱ
前
後

（
4
.3
）

灰
白

灰
釉

1
7
7

寺
C

1
B
1

瀬
戸
・
美
濃

片
口
小
瓶

後
Ⅱ

5
.0
 
（
2
.5
）

1
4

糸
黄
灰

褐
釉

1
7
8

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン
・

B
ト
レ
ン
チ

Ⅲ
瀬
戸
・
美
濃

瓶
子

（
1
.9
）

灰
白

灰
釉
（
う
る
し
つ

ぎ
）

1
7
9

寺
A

1
3
B

瀬
戸
・
美
濃

卸
目
付
大
皿

後
Ⅱ
～
Ⅲ

1
3
.0
 
（
5
.1
）

1
3

灰
黄

灰
釉

1
8
0

寺
C

確
認

？
？

近
世
？

1
0
.8
 
（
3
.8
）

5
灰
白

灰
釉

1
8
1

寺
A

1
3
C
7

瀬
戸
・
美
濃

仏
餉
具

後
Ⅳ
新

4
.5
 
（
2
.9
）

1
0

灰
白

褐
釉

1
8
2

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン
・

北
側
斜
面

瀬
戸
・
美
濃

平
椀

後
Ⅱ
～
Ⅲ

5
.2
 
（
2
.4
）

7
糸

に
ぶ
い
黄

内
側
灰
釉

1
8
3

寺
A

1
4
C
3

Ⅴ
中
世

2
中
国
陶
器

耳
壺
・
水
注

Ⅴ
・
Ⅵ
・
Ⅶ
・
Ⅷ

11
C後

半～
13

C
7
.6
 
（
6
.3
）

9
灰

黄
褐
色
釉

1
8
4

寺
A

1
0
C
1
0

Ⅳ
中
世

1
瀬
戸
・
美
濃

瓶
子

後
期
Ⅳ

1
1
.2
 

（
4
.5
）

1
0

灰
茶
褐
色
釉

1
8
5

寺
A

1
0
C
6

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.1
 

（
3
.3
）

1
5

3
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

1
8
6

寺
A

1
0
B
1
6

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.8
 

（
3
.0
）

5
3

手
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

1
8
7

寺
A

1
4
C
1
4

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.2
 

（
2
.7
）

8
2

手
ナ
デ

灰
白

1
8
8

寺
A

1
2
C
2
3

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.0
 

（
3
.3
）

5
2

手
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

1
8
9

寺
A

1
4
B
2
2
東
西

ト
レ
ン
チ
内

Ⅲ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
4
.0
 

（
3
.4
）

7
2

手
ナ
デ
・
オ
サ
エ

に
ぶ
い
黄
橙

1
9
0

寺
A

1
0
C
5

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.8
 

（
3
.1
5
）

2
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

1
9
1

寺
A

1
0
B
1
8

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.4
 

（
2
.9
5
）

5
2

手
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

1
9
2

寺
A

1
2
D
3

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
2

1
2
.6
 

（
3
.4
）

9
3

手
ナ
デ

浅
黄
橙

1
9
3

寺
A

1
1
B
1
9

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
2

（
1
4
.6
）

（
2
.2
）

2
1

手
ナ
デ

浅
黄
橙

1
9
4

寺
A

1
0
C
5

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.0
 

（
2
.2
）

7
2

手
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

1
9
5

寺
A

1
0
B
1
8

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.2
 

5
.8
 

1
.9

2
1

2
3

6
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

1
9
6

寺
A

1
0
C
3

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.5
 

5
.6
 

1
.7

3
0

3
4

9
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

1
9
7

寺
A

1
0
B
1
6

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.1
 

5
.6
 

2
.6

2
0

3
2

8
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

1
9
8

寺
A

9
C
2

表
土

中
1

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.7
 

（
1
.7
5
）

1
4

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

1
9
9

寺
A

1
0
C
1
5

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.8
 

（
1
.7
）

1
2

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
0
0

寺
A
 

1
1
B
2
2

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

6
.0
 

1
.7
5

1
1
7

5
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

赤
変
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

2
0
1

寺
A

1
0
B
2
4

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

5
.2
 

1
.5
5

6
1
1

2
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

2
0
2

寺
A

1
0
B
1
6

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

5
.7
 

1
.9
5

1
0

2
0

5
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
0
3

寺
A

1
1
C
1
4

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.5
 

（
1
.5
5
）

1
1

3
手

ナ
デ

灰
白

内
面
ハ
ケ
状
工
具

2
0
4

寺
A

1
0
B
1
7

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

9
.2
 

7
.6
 

1
.8

7
1
1

3
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
0
5

寺
A

1
0
B
2
1

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.7
 

6
.0
 

1
.5

3
1
1

3
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
0
6

寺
C

1
・

2
・

3
B

Ⅲ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

9
.0
 

7
.6
 

1
.6

1
5

1
4

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

2
0
7

寺
A

1
0
B
1
1

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.6
 

5
.2
 

1
.9

3
6

3
6

1
0

手
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
0
8

寺
A

1
0
B
2
4

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

9
.0
 

6
.2
 

1
.6

6
8

2
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
0
9

寺
A

1
0
C
5

Ⅳ
中

1
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.4
 

4
.0
 

1
.6

6
2

手
ナ
デ

浅
黄
橙

2
1
0

寺
A

1
0
C
2
0

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.6
 

（
2
.5
）

2
1

手
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
1
1

寺
A

1
0
C
1
5

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
4
.2
 

（
2
.8
）

7
2

手
ナ
デ

浅
黄
橙

2
1
2

寺
A

1
3
C
1
2

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.4
 

（
3
.9
）

1
5

5
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
1
3

寺
A

1
0
C
1
5

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.0
 

9
.8
 

2
.4

7
1
8

6
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
1
4

寺
A

1
3
C
1
2

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
A
2

1
4
.5
 

（
2
.8
）

4
3

手
ナ
デ
・
オ
サ
エ

灰
白

2
1
5

寺
A

1
3
C
1

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
A
2

1
5
.4
 

（
3
.3
）

2
5

2
手

ナ
デ

明
褐
灰

2
1
6

寺
A

1
0
B
1
9

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

5
.4
 

2
.1

9
1
8

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
1
7

寺
A

1
1
C
2
3

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.4
 

6
.4
 

1
.4

6
8

2
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
1
8

寺
A

1
1
C
2
3

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.7
 

6
.3
 

1
.9

1
5

1
1

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

ゆ
が
み

2
1
9

寺
A

1
1
B
2
4

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.2
 

5
.6
 

1
.6
5

3
6

3
6

1
0

手
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
2
0

寺
A

1
0
C
2
0

Ⅴ
中

2
土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

5
.3
 

1
.4

1
2

1
2

3
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

ゆ
が
み

2
2
1

寺
9
0

中
世
面
表
採

4
中

3
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
3
.2
 

（
3
.0
）

2
3

手
ナ
デ

浅
黄
橙

2
2
2

寺
9
0

中
世
面
表
採

4
中

3
土
師
質
土
器

皿
A
2

1
4
.8
 

（
2
.4
）

7
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
2
3

寺
9
0

中
世
面
表
採

4
中

3
土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.8
 

（
2
.8
）

1
4

3
手

ナ
デ
・
オ
サ
エ

に
ぶ
い
黄
橙

2
2
4

寺
9
0

1
2
D
9

中
3

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
1
.1
 

9
.7
 

1
.9
5

3
6

2
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
2
5

寺
　
不
明

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
4
.0
 

（
2
.8
）

4
1

手
ナ
デ

浅
黄

2
2
6

寺
A

1
0
B
2
2

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
2
.7
 

1
0
.6
 

2
.9

2
2

7
手

ナ
デ

浅
黄
橙

2
2
7

寺
A

1
3
B
2
5
焼
土

ス
ミ

土
師
質
土
器

皿
A
1

1
4
.4
 

（
3
.2
5
）

6
3

手
ナ
デ
・
オ
サ
エ

に
ぶ
い
橙

2
2
8

寺
　
不
明

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
6
.0
 

（
2
.3
）

5
手

ナ
デ

浅
黄

2
2
9

寺
　
不
明

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
2
.4
 

（
2
.6
）

6
1

手
ナ
デ

浅
黄

2
3
0

不
明

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.9
 

（
2
.8
）

7
3

手
ナ
デ

浅
黄
橙

2
3
1

寺
B

N
o.
6
2

土
師
質
土
器

皿
A
2

1
3
.8
 

（
3
.2
）

2
1

手
ナ
デ

灰
白

2
3
2

不
明

土
師
質
土
器

皿
B
1

8
.1
 

5
.5
 

1
.5
5

3
1

3
4

9
手

ナ
デ

浅
黄

2
3
3

不
明

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

（
1
.7
5
）

1
6

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

2
3
4

不
明

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.0
 

5
.3
 

1
.5

1
5

1
7

4
手

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

2
3
5

不
明

土
師
質
土
器

皿
B
2

7
.9
 

5
.5
 

1
.7
5

1
8

2
2

5
手

ナ
デ

浅
黄

2
3
6

寺
A
2

1
4
C
9

土
師
質
土
器

皿
B
2

8
.6
 

（
1
.8
5
）

1
4

3
手

ナ
デ

褐
灰

ゆ
が
み

2
3
7

寺
A

1
2
C
8

Ⅳ
中

1
同
安
青
磁

椀
Ⅰ
－

1
b

D
4
.4
 
（
2
.0
）

9
灰

外
櫛
目

2
3
8

寺
A

1
0
B
1
5

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

4
c

D
1
6
.4
 

6
.4
 

6
.1

9
3
6

6
灰
白

口
縁
内
側
沈
線
、

被
熱

2
3
9

寺
A

1
0
B
1
9

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
D

1
6
.0
 

6
.0
 

5
.9

8
1
3

3
灰
オ
リ
ー
ブ

寺
A

1
0
B
1
1
Ⅳ

2
4
0

寺
A

1
3
B

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

4
D

1
8
.0
 

（
4
.0
）

2
灰
オ
リ
ー
ブ

画
花
文

2
4
1

寺
A

1
0
B
2
1

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

4
d

D
1
8
.0
 

（
5
.1
）

1
オ
リ
ー
ブ
黄

画
花
文

2
4
2

寺
A

1
0
B
2
0

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
-4
d

D
1
8
.4
 

（
5
.3
）

2
灰
白

画
花
文
（
櫛
）
外

無
文

2
4
3

寺
A

1
0
B
2
5

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
上
田

B
Ⅰ
’

G
1
4
.7
 

6
.0
 

6
.8

6
3
6

5
灰
オ
リ
ー
ブ

線
描
蓮
弁
　
見
込

花
？
　
漆
つ
ぎ

2
4
4

寺
A

1
0
C
1
5

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

杯
×
皿

Ⅳ
～

G
～

H
7
.2
 
（
2
.5
）

1
4

オ
リ
ー
ブ
灰

見
込
釉
剥
、
底
部

炭

2
4
5

寺
A

1
0
B
2
5

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ

D
5
.8
 
（
2
.8
）

1
4

灰
内
外
無
文

2
4
6

寺
A

1
0
B
1
7

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ

D
6
.0
 
（
2
.6
）

3
灰

高
台
ま
で
釉
　
無

文

2
4
7

寺
A

1
0
B
7

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ

b
D

1
5
.8
 

（
2
.3
）

4
オ
リ
ー
ブ
灰

鎬
蓮
弁
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

2
4
8

寺
A

1
0
C
1
2

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅲ
×
Ⅳ

F
～

G
1
4
.4
 

（
3
.8
）

4
灰
白

口
縁
外
反
　
無
文

2
4
9

寺
A

1
0
C
1
2

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
上
田

B
Ⅳ

J
1
3
.8
 

（
3
.3
）

3
黄
褐

線
描
連
弁

2
5
0

寺
A

1
2
C
2
0

Ⅳ
中

1
龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ

c
×
Ⅱ

b
E
×

F
（
2
.1
）

灰
底
部
炭
、
鎬
蓮
弁
、

見
込
み
五
弁
花

2
5
1

寺
A

1
0
C
1
1

Ⅳ
中

1
同
安
青
磁

皿
Ⅰ
－

2
b

D
5
.0
 
（
1
.0
）

1
7

灰
オ
リ
ー
ブ

内
面
文
様

寺
A

1
2
C
2
5

2
5
2

寺
A

1
0
C
2

Ⅳ
中

1
同
安
青
磁

皿
Ⅰ
－

2
b

D
（
1
.4
）

オ
リ
ー
ブ
灰

内
面
文
様

2
5
3

寺
A

1
1
C
4

Ⅳ
中

1
同
安
青
磁

皿
Ⅰ

D
9
.0
 

（
1
.5
）

5
灰
オ
リ
ー
ブ

2
5
4

寺
A

1
4
C
7

Ⅳ
中

1
同
安
青
磁

皿
Ⅰ

D
1
1
.0
 

（
1
.7
）

3
灰
オ
リ
ー
ブ

2
5
5

寺
A

1
1
C
2
3

Ⅴ
中

2
同
安
青
磁

椀
Ⅰ
－

1
b

D
4
.9
 
（
4
.0
）

1
7

灰
オ
リ
ー
ブ

内
外
面
櫛
目

2
5
6

寺
A

1
2
C
2
4
周
辺

Ⅴ
中

2
同
安
青
磁

椀
Ⅰ
－

1
b

D
5
.0
 
（
4
.1
）

1
灰
オ
リ
ー
ブ

内
外
面
櫛
目

2
5
7

寺
A

1
2
C
町
道

Ⅴ
中

2
同
安
青
磁

椀
Ⅰ
－

1
b

D
1
7
.0
 

（
4
.4
）

2
灰
オ
リ
ー
ブ

内
外
面
櫛
目

2
5
8

寺
A
1
4
B
 

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
D

1
7
.6
 

（
4
.8
）

1
緑
灰

画
花
文

2
5
9

寺
A

1
1
C
1
2

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
D

1
7
.8
 

（
5
.1
）

3
灰
オ
リ
ー
ブ

内
面
画
花
文

2
6
0

寺
A

1
0
C
6

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
b

D
1
7
.4
 

（
3
.8
）

1
明
緑
灰

画
花
文

2
6
1

寺
A

1
4
C
1
8

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
～

4
D

1
8
.0
 

（
3
.5
）

3
灰
オ
リ
ー
ブ

画
花
文

2
6
2

寺
A

排
土

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
D

1
6
.0
 

（
2
.6
）

4
灰
オ
リ
ー
ブ

画
花
文

2
6
3

寺
A

1
0
C
4

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
×

4
d

D
1
6
.8
 

（
1
.5
）

2
灰
オ
リ
ー
ブ

画
花
文

2
6
4

1
3
D

町
道

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
D

（
3
.2
）

オ
リ
ー
ブ
灰

画
花
文

2
6
5

寺
A

1
1
B
2
4

Ⅴ
中

2
龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
～

4
D

7
.2
 
（
2
.2
）

2
オ
リ
ー
ブ
灰

画
花
文

2
6
6

寺
C

2
C
1
4

2
枚
目

中
2

龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ

a
E

1
8
.0
 

（
4
.7
）

1
灰
オ
リ
ー
ブ

鎬
蓮
弁

2
6
7

寺
A

1
0
C
2
5

Ⅴ
中

2
同
安
青
磁

皿
Ⅰ
－

2
b

D
3
.6
 
（
2
.4
）

9
灰
オ
リ
ー
ブ

内
面
文
様

2
6
8

寺
9
0

1
2
C
7

Ⅶ
中

3
同
安
青
磁

椀
Ⅰ
－

1
b

D
1
7
.0
 

（
4
.0
）

5
灰

内
外
面
櫛
目

2
6
9

寺
9
0

1
2
D
5

中
3

同
安
青
磁

椀
Ⅰ

D
1
6
.2
 

（
2
.2
）

3
灰
オ
リ
ー
ブ

2
7
0

不
明

寺
9
0

中
世
面
表
採

中
3

龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ
ｂ
×
Ⅳ

E
×

G
1
7
.6
 

（
3
.5
）

3
灰
オ
リ
ー
ブ

鎬
蓮
弁

2
7
1

寺
A

1
4
C
2
3

龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
D

1
9
.2
 

（
3
.3
）

3
灰
　

画
花
文

2
7
2

寺
A

1
4
C
1
4

龍
泉
青
磁

椀
Ⅰ
－

2
b

D
1
6
.2
 

（
3
.9
）

1
緑
灰

画
花
文

2
7
3

寺
C

2
B
5

龍
泉
青
磁

大
型
椀

上
田

C
Ⅱ

H
1
6
.8
 

（
4
.4
）

2
明
緑
灰

外
－
口
縁
ラ
ー
メ

ン
、
下
部
鎬
蓮
弁
、

画
花
文

2
7
4

寺
C

1
B
2

龍
泉
青
磁

椀
Ⅳ

G
5
.4
 
（
4
.2
）

1
6

灰
泊

見
込
み
文
様

2
7
5

寺
C

－
龍
泉
青
磁

椀
上
田
Ⅱ
以
降

H
～

6
.6
 
（
3
.2
）

8
灰
白

高
台
部
ま
で
釉
、

被
熱

2
7
6

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン

B
ト
レ
ン
チ

Ⅲ
龍
泉
青
磁

椀
Ⅱ

b
D

5
.1
 
（
1
.9
）

2
7

灰
オ
リ
ー
ブ

鎬
蓮
弁

2
7
7

寺
C

－
龍
泉
青
磁

Ⅳ
～

G
～

H
6
.6
 
（
1
.4
）

3
灰
白

高
台
部
ま
で
釉
、

無
文

2
7
8

寺
8
8

カ
ク
ニ
ン

北
斜
面
表
土

龍
泉
青
磁

小
盤

Ⅳ
～

G
～

H
2
1
.2
 

（
3
.5
）

3
オ
リ
ー
ブ
灰

2
7
9

寺
B

S
D
1
7
4

7
C
・

D
古
代

白
磁

皿
Ⅸ

b
×

c
F

1
1
.4
 

（
1
.2
）

4
灰
白

内
外
口
禿

2
8
0

寺
A

1
1
B
2
2

Ⅳ
中

1
白
磁

皿
森
田

D
H

1
0
.2
 

（
1
.8
）

5
灰
白

2
8
1

寺
A

9
C
7

Ⅰ
中

1
白
磁

皿
森
田

D
H

1
1
.5
 

（
1
.7
）

3
灰
白

2
8
2

寺
A

1
3
D

Ⅱ
中

1
白
磁

椀
Ⅴ

4
a
×
Ⅷ

1
・

3
D

1
8
.2
 

（
2
.1
）

4
灰
白

2
8
3

寺
A

1
0
B
1
7

Ⅳ
中

1
青
白
磁

皿
C
～

D
8
.4
 

－
（
1
.2
）

5
灰
白

2
8
4

寺
A

1
3
C

Ⅱ
中

1
白
磁

椀
Ⅳ

1
a

C
7
.2
 
（
2
.2
）

1
7

灰
白

2
8
5

寺
A

9
B
1
6

Ⅰ
中

1
白
磁

八
角
杯

森
田

D
H

8
.0
 

4
.0
 

3
.1

2
9

3
灰
白

種
別
不
明
、
被
熱
、

角
杯
？

2
8
6

寺
A

1
3
D

Ⅱ
中

1
白
磁

椀
Ⅸ

2
a

F
－

3
.8
 
（
1
.6
）

1
9

灰
白

2
8
7

寺
A

1
4
C
2

Ⅳ
中

1
青
白
磁

小
型
壺
形
合
子

D
～

5
.6
 

4
.0
 

5
．
4

1
3

8
4

灰
白

2
8
8

寺
A

1
1
D
3

Ⅴ
中

2
白
磁

椀
Ⅷ

D
（
3
.4
）

灰
白

見
込
み
環
状
掻
取

り

2
8
9

寺
A

1
1
C
5

Ⅴ
中

2
白
磁

椀
Ⅴ

4
a
×
Ⅷ

1
・

3
D

1
8
.8
 

（
4
.1
）

1
灰
白

端
反
り

2
9
0

寺
A

1
0
C
2
5

Ⅴ
中

2
白
磁

椀
Ⅶ

D
1
7
.2
 

-
（
2
.9
）

4
灰
白

口
縁
内
側
付
着
物

2
9
1

寺
C
 

1
B

Ⅳ
中

2
白
磁

椀
Ⅸ

F
1
6
.8
 

（
4
.2
）

6
-

灰
　

口
禿
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

2
9
2

寺
C

2
C
N
o.
1
3

Ⅳ
中

2
白
磁

皿
Ⅸ

b
×

c
F

1
2
.4
 

（
2
.5
）

2
灰
白

2
9
3

寺
A

1
0
C
1
4

Ⅴ
中

2
白
磁

皿
森
田

D
H

3
.6
 
（
1
.3
）

3
4

灰
白

2
9
4

寺
C

1
A
2
3

Ⅳ
中

2
白
磁

皿
Ⅸ

2
a

F
5
.0
 
（
0
.9
）

1
4

灰
白

2
9
5

寺
9
0

1
2
C
1
7

中
3

白
磁

椀
Ⅱ

1
a

C
1
5
.0
 

（
2
.7
）

2
灰
白

玉
縁

2
9
6

ト
レ
ン
チ

5
寺

90
10

C
11

ト
レ
ン
チ

Ⅶ
中

3
白
磁

椀
Ⅴ

4
a
×
Ⅷ

1
・

3
D

1
4
.0
 

（
2
.4
）

2
灰
白

端
反
り

2
9
7

寺
A

確
N
o.
1
4

白
磁

椀
Ⅴ

1
C

1
4
.8
 

（
3
.3
）

4
灰
白

2
9
8

寺
A

1
0
C
2
2

青
白
磁

椀
D

1
7
.2
 

（
3
.1
）

2
灰
白

2
9
9

不
明

白
磁

皿
Ⅱ
×
Ⅲ

C
×

D
1
0
.4
 

（
1
.2
）

3
灰
白

3
0
0

寺
A

1
0
C
1
6

Ⅳ
中
世

1
青
化

椀
B
群

1
5
C
代

（
3
.0
）

灰
白

3
0
1

寺
A

1
2
C
8

Ⅳ
中
世

1
朝
鮮
陶
器

皿
1
6
C
代

1
1
.0
 

4
.0
 

3
.8

7
3
6

4
灰

全
面
釉
胎
土
止
め

3
0
2

寺
A

1
1
B
2

Ⅳ
中
世

1
朝
鮮
陶
器

皿
1
6
C
代

4
.0
 
（
1
.8
）

2
0

灰
全
面
釉
胎
土
止
め

3
0
3

寺
B

2
住
（
S
I2
）

6
C

須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.8
 

7
.0
 

3
.2

0
.2
7
 

5
5

2
0

3
6

8
順

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
0
4

寺
B

2
住
（
S
I2
）

6
C

須
恵
器

杯
B
3
b

1
2
.7
 

7
.6
 

3
.2
5

0
.2
6
 

4
8

2
1
2

2
？

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
寺

B
3
住
-1
4
、
6
C
1
6
-1

3
0
5

寺
B

2
住
（
S
I2
）

6
C

須
恵
器

杯
6
.8
 
（
0
.9
）

1
9

逆
ヘラ

切り
　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
0
6

寺
B

2
住
（
S
I2
）

6
C

須
恵
器

杯
B
1
a

1
0
.8
 

7
.0
 

3
.8
5

0
.3
6
 

7
3

2
0

3
6

7
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
0
7

寺
B

2
住
（
S
I2
）

6
C

須
恵
器

有
台
杯

A
1

1
4
.4
 

（
5
.7
5
）
（
0
.4
0
）

7
1
 

5
×

×
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

3
0
8

2
住
（
S
I2
）

6
C

1
0

古
代

珠
洲

壷
T

A
Ⅲ

2
6
.2

（
4
.8
）

3
灰

3
0
9

寺
B

3
住
（
S
I3
）

6
C

須
恵
器

杯
B
3
b

1
2
.3
 

7
.2
 

3
0
.2
4
 

5
0

2
8

3
6

9
順

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
灯
明
皿

3
1
0

寺
B

溝
2
3
（
S
D
2
3
）

7
D

須
恵
器

杯
B
2

7
.0
 
（
2
.5
）

5
3

1
8

順
ヘラ

切り
　
ヨ
コ
ナ
デ

黄
灰

3
1
1

寺
B

溝
2
3
（
S
D
2
3
）

7
D

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.6
 

7
.4
 

3
.7
5

0
.3
0
 

6
0

3
1
6

3
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

3
1
2

寺
A

柱
5
3
2

1
0
C

須
恵
器

長
頸
瓶

A
7
.0
 

（
7
.3
）

1
6

ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
1
3

寺
9
0

1
0
C
2
0

Ⅶ
須
恵
器

長
頸
瓶

A
（
3
.0
）

ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
1
4

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
須
恵
器

長
頸
瓶

A
（
8
.1
）

ヨ
コ
ナ
デ

緑
灰

3
1
5

寺
A

1
3
C

Ⅱ
須
恵
器

長
頸
瓶

A
6
.4
 
（
5
.7
）

1
1

ヨ
コ
ナ
デ

緑
灰

3
1
6

寺
A

1
1
B
1
9

Ⅴ
須
恵
器

長
頸
瓶

B
（
1
4
.1
）

ヨ
コ
ナ
デ

緑
灰

寺
9
0

1
1
B
2
5
Ⅶ
下
、
寺

A
5
T
上

3
1
7

1
1
B
2
0

Ⅳ
須
恵
器

狭
口
壺

A
1
2
.2
 

（
4
.0
5
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
1
8

S
E
3
2
0

1
0
C
4
・

5
・

9
・

1
0

須
恵
器

狭
口
壺

B
1
2
.6
 

（
1
6
.2
）

6
タ
タ
キ
→
ヨ
コ
ナ

デ
灰

寺
A

S
D
3
1
1
、
S
D
3
1
1
下
層
、
S
D
3
1
1
-

1
0
C
1
、
S
D
3
1
6
-1
0
B
1
2
、
1
0
B
2
2
Ⅳ
、

1
0
C
3
Ⅳ
、
1
0
C
1
1
Ⅳ
、
1
0
C
1
5
Ⅳ
、

1
0
C
1
9
Ⅳ
、
1
0
C
1
Ⅴ
、
1
0
C
2
Ⅴ
、

1
0
C
4
Ⅴ
、
1
0
C
6
Ⅴ
、
1
1
B
2
0
Ⅴ
、

1
1
C
2
1
Ⅴ
、
町
道

1
3
D
Ⅴ
、
寺

9
0
中
世
面

表
採
、
1
1
C
5
Ⅶ
、
1
1
C
1
7
Ⅶ
下

3
1
9

1
4
C
3

Ⅶ
須
恵
器

狭
口
壺

A
1
3
.6
 

（
28

.6
5）

3
0

ヨコ
ナデ

・タ
タキ

→ヨ
コナ

デ
暗
灰

長
石
粒
多

1
4
B
1
9
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
C
2
Ⅶ

3
2
0

S
B
4
0
0
  P

it
2

1
0
C
1
3

須
恵
器

平
瓶

1
0
.7
 （

9
.5
5
）

3
0

下
半
部
・
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

灰
寺

A
1
0
C
2
0
Ⅴ
　
寺

9
0

1
0
C
1
3
、

1
0
C
1
7
Ⅶ
下
白
粘
土
、
1
0
C
1
7
・

1
8
Ⅶ
、

1
1
C
1
3
Ⅶ
、
1
1
C
1
8
Ⅶ
下
白
粘
土

3
2
1

寺
A

1
4
C
1
0

Ⅵ
須
恵
器

甕
B

4
0
.0
 

（
1
0
.0
）

1
内
外
面
タ
タ
キ

灰

3
2
2

S
D
3
1
1

1
0
C
1

須
恵
器

鉢
2
7
.3
 

1
8
.4
 

1
3
.5

1
6

5
オ
リ
ー
ブ
灰

寺
A

P
it
 4
6
1
Ⅴ
、
P
it
4
4
2
Ⅴ
、
9
C
9
Ⅴ
、

1
0
B
2
5
Ⅴ
、
1
0
B
1
7
Ⅳ
　
寺

9
0
表
採
、

S
B
3
0
9
P
it
2
、
中
世
面
表
採
、
1
0
B
1
7
・

2
2
Ⅶ
、
1
0
B
2
4
Ⅶ
下
黒
粘
土
、
1
0
C
1
Ⅶ
、

1
0
C
4
Ⅶ
、
1
0
C
5
Ⅶ
、
1
0
C
7
Ⅶ
、

1
0
C
1
1
Ⅶ
ト
レ
ン
チ
、
1
0
C
1
2
Ⅶ
、

1
0
C
1
3
Ⅶ
、
1
0
C
1
6
Ⅶ
、
1
0
C
1
7
Ⅶ

3
2
3

寺
9
0

1
0
C
2

Ⅶ
須
恵
器

鉢
？

2
6
.1
 

（
5
.0
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

寺
9
0

1
0
C
8
Ⅶ

3
2
4

寺
9
0

9
B
1
6

Ⅶ
須
恵
器

横
瓶

1
1
.0
 

（
4
.8
）

1
内
外
面
タ
タ
キ

灰

3
2
5

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
須
恵
器

横
瓶

（
2
0
.0
）

内
外
面
タ
タ
キ

灰

3
2
6

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
須
恵
器

甕
A
1

4
6
.3
 

（
1
0
.5
）

2
1

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ

キ
灰

鋸
歯
波
状
文
・
平

行
線

寺
A

P
it
6
9
、
9
B
2
1
、
1
2
C
2
5
Ⅳ
、

1
3
B
黒
色
粘
土
層
、
町
道

1
3
D
Ⅴ
、
1
4
B
2

Ⅶ
、
1
4
B
4
Ⅶ
、
1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅶ
、

1
4
B
2
3
Ⅶ
、
1
4
B
2
4
Ⅶ
、
1
4
C
Ⅳ
、

1
4
C
1
Ⅶ
、
1
4
C
1
7
、
1
4
C
・

D
Ⅳ
、

1
5
B
2
5
、
1
5
B
2
5
Ⅶ
、
黒
色
炭
化
層
　
寺

9
0

9
B
1
6
Ⅶ
、
1
1
C
1
Ⅶ
下
、
1
1
C
8
Ⅶ
、

1
1
C
1
2
Ⅶ
、
1
2
C
8
Ⅶ
、
1
2
B
2
2
中
世
ゴ

ミ
捨
て
場
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

3
2
7

寺
C

2
B
4
・

9
Ⅴ

須
恵
器

甕
A
1

5
5
.0
 

（
1
4
.2
）

8
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ
キ

灰
鋸
歯
波
状
文

寺
C

2
B
2
2
下
ガ
ツ
ボ

3
2
8

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
須
恵
器

甕
A
2

2
9
.6
 

（
6
.2
5
）

1
4

ヨ
コ
ナ
デ

灰
寺

A
1
4
C
3
Ⅶ

3
2
9

寺
A

1
5
B
2
5

Ⅶ
須
恵
器

甕
A
2

2
6
.2
 

（
7
.6
）

4
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ
キ

灰

3
3
0

寺
A

1
1
C
1
0

Ⅴ
須
恵
器

甕
A
1

（
3
.9
）

ヨ
コ
ナ
デ

灰
鋸
歯
波
状
文

3
3
1

寺
A

1
5
D
1
0

Ⅴ
灰
釉
土
器

椀
7
.6
 
（
2
.5
）

1
0

灰

3
3
2

寺
9
0

9
B
1
6

灰
釉
土
器

瓶
8
.7
 
（
2
.6
）

2
2

灰

3
3
3

寺
9
0

1
0
B
2
5

Ⅶ
下

8
C
前

須
恵
器

杯
A
c

1
3
.2
 

6
.2
 

3
.9

0
.3
0
 

6
1

5
3
1

8
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

明
オ
リ
ー
ブ
灰

3
3
4

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅲ
須
恵
器

杯
C

6
.6
 （

2
.5
5
）

3
6

順
糸
切
り

ヨ
コ
ナ
デ

黄
灰

3
3
5

寺
A

1
3
B

Ⅷ
須
恵
器

杯
C

7
.4
 
（
1
.7
）

3
6

？
糸
切
り

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

墨
痕
あ
り

3
3
6

寺
A

6
C
1
6

Ⅳ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.2
 

7
.0
 

3
.2

0
.2
9
 

5
8

9
1
5

4
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
3
7

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅷ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.2
 

7
.0
 

2
.8

0
.2
5
 

5
8

4
3
6

7
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
3
8

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.4
 

7
.2
 

3
.3

0
.2
9
 

5
9

8
3
0

6
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
3
9

寺
A

S
D
4
7
0
・
町
道

1
2
B
・

C
, 1

3
C

須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

7
.4
 

3
.1

0
.2
7
 

5
9

1
6

1
？

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
オ
リ
ー
ブ

3
4
0

寺
A

S
D
4
1
5

1
0
C

須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

7
.4
 

3
.1

0
.2
7
 

6
0

1
1

6
3

逆
ヘラ

切り
　
ヨ
コ
ナ
デ

緑
灰

3
4
1

寺
9
0

1
0
B
1
7
・

2
2

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

7
.1
 

3
.0
5

0
.2
6
 

5
9

1
3

1
5

4
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
4
2

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅶ
下

須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

8
.6
 

3
.0
5

0
.2
6
 

6
4

1
0

1
1

1
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

3
4
3

寺
9
0

1
0
C
1
3

Ⅶ
下

須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

7
.4
 

3
0
.2
6
 

6
0

3
2
5

5
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
4
4

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

7
.6
 

3
.0

0
.2
6
 

6
0

1
2

3
6

6
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
4
5

寺
A
9
0

1
0
C
3

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.6
 

8
.4
 

3
.3
5

0
.2
9
 

5
9

1
4

3
4

7
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

3
4
6

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅴ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.7
 

7
.1
 

3
.4
5

0
.2
9
 

6
0

4
6

1
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
4
7

寺
9
0

1
0
C
3

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.8
 

8
.8
 

3
.3

0
.2
8
 

6
2

1
5

1
4

4
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
4
8

寺
9
0

1
0
B
1
7
・

2
2

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.8
 

8
.3
 

3
.0

0
.2
5
 

6
0

1
9

1
9

7
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
4
9

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
1
.8
 

7
.2
 

3
.2

0
.2
7
 

5
9

2
2

3
6

8
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅷ

3
5
0

寺
9
0

1
0
B
2
4

Ⅶ
下
黒

粘
土

須
恵
器

杯
B
1
a

1
2
.0
 

8
.2
 

3
.5

0
.2
9
 

6
1

3
7

2
逆

ヘ
ラ

切
り
　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
5
1

寺
9
0

1
0
C
3

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
a

1
2
.0
 

7
.6
 

3
.5

0
.2
9
 

6
1

1
4

3
6

8
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

緑
灰

3
5
2

寺
9
0

1
1
C
1
3
・

1
4

Ⅵ
・
Ⅶ

須
恵
器

杯
B
1
a

1
2
.0
 

8
.4
 

3
.2

0
.2
7
 

5
9

7
9

2
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
5
3

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.2
 

8
.6
 

3
.4

0
.2
8
 

6
0

1
2

1
2

3
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
5
4

寺
A

6
T
上
-2

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.2
 

9
.0
 

3
.0

0
.2
5
 

6
2

5
1
8

4
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
　

3
5
5

不
明

寺
A
2

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.2
 

9
.5
 

3
.4

0
.2
8
 

6
5

9
4

2
？

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
5
6

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.3
 

8
.0
 

3
.3

0
.2
6
 

5
8

2
6

3
6

8
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
5
7

寺
9
0

1
0
B
1
7
・

2
2

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.3
 

8
.3
 

3
.4
5

0
.2
8
 

6
1

3
9

1
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
5
8

寺
A

S
B
4
0
0
、
P
it
2

1
0
C
1
3

Ⅶ
上
半

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.3
 

8
.2
 

3
.3
5

0
.2
7
 

5
8

2
1

2
8

6
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
寺

9
0

1
0
C
1
6
Ⅶ
上
半

3
5
9

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅶ
下
・
茶

褐
色
砂

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.4
 

8
.4
 

3
.5

0
.2
8
 

6
1

1
8

1
4

4
逆

ヘ
ラ

切
り
　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
6
0

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.4
 

8
.8
 

3
.3
5

0
.2
7
 

5
9

1
4

1
4

4
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
6
1

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.4
 

8
.6
 

3
.6

0
.2
9
 

6
2

2
2

3
6

8
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅶ

3
6
2

寺
A

1
0
C
7

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.6
 

9
.1
 

3
.6

0
.2
9
 

6
5

9
1
2

1
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
　

3
6
3

寺
A
9
0

1
0
C
8

ト
レ
ン
チ

6
Ⅶ

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.6
 

8
.2
 

4
.1

0
.3
3
 

6
3

2
6

3
6

8
逆

ヘ
ラ

切
り
　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
　

寺
9
0

1
0
C
8
Ⅶ
下

3
6
4

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.6
 

9
.3
 

3
.8

0
.3
0
 

6
4

7
1
2

3
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

暗
灰
黄

3
6
5

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.8
 

9
.0
 

4
.8
5

0
.3
8
 

6
3

1
0

1
9

4
順

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

3
6
6

寺
9
0

ト
レ
ン
チ

1
Ⅰ

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.7
 

9
.0
 

3
.2
5

0
.2
6
 

5
9

3
3
2

4
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
　

3
6
7

不
明

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.6
 

8
.6
 

3
.6

0
.2
9
 

5
8

8
1
0

2
順

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
　

3
6
8

寺
9
0

1
0
C
5

Ⅶ
下

須
恵
器

杯
B
1
b

1
2
.9
 

9
.3
 

3
.4
5

0
.2
7
 

5
8

8
1
5

3
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
6
9

寺
A

1
3
B

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.3
 

8
.1
 

2
.8
5

0
.2
5
 

5
7

1
8

3
6

8
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
墨
痕
あ
り

3
7
0

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.4
 

8
.4
 

3
.3

0
.2
9
 

5
5

2
8

1
？

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰

3
7
1

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅷ
須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.6
 

7
.0
 

3
0
.2
6
 

5
2

2
9

1
8

7
順

ヘ
ラ

切
り
　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

寺
A

1
4
B
2
3
Ⅶ
、
1
4
C
2
Ⅶ
、
1
5
B
2
3
Ⅶ
、

1
5
B
2
5
Ⅶ

3
7
2

寺
9
0

1
1
C
1
7

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.6
 

7
.8
 

3
.1
5

0
.2
7
 

5
6

1
7

1
？

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

黄
灰

3
7
3

寺
9
0

1
0
C
1
2

Ⅶ
下

須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.8
 

8
.0
 

3
.0

0
.2
5
 

5
7

5
1
5

5
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

緑
灰

3
7
4

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.8
 

7
.2
 

3
.0

0
.2
5
 

5
3

2
5

2
8

7
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

灰
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遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

3
7
5

寺
A

9
C
9

Ⅴ
須
恵
器

杯
B
2
a

1
1
.8
 

8
.6
 

2
.8

0
.2
4
 

5
6

3
1
1

2
逆

ヘラ
切り

　
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

3
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Ⅴ
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8
逆

ヘラ
切り

ヨ
コ
ナ
デ

灰
転
用
硯

寺
A

1
4
C
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
3
Ⅶ

5
5
8

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅷ
須
恵
器

杯
蓋

B
1

1
5
.7
 

1
.6

3
.8

8
5

逆
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
寺

A
1
4
B
2
2

5
5
9

寺
A

1
0
B
1
2

Ⅴ
須
恵
器

杯
蓋

1
5
.0
 

（
2
.0
）

9
6

逆
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰

5
6
0

寺
A

S
B
4
0
8

P
it
7

1
0
C
8

須
恵
器

杯
蓋

B
2

1
5
.0
 

4
.7

3
.8

4
4

逆
順

ヨ
コ
ナ
デ

灰
転
用
硯
、
外
漆
付

着
、
長
石
粒
多

5
6
1

寺
A

S
D
4
1
5

9
C
2
2

-
須
恵
器

杯
蓋

C
1
3
.0
 

3
.3

2
.2

9
6

ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

青
灰

転
用
硯

寺
9
0

1
0
C
3
Ⅶ
、
1
0
C
3
P
3
Ⅶ
下

5
6
2

寺
A

1
4
B
2
3
・

2
4

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

C
1
3
.1
 

2
.8

4
.4

1
7

7
逆

ヘラ
切り

ヨ
コ
ナ
デ

灰
転
用
硯

5
6
3

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

C
1
3
.9
 

（
2
.5
）

1
7

6
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ

リ
灰

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅶ
、
1
4
C
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
3

Ⅶ
、
1
4
C
2
Ⅶ

5
6
4

寺
9
0

1
0
C
1
2

下
須
恵
器

杯
蓋

C
1
3
.7
 

2
.1

3
.0
 

1
7

7
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

青
灰

転
用
硯

5
6
5

寺
A

S
B
4
0
7
P
it
2

1
0
B
1
1

須
恵
器

杯
蓋

（
2
.0
）

2
.2

6
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ

リ
緑
灰

周
囲
打
欠
き
、
転

用
硯

5
6
6

寺
9
0

1
0
C
2

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

（
2
.3
）

3
.2

6
逆

ヘラ
切り

ヨ
コ
ナ
デ

灰
寺

A
不
明

5
6
7

寺
A

S
D
4
1
5

1
0
C

須
恵
器

杯
蓋

（
2
.4
）

3
.1

2
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

暗
青
灰

寺
9
0

1
0
C
1
0
Ⅴ
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N
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遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

5
6
8

寺
9
0

1
0
C
2

Ⅶ
下

須
恵
器

杯
蓋

（
2
.5
）

4
.0
 

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

灰
白

寺
9
0

中
世
表
採

5
6
9

溝
6
2

寺
B

7
C
・

D
土
師
器

コ
シ
キ（

把
手
）

明
赤
褐

5
7
0

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅷ
土
師
器

甕
A

1
9
.4
 

（
4
.9
）

7
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

に
ぶ
い
褐

5
7
1

P
it
1
7
9

寺
B

7
C

土
師
器

甕
A

（
2
.8
）

ハ
ケ

に
ぶ
い
橙

底
部
　

5
7
2

寺
B

6
C
1
6

土
師
器

甕
B

1
6
.0
 

（
6
.7
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

明
赤
褐

5
7
3

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

甕
B

1
5
.9
 

（
7
.1
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

5
7
4

寺
A

1
0
B
1
7

Ⅴ
土
師
器

甕
B

1
8
.0
 

（
9
.3
）

2
9

ヨ
コ
ナ
デ

橙

寺
A

9
C
9
Ⅴ
、、

1
0
B
8
Ⅴ
、
1
0
B
溝
、

1
0
B
2
4
、
1
4
B
2
2
Ⅶ
、
S
D
4
1
5

9
C
2
2
、

寺
9
0

1
0
B
2
4
Ⅶ
下
、
1
0
C
8
Ⅶ
、
中
世

面
表
採
、

5
7
5

寺
9
0

1
0
C
8

Ⅶ
土
師
器

甕
C
1

2
3
.5
 

（
8
.1
5
）

1
3

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

寺
9
0

1
0
C
8
 

5
7
6

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

甕
C
1

2
1
.1
 

（
1
0
.2
）

1
4

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
4

Ⅶ
、
1
4
B
2
3
Ⅷ
、
1
4
B
2
4
Ⅷ
、
不
明

5
7
7

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

甕
大

C
1

1
8
.0
 

（
7
.5
）

8
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅷ
、
1
4
B
2
4

Ⅶ

5
7
8

寺
9
0

1
0
C
8

Ⅴ
土
師
器

甕
C
1

2
1
.0
 

（
7
.1
5
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

5
7
9

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

甕
C
2

1
9
.5
 

（
3
1
.4
）

2
1

ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅶ
、
1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
2

Ⅶ
、
1
4
B
2
3
Ⅶ
、
1
5
B
2
5
Ⅶ
、
不
明

5
8
0

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

甕
大

C
2

2
0
.2
 

（
2
9
.2
）

3
3

ヨ
コ
ナ
デ
・
下
半

部
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
3

Ⅶ
　
　
仮

N
o.
8
と
接
合

5
8
1

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

甕
大

C
3

2
7
.7
 

（
7
.9
）

1
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
1
Ⅷ
、
1
4
C
2

Ⅶ
、
不
明
Ⅶ

5
8
2

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

甕
D

1
8
.2
 

（
3
1
.4
）

2
2

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ

キ
に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅶ
、
1
4
B
2
3
Ⅶ
、
1
4
B
2
4

Ⅶ
、
1
4
C
2
Ⅶ
、
1
4
C
2
1
Ⅶ
、
9
C
9
Ⅴ
、
不

明
Ⅷ

5
8
3

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

甕
D

1
9
.7
 

（
2
9
.3
）

3
2

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ

キ
に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
0
Ⅶ
、
1
4
B
1
9
Ⅶ
、
1
4
B
2
1

Ⅶ
、
1
4
B
2
3
Ⅶ
、
1
4
B
2
4
Ⅶ
、
1
5
B
2
3
Ⅶ
、

寺
9
0

1
0
C
8
Ⅶ

5
8
4

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

甕
D

2
0
.1
 

（
4
.5
）

1
3

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅷ
、
1
4
B
2
4
Ⅷ
、
1
4
B
2
4

Ⅶ

5
8
5

寺
A

1
4
B
1
9

Ⅷ
土
師
器

甕
大

D
2
0
.6
 

（
7
.7
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

5
8
6

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

甕
D

2
1
.3
 

（
3
1
.1
）

8
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ
キ

橙
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
3
 Ⅶ

5
8
7

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
（
1
9
.6
）

2
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ
キ

に
ぶ
い
黄

寺
A

1
4
B
2
3
Ⅶ
、
1
4
B
2
4
Ⅶ

5
8
8

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅷ
土
師
器

甕
大

D
（
1
9
.3
）

下
半
部
タ
タ
キ

褐
灰

底
部
厚
手
、
内
面

タ
タ
キ
痕
ハ
ケ
で

消
す

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅷ
、
1
4
B
2
4
Ⅷ

5
8
9

寺
A

1
4
B
1
9

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
2
4
.0
 

（
7
.5
）

1
0

ヨ
コ
ナ
デ

橙
内
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅶ

5
9
0

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
2
2
.6
 

（
6
.1
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス

5
9
1

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅷ
土
師
器

甕
大

D
2
2
.1
 

（
7
.0
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅶ
、
1
4
B
2
2
Ⅷ

5
9
2

寺
A

1
4
C
2

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
2
1
.8
 

（
5
.3
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

5
9
3

寺
A

1
1
C
1
0

Ⅴ
土
師
器

甕
D

2
0
.6
 

（
5
.4
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

5
9
4

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
2
0
.6
 

（
6
.4
）

1
5

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

内
外
面
ス
ス

5
9
5

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

甕
D

2
0
.4
 

（
6
.5
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

5
9
6

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
1
9
.6
 

（
6
.6
）

2
4

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄

内
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅷ
、
1
4
B
2
2
Ⅷ
、
1
4
B
2
3

Ⅶ

5
9
7

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

甕
大

D
1
9
.4
 

（
1
0
.0
）

9
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

5
9
8

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
1
9
.0
 

（
9
.1
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス

5
9
9

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

甕
大

D
1
8
.4
 

（
5
.1
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
ス
ス

6
0
0

寺
A

不
明

Ⅷ
土
師
器

甕
大

D
1
8
.4
 

（
4
.7
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
0
1

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

小
甕

A
1
1
.8
 

（
3
.6
）

5
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

灰
黄
褐

内
外
面
ス
ス

6
0
2

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

小
甕

A
8
.6
 
（
9
.1
）

4
ハ
ケ
・
ケ
ズ
リ

灰
黄
褐

内
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅷ
、
1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
3

Ⅷ
、
1
4
B
2
4
Ⅷ

6
0
3

寺
A

P
it
4
4
2

1
0
B

Ⅴ
土
師
器

小
甕

B
1
3
.2
 

（
3
.5
）

7
ヨ
コ
ナ
デ

褐
口
縁
内
外
面
ス
ス

6
0
4

寺
A

S
D
4
1
5

9
C
2
2

土
師
器

小
甕

B
1
7
.0
 

（
6
.0
5
）

9
ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

内
外
面
ス
ス
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

6
0
5

寺
A

9
C
1
6

Ⅴ
土
師
器

小
甕

B
1
3
.2
 

（
4
.7
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

褐
灰

長
石
粒
目
立
つ

寺
A

1
T
上

6
0
6

寺
A

1
0
C
1
3

Ⅷ
土
師
器

小
甕

B
1
2
.2
 

（
4
.8
）

9
糸

ヨ
コ
ナ
デ

黒
褐

口
縁
ス
ス

6
0
7

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

B
1
3
.8
 

（
5
.6
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

口
縁
内
側
ス
ス

6
0
8

寺
A

1
3
B

Ⅷ
土
師
器

小
甕

B
1
2
.4
 

（
5
.4
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

口
縁
内
側
ス
ス

6
0
9

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

小
甕

B
1
2
.6
 

（
3
.5
）

7
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

口
縁
内
側
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅷ
、
不
明
Ⅷ

6
1
0

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
5
.6
 

（
3
.4
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

口
縁
内
外
面
ス
ス

6
1
1

寺
A

1
4
B
1
9

Ⅷ
土
師
器

小
甕

C
1
4
.7
 

（
8
.4
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

6
1
2

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅷ
土
師
器

小
甕

C
1
4
.6
 

（
5
.2
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

内
外
面
ス
ス

6
1
3

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
4
.6
 

（
6
.2
）

2
2

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅶ

6
1
4

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
3
.8
 

（
3
.1
）

1
6

ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

内
外
面
ス
ス

6
1
5

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
3
.6
 

（
7
.1
）

1
2

ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

内
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
4
Ⅶ

6
1
6

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
3
.4
 

（
3
.0
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

口
縁
内
側
ス
ス

6
1
7

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
3
.6
 

（
5
.2
）

1
3

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
1
8

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅷ
土
師
器

小
甕

C
1
3
.2
 

（
3
.2
）

7
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅷ

6
1
9

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
3
.2
 

（
3
.3
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

口
縁
内
側
ス
ス

6
2
0

寺
9
0

1
0
C
1
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
2
.9
 

（
4
.5
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

黒
褐

内
側
ス
ス

6
2
1

寺
A

1
4
C
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
2
.8
 

（
3
.9
）

8
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
2
2

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
2
.4
 

（
5
.6
）

3
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄
褐

口
縁
内
側
ス
ス

6
2
3

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
2
.0
 

（
4
.2
）

6
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
2
4

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
1
.8
 

（
6
.2
）

7
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
2
5

寺
A

1
4
C
2

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
1
.6
 

（
7
.6
）

1
3

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
ス
ス

6
2
6

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

小
甕

C
1
1
.6
 

（
3
.8
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
2
7

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
1
.6
 

（
5
.1
）

1
2

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
ス
ス

6
2
8

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
1
1
.3
 

（
8
.1
）

3
3

順
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
ス
ス

6
2
9

寺
9
0

1
0
C
7

Ⅶ
下

土
師
器

小
甕

C
1
2
.8
 

（
4
.0
）

4
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

口
縁
内
側
ス
ス

6
3
0

寺
A

1
4
C

Ⅶ
土
師
器

小
甕

C
9
.8
 

（
4
.6
）

7
ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

口
縁
内
側
ス
ス

6
3
1

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

6
.8
 
（
7
.4
）

3
4

ヨ
コ
ナ
デ
・
下
部

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

6
3
2

寺
A

1
4
C
2

Ⅶ
土
師
器

小
甕

-
6
.0
 
（
6
.3
）

1
8

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

内
外
面
ス
ス

6
3
3

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

小
甕

6
.2
 
（
3
.5
）

1
4

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
3
4

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

鍋
A

3
3
.8
 

（
8
.9
5
）

5
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

浅
黄
橙

内
外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅶ
、
不
明
Ⅶ

6
3
5

寺
A

1
4
C
3

Ⅶ
土
師
器

鍋
B

2
8
.6
 

（
8
.4
）

1
6

ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

寺
A

1
4
C
2
Ⅶ
、
1
4
B
2
3
Ⅶ

6
3
6

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

鍋
B

2
4
.2
 

9
.0
 

1
3
.5

1
0

3
6

8
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
1
9
Ⅶ

6
3
7

寺
A

1
4
C
2

Ⅶ
土
師
器

鍋
B

2
8
.3
 

（
8
.0
）

2
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

6
3
8

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

鍋
C

4
0
.0
 

（
1
5
.0
）

1
9

3
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
タ

キ
橙

内
外
面
ス
ス
、
薄

い
寺

A
1
4
B
2
2
Ⅶ
、
1
4
C
2
Ⅶ

6
3
9

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

鍋
C

（
9
.0
）

ヨ
コ
ナ
デ

褐
内
外
面
ス
ス

6
4
0

寺
9
0

1
0
C
2

5
土
師
器

鍋
C

3
7
.6
 

（
1
0
.1
）

5
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

寺
9
0

1
0
B
2
4
Ⅶ
下
、
寺

A
不
明

6
4
1

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

1
2
.7
 

1
2
.6
 

1
6
.3

2
3

2
8

8
浅
黄
橙

円
孔

3
寺

A
1
4
B
2
1
・

2
3
・

2
5
Ⅶ
、

1
4
B
2
1
・

2
2
・

2
3
Ⅷ

6
4
2

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

1
4
.4
 （

9
.9
5
）

1
5

に
ぶ
い
黄
橙

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅶ
、
1
4
C
2
・

3
Ⅶ

6
4
3

木
組
み

3
寺

A
1
0
C

Ⅹ
Ⅱ

A
土
師
器

円
筒
器
台

9
.9
 

（
4
.4
5
）

9
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

6
4
4

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

1
1
.6
 

（
5
.4
）

7
－

浅
黄
橙

円
孔

6
4
5

寺
A

1
0
B
1
9

Ⅴ
土
師
器

円
筒
器
台

1
2
.3
 
（
7
.0
）

3
－

に
ぶ
い
橙

円
孔

6
4
6

寺
9
0

1
0
C
3

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

1
2
.6
 
（
7
.0
）

2
0

タ
タ
キ

浅
黄

寺
9
0

9
B
6
、
1
0
B
1
7
・

2
2
Ⅶ
、

1
0
B
2
3
Ⅶ
下
、
1
0
B
2
3
・

2
4
Ⅶ
、

1
0
B
2
4
P
5
Ⅶ
下
、
1
0
C
3
Ⅳ
、
1
0
C
3
Ⅶ
、

1
0
C
4
・

5
Ⅴ
、
1
0
C
5
Ⅶ
下
、
1
0
C
1
7
Ⅶ
、

1
0
C
4
Ⅶ
、
ト
レ
ン
チ

2

6
4
7

寺
A

1
4
B
2
2

土
師
器

円
筒
器
台

1
3
.6
 （

1
3
.8
）

1
2

灰
白

円
孔

2

6
4
8

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅶ
下

土
師
器

円
筒
器
台

（
4
.6
）

輪
積
み
・
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

円
孔

1

6
4
9

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅷ
土
師
器

円
筒
器
台

1
4
.0
 
（
5
.9
）

1
4

輪
積
み
・
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
赤
褐
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

6
5
0

S
D
3
1
9

寺
A

1
0
B
1
9

土
師
器

円
筒
器
台

1
8
.0
 （

3
.6
5
）

4
ナ
デ

淡
橙

6
5
1

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅷ
土
師
器

円
筒
器
台

1
1
.8
 

1
0
.8
 

1
3
.1

2
1

2
3

6
ケ
ズ
リ

明
褐
灰

△
窓

2

6
5
2

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

1
0
.3
 
（
8
.5
）

1
0

輪
積
み

に
ぶ
い
赤
橙

円
孔
　
被
熱

6
5
3

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

8
.7
 
（
9
.7
）

3
6

輪
積
み

に
ぶ
い
橙

寺
A

1
4
B
2
1
Ⅶ
・
Ⅷ
、
1
4
B
2
4
Ⅶ

6
5
4

寺
9
0

1
0
B
1
9

Ⅶ
下
・

黒
粘
土

土
師
器

円
筒
器
台

1
1
.6
 
（
4
.9
）

7
輪
積
み
・
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

6
5
5

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

円
筒
器
台

1
0
.5
 
（
5
.4
）

4
タ
テ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

6
5
6

寺
A

1
4
B

土
師
器

円
筒
器
台

（
1
3
.4
）

輪
積
み

に
ぶ
い
橙

被
熱

6
5
7

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅶ
－

25
土
師
器

円
筒
器
台

1
1
.8
 （

8
.0
5
）

5
－

明
褐
灰

6
5
9

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
A

土
師
器

椀
A
1

1
0
.7

3
.5
 

7
.0

1
9

3
に
ぶ
い
黄
橙

6
5
8

寺
9
0

1
1
A
1
0

Ⅶ
下
？

土
師
器

椀
A
1

1
2
.2
 

8
.6
 

3
.9

2
1
4

4
に
ぶ
い
黄
橙

6
6
0

寺
A

1
4
B
2
0
（
東
西

ト
レ
ン
チ
内
）

Ⅶ
土
師
器

椀
A
1

1
2
.8
 

7
.1
 

4
0
.3
1
 

1
6

2
7

8
ヘ
ラ
切

り
？

ヨ
コ
ナ
デ

橙

6
6
1

寺
9
0

1
3
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

椀
A
1

1
2
.0
 

6
.2
 

4
.0

0
.3
3
 

3
6

3
6

1
0

糸
　

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

口縁
内側

炭化
物　

灯明
皿？

6
6
2

寺
9
0

1
1
C
1
7

Ⅶ
土
師
器

椀
A
2

1
5
.0
 

8
.4
 

6
.4

0
.4
3
 

1
3
6

6
逆

糸き
り後

ケズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
ケ

ズ
リ

淡
橙

6
6
3

寺
A

1
4
B
2
2

土
師
器

椀
B

1
2
.1
 

6
.7
 

4
.1

0
.3
4
 

2
6

3
6

9
順

糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス

6
6
4

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

椀
B

1
2
.6
 

8
.4
 

4
.5

0
.3
6
 

1
7

1
6

3
糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
ス
ス

寺
A

1
4
B
2
3
Ⅷ
、
1
4
B
2
4
Ⅷ

6
6
5

寺
A

1
5
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
B

1
2
.1
 

7
.3
 

4
.0

0
.3
3
 

4
2
9

4
糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
6
6

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅷ
土
師
器

椀
C
1

1
3
.0
 

5
.0
 

3
.7
5

0
.2
9
 

1
3

3
6

7
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
6
7

寺
A

1
0
B
7

Ⅴ
土
師
器

椀
C
1

1
2
.0
 

6
.0
 

3
.8
5

0
.3
2
 

1
1
8

4
糸

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄

6
6
8

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

椀
C
1

1
2
.6
 

6
.0
 

4
.0

0
.3
2
 

4
8

1
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
6
9

寺
A

1
4
B
2
・

3
Ⅶ

土
師
器

椀
C
1

1
2
.0
 

5
.3
 

4
.0

0
.3
3
 

2
2
3

4
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
7
0

寺
A

1
4
B
2
5

Ⅶ
土
師
器

椀
C
1

5
.8
 （

3
.4
5
）

2
2

糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

橙

6
7
1

寺
9
0

1
1
C
2
5

Ⅶ
土
師
器

椀
C
1

1
3
.1
 

6
.2
 

4
.3

0
.3
3
 

1
4

3
6

8
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
内
側
炭
化
物

灯
明
皿
？

寺
9
0

1
1
C
2
3
Ⅶ

6
7
2

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
C
1

5
.7
 
（
3
.4
）

3
6

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

6
7
3

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

椀
C
1

1
2
.1
 

6
.4
 

4
.6
5

0
.3
8
 

3
3
6

4
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

寺
A

1
4
B
2
1

6
7
4

不
明

寺
A

土
師
器

椀
C
1

1
4
.2
 

6
.6
 

5
.2

0
.3
7
 

7
9

3
糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
7
5

寺
A

1
4
B
1
9

Ⅶ
土
師
器

椀
C
2

1
5
.2
 

6
.2
 

5
.3

0
.3
5
 

1
5

3
6

7
糸き

り後
ケズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

橙
外
面
及
び
口
縁
内

側
炭
化

6
7
6

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

椀
C
1

1
5
.3
 

5
.8
 

4
.5
5

0
.3
0
 

4
1
7

3
糸

ヨ
コ
ナ
デ

赤
褐

6
7
7

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

椀
C
3

1
3
.7
 

6
.0
 

3
.7

0
.2
7
 

7
1
1

2
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
7
8

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
C
3

5
.6
 
（
2
.6
）

3
6

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
7
9

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅷ
土
師
器

椀
D

1
2
.8
 

5
.2
 

4
.4

0
.3
4
 

6
3
6

7
糸

ヨ
コ
ナ
デ

褐
灰

6
8
0

不
明

土
師
器

椀
D

1
2
.7
 

5
.0
 

4
.0

0
.3
1
 

2
3
6

3
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
8
1

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
D

4
.8
 
（
2
.5
）

2
9

糸
ヨ
コ
ナ
デ

橙

6
8
2

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
D

1
3
.2
 

5
.8
 

4
.1

0
.3
1
 

6
2
4

4
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅷ

6
8
3

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
D

1
4
.6
 

5
.8
 

4
.4

0
.3
0
 

6
3
6

4
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
8
4

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
D

1
3
.2
 

5
.8
 

4
.8

0
.3
6
 

3
3
6

7
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
8
5

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

椀
？

3
.8
 
（
1
.2
）

3
4

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
8
6

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
？

3
.8
 
（
1
.2
）

3
6

糸
ヨ
コ
ナ
デ

橙

6
8
7

寺
A

1
4
C
3

Ⅶ
土
師
器

椀
（
皿
）

A
1
2
.8
 

7
.0
 

2
.4

0
.1
9
 

8
9

2
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

6
8
8

寺
A

1
4
B
1
9

Ⅷ
土
師
器

皿
A

1
2
.8
 

7
.1
 

2
.4

0
.1
9
 

1
8

3
2

7
糸

ヨ
コ
ナ
デ

橙

6
8
9

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅷ
土
師
器

椀
（
皿
）

A
7
.2
 
（
2
.2
）

3
2

糸
ヨ
コ
ナ
デ

橙

6
9
0

寺
A

1
4
B
2
0

Ⅶ
土
師
器

有
台
皿

B
1
2
.8
 

5
.8
 

2
.5

0
.2
0
 

1
1
4

4
？

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

6
9
1

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

皿
？

B
1
1
.5
 

（
1
.6
5
）

0
.1
4
 

4
ミ
ガ
キ

明
褐

6
9
2

不
明

寺
A

土
師
器

有
台
皿

B
1
1
.8
 

5
.4
 

2
.9
5

0
.2
5
 

3
3
6

5
ヨ
コ
ナ
デ

明
赤
褐
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

種
　
別

器
　
種

分
　
類

口
径

底
径

高
さ

高
さ
/

口
径

立
上
り

角
度

口
縁

残
存

（
/3

6
）

底
部

残
存

（
/3

6
）

全
体

残
存

（
/1

0
）

ロ
ク
ロ

回
転

方
向

底
部

調
整

体
部
調
整

色
調

文
様
等

同
一
個
体

6
9
3

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

皿
B

5
.6
 
（
1
.6
）

2
8

？
？

に
ぶ
い
黄
橙

や
や
揚
底（

有
台
？
）

6
9
4

不
明

土
師
器

有
台
皿

B
6
.8
 
（
1
.6
）

1
1

明
赤
褐

6
9
5

寺
A

1
4
B
2
4

Ⅶ
土
師
器

台
付
皿

B
5
.3
 
（
1
.7
）

2
4

橙
底
部
墨
書
「
田
」

6
9
6

寺
A

1
3
B

黒
色
粘
土

土
師
器

椀
E

6
.6
 
（
2
.7
）

2
糸

黄
灰

6
9
7

ト
レ
ン
チ

3
寺

9
0

1
1
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

椀
E

6
.3
 
（
2
.9
）

1
2

糸
明
暗
褐

6
9
8

寺
9
0

9
B
1
5

Ⅶ
土
師
器

椀
E

8
.6
 
（
3
.1
）

5
？

？
に
ぶ
い
橙

6
9
9

寺
A

1
5
B
2
5

Ⅶ
土
師
器

黒
椀

A
1

1
1
.8
 

4
.6
 
（
5
.0
）

1
2

1
4

4
糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

7
0
0

寺
A

1
4
B
2
1

Ⅶ
土
師
器

黒
椀

A
2

1
4
.4
 

5
.6
 

4
.4

2
3
0

5
糸
→
ミ

ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

寺
A

1
4
B
2
2
Ⅷ
、
1
4
C
2
Ⅶ

7
0
1

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

黒
色

A
3

1
6
.0
 

6
.0
 

4
.7

2
1
8

2
糸

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅶ

7
0
2

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

黒
椀

A
3

1
5
.6
 

6
.2
 

5
.2

9
3
6

5
糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

下
半
部
ケ
ズ
リ

7
0
3

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

黒
椀

A
4

1
5
.6
 

6
.2
 

6
.3

1
9

3
1

8
糸→

ケズ
リ・

ナデ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
・
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

7
0
4

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

黒
椀

A
2

6
.0
 
（
4
.2
）

3
6

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

7
0
5

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅷ
土
師
器

黒
色

A
5

2
4
.2
 

（
7
.9
）

1
ヨ
コ
ナ
デ
・
下
部

タ
テ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅷ

7
0
6

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

黒
椀

6
.2
 
（
2
.1
）

2
3

糸
→
ミ

ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

褐
灰

外
面
も
黒
色

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅶ

7
0
7

寺
A

1
4
B
2
2

Ⅶ
土
師
器

黒
色

A
2

6
.4
 
（
2
.8
）

1
4

糸
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

内
面
暗
文
風

寺
A

1
4
C
2
Ⅶ

7
0
8

寺
A

1
4
B
1
9

Ⅶ
土
師
器

黒
色

5
.0
 
（
1
.6
）

3
6

糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

7
0
9

寺
9
0

ト
レ
ン
チ

2
Ⅰ
（
A
）

土
師
器

黒
色

1
.5
 
（
7
.0
）

2
4

糸
→
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

7
1
0

寺
9
0

1
0
C
5

Ⅶ
下
・
青

粘
土
上

土
師
器

黒
色

7
.2
 
（
2
.0
）

1
0

糸
→
ケ

ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

7
1
1

寺
A

1
4
B
2
3

Ⅶ
土
師
器

有
台
黒
椀

6
.6
 
（
2
.1
）

3
褐
灰

外
面
も
黒
色

寺
A

1
4
B
2
4
Ⅶ

7
1
2

寺
9
0

1
0
C
1
7

製
塩
土
器

5
.4
 
（
3
.0
）

1
0

に
ぶ
い
橙

被
熱

7
1
3

不
明

製
塩
土
器

4
.8
 
（
2
.6
）

1
1

に
ぶ
い
橙

輪
積
み
、
被
熱

7
1
4

寺
A

1
3
B
2
5

Ⅶ
製
塩
土
器

5
.4
 
（
2
.0
）

1
2

に
ぶ
い
橙

被
熱
、
内
面
整
形
痕

7
1
5

寺
9
0

1
1
C
2
5

Ⅹ
Ⅱ

A
ト

レ
ン
チ

土
師
器

壷
2
1
.2
 

（
4
.5
）

4
に
ぶ
い
橙

7
1
6

寺
9
0

1
0
C
7

Ⅸ
土
師
器

壷
（
1
6
.8
）

ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ

に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス

7
1
7

寺
9
0

1
0
C
1
2

Ⅸ
A

土
師
器

甕
1
8
.2
 

（
3
.9
）

1
3

ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス
（
古
）

7
1
8

寺
9
0

1
0
C
1

Ⅹ
A
1

土
師
器

甕
1
4
.4
 

1
7
.2
 

2
.6

1
0

1
8

3
口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

灰
黄
褐

外
面
ス
ス

7
1
9

寺
9
0

1
1
C
1
0

Ⅸ
土
師
器

甕
4
.0
 
（
1
.9
）

3
6

ハ
ケ

灰
黄
褐

7
2
0

寺
9
0

1
0
B
2
1

Ⅹ
A
ト

レ
ン
チ

土
師
器

小
甕
？

7
.4
 
（
2
.6
）

1
1

ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

7
2
1

寺
9
0

1
0
C
7

Ⅹ
1
上

土
師
器

器
台

（
3
.8
）

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙

有
段
口
縁

7
2
2

寺
88

カ
ク
ニ
ン

B
ト
レ
ン
チ

Ⅱ
・
Ⅲ

土
師
器

器
台

（
4
.1
）

浅
黄
橙

（
古
）

7
2
3

寺
A

1
0
C
2
4

Ⅰ
唐
津

皿
1
2
.8
 

7
.0
 

3
.3

3
1
2

3
灰

見
込
釉
剥
ぎ

7
2
4

寺
C

確
認

唐
津

皿
1
0
.8
 

4
.0
 
（
2
.4
）

3
1
6

4
灰
白

7
2
5

不
明

唐
津

皿
4
.2
 
（
1
.5
）

1
1

灰
黄
褐
・
灰

7
2
6

寺
A

1
3
C

Ⅱ
唐
津

皿
4
.4
 
（
2
.5
）

3
2

灰
オ
リ
ー
ブ
・

に
ぶ
い
橙

砂
止
め
、
灰
釉

7
2
7

寺
C

2
B
1
5

Ⅲ
唐
津

片
口

1
2
.0
 

（
4
.8
）

2
に
ぶ
い
橙
・
灰
白

灰
釉

7
2
8

寺
A

1
0
B
2
3

Ⅳ
Ⅲ

伊
万
里

椀
4
.8
 
（
3
.7
）

1
3

に
ぶ
い
黄
橙

京
焼
風
呉
器
手

7
2
9

寺
A

1
3
D

Ⅱ
-2

伊
万
里

椀
4
.2
 （

4
.2
5
）

1
4

灰
白

大
明

7
3
0

寺
A

1
2
D
1

Ⅳ
伊
万
里

皿
8
.6
 
（
2
.0
）

8
灰
白

見
込
み
「
鳥
」

7
3
1

寺
A

1
0
B
2
2

Ⅳ
伊
万
里

椀
4
.1
 
（
2
.4
）

9
灰
白

7
3
2

寺
A

1
3
B

伊
万
里

椀
4
.0
 
（
2
.0
）

1
8

灰
見
込
み
釉
剥
ぎ

7
3
3

寺
B

表
土

？
伊
万
里

椀
？

（
3
.5
）

灰

7
3
4

寺
B

表
土

Ⅹ
？

伊
万
里
？

皿
？

9
.0
 

5
.8
 

1
.6

1
2

1
3

4
灰
白

？
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別表2 遺物観察表　木製品

NO 種類
長さ・
口径

（cm）

幅・
底径

（cm）

厚さ・
器高

（cm）
出土面 遺構 グリッド グリッ

ド層位 樹種 木取り 備考 備考

1 箸 12.6 0.5 0.4 中1 SB80・81-P192 14B 針 流れ柾目

2 箸 13.4 0.5 0.5 中1 SB80・81-P192 14B 針 流れ柾目

3 不明（棒状） 18.5 1.2 1.0 中1 SB80・81-P192 14B 針 板目

4 不明（棒状） 11.0 1.9 1.1 中1 SB80・81-P192 14B 針 板目

5 挽物粗型 10.0 10.2 3.3 中1 SB80・81-P192 14B ケヤキ 横木取

6 礎板 50.0 21.3 5.2 中1 SB80-P65 14B ケヤキ 板目 表面炭。裏面刃物痕あり

7 礎板 51.2 16.8 3.8 中1 SB80-P65 14B ケヤキ 板目 表面炭化。 裏面刃物痕あり

8 箸 13.2 0.8 0.6 中1 SB80-P65 14B 針 流れ柾目 先端炭化。

9 不明 8.8 0.8 0.4 中1 SB80-P63・64 14B 針 柾目 先端を細める。

10 礎板 51.9 14.4 4.5 中1 SB80-P66 14B スギ 板目 右側抉りあり。上端加工

11 礎板 40.0 17.5 7.1 中1 SB80-P172 14B ケヤキ 板目 上下端両面加工。

12 礎板 40.0 15.1 5.2 中1 SB81-P174 14B スギ 板目 上下端両面加工。側面加工

13 礎板 36.2 21.4 5.0 中1 SB81-P174 14B カツラ 板目 上面に削り

14 礎板 43.1 24.3 4.8 中1 SB81-P174 14B スギ 板目 上下端加工。右側面加工

15 礎板 46.7 26.7 6.0 中1 SB81-P188 14B スギ 板目 亀甲状裏面凹み

16 柱根（礎板？） 54.3 22.7 22.2 中1 SB82-P79 14C モクレン属 芯持丸木 上下端加工。柱根の再利用か

17 礎板 40.4 26.4 4.9 中1 SB81-P190 14B スギ 板目 上下端両面加工。裏面に刃物痕

18 礎板 36.7 24.0 6.9 中1 SB82-P80 14C カツラ 板目 上下端加工。裏面刃物痕

19 礎板 21.0 6.5 3.2 中1 SB82-P81 14C スギ 板目 上下端加工

20 礎板 31.3 10.0 3.1 中1 SB82-P83 15C スギ 板目 上下端加工 礎板173

21 礎板 45.5 22.5 8.5 中1 SB82-P87 15B カツラ 板目 上下端加工

22 不明 15.3 0.7 0.4 中1 P33 14C 針 板目 凹み1か所。抉り3か所

23 箸 7.9 0.7 0.5 中1 P42 14B 針 ? No.24と同一個体か

24 箸 5.3 0.6 0.4 中1 P42 14B 針 ?

25 礎板 39.3 32.1 7.8 中1 P36 14B ヒノキ科 板目 左側面加工痕 礎板

26 礎板 39.5 26.8 6.3 中1 P63 14B スギ 柾目 上下端加工

27 礎板 32.9 12.1 3.5 中1 P44 14C スギ 板目 下端両面から削り

28 部材（板状） 16.4 2.8 1.0 中1 P52 14B 針 板目 孔2か所

29 箸 18.4 0.6 0.4 中1 P67 14B 針 流れ柾目 上端カット

30 礎板 21.5 6.0 3.5 中1 P82 14C スギ 板目 上下端加工

31 柱根 50.8 12.8 10.0 中1 P78 13B クリ 芯持丸木 下端加工

32 礎板 31.5 22.5 7.0 中1 P84 15C カツラ 板目 裏面刃物痕。上下端加工あり

33 連歯下駄 18.5 11.6 本体1.9
歯含8.1 中1 P84脇 15C 広 丸木取り

34 礎板 32.6 7.7 3.6 中1 P85 15B スギ 板目

35 礎板 35.9 22.5 6.9 中1 P86 14B カツラ 板目 上部両側面に抉り。上下端加工

36 こもづち 16.6 4.7 4.9 中1 P113 またたび族 芯持マリン木 丸木。両端芯部に穴

37 漆器椀 7.8 3.6 中1 P113脇 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）

38 礎板 49.4 25.0 5.1 中1 P145 14C 広 横木取り 上下端加工

39 柱根 75.1 11.9 12.1 中1 P154 クリ 芯持木 下端加工

40 礎板 41.7 36.2 7.2 中1 P191 14B スギ 板目 上下端加工

41 不明（角棒状） 12.6 1.1 1.1 中1 SD77 13C 針 板目

42 不明（角棒状） 17.1 0.9 0.8 中1 SD77 14C・D 針 板目

43 不明（角棒状） 12.4 1.1 0.8 中1 SD77 14C・D 針 板目 表面炭化。裏面一部炭化。

44 箸 20.8 0.6 0.5 中1 SD77 14C・D 針 板目

45 箸 20.3 0.6 0.5 中1 SD77 14C・D 針 板目

46 箸 24.7 0.5 0.6 中1 SD77 14C・D 針

47 箸 18.7 0.6 0.6 中1 SD77 14C・D 針 先端炭化

48 楕円形板 8.1 11.1 0.9 中1 SD77 14C・D 針 流れ柾目 一部炭化。刃物痕

49 曲物側板 9.1 1.8 0.5 中1 SD77 14C・D 針 流れ柾目

50 円形板 20.7 3.1 0.5 中1 SD77 14C・D 針 流れ柾目

51 不明（板状） 27.1 4.9 0.5 中1 SD77 14C・D 針 柾目 裏面（内面？）刃物痕

52 柱根 68.3 16.5 15.2 中1 SX4 広 丸木取り 炭化痕あり。下端加工

53 角材（部材） 91.0 9.6 9.2 中1 堰 スギ 芯持木 2方向から大小方形 穴 堰部材No.4

54 部材か（角棒状） 25.4 4.5 2.7 中1 堰 針 板目 ？

55 箸 18.0 0.8 0.6 中1 溝 13C 針 板目 先端炭化

56 箸 20.2 0.6 0.5 中1 溝 13C 針 板目

57 箸 21.3 0.6 0.5 中1 溝 13C 針 板目

58 箸 22.5 0.6 0.5 中1 溝 13C 針 ?

59 箸 23.1 0.7 0.4 中1 溝 13C 針 板目

60 箸 23.2 0.8 0.5 中1 溝 13C 針 板目

61 箸 24.4 0.7 0.6 中1 溝 13C 針 板目

62 箸 23.5 8.0 0.6 中1 溝 13C 針 柾目

63 部材か（角棒状） 15.9 1.2 0.8 中1 溝 13C 針 柾目 表面孔径0.5cm裏面孔径0.1cm

64 曲物底板 13.5 1.4 1.1 中1 溝 13C 針 板目 剥落のため木釘孔が表面に露出

65 不明 16.2 1.3 0.9 中1 溝 13C 針 板目 先端尖がる

66 差歯下駄（歯） 6.9 12.0 2.2 中1 13D3 二枚目 スギ 柾目 差歯の突起1か所

67 不明（板状） 18.0 3.4 0.7 中1 14C10 二枚目 針 柾目 表裏刃物痕

68 箸 20.0 0.5 0.5 中1 14C17 二枚目 針 板目

69 箸 20.2 0.6 0.4 中1 14C17 二枚目 針 板目

70 箸 19.6 0.6 0.4 中1 14C17 二枚目 針 流れ柾目

71 不明（板状） 7.8 1.8 0.6 中1 14C10 二枚目 針 柾目 先端尖がる

72 部材（角棒状） 19.9 1.7 1.2 中1 13C6 二枚目 針 板目 右側面抉り

73 礎板 13.7 9.0 4.9 中1 SB301‐P10 11C3 広 柾目 下部加工

74 柱根 32.8 16.2 14.0 中1 SB301-P14 11C9 ケヤキ 削出丸木 下部加工。割材

75 礎板 25.0 14.0 8.2 中1 SB302-P3 11C13 上下両端加工

76 漆器皿 8.8 7.0 1.6 中1 SB302-P12 11C18・23 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）

77 扇 18.9 1.1 3枚1.1
釘含1.6 中1 SB302-P12 11C18・23 スギ 板目 1枚の厚さ0.4cm

78 箸 21.2 0.5 0.5 中1 SB302-P12 11C18・23 針

79 箸 17.6 0.6 0.6 中1 SB302-P12 11C18・23 針
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80 箸 13.1 0.6 0.3 中1 SB302-P12 11C18・23 針

81 礎板 47.0 15.2 4.5 中1 SB305-P14 11C20 カツラ 柾目 上下両端加工

82 礎板 47.5 16.9 5.3 中1 SB305-P14 11C20 カツラ 半割 礎板49

83 礎板 44.6 16.9 8.2 中1 SB305-P15 10C16 カツラ 半割 上下両端加工

84 礎板 30.0 21.7 9.2 中1 SB305-P13 10C25 クリ 半割 上下両端加工

85 柱根 40.2 9.9 7.7 中1 SB305-P15 10C16 クリ ミカン割 下部加工

86 柱根 54.3 17.3 13.2 中1 SB307-P3 10B23 クリ 芯持丸木 下部加工

87 柱根 28.8 10.6 9.6 中1 SB399-P4 11D5 エゴノキ属 芯持丸木 下部加工

88 礎板 19.2 9.3 3.9 中1 SB399-P4 11D5 クリ 割材

89 板材 18.8 10.0 0.7 中1 SE03 9B17 針 流れ柾目 孔2か所。表裏面刃物痕多数

90 曲物底板 27.1 11.4 0.6 中1 SE03 9B17 針 柾目 木釘孔2か所。表裏面刃物痕。黒
漆の地に赤漆の文様を描く

91 漆器椀 15.1 7.7 5.0 中1 SE320 10C10 底以外全面漆（黒）横木取り

92 円形板 11.7 6.0 0.9 中1 SE320 10C10 針 流れ柾目 曲げ物底板？ SE320掘形

93 部材（板状） 22.7 9.7 1.6 中1 SE320 10C10 針 板目 表面加工。右半分劣化進む 126

94 部材 40.1 9.4 0.8 中1 SE320 10C10 針 流れ柾目 孔1か所

95 井戸側・板材 120.2 19.2 3.5 中1 SE320 10C10

96 井戸側・板材 119.9 21.1 2.5 中1 SE320 10C10

97 井戸側・板材 123.3 15.7 3.3 中1 SE320 No.212 10C10

98 井戸側・板材 120.4 19.1 5.6 中1 SE320 No.300 10C10

99 井戸側・板材 123.5 19.1 4.6 中1 SE320（14） 10C10

100 井戸側・板材 148.1 21.4 3.3 中1 SE320 10C10

101 井戸側・板材 122.2 19.4 4.5 中1 SE320（16） 10C10

102 井戸側・板材 122.9 20.4 3.3 中1 SE320（15）No.254 10C10

103 井戸側・板材 128.6 20.5 2.7 中1 SE320（17） 10C10

104 井戸側・板材 123.3 16.8 2.6 中1 SE320（185） 10C10

105 井戸側・板材 110.4 20.2 3.4 中1 SE320（60） 10C10

106 井戸側・板材 107.5 16.2 3.3 中1 SE320（41） 10C10

107 井戸側・板材 186.0 14.8 5.0 中1 SE320（58） 10C10 建築部材転用

108 井戸側・板材 140.2 29.8 4.9 中1 SE320（46） 10C10

109 井戸側・板材 135.5 36.4 7.2 中1 SE320（37）No.303 10C10 丸木船転用？

110 井戸側・板材 131.7 26.6 5.7 中1 SE320（38）No.3 10C10 丸木船転用？

111 井戸側・板材 128.6 23.5 7.5 中1 SE320（23） 10C10 丸木船転用？

112 井戸側・横桟 106.1 5.5 3.8 中1 SE320（27） 10C10

113 井戸側・横桟 107.2 8.6 5.4 中1 SE320（39） 10C10

114 井戸側・横桟 106.5 6.3 6.0 中1 SE320（31） 10C10

115 井戸側・横桟 64.9 6.7 4.6 中1 SE320（4） 10C10

116 井戸側・横桟 103.9 8.8 4.4 中1 SE320（28） 10C10

117 井戸側・横桟 107.2 8.1 5.0 中1 SE320（30） 10C10

118 井戸側・横桟 107.8 9.0 5.0 中1 SE320（40） 10C10

119 角材 24.1 3.1 2.4 中1 SE320 10C10 スギ 板目 先端丸くする。裏面欠損

120 不明 15.7 1.0 0.7 中1 SE320 10C10 針 柾目 下部抉り

121 井戸側・板材 138.9 33.4 9.7 中1 SE320（63） 10C10 丸木舟転用？

122 井戸側・板材 132.0 23.1 7.8 中1 SE320（32） 10C10 丸木舟転用？

123 井戸側・板材 127.0 20.4 6.0 中1 SE320（29） 10C10 丸木舟転用？

124 井戸側・板材 124.7 17.7 3.5 中1 SE320（43）No.286 10C10

125 井戸側・板材 74.2 4.3 3.2 中1 SE320（34） 10C10

126 井戸側・板材 86.4 10.2 6.1 中1 SE320（25） 10C10

127 曲物底板 49.4 22.7 1.0 中1 SE320-51 10C10

128 曲物底板 53.4 22.9 1.4 中1 SE320-51 10C10

129 挽物粗型 18.8 10.0 6.1 中1 SE320 10C10 ケヤキ 横木取

130 板材 39.8 7.3 0.7 中1 SE320-8 10C10 針 柾目

131 刳物か 23.8 22.5 8.0 中1 SE320 10C10 縦木取　 4片接合

132 竪杵 33.0 8.1 7.8 中1 SE320 10C10 モクレン属 芯持丸木 一部樹皮残存。上部は尖らせ、下面
は平らにしている。下面は磨耗か

133 曲物底板か 18.8 9.6 1.0 中1 SE320 10C10 針 流れ柾目 孔2か所。樺皮残存。裏面上部炭化

134 板材 57.1 14.8 3.2 中1 SE320-6 10C10 スギ 柾目

135 柱根 53.4 16.3 15.6 中1 SD311-80 10B・C,11B・C クリ 芯持丸木 下端加工

136 柱根 44.1 13.9 11.1 中1 SD311-1 10B・C,11B・C 下端加工

137 礎板 47.2 19.2 4.7 中1 SD311-45 10B・C,11B・C ケヤキ 板目

138 建築部材 248.1 30.3 5.4 中1 SD311（6） 10B・C,11B・C

139 礎板 58.4 34.0 10.6 中1 SD311 10B・C,11B・C 建築部材転用

140 火きり臼 32.3 3.6 2.0 中1 SD311 10C20 スギ 柾目 火起こし孔2か所。うち1か所は炭化

141 板材 32.2 16.2 1.9 中1 SD311-66 10B・C,11B・C スギ 柾目

142 柄か 35.5 2.4 1.2 中1 SD311-⑰ 10B・C,11B・C スギ 角材

143 不明（丸棒状） 31.9 2.1 1.9 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 柾目

144 不明（丸棒状） 33.7 2.2 2.0 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 板目 下端加工し断面四角形に

145 柄 17.3 4.6 3.9 中1 SD311 10B・C,11B・C トネリコ属 芯持丸木 上端加工

146 礎板？ 10.5 7.9 4.9 中1 SD311 10C15 クリ 半割 上下端加工。尖らせる

147 不明 16.9 5.7 5.3 中1 SD311 10B・C,11B・C 広 丸木取り 上下端加工

148 角材 49.1 9.8 5.5 中1 SD311-52 10B・C,11B・C スギ 割材

149 柱根 36.2 10.9 9.4 中1 SD311 10B・C,11B・C クリ 芯持丸木 下部加工 54

150 杭 45.7 7.3 6.7 中1 SD311 10B・C,11B・C クリ 芯持丸木 ⑳

151 杭 38.3 7.2 6.7 中1 SD311-⑦ 10B・C,11B・C クリ 芯持丸木

152 柱根 25.3 10.0 9.7 中1 SD311 10C13 クリ 芯持丸木 下部加工 No.141

153 礎板 32.7 13.2 5.1 中1 SD311 10C15 ケヤキ 板目 両端加工

154 礎板 30.7 37.7 5.1 中1 SD311-⑮ 10B・C,11B・C ムクノキ近似種 板目

155 板材 40.0 1.8 0.5 中1 SD311- 10B・C,11B・C 針 板目

156 板材 49.9 5.2 2.8 中1 SD311 10B・C,11B・C スギ 柾目

157 折敷底板か 32.2 9.8 6.0 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 柾目 一部炭化。刃物痕あり

158 板材 31.1 5.0 1.0 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 板目

159 不明（板状） 24.1 11.3 1.4 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 表面刃物痕あり

160 板材 17.5 5.4 1.2 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 板目 表面加工
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161 不明（板状） 11.8 9.6 0.7 中1 SD311 11B24 スギ 柾目 表面刃物痕あり。周縁面取り

162 不明（板状） 14.0 2.9 0.6 中1 SD311 10C15 針 板目 上部炭化。刃物痕あり

163 不明（板状） 10.3 6.2 0.6 中1 SD311‐③ 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 No.146と同一個体

164 不明（板状） 9.6 5.5 0.4 中1 SD311‐③ 10B・C,11B・C 針 流れ柾目

165 不明（板状） 8.9 6.9 0.6 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 板目 孔1か所

166 不明（丸棒状） 17.9 1.2 1.0 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 板目

167 部材 11.6 1.5 0.3 中1 SD311 10C15 針 板目 孔1か所

168 箸 25.1 0.6 0.6 中1 SD311 10C15 針

169 箸 12.1 0.7 0.4 中1 SD311 10C15 針

170 曲物側板 10.9 2.5 0.4 中1 SD311 10C15 針 柾目

171 杓子 26.7 3.9 0.6 中1 SD311 10B・C,11B・C スギ 柾目

172 板草履 13.6 5.0 0.4 中1 SD311 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 表面擦痕あり。鋸によるものか

173 連歯下駄 18.8 8.9 本体1.8
歯含2.3 中1 SD311 10C15 広 板目 前後歯欠損

174 差歯下駄（歯） 5.7 12.0 2.0 中1 SD311 10C7 スギ 流れ柾目

175 挽物粗型 5.9 7.0 1.7 中1 SD311 10C14 ケヤキ 横木取 ロクロ止め痕5か所。円形圧痕あり

176 漆器椀 － 6.0 2.2 中1 SD311・313・314・水路 10B・C,11B・C ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗

177 材 8.2 8.2 3.2 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 柾目 表裏から加工。刃物痕あり

178 杭 31.0 2.9 2.7 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 広 丸木取り

179 不明（板状） 32.5 8.2 0.5 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 柾目 表面刃物痕

180 部材 29.7 2.0 1.4 中1 SD311下 11C5 針 板目 孔4か所。裏面炭化

181 角材 15.0 3.7 3.0 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 柾目 両端カット

182 不明 18.7 1.9 0.8 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 板目

183 不明（板状） 20.5 8.3 1.4 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 板目 表面刃物痕

184 不明（板状） 16.8 6.6 1.1 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 板目 表面刃物痕 380

185 指物 19.2 8.9 0.8 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目 孔5か所

186 不明（板状） 32.6 3.7 0.5 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 柾目

187 指物か 24.9 3.5 0.5 中1 SD311下 11C5 針 柾目 綴じ孔2か所

188 不明（板状） 21.6 2.4 0.6 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目 表面刃物痕 380

189 不明（板状） 17.2 3.2 0.7 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目 表面刃物痕 380

190 不明（板状） 7.6 2.1 0.5 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 柾目 表面刃物痕

191 不明（板状） 9.3 4.2 0.6 中1 SD311下 11C5 針 流れ柾目 孔1か所。表面刃物痕

192 指物か 17.0 4.3 0.6 中1 SD311下 10B・C,11B・C スギ 柾目 孔2か所。表面刃物痕。一部炭化 380

193 不明（板状） 16.1 3.2 0.7 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 表面加工 380

194 不明（板状） 8.0 2.0 0.5 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 柾目 樺皮残存

195 不明（板状） 15.9 2.0 0.8 中1 SD311下 11C5 針 柾目 下部左右に抉り？

196 部材か 13.5 3.5 0.5 中1 SD311下 11C5 針 流れ柾目 孔2か所

197 指物 10.0 3.1 0.8 中1 SD311最下 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 孔4か所 456

198 不明（板状） 8.6 3.8 0.3 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 両面加工。裏面に刃物痕

199 不明（板状） 11.7 2.6 0.8 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 板目 下部炭化。擦痕

200 不明（板状） 13.1 3.7 0.2 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目 上部炭化。側面加工

201 杓子状 18.8 5.2 0.7 中1 SD311下 10B・C,11B・C スギ 柾目

202 杓子形木製品 25.9 5.9 0.6 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目

203 曲物側板か 10.1 1.8 0.6 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 板目 裏面刃物痕

204 不明（板状） 14.8 2.9 0.2 中1 SD311下 11C5 針 柾目

205 曲物側板 15.0 2.3 2枚0.4 中1 SD311最下 10B・C,11B・C 針 柾目 ケビキ痕なし。1枚の厚さ0.1～0.3cm 456

206 曲物側板 12.3 3.9 0.7 中1 SD311下 11C5 針 柾目 一部漆付着

207 曲物側板 15.2 7.2 3枚0.8 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目 1枚の厚さ0.2～0.3cm。樺皮残存。一部炭化

208 曲物側板 13.7 6.6 2枚0.6 中1 SD311最下 10B・C,11B・C 針 柾目 1枚の厚さ0.3cm。一部炭化 456

209 曲物側板 30.3 3.0 0.3 中1 SD311最下 10B・C,11B・C 針 柾目 縦・斜方向ケビキ痕。2片接合 456

210 曲物底板か 19.5 19.4 0.6 中1 SD311下 10B・C,11B・C スギ 柾目 中央に孔1か所。裏面一部炭化。表裏刃物痕 380

211 曲物底板か 17.3 7.9 1.2 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目

212 曲物底板 14.8 13.3 1.1 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 流れ柾目 孔6か所（残存4）

213 曲物底板か 13.4 12.0 1.2 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 柾目 刃物痕

214 曲物底板 13.7 12.8 0.9 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 板目

215 漆器椀 14.7 7.6 4.3 中1 SD311下 10C1 ケヤキ 横木取 突起部分1か所欠損

216 漆器椀 － 8.0 3.9 中1 SD311下 10B・C,11B・C ケヤキ 横木取

217 漆器椀 － 8.0 3.8 中1 SD311下 10B・C,11B・C トチノキ 横木取 内面赤漆

218 漆器椀 6.2 1.6 中1 SD311下 10B16 カツラ 横木取 胴部の稜明瞭。ロクロ止め痕3。円形圧痕

219 漆器椀 2.0 中1 SD311下 10B・C,11B・C ケヤキ 横木取 破片のため底径復元できず 380

220 漆器皿 8.4 （0.9） 中1 SD311下 10B・C,11B・C ケヤキ 横木取

221 漆器皿 9.2 7.0 1.5 中1 SD311下 10B・C,11B・C ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）

222 漆器椀 （13.6） （3.5） 中1 SD311下 10B16 ケヤキ 横木取 原図をトレースし修正

223 不明 14.2 1.5 0.8 中1 SD311下 11C5 針 柾目 先端を細める

224 部材 11.5 0.7 0.4 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 孔あり

225 箸 14.1 0.8 0.6 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針

226 部材 24.3 0.8 0.6 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 板目 木釘1か所 380

227 箸 21.3 0.8 0.6 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 380

228 箸 12.0 0.8 0.4 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 380

229 箸 11.2 0.5 0.3 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針 380

230 箸 17.8 0.5 0.4 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針

231 箸 21.4 0.7 0.5 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針 裏面欠損

232 箸 22.8 0.6 0.4 中1 SD311（SE322東隣）下 10B・C,11B・C 針

233 箸 12.6 0.8 0.4 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針

234 箸 13.5 0.6 0.5 中1 SD311下 10B・C,11B・C 針

235 連歯下駄 23.0 13.2 本体1.8
歯含3.3 中1 SD311最奥 10B・C,11B・C スギ 板目

236 差歯下駄（歯） 12.7 10.6 2.0 中1 SD311下 10B・C,11B・C スギ 追柾目 右欠損。 に楔残存 466

237 差歯下駄（歯） 9.4 7.5 2.1 中1 SD311最下 10B・C,11B・C スギ 柾目 左。 部分欠損。接地面には礫が認められる 456

238 差歯下駄（歯） 11.5 5.7 2.6 中1 SD311最下 10B・C,11B・C スギ 柾目 表面加工接地面磨耗 456

239 連歯下駄 22.6 8.9 本体1.8
歯含4.3 中1 SD311下 10B・C,11B・C モクレン属 樹芯を使用 415

B 13.1 1.7 0.2 中1 SD311下

240 木簡（2本） A 17.0 3.0 0.2 中1 SD311下
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NO 種類
長さ・
口径

（cm）

幅・
底径

（cm）

厚さ・
器高

（cm）
出土面 遺構 グリッド グリッ

ド層位 樹種 木取り 備考 備考

244 材（角棒状） 15.0 0.9 0.9 中1 SD314 11B15 針 板目 孔1か所。厚さ平均0.2cm全体的に薄い

245 箸 22.3 0.6 0.5 中1 SD314 11C5 針

246 部材 49.2 3.7 0.4 中1 SD316 10B17 針 板目 孔あり

247 折敷底板 22.9 4.8 0.6 中1 SD316 10B25 針 柾目 上部炭化。表面加工。綴じ孔2か所

248 板材 22.8 3.5 0.4 中1 SD316 10B25 針 流れ柾目

249 杭 46.0 7.7 7.5 中1 SD316-⑤ 10B12 マツ属複維管束亜属 芯持丸木

250 不明（角棒状） 28.9 1.8 1.7 中1 SD316 10B17 針 流れ柾目

251 不明 18.8 0.9 0.4 中1 SD316 10B25 針 板目 上部左抉り？

252 箸 12.2 0.7 0.3 中1 SD316 10B25 針

253 箸 20.3 0.6 0.4 中1 SD316 10B25 針

254 箸 17.4 0.6 0.3 中1 SD316 10B25 針

255 箸 16.5 0.7 0.7 中1 SD317 10B・C 針 柾目

256 円形板材 24.5 6.7 0.6 中1 SD319 10B18 針 流れ柾目

257 曲物側板 16.6 4.0 3枚0.8 中1 SD319 10B18 針 柾目 樺皮残存。劣化進む

258 曲物側板 8.4 2.6 0.5 中1 SD319 10B18 針 流れ柾目 外面先端炭化

259 部材 8.4 2.3 0.5 中1 SD319 10B18 針 柾目 上部に四角形の孔1か所

260 不明（角棒状） 17.8 1.9 1.3 中1 SD319 10B18 針 流れ柾目

261 杓子 16.4 4.9 0.8 中1 SD319 10B18 スギ 柾目 両面加工痕

262 板草履 18.6 5.1 0.3 中1 SD319 10B18 針 流れ柾目 孔1か所。260と同一個体

263 板草履 9.8 5.1 0.4 中1 SD319 10B18 針 流れ柾目

264 こもずち 13.5 3.5 3.0 中1 SD319 10B18 広 丸木取り 中央部分抉り？樹皮残存

265 漆器皿 － 7.9 0.9 中1 SD470 町道部分 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。円形圧痕あり

266 箸 22.4 0.5 0.4 中1 SD470 町道部分 針

267 箸 13.5 0.7 0.7 中1 SD470 町道部分 針

268 箸 13.7 0.6 0.3 中1 SD470 町道部分 針

269 差歯下駄（歯） 8.4 5.6 1.7 中1 SD470 町道部分 マツ属複維
管束亜属 板目

270 差歯下駄（歯） 8.4 5.3 1.7 中1 SD470 町道部分 スギ 板目

271 連歯下駄か 22.9 2.4 本体1.2
歯含2.3 中1 SD470 町道部分 モクレン属 半割材？

272 部材か 7.2 3.1 3.0 中1 SD470 町道部分 広 板目 孔1か所

273 不明（板状） 11.1 4.0 1.1 中1 SD470 町道部分 針 柾目 上端カット

274 部材か 15.2 2.5 0.3 中1 SD470 町道部分 針 柾目 孔2か所

275 鳥形か 12.5 1.6 0.3 中1 SD470 町道部分 スギ 柾目 孔1か所

276 樺皮 5.0 2.7 2.1 中1 SD470 町道部分 － －

277 杭 22.5 6.1 6.5 中1 通しNo.494

278 杭 28.6 2.3 2.2 中1 針 丸木取り 杭476、町道部分

279 杭 11.9 5.0 4.6 中1 針 丸木取り 杭487、町道部分

280 礎板 47.0 15.7 7.8 中1 片側加工 No.290

281 礎板 23.5 19.0 7.3 中1 両端加工 通しNo.400

282 礎板 25.9 16.2 7.3 中1 クリ 半割 両端加工 礎板29

283 礎板 38.2 13.5 7.5 中1 コナラ属コナラ
亜属コナラ節 芯持割材 両端加工 礎板100

284 礎板 28.7 16.0 7.0 中1 通しNo.470

285 加工のある材 35.0 7.5 4.8 中1 クリ 芯持材 杭477、町道部分

286 板材 43.5 28.9 3.1 中1 284・285と同一固体か 通しNo.489

287 板材 45.1 16.5 3.7 中1 通しNo.489

288 板材 50.1 17.8 3.2 中1 通しNo.489

289 棒状 17.1 1.8 1.3 中1 SB23-P2 2B8 針 板目 上端カット。先端を細める

290 櫛 7.8 4.3 1.1 中1 SB23-SK3 2B2

291 柱根 72.5 16.3 16.2 中1 SB23-SX37 2B8 クリ 芯持丸木 下端面に加工痕あり側面は平らに削りあり

292 柱根 39.8 13.6 14.2 中1 SB23-P10 2B4 クリ 芯持丸木 下端面に削りなどの加工痕あり

293 柱根 68.9 22.1 16.2 中1 SB23-P20 2A21/2B1 クリ 芯持丸木 下端面に加工あり側面は四角形、整形される

294 曲物底板 19.7 5.3 0.8 中1 P18 2B7 針 流れ柾目 孔1か所。劣化進む

295 漆器椀 2.5 中1 P32 1B16 ケヤキ 横木取 外面は黒漆の地に赤漆の文様を描く。

296 折敷底板 18.3 5.9 0.6 中1 P60 1B1 針 柾目 孔2か所。表面刃物痕あり

297 部材 14.0 13.0 0.7 中1 P60 1B1 針 流れ柾目 孔6か所

298 不明（棒状） 28.7 2.3 2.1 中1 P60 1B1 針 -

299 柱根 42,6 10.2 10.5 中1 P43 2A24 クリ 芯持丸木 下端面4方向から削りとがる断面方形呈する

300 礎板 56.7 17.5 10.6 中1 P45 2B4 クリ 芯持丸木 下端面は平坦となる、側面六角形
に調整、半割りしている

301 柱根 66.0 17.6 12.7 中1 P46 クリ 芯持丸木 下端面を削りとがる。側面は方形に整形

302 柱根 19.3 10.0 8.9 中1 P50 クリ 芯持丸木 下端面を加工。側面は方形に整形

303 柱根 56.6 24.3 24.5 中1 P52 クリ 芯持丸木 下端面を加工。中心にたての孔

304 柱根 48.3 10.1 10.5 中1 P54 クリ 芯持丸木 下端面を加工。丸木状に削り

305 柱根 33.9 13.1 13.8 中1 P61 クリ 芯持丸木 下端面を加工。おおむね方形に調整

306 柱根 37.0 13.5 11.4 中1 P66 クリ 芯持丸木 下端面を加工。五角形に側面を調整

307 柱根 60.1 19.0 15.7 中1 P53 クリ 芯持丸木 下端面を加工。側面は八面取り

308 指物 29.3 5.0 1.1 中1 P66 広 丸木取り 先端加工、6孔あり

309 曲物側板 44.4 8.2 0.7 中1 SE22 2B13 針 柾目 2片接合。劣化進む

310 曲物側板 66.9 4.2 0.8 中1 SE34 樺皮残存。やや劣化進む

311 部材 10.0 2.6 0.8 中1 SE5 2B6・7 針 流れ柾目 中央に孔列。孔4か所。

312 曲物 14.0 9.0 中1 SE72 2A16 側板
流れ柾目

底板表面に加工痕。側板は2重。
樺皮綴じ2列

313 差歯下駄 19.4 10.6 3.3 中1 SX43 1A22・23 スギ 柾目 側面、裏面下部加工痕明瞭。前緒の孔2か所

314 差歯下駄 14.6 6.6 本体3.0 
歯含3.2 中1 SX43 1A22・

23 モクレン属 板目 裏面劣化。劣化進む

315 杭 50.5 5.2 5.2 中2 道 15B クリ 芯持丸木 道内杭No.5

316 部材（柱状） 30.2 13.2 11.3 中2 道 クリ 芯持丸木 上端、平坦に加工下端は斜状に削り 道材No.2

317 板材 34.3 4.2 0.8 中2 道 針 流れ柾目 孔1か所 道材No.64

241 木簡 16.8 3.8 0.2 SD311下

243 材 7.5 2.0 1.8 中1 SD313 11B20 針 板目

242 木簡 16.6 3.7 0.2 SD311下
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NO 種類
長さ・
口径

（cm）

幅・
底径

（cm）

厚さ・
器高

（cm）
出土面 遺構 グリッド グリッ

ド層位 樹種 木取り 備考 備考

318 不明 21.9 6.0 1.7 中2 道（上面） 14D4 針 柾目 表面・右側面加工痕　末端がすぼ
まる

319 曲物側板？ 26.8 5.5 0.4 中2 道（上面） 14C23 スギ 柾目 孔あり

320 部材か 23.1 2.7 1.5 中2 道 14D4 針 柾目 未貫通孔2か所

321 部材 18.2 2.5 0.7 中2 道 14D4 針 柾目 孔3か所

322 不明 10.2 4.1 0.6 中2 道（上面） 14C23 針 柾目 端部U字状抉り

323 板材（部材） 20.4 6.3 0.7 中2 道 14D4 スギ 柾目 一部炭化。樺皮残存。3孔あり

324 曲物側板 14.9 8.6 0.7 中2 道（上面） 14C22 針 流れ柾目

325 差歯下駄（歯） 13.6 8.0 2.1 中2 道（上面） 14D4 針 流れ柾目 焼印あり。突起2か所欠損

326 差歯下駄（台） 23.5 5.3 1.7 中2 道（上面） 14D4 スギ 柾目

327 連歯下駄 18.8 9.0 本体1.7
歯含2.9 中2 SB400-P2 10C13 スギ 柾目

328 不明（板材） 14.8 1.7 0.6 中2 SB400-P9 10C22 針 柾目 孔2か所

329 杭 49.0 9.8 5.6 中2 SB400-P6 10C23 クリ 割材

330 材? 56.0 11.9 6.2 中2 SB400-P2 10C13 アスナロ 割材

331 柱根 42.3 17.5 13.0 中2 SB400-P6 10C23 ケヤキ 削出丸木 面取り

332 礎板 48.9 18.8 7.5 中2 SB401-P2 10C12 両端加工

333 箸 7.1 0.6 0.3 中2 SB401-P2 10C12 針

334 円形板 11.0 3.2 0.6 中2 SB401-P10 10C17

335 杭 18.9 4.6 2.7 中2 SB401-P10 10C17 アジサイ属 芯持材

336 不明（棒状） 14.0 1.4 0.8 中2 SB401-P3 10C18 スギ 板目 上部に抉り、刃物痕あり 335

337 礎板 38.9 17.8 7.8 中2 SB401-P11 10C22 アスナロ 芯持角材 建築部材転用

338 柱根 50.2 15.2 12.2 中2 SB401-P15 10C22 ケヤキ 割材

339 礎板 40.7 17.0 6.7 中2 SB401-P18 10C21 アスナロ 板目 建築部材転用

340 礎板 5.5 中2 SB401-P19 10C22 ケヤキ 板目

341 礎板 40.1 15.5 11.0 中2 SB401-P20 10D2 ナツツバキ
属 半割 柱根転用。両端加工

342 柱根？ 29.5 11.2 9.6 中2 SB404-P7 11C21 広葉樹（環
孔材） 芯持丸木

343 礎板？ 30.9 24.8 7.1 中2 SB407-P3 10B17
コナラ属コ
ナラ亜属コ
ナラ節

板目 両端加工

344 礎板 32.1 16.9 6.6 中2 SB408-P2 10B17 サクラ属 板目

345 礎板か 42.3 12.5 5.1 中2 SB408-P4 10B21 クリ 板目

346 箸 5.5 0.6 0.4 中2 SB408-P13 10C5 針

347 箸 8.8 0.5 0.3 中2 SB408-P16 10B25 針

348 杭 49.6 7.5 5.3 中2 P528 10C8 クリ ミカン割

349 不明（板状） 23.6 1.6 0.5 中2 P448 10C 針 柾目 大部分黒漆付着。上部折れ

350 箸 8.9 0.6 0.5 中2 P449 10C 針

351 不明（棒状） 13.8 2.4 1.6 中2 P449 10C 針 柾目

352 不明（板状） 16.9 5.9 0.4 中2 P454 11C 針 流れ柾目 表面刃物痕あり

353 部材 13.4 5.8 0.5 中2 P462 10C 針 流れ柾目 孔2か所。表面刃物痕あり

354 箸 9.2 0.6 0.4 中2 SE428 9B 針 流れ柾目

355 箸 12.6 0.8 4.0 中2 SE428 9B 針 柾目

356 挽物粗型か 8.6 7.6 1.8 中2 SE428 9B ケヤキ 横木取 加工痕不明瞭。劣化進む

357 杓子 11.1 4.9 2.1 中2 SE428 9B トチノキ 芯持丸木 内面加工痕

358 曲物底板 57.9 28.5 2.8 中2 SE428 9B

359 連歯下駄 18.0 9.6 本体　
歯含4.5 中2 SE429 9B ケヤキ 板目 309

360 指物か 20.3 2.9 0.3 中2 SD415 10C 針 柾目 表面刃物痕あり

361 円形板 13.4 5.9 0.6 中2 SD415 10C 針 柾目

362 杓子 13.1 5.5 0.5 中2 SD415 10C 針 柾目

363 樺皮 4.5 5.0 3.6 中2 SD415 10C

364 箸 14.4 0.6 0.5 中2 SD415 10C 針

365 箸 23.7 0.6 0.5 中2 SD415 10C 針

366 箸 23.0 0.7 0.6 中2 SD415 10C 針

367 箸 21.5 0.7 0.4 中2 SD415 10C 針

368 箸 21.4 0.6 0.5 中2 SD415 10C 針

369 箸 21.5 0.6 0.4 中2 SD415 10C 針

370 樺皮 5.1 3.1 2.5 中2 SD417 10B・11B

371 樺皮 5.5 6.0 2.7 中2 SD417 10B・11B

372 樺皮 5.1 6.5 2.9 中2 SD417 10B・11B

373 樺皮 8.9 5.6 2.8 中2 SD417 10B・11B

374 連歯下駄 22.5 13.7 本体3.1
歯含7.2 SD475 スギ 樹芯 木の節多く見られる

375 差歯下駄 23.2 11.4 2.6 中2 SK495 町道 スギ 柾目 前歯 部のみ残存。

376 曲物側板 7.6 5.2 0.4 中2 SK495 町道 針 流れ柾目 孔1か所。綴じ孔あり。樺皮残存。

377 曲物側板 6.3 2.3 0.6 中2 SK495 町道 針 柾目

378 不明 13.3 2.8 0.7 中2 SK495 町道 針 流れ柾目 孔2か所

379 不明 13.8 1.4 0.9 中2 SK495 町道 針 柾目

380 箸 20.9 0.6 0.6 中2 SK495 町道 針

381 箸 13.6 0.9 0.4 中2 SK495 町道 針

382 箸 20.8 0.6 0.6 中2 SK495 町道 針

383 漆刷毛 16.0 3.3 1.2 中2 SK495 町道 スギ 柾目 黒漆付着。刷毛部分も少し残存？

384 部材か 12.3 1.5 0.6 中2 SK495 町道 針 柾目 孔1か所

385 こもずち 12.9 3.6 3.4 中2 SK495 町道
ハンノキ属
ハンノキ亜
属

芯持丸木 中央に抉り。上下加工。樹皮残存。
線状圧痕あり

386 杭？ 35.9 3.0 SX579-③ 広 丸木取り

387 指物 24.1 3.1 0.7 中2 SX427 10C スギ 板目 孔2か所

388 曲物側板 4.3 4.1 0.4 中2 SX427 10C 針 流れ柾目 外面炭化
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長さ・
口径
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底径
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厚さ・
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ド層位 樹種 木取り 備考 備考

389 円形板 21.0 8.5 0.6 中2 SX427 10C 針 柾目 表裏面一部炭化。樺皮残存。蓋の可能性

390 曲物底板 19.7 6.5 0.9 中2 SX427 10C 針 柾目 孔2か所。裏面炭化

391 曲物底板 18.5 7.2 1.5 中2 SX427 10C 針 流れ柾目 孔1か所。裏面炭化

392 曲物側板 16.3 4.5 2枚0.6 中2 SX427 10C 針 柾目 1枚の厚さ0.3cm。内面一部炭化。樺皮残存

393 曲物側板 11.6 5.1 0.4 中2 SX427 10C 針 流れ柾目 表裏面一部炭化。縦・斜方向ケビキ痕

394 漆器皿 7.0 1.0 中2 SX427 10C ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗 331

395 杓子状 14.1 2.4 0.6 中2 水路 11B17 スギ 柾目 側面加工

396 不明 18.3 4.0 1.2 中2 水路 11B17 針 流れ柾目 上部右に抉り

397 箸 16.3 0.6 0.5 中2 道路状遺構（旧） 12C 針

398 漆器皿 6.8 1.6 中2 道状遺構 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。ロク
ロ止め痕5か所。

399 紡錘車か 0.4 中2 道状遺構 針 板目

400 部材 13.5 5.5 0.7 中2 道状遺構 針 柾目 孔3か所

401 扇 36.6 2.0 1.6 中2 道状遺構 スギ 板目

402 方形？ 17.8 2.2 0.6 中2 道状遺構 針 流れ柾目

403 折敷底板 15.9 3.1 0.6 中2 道状遺構 針 柾目 孔2か所

404 形代か 21.1 2.0 0.7 中2 木道脇 12C16 針 板目

405 板材 30.4 3.7 0.8 P13 針 板目 表面・側面擦痕あり

406 折敷底板 19.5 5.0 0.5 P1 針 柾目 孔2か所

407 柱根 35.5 12.2 10.6 中2 ケヤキ 芯持丸木 杭500

408 柱根 31.7 14.4 13.0 中2 クリ 芯持丸木 柱501

409 柱根 17.1 15.1 13.3 中2 トチノキ 芯持丸木 柱524

410 柱根 41.4 11.8 12.5 中2 トチノキ 芯持丸木 柱562

411 柱根 37.9 14.3 11.1 中2 モクレン属 芯持丸木 柱570

412 柱根 54.1 14.0 11.6 中2 ケヤキ 割材 柱569

413 礎板 24.8 13.4 6.7 中2 クリ 半割 杭581

414 柱根 45.9 11.7 11.5 中2 P491 クリ 芯持丸木

415 礎板？ 18.9 17.1 16.2 中2 クマシデ属
イヌシデ節 芯持材 サイコロ状？ 杭634

416 礎板か 25.4 14.4 7.3 中2 スギ 板目 杭532

417 礎板 43.3 15.2 6.3 中2 ケヤキ 柾目 礎板513

418 礎板 22.0 9.7 3.1 中2 通しNo.663

419 礎板 27.7 17.2 3.0 中2 No.663

420 礎板 49.9 10.5 2.5 中2 通しNo.662

421 礎板 22.3 13.2 6.7 中2 No.675

422 礎板 34.7 15.3 2.3 中2 662

423 礎板 32.8 18.9 1.5 中2 板576

424 杭 30.2 4.0 2.7 中2 クリ ミカン割 杭518

425 杭 3.2 9.7 8.5 中2 エゴノキ属 芯持丸木 杭544

426 杭 20.7 6.8 4.5 中2 コナラ属コナラ
亜属コナラ節 半割 杭514

427 材 50.1 9.4 4.6 中2 661

428 柱根 36.4 15.4 13.6 中2 P94 広 丸木取り 下端面を削りの加工をする。円柱か？

429 柱根 55.6 14.2 13.2 中2 P97 クリ ミカン割 下端面を平らに削る。特に面取り
の加工とする。断面

430 柱根 92.7 11.7 10.8 中2 P95 ケヤキ 芯持丸木 下端面をとがらせるように加工。
五角形を呈する

431 部材 6.7 0.9 0.8 中2 P87 針 柾目 上端炭化。上部に孔1か所。

432 箸 8.3 0.5 0.4 中2 P128 2C7 針 板目

433 不明 4.5 4.8 2.4 中2 P91 1A22 針 流れ柾目

434 不明 4.8 8.7 2.6 中2 P91 1A22 針 流れ柾目 一部炭化。孔1か所。

435 不明（板状） 14.6 5.8 0.6 中2 P88 1A22 針 柾目 表面に刃物痕

436 杭 12.7 3 中2 P91 1A22 広 丸木取り 上下尖らせる

437 礎板か 23.5 14.9 6.0 中2 P82 広 丸木取り 丸太を半割して下端をとがらせる

438 指物 17.9 6.9 1.0 中2 SD200水路 1A3 スギ 追柾目 右側面、下部に孔5か所（木釘残存3）

439 杭か 16.7 10.1 6.9 中2 水路跡 1B4 広 丸木取り 斜めにカット。上部欠損

440 連歯下駄 19.3 9.2 本体1.7
歯3.0 中2 SD300 1A6 カツラ 板目

441 不明（板状） 7.6 1.9 0.2 中2 SD300 1A6 針 柾目 上部に孔1か所。

442 不明（板状） 9.4 3.0 0.4 中2 SD300 1A6 針 柾目 左側は丸く仕上げか？

443 漆器皿 6.2 1.1 中2 溝 1A Ⅱ ケヤキ 横木取 劣化著しい

444 漆器皿 7.0 1.1 中2 溝 1A Ⅱ ケヤキ 横木取 劣化著しい

445 箸 10.3 0.7 0.7 中2 溝 1A 二 針 板目

446 箸 11.2 0.7 0.4 中2 溝 1A 二 針 板目

447 箸 12.8 0.8 0.5 中2 溝 1C 針 柾目

448 箸 23.1 0.6 0.5 中2 溝 1A 二 針 板目

449 箸 18.4 0.6 0.5 中2 溝 1A 二 針 板目

450 箸 17.1 0.6 0.5 中2 溝 1C 針 板目

451 不明（板状） 10.1 3.1 0.3 中2 溝 1A 二 針 柾目 先端をカット。形代？

452 材 12.0 1.9 1.0 中2 溝 1A 二 針 板目 下端カット。中央部折れ

453 部材 17.1 1.4 0.3 中2 溝 1A 二 針 板目 表裏面平らに削る。上部に孔1か所。

454 連歯下駄 22.1 11.5 本体2.0 
歯含4.4 中2 溝 1A 二 クリ 柾目（芯持） 節の多いところを使用。復元実測。

455 杭 38.8 7.3 7.0 中2 水田 2A14 二枚目 広 丸木取り 先端を片側から大きく加工 杭

456 杭 56.3 10.8 11.6 中2 水田 2A14 二枚目 広 丸木取り 下端、先端削あり。断面方形に調整される

457 杭 50.4 5.0 4.7 中2 水田 2A14 二枚目 広 丸木取り 先端三片側から大きく加工する 枠-6

458 杭 31.0 16.3 9.6 中2 水田 2A20 二枚目 広 丸木取り 自然木の下端を加工する 杭-20

459 差歯下駄（歯） 10.2 15.2 2.1 中2 水田内 2A18 二枚目 スギ 柾目 突起1か所（欠損）。表面刃物痕

460 差歯下駄（歯） 21.7 13.5 本体3.1
歯含10.3 中2 水田内 2A18 二枚目 モクレン属

スギ 柾目 3片接合 ゲタ

461 挽物 6.8 中2 1B11 二枚目 広葉樹 横木取　　 劣化著しい

462 差歯下駄（歯） 6.1 8.9 1.1 中2 2C18 二枚目 針 柾目

463 円形板材 8.0 2.9 0.7 中2 2B5 二枚目 針 柾目

464 棒状 11.1 2.3 1.9 中2 2B14 二 マツ属複維
管束亜属 芯持丸木 2面カット
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465 部材 23.5 1.9 1.0 中2 2C18 二 針 柾目 2片接合。上端カット

466 材（角棒状） 21.2 1.6 1.5 中3 14C3 黒色炭化 スギ 角材 上下端加工

467 部材か 21.8 1.6 1.4 中3 13・14C 黒色炭化 スギ 柾目 孔1か所、表面から右側面へ貫通

468 不明（棒状） 60.4 1.4 0.8 中3 13B 黒色炭化 針 板目

469 不明（角棒状） 24.6 2.5 1.6 中3 14C23 黒色炭化 針 板目

470 不明（角棒状） 21.8 2.1 1.9 中3 14C23 黒色炭化 スギ 角材 孔1か所（斜めに貫通） 先端加工

471 不明（棒状） 23.9 1.2 1.0 中3 13・14C 黒色炭化 針 板目 先端尖る

472 不明 18.0 1.7 1.3 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 片端に釘状の抉り

473 不明（棒状） 19.8 1.3 0.9 中3 13B 黒色炭化 針 板目 先端炭化。面取り、加工丁寧

474 不明（箸状） 24.9 1.1 0.7 中3 14C3 黒色炭化 針 板目 先端を細める

475 不明 12.2 3.9 3.1 中3 14C20・21 黒色炭化 針 板目 上部左抉り

476 脚 8.4 1.7 1.4 中3 15C10 黒色炭化 針 板目

477 不明（板状） 17.1 5.8 0.7 中3 14C・D 黒色炭化 針 流れ柾目 上端U字状

478 不明 13.8 3.7 0.8 中3 14C16 黒色炭化 針 柾目 上端U字状

479 不明 10.5 1.4 0.4 中3 14B 黒色炭化 針 板目

480 部材か 13.0 2.2 0.8 中3 14C9 黒色炭化 針 板目 右側面抉り3か所

481 部材か 3.7 0.9 0.3 中3 14D3 黒色炭化 針 板目

482 不明 16.0 1.1 0.6 中3 14C23 黒色炭化 針 流れ柾目 先端を細める

483 不明 22.9 1.3 0.5 中3 13B 黒色炭化 針 流れ柾目

484 部材か 50.2 2.7 0.4 中3 14C・D 黒色炭化 針 板目 表裏面刃物痕。上部加工

485 部材 42.7 4.6 0.7 中3 14C20～21 黒色炭化層 針 流れ柾目 2片接合、4孔あり、刀痕

486 板材 31.2 6.6 0.5 中3 13・14C 黒色炭化 針 板目

487 部材か 28.0 4.0 0.8 中3 14C9 黒色炭化 針 板目 上部左右から抉り。木釘5か所貫通

488 部材 27.8 3.6 0.5 中3 13・14C 黒色炭化 針 柾目

489 不明（板状） 28.3 1.1 0.3 中3 14B 黒色炭化 針 板目 折れ数か所あり

490 板材 18.8 5.4 0.9 中3 13B 黒色炭化 針 板目 加工は丁寧。刃物痕

491 板材 14.8 5.3 0.7 中3 黒色炭化 針 柾目 上端両面からカット。下端段差

492 不明（板状） 19.3 2.3 0.4 中3 14C・D 黒色炭化 針 板目 木釘残存（2ヶ所）

493 不明（板状） 12.0 2.5 0.8 中3 14C 黒色炭化 針 柾目 表裏面刃物痕

494 不明（板状） 15.7 3.4 1.0 中3 14C 黒色炭化 針 柾目 表裏面刃物痕

495 不明（板状） 12.5 2.1 0.4 中3 14C 黒色炭化 針 板目 3片接合。 ハシほか

496 不明（板状） 13.5 3.0 0.5 中3 14C20～21 黒色炭化 針 柾目 側面丸く加工

497 不明（板状） 14.8 1.0 0.3 中3 14D3 黒色炭化 スギ 板目 檜扇か

498 不明（板状） 13.8 0.9 0.3 中3 14D3 黒色炭化 針 板目 檜扇か

499 不明（板状） 9.1 0.9 0.3 中3 14D3 黒色炭化 針 板目 檜扇か

500 折敷底板か 28.4 7.4 0.6 中3 14C20～21 黒色炭化層 針 柾目 上部一部炭化刀痕。綴孔穴

501 折敷底板 28.8 4.2 0.4 中3 15C10 黒色炭化 スギ 柾目 綴じ孔1か所

502 折敷底板 29.5 5.5 0.6 中3 14C20～21 黒色炭化層 針 板目 木釘穴

503 部材指物 28.6 5.5 0.5 中3 13・14C 黒色炭化 スギ 柾目 孔5か所　上端抉り

504 指物か 17.2 3.1 0.9 中3 14B24 黒色炭化 スギ 柾目 孔2か所。一部漆残存。

505 指物か 13.8 5.0 0.3 中3 14C23 黒色炭化 針 柾目 孔1か所。

506 紡錘車か 2.9 0.3 中3 ガツボ層
最終面 針 柾目 表裏面一部漆残存

507 斎串、形代か 12.2 4.5 最大0.5 中3 14C23 黒色炭化 スギ 板目 ごく薄い。先端加工

508 斎串（大） 27.0 1.8 0.8 中3 13C・14C 黒色炭化層 スギ 板

509 斎串 14.1 1.5 0.4 中3 16B21 7 スギ 板目

510 斎串 11.7 1.7 0.5 中3 14C 黒色炭化層 スギ 柾目

511 形代か 12.3 1.2 0.6 中3 14C23 黒色炭化 スギ 板目 上部左側面抉り。下端加工

512 形代か 14.8 1.5 0.2 中3 黒色炭化 針 板目

513 形代か 9.3 1.3 0.2 中3 13B 黒色炭化 針 板目

514 指物か 34.8 16.8 0.5 中3 15C10 黒色炭化層 針 柾目 裏面刀痕あり、綴孔2穴あり

515 板材 21.3 2.0 0.3 中3 14C23 黒色炭化 スギ 板目 孔1か所。刃物痕あり

516 扇 19.0 1.9 0.4 中3 13B 黒色炭化 スギ 板目 孔1か所。

517 板材 9.9 2.1 0.3 中3 14C23 黒色炭化 スギ 板目 孔1か所。

518 杓子 13.3 3.8 0.4 中3 15C10 黒色炭化 スギ 柾目

519 杓子 15.8 7.4 0.4 中3 14D3 黒色炭化 針 柾目

520 杓子 13.5 4.5 0.5 中3 ガツボ層
最終面 スギ 柾目 一部炭化

521 杓子 16.5 3.4 0.5 中3 14D3 黒色炭化 針 柾目 上部欠損

522 杓子 16.7 1.7 1.1 中3 14B 黒色炭化 スギ 削出棒状

523 鉤針状 16.4 2.1 2.2 中3 14C23 黒色炭化 トネリコ属 芯持丸太 枝部分を加工し使用。もとは全面炭化？

524 円形板（底板？） 24.9 5.9 0.9 中3 13・14C 黒色炭化 針 流れ柾目

525 円形板か（蓋） 26.7 13.9 1.2 中3 15C10 スギ 柾目 表面炭化。樺皮残存。表面8か所、
側面2か所に孔

526 曲物底板 25.0 15.0 1.0 中3 14C20～21 黒色炭化層 針 流れ柾目 下端炭化、平面円盤形、木釘孔2

527 円形板 23.8 4.2 0.7 中3 黒色炭化 針 流れ柾目 一部炭化

528 曲物側板か 14.5 5.3 0.5 中3 14B 黒色炭化 針 柾目 孔1か所

529 曲物底板 12.3 4.8 0.9 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 木釘孔2か所

530 曲物側板？ 7.5 2.1 0.5 中3 14C23 黒色炭化 針 流れ柾目 孔1か所。一部炭化

531 漆器椀 14.6 7.2 4.6 中3 14C9 黒色最下 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）

532 漆器椀 － 8.0 2.1 中3 14C9 黒色最下 トチノキ 横木取 内外面黒漆塗。高台高さあり。

533 漆器椀 15.0 8.2 4.9 中3 14C9 黒色最下層 ケヤキ 横木取

534 漆器椀 13.4 8.6 4.0 中3 14C23 黒色炭化 広

535 漆器椀 13.6 8.8 2.7 中3 15C10 黒色炭化 ケヤキ 横木取

536 漆器皿 7.9 6.2 1.0 中3 14C9 黒色最下 広葉樹 横木取 内外面黒漆塗

537 漆器皿 － 6.0 0.9 中3 14D3 黒色炭化 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）

538 漆器皿 8.8 6.0 1.2 中3 13B 黒色炭化 ケヤキ 横木取り 内外面黒漆塗（底部剥落） No.152

539 漆器皿 9.8 8.0 1.4 中3 13B 黒色炭化 広葉樹 横木取り 内外面黒漆塗（底部剥落） No.152

540 漆器皿 10.2 7.0 1.9 中3 14C23 黒色炭化 ケヤキ 横木取 孔1か所。2片接合

541 箸 19.6 1.0 0.9 中3 13B 黒色炭化 針 柾目

542 箸 18.6 0.7 0.7 中3 13B 黒色炭化 針 板目

543 箸 22.8 0.7 0.5 中3 13B 黒色炭化 針 板目

544 箸 20.3 0.6 0.5 中3 13B 黒色炭化 針 柾目
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545 箸 19.2 0.7 0.5 中3 13B 黒色炭化 針 柾目

546 箸 21.7 0.8 0.3 中3 14C3 黒色炭化 針 板目 折れ1か所

547 箸 17.8 0.6 0.4 中3 14C3 黒色炭化 針 板目

548 箸 17.9 0.5 0.4 中3 14C3 黒色炭化 針 流れ柾目 折れ2か所

549 箸 14.3 0.6 0.6 中3 14C3 黒色炭化 針 流れ柾目

550 箸 24.0 0.7 0.5 中3 14C9 黒色炭化 針 板目 下端、細く加工

551 箸 23.2 0.8 0.5 中3 14C9 黒色炭化 針 板目 下端、細く加工

552 箸 21.6 0.7 0.6 中3 14C9 黒色炭化 針 板目 下端、細く加工

553 箸 19.9 0.8 0.8 中3 14C9 黒色炭化 針 板目 下端、細く加工

554 箸 20.8 0.9 0.7 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 上下端加工

555 箸 21.4 0.6 0.6 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 上下端加工

556 箸 21.4 0.8 0.5 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 上下端加工

557 箸 23.2 0.7 0.4 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 上下端加工

558 箸 20.7 0.5 0.4 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 上下端加工

559 箸 29.0 0.9 0.4 中3 14D3 黒色炭化 針 板目 折れ1か所。

560 箸 23.3 0.7 0.4 中3 14D3 黒色炭化 針 板目

561 針状？木製品 32.9 0.5 0.5 中3 14C23 黒色炭化 針 板目 表面刃物痕

562 箸 20.9 0.5 0.6 中3 14D3 黒色炭化 針 板目

563 箸 20.6 0.4 0.4 中3 14D3 黒色炭化 針 板目 連続的に削った痕跡

564 箸 20.8 0.5 0.4 中3 14D3 黒色炭化 針 板目

565 箸 20.4 0.6 0.4 中3 15C10 黒色炭化 針 柾目

566 箸 21.6 0.5 0.4 中3 15C10 黒色炭化 針 柾目

567 箸 15.2 0.5 0.4 中3 15C10 黒色炭化 針 板目 上下端炭化

568 箸 20.1 0.8 0.9 中3 13B 黒色炭化 針 流れ柾目 No.153

569 箸 21.6 0.6 0.5 中3 14C1 黒色炭化 針 柾目 上下端加工

570 連歯下駄 10.5 11.3 1.4 中3 14C5 最下層
黒色土 ケヤキ 板目 孔（前壺）未穿孔。歯欠損。

571 連歯下駄 22.7 8.4 2.3 中3 13B 黒色炭化 スギ 柾目 歯欠損

572 差歯下駄 23.0 11.7 2.3 中3 14C 黒色炭化 スギ 柾目 本体のみ残存

573 連歯下駄 17.6 8.4 本体1.4
歯1.7～2.2 中3 15D3 黒色炭化 スギ 柾目 前後歯欠損

574 差歯下駄 19.5 12.3 本体2.5
歯含9.1 中3 14C23 黒色炭化 スギ 柾目 歯厚さ1.8。歯表面に加工痕

575 差歯下駄（歯） 8.5 7.8 1.8 中3 14C 黒色炭化 ヒノキ科 柾目 突起1か所。側面加工明瞭

576 差歯下駄（歯） 8.8 12.3 2.0 中3 13・14C 黒色炭化 針 柾目 突起2か所欠損。表面刃物痕

577 差歯下駄 19.4 10.4 本体2.4
歯含7.2 中3 14C23 黒色炭化 針 柾目　 歯厚さ2.0。

578 差歯下駄 23.5 14.5 本体2.5
歯含9.5 中3 14C 黒色炭化 スギ 柾目 歯厚さ2.1。歯右側磨耗著しい

579 差歯下駄 23.5 13.7 本体2.5
歯含8.4 中3 14C 黒色炭化 スギ 柾目 歯厚さ2.3。

580 差歯下駄（歯） 4.4 13.9 2.9 中3 13B 黒色炭化 スギ 柾目 木釘2か所から。転用したものか

581 差歯下駄（歯） 11.8 18.1 2.5 中3 14C11 黒色炭化 スギ 柾目 部分2か所欠損

582 差歯下駄 22.7 13.7 本体2.5
歯含8.9 中3 14C23 黒色炭化 スギ 柾目 歯厚さ2.1。

583 挽物粗型 8.7 4.0 1.9 中3 P1 11C22 ケヤキ 横木取 ロクロ目明瞭。ロクロ止め痕5か所

584 挽物椀底部か 4.7 0.6 中3 P1 11C22 中世 ケヤキ 横木取 ロクロ止め痕3か所

585 挽物粗型 5.8 8.5 0.9 中3 P1 11C22 中世 ケヤキ 横木取 底面加工痕不明瞭

586 扇 12.8 1.9 0.2 中3 P1 10C25 スギ 板目 孔1か所

587 檜扇か 15.4 1.5 0.4 中3 P1 10C25 スギ 板目 孔1か所

588 檜扇か 16.4 1.2 0.4 中3 P1 10C25 スギ 板目 孔2か所

589 円形板 8.9 7.1 0.6 中3 井戸1 10C 針 板目

590 杭か 26.5 2.8 3.0 中3 井戸1 10C 広 丸木取り 他に同一個体と思われるが接合しないもの4点あり

591 礎板？ 10.3 12.5 5.9 中3 工作土坑 10C8 クリ 半割 下部加工痕。樹皮残存

592 削片 21.0 5.4 1.8 中3 工作土坑 10C8 針 加工痕明瞭

593 削片 13.8 6.9 1.9 中3 工作土坑 10C8 針 加工痕明瞭

594 削片 12.2 5.4 0.9 中3 工作土坑 10C8 針 流れ柾目 加工痕明瞭

595 削片 11.6 5.0 0.4 中3 工作土坑 10C8 針 柾目 加工痕明瞭

596 削片 14.2 4.3 0.6 中3 工作土坑 10C8 針 加工痕明瞭

597 削片 7.0 3.9 0.9 中3 工作土坑 10C8 針 加工痕明瞭

598 柄 14.0 2.7 1.7 中3 水路 広 板目 上部加工。孔1か所（残存）。歪みあり

599 漆器皿 9.6 7.8 1.2 中3 中世ゴミ捨場 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。底面に刃物痕

600 漆器皿 7.0 （1.1） 中3 中世ゴミ捨場 12D4 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗

601 漆器皿 9.5 6.6 2.1 中3 中世ゴミ捨場 12D9 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）

602 漆器椀 10.3 7.1 2.8 中3 中世ゴミ捨場 11C21 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。歪み著しい

603 漆器椀 8.1 （3.4） 中3 中世ゴミ捨場 12C2 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。

604 漆器椀 9.0 （3.5） 中3 中世ゴミ捨場 12D11 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。歪み著しい

605 箸 14.9 0.7 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12B23 針

606 箸 13.7 0.5 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12B23 針

607 箸 15.1 0.5 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12B24 針

608 箸 16.1 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12C2 針

609 箸 10.3 0.5 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12C2 針

610 箸 9.9 0.6 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12C3 針 板目 下端炭化。

611 箸 14.1 0.5 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12C24 12C25 針

612 箸 14.0 0.9 0.3 中3 中世ゴミ捨場 12C24 12C25 針

613 箸 9.6 0.7 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針

614 箸 23.8 1.2 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12C24・25・
12D4・5 針

615 箸 15.9 0.8 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12C24・25・
12D4・5 針

616 箸 12.6 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12C24・25・
12D4・5 針

617 箸 18.5 0.7 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針

618 箸 18.8 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針

619 箸 18.5 0.7 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針
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620 箸 21.7 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針

621 箸 20.0 0.5 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針

622 箸 21.1 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針

623 箸 19.2 0.5 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針

624 箸 18.9 0.7 0.3 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針

625 箸 14.8 0.6 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針

626 箸 18.5 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D7 針 箸一括2

627 箸 17.3 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D7 針 箸一括2

628 箸 14.1 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D7 針 箸一括2

629 箸 25.0 0.7 0.5 中3 中世ゴミ捨場 針

630 不明 11.3 1.0 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12C23 針 板目 先端を細める。上部剥落

631 箸 17.2 0.6 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12D24 針

632 箸 23.3 0.8 0.5 中3 中世ゴミ捨場 針

633 箸 16.6 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 針

634 箸 25.0 0.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 針

635 箸 16.9 0.8 0.5 中3 中世ゴミ捨場 針 上部炭化

636 箸 14.8 1.0 0.6 中3 中世ゴミ捨場 P1 12C25 針 上部炭化

637 箸 13.7 0.7 0.5 中3 中世ゴミ捨場 P1 12C25 針

638 櫛 3.5 1.4 0.8 中3 中世ゴミ捨場 イスノキ 削出 歪みあり

639 陽物形 12.9 3.1 2.4 中3 中世ゴミ捨場 12D3 ヤナギ属 芯持丸木 歪みあり

640 独楽か 3.6 2.4 2.0 中3 中世ゴミ捨場 12D2 モクレン属 丸木 加工痕細かい

641 不明（板状） 32.2 3.4 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D2 針 流れ柾目 左右両面加工。先端尖り

642 不明（板状） 23.7 3.3 1.5 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 広 柾目 先端尖り

643 20.1 3.0 0.5 中3 中世ゴミ捨て場 12D4・9 先端尖り

644 斎串か 6.8 1.8 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12D7 針 板目 端部左右抉り

645 刀形か 6.3 1.3 0.5 中3 中世ゴミ捨場 スギ 板目 表裏面黒漆塗、加工

646 不明（板状） 5.5 2.5 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 板目 表面加工痕、刃物痕あり

647 不明（板状） 3.4 1.9 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12D2 針 柾目 孔1か所。上下段を形成

648 不明（板状） 29.0 5.0 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 柾目 表裏面刃物痕

649 不明（板状） 19.1 4.6 0.5 中3 中世ゴミ捨場 針 流れ柾目 表裏面刃物痕

650 不明（板状） 15.5 3.0 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針 柾目 表裏面刃物痕

651 不明（板状） 7.8 2.7 0.4 中3 中世ゴミ捨場 針 板目

652 不明（板状） 10.3 2.1 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12C24 針 流れ柾目 表裏面刃物痕

653 不明（板材） 27.8 4.0 0.7 中3 中世ゴミ捨場 針 柾目 上下端加工。孔2か所

654 不明（板状） 17.4 2.5 0.6 中3 中世ゴミ捨場 針 流れ柾目 表裏面刃物痕

655 不明（板状） 16.8 2.3 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針 柾目 表裏面刃物痕

656 不明（板状） 15.6 2.3 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 柾目 表裏面刃物痕

657 不明（板状） 19.8 3.5 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 板目

658 部材 14.9 2.0 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針 板目

659 不明（板状） 10.2 2.7 0.3 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針 柾目

660 不明（板状） 11.2 2.9 0.3 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 板目 刃物痕

661 板材 7.9 1.9 0.2 中3 中世ゴミ捨場 12C22 スギ 板目

662 部材 9.0 3.1 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D5 針 板目 右に抉り。

663 不明 10.7 0.9 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12B24 針 上下端斜めにカット

664 不明（棒状） 18.2 0.8 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12D5 針 柾目 表面刃物痕あり

665 不明 16.3 1.4 0.9 中3 中世ゴミ捨場 12D5 針 柾目 上下炭化。表面加工

666 不明（棒状） 16.1 1.1 0.7 中3 中世ゴミ捨場 針

667 棒状 13.6 0.9 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 板目 加工丁寧

668 棒状 11.2 1.1 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12C25 加工丁寧。断面六角形

669 不明（棒状） 13.8 0.8 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12C25 スギ 角材

670 部材か 14.5 1.1 0.5 中3 中世ゴミ捨場 スギ 板目 左に抉り。

671 不明（棒状） 12.7 1.0 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12D5 ウツギ属 角材 先端炭化

672 不明（丸棒状） 12.9 1.4 1.3 中3 中世ゴミ捨場 12C3 ウツギ属 芯持丸木 下端磨耗。上部断面ドーナツ状

673 不明（丸棒状） 19.0 1.6 1.4 中3 中世ゴミ捨場 12B25 針 板目

674 不明（丸棒状） 18.2 2 中3 中世ゴミ捨場 12C3 クリ 芯持丸木 2片接合

675 不明（丸棒状） 34.5 2.7 2.4 中3 中世ゴミ捨場 12B24 クリ 芯持丸木 上部に抉り、下端に切り込みあり。2片接合

676 把手 11.7 3.0 2.3 中3 中世ゴミ捨場 表採 スギ 柾目 孔あり

677 柄 13.9 3.2 1.1 中3 中世ゴミ捨て場上面 12C25

678 不明（板材） 22.0 12.2 2.6 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 板目

679 指物 19.4 9.9 1.1 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 板目 孔4か所

680 板材 26.4 5.7 1.1 中3 中世ゴミ捨場 12C24 針 板目

681 板材 17.7 5.4 1.1 中3 中世ゴミ捨場 12C24 針 板目 孔1か所

682 不明 8.0 4.7 0.6 中3 中世ゴミ捨場 12B24 － － 樹皮製。孔7か所

683 指物か 30.3 3.2 0.9 中3 中世ゴミ捨場 12C1 針 流れ柾目 孔6か所。刃物痕

684 不明（板状） 26.7 2.1 0.8 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針 板目 上部抉りあり

685 部材 25.5 2.9 0.3 中3 中世ゴミ捨場 12D4 針 柾目 孔8か所。ごく薄い。

686 不明 11.8 3.8 1.5 中3 中世ゴミ捨場 針 板目 表裏面加工。上部抉り。刃物痕あり

687 角材 8.6 5.1 1.8 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 柾目 鋸でひいた痕跡あり

688 指物か 12.9 5.0 1.0 中3 中世ゴミ捨場 針 板目 孔3か所

689 部材 11.4 2.5 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D2 針 板目 木釘1か所、斜めに貫通

690 不明（板状） 7.8 2.3 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12C24 針 板目

691 板材 31.8 26.8 1.0 中3 中世ゴミ捨場 12B24 スギ 板目 表裏刃物痕

692 指物 49.0 15.5 1.1 中3 中世ゴミ捨場 12D4 スギ 柾目 表裏刃物痕

693 板材 27.2 3.3 0.9 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 流れ柾目 表裏面加工

694 板材 26.5 2.2 1.1 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 流れ柾目 上下端炭化

695 部材 17.8 1.5 0.5 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 針 柾目 上部左抉り

696 不明（板状） 19.5 2.7 0.7 中3 中世ゴミ捨場 12C1 スギ 板目 一部炭化 上面のソダ列内

697 不明 11.2 2.9 1.4 中3 中世ゴミ捨場 12C4 針 板目 全面加工。先端を細める

698 不明 6.4 6.7 2.6 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 柾目 表面加工、左右面取り

699 不明 5.9 3.5 2.9 中3 中世ゴミ捨場 12C3 コナラ属ア
カガシ亜属 削出棒 上下加工

700 指物か 18.2 5.1 0.9 中3 中世ゴミ捨場 12C25 針 流れ柾目 孔3か所。裏面刃物痕
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701 不明（板状） 13.8 6.1 1.1 中3 中世ゴミ捨場 針 柾目 表面刃物痕。側面加工

702 不明 15.0 5.3 0.9 中3 中世ゴミ捨場 12C1 針 柾目 孔5か所。側面加工

703 杭か 12.5 4.4 4.2 中3 中世ゴミ捨場 12C2 広 丸木取り 上部炭化、下部加工

704 不明 8.9 5.6 5.1 中3 中世ゴミ捨場 12B24 広 丸木取り 上下加工

705 不明 7.9 3.1 1.3 中3 中世ゴミ捨場 12D4・9 広 板目（樹芯使用）

706 不明 7.9 3.5 2.6 中3 中世ゴミ捨場 12B24 広 樹芯使用 上部加工、尖らせる。下部は中央
を残し加工、刃物痕多い

707 不明（火きり臼
か） 4.2 1.6 0.6 中3 中世ゴミ捨場 スギ 柾目 表裏面刃物痕あり。表面中央丸く

炭化。側面加工

708 曲物側板 4.1 2.6 0.3 中3 中世ゴミ捨場 12D5 針 流れ柾目

709 曲物側板 11.3 12.1 0.4 中3 中世ゴミ捨場 12D3 針 柾目

710 曲物側板 27.4 8.5 0.6 中3 中世ゴミ捨場 針 柾目 711と同一個体。樺皮残存。木釘1か所。

711 曲物側板 17.0 9.2 0.8 中3 中世ゴミ捨場 針 流れ柾目 樺皮残存。端部近くに刃物痕

712 円形板材 31.6 13.7 0.8 中3 中世ゴミ捨場 12D4 針 流れ柾目 表裏面刃物痕多数

717 差歯下駄 22.0 11.3 2.0 中3 中世ゴミ捨場 12C23 スギ 柾目 前後歯欠損

718 連歯下駄 19.8 9.2 本体1.4
歯含2.7 中3 中世ゴミ捨場 モクレン属 樹芯使用

719 木簡 21.0 2.0 0.5 針 板目 上部に抉り 「南無大日如来」

720 木簡 29.9 4.1 0.5 中1

721 木簡（大） 25.1 5.8 0.4 中1

722 不明（板状） 18.4 11.0 0.5 針 柾目 表裏面に墨痕。

723 箸 24.7 0.5 0.4 中3 溝1 10C 針

724 漆器皿 9.7 7.2 1.6 中3 中世溝1 11C5 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。ロク
ロ止め痕3か所

725 曲物側板 6.2 2.3 0.4 中3 溝2 10C 針 流れ柾目

726 指物 10.7 3.1 0.3 中3 中世溝2 11C 針 柾目 727と同一個体

727 指物 10.8 3.0 0.4 中3 中世溝2 11C 針 柾目

728 箸 21.3 0.6 0.5 中3 中世溝2 11C 針

729 箸 20.1 0.6 0.5 中3 中世溝2 11C 針 先端炭化

730 箸 18.4 0.7 0.3 中3 中世溝2 11C 針

731 箸 17.6 0.6 0.6 中3 中世溝2 11C 針

732 不明（棒状） 23.1 0.9 0.9 中3 中世溝2 10C 針 流れ柾目 先端を細める

733 箸 25.5 0.6 0.5 中3 中世溝2 10C 針

734 不明（板状） 22.5 3.1 1.1 中3 中世溝2 11C 針 板目 木釘1か所。先端を細める

735 不明 6.3 1.9 1.1 中3 中世溝2 11C 丸木 下端加工

736 曲物底板 8.4 1.6 0.9 中3 中世溝 11C 針 板目 孔2か所。木釘残存

737 部材（棒状） 41.9 2.0 1.1 中3 中世溝2 11C 針 板目

738 箸 0.5 中3 中世溝3 11C 先端平たく加工

739 箸 18.9 0.6 0.4 中3 中世溝3 11C

740 礎板 33.0 14.4 9.1 中3 木材集積P2 10C22 クリ 半割 両端加工

741 礎板 46.0 21.1 6.9 中3 木材集積 スギ 柾目 両端加工

742 礎板 14.5 17.7 5.1 中3 工作土坑 10C8

743 加工のある材 22.3 12.5 7.6 中3 工作土坑 10C8

744 挽物粗形 11.4 5.2 2.6 中3 中世炉 13B25 ケヤキ 横木取

745 部材 17.6 6.1 0.8 中3 炉中 13B25 針 柾目 孔1か所

746 円形板 17.6 5.1 0.5 中3 中世炉 13B25 針 柾目 側面加工

747 指物か 13.1 5.2 0.6 中3 中世炉 13B25 スギ 柾目 孔1か所

748 部材 15.7 3.6 3.2 中3 中世炉 13B25 針 板目 抉りあり。側面刃物痕

749 不明（板状） 8.9 3.7 0.6 中3 中世炉 13C 針 流れ柾目 下端丸く加工。表裏面刃物痕

750 部材 13.2 1.1 0.8 中3 中世炉 13C10 針 柾目 木釘2か所

751 指物 11.4 1.3 0.6 中3 中世炉 13C10 スギ 柾目 孔2か所

752 箸 7.1 0.6 0.3 中3 中世炉 針

753 箸 7.6 0.6 0.3 中3 中世炉 針

754 箸 15.5 0.6 0.5 中3 中世炉 13C5 針

755 漆器椀 6.6 2.6 中3 炉 13B25 ケヤキ 横木取 底部破片。歪みあり

756 蓋か 10.8 1.6 中3 炉状遺構 12C カヤ 横木取 全面黒漆塗。上面に擦痕。稜明瞭

757 不明 7.3 2.1 0.8 中3 炉 13B25 スギ 板目 上部は薄く削る

758 差歯下駄（歯） 10.6 10.0 2.2 中3 中世炉 13C5 スギ 柾目 右欠損。楔残存

759 材 4.5 12.0 3.0 中3 中世炉 13C5 針 流れ柾目 下部加工

760 差歯下駄 20.6 8.9 本体1.5
歯含3.4 中3 中世炉 13C5 モクレン属 板目 前後歯欠損（ のみ残存）

761 挽物皿 19.7 17.8 1.0 中3 土坑 9C1.6・
10C5.10 青粘土 ケヤキ 横木取 内外面刃物痕多数

762 板草履 23.9 5.2 0.6 中3 単炉付近 13C10 針 板目 孔1か所

763 仮面 22.0 7.2 0.9 中3

764 杭 26.3 5.4 4.9 中3 中世杭 12D4 クリ 芯持丸木

765 礎板 31.2 10.9 3.7 中3 P2 10D2 クリ 板目

766 杭 40.8 9.2 8.8 中3 杭列 12C クリ 芯持丸木

767 杭 29.8 6.3 6.8 中3 杭列No.1 12BC エゴノキ属 芯持丸木

768 不明 23.9 11.3 9.0 中3 P2 12C25 クリ 芯持丸木 両端加工

769 礎板 43.9 17.1 8.0 中3 P5 10C17 コナラ属コナラ
亜属コナラ節 板目

770 柱根 25.0 16.8 15.9 中3 Pit1 10C5 モクレン属 芯持丸木

771 杭 11.0 6.7 3.4 中3 中世面 広 丸木取り 上下加工 表採

772 杭 14.4 5.0 4.2 中3 12B・C 中世面 広葉樹（散孔材） 半割 杭列2

773 不明 10.5 3.9 3.8 中3 11C20 7層上 広 板目 上下加工

774 挽物椀 9.6 3.4 中3 10C12 7層下 ケヤキ 横木取

775 漆器椀 8.4 （3.0） 中3 13C15 中世 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。底部外面加工痕、刃物痕あり

776 漆器椀 1.6 中3 中世面 ケヤキ 横木取 稜明瞭 表採

713 差歯下駄（歯） 10.3 6.9 2.2 中3 中世ゴミ捨場 針 柾目 欠損。表面側面加工痕

714 差歯下駄（歯） 12.2 15.6 2.1 中3 中世ゴミ捨場 スギ 柾目 2か所。楔残存

715 差歯下駄（歯） 12.6 15.8 2.0 中3 中世ゴミ捨場 スギ 柾目 2か所。楔残存

716 差歯下駄 23.0 本体11.4
歯含15.7

本体2.7
歯含12.8 中3 中世ゴミ捨場 スギ 柾目 後歯のみ残存
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777 漆器椀 12.8 7.2 4.2 中3 12D1 7 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗

778 漆器皿 9.4 7.0 1.2 中3 10C3 7 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗

779 漆器皿 10.6 8.6 1.6 中3 10C16 7 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗

780 箸 21.6 0.7 0.6 中3 11C23 7層上 針

781 箸 20.5 0.8 0.4 中3 11C23 7層上 針

782 箸 19.2 0.7 0.5 中3 11C23 7層上 針

783 箸 18.1 0.7 0.4 中3 11C23 7層上 針

784 箸 14.0 0.5 0.4 中3 11C23 7層上 針

785 箸 21.2 0.6 0.4 中3 11C19 7 針

786 箸 20.9 0.7 0.5 中3 13B25 7 針

787 箸 21.7 0.6 0.6 中3 13B25 7 針

788 箸 20.4 0.6 0.4 中3 11C23 7 針

789 箸 16.3 0.6 0.7 中3 11C22 7 針 加工痕明瞭

790 箸 16.1 0.6 0.6 中3 11C22 7 針 加工痕明瞭

791 箸 14.9 0.7 0.5 中3 11C22 7 針 加工痕明瞭

792 箸 11.4 0.8 0.5 中3 12C22 7 針

793 箸 22.9 0.6 0.5 中3 11C25 7層上面 針 中世、箸一括

794 箸 18.6 0.6 0.5 中3 12D3 7 上部炭化。先端を細める

795 箸 14.6 0.7 0.5 中3 13B25 7 針

796 箸 22.1 0.6 0.4 中3 中世面 針 孔1か所 表採

797 箸 22.5 0.6 0.4 中3 11C25 7層上面 針 中世、箸一括

798 箸 20.8 0.5 0.4 中3 中世面 針 側面加工。漆一部残存 表採

799 箸 19.4 0.6 0.5 中3 12C22 7 針

800 箸 20.4 0.7 0.5 中3 11C23 7 針

801 箸 20.3 0.8 0.4 中3 11C23 7 針

802 箸 15.3 0.8 0.5 中3 12C22 7 針

803 箸 16.1 0.7 0.5 中3 13B25 7 針

804 ？ 16.1 3.6 0.7 中3 11C23 7層上 針 柾目 樺皮残存

805 不明〔板状） 16.0 3.2 0.8 中3 12C22 7 針 柾目

806 不明（板状） 6.0 3.0 0.5 中3 12C5 7層上 針 柾目 表面加工

807 不明（板状） 17.6 2.1 0.3 中3 11C20 7層上 針 板目 表面刃物痕あり

808 不明（ヘラ状） 27.3 1.7 0.4 中3 12C19 7層上 針 柾目 刃物痕あり

809 形代か 16.0 1.5 0.2 中3 12C5 7層上 スギ 板目

810 人形 9.1 2.2 0.6 中3 13C20 7層上

811 不明（板状） 11.8 1.5 0.4 中3 10B25 7層下 針 板目 表面加工

812 不明（板状） 16.3 8.5 1.1 中3 12D4 7 針 柾目

813 不明（板状） 21.6 5.0 0.6 中3 11C21 7 針 流れ柾目 表裏面刃物痕。裏面炭化

814 不明 44.0 3.0 1.2 中3 12D1 7層下 針 板目 中央右に抉り。上下端加工

815 不明 36.0 4.6 0.8 中3 10C12 7層下 針 柾目 綴じ孔？2か所

816 部材 28.8 7.6 2.0 中3 11C23 7 針 板目 一部炭化

817 板材 22.0 5.6 1.6 中3 10C21 7層下 針 流れ柾目 上端・側面加工

818 不明 21.2 6.5 1.4 中3 10C11 7層下 広 柾目 上端、側面加工

819 部材 9.3 8.5 0.6 中3 11C12 7 針 流れ柾目 孔2か所

820 部材 7.3 5.0 0.6 中3 11C4 7 針 板目 孔1か所

821 部材 32.8 1.9 1.2 中3 12C25ト
レンチ 7 針 板目 両面加工。孔4か所

822 部材 22.1 3.5 1.1 中3 12B18 7 針 流れ柾目 823と同一個体。木釘3ヶ所残存

823 部材 18.7 3.1 0.7 中3 12B18 7 針 流れ柾目

824 指物 17.6 2.8 0.9 中3 11C13・14 6・7 針 板目 孔4か所

825 部材か 6.0 4.0 0.6 中3 12C22 7 針 柾目 孔1か所。周縁部面取り

826 部材か 6.7 2.4 0.6 中3 10C8 7 針 柾目 綴じ孔？1か所。表面漆残存

827 部材 33.1 3.5 0.8 中3 12D4 7 針 柾目 孔4か所。上下端加工。2片接合

828 部材 35.4 3.4 1.3 中3 2T 針 板目 孔1列に10か所

829 部材 33.6 3.3 本体0.8
釘含0.9 中3 中世面 針 柾目 孔1列に7か所（残存6） 表採

830 部材 18.3 2.0 1.2 中3 11C12 7 針 柾目 孔6か所 表採

831 不明（棒状） 16.1 1.6 1.2 中3 10B17・22 7 針 柾目 先端を細める

832 部材か 17.3 2.6 1.0 中3 11C21 7 針 板目 孔1か所

833 不明（丸棒状） 12.9 2.3 1.6 中3 11C13 7 スギ 削出棒 上部炭化

834 不明 5.7 2.1 1.2 中3 中世面 針 板目 表採

835 不明　（棒状） 11.8 1.3 0.8 中3 13C10 中世 針 柾目 表面全面加工。上部炭化

836 不明 9.2 3.2 0.5 中3 10C21 7層上 針 板目 上端抉り

837 不明 8.2 2.8 1.2 中3 10C23 中世 針 板目 上部丸く抉る。先端を細める

838 不明 4.8 3.4 0.5 中3 13C15 中世 針 板目 小孔2、大孔1か所

839 不明（丸棒状） 23.7 1.4 1.4 中3 10C17 7層下 スギ 削出丸棒 下端丸く加工

840 不明（丸棒状） 25.2 2.1 2.3 中3 トレンチ2 1 針 板目 全面加工。一部炭化

841 不明（丸棒状） 17.7 1.2 0.9 中3 11C2 7 針 板目 一部炭化。上部二又に加工？

842 不明（棒状） 36.1 2.1 2.2 中3 10C16 7 針 柾目 下端炭化

843 不明 35.0 1.1 0.8 中3 12D3 7 針 流れ柾目 上部炭化。下端加工

844 不明 6.0 2.2 1.2 中3 10B24 7層上 広 丸木取り 孔2ヶ所。抉りあり。
846と同一個体と思われる

845 錘か 11.6 2.7 2.7 中3 12D4 7 広葉樹（散孔材） 芯持丸木 上端磨耗。上部抉りあるが加工痕不明瞭

846 不明 9.4 1.9 1.1 中3 10B24 7層上 広 丸木取り

847 不明 3.6 3.6 0.4 中3 11C9 7 スギ 板目 つくり丁寧。表面加工

848 鋤先 19.3 15.8 3.8 中3 10C13 茶褐色砂 アサダ 柾目 劣化進む。裏面加工痕見える

849 柄 12.8 2.8 1.3 中3 12C23 7 スギ 板目 孔2か所

850 曲物側板 9.9 6.5 0.4 中3 11C25 7層上 針 柾目 孔7か所。No.505と同一個体の可能性あり

851 曲物側板 8.1 2.4 0.4 中3 12D4 7 針 柾目 縦・斜方向ケビキ痕

852 曲物側板 10.8 2.0 0.5 中3 中世面 針 流れ柾目 表採

853 曲物側板 9.5 3.3 0.4 中3 11D3 7層上 針 柾目 綴じ孔2か所

854 曲物側板 16.6 2.6 0.4 中3 12D4 7 針 柾目

855 曲物底板 17.9 0.8 中3 10C8 7層下 針 柾目 周縁段差あり 378

856 円形板 12.7 6.0 0.8 中3 11B20 7 針 流れ柾目
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857 曲物側板 13.7 6.3 1.1 中3 中世面 針 板目 上部カット。丁寧な加工 表採

858 円形板 33.1 10.4 1.3 中3 12C17 7 針 柾目 刃物痕あり

859 不明 25.7 8.0 1.1 中3 11C6 7層上面 針 流れ柾目 中央右に抉り。一部炭化。2片接合

860 曲物底板か 14.9 5.7 0.6 中3 10C12 7層下 針 柾目 孔1か所。表面に孔1か所。

861 差歯下駄（歯） 6.3 6.4 5.4 2.0 中3 13C20 7 スギ 板目

862 連歯下駄 22.0 11.3 本体1.9
歯含5.6 中3 11C21 7 ヒノキ科 板目 表面刃物痕多数

863 不明（無歯下駄？） 23.6 7.5 2.1 中3 中世面 針 流れ柾目 前壺に孔2か所。木釘1か所 表採

864 差歯下駄 22.7 本体4.8
歯含6.3

本体3
歯含9.1 中3 11C22 7 スギ 柾目 前歯のみ残存

865 差歯下駄（歯） 12.2 8.4 2.3 中3 11C21 7 スギ 柾目 楔を打ち込む切込み放射状に

866 部材 74.4 21.0 19.0 クリ 芯持丸木 上下端加工　枝落とし 道材No.47

867 柱根 69.5 13.6 12.7 コナラ属コナラ
亜属コナラ節 芯持丸木 上部に炭化あり、下端加工 杭133

868 柱根 55.4 20.4 20.4 クリ 芯持丸木 角柱に整形、下端加工あり 柱16

869 柱根 54.2 16.1 14.9 モクレン属 芯持丸木 円柱状に整形、下端加工あり 柱156

870 礎板 61.6 16.7 9.4 クリ 芯持割材 上下端加工あり、断面五角形状に側面削り 道材No.43

871 板材 81.6 30.4 4.3 14C18 針 柾目 ほとんど炭化

872 礎板 26.7 19.2 5.5 14B スギ 柾目 上下端両面から加工

873 礎板 14.3 8.4 3.4 広 下部加工。上部炭化。中央に未貫通孔？

874 礎板 34.8 20.6 4.8 カツラ 板目 上下端加工あり

875 礎板 38.6 26.7 7.2 針 柾目 上端突起あり下端両面から加工、
側面は丸く仕上げ

876 礎板 36.5 19.8 3.4 カツラ 柾目 上下端両面加工あり

877 礎板 39.1 21.6 5.8 ケヤキ 板目 裏面に凹みあり

878 刳物（挽物粗型） 17.0 9.0 5.1 （排水溝） 14D3 炭化 広 横木取

879 不明（挽物粗型） 8.3 5.2 1.4 14C9 コナラ属ア
カガシ亜属 ミカン割 側面多角形に加工

880 漆器椀 11.0 6.6 4.0 広葉樹（散孔材） 横木取 高台外端接地。

881 漆器椀 － 7.4 4.0 ケヤキ近似種 横木取 No.361

882 箸 37.4 0.8 0.7 針 板目

883 箸 24.3 0.8 0.4 針 板目 上下端を細く削る

884 箸 22.2 0.6 0.5 針 板目 上下端を細く削る

885 箸 18.5 0.7 0.6 針 流れ柾目 上下端を細く削る

886 箸 21.9 0.5 0.3 14B 針 板目？ 折れ1か所

887 箸 18.8 0.8 0.5 14B 針 板目？

888 箸 16.3 0.6 0.5 14B23 針 板目 先端炭化

889 箸 16.1 0.7 0.6 14C3 針 流れ柾目

890 斎串か 23.2 3.0 1.0 （東西トレンチ） 針 板目 上部左に抉り

891 斎串 20.2 2.0 0.8 13C17 スギ 板目

892 不明（形代か） 19.0 4.0 0.3 板目か 非常に薄い。右に抉り

893 不明（形代？） 14.0 1.3 0.4 14B22 針 柾目 上部に抉り

894 不明（板状） 9.8 3.2 0.4 14B24 針 柾目 孔1か所

895 形代 13.7 3.0 0.3 スギ 柾目 下半は厚さ0.1cm 368

896 不明（形代か） 7.7 2.6 0.4 14C24 スギ 柾目

897 形代か 12.8 3.4 0.4 14C23 スギ 板目 一部炭化。2片接合　左側面に向
かって厚さが薄くなる

898 形代か 9.4 3.1 0.2 スギ 柾目 2片、同一個体と思われるが接合
しない。ごく薄い 368

899 不明（板状） 13.1 3.1 0.5 13B 針 板目

900 不明（板状） 17.3 2.3 0.5 14D1 針 板目 表面右面取り。擦痕あり？

901 不明（板状） 13.3 1.4 0.7 14C3 針 柾目 刃物痕

902 不明（板状） 16.1 2.1 0.6 針 柾目 表面刃物痕

903 扇か 12.3 1.8 0.1 スギ 柾目

904 不明 12.2 1.2 0.4 14B23 針 板目 先端加工

905 不明（板状） 20.6 2.5 0.7 14C23 スギ 柾目 刃物痕

906 不明（板状） 14.0 2.8 0.6 針 柾目 表面刃物痕 368

907 不明（板状） 9.1 1.2 0.6 14C3 針 柾目 刃物痕　下端斜状にカット

908 不明（形代か） 15.6 6.7 0.6 14C23 針 流れ柾目 木釘6か所貫通

909 板材 7.2 8.3 0.7 14D3 針 柾目 2片接合。表面加工痕・刃物痕

910 不明 5.8 2.7 0.6 14C23 針 柾目

911 不明 4.4 1.5 0.4 14C17 針 柾目

912 杓子 8.8 3.6 0.2 14D1 スギ 柾目 2片接合。表面加工痕

913 杓子状木製品 12.7 2.3 0.4 13B 針 板目

914 ヘラ状木製品 12.5 2.5 0.5 14C17 スギ 柾目 孔1か所

915 不明（棒状） 31.3 2.4 1.2 14C・D 針 板目 上部に孔、抉り

916 不明（棒状） 36.0 1.6 1.7 スギ 削出丸棒 先端がとれる。先端炭化

917 不明（棒状） 21.7 1.5 1.1 13B 針 柾目 一部漆付着。上部右抉り

918 板材 23.4 3.5 1.0 針 板目 下部加工あり

919 不明（棒状） 16.9 2.3 1.7 13C6 針 板目 先端を細める。上部一部炭化

920 柄か 11.3 3.8 2.6 スギ 板目

921 材（角棒状） 12.9 2.6 1.6 14C18 スギ 流れ柾目 上端加工、下端斜めにカット

922 不明（角棒状） 18.0 1.8 1.4 13C15 針 流れ柾目 上下加工

923 不明（棒状） 23.4 1.2 1.2 針 柾目 368

924 不明（棒状） 11.8 1.9 1.8 13C1～5 針 板目 断面五角形

925 栓か 11.0 － 2.3 スギ 削出 加工痕不明瞭 栓

926 不明 13.2 1.4 0.9 14C18 針 流れ柾目 表面切り込み4か所

927 板 24.8 9.2 1.1 13C7 針 板目 表面一部炭化

928 不明（板状） 31.4 9.7 0.8 針 流れ柾目 孔2か所。表裏面刃物痕

929 不明（板状） 13.1 5.9 0.6 14B24 針 柾目 上端弧状にカット痕

930 部材 16.0 4.1 本体0.7
釘含2.0 針 流れ柾目 木釘1か所。裏・側面漆付着

931 部材 7.3 2.3 0.4 針 板目 孔3か所

932 部材か 15.4 3.3 1.0 針 板目
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933 部材 17.5 5.2 1.0 針 板目 表面孔、裏面は孔外縁に圧痕

934 部材 11.3 1.9 0.3 14B5 針 板目 表面薄く削る。孔3か所

935 部材 13.0 2.3 0.7 13C25 針 柾目 孔1か所。刃物痕

936 部材（の一部か） 9.1 6.5 1.8 14B24 針 柾目 孔1か所

937 部材 35.8 4.4 2.8 針 流れ柾目 全面加工痕あり。右側面抉り部分に孔

938 部材か 37.2 3.0 0.9 14C9 針 板目 2片接合。木釘5か所貫通

939 部材 27.9 5.4 1.1 14C 針 板目 孔3か所。裏面加工痕

940 部材か（有頭状） 30.2 3.6 1.5 14D1 スギ 柾目 上部有頭状。孔1か所

941 部材 29.5 2.2 0.7 14C・D 針 板目 木の節部分に別の破片を埋め込む

942 楕円形板 31.2 7.6 0.6 14C3 針 柾目 表裏面に刀痕

943 部材 24.6 10.3 1.3 14D1 スギ 柾目 孔3か所。表面刃物痕

944 部材 21.0 11.7 1.5 14C23 スギ 柾目 周縁部に沿って穿孔

945 楕円形曲物底板か 32.3 4.7 0.6 針 柾目 綴じ孔1か所

946 曲物底板 15.8 6.7 0.7 針 柾目 木釘孔2か所。木釘残存

947 板材 15.5 2.5 1.0 針 柾目 表面・右側面加工痕

948 曲物底板か 38.6 26.7 7.2 針 柾目 中央に方形の孔

949 曲物底板？ 7.2 2.9 0.8 14B22 針 柾目 周縁部段差あり

950 部材か 16.9 5.7 0.5 13C20 スギ 柾目 表面黒漆塗

951 差歯下駄（歯） 10.4 16.3 2.1 13C23 スギ 柾目 突起部分欠損

952 差歯下駄（歯） 8.8 10.3 1.8 スギ 柾目 突起欠損

953 差歯下駄 24.8 12.8 台2.8
歯含11.8 14C18 スギ 柾目（台）

板目（歯） 歯厚さ2.1

954 部材（把手か？） 22.4 8.4 1.5 13C11 スギ 柾目 上下部分突起状

955 脚 9.5 1.9 1.3 14C22 スギ 削出 上端黒漆残存。全面加工

956 不明（有頭状） 14.4 4.7 3.7 14B カエデ属 芯持丸太 上下端加工。樹皮残存。劣化著しい

957 柄 28.3 4.2 2.4 14C16 スギ 板目

958 柄 50.0 4.0 2.0 針 流れ柾目

959 挽物粗型 8.6 9.6 1.9 11C13 三 ケヤキ 横木取

960 挽物粗型か 9.3 8.2 1.6 11C11周辺 三 ケヤキ 横木取

961 挽物粗型 9.0 9.4 1.9 11C13 三 ケヤキ 横木取

962 漆器椀 15.4 3.7 11C13 三 ケヤキ 横木取 No.452

963 漆器椀 7.6 3.8 12C24 三 広 横木取り　 歪み著しい

964 漆器椀 8.1 2.2 11C11周辺 三 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落） No.459

965 漆器椀 8.6 2.8 12C町道 三 モクレン属 横木取 内外面黒漆塗

966 漆器皿 7.6 1.2 11D1 三 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。底部にロクロ爪痕4か所か

967 漆器 8.0 0.9 11C24周辺 三 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落） 447

968 箸 20.6 0.5 0.4 10B18周辺 三 針 410

969 箸 24.6 0.6 0.5 10B18周辺 三 針 410

970 箸 23.8 0.8 0.5 10C 三 針 463

971 箸 22.3 0.5 0.5 10C 三 針 463

972 箸 21.4 0.5 0.5 10B17周辺 三 針 465

973 箸 20.0 0.5 0.5 10B17周辺 三 針 465

974 箸 19.0 0.7 0.4 10B17周辺 三 針 465

975 箸 23.1 0.6 0.4 10B16 三 針

976 箸 20.5 0.7 0.5 10B17周辺 三 針 465

977 箸 19.4 0.6 0.5 10B17周辺 三 針 465

978 箸 23.2 0.5 0.5 13D 三 針 町道部分

979 箸 21.2 0.5 0.5 12C8周辺 三 針

980 箸 22.3 0.6 0.5 12C8周辺 三 針

981 箸 22.4 0.6 0.5 10C3 三 針

982 箸 20.9 0.7 0.5 10C3 三 針

983 箸 21.2 0.6 0.5 10C3 三 針

984 箸 10.8 0.5 0.5 10C3 三 針

985 箸 13.6 0.8 0.5 10C 三 針 板目

986 箸 19.9 0.7 0.5 12C8周辺 三 針

987 箸 21.5 0.5 0.3 13D 三 針 町道部分

988 箸 16.9 0.6 0.4 12C8周辺 三 針

989 箸 23.9 0.6 0.8 11C25 三 針 No.319

990 箸 23.5 0.6 0.4 13D 三 針 町道部分

991 箸 21.9 0.4 0.4 10C 三 針 463

992 箸 24.6 0.7 0.5 11C3周辺 三 針

993 箸 23.2 0.7 0.7 12C8周辺 三 針

994 箸 22.5 0.6 0.5 12C8周辺 三 針

995 箸 25.5 0.7 0.5 12C 三 針 町道部分

996 箸 19.2 0.7 0.5 12C8周辺 三 針

997 箸 24.9 0.6 0.4 12C8周辺 三 針

998 箸 21.4 0.7 0.5 12C8周辺 三 針

999 箸 24.0 0.6 0.6 10C3・
4・8・9 三 針

1000 箸 23.2 0.7 0.6 12C8周辺 三 針

1001 箸 24.7 0.7 0.4 12C 三 針 町道部分

1002 箸 18.0 0.7 0.4 11C3周辺 三 針

1003 不明 20.7 1.0 0.6 10C 三 針 板目 上部に切り込み3か所 463

1004 不明 13.3 2.4 0.8 11C20 3 針 先端尖がり

1005 不明（板状） 18.4 3.5 0.6 11C11周辺 三 スギ 板目 上部と左中ほどに抉り。孔2か所。

1006 形代か 21.7 1.9 0.4 11C13 三 スギ 板目

1007 檜扇か 15.1 1.0 0.3 11C11周辺 三 針 板目 孔1か所。先端を細める

1008 不明（板状） 10.5 1.2 0.4 12C8周辺 三 針 板目 先端を細める

1009 鳥形か 13.2 2.4 0.3 12C4周辺 三 スギ又はヒ
ノキ科 板目

1010 櫛 1.9 4.8 0.8 12C町道部分 三 イスノキ 削出

1011 櫛 3.1 4.8 0.9 12C24 3 イスノキ 削出

1012 櫛 3.9 5.7 0.9 12C24 3 イスノキ 削出
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1013 柄 14.7 3.4 1.6 11C20 三 広 丸木取り 孔1か所。1014とセットか

1014 柄 14.7 3.5 1.7 11C20 三 広 丸木取り 上下加工により丸くする。加工痕
細かい。孔1か所。

1015 棒状 13.3 3.8 3.4 12C8周辺 三 サクラ属 削出棒 上部抉り？

1016 不明（ヘラ状） 21.5 12.6 0.8 11C11周辺 三 針 流れ柾目

1017 杓子 17.5 6.8 0.6 12C8周辺 三 スギ 板目 側面加工

1018 不明（ヘラ状） 23.0 4.9 0.6 12C8周辺 3 針 柾目 表裏面刃物痕多数

1019 不明（杓子状） 32.6 4.2 0.5 10C1周辺 三 スギ 柾目 表裏面刃物痕 369

1020 紡錘車 4.7 4.2 0.5 11C13 三 針 板目 表面刃物痕あり 458

1021 不明（板状） 33.9 9.3 0.6 11C5周辺 3 針 柾目 表裏面刃物痕多数。裏面劣化

1022 折敷底板 33.1 8.5 0.6 12C8周辺 三 針 流れ柾目 綴じ孔2か所

1023 折敷底板か 32.8 11.1 0.5 11C11周辺 3 針 柾目 孔2か所。刃物痕あり。歪み著しい

1024 板材（文字あり） 6.2 4.4 0.3 12C町道 三 針 柾目 表裏面墨痕

1025 不明（板状） 5.1 6.7 0.5 12C25周辺 三 針 流れ柾目 上端に段。表面炭化

1026 不明（板状） 32.3 4.9 0.6 11C21周辺 三 針 柾目 表面刃物痕多数。一部炭化

1027 折敷底板か 17.6 7.3 0.3 11C11周辺 三 針 柾目 孔2か所。歪み著しい

1028 折敷底板か 18.3 5.7 0.5 13D 三 針 柾目 綴じ孔1か所 町道部分

1029 円形板 12.3 11.1 0.6 11C11周辺 三 針 板目 2片接合

1030 曲物底板 30.6 17.2 1.3 11C11周辺 3 針 板目 孔6か所。木釘残存2か所。漆一部残存

1031 円形板材 24.0 5.4 1.4 10C 三 針 板目 表面一部炭化。側面加工。外側から深い抉り

1032 蓋板か 32.6 15.9 1.0 11C11周辺 3 スギ 板目 表面・側面に孔

1033 曲物底板 24.6 5.8 0.9 11C11周辺 3 針 柾目 表面一部炭化。孔1か所

1034 部材か 24.7 4.3 0.7 11C11周辺 三 針 流れ柾目 孔3か所。表面刃物痕

1035 円形板材 14.1 4.0 0.9 10C 三 針 流れ柾目 孔1か所

1036 曲物底板 12.2 3.8 本体0.6
釘含0.7

12C25周
辺 三 針 柾目 表面漆残存、一部炭化。裏面刃物

痕

1037 曲物底板 12.4 2.9 0.9 10C 三 針 柾目 孔4か所 463

1038 不明（板状） 17.3 3.2 0.6 11C3周辺 三 針 流れ柾目 表面炭化

1039 不明（板状） 18.6 4.4 0.4 13D 三 針 流れ柾目 周縁に刃物痕。孔あり？ 町道部分

1040 不明（板状） 21.3 8.0 0.3 10C1周辺 三 針 柾目 上部周縁刃物痕 369

1041 不明（板状） 21.3 4.3 0.5 11C1 三 針 柾目

1042 曲物側板 19.9 4.3 0.5 11C11周辺 三 針 柾目 孔5か所。縦・斜方向ケビキ痕 414

1043 曲物側板 18.7 4.7 0.3 0.8 11C11周辺 三 針 柾目 樺皮X字状に巻かれる。ケビキ痕の間隔狭い。 414

1044 指物 28.8 10.2 0.7 11C11周辺 三 スギ 柾目 表面刃物痕。孔3か所（残存1）。側面加工痕

1045 部材 50.2 3.5 本体0.5
釘含2.1 13D 三 針 柾目 孔8か所 町道部分

1046 指物（転用？） 28.0 5.8 0.6 12C8周辺 三 スギ 柾目 孔4列

1047 指物 24.1 4.7 0.5 12C8周辺 三 スギ 柾目 孔1列

1048 部材 25.5 3.4 1.4 11C11周辺 三 針 流れ柾目 孔6か所（木釘残存）

1049 部材 20.3 2.0 本体0.9
釘含2.4 12D4 三 針 板目 木釘4か所。表面に刃物痕

1050 部材 23.9 3.2 0.6 12C8周辺 3 針 流れ柾目 下部孔3か所、1列に並ぶ

1051 指物 14.7 4.9 0.8 11C11周辺 三 針 流れ柾目 孔5か所

1052 指物 17.5 3.2 0.7 11C11周辺 三 針 流れ柾目 孔7か所

1053 不明（板状） 12.4 2.0 0.5 11C11周辺 三 針 柾目 左側面抉り5か所

1054 部材 9.2 2.7 0.8 11C11周辺 三 針 板目 孔4か所 No.448

1055 部材 17.0 5.1 1.0 12C8周辺 三 上部炭化。孔2か所

1056 部材 4.5 4.7 1.3 12C8周辺 三 針 板目 孔2か所

1057 部材か 4.7 3.5 0.8 12C8周辺 三 針 柾目 孔1か所？

1058 指物 8.8 4.6 0.5 11C13 三 針 流れ柾目 458

1059 部材か 15.3 2.4 0.9 11C11周辺 三 針 板目 中央に木釘孔の列、5か所 414

1060 部材 21.1 2.4 0.7 10B15周辺 三 針 柾目 孔5か所

1061 部材か 49.3 4.3 0.8 11C 3 針 流れ柾目 端部孔1か所

1062 部材 40.0 4.6 0.7 11C11周辺 三 針 板目

1063 部材か 34.8 14.1 0.7 10C 三 針 柾目 下部漆残存。孔6か所。

1064 指物 32.4 3.0 0.9 11C 三 針 流れ柾目 孔2か所。2片接合。

1065 部材か 22.8 2.5 0.9 11C11周辺 三 針 柾目 孔1か所 414

1066 指物 25.5 15.5 1.3 11C5周辺 三 針 流れ柾目 孔5か所

1067 部材 10.0 4.3 0.7 12C 三 広 板目 孔1か所 町道部分

1068 部材 17.5 6.4 1.3 12C8周辺 三 針 流れ柾目 孔2か所

1069 部材 17.0 5.5 0.4 12C8周辺 三 針 流れ柾目 孔1か所＋未貫通の孔？

1070 指物か 23.6 2.2 0.7 12C8周辺 三 スギ 柾目 孔4か所。下端炭化

1071 折敷側板か 24.8 1.5 0.5 12C8周辺 三 針 柾目 孔1か所（残存）。一部ケビキ痕

1072 指物 16.8 3.8 0.7 11C11周辺 三 針 柾目 上部・下面に孔9か所（残存2）。 414

1073 部材 13.1 2.5 0.5 12C8周辺 三 針 柾目 孔2か所。刃物痕

1074 指物 11.4 2.8 0.5 11C11周辺 三 針 柾目 孔1か所。刃物痕 414

1075 指物か 13.8 3.0 0.5 11C11周辺 三 針 柾目 綴じ孔1か所 No.448

1076 部材 21.3 4.0 0.8 11C13 三 針 流れ柾目 孔2か所（残存1）

1077 部材 17.1 1.8 0.8 10C8周辺 三 針 板目 孔2か所

1078 部材 17.0 1.6 0.8 10C8周辺 3 針 板目 孔3か所

1079 部材か 17.7 2.5 0.4 13D 三 針 柾目 孔1か所。表面刃物痕 町道部分

1080 不明（板状） 17.8 1.8 0.6 11C13 三 針 柾目 孔1か所。上部に抉り。1082と類似

1081 部材 18.6 1.9 0.5 11C24周辺 三 針 柾目 表面刃物痕多数。孔2か所 No.413

1082 不明（板状） 17.6 1.8 0.6 11C13 三 針 柾目 孔1か所。上部に抉り

1083 部材か 11.7 2.5 1.2 11C11周辺 三 針 流れ柾目 左側面に孔1か所。右側面切り込み

1084 部材か 11.0 2.4 1.3 11C9周辺 三 針 流れ柾目 斜めに貫通する孔あり

1085 部材 7.7 2.1 0.3 13D 三 針 柾目 孔1か所 町道部分

1086 部材 8.0 2.4 0.7 11C11周辺 三 針 板目 孔2か所

1087 部材か 16.3 1.3 0.4 13D 三 針 板目 孔1か所 町道部分

1088 部材 15.2 5.7 0.5 12C8周辺 三 針 柾目 孔1か所

1089 部材 12.3 2.7 0.2 11C13 三 針 柾目 上部に孔2か所 458

1090 部材か 13.2 2.4 0.4 13D 三 針 流れ柾目 孔6か所 町道部分

1091 部材か 10.6 2.6 0.5 11C13 三 針 流れ柾目 綴じ孔？1か所
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1092 部材か 13.1 2.7 0.8 11C11周辺 三 針 柾目 孔1か所 414

1093 部材か 13.1 2.1 0.6 11C11周辺 三 針 柾目 孔1か所

1094 部材 7.6 1.9 0.2 11C13 三 針 柾目 孔2か所 458

1095 不明（棒状） 16.6 1.3 1.4 12C11周辺 二 針 柾目 表採

1096 不明（板状） 19.6 2.1 0.8 12C11周辺 二 針 流れ柾目

1097 不明（角棒状） 19.0 1.8 1.2 12C8周辺 三 針 柾目

1098 指物か 8.4 2.0 1.5 10C 三 針 板目 孔2か所 463

1099 不明（角棒状） 10.7 1.9 1.2 12C8周辺 三 針 柾目

1100 不明（棒状） 18.0 1.3 1.1 13D 三 針 板目 町道部分

1101 柄か 38.7 2.7 1.1 12C8周辺 3 針 板目 上部に孔1か所。

1102 不明（角棒状） 30.0 2.5 2.0 11C11周辺 三 針 流れ柾目 上下端に切り込み

1103 不明（角棒状） 24.2 1.5 1.1 11C11周辺 三 針 流れ柾目 上端加工

1104 部材 19.0 2.7 1.8 11C3周辺 三 針 板目 中央に四角形の孔

1105 板材 27.5 2.0 0.7 12C 三 針 柾目 側面加工。刃物痕 町道部分

1106 棒 22.0 2.1 12C 三 カエデ属 芯持丸木 樹皮残存。下端加工 町道部分

1107 不明（角棒状） 32.7 2.1 1.3 11C5周辺 三 針 板目

1108 不明 30.4 2.2 1.6 11C11周辺 三 針 板目 下部を細める。先端炭化。孔1か所

1109 不明（棒状） 30.4 1.1 0.7 11C11周辺 三 針 板目 先端を細める 414

1110 不明（角棒状） 20.1 2.3 2.3 11C19周辺 三 針 板目 先端を細める。上部炭化

1111 不明（丸棒状） 19.3 1.9 1.6 11C24周辺 三 針 板目 No.413

1112 不明（棒状） 20.3 1.2 1.1 10C1周辺 三 針 柾目 表面黒漆残存。裏面刃物痕、加工痕。稜線明瞭 369

1113 不明（棒状） 9.0 1.6 1.5 12C12 二 針 流れ柾目

1114 不明（棒状） 14.8 1.3 0.6 12C25周辺 三 針 板目 表面加工

1115 不明（棒状） 14.4 1.2 0.8 10B15周辺 三 針 板目

1116 不明（棒状） 17.8 1.3 0.8 10B15周辺 三 スギ 板目

1117 不明（板状） 18.8 2.9 0.7 11C5周辺 三 針 板目 上端半円形に加工

1118 不明 14.2 2.1 1.9 10C 三 針 柾目 上部四角形状の孔か。下部を細める

1119 不明（板状） 21.1 1.7 0.5 11C13 三 針 板目

1120 不明（板状） 24.9 2.1 0.8 12C8周辺 3 先端尖がる

1121 不明（棒状） 8.2 1.4 1.1 10B15周辺 三 針 板目 先端尖がる

1122 部材 9.6 3.8 0.5 10C16周辺 三 針 板目 孔2か所 460

1123 部材 10.6 2.1 0.4 11C24周辺 三 針 板目 表面に圧痕か

1124 不明（板状） 20.1 2.7 0.8 12C11周辺 二 針 板目 端部調整

1125 不明（板状） 16.2 3.0 0.5 11C13 三 針 板目 両端調整

1126 不明（棒状） 11.4 1.7 0.9 10B15周辺 三 針 板目

1127 不明（板状） 16.6 2.1 0.4 13D 三 針 柾目 表面刃物痕 町道部分

1128 不明（板状） 18.7 2.8 0.5 12C25周辺 三 針 板目 下部炭化。表裏面刃物痕

1129 不明 4.7 2.8 0.7 12C 三 モクレン属 板目 町道部分

1130 不明（板状） 37.8 6.0 2.7 12C8周辺 三 針 柾目 厚さ一定しない

1131 不明 32.5 2.6 0.7 10B15周辺 三 針 柾目 表面刃物痕。側面加工。中央に丸く炭化

1132 不明（板状） 28.8 3.8 0.7 10B18周辺 三 針 流れ柾目 下部斜めにカット。側面面取り

1133 不明（板状） 11.1 9.8 2.3 11C9周辺 三 広 柾目 中央を残し両側面加工

1134 不明（板状） 26.8 3.9 0.7 13D 三 針 板目 側面加工 町道部分

1135 曲物側板か 18.3 3.2 0.3 12C25周辺 三 針 板目 孔2か所

1136 曲物側板か 18.5 3.1 0.5 11C11周辺 三 針 柾目 孔1か所。表裏面刃物痕あり

1137 不明（板状） 17.7 3.2 1.1 13D 三 針 板目 上下端加工 町道部分

1138 不明（板状） 16.8 2.2 0.4 12C8周辺 三 針 板目 上端炭化。樺皮残存

1139 不明 6.7 3.5 1.9 10B15周辺 三 広 柾目 側面多角形に加工

1140 不明 6.6 3.8 2.6 10B15周辺 三 広 柾目 側面多角形に加工

1141 不明 12.1 3.7 2.6 11C11周辺 三 針 流れ柾目 側面三角

1142 不明（板状） 10.1 4.3 1.6 13D 三 針 流れ柾目 全面加工 町道部分

1143 板草履 17.2 3.8 0.3 10C1周辺 三 針 柾目 側面加工痕 369

1144 連歯下駄 23.3 8.3 3.5 10C11 二 スギ 柾目

1145 差歯下駄 18.2 6.2 3.1 12B 二 モクレン属 柾目 町道部分

1146 連歯下駄（歯） 15.0 7.6 2.4 － モクレン属 板目

1147 連歯下駄 23.3 12.7 4.0 10C1 Ⅲ 柾目 町道部分

1148 差歯下駄（歯） 12.7 6.3 2.1 11C11周辺 三 スギ 柾目 楔を打ち込む切込み2か所

1149 差歯下駄（歯） 15.7 8.1 2.1 10B17周辺 三 スギ 柾目 410

1150 差歯下駄（歯） 12.1 6.6 3.3 11C11周辺 三 スギ 柾目

1151 差歯下駄 22.0 本体11.1
歯含12.8

本体2.1
歯含8.7 11D1 三 スギ

ヒノキ科 柾目 接地面には礫 No.324

1152 差歯下駄（歯） 13.2 17.2 2.1 スギ 追柾目 一部欠損

1153 差歯下駄（露卯） 18.7 9.8 2.6 11C13 三 スギ 柾目 差歯は　部分のみ残存

1154 差歯下駄 10.0 13.6 2.6 2 11C13 3 針 流れ柾目 1か所。楔状残存。表裏面刃物痕

1155 差歯下駄（歯） 8.4 14.0 2.3 13D 三 スギ 追柾目 1か所欠損。刃物痕。接地面礫あり 町道部分

1156 樹皮（板状） 15.8 10.8 1.1 11C 三 － － 樹皮製。表面は加工？裏面は平ら

1157 樹皮（板状） 17.9 10.2 1.2 11C 三 － － 樹皮製。表面は加工？裏面は平ら

1158 杭か 19.0 10.4 6.3 10C 三 広 丸木取り

1159 材 15.0 7.4 5.1 12C4周辺 三 針 丸木取り 全面加工

1160 杭 12.3 8.2 6.7 12C24周辺 三 広 丸木取り 下部加工

1161 杭 14.0 6.5 4.4 12C24周辺 三 広 丸木取り 樹皮残存。枝落とし痕あり

1162 不明 10.9 6.3 4.5 12C 三 広 芯去りミカン
割りか 上下加工 町道部分

1163 杭（一部炭化） 20.2 4.6 4.2 13D 三 広 丸木取り 町道部分

1164 板（杭？） 31.8 9.8 1.7 11C3周辺 三 両側面加工

1165 不明 20.7 7.3 2.6 13D 三 広 流れ柾目 全面加工。一部炭化 町道部分

1166 挽物粗型 8.8 8.8 2.0 ケヤキ 横木取

1167 挽物粗型 6.4 10.0 1.8 ケヤキ 横木取

1168 挽物粗型 10.5 11.1 3.0 ケヤキ 横木取 上面にロクロ爪痕5か所 柱607？

1169 漆器椀 － 8.6 2.2 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。3片接合

1170 漆器椀 14.6 7.6 3.7 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。ロク
ロ止め痕4か所。

1171 漆器皿 9.6 7.5 1.8 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。外面加工痕あり。ロク
ロ止め痕3か所、円形圧痕。底部剥落
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1172 漆器皿 9.5 7.0 1.7 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。加工痕あり

1173 漆器皿 8.8 7.4 1.2 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。4片接合

1174 漆器皿 8.4 6.8 1.6 11C14周
辺 スギ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。ロク

ロ止め痕3か所。歪み著しい

1175 漆器皿 9.2 7.4 1.3 内外面黒漆塗。ロクロ止め

1176 漆器皿 9.0 7.0 1.4 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗（底部剥落）。底部刃物痕あり

1178 箸 23.3 0.5 0.5 12D2 針 一括

1179 箸 24.6 0.5 0.4 12D2 針 一括

1180 箸 22.2 0.7 0.6 不明

1181 箸 22.0 0.7 0.6 不明

1182 不明（棒状） 16.8 0.8 0.6 針 中央に抉り。上下端加工。樹皮残存。

1183 不明（板状） 12.7 3.2 1.3 11C11周辺

1185 不明（板状） 17.5 2.3 0.4 針 板目 端部加工 排土

1186 不明（板状） 10.6 2.3 0.2 スギ 柾目 杭19

1187 不明（板状） 9.9 2.3 0.4 針 柾目 表採

1188 部材（檜扇？） 11.0 1.1 0.5 針 柾目 上部斜めにカット。孔1か所

1189 扇 33.6 1.4 本体0.3
全体2 11C24 スギ 板目 4枚重なる。上部折れ。接合しな

い部品2あり

1190 杓子 17.1 3.4 0.6 スギ 柾目

1191 杓子 11.6 3.8 0.4 スギ 柾目 表面に刃物痕

1192 杓子 35.4 9.3 0.6 スギ 板目 両面加工

1193 杓子状木製品 24.7 7.3 0.6 10C3・
4・8・9 スギ 柾目 完形品か

1194 しゃもじ（大） 21.9 5.8 0.9 不明

1195 しゃもじ（小） 16.1 3.2 0.7 - 10C1

1196 折敷底板 34.2 9.4 0.9 針 柾目 表面に墨書あり。表裏面刃物痕多数。2片接合

1197 折敷底板 32.6 7.7 0.8 針 柾目 綴じ孔2か所．表面刃物痕 No.662

1198 不明（板状） 32.2 29.7 0.6 針 流れ柾目 両面刃物痕。墨痕

1199 板材 41.7 8.6 1.8 10C5 7層下

1200 部材 22.7 1.9 0.4 針 板目 貫通孔4、未貫通孔2か所。2片接合 排土

1201 不明（板状） 13.5 10.8 0.5 針 流れ柾目 表面加工、刃物痕

1202 折敷底板？ 24.4 4.8 0.7 針 流れ柾目 綴じ孔1か所

1203 部材 20.8 3.7 0.6 針 流れ柾目 中央右に抉り。全面炭化

1204 指物 18.8 4.2 0.5 10B24 針 柾目 孔5か所。一部漆付着。表裏面刃物痕あり

1205 部材 16.5 4.7 0.5 10C16 針 柾目 上下対照の孔。孔10か所

1206 指物か 6.3 1.8 0.5 針 柾目 孔5か所

1207 部材か 6.4 1.6 0.5 針 板目 孔1か所 表採

1208 部材 15.5 3.6 0.9 針 流れ柾目 孔1か所

1209 指物 15.9 4.3 0.6 10B24 針 柾目 孔3か所。一部漆付着。刃物痕

1210 部材（指物） 18.6 2.3 0.4 11C11・
24周辺 針 柾目 上下端に孔？表面に刃物痕

1211 部材 35.4 3.0 0.4 針 柾目 孔1列に12か所（より多い）。 No.667

1212 指物 32.3 9.5 0.6 針 流れ柾目 孔9か所。裏面刃物痕。2片接合

1213 指物 18.6 6.5 1.0 スギ 板目 孔3か所。表面加工、一部炭化

1214 指物 16.7 5.8 1.0 針 柾目 孔17か所（残存5）

1215 指物 18.0 6.5 0.9 10B21 針 板目 孔8か所

1216 指物 18.9 7.8 0.4 10B24 針 柾目 一部漆付着。孔13か所。

1217 部材 20.9 2.7 0.8 針 板目 孔2か所

1218 部材 18.3 2.5 0.6 針 流れ柾目 上部孔2か所。表裏面刃物痕

1219 不明〔棒状） 14.7 1.6 1.8 針 柾目 上部段を形成。下部斜めにカット

1220 不明（丸棒状） 19.7 1.5 1.2 針 板目 下端斜めにカット。 杭612

1221 不明（棒状） 23.3 2.4 1.8 針 流れ柾目 上端、表面加工

1222 不明（浮子？） 23.2 1.7 1.5 10C1周辺 針 板目 上端に抉り

1223 柄か（丸棒状） 24.6 1.8 1.9 針 全面加工

1224 不明（角棒状） 13.7 2.1 1.4 針 流れ柾目 先端を細める

1225 部材 8.8 2.4 2.3 13C5 炭層下 針 流れ柾目 孔2か所（残存1）

1226 不明 14.7 6.0 2.2 10C16周辺 針 流れ柾目 上部段を形成

1227 不明 8.5 4.6 3.3 確認トレンチ 下層黒色 広 柾目 劣化進む。加工痕不明瞭

1228 不明 13.4 6.4 2.0 広 板目 下部加工 通しNo.399

1229 楕円形板 20.7 10.2 11C11・
24周辺 スギ 柾目

1230 部材か 21.6 10.5 0.6 10C3・
4・8・9 針 柾目 表面刃物痕多数。孔8か所。歪み

著しい

1231 部材 30.3 13.7 2.8 10C22 7層上 円孔2ヶ所

1232 部材 12.3 4.4 0.6 針 流れ柾目 小孔2、大孔1か所

1233 不明（板状） 11.4 3.6 0.7 11C3周辺 針 流れ柾目 左側面に抉り6か所。刃物痕あり

1234 曲物底板 32.0 7.8 0.8 針 流れ柾目 表面に墨書。表裏面刃物痕多数。
孔2つずつ2か所

1235 曲物底板 24.9 11.3 0.9 11C11・
24周辺 針 板目 孔1か所。表面・側面一部炭化

1236 曲物底板？ 24.4 6.7 0.6 針 柾目 表面刃物痕、一部炭化。周縁に刃物痕。 No.492

1237 曲物底板？ 20.5 9.6 0.6 針 柾目 側面加工痕認められる。孔2つずつ2か所

1238 曲物底板 17.0 10.3 0.8 12C15 8A 針 柾目 孔1か所（木釘残存）。歪み著しい

1239 曲物底板 10.8 7.0 0.8 針 柾目 孔3か所（残存0）

1240 舟形？ 28.1 9.4 8.2 モクレン属 板目 劣化進む。加工痕不明瞭

1241 こもずち 26.0 3.5 広 丸木取り

1242 斉串か 15.8 2.5 0.3 スギ 柾目 上部抉り

1243 浮子？ 17.6 2.3 0.6 10C16周辺 針 板目 上下先端を細める

1244 不明 14.5 5.1 0.6 10C1周辺 針 板目 表面平らに加工。上部丸く抉る

1245 紡錘車 8.4 7.5 0.7 10B18周辺 スギ 追柾目

1246 板草履 11.1 4.1 0.4 10B21 針 流れ柾目

1247 差歯下駄 22.1 12.6 本体2.7
歯含6.2 12C8 針 流れ柾目 後歯のみ残存。表面に刃物痕あり

1177 漆器皿 10.5 8.6 1.8 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。

1184 部材 12.0 2.7 0.7 針 柾目 孔3か所
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1248 差歯下駄 16.7 6.2 2.0 スギ 柾目 前後歯欠損 No.409

1249 差歯下駄 23.6 13.8 10.6 12C8 前歯のみ残存。裏面刃物痕あり。

1250 差歯下駄 24.5 本体12
歯含12.3

本体2.7
歯含5.5 確認 下層黒

色 スギ 柾目 前歯突起2か所、後歯突起1か所

1251 差歯下駄 23.2 7.8 本体2.9
歯含3.3

11C11周
辺 スギ 板目 差歯一部残存。

1252 連歯下駄 11.9＋
21.7 9.4 本体1.7

歯含2.9 ケヤキ 板目 接合しないが同一個体と思われる
ため復元実測

1253 無歯下駄 19.9 19.0 1.5 モクレン属 柾目

1254 無歯下駄 18.1 9.3 1.1 11C11 （樹皮製）

1255 棒 24.3 5.9 5.0 10C9周辺 三

1256 角棒 35.0 5.5 5.0 10C12 7層下 白色粘砂より出土

1257 部材 39.5 2.5 0.8 10C8周辺 三 端部に孔

1258 部材 44.9 2.7 1.6 11C13 三 端部に孔

1259 建築部材 150.0 15.1 4.7 No.195（690？）

1260 板状 57.0 15.5 2.7 10B18周辺 三 両面加工

1261 部材 72.2 4.0 2.5 - 11B 角材。 穴3ヶ所

1262 柱根 52.9 17.4 17.5 アスナロ 芯持丸木 底部加工

1263 丸太材 36.8 11.4 10.8 12C6 7層下

1264 丸太材 39.8 9.9 8.8 13D25

1265 礎板 21.5 15.8 9.2 10C15周辺 三 クリ 芯持材 柱痕再利用

1266 礎板? 43.8 17.6 14.3 クリ 芯持丸木

1267 柱根 44.3 16.2 14.3 クリ 芯持丸木

1268 杭 54.0 8.1 4.7 針 丸本取り

1269 礎板 36.9 14.0 7.3 10D1 針 割材 柱痕再利用

1270 礎板? 59.4 13.5 10.8 12D4 7 クリ 芯持丸木 両端加工

1271 礎板? 37.1 15.4 5.9 11D 三 丸木 穴あり。建築部材再利用か

1272 板材 55.0 11.0 3.5 10C13 7層下 スギ 柾目 両端加工

1273 礎板 31.4 15.2 4.8 10C 三

1274 礎板 25.1 14.5 7.7 12C4周辺 三

1275 礎板 33.1 24.9 12.3 10C5 三 カツラ 半割 柱根を半割し礎板に再利用

1276 礎板 39.0 15.5 6.6 10C15周辺 カツラ 芯持材 柱根を半割し礎板に再利用

1277 礎板 18.9 16.0 7.3 

1278 礎板 41.0 19.9 6.1 スギ 柾目

1279 材 58.7 11.0 8.5 

1280 礎板か 39.5 13.4 5.7 11C9周辺 三 針 割材

1281 礎板か 29.1 12.1 8.0 針 割材 両端加工

1282 礎板か 30.7 12.2 7.8 針 割材

1283 礎板か 18.7 16.7 8.1 11C9周辺 三 針 半割

1284 礎板か 27.7 16.2 6.1 10C9周辺 三 スギ 半割

1285 礎板か 28.5 17.2 9.2 10C 三 針 半割

1286 礎板か 24.7 16.7 10.9 針 半割

1287 礎板か 17.9 18.4 7.8 11C9周辺 三 針 半割

1288 礎板か 19.6 19.9 7.5 11C9周辺 三 針 半割

1289 礎板か 14.8 13.8 7.3 11D 三 針 割材

1290 礎板か 16.9 12.9 5.7 11D 三 針 割材

1291 礎板か 21.7 12.1 3.7 11C9周辺 三 針

1292 漆器椀 7.0 2.8 2B14 ケヤキ 横木取 内外面黒漆塗。4片接合。劣化著しい

1293 漆器皿 7.8 1B7 トネリコ属
近似種 横木取 劣化著しい

1294 漆器椀 3.8 ケヤキ 横木取 稜線明瞭。黒漆残存、良好。4片接合

1295 漆器 1.4 P 2B トネリコ属 横木取 外面は黒漆塗の地に赤漆で文様を描く

1296 不明（板状） 28.7 4.2 0.5 針 柾目 表面に刃物痕

1297 板材（折敷底板） 12.1 3.2 0.4 1B7 針 柾目 孔2か所

1298 不明（板状） 12.3 2.1 0.3 針 柾目 下部丸く仕上げられる

1299 不明（板状） 5.4 1.8 0.4 1B7 針 柾目

1300 箸 18.1 0.6 0.5 1B7 針 板目

1301 箸 16.6 0.4 0.4 1B7 針 板目

1302 箸 18.0 0.6 0.4 2B10 針 板目 3片接合

1303 不明 25.8 4.6 1.9 2A 針 板目 先端を細める

1304 不明（板状） 13.5 4.6 0.6 針 板目 表面に刃物痕

1305 曲物側板　 16.8 3.0 0.6 1・2C Ⅸ 針 柾目 上下に孔1か所ずつ

1306 部材 20.9 4.4 0.6 針 板目 孔7か所。

1307 部材　 28.9 4.1 0.5 1B7 針 流れ柾目 表裏面刃物痕あり。綴じ孔1か所

1308 板材 29.4 6.4 0.5 1・2C

1309 部材（角棒状） 18.3 2.1 1.5 Ⅸ 針 流れ柾目 孔3か所（木釘残存1）。先端を細める

1310 不明（丸棒状） 16.9 2.3 2.2 1B1 ガツボ スギ 削出棒 全面加工。上部欠損

1311 部材 10.4 2.6 0.8 1・2C 広 流れ柾目 上部に孔1か所。

1312 形代？ 10.5 3.8 0.4 溝 1A 針 柾目 側面全面加工

1313 不明（角棒状） 14.1 1.5 1.2 1～2C Ⅸ 針 板目 上下欠損

1314 部材（角棒状） 24.1 1.2 1.1 Ⅸ 針 板目 下部に孔1か所

1315 不明（角棒状） 13.5 1.8 1.2 1B1 ガツボ スギ 削出棒 先端を細める

1316 部材か 17.4 1.0 0.6 針 板目 孔1か所。

1317 不明 9.7 7.4 1.6 針 柾目

1318 不明（板状？） 11.4 7.4 1.7 1B7 広 流れ柾目 劣化著しい。下駄等の素材か

1319 曲物側板 57.3 32.1 2.6 井戸 針 柾目 孔1か所、樺皮残存（2列） 井戸枠

1320 曲物側板 74.5 48.0 19.1 針 流れ柾目 樺皮残存（1列）。

1321 曲物側板 33.1 7.9 0.4 井戸 針 柾目 孔3か所。3片接合 井戸枠

1322 無歯下駄 16.9 10.2 1.3 2A12 8 スギ 柾目 曲物側板を転用。側面加工認めら
れる。表面に刃物痕あり

1323 杭 78.5 7.7 6.2 針 丸木取り 自然木の枝を落とした後先端を削る

1324 杭 57.0 7.8 7.7 C-1・C-22 広 丸木取り 下端に加工痕、上部は一部欠損する

1325 杭 71.8 6.1 7.4 広 丸木取り 自然木の先端を削ったもの 杭117
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NO 種類
長さ・
口径

（cm）

幅・
底径

（cm）

厚さ・
器高

（cm）
出土面 遺構 グリッド グリッ

ド層位 樹種 木取り 備考 備考

1326 杭 42.3 3.7 3.7 広 丸木取り 自然木の先端を削ったもの 杭109

1327 角材 59.8 13.3 12.0 針 板目 角材として土部にホゾ孔あり、下
端欠損、上端加工痕あり 杭122

1328 材 56.3 12.2 5.5 1～2C 広 丸木取り 材を半割。両端加工、中央に抉り
を作る。隅丸方形

1329 杭 40.8 7.3 7.3 広 丸木取り 自然木の先端を削ったもの 杭110

1330 柱根 89.2 19.6 16.0 P クリ 芯持丸木 下端面に加工。断面隅丸方形を呈する

1331 杭 54.1 17.6 15.0 縄 川 10C 12A クリ 芯持丸木 杭12

1332 挽物粗型 9.1 9.0 1.0 ケヤキ 横木取

1333 漆器椀 15.7 7.8 6.5 トチノキ 横木取 内外面黒漆塗。3片接合。

1334 櫛 11.7 3.8 0.8 

1335 コモヅチ 17.8 5.3 5.2 カエデ属 芯持丸木 全面加工。中央部分は加工痕不明瞭

1336 杵 47.5 8.3 7.9 

1337 柄か 34.6 3.5 2.5 縄後 木組み3 10C 12A川 スギ 柾目 274

1338 不明 9.5 5.1 3.2 縄後 木組み3 10C 12A層川 トチノキ 柾目 上部抉り。一部炭化 330

1339 部材 14.2 3.7 1.0 縄後 木組み3 10C 12A川 針 板目 上下左右抉りあり。表面剥落？ 212

1340 28.6 28.6 6.4 繩晩 木組み1 10C 10 クスノキ 周囲面取り
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別
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遺
物
観
察
表
　
縄
文
土
器

報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
　
調

文
様
等

縄
文
等

同
一
個
体

1
溝
2

寺
9
0

1
1
C
9

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
口
縁
部

1
8

1
6
.5
 

-
（
5
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
外
に
肥
厚
。
沈
線
束
に
よ
る
山
形
文
。

無
文
帯
の
下
に
工
字
文
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ

ゲ
。
内
面
炭
化
物
・
オ
コ
ゲ
。

寺
9
0

1
1
C
5
Ⅹ
A
2
、

1
1
C
1
0
Ⅹ
A
下
川
あ
と
、

1
1
C
1
6
Ⅹ
A
1
、
1
2
C
1
0
Ⅹ
、

不
明

2
溝
2

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
9

Ⅹ
A
下

縄
文
晩
期

浅
鉢

胴
部

-
-

（
5
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
・
連
続
弧
状
刺
突
沈
線
。

3
溝
2

川
木
組
み
4

寺
9
0

1
0
C
2

Ⅹ
A
1
下

縄
文
晩
期

壺
口
縁
部

-
-

（
4
.2
）

褐
口
縁
に
沿
っ
て
幅
広
浅
い
沈
線
2
本
。

4
溝
2

川
寺
9
0

1
1
C
2
・
7

Ⅹ
上

縄
文
晩
期

深
鉢

B
口
縁
部

2
2
5
.8
 

-
（
1
3
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

全
面
縄
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
カ
キ
キ
ズ
。

L
R
結
節
縄
文

5
溝
3

河
水
1

寺
9
0

1
2
C
2
5

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

B
口
縁
部

-
-

（
2
.9
）

黒
工
字
文
。

寺
9
0

1
2
C
2
0
ⅩⅠ

A
、
1
2
C
2
4
ⅩⅠ

A

6
溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
2
4

Ⅹ
A

縄
文
後
晩
期

浅
鉢

口
縁
部

-
-

（
5
.3
）

灰
黄
褐

刺
突
列
2
条
。

縄
文
R

7
溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
7

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

鉢
B

口
縁
部

2
1

3
6

1
5
.0
 

5
.1
5

1
1
.3
5

黒
褐

口
縁
4
単
位
小
突
起
（
1
単
位
異
）。

口
縁
部

交
互
斜
短
沈
線
束
。
眼
鏡
状
区
画
3
個
1
対

で
4
単
位
（
小
2
、
大
1
）。

外
面
ス
ス
。
内

面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
6
、
1
1
C
1
7
ⅩⅠ

A
、

1
2
C
2
2
Ⅹ
A
2
、
ト
レ
ン
チ
Ⅹ
A
2

8
溝
3

木
組
み

寺
9
0

1
2
D
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

B
上
半
部

7
2
9
.8
 

-
（
1
7
.9
）

に
ぶ
い
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
ケ
ズ
リ
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文
の

羽
状

寺
9
0

1
1
C
ⅩⅡ

A
川
木
組
み
1
、

1
1
C
2
1
ⅩⅠ

A
、
1
2
C
1
2
ⅩⅠ

A
、

1
2
C
2
0
Ⅹ
A
、
1
2
C
2
3
ⅩⅠ

A
、

1
2
C
2
4
ⅩⅠ

A
、
1
2
C
2
3
ⅩⅠ

A
、

1
2
D
4
Ⅹ
、

9
溝
3

木
組
み
2
・
川
下
部

寺
9
0

1
1
C
1
9

ⅩⅠ
B
中
砂
層

縄
文
晩
期

深
鉢

B
口
縁
部

4
3
1
.3
 

-
（
1
6
.0
）

暗
灰
黄

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
（
上
部
オ
コ
ゲ
）。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文
の

羽
状

1
0

溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
下

縄
文
晩
期

深
鉢

C
口
縁
部

1
7

2
8
.2
 

-
（
1
6
.7
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
太
く
浅
い
沈
線
。
外
面
ス

ス
・
オ
コ
ゲ
。

縄
文
R
L
？

寺
9
0

1
1
C
1
8
Ⅹ
下

1
1

溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
上
半
部

6
2
7
.0
 

-
（
1
2
.6
）

浅
黄
橙

無
文
。

1
2

溝
3

木
組
み
川
下
部

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
晩
期

深
鉢

底
部

2
5

-
7
.2
 
（
5
.5
）

に
ぶ
い
黄
褐

無
文
。
内
面
炭
化
物
。

1
3

溝
3

木
組
み
下
川
下
部

寺
9
0

1
1
C
1
9

ⅩⅠ
B
砂
層

縄
文
晩
期

深
鉢

底
部

1
5

-
1
0
.0
 （

1
1
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

被
熱
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
・
オ
コ
ゲ
。

底
部
網
代
。

1
4

ミ
ゾ

寺
9
0

1
1
C
6

Ⅹ
A
下

縄
文
晩
期

浅
鉢

胴
部
下
半
部

-
-

（
5
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

眼
鏡
状
区
画
。
区
画
内
撚
糸
・
沈
線
。
内
面

炭
化
物
。

1
5

溝
3

川
木
組
み

寺
9
0

1
1
C

ⅩⅡ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

胴
下
半
部

2
1

-
5
.6
 （

1
2
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）

オ
リ
ー
ブ
黒

上
部
に
横
沈
線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化

物
・
オ
コ
ゲ
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
3
Ⅹ
A
、
1
1
C
1
5
Ⅹ
下

1
1
C
ⅩⅡ

A
上
川
あ
と
、

1
1
C
1
1
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
8
Ⅹ
A
、
1
2
C
2
5
ⅩⅠ

A

1
6

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
3

ⅩⅡ
A
上

縄
文
晩
期

深
鉢

B
口
縁
部

5
2
4
.0
 

-
（
1
4
.2
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

上
部
2
重
4
段
結
節
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
1
C
1
5
Ⅹ
下

1
7

後
期
溝
2

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
3

ⅩⅡ
A
上

縄
文
晩
期

甕
B

口
縁
部

-
-

（
5
.8
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
小
突
起
。
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下

無
文
。
外
面
ス
ス
。

1
8

後
期
溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
3

ⅩⅡ
A

縄
文
晩
期

甕
A

口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
小
突
起
。
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下

無
文
。
外
面
ス
ス
。

1
9

後
期
溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
3

ⅩⅡ
A
上

縄
文
晩
期

甕
A

口
縁
部

4
（
3
4
.0
）

-
（
7
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
連
続
斜
単
沈
線
。
以
下
無
文
。

外
面
ス
ス
。

2
0

寺
9
0

1
1
C
1
1

Ⅹ
B

縄
文
晩
期

甕
B

口
縁
部

-
-

（
2
.5
）

灰
黄
褐

小
波
状
口
縁
。
横
条
線
状
沈
線
。

2
1

寺
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0

1
1
C
1
2
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B

縄
文
晩
期

壺
胴
部

-
-

（
4
.7
）

暗
灰
黄

工
字
文
。
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2

寺
9
0

1
1
C
1
7

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

鉢
A

口
縁
部

7
2
0
.0
 

-
（
1
3
.6
）

灰
黄
褐

小
波
状
口
縁
。
頸
部
無
文
。
胴
上
部
相
対
重

弧
文
。
外
面
胴
部
ス
ス
。

結
節
縄
文
・
撚
糸
文
L

寺
9
0

1
2
C
2
2
Ⅹ
A
2
、
1
1
C
6

2
3

寺
9
0

1
2
C
1
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

鉢
B

下
部
欠
損

1
4

9
.7
 

-
（
5
.8
）

に
ぶ
い
黄

口
縁
部
外
反
小
突
起
。
上
半
部
横
沈
線
。
下

半
部
細
か
い
縄
文
。

縄
文
R
L

2
4

寺
9
0

1
2
D
3

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

鉢
B

口
縁
部

1
2

1
9
.3
 

-（
10

.1
5）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
4
単
位
小
突
起
。
口
縁
部
交
互
斜
短
沈

線
束
。
工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

L
R
結
節
縄
文

2
5

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

壺
肩
部

-
-

（
5
.1
）

灰
黄
褐

矢
羽
状
沈
線
。

2
6

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

壺
口
縁

-
-

（
4
.8
）

灰
黄
褐

沈
線
工
字
文
。
外
漆
?。

外
面
ス
ス
。

2
7

寺
9
0

1
1
C
1
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

壺
口
縁
部

6
1
6
.0
 

-
（
3
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
反
。
口
縁
内
外
面
に
沈
線
。
頸
部
沈

線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
8

寺
9
0

1
1
C
1
3

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

甕
B

口
縁
部

-
-

（
2
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
小
突
起
。
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。

分
類 1
c 1 2
a 3 1 2 2
a

2
a

2
a 2
i

2
i 1 2
a

2
c

2
a

2
a

2
a

2
e 1 5

2
+
4

2
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構
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位
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器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁
残

存
率
／

3
6

底
部
残

存
率
／

3
6

全
体
残

存
率
／

1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文
等

同
一
個
体

2
9

寺
9
0

1
1
C
2
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

-
-

（
2
.3
）

に
ぶ
い
褐

口
縁
部
突
起
。
隆
帯
上
に
キ
ザ
ミ
。

3
0

寺
9
0

1
0
C
9

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

甕
B

2
a

口
縁
部

-
-

（
4
.5
）

黒
褐

口
縁
や
や
肥
厚
。
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下
無

文
。
外
面
ス
ス
。

3
1

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

-
-

-
（
6
.2
）

黒
褐

折
返
し
口
縁
。
外
面
ス
ス
。

3
2

寺
9
0

1
1
C
1
3

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

?
口
縁
近
く

-
-

（
4
.0
）

灰
黄
褐

微
隆
帯
。

3
3

寺
9
0

1
1
C
1
1

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

1
e

胴
部

-
-

（
3
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

横
沈
線
。
無
文
。
外
面
ス
ス
。

3
4

寺
9
0

1
1
C
1
1

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

B
?

口
縁

-
-

（
2
.5
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
帯
状
肥
厚
。
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

縄
文
L
R

3
5

寺
9
0

1
1
C
1
3

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

口
縁
近
く

-
-

（
5
.2
）

灰
黄
褐

三
角
形
微
隆
帯
。
外
面
ス
ス
。

縄
文
L
R

3
6

寺
9
0

1
1
C
1
6

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

-
-

（
4
.8
）

黒
褐

口
縁
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
無
文
。

R
L
結
節
縄
文

3
7

寺
9
0

1
2
D
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部
～
胴
部

5
3
1
.8
 （

1
0
.4
）
（
3
9
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
・
R
L
結
節

縦
横
羽
状
縄
文

寺
9
0

1
2
D
4
Ⅹ

3
8

寺
9
0

1
2
C
1
5

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

下
部
～
底
欠
損

2
3

8
3
4
.8
 

-
（
3
3
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
無
文
。
以
下
全
面
縄
文
。
外
面
ス

ス
・
オ
コ
ゲ
。
外
面
下
半
部
帯
状
オ
コ
ゲ
。

L
R
・
R
L
結
節
羽
状
縄

文
寺
9
0

1
2
C
1
5

Ⅹ
A
1

3
9

寺
9
0

1
2
D
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

8
3
3
.2
 

-
（
6
.6
）

黒
褐

口
縁
部
無
文
、
以
下
縄
文
。
外
面
ス
ス
。
内

面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
D
4
Ⅹ
、
1
2
D
4
Ⅹ
A
2

4
0

寺
9
0

1
2
D
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

5
3
3
.4
 

-
（
7
.1
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
無
文
。
外
面
ス
ス
。

L
R
結
節
縄
文

4
1

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

8
2
7
.0
 

-
（
7
.8
）

に
ぶ
い
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
2
2
Ⅹ
A
1

4
2

寺
9
0

1
2
C
1
9

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

1
5

2
2
.2
 

-
（
9
.2
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

R
L
・
L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
C
2
5
Ⅹ

4
3

寺
9
0

1
0
C
6

Ⅹ
A
1
上

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

6
3
5
.2
 

-
（
1
8
.1
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

4
4

寺
9
0

1
2
D
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

4
4
0
.0
 

-
（
1
0
.5
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

R
L
・
L
R
結
節
縄
文
の

羽
状

寺
9
0

1
2
D
5
Ⅹ
A
1
、
1
2
D
5
Ⅹ
A
2

4
5

寺
9
0

1
1
C
2
1

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

8
2
5
.6
 

-
（
6
.2
）

灰
黄
褐

2
単
位
波
状
口
縁
。
口
縁
部
無
文
。
外
面
ス

ス
。
内
面
ケ
ズ
リ
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
4
C
2
1
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
D
1
Ⅹ
A
1

4
6

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

1
2

2
9
.2
 

-
（
4
.4
）

灰
黄
褐

結
節
縄
文
L
R

4
7

寺
9
0

1
2
C
1
5

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

口
縁
部

2
1

2
9
.9
 

-
（
1
3
.0
）

灰
褐

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
C
1
4
Ⅹ
A
1

4
8

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
b

口
縁
部

1
1

2
9
.6
 

-
（
7
.0
）

褐
灰

口
縁
有
段
肥
厚
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
1
Ⅹ
A
1
、
1
1
C
1
0
Ⅹ
A
下
、

1
0
C
2
ⅩⅠ

B

4
9

寺
9
0

1
2
D
5

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部

-
-
（
1
1
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

底
部
近
く
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

5
0

寺
9
0

1
2
C
2
4

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
a

口
縁
部
ま
で

1
/2

残
9

3
6

6
1
8
.5
 

5
.4
 

1
5
.4

黒
褐

外
面
全
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
・
R
L
羽
状
結
節
縄

文
に
よ
る
菱
形
文

5
1

寺
9
0

1
2
C
1
9

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
a

口
縁
部

9
1
9
.4
 

-
（
7
.1
）

黒
褐

口
縁
太
い
沈
線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
C
2
0
Ⅹ
A
1

5
2

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
A
1

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

上
半
部

7
2
8
.0
 

-
（
1
5
.3
）

灰
黄
褐

口
縁
帯
状
肥
厚
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
段
結
節
。
網
目
状
撚

糸
文

5
3

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

浅
鉢

B
?

口
縁
部

-
-

（
3
.7
）

に
ぶ
い
黄

口
縁
直
立
。
以
下
工
字
文
。

5
4

寺
9
0

1
2
C
2
4

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

浅
鉢

3
胴
部

-
-

（
3
.9
）

褐
灰

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

5
5

寺
9
0

1
0
B
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
3

口
縁
部

5
2
5
.2
 

-
（
8
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

浮
線
工
字
文
。
無
文
。
内
面
沈
線
。

5
6

寺
9
0

1
1
C
1
1

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

鉢
4

胴
部

-
-

（
6
.6
）

黒
褐

三
角
形
連
続
区
画
。
連
続
刺
突
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
C
1
1
ト
レ
ン
チ
Ⅹ
、

1
1
C
6
Ⅹ
A
ミ
ゾ
、
1
1
C
1
2
Ⅹ
A
、

1
1
C
1
2
Ⅹ
A
2
、
1
1
C
1
3
Ⅹ
A
2
、

1
1
C
1
5
Ⅹ
下
、
1
1
C
1
6
Ⅹ
A

5
7
・

5
8

寺
9
0

1
0
B
2
1

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

鉢
6

1
7

2
4
.0
 

-
（
1
0
.2
）

灰
黄
褐

工
字
文
。
縦
鎖
状
隆
帯
。

寺
9
0

1
0
B
1
7
Ⅹ
A
、
1
0
B
2
2
Ⅹ
A
2
、

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
、
1
0
C
1
7
Ⅹ
A
2

5
9

寺
9
0

1
0
B
2
1

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

壺
頸
部

-
-

（
3
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
。

6
0

寺
9
0

1
0
B
2
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

壺
口
縁
部

-
-

（
2
.5
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
や
や
外
反
し
隆
帯
沈
線
。
内
面
沈
線
2

本
。
外
面
ス
ス
。

6
1

寺
9
0

1
0
B
1
7

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

1
5

3
0
.6
 

-
（
6
.3
）

灰
黄
褐

口
縁
部
眼
鏡
状
隆
帯
。
隆
帯
上
に
縄
文
。
外

面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
B
2
2
Ⅹ
A
2

6
2

寺
9
0

1
0
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
a

口
縁
部

-
-

（
8
.6
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
や
や
外
反
。
工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

6
3

寺
9
0

1
0
C
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
部
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下
、
無

文
・
縄
。
外
面
ス
ス
。

6
4

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

?
胴
部

-
-

（
3
.6
）

灰
黄
褐

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

縦
撚
糸
文
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文
等

同
一
個
体

6
5

寺
9
0

1
1
C
1
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
1
e

口
縁
部

1
6

3
1
.6
 

-
（
1
0
.4
）

褐
灰

口
縁
部
外
面
キ
ザ
ミ
。
上
部
沈
線
4
本
以
下

結
節
縄
文
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面
炭

化
物
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
2
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
1
6
Ⅹ
A

6
6

寺
9
0

1
0
B
1
7

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部
～
胴
部

5
3
7
.6
 

-
（
3
5
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
太
い
沈
線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
下
部

炭
化
物
。

L
R
2
段
結
節
縄
文

寺
9
0

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

6
7

寺
9
0

1
1
C
2
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

3
2
8
.8
 

-
（
7
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
2
3
Ⅹ
A
2

6
8

寺
9
0

1
2
C
2
4

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

5
2
6
.0
 

-
（
1
2
.3
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
ナ
デ
部
分
的
に
ケ
ズ
リ
・

炭
化
物
。

R
L
・
L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
D
4
Ⅹ
A
1
、
1
1
D
1
Ⅹ
A
2
、

1
2
D
5
Ⅹ
A
1

6
9

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

1
0

2
0
.0
 

-
（
9
.8
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
D
5
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

7
0

寺
9
0

1
2
D
5

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

7
2
7
.4
 

-
（
8
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
D
5
Ⅹ
A
1
、
1
1
D
1
Ⅹ
A
2

7
1

寺
9
0

1
2
D
5

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

3
2
8
.0
 

-
（
1
3
.9
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
ケ
ズ
リ
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

7
2

寺
9
0

1
1
C
2
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
6

2
4
.0
 

-
（
1
6
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス
。
内
面
ケ
ズ
リ
。
補
修
孔
。

R
L
・
L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
C
1
2
Ⅹ
A
1
、
1
2
C
2
0
Ⅹ
A

7
3

寺
9
0

1
0
B
1
8

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
5

3
0
.3
 

-
（
1
5
.0
）

に
ぶ
い
橙

口
縁
肥
厚
。
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
一
部

ケ
ズ
リ
。

R
L
上
下
両
端
結
節

寺
9
0

1
0
B
1
8
Ⅹ
A
、
1
0
B
1
7
Ⅹ
A
2
、

不
明

7
4

寺
9
0

1
1
C
2
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

胴
上
半
部

1
3

1
9
.2
 

-
（
1
8
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
無
文
（
磨
消
し
）。

外
面
ス
ス
。
内
面

炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

7
5

寺
9
0

1
0
B
1
7

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

-
-

（
6
.9
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

結
節
縄
文

7
6

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

口
縁
部

5
2
5
.6
 

-
（
1
1
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

全
面
縄
文
。
外
面
ス
ス
・
帯
状
ふ
き
こ
ぼ
れ
。

内
面
ケ
ズ
リ
。

L
R
結
節
縄
文

7
7

寺
9
0

1
0
B
1
7

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

胴
部

-
-

（
8
.0
）

褐
灰

頸
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。

L
R
3
段
結
節
縄
文
・

斜
結
節
縄
文

7
8

寺
9
0

1
2
C
2
0

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
a

上
半
部

4
2
6
.2
 

-
（
6
.1
）

褐
灰

口
縁
有
段
肥
厚
。
内
面
に
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
C
2
0
Ⅹ

7
9

寺
9
0

1
2
C
2
0

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
a

口
縁
部

7
2
6
.0
 

-
（
6
.2
）

黒
褐

口
縁
端
部
沈
線
。
外
面
鎮
状
隆
帯
。
外
面
ス

ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

8
0

寺
9
0

1
0
B
2
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
7

3
7
.8
 

-
（
5
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
小
突
起
。

R
R
結
節
縄
文

8
1

寺
9
0

1
0
B
1
7

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部

3
6

-
1
0
.6
 （

1
7
.3
）

に
ぶ
い
橙

被
熱
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

8
2

寺
9
0

1
1
C
2
3

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部

3
6

-
6
.8
 
（
8
.8
）

浅
黄
橙

底
部
付
近
無
文
。
内
面
底
ま
わ
り
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

8
3

寺
9
0

1
0
C
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
c

口
縁
部
～
胴
部
下
半

2
0

3
2
.0
 

-
（
3
2
.4
）

に
ぶ
い
橙

外
面
ス
ス
。
内
面
下
半
部
炭
化
物
・
オ
コ
ゲ
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
2

8
4

寺
9
0

1
0
B
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

4
3
4
.0
 

-
（
9
.5
）

に
ぶ
い
橙

口
縁
部
肥
厚
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
0
B
1
7
Ⅹ
A
2
寺
A
、

1
ト
レ
ン
チ
上

8
5

寺
9
0

1
0
C
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
d

2
3
0
.3
 

-
（
1
6
.2
）

褐
灰

口
縁
部
肥
厚
。

縄
文
R
L
。
結
節
・
網

目
状
撚
糸
文

8
6

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

1
3
2
.0
 

-
（
6
.2
）

灰
黄
褐

口
縁
部
肥
厚
。

網
目
状
文

8
7

寺
9
0

1
0
B
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

2
c

下
半
部

2
4

-
9
.6
 （

1
2
.6
）

に
ぶ
い
橙

内
面
炭
化
物
。

網
目
状
撚
糸
文

8
8

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
e

4
2
9
.0
 

-
（
4
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
肥
厚
。

口
縁
部
撚
糸
R
横
回
転

寺
9
0

1
1
B
2
5
Ⅹ
A

8
9

寺
9
0

1
1
C
1
1

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

胴
下
半
部

8
-

8
.0
 （

1
5
.1
）

黄
灰

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
縄
文
。

9
0

寺
9
0
1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
A

2
a

口
縁
部
～
胴
部

破
片

-
-

（
9
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
連
続
斜
沈
線
。
そ
の
下
に
列

点
め
ぐ
る
。
頸
部
無
文
。

肩
か
ら
下
に
縄
文

寺
9
0

1
1
C
2
2
Ⅹ
A
2

9
1

寺
9
0
1
0
B
1
6

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

甕
B

2
口
縁
部
～

胴
部
下
半
　
　

1
6

2
3
.4
 

-
（
1
7
.2
）

に
ぶ
い
褐

口
縁
小
波
状
。
頸
部
ヨ
コ
ミ
ガ
キ
。
胴
部
タ

テ
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ
。
内
面
上
半
部
炭
化
物
。

内
面
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
B
1
7
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

9
2

寺
9
0

1
1
C
2
3

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

蓋
口
縁
部

-
-

（
2
.0
）

灰
黄

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

9
3

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

1
下
半
部

3
6

-
7
.4
 
（
7
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

連
弧
。

区
画
内
縄
文

9
4

寺
9
0

1
1
C
1
7

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
1

口
縁
部

-
-

（
5
.5
）

黒
褐

口
縁
部
無
文
。
下
部
に
沈
線
及
び
刺
突
。

縄
文

9
5

寺
9
0

1
1
C
6

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

1
胴
部

-
-

（
4
.4
）

黒
褐

太
く
浅
い
弧
状
区
画

区
画
内
縄
文

9
6

寺
9
0

1
1
C
1
3
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

6
下
半
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

結
節
縄
文

9
7

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

2
胴
部

-
-

（
4
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

鎮
状
隆
帯
。
工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

9
8

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

6
口
縁
部

-
-

（
3
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
。
三
角
形
区
画
。
区
画
上
に
キ
ザ
ミ
。

外
面
ス
ス
。
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文
等

同
一
個
体

9
9

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
?

口
縁
部

-
-

（
5
.5
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
小
突
起
。
工
字
文
。
内
面
沈
線
。

1
0
0

寺
9
0

1
1
C
2
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
3

口
縁
部

-
-

（
6
.9
）

黒
褐

沈
線
。
連
続
楕
円
文
。
口
縁
内
面
沈
線
。
外

面
ス
ス
。

1
0
1

寺
9
0

1
1
C
9

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
3

口
縁
部

-
-

（
4
.3
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
小
突
起
。
工
字
文
。

1
0
2

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

胴
部

-
-

（
4
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

太
い
沈
線
。
工
字
文
。

1
0
3

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

5
下
半
部

-
-

（
3
.5
）

黒
褐

横
沈
線
。
無
文
。

1
0
4

寺
9
0

1
0
B
1
8

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

?
上
半
部

-
-

（
3
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

浮
線
文
。

1
0
5

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

5
-

-
-

（
6
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
8
本
。

1
0
6

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

5
胴
部

-
-

（
6
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
。

L
R
縄
文

1
0
7

寺
9
0

1
2
C
1
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

5
下
半
部

-
-

（
8
.4
）

黒
褐

沈
線
。
無
文
。

1
0
8

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
5

口
縁
部

-
-

（
3
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
沈
線
。
内
面
沈
線
1
本
。

1
0
9

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
7

口
縁
部

4
2
1
.2
 

-
（
4
.4
）

浅
黄

浮
線
文
。
内
面
沈
線
1
本
廻
る
。

1
1
0

寺
9
0

1
0
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
7

口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

浮
線
文
。

1
1
1

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

7
口
縁
近
く

-
-

（
3
.2
）

浅
黄
橙

浮
線
文
。

1
1
2

寺
9
0

1
1
B
2
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
7

口
縁
部

-
-

（
3
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

浮
線
文
。

1
1
3

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
後
晩
期

浅
鉢

1
口
縁
部

-
-

（
4
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

刺
突
列
。

縄
文

1
1
4

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
後
晩
期

浅
鉢

1
口
縁
部

-
-

（
5
.4
）

浅
黄
橙

1
8
3
と
同
一
個
体
。

縄
文

1
1
5

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
後
晩
期

浅
鉢

1
口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

1
8
4
と
同
一
個
体
。

縄
文

1
1
6

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

鉢
C

3
3

2
3
.6
 

-
（
1
1
.7
）

黒
褐

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
R
L

寺
9
0

1
1
C
6
Ⅹ
A

1
1
7

寺
9
0

1
1
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

鉢
?

-
-

（
7
.5
）

黒
褐

工
字
文
、
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
R
L

寺
9
0

1
1
C
1
2
Ⅹ

1
1
8

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

壺
頸
部

-
-

（
3
.5
）

灰
黄
褐

横
沈
線
2
本

1
1
9

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

壺
頸
部

-
-

（
4
.2
）

に
ぶ
い
橙

工
字
文
。

1
2
0

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

壺
口
縁
部

-
-

（
3
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
沈
線
。
キ
ザ
ミ
。
補
修
孔
。

1
2
1

寺
9
0

1
1
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
晩
期

浅
鉢

口
縁
部

-
-

（
4
.3
）

に
ぶ
い
黄
褐

波
状
口
縁
。

1
2
2

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

口
縁
近
く

-
-

（
2
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

浮
線
網
状
文
。

1
2
3

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
A

1
口
縁
部

3
3
5
.4
 

-
（
7
.2
）

褐
灰

口
縁
部
や
や
外
反
。
横
条
痕
。

1
2
4

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
A

1
1

2
4
.4
 

-
（
9
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。

1
2
5

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
A

1
上
半
部

3
3
4
.2
 

-
（
1
4
.1
）

に
ぶ
い
黄
褐

上
部
ミ
ガ
キ
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

網
目
状
撚
糸
文

1
2
6

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

1
口
縁
部

1
3
5
.8
 

-
（
5
.1
）

灰
褐

小
突
起
。
無
文
。

1
2
7

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
a

口
縁
部

6
3
8
.0
 

-
（
6
.1
）

灰
黄
褐

口
縁
部
肥
厚
・
小
突
起
。
頸
部
無
文
。

肥
厚
部
分
撚
糸
L

寺
9
0

1
1
B
2
5
Ⅹ
A

1
2
8

寺
9
0

1
0
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
c

口
縁
部

9
4
9
.4
 

-
（
1
1
.5
）

灰
黄
褐

口
縁
部
肥
厚
・
コ
ブ
あ
り
。
頸
部
無
文
・
ミ

ガ
キ
。

無
節
R

寺
A

1
T
上
、
1
T
‐
6

1
2
9

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
A

2
a

口
縁
部

-
-

（
4
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

山
形
突
起
。
集
合
短
沈
線
（
磨
耗
）。

1
3
0

寺
9
0

1
0
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
a

口
縁
部

-
-

（
4
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
集
合
斜
短
沈
線
。

結
節
縄
文

1
3
1

寺
9
0

1
1
C
9

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
a

口
縁
部

-
-

（
5
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
小
突
起
。
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下

無
文
。
外
面
ス
ス
。

1
3
2

寺
9
0

1
1
C
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

1
8

2
6
.4
 

-
（
6
.7
5
）

灰
黄
褐

口
縁
部
小
突
起
（
単
位
不
明
）。

口
唇
外
側

お
よ
び
そ
れ
に
沿
っ
た
隆
帯
上
に
連
続
の
キ

ザ
ミ
。
肩
上
半
に
交
互
方
向
斜
向
沈
線
束
。

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
、

1
0
C
1
7
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
8
Ⅹ
、
1
1
C
8
Ⅹ
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
8
Ⅹ
A
、
1
1
C
1
7
Ⅹ
A
、

1
1
C
2
1
Ⅹ
ト
レ
ン
チ
、

1
2
C
2
0
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

1
3
3

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
a

口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

小
突
起
。
口
縁
に
沿
っ
て
細
か
い
隆
帯
。
隆

帯
上
に
鎮
状
連
続
刺
突
。

1
3
4

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
a

口
縁
部

-
-

（
6
.0
）

褐
灰

口
縁
肥
厚
。
キ
ザ
ミ
。

1
3
5

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

-
-

（
3
.6
）

褐
灰

口
縁
小
突
起
。
隆
帯
に
部
分
的
に
キ
ザ
ミ
。

1
3
6

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

1
a

胴
部

-
-

（
3
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

工
字
文
。

結
節

1
3
7

寺
9
0

1
1
C
1
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

1
a

上
半
部

-
-

（
3
.9
）

に
ぶ
い
黄
褐

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

1
3
8

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
1
e

口
縁
部

4
2
2
.0
 

-
（
4
.0
）

灰
黄
褐

太
沈
線
3
本
。
外
面
ス
ス
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
9
ト
レ
ン
チ

1
3
9

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
1
e

口
縁
部

5
2
2
.0
 

-
（
6
.0
）

灰
黄
褐

口
縁
外
反
。
口
縁
部
弧
状
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

1
4
0

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

-
-

（
3
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

斜
短
沈
線
。
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

1
4
1

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
や
や
肥
厚
。
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以

下
横
沈
線
。

1
4
2

寺
9
0

1
1
C
1
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
1
e

口
縁
部

-
-

（
5
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

小
突
起
。
横
沈
線
。
内
面
炭
化
物
。

1
4
3

寺
9
0

1
1
B
1
8

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
a

口
縁
部

4
3
3
.6
 

-
（
5
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

工
字
文
。

結
節

寺
9
0

1
1
C
4
Ⅹ
A

1
4
4

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
1
a?

口
縁
部

1
5

1
8
.2
 

-
（
5
.3
）

に
ぶ
い
赤
褐

沈
線
、
工
字
文
。

寺
A

6
T
上
　

1
4
5

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

1
a

胴
部

-
-

（
6
.3
）

灰
黄
褐

上
部
工
字
文
。

寺
9
0

1
1
C
2
4
Ⅹ
A

1
4
6

寺
9
0

1
0
C
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

1
c

胴
部

-
（
4
.1
）

灰
黄
褐

2
本
沈
線
間
。
矢
羽
状
沈
線
。

1
4
7

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
1
e

口
縁
部

5
3
0
.4
 

-
（
6
.6
）

に
ぶ
い
黄

口
縁
部
肥
厚
。
沈
線
と
連
続
刺
突
。

網
目
状
撚
糸
文

1
4
8

寺
9
0

1
0
B
1
6

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
e

口
縁
部

1
1

3
2
.0
 

-
（
6
.7
）

に
ぶ
い
褐

口
縁
外
反
。
太
沈
線
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
1
C
9
Ⅹ
A
、
1
1
B
2
2
Ⅹ
A
、

1
1
B
2
5
Ⅹ
A

1
4
9

寺
9
0

1
0
B
1
7
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
e

口
縁
部

4
4
5
.0
 

-
（
9
.6
）

灰
黄
褐

器
壁
薄
く
大
型
。
口
縁
部
ナ
デ
に
よ
る
微
隆

帯
3
条
め
ぐ
る
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
B
2
0
Ⅹ
A
、
1
1
B
2
5
Ⅹ
A

1
5
0

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
e

口
縁
部

-
-

（
6
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
沈
線

1
5
1

寺
9
0

1
1
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
e

口
縁
部

-
-

（
3
.7
）

に
ぶ
い
黄

口
縁
外
反
。
細
沈
線
に
よ
る
工
字
文
。

1
5
2

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

6
3
7
.8
 

-
（
7
.5
）

灰
黄
褐

口
縁
部
太
い
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

R
L
・
L
R
結
節
縄
文

1
5
3

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

4
2
6
.4
 

-
（
5
.0
）

褐
灰

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

結
節
文
3
段

1
5
4

寺
9
0

1
0
B
1
7
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

上
半
部

8
2
6
.2
 

-
（
9
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

外
面
ス
ス
。

L
R
結
節
2
段
縄
文

寺
9
0

1
0
B
1
6
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

1
5
5

寺
9
0

1
1
C
6

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

1
0

2
8
.6
 

-
（
1
4
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス
。

結
節
縄
文
L
R
・
R
L
縄

文
に
よ
る
羽
状

1
5
6

寺
9
0

1
2
C
1
0

Ⅹ
A
上

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

-
-
（
1
0
.0
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
2
Ⅹ
A
、
1
1
C
7
Ⅹ
A
、

1
1
C
3
Ⅹ
A

1
5
7

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

-
-

（
9
.3
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

結
節
文
3
段

1
5
8

寺
9
0

1
1
C
2
1

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部
～
胴
部

下
半

1
6

2
0
.0
 

-
（
1
9
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス
。
内
面
ケ
ズ
リ
・
炭
化
物
。
補
修

孔
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
D
1
Ⅹ
A
、
1
1
C
2
2
Ⅹ
A

1
5
9

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

7
2
9
.7
 

-
（
9
.8
）

褐
灰

口
縁
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

1
6
0

寺
9
0

1
0
C
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

8
3
8
.0
 

-
（
1
1
.0
）

灰
黄

外
面
ス
ス
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

1
6
1

寺
9
0

1
1
B
2
1

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

上
半
部

2
1
5
.0
 

-
（
7
.1
）

に
ぶ
い
黄
褐

結
節
縄
文

1
6
2

寺
9
0

1
0
C
1
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
4

3
6
.8
 

-
（
1
4
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
4
Ⅹ
上
、
1
0
C
4
Ⅹ
A

1
6
3

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

上
半
部

7
2
7
.0
 

-
（
1
1
.6
）

に
ぶ
い
黄
褐

結
節
3
段
。
L
R
結
節
縄

文

1
6
4

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
3

3
1
.0
 

-
（
1
5
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
B
2
4
Ⅹ
A

1
6
5

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

8
3
2
.0
 

-
（
7
.8
）

褐
灰

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
4
Ⅹ
A

1
6
6

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

上
半
部

4
2
2
.0
 

-
（
7
.7
）

明
黄
褐

外
面
ス
ス
。

R
L
結
節
縄
文

1
6
7

寺
9
0

1
1
C
8
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
7

1
9
.3
5

-
（
1
3
.2
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
全
面
炭
化
物
（
オ
コ
ゲ
）。

L
R
結
節
縄
文
?

寺
9
0

1
1
C
1
0
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

1
1
C
1
3
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ

1
6
8

寺
9
0

1
1
C
2
1

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

口
縁
部

1
5

2
9
.4
 

-
（
7
.0
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。

R
L
・
L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
6
Ⅹ
A
、
1
1
C
2
1
Ⅹ
A
、

1
1
D
1
Ⅹ
A
、
1
2
C
1
5
Ⅹ
・
Ⅹ
A
、

1
2
C
2
5
Ⅹ

1
6
9

寺
9
0

1
1
C
1
8

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

口
縁
部

2
2

2
8
.0
 

-
（
1
0
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
唇
部
つ
ま
み
上
げ
。
外
面
ス
ス
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

（
結
節
細
い
？
）

1
7
0

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

口
縁
部

1
1

3
4
.0
 

-
（
1
8
.9
）

に
ぶ
い
褐

L
R
結
節
縄
文

1
7
1

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
a

口
縁
部

-
-

（
4
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
少
し
外
反
。
隆
帯
。
沈
線
。

結
節
縄
文

1
7
2

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
a

口
縁
部

-
-

（
4
.3
）

黒
褐

口
縁
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。

R
L
結
節
縄
文

1
7
3

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
a

5
2
0
.4
 

-
（
6
.4
）

灰
褐

口
縁
部
肥
厚
。
胴
部
横
施
文
。

縄
文
L
R

1
7
4

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
a

口
縁
部

4
2
4
.6
 

-
（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
肥
厚
。
前
期
結
節
。
外
面
ス
ス
。

結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
B
2
1
Ⅹ

1
7
5

寺
9
0

1
2
D
5
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

胴
部

-
-
（
1
7
.4
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

R
L
に
付
加
条
lの

両
端

異
縄
文
結
節
・
L
R
縄

文
両
端
異
縄
文
結
節

寺
9
0

1
2
D
5
Ⅹ
A
2

1
7
6

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
a

胴
上
半
部

1
1

3
9
.6
 

-
（
2
6
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
帯
状
肥
厚
。

R
L
・
L
R
結
節
十
字
羽

状
寺
A

6
T
上

1
7
7

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部

-
-
（
1
5
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
下
部
炭
化
物
。

結
節
2
段
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
5
Ⅹ
A
下

1
7
8

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部

-
-

（
8
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
外
面
ス
ス
。

結
節
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

1
7
9

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

口
縁
部

1
1

1
5
.0
 

-
（
6
.8
）

に
ぶ
い
黄
褐

小
突
起
。
口
縁
無
文
。

R
L
結
節
縄
文

1
8
0

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
b

口
縁
部

5
3
0
.8
 

-
（
1
1
.2
）

灰
黄
褐

口
縁
部
外
反
肥
厚
。
外
面
ス
ス
。

L
R
結
節
縄
文

1
8
1

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
b

口
縁
部

1
0

2
2
.6
 

-
（
7
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
帯
状
肥
厚
。

結
節
縄
文
（
多
条
？
）

1
8
2

寺
9
0

1
1
B
2
2

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

上
半
部

1
3

2
0
.6
 

-
（
1
1
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
肥
厚
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

網
目
状
撚
糸
文
（
R
）

1
8
3

寺
9
0

1
2
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

4
3
0
.0
 

-（
17

.6
5）

灰
褐

口
縁
部
肥
厚
。

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
1
C
2
4
Ⅹ
A

1
8
4

寺
9
0

1
1
C
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

上
半
部

6
3
0
.6
 

-
（
1
7
.5
）

黄
褐

口
縁
部
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

網
目
状
撚
糸
文

1
8
5

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
c

口
縁
部

4
2
3
.0
 

-
（
5
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
反
。
胴
部
。

網
目
状
撚
糸
文

1
8
6

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

1
2
4
.8
 

-
（
6
.9
5
）

褐
灰

口
縁
部
肥
厚
?

網
目
状
撚
糸
文

寺
9
0

1
1
B
2
5
Ⅹ
A

1
8
7

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

5
3
1
.8
 

-
（
8
.8
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
肥
厚
。

網
目
状
撚
糸
文
。
胴
部

結
節

1
8
8

寺
9
0

1
1
B
2
2

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
c

底
部

3
6

-
8
.2
 （

1
0
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
炭
化
物
。

網
目
状
撚
糸
文

1
8
9

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
c

下
半
部

1
2

-
1
0
.6
 
（
9
.6
）

浅
黄
橙

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

網
目
状
撚
糸
文

1
9
0

寺
9
0

1
1
C
1
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
d

3
2
6
.2
 

-
（
1
0
.6
）

橙
外
面
ス
ス
。

網
目
状
撚
糸
と
縄
文

R
L
の
交
互
施
文

1
9
1

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
d

4
2
5
.8
 

-
（
9
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

結
節
。

結
節
縄
文
L
R
・
網
目

状
撚
糸
文
（
縦
）

1
9
2

寺
9
0

1
1
B
2
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
d

1
1

2
4
.0
 

-
（
6
.8
）

褐
灰

外
面
ス
ス
。

結
節
。
網
目
状
撚
糸
文

（
横
）

1
9
3

寺
9
0

1
0
B
1
8

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

-
-

（
3
.9
）

灰
黄
褐

結
節

寺
9
0

1
1
B
2
4
Ⅹ
A
、
1
1
B
2
5
Ⅹ
A

1
9
4

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
g

胴
部

-
-

（
3
.7
）

褐
灰

縦
条
痕
。

結
節
の
連
続

1
9
5

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

胴
部

-
-

（
6
.8
）

褐
灰

結
節
の
連
続

1
9
6

寺
9
0

1
1
A
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

胴
部

-
-

（
4
.0
）

褐
灰

縦
条
痕
。

結
節
の
連
続

1
9
7

寺
9
0

1
0
A
2
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
g

口
縁
部

-
-

（
6
.4
）

褐
灰

縦
条
痕
。

縄
文
R
L
・
結
節
の
連
続

1
9
8

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
h

胴
部

-
-

（
5
.5
）

黒
褐

縦
方
向
条
痕
。

1
9
9

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
h

胴
部

-
-

（
6
.8
）

に
ぶ
い
黄
褐

縦
方
向
条
痕
。

2
0
0

寺
9
0

1
1
B
2
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
e

口
縁
部

-
-

（
5
.3
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
が
や
や
肥
厚
。

撚
糸
L

2
0
1

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
h

口
縁
部

-
-

（
8
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
お
さ
え
に
よ
る
小
波
状
。
上
部
、
横
条

痕
以
下
縦
及
び
斜
条
痕
。
外
面
ス
ス
。

2
0
2

寺
9
0

1
1
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
i

8
3
0
.2
 

-
（
8
.4
5
）

灰
黄
褐

無
文
。
外
面
ス
ス
。

2
0
3

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

底
部

3
4

-
1
0
.4
 
（
8
.1
）

に
ぶ
い
橙

被
熱
。
内
面
炭
化
物
。

2
0
4

寺
9
0

1
0
B
2
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

底
部

3
6

-
1
1
.1
5

（
7
.9
）

浅
黄
橙

無
文
。
内
面
底
ま
わ
り
炭
化
物
。

2
0
5

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

甕
?

肩
部

-
-

（
6
.2
）

褐
灰

頸
部
微
隆
帯
。
肩
部
に
横
条
痕
。

2
0
6

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.4
）

灰
黄
褐

段
状
肥
厚
。
無
文
。

2
0
7

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
?

口
縁
部

-
-

（
6
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

浮
線
状
。
赤
彩
。
外
面
ス
ス
。

2
0
8

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

?
胴
部

-
-

（
5
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

太
く
浅
い
沈
線
。
横
、
斜
め
。

2
0
9

寺
9
0

1
1
B
2
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

?
口
縁
部

-
-

（
3
.3
）

灰
黄
褐

隆
帯
。
沈
線
。

2
1
0

寺
9
0

1
1
B
2
0

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

?
胴
部

-
-

（
3
.5
）

に
ぶ
い
橙

工
字
文
。

2
1
1

寺
9
0

1
1
B
2
5

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
?

胴
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
褐

太
く
浅
い
沈
線
。
横
、
斜
め
。

1
3
0
～
1
3
2
同
一
固
体
?

2
1
2

寺
9
0

1
0
C
7
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

底
部

7
-

5
.6
 
（
3
.0
）

に
ぶ
い
黄
褐

無
文
。

2
1
3

寺
9
0

1
0
B
1
7

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

底
部

3
6

-
4
.0
 
（
2
.5
）

褐
灰

無
文
。

2
1
4

寺
9
0

1
1
C
2

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

底
部

3
6

-
3
.3
 
（
2
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
沈
線

2
1
5

寺
9
0

1
0
B
2
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
B

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
4

口
縁
部

-
-

（
6
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
反
。
内
面
2
条
の
沈
線
。
外
面
工
字

文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
1
6

寺
9
0

1
2
C
4

Ⅹ
B

縄
文
晩
期

深
鉢

底
部

3
6

-
3
.5
 
（
1
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。

2
1
7

寺
9
0

1
1
C
1

Ⅹ
B

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部
～
底
部

3
6

-
6
.0
 
（
6
.1
）

黄
灰

内
面
炭
化
物
。
外
面
ス
ス
。

L
R
結
節
縄
文

2
1
8

寺
9
0

1
1
B
2
2

Ⅹ
B

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

1
0

2
7
.0
 

-
（
2
1
.4
）

灰
黄

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
Ⅹ
B

2
1
9

寺
9
0

1
0
C
7

Ⅹ
B
黒
色
層

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
i

-
（
8
.9
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
無
文
。

2
2
0

寺
9
0

1
1
C
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

浅
鉢

A
5

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

灰
黄
褐

数
本
の
横
沈
線
。
下
部
、
外
面
ス
ス
。
内
面

炭
化
物
。

縄
文
L
R

2
2
1

寺
9
0

1
1
C
7
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

浅
鉢

3
口
縁
部

9
2
9
.9
 

-
（
1
3
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

工
字
文
2
段
。
下
半
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
B
2
2
Ⅹ
ト
レ
ン
チ
、

ト
レ
ン
チ
2
縄
文

2
2
2

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
下

縄
文
晩
期

浅
鉢

?
下
半
部

-
-

（
3
.9
）

灰
黄
褐

沈
線
。
工
字
文
。
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

2
2
3

寺
9
0

1
2
D
5

Ⅹ
縄
文
晩
期

鉢
B

5
4

1
9
.6
 

-
（
7
.8
）

灰
黄
褐

口
縁
部
突
起
。
肩
部
横
沈
線
。
沈
線
間
に
横

長
列
点
刺
突
。

縄
文
L
R

寺
9
0

1
2
D
3
Ⅹ

2
2
4

寺
9
0

1
1
C
1
0

Ⅹ
縄
文
晩
期

壺
口
縁
部
欠
損

3
1

-
2
.4
 
（
8
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

下
半
部
に
工
字
文
。
肩
部
に
交
互
集
合
斜
短

沈
線
。
上
部
無
文
。
内
面
漆
付
着
。

寺
9
0

1
1
C
1
6
、
1
1
B
2
4
Ⅹ
A
、

1
1
C
9
Ⅹ
A

2
2
5

寺
9
0

1
0
C
1
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

-
-

（
4
.5
）

灰
黄
褐

口
縁
部
に
細
か
い
キ
ザ
ミ
。
下
に
同
一
キ
ザ

ミ
を
持
つ
微
隆
帯
。

2
2
6

寺
9
0

1
2
C
9

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

?
口
縁
部

-
-

（
3
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

小
突
起
。
沈
線
工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

2
2
7

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
下

縄
文
晩
期

深
鉢

B
?

口
縁
部

-
-

（
6
.4
）

黒
褐

上
部
沈
線
工
字
文
。

R
L
結
節
縄
文

2
2
8

寺
9
0

1
0
C
1
8
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

?
胴
部

-
-

（
5
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

太
く
浅
い
沈
線
。
横
、
斜
め
。

2
2
9

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

1
e

口
縁
部

-
-

（
4
.2
）

褐
灰

外
面
に
連
続
刺
突
。
細
沈
線
。

結
節
縄
文

2
3
0

寺
9
0

1
1
C
9
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
e

口
縁
部

2
1
9
.0
 

-
（
4
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

細
く
深
い
沈
線
。
ボ
タ
ン
状
浮
文
。

2
3
1

寺
9
0

1
2
D
5

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

胴
上
半
部

2
3
7
.2
 

-
（
2
0
.4
）

に
ぶ
い
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
ケ
ズ
リ
・
炭
化
物
。

L
R
・
R
L
結
節
羽
状
縄

文

2
3
2

寺
9
0

1
1
D
1

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

2
3

2
3
.0
 

-
（
7
.6
）

黒
褐

全
面
縄
文
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

2
3
3

寺
9
0

1
2
C
5
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

-
-

（
9
.3
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

2
3
4

寺
9
0

1
1
C
3

Ⅹ
上

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

-
-

（
5
.7
）

灰
黄
褐

結
節
縄
文

2
3
5

寺
9
0

1
2
C
1
5

Ⅹ
下

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

-
-
（
1
0
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
無
文
。
外
面
ス
ス
。

R
L
結
節
縄
文

2
3
6

寺
9
0

1
2
C
1
0

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部
ま
で

1
/2

残
2
3

1
9

5
1
8
.2
 

7
.0
 

1
9
.3

褐
灰

外
面
ス
ス
。
下
半
被
熱
。
内
面
全
体
炭
化

物
・
オ
コ
ゲ
。
補
修
孔
。

L
R
異
縄
文
に
よ
る
結

節

2
3
7

寺
9
0

1
0
C
1
8
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

上
半
部

4
2
7
.0
 

-
（
4
.1
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
無
文
肥
厚
。
外
面
ス
ス
。

2
段
L
R
結
節

2
3
8

寺
9
0

1
2
D
3

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

底
部

3
6

-
9
.0
 
（
9
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

被
熱
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
・
オ
コ
ゲ
。

2
3
9

寺
9
0

1
0
C
1
8
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
縄
文
晩
期

深
鉢

2
c

-
-

-
（
1
0
.8
）

灰
黄
褐

網
目
状
撚
糸
文
を
模
し
た
網
目
状
沈
線
。

寺
9
0

1
1
C
2
1
Ⅹ
ト
レ
ン
チ

2
4
0

寺
9
0

1
1
C
2
1

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

高
台
付
深
鉢

底
部

1
2

-
3
.6
 
（
2
.0
）

に
ぶ
い
黄
褐

沈
線
。

R
L
縄
文

2
4
1

寺
9
0

1
2
C
2
4

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

鉢
B

5
口
縁
部

1
0

1
6
.5
 

-
（
8
.8
）

褐
灰

口
縁
端
部
外
反
。
口
唇
部
キ
ザ
ミ
。
胴
上
半

部
細
い
沈
線
を
1
5
段
前
後
1
本
1
本
切
り
な

が
ら
引
く
。
以
下
無
文
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ

ゲ
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
2
D
3
Ⅹ
A
1

2
4
2

寺
9
0

1
1
C
2
2

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

B
1
a?

7
2
6
.0
 

-
（
1
0
.5
）

黒
褐

工
字
文
。
刺
突
文
。
外
面
ス
ス
。

縄
文
R
L

寺
9
0

1
1
C
2
1
Ⅹ
A
1
、
1
1
D
1
Ⅹ
A
2
、

1
1
D
1
Ⅹ
A
1
、
1
2
C
2
3
ⅩⅠ

A

2
4
3

寺
9
0

1
0
B
1
8

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

-
-

（
4
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下
無
文
。
沈

線
工
字
文
。
外
面
ス
ス
。

2
4
4

寺
9
0

1
1
C
1
6

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

口
縁
部

1
1

3
3
.8
 

-
（
2
1
.3
）

灰
黄
褐

口
縁
内
面
に
ク
ボ
ミ
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
2
D
5
Ⅹ
、
1
2
D
5
Ⅹ
A
1

2
4
5

寺
9
0

1
1
C
3

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

7
1
7
.2
 

-
（
6
.3
）

黒
褐

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面
オ
コ
ゲ
・
炭
化

物
。

L
R
・
R
L
結
節
縄
文

2
4
6

寺
9
0

1
2
C
2
5

ⅩⅠ
A

（
Ⅹ
下
河
水
）

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

口
縁
部

-
-

（
6
.1
）

黒
口
縁
内
側
肥
厚
。
口
縁
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

2
4
7

寺
9
0

1
1
C
2
1

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
a

下
半
部

-
-

（
9
.9
）

黒
沈
線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

L
R
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
6
Ⅹ
A
2
、
1
2
C
1
9
Ⅹ
A
1

2
4
8

寺
9
0

1
0
C
8

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

下
半
部

3
4

-
1
0
.0
 
（
8
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
内
面
下
部
炭
化
物
。

2
4
9

寺
9
0

1
2
C
2
5

ⅩⅠ
A

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
d

1
5

2
4
.8
 

-
（
6
.2
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

結
節
。
網
目
状
撚
糸
文

（
横
）

寺
9
0

1
2
C
2
5
Ⅹ
、
1
2
D
2
5
Ⅹ
A

2
5
0

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅠ
B

縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

3
1
8
.0
 

-
（
5
.5
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
や
や
肥
厚
。
集
合
斜
短
沈
線
。
以
下
無

文
。
外
面
ス
ス
。

2
5
1

寺
9
0

1
2
C
2
5

ⅩⅠ
B

縄
文
晩
期

深
鉢

C
2
a

底
部
欠
損

1
5

3
0
.0
 

-
（
2
6
.5
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

R
L
結
節
縄
文

寺
9
0

1
1
C
1
8
Ⅹ
A
、
1
1
C
2
1
Ⅹ
、

1
1
C
2
1
Ⅹ
A
1
、
1
1
C
2
1
Ⅹ
A
2
、

1
2
C
1
2
Ⅹ
A
、
1
2
C
2
0
Ⅹ
A
2
、

1
2
C
2
0
ⅩⅠ

A
、
1
2
C
2
4
ⅩⅠ

A
、

1
2
C
2
5
ⅩⅠ

A
、
1
2
C
2
0

2
5
2

寺
9
0

1
1
B
2
3

Ⅸ
B
・
Ⅹ
上

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
a

-
-

（
6
.2
）

褐
灰

口
縁
部
肥
厚
。

縄
文
L
R

2
5
3

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
3

ⅩⅡ
A
上

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
a

口
縁
部

5
2
1
.0
 

-
（
1
1
.7
）

褐
灰

2
重
結
節
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
5
4

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
縄
文
晩
期

壺
-

-
-

（
2
.7
）

黒
褐

沈
線
と
列
点
刺
突
列
。

寺
9
0

1
1
C
1
1
ⅩⅡ

ト
レ
ン
チ

2
5
5

寺
9
0

1
2
C
2
4

‐
縄
文
晩
期

浅
鉢

B
3

胴
部

-
-

（
3
.7
）

黒
褐

工
字
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

1
4
4
・
1
4
5
同
一
固
体

2
5
6

寺
9
0

1
0
B
2
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
晩
期

浅
鉢

A
5

9
2
7
.2
 

（
8
.1
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
5
本
。

2
5
7

寺
A

1
T
‐
6

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

-
-

（
3
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

隆
帯
に
よ
る
小
突
起
。
隆
帯
上
に
刺
突
・
キ

ザ
ミ
。
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

2
5
8

不
明

縄
文
晩
期

甕
B

2
d

口
縁
部

-
-

（
3
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
キ
ザ
ミ
。
キ
ザ
ミ
を
持
っ
た
連
弧
状

キ
ザ
ミ
。

2
5
9

寺
9
0

1
0
D
2

ⅩⅢ
縄
文
晩
期

深
鉢

?
胴
部

-
-

（
3
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

数
本
の
横
沈
線
、
沈
線
間
に
キ
ザ
ミ
。
外
面

ス
ス
。

2
6
0

寺
9
0

1
2
D
4

‐
縄
文
晩
期

深
鉢

1
a

胴
部

-
-

（
3
.8
）

黒
工
字
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
6
1

寺
9
0

不
明

‐
縄
文
晩
期

深
鉢

E
1
c

口
縁
部

-
-

（
2
.7
）

明
黄
褐

口
縁
集
合
斜
短
沈
線
。

2
6
2

寺
9
0

1
1
C
1
1

‐
縄
文
晩
期

深
鉢

B
1
c

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

黒
褐

口
縁
集
合
斜
短
沈
線
。
結
節
。
外
面
ス
ス
。

2
6
3

寺
9
0

1
1
C
1
9

‐
縄
文
晩
期

深
鉢

1
e

口
縁
部

-
-

（
3
.9
）

黒
褐

小
突
起
。
横
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

2
6
4

寺
9
0

1
1
B
2
4

‐
縄
文
晩
期

深
鉢

D
1
c

口
縁
部

-
-

（
3
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
や
や
外
反
。
交
互
集
合
斜
短
沈
線
。
以

下
無
文
。
結
節
。

2
6
5

寺
8
9

1
T
上

縄
文
晩
期

深
鉢

2
i

底
部

9
-

4
.8
 
（
1
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。

2
6
6

不
明

縄
文
晩
期

深
鉢

1
e

口
縁
部

7
4
.8
 

-
（
3
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

細
沈
線
。

2
6
7

寺
A

1
T
上

縄
文
晩
期

深
鉢

A
2
a

口
縁
部

8
2
5
.8
 

-
（
1
0
.4
）

灰
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。
補
修
孔
。

L
R
結
節
縄
文

2
6
8

寺
A

4
T
上

縄
文
晩
期

深
鉢

D
2
a

口
縁
部

1
2

2
7
.3
 

-
（
1
0
.4
）

灰
黄
褐

口
縁
肥
厚
・
外
反
。
外
面
ス
ス
・
内
面
炭
化

物
。

L
R
結
節
縄
文

寺
A

1
T
上

2
6
9

寺
9
0

1
1
B
2
2

-
縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
a

8
2
7
.8
 

-
（
18

.0
5）

に
ぶ
い
黄
橙

結
節
縄
文
L
R

2
7
0

寺
9
0

1
0
B
2
1

Ⅹ
A
2

縄
文
晩
期

深
鉢

2
c

底
部

3
6

-
1
1
.8
 
（
8
.1
）

橙
被
熱
。
内
面
炭
化
物
。

2
7
1

寺
A
1
ト
レ
ン
チ
上

縄
文
晩
期

深
鉢

B
2
f

-
-

（
7
.5
）

黒
褐

上
部
横
施
文
。
下
部
縦
施
文

撚
糸
文

2
7
2

寺
9
0

1
0
C
6

Ⅶ
縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
e

口
縁
部

-
-

（
5
.3
）

黒
褐

口
縁
帯
状
肥
厚
。

撚
糸
文

2
7
3

寺
A
1
ト
レ
ン
チ
上

縄
文
晩
期

深
鉢

E
2
c

3
3
0
.8
 

-
（
5
.3
）

灰
黄
褐

乱
網
目
状
撚
糸
文
L

2
7
4

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部
～
胴
部

3
2
0
.0
 

-
（
5
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
反
。
橋
状
把
手
。
頸
部
隆
帯
。
胴
部

縄
文
。

縄
文
L
R

2
7
5

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅰ
口
縁
部
～
胴
部

1
2

2
4
.0
 

-
（
8
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
反
。
橋
状
把
手
4
。
胴
部
花
弁
状
刺

突
。

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

A
ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
1
7
ⅩⅡ

A
、

1
1
C
1
0
ⅩⅠ

A
ト
レ
ン
チ

2
7
6

溝
1
木
組

み
3

寺
9
0

1
1
C
1
0

ⅩⅠ
A
ト

レ
ン
チ

炭
下

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

2
2
.2
 

-
（
6
.5
）

に
ぶ
い
褐

4
単
位
橋
状
把
手
。
口
縁
無
文
帯
。
頸
部
に

添
っ
て
キ
ザ
ミ
隆
帯
。
把
手
部
か
ら
3
沈
線
。

胴
部
瓜
型
形
状
刺
突
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭

化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
ⅩⅡ

A
上
川
あ
と
、

1
0
C
1
1
ⅩⅡ

川
あ
と
ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
1
2
ⅩⅡ

上
川

あ
と
木
組
み
12

、
1
0
C
1
2
ⅩⅡ

A
ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
1
2
ⅩⅡ

川
木
組
み
4
、

1
0
C
1
2
Ⅹ
B
ト
レ
ン
チ

2
7
7

溝
1木

組
み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

蓋
Ⅰ

口
縁
部

-
-

（
2
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
た
沈
線
。
全
面
三
角
刺
突
。

2
7
8

溝
1木

組
み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

蓋
Ⅰ

口
縁
部

-
-
（
3
.1
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

隆
帯
上
に
円
形
刺
突
列
。

縄
文
L
R

2
7
9

溝
1
木
組

み
3

木
組
み

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
4
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
連
続
山
形
沈
線
束
。
下
に
沈
線
め
ぐ

る
。
胴
部
縦
沈
線
束
。
そ
の
間
に
斜
向
沈
線
。

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

寺
9
0

1
0
C
1
2
木
組
み
、
1
0
C
ⅩⅡ

A
、

1
0
C
1
5
ⅩⅠ

A
上
木
組
み
、

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
1
C
1
4
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
1
C
1
9
ⅩⅠ

B

2
8
0

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
3

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
5
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
連
続
山
形
沈
線
束
。
下
に
沈
線
め
ぐ

る
。
胴
部
縦
沈
線
束
。
そ
の
間
に
斜
向
沈
線
。

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

寺
9
0

1
0
C
1
2
木
組
み
、
1
0
C
ⅩⅡ

A
、

1
0
C
1
5
ⅩⅠ

A
上
木
組
み
、

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
1
C
1
4
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
1
C
1
9
ⅩⅠ

B

2
8
1

溝
1
木
組

み
3

川
木
組
み
ベ
ル
ト

寺
9
0

1
0
C

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅱ
口
縁
部
～
胴
部

1
4

2
5
.6
 

-
（
1
4
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
突
起
（
単
位
不
明
）。

突
起
部
貫
通

孔
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
及
び
キ
ザ
ミ
。
頸

部
全
体
に
横
沈
線
1
2
本
。
刺
突
列
も
あ
り
。

胴
部
に
は
沈
線
束
が
垂
直
ま
た
は
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
で
下
り
る
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
ベ
ル
ト
、

1
1
C
2
0
ⅩⅠ

B

2
8
2

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
3
ベ
ル
ト

寺
9
0

1
0
C
1
5

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部
～
胴
部

9
2
9
.6
 

-
（
1
5
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
円
形
竹
管
刺
突
。
頸
部
横
沈

線
5
本
。
胴
部
縦
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
3
ベ
ル
ト
、

1
0
C
2
2
ⅩⅢ

A
白
粘
土
下
、

1
1
C
1
4
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み
下
、

1
1
C
1
5
ⅩⅢ

川
あ
と
木
組
み

2
8
3

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅱ
口
縁
部

2
2

1
8
.8
 

-
（
1
0
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
突
起
（
1
ま
た
は
2
）。

口
縁
に
沿

っ
て
沈
線
刺
突
。
突
起
部
貫
通
孔
。
口
縁
か

ら
垂
直
ま
た
は
斜
め
に
4
～
6
本
の
沈
線
束

が
下
り
る
。
沈
線
に
沿
っ
て
円
形
刺
突
。
外

面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
、
1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A
川
あ
と

ト
レ
ン
チ
、
1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A
川
あ

と
木
組
み
、
1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A
上

川
あ
と
、
1
0
C
1
6
ⅩⅡ

川
あ
と
木

組
み
、
1
1
C
1
1
ⅩⅠ

A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
1
2
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と
、

1
1
C
2
0
ⅩⅠ

B
粘
土
下
炭
層
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

2
8
4

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅱ
胴
部

-
-
（
1
7
.5
）

に
ぶ
い
黄
橙

4
2
‐
1
と
同
一
個
体
？
上
半
部
口
縁
部
破
片

に
同
じ
。
下
部
7
本
沈
線
め
ぐ
り
、
そ
の
下

は
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
8
5

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

2
7
.0
 

-
（
9
.5
）

灰
黄
褐

小
波
状
8
単
位
。
1
個
の
み
円
孔
あ
り
。
口

縁
に
沿
っ
て
単
沈
線
そ
の
下
に
沈
痕
。
外
面

ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
Ⅶ
A
炭
層
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
1
9
ⅩⅠ

、
1
1
C
2
0
Ⅹ
Ⅰ
B

木
組
、
1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と

2
8
6

溝
1
木
組

み
3

木
組
み

寺
9
0

1
0
C
1
1

‐
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
9
.6
）

黒

口
縁
内
側
沈
線
め
ぐ
る
。
口
唇
外
側
連
続
キ

ザ
ミ
。
頸
部
6
本
の
横
沈
線
。
胴
部
縦
連
続

沈
線
お
よ
び
逆
U
字
区
画
。
区
画
内
斜
向
沈

線
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
Ⅹ
Ⅰ
A
上
川
あ
と
2
8
7

2
8
8

溝
1
木
組

み
3

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
Ⅱ

胴
部

-
-
（
1
0
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

胴
部
縦
沈
線
束
。
そ
の
間
に
斜
向
沈
線
。
外

面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
C
1
2
木
組
み
、
1
0
C
ⅩⅡ

A
、

1
0
C
1
5
ⅩⅠ

A
上
木
組
み
、

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
1
C
1
4
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
1
C
1
9
ⅩⅠ

B

2
8
9

溝
1木

組
み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
Ⅱ

胴
部

-
-
（
1
0
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

縦
沈
線
と
縄
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R

2
9
0

溝
1木

組
み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
Ⅱ

胴
部

-
-

（
9
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

縦
沈
線
と
縄
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R

2
9
1

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅳ
口
縁
部

-
-

（
6
.8
）

に
ぶ
い
黄
褐

波
頂
部
円
孔
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
2
本
。

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
9
2

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-

（
6
.5
）

明
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
細
か
い
沈
線
。

そ
れ
を
切
る
縦
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

2
9
3

溝
1
木
組

み
3

川
木
組
み
ベ
ル
ト
中

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
斜
沈
線
。
横
沈
線
。
内
面
に

沈
線
。

2
9
4

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

‐
縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

4
1
1
.3
 

-
（
7
.7
5
）

黒
口
縁
に
沿
っ
て
4
本
の
沈
線
。
以
下
無
文
。

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
9
5

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
3
ベ
ル
ト

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅴ
a

上
半
部

1
6

2
1
.6
 

-
（
1
6
.0
）

黒
褐

波
状
口
縁
6
単
位
。
突
起
8
字
状
等
。
口
縁

端
部
内
側
肥
厚
・
キ
ザ
ミ
。
口
縁
か
ら
胴
上

半
5
～
6
本
単
位
の
横
沈
線
4
段
（
上
2
段
連

続
）。

外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面
オ
コ
ゲ
。

寺
90

10
C
ⅩⅡ

A
川
木
組
み
3ベ

ル
ト
中
、

10
C
7Ⅹ

A
ト
レ
ン
チ
、
10

C
12

木
組
み
、
10

C
15

ⅩⅠ
A
上
川
あ

と
、
11

C
7 Ⅹ

Ⅱ
A
上
川
あ
と
、

11
C
7 Ⅹ

Ⅰ
B
、
11

C
10

Ⅹ
B
、

11
C
10

ⅩⅠ
A
、
11

C
14

ⅩⅡ
A
、

11
C
15

ⅩⅡ
A
川
あ
と
木
組
み

2
9
6

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
下
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

2
5

2
7
.7
 

-
（
8
.7
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
沈
線
。

縄
文

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
3
ベ
ル
ト
、

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
、

1
0
C
2
0
Ⅹ
下
川
あ
と
、

1
1
C
1
5
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み
、

2
9
7

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
6
.0
）

黒
口
縁
に
沿
っ
て
内
面
沈
線
。
上
部
に
9
本
の

横
沈
線
束
。

下
部
に
縄
文

2
9
8

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅴ
a

口
縁
部

9
1
5
.0
 

-
（
9
.8
）

黒
波
状
口
縁
4
単
位
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
8

本
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

2
9
9

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-

（
6
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
内
面
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
。
外

面
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
4
本
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R
?

3
0
0

溝
1木

組
み
3

川
木
組
み
3ベ

ル
ト
中

寺
9
0

1
0
C

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.9
）

灰
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
6
本
。

寺
9
0

1
0
C
1
2
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と

3
0
1

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
ベ
ル
ト
川
あ

と
寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
7
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

波
状
口
縁
。
口
唇
部
キ
ザ
ミ
。
口
縁
に
沿
っ

て
沈
線
5
本
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

3
0
2

溝
1木

組
み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅵ
a

口
縁
部

1
2
0
.0
 

-
（
1
1
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

斜
方
向
条
線
状
沈
線
。

3
0
3

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
3
ベ
ル
ト
8

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅵ
b

胴
部

-
-
（
8
.3
5
）

黒
褐

3
本
沈
線
に
よ
る
横
区
画
3
段
。
内
面
炭
化

物
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
C
5
ⅩⅡ

川
あ
と
、

1
1
C
1
1
ⅩⅠ

A
、
1
1
C
2
0
ⅩⅠ

B

3
0
4

溝
1木

組
み
3

木
組
み
3
ベ
ル
ト
8

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
胴
部

-
-

（
5
.4
）

灰
黄
褐

沈
線
区
画
。
外
面
ス
ス
。

磨
消
縄
文

3
0
5

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
3

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

灰
褐

波
状
口
縁
（
8
字
状
突
起
）。

無
文
。
外
面
ス

ス
。

3
0
6

溝
1
木
組

み
3

寺
9
0

1
0
C
1
7

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

7
3
6
.8
 

-
（
1
1
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
半
球
状
刺
突
め
ぐ
る
。

縄
文

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と
木
組
み
、

1
1
C
1
4
ⅩⅠ

A

3
0
7

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
ベ
ル
ト
川
あ

と
寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅡ
縄
文
後
期
木

組
み
3

深
鉢

Ⅹ
下
半
部

3
6

-
1
1
.0
 （

2
2
.9
）

に
ぶ
い
黄
褐

無
文
。
外
面
上
部
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
、
下
部
帯

状
に
ふ
き
こ
ぼ
れ
。
内
面
全
体
に
オ
コ
ゲ
。

寺
9
0

1
1
C
1
5
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み
下

3
0
8

溝
1
木
組

み
3

川
木
組
み
3

寺
9
0

1
0
C

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
口
縁
部

1
1

1
8
.9
 

-
（
9
.0
5
）

黒
褐

無
文
。
ミ
ガ
キ
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
C
1
5
ⅩⅠ

川
あ
と
木
組
み
、

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
3
ベ
ル
ト
8

2
8
7

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
胴
部

（
9
.8
）

黒
数
本
の
横
平
行
沈
線
2
段
。

渦
巻
文
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
C
7
ⅩⅠ

A
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

3
0
9

溝
1
木
組

み
3

木
組
み
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
5

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
底
部

1
1

-
9
.0
 
（
3
.5
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A
、
1
0
C
1
5
ⅩⅠ

A
上

川
あ
と
、

1
0
C
1
5
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と
木
組
み

3
1
0

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

Ⅹ
下

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

3
1
3
.6
 

-
（
5
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
外
反
。
頸
部
隆
帯
・
キ
ザ
ミ
。
胴
部

竹
管
状
工
具
に
よ
る
横
刺
突
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

3
1
1

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部
～
胴
部

8
1
7
.6
 

-
（
5
.9
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
外
反
。
4
単
位
橋
状
把
手
。
頸
部
刺
突

隆
帯
。
胴
部
花
弁
状
刺
突
。
外
面
ス
ス
。
内

面
炭
化
物
。

3
1
2

溝
1

川
あ
と
北
1

寺
9
0

1
0
C
9

ⅩⅡ
上

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

6
2
2
.6
 

-
（
8
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
受
け
口
4
単
位
口
縁
。
橋
状
把
手
。
口

縁
無
文
。
刺
突
隆
帯
め
ぐ
る
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R
？

3
1
3

溝
1

川
あ
と
北
側

寺
9
0

1
0
C
1
0

白
粘
土
上

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

-
-

（
7
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

橋
状
把
手
。
頸
部
刺
突
隆
帯
。
把
手
下
に
弧

状
沈
線
。
被
熱
。

3
1
4

溝
1

木
組
み

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

4
2
1
.0
 

-
（
7
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
外
反
。
頸
部
無
文
・
突
帯
。
胴
部
沈

線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
R
L

3
1
5

溝
1
・
3

川
あ
と

寺
9
0

1
0
B
1
9

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

鉢
Ⅰ

口
縁
部

-
-

（
7
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

ね
じ
れ
橋
状
把
手
。
隆
帯
状
に
キ
ザ
ミ
。
外

面
ス
ス
。

3
1
6

溝
1

川
あ
と
（
南
側
）

寺
9
0

1
0
C
5

ⅩⅡ
A
上

縄
文
後
期

蓋
Ⅰ

口
縁
部

-
-

（
2
.0
）

灰
褐

花
弁
状
刺
突
。

3
1
7

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

蓋
Ⅰ

口
縁
部
～
胴
部

-
-

（
3
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

橋
状
把
手
。
刺
突
。
口
縁
内
面
炭
化
物
。

3
1
8

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

？
a

Ⅱ
口
縁
部

-
-
（
4
.1
5
）

に
ぶ
い
褐

口
唇
部
沈
線
。
キ
ザ
ミ
。
内
面
沈
線
。
外
面

ス
ス
。

3
1
9

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
2
5

Ⅹ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

5
3
2
.0
 

-
（
8
.2
）

灰
黄
褐

波
状
5
単
位
。
頂
部
に
円
形
竹
管
刺
突
。
口

縁
に
沿
っ
て
沈
線
。
胴
部
4
本
単
位
の
沈
線

束
が
垂
下
。

3
2
0

溝
1

木
組
み
下
川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
Ⅱ

胴
部
下
半

-
-
（
1
2
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

連
続
す
る
太
い
縦
沈
線
。

寺
9
0

1
1
C
4
ⅩⅡ

B
、
1
1
C
1
5
Ⅹ
B
、

1
1
C
1
3
ⅩⅡ

B
、
1
1
C
2
5
Ⅹ
B

3
2
1

溝
1

川
面
下

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
Ⅱ

胴
部

-
-
（
1
1
.7
）

灰
黄
褐

上
部
数
本
の
細
横
沈
線
。
下
に
同
じ
半
円
。

中
央
列
点
。
2
本
の
列
点
垂
下
。
細
縦
沈
線

連
続
。
外
面
ス
ス
。

3
2
2

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
胴
部

-
-

（
9
.8
）

褐
灰

6
本
の
平
行
沈
線
と
渦
巻
。

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅠ

A
上
、

1
0
C
ⅩⅡ

A
木
組
み

3
2
3

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

-
-
（
1
1
.0
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
た
6
条
の
沈
線
。

波
頂
部
内
面
渦
巻
文
。
口
縁
に
添
っ
て
キ
ザ

ミ
と
沈
線
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
胴
部
上

半
、
渦
巻
と
沈
線
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A

3
2
4

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
6
.1
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
口
唇
部
連
続
沈
線
キ
ザ
ミ
。
そ

の
下
に
沈
線
め
ぐ
る
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭

化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
木
組
み
川
あ
と

3
2
5

溝
1

寺
9
0

1
0
C
6

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

1
2

3
0
.4
 

-
（
1
1
.7
）

灰
白

口
縁
に
沿
っ
て
キ
ザ
ミ
と
沈
線
。
頸
部
に
横

沈
線
。
胴
部
縦
沈
線
。
竹
管
刺
突
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
ⅩⅠ

川
あ
と
木
組
み
1
5
、

1
1
C
1
8
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み
6
、

1
1
C
1
1
ⅩⅠ

B
、
1
2
C
1
9
ⅩⅠ

3
2
6

溝
1

木
組
み
川
面
下

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
胴
部

-
-

（
8
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

3
2
7

溝
1

木
組
み
川
面
下

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅱ
口
縁
部

4
3
1
.0
 

-
（
8
.5
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
短
沈
線
。
そ
の
下
胴
部
に
は

4
本
単
位
の
沈
線
束
が
ゆ
る
い
波
状
で
垂
下
。

3
2
8

溝
1

木
組
み
川
面
下

寺
9
0

1
1
C
1
9

ⅩⅠ
B
砂
層

縄
文
後
期

深
鉢

3
b

Ⅳ
口
縁
部

1
1

1
8
.4
 

-
（
6
.2
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
端
部
沈
線
。
口
縁
に
沿
っ

て
内
面
沈
線
。
頸
部
横
沈
線
。
胴
部
縦
沈
線
。

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

3
2
9

溝
1

が
け
下
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
9

ⅩⅡ
青
粘
土

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-
（
5
.3
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
波
頂
部
円
孔
。
外
面
無
文
。
内

面
沈
線
2
本
。

3
3
0

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
5
.4
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
2
本
。
外
面
ス
ス
。

3
3
1

溝
1

川
外

寺
9
0

1
1
C
1
8

ⅩⅠ
B
ⅩⅡ

A
直
上

縄
文
後
期

深
鉢

?a
  

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-

（
8
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
4
本
。

縄
文
L
R
?

3
3
2

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-
（
4
.6
5
）

褐
灰

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
及
び
列
点

刺
突
。

3
3
3

溝
1

木
組
み
3
川
あ
と

寺
9
0

1
1
C

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.5
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
6
本
。
縦
刺
突
。
口
唇

部
キ
ザ
ミ
。

3
3
4

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅡ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.5
）

灰
黄
褐

口
唇
部
斜
め
キ
ザ
ミ
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線

6
本
。



別　　　表

266

報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

3
3
5

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
7
.5
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
波
頂
部
か
ら
縦
列
点
刺
突
。
口

縁
に
沿
っ
て
横
沈
線
連
続
す
る
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

3
3
6

溝
1

寺
9
0

1
1
C
1
5

ⅩⅠ
縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
6
.3
）

黒
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
5
本
め
ぐ
る
。
外
面
ス

ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
1
C
1
4
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み
、

1
1
C
1
6
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み
、

1
1
C
1
8
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み

3
3
7

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
6
.4
）

に
ぶ
い
黄
褐

波
状
口
縁
。
口
唇
部
キ
ザ
ミ
。
口
縁
に
沿
っ

て
沈
線
7
本
。
縦
刺
突
。

3
3
8

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

5
-

-
（
5
.8
）

灰
黄
褐

波
状
口
縁
。
頂
部
に
円
孔
。
円
形
刺
突
。

3
3
9

溝
1

寺
9
0

1
0
C
1
1

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
6
.8
）

に
ぶ
い
黄
褐

曲
沈
線
と
そ
れ
に
沿
っ
た
刺
突
列
。

寺
9
0

1
1
C
1
8
ⅩⅡ

A
木
組
川
あ
と

3
4
0

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
8

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
4
.1
）

灰
褐

口
唇
部
外
側
に
キ
ザ
ミ
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈

線
・
刺
突
。

縄
文
R
L

3
4
1

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
5
.2
）

灰
黄
褐

3
3
9
と
同
一
個
体
。

3
4
2

溝
1

木
組
み
下
川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
8

-
縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

灰
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
細
い
沈
線
。

3
4
3

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

9
B
1
6

粘
土
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
口
縁
部

-
-

（
6
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

縦
斜
沈
線
。

縄
文
L
R

3
4
4

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
口
縁
部

-
-

（
4
.5
）

黒
褐

外
面
ス
ス
。

磨
消
縄
文

3
4
5

溝
1

が
け
下
川

寺
9
0

1
0
C
8

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

5
-

-
（
6
.2
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
半
球
状
刺
突
。
胴
部
縦
沈
線
。

外
面
ス
ス
。
内
面
オ
コ
ゲ
。

寺
9
0

1
0
C
ⅩⅡ

A
層
川
‐
木
組
み
、

1
0
C
6
Ⅹ
A
層
ト
レ
ン
チ

3
4
6

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
A
下

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

-
-

（
5
.6
）

灰
黄

口
縁
に
沿
っ
て
深
い
棒
状
刺
突
。
外
面
ス
ス
。

3
4
7

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
5

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

-
-

（
9
.1
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
刺
突
。
無
文
。
外
面
ス
ス
。

3
4
8

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部
～
胴
部

-
-
（
1
4
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
内
面
に
沿
っ
て
突
帯
お
よ
び
連
続
棒
状

刺
突
。
そ
の
下
に
沈
線
4
本
め
ぐ
る
。
外
面

横
沈
線
。
被
熱
。

3
4
9

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部
～
胴
部

-
-
（
1
3
.4
）

灰
褐

口
縁
内
面
に
沿
っ
て
突
帯
お
よ
び
連
続
棒
状

刺
突
。
そ
の
下
に
沈
線
5
本
め
ぐ
る
。
外
面

横
沈
線
。
被
熱
。

3
5
0

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅹ
口
縁
部

5
3
4
.0
 

-
（
1
6
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

縦
条
線
文
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
C
1
2
ⅩⅠ

A
川
あ
と
木
組
み
、

1
1
C
1
0
ⅩⅠ

A
ト
レ
ン
チ

3
5
1

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
B
2
5

ⅩⅡ
粘
土
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
口
縁
部
～
胴
部
底
部

4
4

2
9
.0
 

1
0
.0
 （

3
2
.5
）

に
ぶ
い
黄
褐

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
？

3
5
2

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
胴
部

-
-
（
1
2
.3
）

に
ぶ
い
黄
褐

胴
部
横
条
線
状
沈
線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭

化
物
。

3
5
3

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
上
半
部

1
2
8
.0
 

-
（
7
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
条
線
。
内
側
に
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

3
5
4

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。

3
5
5

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
5

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
胴
部

-
-
（
1
4
.6
）

に
ぶ
い
黄
褐

無
文
。
外
面
ス
ス
厚
く
（
2
m
m
）
付
着
。

3
5
6

溝
1

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
上
半
部

7
2
6
.2
 

-
（
1
5
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。

寺
9
0

1
0
C
1
2
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と

3
5
7

溝
1

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期
木

組
み
3

深
鉢

2
b

Ⅹ
口
縁
部
～
胴
下

半
部
・
底
部

3
0

3
6

2
2
.6
 

9
.0
 （

2
7
.2
）

に
ぶ
い
黄
褐

無
文
。
外
面
上
半
部
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。
内
面

下
半
部
炭
化
物
・
オ
コ
ゲ
。
底
部
網
代
。

寺
9
0

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

木
組
み
3
ベ
ル
ト
、

1
0
C
1
6
ⅩⅡ

川
あ
と
木
組
み
ベ
ル

ト
中
、
1
1
C
1
5
ⅩⅠ

A
下
川
あ
と
、

1
0
C
1
1
木
組
み
、

1
0
C
1
1
ⅩⅠ

川
あ
と

3
5
8

溝
1

寺
9
0

1
0
C
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅱ
口
縁
部
～
胴
部

9
3
0
.6
 

-
（
1
1
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
4
単
位
？
文
様
構
成
は
2
8
2
と
同

じ
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
5
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
7
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
1
1
ⅩⅠ

A
、
1
1
C
1
2
ⅩⅡ

A
川

あ
と

3
5
9

溝
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
下
半
部

-
-
（
1
3
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

3
6
0

溝
1

寺
8
9

1
T
上

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
下
半
部

3
6

-
1
0
.0
 （

1
0
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
内
面
炭
化
物
。

3
6
1

溝
2

川
あ
と
3

寺
9
0

1
0
B
2
3

ⅩⅠ
縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

9
1
4
.4
 

-
（
6
.3
5
）

灰
褐

口
縁
外
反
。
橋
状
把
手
4
。
鎖
状
隆
帯
め
ぐ

る
。
外
面
ス
ス
。
内
面
オ
コ
ゲ
。

胴
部
縄
文

3
6
2

溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
0
B
2
5

ⅩⅡ
（
粘
土
上
）

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

-
-

（
4
.6
）

浅
黄

口
縁
外
反
。
橋
状
把
手
。
胴
部
花
弁
状
刺
突
。

外
面
ス
ス
。

3
6
3

溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
0
B
2
5

ⅩⅡ
（
粘
土
上
）

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

4
2
3
.4
 

-
（
2
4
.5
）

浅
黄

受
け
口
状
口
縁
。
橋
状
把
手
。

3
6
4

溝
3

が
け
下
川
上
段

寺
9
0

1
0
B
2
0

ⅩⅡ
縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

3
2
0
.0
 

-
（
5
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
受
け
口
状
。
橋
状
把
手
。
口
唇
部
キ
ザ

ミ
。
外
面
ス
ス
。

3
6
5

溝
3

が
け
下
川
上
段

寺
9
0

1
0
B
2
0

ⅩⅡ
縄
文
後
期

蓋
Ⅰ

-
-

-
（
3
.9
）

浅
黄

橋
状
把
手
。
縦
横
隆
帯
。
花
弁
状
刺
突
。

3
6
6

溝
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
5

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
5
.2
）

に
ぶ
い
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
た
沈
線
。
縦
沈
線
。
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

3
6
7

？
川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
5

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

2
2
1
.8
 

-
（
1
1
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

頸
部
に
刺
突
隆
帯
。
胴
部
花
弁
状
刺
突
。
外

面
ス
ス
。

3
6
8

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅱ
口
縁
部

7
3
2
.2
 

-
（
1
1
.0
）

浅
黄
橙

口
唇
部
隆
帯
に
よ
る
4
単
位
区
画
。
無
文
。

被
熱
。

3
6
9

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
2
5

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
底
部

-
3
1
.5
 （

1
1
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
4
単
位
。
波
状
部
縦
沈
線
束
。
口
縁
に

沿
っ
て
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
1
C
2
5
ⅩⅠ

A
河
川
、

1
1
C
2
5
ⅩⅠ

A

3
7
0

川
あ
と

寺
9
0

1
0
B
1
8

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
胴
部

-
-
（
1
1
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
に
よ
る
大
渦
巻
。
細
か
い
沈
線
に
よ
る

幾
何
学
文
。
外
面
ス
ス
。

3
7
1

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1
ト
レ
ン
チ

ⅩⅠ
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
下
半
部

-
-

（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
褐

縦
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

L
R
縄
文

3
7
2

川
砂

寺
9
0

1
1
C
1
9

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅳ
口
縁
部

3
2
8
.2
 

-
（
7
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
肥
厚
し
、
沈
線
が
巡
る
。
突
起
部
内
面

円
形
孔
あ
り
。
外
面
ス
ス
。

3
7
3

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

3
b

Ⅰ
口
縁
部

2
0
.5
 

-
（
7
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

橋
状
把
手
。
頸
部
鎖
状
隆
帯
。
外
面
ス
ス
。

内
面
炭
化
物
。

縄
文
R
L

3
7
4

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
6

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅰ
口
縁
部

-
-

（
7
.4
）

浅
黄
橙

太
沈
線
に
よ
る
区
画
。

区
画
内
縄
文

3
7
5

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
2
0

Ⅹ
下

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
8
.5
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
不
規
則
な
横
沈
線
。
外
面
ス

ス
。

寺
9
0

1
0
C
2
0
Ⅹ

3
7
6

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1
ト
レ
ン
チ

1
6

ⅩⅠ
縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-

（
7
.0
）

褐
灰

波
状
突
起
部
8
字
状
。
口
縁
端
部
厚
肥
沈
線

化
。
横
方
向
沈
線
連
続
。
竹
管
刺
突
。
外
面

ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

3
7
7

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
2
.4
）

黒
褐

縦
横
沈
線
。
小
波
状
口
縁
。

3
7
8

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.6
）

黒
条
痕
状
横
沈
線
束
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化

物
。

寺
9
0

1
1
C
7
ⅩⅠ

B
、

1
1
C
1
5
ⅩⅡ

A
川
あ
と
木
組
み

3
7
9

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
胴
部

-
-

（
4
.9
）

灰
黄
褐

沈
線
区
画
。
外
面
ス
ス
。

磨
消
縄
文

3
8
0

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
1

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
胴
部

-
-

（
4
.8
）

黒
横
沈
線
。
下
部
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭

化
物
。

上
部
縄
文

3
8
1

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
5

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

小
形
深
鉢

Ⅵ
b

口
縁
部

3
7
.9
 

-
（
5
.7
）

黒
褐

細
沈
線
。
無
文
。

3
8
2

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

9
2
6
.0
 

-
（
8
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
無
文
。
胴
部
上
半
条
線
状
沈
線
。
格

子
状
沈
線
。

寺
9
0

1
0
C
7
Ⅹ
A
、

1
0
C
9
が
け
下
川
あ
と
青
粘
土

3
8
3

川
あ
と

寺
9
0

1
0
C
1
2

ⅩⅠ
A
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

3
3
1
.0
 

-
（
1
2
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
キ
ザ
ミ
と
押
圧
。
内
側
沈
線
。
外
側

口
縁
部
無
文
。
上
半
部
横
沈
線
。
沈
線
区
画

内
条
線
充
墳
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

3
8
4

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
4

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

8
2
3
.0
 

-
（
4
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
半
球
状
刺
突
。
そ
の
下
に
沈

線
め
ぐ
る
。
以
下
、
縦
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
C
1
7
ⅩⅡ

A
、
1
0
C
2
2
ⅩⅠ

A
、

1
0
C
1
7
Ⅹ
B

3
8
5

川
あ
と

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
口
縁
部

2
6

1
8
.0
 

-
（
1
2
.0
）

黄
褐

波
状
口
縁
。
無
文
。
外
面
ス
ス
・
オ
コ
ゲ
。

内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
、

1
0
C
1
5
ⅩⅠ

A
上
川
あ
と

3
8
6

川
あ
と

寺
9
0

1
0
B
2
5

ⅩⅡ
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
上
半
部

1
3

2
7
.6
 

-
（
1
3
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
小
突
起
。
縄
文
?。

外
面
ス
ス
。
内
面

炭
化
物
。

3
8
7

寺
9
0

1
2
C
1
4

Ⅹ
A

縄
文
後
期

蓋
Ⅰ

口
縁
部

-
-

（
2
.6
）

に
ぶ
い
黄

花
弁
状
刺
突
。

3
8
8

寺
9
0

1
1
C
2
5

Ⅹ
縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅱ
口
縁
部

1
2

1
9
.0
 

-
（
8
.1
）

褐
灰

胴
部
浅
い
条
痕
状
沈
線
。

3
8
9

寺
9
0

1
0
C
1
1
ト
レ
ン
チ
4

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
5
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
た
数
本
の
沈
線
。

波
頂
部
内
面
渦
巻
文
。
口
縁
に
沿
っ
た
キ
ザ

ミ
。

3
9
0

寺
9
0

1
1
C
1
0
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-
（
4
.8
5
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
斜
め
方
向
の
沈
線
。

3
9
1

寺
9
0

1
0
C
1
1
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
3
.9
）

に
ぶ
い
黄
褐

波
状
口
縁
（
8
字
状
突
起
）。

口
縁
に
添
っ
て

沈
線
。
内
面
沈
線
2
本
。

3
9
2

寺
9
0

1
2
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

3
a

Ⅳ
口
縁
部

1
0

1
9
.4
 

-
（
9
.6
）

に
ぶ
い
橙

大
突
起
1
、
他
小
突
起
の
6
単
位
波
状
口
縁
。

大
突
起
に
透
し
、
口
縁
各
突
起
部
を
沈
線
が

つ
な
ぐ
。
口
縁
部
無
文
。
頸
部
沈
線
。
外
面

ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

3
9
3

寺
9
0

1
0
C
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
頸
部
に
沈
線
。

3
9
4

寺
9
0

1
1
C
1
0

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

1
4

1
7
.0
 

-
（
7
.3
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
突
起
4
個
、
受
け
口
状
口
縁
。
口
縁

に
沿
っ
て
隆
帯
。

3
9
5

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

3
b

Ⅳ
口
縁
部

4
2
7
.2
 

-
（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
添
っ
て
沈
線
。

3
9
6

寺
9
0

1
0
C
1
0

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
7
.0
）

に
ぶ
い
褐

不
規
則
な
細
い
横
沈
線
。

3
9
7

寺
9
0

1
1
C
1
4

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
5
.3
）

灰
褐

口
唇
外
面
に
細
連
続
キ
ザ
ミ
。
口
縁
に
沿
っ

て
沈
線
及
び
連
続
刺
突
。
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

3
9
8

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A
1

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅱ
口
縁
部

3
3
2
.2
 

-
（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
4
本
沈
線
。

3
9
9

寺
9
0

1
1
B
2
4

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.0
）

灰
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
連
続
斜
刺
突
。
そ
の
下
に
円

形
刺
突
。

4
0
0

寺
9
0

1
1
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

短
沈
線
と
刺
突
列
。

4
0
1

寺
9
0

1
2
C
1
2

Ⅹ
A
1

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
4
.8
）

褐
灰

短
沈
線
と
列
点
刺
突
列
。

4
0
2

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
た
横
沈
線
3
条
と
細
く
深
い
円

形
刺
突
。
以
下
に
も
沈
線
文
様
。

4
0
3

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
2
.9
）

灰
黄
褐

内
外
横
沈
線
。

4
0
4

寺
9
0

1
0
B
1
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
5
.4
）

橙
無
文
。
輪
積
痕
明
瞭
。
外
面
ス
ス
。

4
0
5

寺
9
0

1
0
C
6
ト
レ
ン
チ
8

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

1
8

1
2
.8
 

-
（
5
.7
）

黒
褐

細
い
横
条
線
状
沈
線
連
続
。
外
面
ス
ス
。
内

面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
6
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
9

4
0
6

寺
9
0

1
1
C
1
5
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

2
5

2
3
.4
 

-
（
1
5
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
唇
部
小
突
起
・
キ
ザ
ミ
。
内
面
沈
線
。
口

縁
部
無
文
。
胴
上
半
2
本
沈
線
。
沈
線
間
に

条
線
状
沈
線
充
墳
。
外
面
ス
ス
。

4
0
7

寺
9
0

1
0
C
1
6

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部
～
底
部

6
6

2
9
.0
 

9
.0
 （

3
5
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
小
突
起
（
単
位
不
明
）。

突
起
以
外

の
部
分
に
刺
突
。
口
縁
内
側
沈
線
状
。
口
縁

部
無
文
。
胴
部
上
半
横
沈
線
。
沈
線
間
に
条

線
状
沈
線
及
び
縦
弧
状
沈
線
。

4
0
8

寺
9
0

1
0
B
1
8

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
胴
下
半

-
-
（
2
3
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

4
0
9

寺
9
0

1
1
C
1
2

Ⅹ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
下
半
部

2
5

-
8
.0
 （

2
7
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

5
～
6
本
櫛
状
工
具
。
沈
線
。
被
熱
。

4
1
0

寺
9
0

1
0
C
1
2
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
B

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部
～
胴
部

2
3
8
.6
 

-
（
1
6
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
受
け
口
状
。
頸
部
刺
突
突
帯
。
胴
部
花

弁
状
刺
突
。
外
面
ス
ス
。

4
1
1

寺
9
0

1
0
C
1
6

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
口
縁
部

2
3
1
.2
 

-
（
5
.5
5
）

灰
白

口
縁
部
無
文
。
連
鎖
状
隆
帯
が
め
ぐ
る
が
、

連
結
せ
ず
。

4
1
2

寺
9
0

1
0
C
1
2
ト
レ
ン
チ

3
7

Ⅹ
B

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

3
2
1
.6
 

-
（
6
.6
）

灰
褐

外
反
口
縁
。
口
縁
部
無
文
。
連
鎖
状
隆
帯
め

ぐ
る
。
隆
帯
状
に
刺
突
・
キ
ザ
ミ
。
胴
部
瓜

形
状
刺
突
。

4
1
3

寺
9
0

1
0
B
2
0

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-
（
8
.4
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
部
に
沿
っ
た
弧
状
沈
線
の
両
端
に
円

孔
。

4
1
4

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
B
1

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

5
4
0
.4
 

-
（
8
.3
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
た
5
条
の
沈
線
。

斜
向
・
渦
巻
沈
線
。

4
1
5

寺
9
0

1
1
B
1
5
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅳ
口
縁
部

-
-
（
1
0
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
無
文
。

4
1
6

寺
9
0

1
0
C
6
ト
レ
ン
チ

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
胴
部

-
-

（
6
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
に
よ
る
重
菱
形
。

4
1
7

寺
9
0

1
1
C
1
9

Ⅹ
B
1

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
6
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙
・

灰
褐

口
縁
部
突
起
。
太
い
隆
帯
。
隆
帯
上
に
キ
ザ

ミ
。
脇
に
刺
突
。

寺
9
0

1
1
C
7

4
1
8

寺
9
0

1
0
C
9

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

-
-

（
8
.3
）

浅
黄

口
縁
内
面
に
沈
線
。
外
面
横
条
線
状
沈
線
。

外
面
ス
ス
。

4
1
9

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
6
.2
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
太
い
沈
線
9
本
。

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

4
2
0

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

褐
灰

口
縁
に
沿
っ
た
横
沈
線
4
条
と
円
形
刺
突
。

4
2
1

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
5
.7
）

灰
黄
褐

横
沈
線
。

4
2
2

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

黒
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
8
本
。

4
2
3

寺
9
0

1
1
C
1
5

Ⅹ
B
1

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.2
）

に
ぶ
い
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
細
沈
線
9
本
。

4
2
4

寺
9
0

1
1
C
5

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
口
縁
部

-
-

（
3
.6
）

灰
黄
褐

2
本
曲
沈
線
。

縄
文
L
R

4
2
5

寺
9
0

1
0
C
1
1

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
口
縁
部

-
-

（
4
.9
）

褐
灰

横
沈
線
。

縄
文
R
L

4
2
6

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

2
3
2
.0
 

-
（
1
5
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
内
側
沈
線
。
口
縁
部
無
文
。
上
半
部
沈

線
横
縦
区
画
。
区
画
内
条
線
充
墳
。

4
2
7

寺
9
0

1
0
C
1
7

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅹ
口
縁
部

5
2
4
.0
 

-
（
9
.3
）

浅
黄
橙

沈
線
突
起
。
無
文
。

4
2
8

寺
9
0

1
0
C
6

Ⅹ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
上
半
部

3
2
8
.4
 

-
（
1
8
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
外
面
ス
ス
。

4
2
9

寺
9
0

1
0
C
3

Ⅹ
B

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部

-
-

（
8
.1
）

明
黄
褐

波
状
口
縁
。
小
突
起
。

4
3
0

寺
9
0

1
2
C
1
5

Ⅹ
C

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

6
3
2
.4
 

-
（
9
.1
）

灰
黄
褐

単
位
不
明
波
状
口
縁
。
頂
部
貫
通
透
か
し
。

口
縁
に
沿
っ
て
短
沈
線
と
直
下
に
棒
状
円
形

刺
突
め
ぐ
る
。
胴
部
に
は
沈
線
が
垂
下
。
外

面
ス
ス
。

寺
9
0

1
2
C
1
8
Ⅹ
B

4
3
1

寺
9
0

1
1
C
2
4

ⅩⅠ
上

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-
（
4
.4
5
）

に
ぶ
い
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
細
沈
線
6
本
。

外
面
ス
ス
。
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報
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N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

4
3
2

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

8
2
3
.4
 

-
（
8
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

橋
状
把
手
。
口
縁
外
反
。
胴
部
花
弁
状
刺
突
。

4
3
3

寺
9
0

1
0
C
7

ⅩⅠ
縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
胴
部

-
-
（
1
0
.1
）

灰
黄
褐

胴
部
沈
線
束
は
6
～
7
本
単
位
。

4
3
4

寺
9
0

1
1
C
1
0

ⅩⅠ
縄
文
後
期

深
鉢

Ⅵ
b

口
縁
部

-
-

（
8
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
部
無
文
。
胴
部
上
半
沈
線

に
よ
る
横
縦
区
画
。
区
画
内
条
線
充
墳
。

4
3
5

寺
9
0

1
0
C
2
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅱ
胴
下
半
部

-
-（

11
.5
5）

浅
黄
橙

縦
直
線
ま
た
は
波
状
沈
線
。
下
部
は
無
文
。

下
部
被
熱
に
よ
り
荒
れ
。

4
3
6

寺
9
0

1
0
C
2
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅳ
口
縁
部

9
2
5
.8
 

-
（
5
.3
）

に
ぶ
い
黄

口
縁
受
け
口
状
で
、
隆
帯
に
よ
る
長
方
形
区

画
。
区
画
内
に
一
個
ず
つ
の
円
形
透
し
穴
。

被
熱
。

4
3
7

寺
9
0

1
0
C
1
1

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
9
.2
）

灰
黄
褐

上
部
に
細
沈
線
間
隔
広
く
9
本
め
ぐ
る
。
外

面
ス
ス
。

4
3
8

寺
9
0

1
2
C
1
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

-
-

（
9
.5
）

褐
灰

口
縁
部
一
部
キ
ザ
ミ
。
内
面
沈
線
め
ぐ
る
。

外
面
横
沈
線
。
沈
線
間
に
ハ
ケ
状
沈
線
。
外

面
ス
ス
。

4
3
9

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-
（
1
1
.2
）

黒
褐

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
8
本
の
沈
線
。

波
頂
部
に
縦
沈
線
3
本
。
外
面
ス
ス
。

4
4
0

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

3
1
9
.4
 

-
（
8
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
内
面
横
沈
線
。
上
半
無
文
。
規
則
性
の

な
い
細
い
横
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
C
1
7
Ⅹ
A

4
4
1

寺
9
0

1
0
B
2
3

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部
～
胴
下

半
部

1
1

2
2
0
.2
 

-
（
1
6
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
唇
部
連
続
キ
ザ
ミ
。
内
面
口
縁
に
沿
っ
て

浅
い
沈
線
。
外
面
条
線
状
の
沈
線
束
2
段
め

ぐ
る
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
B
2
3
ⅩⅠ

B

4
4
2

寺
9
0

1
0
C
3

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

9
1
3
.2
 

-
（
6
.0
5
）

黒
褐

口
縁
部
小
突
起
。
口
縁
内
側
肥
厚
沈
線
化
。

口
縁
付
近
無
文
。
細
横
沈
線
連
続
。
連
続
鎖

状
沈
線
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
7
ⅩⅠ

A
、

1
1
C
1
9
ⅩⅠ

B
粘
土
下
炭
層
、

1
1
C
1
5
ⅩⅠ

B
ト
レ
ン
チ
、

1
2
C
5
ⅩⅠ

B

4
4
3

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅵ
a

口
縁
部

8
3
1
.0
 

-（
13

.4
5）

灰
白

波
状
4
単
位
。
突
起
部
8
字
状
。
内
面
口
縁

に
沿
っ
て
沈
線
2
本
。
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る

細
沈
線
。

寺
9
0

1
0
C
2
ⅩⅠ

A
、
1
0
C
3
ⅩⅠ

A
、

1
0
C
6
ⅩⅠ

A

4
4
4

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
刺
突
・
隆
帯
・
沈
線
。

外
面
横
磨
消
縄
文

4
4
5

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部

-
-

（
4
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
刺
突
・
隆
帯
・
沈
線
。

外
面
横
磨
消
縄
文

4
4
6

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

鉢
Ⅶ

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
刺
突
・
隆
帯
・
沈
線
。

外
面
横
磨
消
縄
文

4
4
7

寺
9
0

1
0
C
7

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部

-
-
（
1
0
.3
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
唇
内
側
に
キ
ザ
ミ
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線

2
本
。
外
面
3
本
単
位
。
横
沈
線
2
段
。
外
面

ス
ス
。

4
4
8

寺
9
0

1
0
C
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

浅
鉢

Ⅶ
口
縁
部

3
2
3
.8
 

-
（
5
.5
）

黒
褐

口
縁
部
無
文
。
沈
線
横
区
画
内
縄
文
。
内
面

円
形
刺
突
と
横
沈
線
。

縄
文
L

4
4
9

寺
9
0

1
1
C
7

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
胴
部

-
-

（
6
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
沈
線
。
沈
線
間
縄
文
。

縄
文
L
R

4
5
0

寺
9
0

1
0
C
2
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

1
3

2
9
.0
 

-
（
1
3
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
大
き
な
半
球
刺
突
。
以
下
、

無
文
。

4
5
1

寺
9
0

1
0
C
7

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
下
半
部

3
6

-
1
1
.0
 （

1
5
.0
）

に
ぶ
い
橙

無
文
。
被
熱
に
よ
り
全
体
ハ
ゲ
。
内
面
ス

ス
・
オ
コ
ゲ
。
底
部
網
代
。

4
5
2

寺
9
0

1
0
C
2

ⅩⅠ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅹ
口
縁
部

5
3
5
.0
 

-
（
8
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

4
単
位
波
状
口
縁
。
無
文
。

4
5
3

寺
9
0

1
0
C
8

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

8
1
8
.8
 

-
（
8
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

受
け
口
状
口
縁
。
橋
状
把
手
4
。
頸
部
鎖
状

隆
帯
。
橋
状
部
～
胴
部
花
弁
状
刺
突
。
外
面

ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

4
5
4

寺
9
0

1
0
C
8

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

5
1
6
.6
 

-
（
4
.9
）

灰
褐

口
縁
受
け
口
状
。
口
縁
部
無
文
。
胴
部
刺
突

文
。
外
面
ス
ス
。

4
5
5

寺
9
0

1
1
C
2
5

ⅩⅠ
B
木
炭

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅲ
底
部
欠
損

3
0

7
2
5
.7
5

-
（
2
6
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
突
起
1
個
。
口
縁
に
沿
っ
て
斜
沈
線
キ

ザ
ミ
。
上
半
部
2
本
1
組
の
沈
線
に
よ
り
V
字

お
よ
び
U
字
状
区
画
す
る
が
単
位
は
一
様
で

な
い
。
沈
線
の
間
ま
た
は
外
側
に
列
点
。
下

部
に
横
沈
線
で
そ
の
下
は
無
文
。
外
面
ス
ス
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
ⅩⅡ

A
炭
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
2
4
ⅩⅠ

B
粘
土
下

4
5
6

寺
9
0

1
2
C
2
4

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

6
2
4
.0
 

-
（
1
6
.6
）

に
ぶ
い
黄
褐

波
状
口
縁
。
単
位
不
明
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈

線
キ
ザ
ミ
。
そ
の
下
に
沈
線
。
胴
部
沈
線
束

が
波
状
に
垂
下
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R

寺
9
0

1
0
C
6
Ⅹ
A
ト
レ
ン
チ
、

1
1
C
1
7
ⅩⅠ

下
、
1
0
C
2
2
ⅩⅠ

A
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

4
5
7

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B
木
炭
混

縄
文
後
期

鉢
Ⅱ

口
縁
部

-
-

（
4
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
無
文
。
胴
部
太
い
縦
沈
線
。
外
面
ス

ス
。

寺
9
0

1
1
C
2
0
ⅩⅠ

B
粘
土
下
炭
層

1
2
C
1
2
ト
レ
ン
チ

4
5
8

寺
9
0

1
0
C
2
0

ⅩⅠ
B
炭
混

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

1
0

2
4
.0
 

-
（
4
.8
）

灰
黄
褐

ゆ
る
い
波
状
口
縁
。
単
位
不
明
。
口
縁
に
沿

っ
て
連
続
短
沈
線
。
そ
の
下
に
沈
線
巡
る
。

胴
部
縦
沈
線
束
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

寺
9
0

1
0
C
1
2
ⅩⅠ

A
上
、

1
1
C
1
9
ⅩⅡ

A
、
1
2
C
1
3
ⅩⅠ

B

4
5
9

寺
9
0

1
1
C
1
9

ⅩⅠ
B
炭
混

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

8
2
8
.0
 

-
（
7
.6
）

に
ぶ
い
褐

波
状
4
単
位
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
。
頂
部

縦
沈
線
束
。

4
6
0

寺
9
0

1
1
C
2
5

ⅩⅠ
B
粘
土
中
炭

縄
文
後
期

深
鉢

3
a

Ⅳ
口
縁
部

7
2
3
.4
 

-
（
7
.3
）

灰
褐

大
突
起
4
、
そ
の
間
に
小
突
起
4
か
。
大
突

起
に
透
し
。
口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
。
口
縁
部
に

沿
っ
て
沈
線
。
頸
部
に
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

4
6
1

寺
9
0
 1
1
C
2
5

ⅩⅠ
B
粘
土
中
炭

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅱ
口
縁
部

1
3

1
0
.0
 

-
（
8
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
唇
に
沿
っ
て
斜
沈
線
及
び
横
刺
突
。
胴
部

縦
沈
線
束
。

寺
9
0

1
0
C
1
1
ⅩⅡ

A
炭
ト
レ
ン
チ
2
1

4
6
2

寺
9
0

1
2
C
1
4

ⅩⅠ
B
下

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
9
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
連
続
円
形
竹
管
刺
突
。
胴
部

4
本
単
位
の
縦
沈
線
。
外
面
ス
ス
。

4
6
3

寺
9
0

1
0
B
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

3
a

Ⅳ
口
縁
部

9
2
5
.8
 

-
（
7
.6
）

に
ぶ
い
褐

波
状
口
縁
（
単
位
不
明
）
口
縁
に
沿
っ
て
沈

線
。
波
状
部
円
形
刺
突
。
頸
部
に
も
刺
突
。

外
面
ス
ス
。

4
6
4

寺
9
0

1
1
C
1
5
ト
レ
ン
チ

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
5
.9
）

灰
黄
褐

浅
い
横
沈
線
。
刺
突
列
。

4
6
5

寺
9
0

1
0
C
4

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部

-
-

（
7
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
内
側
に
沈
線
。
外
面
条
線
状
沈
線
。
外

面
ス
ス
。

4
6
6

寺
9
0

1
1
C
2
5

ⅩⅠ
B
粘
土
中
炭
　

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-

（
6
.6
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
4
本
の
沈
線
。

内
面
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
。

4
6
7

寺
9
0

1
0
C
7

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅵ
a

口
縁
部

-
-
（
6
.1
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
櫛
目
状
沈
線
。
口
縁
内
面
に
沈

線
。

4
6
8

寺
9
0

1
1
C
5
ト
レ
ン
チ

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
胴
部

-
-

（
6
.1
）

灰
黄
褐

沈
線
区
画
。
外
面
ス
ス
。

磨
消
縄
文

4
6
9

寺
9
0

1
0
C
8

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

3
a

Ⅷ
口
縁
部
～
胴
部

8
2
0
.8
 

-
（
1
3
.1
）

褐
灰

6
単
位
波
状
口
縁
。
口
唇
部
キ
ザ
ミ
。
口
唇

内
側
肥
厚
沈
線
状
。
外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化

物
。

頸
部
～
胴
部
磨
消
縄
文

R
L

寺
9
0

1
0
C
6
ⅩⅠ

A
、

1
0
C
1
0
白
粘
土
川
あ
と
北
側
、

1
0
C
7
ⅩⅠ

A
、
1
0
C
8
ⅩⅠ

A

4
7
0

寺
9
0

1
1
C
1
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅷ
胴
部

-
-

（
6
.6
）

黒
横
沈
線
2
本
。
上
段
?

外
面
ス
ス
。

4
7
1

寺
9
0

1
1
C
2
5

ⅩⅠ
B
粘
土
下
炭

縄
文
後
期

壺
口
縁
部

2
0

1
4
.2
 

-
（
1
1
.5
）

灰
黄
褐

内
面
に
隆
帯
。
沈
線
。
無
文
。

4
7
2

寺
9
0

1
0
C
6

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅹ
口
縁
部

1
5

2
4
.8
 

-
（
1
3
.5
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
4
単
位
小
突
起
。
竹
管
状
刺
突
隆
帯
が

め
ぐ
る
。
突
起
部
で
隆
帯
J字

状
。
胴
部
無

文
。

寺
9
0

1
0
C
8
Ⅹ
ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
1
3
ⅩⅠ

ト
レ
ン
チ
、

1
0
C
2
0
ⅩⅠ

ト
レ
ン
チ

4
7
3

寺
9
0

1
0
C
8

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅹ
口
縁
部

5
3
2
.0
 

-
（
1
5
.7
）

褐
灰

被
熱
に
よ
る
荒
れ
。

縄
文
?

4
7
4

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
上
半
部

4
2
9
.6
 

-
（
9
.3
）

灰
黄
褐

無
文
。
外
面
ス
ス
。

4
7
5

寺
9
0

1
0
B
2
0

ⅩⅠ
B

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
上
半
部

4
2
6
.6
 

-
（
9
.9
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

縄
文
L
R

4
7
6

寺
9
0

1
1
C
1
8
ト
レ
ン
チ

ⅩⅡ
A
炭

縄
文
後
期

鉢
b

Ⅰ
口
縁
部

-
（
1
8
.1
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
反
。
無
文
橋
状
把
手
。
頸
部
鎖
状
隆

帯
。
胴
部
瓜
形
状
刺
突
。
外
面
ス
ス
。
内
面

炭
化
物
。

4
7
7

寺
9
0

1
0
C
1
7

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

1
0

2
2
.5
 

-
（
9
.3
）

に
ぶ
い
黄

4
単
位
波
状
口
縁
。
胴
部
縦
沈
線
縄
文
。
全

体
摩
耗
。

4
7
8

寺
9
0

1
0
C
1
7

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

Ⅱ
口
縁
部

3
2
9
.6
 

-
（
6
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
2
段
の
短
沈
線
。
胴
部
に
は

4
本
単
位
の
沈
線
束
が
ゆ
る
い
波
状
で
垂
下
。

寺
9
0

1
0
C
2
2
ⅩⅠ

A
、
1
1
C
2
9

4
7
9

寺
9
0

1
1
C
1
6
ト
レ
ン
チ

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
4
.7
）

に
ぶ
い
橙

沈
線
及
び
刺
突
。

4
8
0

寺
9
0

1
0
C
1
7

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
8
.3
）

灰
黄
褐

や
や
太
い
横
縦
沈
線
。

4
8
1

寺
9
0

1
0
C
1
2
ト
レ
ン
チ

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

注
口

口
縁
部

4
-

-
（
4
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
た
沈
線
と
刺
突
。

4
8
2

寺
9
0

1
1
C
1
6
ト
レ
ン
チ

ⅩⅡ
A
炭

縄
文
後
期

深
鉢

胴
部

-
-

（
6
.4
）

灰
黄
褐

外
面
ス
ス
。

縄
文
R
L

4
8
3

寺
9
0

1
1
C
2
5
ト
レ
ン
チ

ⅩⅡ
A青

粘
土
上
炭
混

縄
文
後
期

深
鉢

胴
部

-
-

（
9
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

横
沈
線
。

縄
文
R
L

4
8
4

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

2
b

口
縁
部

-
-

（
6
.9
）

に
ぶ
い
黄
橙

深
い
横
沈
線
。
連
続
刺
突
。

縄
文
L
R

4
8
5

寺
9
0

1
1
C
7

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
4
.3
）

灰
黄
褐

口
縁
小
突
起
。
口
縁
に
沿
っ
た
横
沈
線
5
本
。

4
8
6

寺
9
0

1
1
C
2
0

ⅩⅡ
A
粘
土
上
炭

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
9
.0
）

に
ぶ
い
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
5
本
。
外
面
ス
ス
。
内

面
炭
化
物
。

4
8
7

寺
9
0

1
0
C
1
7

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

5
3
0
.6
 

-
（
1
5
.1
）

明
黄
褐

口
縁
に
沿
っ
て
深
い
沈
線
。
口
縁
に
部
分
的

な
半
球
刺
突
。

4
8
8

寺
9
0

1
2
C
1
3

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
口
縁
部

2
2
4
.0
 

-
（
1
0
.4
）

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
R
L

4
8
9

寺
9
0

1
2
C
1
3

ⅩⅡ
A

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
下
半
部

1
0

-
1
6
.0
 （

1
3
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

縄
文
R
L
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報
告

N
O

遺
　
構

グ
リ
ッ
ド

層
　
位

時
　
期

器
　
種

分 類
破
片
部
位

口
縁

残
存
率

／
3
6

底
部

残
存
率

／
3
6

全
体

残
存
率

／
1
0

口
　
径

底
　
径

高
　
さ

色
調

文
様
等

縄
文

同
一
個
体

4
9
0

寺
9
0

1
0
C
2
2

ⅩⅢ
A
白
粘
土
下

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅹ
口
縁
部
～
胴
部

底
部

2
4

2
7

2
7
.5
 

9
.1
 （

3
6
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
ゆ
る
く
外
反
。
無
文
。
外
面
ス
ス
。
内

面
下
半
部
炭
化
物
厚
く
付
着
。

4
9
1

寺
9
0

1
2
C
1
0
ト
レ
ン
チ

ⅩⅡ
B

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

無
文
。
輪
積
痕
明
瞭
。

4
9
2

寺
9
0

1
2
C
5

ⅩⅡ
B

縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

弧
状
沈
線
。

4
9
3

不
明

縄
文
後
期

深
鉢

Ⅱ
口
縁
部

-
-
（
1
0
.2
）

に
ぶ
い
黄
橙

渦
巻
状
沈
線
。
胴
部
縦
沈
線
。

4
9
4

不
明

縄
文
後
期

深
鉢

2
a

Ⅱ
口
縁
部

-
-

（
4
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

3
8
9
と
同
一
文
様
。

4
9
5

寺
9
0

不
明

縄
文
後
期

深
鉢

3
a

Ⅳ
口
縁
部
～
胴
部

-
-

（
7
.8
）

に
ぶ
い
黄
橙

波
状
口
縁
。
S
字
状
突
起
。
口
縁
に
沿
っ
て

沈
線
。
口
縁
部
無
文
。
胴
部
数
本
の
沈
線
に

よ
る
弧
線
文
。
波
状
文
。

4
9
6

不
明

縄
文
後
期

深
鉢

1
Ⅴ
a

口
縁
部

-
-

（
7
.3
）

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
・
列
点
刺
突

4
9
7

寺
A

3
T

下
縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅵ
a

口
縁
部
～
胴
部

7
1
7
.2
 

-
（
1
1
.1
）

黄
灰

口
縁
部
無
文
。
内
面
2
本
の
太
沈
線
め
ぐ
る
。

上
半
部
横
沈
線
。
そ
の
間
に
櫛
状
工
具
に
よ

る
平
行
条
線
数
段
。

寺
9
0

1
0
C
6
ⅩⅠ

A

4
9
8

寺
9
0

1
0
C
1
1

-
縄
文
後
期

深
鉢

1
a

Ⅴ
b

口
縁
部

-
-

（
3
.6
）

褐
灰

波
状
口
縁
。
口
縁
に
沿
っ
て
沈
線
。
そ
の
上

か
ら
縄
文
。

縄
文
L
R
？

4
9
9

寺
9
0

1
1
C

-
縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.7
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
沈
線
。
外
面
沈
線
3
本
。

5
0
0

寺
9
0

1
0
C
1
6

-
縄
文
後
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
3
.2
）

褐
灰

横
沈
線
。
縦
沈
線
。

縄
文
R
L

5
0
1

寺
9
0

不
明

縄
文
後
期

鉢
Ⅶ

口
縁
部

-
-

（
4
.0
）

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
刺
突
・
隆
帯
・
沈
線
。

外
面
横
磨
消
縄
文

5
0
2

不
明

縄
文
後
期

蓋
？

Ⅰ
口
縁
部

-
-
（
2
.5
5
）

に
ぶ
い
黄
橙

蓋
ま
た
は
突
起
。

5
0
3

寺
9
0

1
0
C
6
ト
レ
ン
チ

縄
文
後
期

深
鉢

1
b

Ⅸ
口
縁
部

1
2
6
.5
 

-
（
1
7
.0
）

浅
黄
橙

口
縁
に
沿
っ
て
半
球
状
刺
突
。
以
下
無
文
。

ナ
デ
痕
。

5
0
4

寺
9
0

1
2
C
1
4

ⅩⅡ
B

縄
文
中
期

深
鉢

6
4
2
.0
 

-
（
9
.1
）

灰
黄
褐

波
状
口
縁
4
単
位
。
口
縁
外
側
に
太
い
隆
帯
。

胴
部
上
半
に
太
い
沈
線
3
本
め
ぐ
る
。
外
面

ス
ス
。
内
面
炭
化
物
。

縄
文
L
R

5
0
5

寺
9
0

1
2
C
1
3

ⅩⅡ
A

縄
文
中
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
5
.4
）

灰
黄
褐

渦
巻
状
突
起
。

5
0
6

寺
9
0

1
2
C
5

ⅩⅡ
B

縄
文
中
期

深
鉢

口
縁
部

-
-

（
6
.0
）

灰
黄
褐

竹
管
沈
線
。

5
0
7

寺
9
0

1
2
C
1
4

ⅩⅡ
B

縄
文
中
期

深
鉢

胴
部

-
-

（
1
0
.1
）

灰
黄
褐

頸
部
2
～
3
本
の
隆
帯
が
め
ぐ
り
、
胴
部
2
本

隆
帯
に
よ
る
縦
4
単
位
区
画
。
区
画
内
同
一

隆
帯
に
よ
る
　
文
。
先
端
剣
先
状
。
空
白
部

を
斜
向
ま
た
は
矢
羽
状
沈
線
で
充
墳
。
外
面

ス
ス
。
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別表2 遺物観察表　石器・石製品

NO 遺　構 グリッド 層　位 器　種
縦

（cm）
横

（cm）
厚さ

（cm）
重量（g） 石質 産地 備考

1 寺90 11C9 Ⅵ下 ガラス玉 0.6 0.5 0.2 0.1

2 寺90 10C5
ⅩA1上
下面

管玉 2.1 0.7 ‐ 0.9 凝灰岩

3 寺A 10C5 Ⅶ 石 3.9 3.6 0.7 17.4 流紋岩?（蛇紋岩?）

4 寺C 不明 ‐ 硯 2.8 1.1 1.0 3.0 ‐

5 寺A 14C Ⅳ 硯 6.7 4.9 1.1 47.2 ‐

6 寺A 不明 Ⅶ 石錘 20.5 7.7 6.9 1541.8 花崗岩 被熱,片面欠損

7 寺B 8B Ⅹ 茶臼（上臼） 12.4 8.8 10.9 1405.8 ホルンフェルス 穴

8 寺88 確認北側斜面 ‐ 茶臼（下臼） 7.6 4.6 2.6 129.6 安山岩

9 寺90 表採 ‐ 石臼（上臼） 23.7 14.2 5.0 1200.8 安山岩 供給口あり

10 寺A 確認トレンチ 下 軸石? 9.6 8.8 8.4 104.5 軽石 中央に径3cm程の貫通孔

11 寺90 10C21 中世 軸石? 5.1 6.5 4.7 40.8 軽石 中央に径1cm程の貫通孔

12 寺90 10C9 ‐ 砥石 4.7 4.2 2.5 12.5 軽石 全面

13 町道部分 寺A2 12C 三 砥石? 9.5 7.0 6.9 50.4 軽石 湾曲した磨り面

14 寺90 10D2 ‐ 砥石 5.7 4.0 4.7 17.6 軽石

15 中世ゴミ捨場 寺90 12D5 ‐ 砥石 13.9 17.7 6.2 2140.0 砂岩

16 寺A 13C12 ‐ 砥石 16.8 9.5 7.9 1377.8 凝灰岩

17 SE322 寺A 9B22 ‐ 砥石 19.0 11.0 12.3 2540.0 ‐ 両面磨り

18 寺A1 P38 14C ‐ 砥石 11.7 9.5 8.4 1127.3 凝灰岩 柱状多面

19 寺A SB408 10B・C Ⅴ 砥石 10.5 11.3 7.7 1444.2 ‐ 多面砥面　

20 寺A 9B21 Ⅰ 砥石 11.5 7.8 4.8 466.3 凝灰岩 出羽 不定形

41 寺A 11C2 Ⅴ 台磨石 20.5 12.7 7.1 3060.0 上面磨耗

42 寺90 14B22 Ⅶ 線刻 13.7 5.0 2.8 232.4 ‐ 線刻

43 寺90 11B2 Ⅷ上 石製品 12.2 5.6 4.1 212.2 凝灰岩 3条の刃物のよる溝

44 寺90 10B21 ⅩA2 石鏃 4.5 2.3 0.5 4.0 玉ずい,半透明頁岩

45 寺90 トレンチ縄文1 ‐ 石鏃 3.9 1.3 7.0 2.8 メノウ

46 寺90 11C22 ⅩA 石鏃 4.0 1.5 0.8 2.6 凝灰岩 基部アスファルト

47 寺90 12C10 Ⅹ 石鏃 4.0 1.3 0.5 1.7 蛇紋岩 基部アスファルト

48 寺90 10C17 ⅩA2 石鏃 3.0 1.5 0.6 2.9 鉄石英

49 寺90 11C9 ⅨB・Ⅹ上 石鏃 2.4 1.2 0.4 1.1 玉ずい,半透明頁岩

50 寺90 11B24 ⅩA 石鏃 2.1 1.2 0.3 0.7 鉄石英

51 川 寺90 11C2・7 Ⅹ上 石錘 1.6 1.4 0.4 0.5 玉ずい,半透明頁岩

52 寺90 11C4 Ⅹ上 ドリル 3.3 1.4 1.1 4.4 鉄石英 先端磨耗

53 寺90 11C4 ⅩA ドリル 3.2 0.9 0.7 1.9 ‐

54 寺90 11C4 ⅩA ドリル 4.1 0.8 0.6 1.8 ‐

55 寺90 11B24 ⅩA 両極? 6.0 4.5 1.1 42.6 蛇紋岩

56 寺90 トレンチ縄文2 ‐ 石核 4.7 10.9 8.2 410.2 ‐

57 寺90 10B16 ⅩA2 磨製石斧 12.1 4.9 2.6 235.8 輝緑岩 全面剥落

61 寺90 11C4 ⅩA 磨製石斧 9.2 4.3 2.2 137.9 閃緑岩 左右にくぼみ,斜刃

62 寺90 11C10 Ⅹ 磨製石斧 3.9 5.2 2.3 51.4 閃緑岩 先端部

63 寺90 11B24 ⅩA 磨製石斧 4.0 3.2 1.7 34.0 基部

64 寺90 11C9 ⅩA 磨製石斧 2.2 2.3 0.6 4.8 ‐

21 SD311 寺A 10C20 ‐ 砥石 7.9 6.7 6.6 517.1 凝灰岩 伊予 柱状

22 寺A SD311 10B・C, 11B・C 下 砥石 10.0 6.1 5.1 348.5 凝灰岩 出羽 不定形3面

23 寺A2 10B19 Ⅱ 砥石 13.5 4.7 5.0 434.6 凝灰岩 出羽 柱状

24 寺A 14C3 Ⅵ 砥石 8.5 4.3 3.7 183.9 凝灰岩 柱状,全面刃物キズあり

25 寺C 2・3A Ⅰ 砥石 7.5 3.2 3.7 96.2 凝灰岩 柱状

26 寺A 9C2 表土（Ⅰ） 砥石 7.9 4.6 3.0 174.3 凝灰岩 柱状3面

27 寺A Pit35 14C ‐ 砥石 6.6 3.3 2.5 91.7 凝灰岩 出羽 柱状

28 寺C 不明 ‐ 砥石 7.6 4.7 2.5 120.8 凝灰岩 柱状2面

29 寺A 9C2 Ⅰ 砥石 8.3 4.7 3.2 122.1 凝灰岩 伊予 柱状

30 寺C 2・3A Ⅰ 砥石 10.1 3.4 2.2 107.9 ‐ 出羽 板状

31 寺A 11B24 Ⅴ 砥石 8.7 2.5 2.3 76.4 ‐ 伊予 柱状砥石,管状工具による円孔途中

32 寺90 10C8 Ⅳ 砥石 4.9 5.2 1.0 23.6 ‐ 鳴滝？ 板状2面

33 寺A2 SB401‐Pit3 10C18 ‐ 石鏃 3.4 8.0 0.8 3.2 鉄石英

34 寺C Pit74 2A ‐ 磨製石斧 11.2 5.7 3.6 402.4 頁岩or凝灰岩 先端欠損

35 寺A     1C21 Ⅳ 磨製石斧 12.5 5.7 2.7 326.1 閃緑岩 全面あわ

36 寺A 11C18 Ⅴ 磨石類 13.1 10.9 8.7 1706.0 安山岩 被熱,タタキ

37 寺A 10C23 地山上 磨石類 9.5 8.9 6.4 746.8 安山岩

38 寺A 12D1 Ⅳ 磨石類 11.7 10.5 8.8 1558.0 安山岩 被熱によるハデ

39 寺A 11C23 Ⅴ 磨石類 9.9 9.3 6.9 862.7 安山岩 被熱,側面タタキ

40 水路 寺A 10C14 Ⅳ 磨石類 8.6 10.0 5.8 611.2 安山岩 被熱,タタキ

58 川アト 寺90 11C24 ⅩA上 磨製石斧 12.8 5.9 2.9 342.3 輝緑岩 全面剥落

59 トレンチ 寺90 10C21 ⅩA 磨製石斧 10.5 4.9 2.1 212.9 閃緑岩? 表面大部分剥落

60 寺90 11B24 ⅩA 磨製石斧 7.0 6.2 2.8 137.9 先端部
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NO 遺　構 グリッド 層　位 器　種
縦

（cm）
横

（cm）
厚さ

（cm）
重量（g） 石質 産地 備考

65 寺90 11C4 ⅩA 磨製石斧 2.0 2.7 0.5 4.1 凝灰岩

66 川アト 寺90 11C4 ⅩA下 磨製石斧 4.4 2.1 0.7 11.6 蛇紋岩

67 寺90 11B23 ⅩA 磨製石斧 4.1 1.4 0.4 4.1 凝灰岩

68 寺90 11C3 ⅩA 磨石類 10.8 10.3 6.2 968.7 安山岩 磨り

69 寺90 10B22 ⅩA2 磨石類 9.2 7.3 4.0 399.5 安山岩 凹石,側面タタキ

70 寺90 11D1 ⅩA1 磨石類 8.2 6.2 2.8 208.0 安山岩 凹石

71 寺90 11D2 ⅩA2 磨石類 9.9 7.7 4.2 457.0 安山岩 凹石

72 寺90 11B24 ⅩA 磨石類 9.0 6.9 5.4 511.0 安山岩 磨り

73 寺90 10C8 ⅩA1 磨石類 10.6 8.2 5.3 690.8 安山岩 磨り

74 寺90 11C8 ⅩA 磨石類 9.7 5.8 2.4 161.6 安山岩 凹石

75 寺90 10C1 ⅩA2 磨石類 8.3 4.9 3.9 256.1 安山岩 磨り,タタキ

76 寺90 11C10 Ⅹ 磨石類 5.4 8.3 6.4 278.7 安山岩 凹石

77 寺90 10B16 ⅩA2 石皿 22.5 16.6 7.5 4640.0 安山岩

78 寺90 10B22 ⅩA2 石皿 23.8 20.8 6.5 4200.0 安山岩

79 寺90 10B22 ⅩA下 砥石 8.1 7.3 5.0 496.9 ‐ 多面磨り

80 寺90 11B24 ⅩA 石棒 8.7 5.2 2.4 164.1 結晶片岩 半分欠損

81 川アト 寺90 11C11 ⅩA下 石棒 8.4 4.3 2.2 115.4 結晶片岩 半分欠損

82 寺90 11B24 ⅩA 石冠 10.1 4.9 4.7 202.7 安山岩

83 寺90 10C6 ⅩⅠB 磨石類 14.1 8.9 3.2 530.4 安山岩 磨り

84 川アト木組み 寺90 10C11 ⅩⅠ 磨石類 10.4 9.0 5.0 690.3 安山岩 磨り,タタキ,被熱

85 寺90 10B18 ⅩⅠA 磨石類 11.7 8.4 3.5 481.5 安山岩 凹石

86 川アト 寺90 10C2 ⅩⅠA 磨石類 12.8 8.1 3.5 389.5 安山岩 凹石,側面タタキ

87 トレンチ 寺90 11C25
ⅩⅡA

青粘土混
磨石類 10.3 7.1 4.9 490.2 花崗岩 凹石

88 川アト北 寺90 10C9 ⅩⅡ上 磨石類 12.4 5.9 3.1 224.3 安山岩 凹石,タタキ

89 川アト 寺90 10C3 ⅩⅡA上 磨石類 11.6 6.7 3.6 390.5 安山岩 凹石

90 川アト 寺90 10C3 ⅩⅡA 磨石類 10.4 7.4 4.8 489.3 安山岩 凹石

91 川アト 寺90 10C3 ⅩⅠ 磨石類 8.9 9.0 7.1 785.3 安山岩 磨り,タタキ

92 トレンチ 寺90 10C1 ⅩⅡA 磨石類 10.7 7.1 5.2 560.0 安山岩 凹石

93 寺90 11B24 ⅩⅡA 敲き石 4.0 5.4 5.0 211.9 ヒスイ

94 川アト 寺90 10C3 ⅩⅡA上 砥石 9.2 9.6 3.2 370.2 安山岩 磨り,タタキ

95 寺90 10B20 ⅩⅤA 磨製石斧 5.9 6.6 2.7 171.2 凝灰岩 先端

96 川アト木組み 寺90 10C11 ‐ 石冠 7.5 10.3 5.1 290.9 凝灰岩
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別表3 金属関連遺物　観察表（作表：穴沢義功）

構成図
№

構成
№

遺物名
地区
名

遺構 グリッド 層位
計測値（cm） 重量

（g）
磁着
度

メタル
度

特　記　事　項
長軸 短軸 厚さ

1 1
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・頂部・縄目痕付き・
上段上半〔酸化・頂部〕）

90A － 13C10
焼土
青砂内

9.2 16.3 6.5 699.3 1 な　し

上下面が平坦に成形された炉壁頂部破片。左右の側部が破面となっており、
平面は薄く滓化して、上下面の一部は白色滓化している。外面上半部には、
横方向に伸びる筋状の窪みが残されている。上部を一周するようにめぐる紐
痕があり、外面中央部には滓がこびりつき、表皮が紫紅色となる。胎土は多
量のスサ入り。

1 2
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・頂部・縄目痕付き・
上段上半〔酸化・頂部〕）

A-2 － 11B14 Ⅴ 7.0 9.9 8.5 370.7 1 な　し

内外面が生きている頂部相当の炉壁破片。上下面と左側は破面となり、右
側部は表皮が脱落する。内面はわずかに滓化して発泡から垂れが生じ始めて
いる。前者と同様、外面中段には横方向にめぐる紐痕らしき窪みが確認され
る。

1 4
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・頂部・上段上半〔酸

化・頂部〕）
A-2 町道部分 12C 三 8.4 9.8 4.6 293.9 1 な　し

内面が酸化色に被熱して、左下半部がわずかに滓化する炉壁破片。上面は
表皮が剥落する。左右の側部から下面は、はっきりとした破面となり、外面
は表皮が厚く剥落する。胎土は多量の籾殻入り。

1 5
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・頂部・上段上半〔酸

化・頂部〕）
A-2 町道部分 12C Ⅴ 7.7 9.5 4.3 251.7 1 な　し

内面の9割方の表皮が剥落して、斜め右下方向への、指頭によるナデ痕が
残る炉壁破片。上面はほぼ生きており、外面は表皮が剥落する。側部2面と
下面が破面となる。内面下端には、発泡して白色滓化した自然面が残る。

1 6
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・上段下半〔発泡〕）

A-2 － 10C8 二 7.2 7.4 4.1 171.1 1 な　し
内面が平滑に滓化して、表皮が風化色となる炉壁破片。上面は粘土単位の

接合部で、水平方向に途切れ、内面から見るとやや外傾ぎみ。側部2面が破
面で、外面は表皮が剥落する。

1 7
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・上段下半〔発泡〕）

A-1 － 13C2 Ⅴ 7.1 8.3 4.7 190.7 1 な　し

内面が平滑に滓化して、風化色となっている炉壁破片。 下半に横方向に
走る浅い筋状の窪みが確認され、内面整形時の痕跡と考えられる。上面右側
に残る縦方向の窪みは木炭痕の一種か。上面は平坦に途切れた粘土単位の接
合部。左右の側部から下面が破面となる。

1 8
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・上段下半〔発泡〕）

A-2 町道部分 12C 三 5.9 10.6 4.3 198.3 1 な　し
上面に水平に途切れた接合痕を残す炉壁破片。内面は薄く滓化して、表皮

が風化する。外面は表面が剥落して破面となる。左右の側部から下面が破面。

1 19
炉壁（溶解炉・中段下半

〔滓化〕）
A-2 SE322 9B22 － 19.6 17.4 6.0 1407.3 1 な　し

内面の滓化が進み、上下方向に垂れや浅い窪みが連続する大型の炉壁破片。
側部は全面破面となる。外面は表皮が剥落しながらも生きている。内面の滓
化状態は上下で様相を異にする。上半部は滓表面が風化色に覆われて明褐色
になるのに対して、下半部は溶損気味で、淡緑色から進んだ紫紅色となる。
2片が接合している。胎土は内外で被熱が異なり、外面寄りの吸炭部が広い。

1 20
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・中段下半〔滓化〕）

A-2 水路 11B18 － 20.4 14.5 6.6 1366.2 1 な　し
内面が激しく滓化・溶損して、上下面に平坦気味の接合痕を残す炉壁破片。

下端の接合痕には表面に薄い滓が生じ、補修土が一部に確認される。左右の
側部全体と上面右半分が破面となる。外面は表皮が剥落して破面が露出する。

1 21
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・下段上半〔滓化強〕）

A － 14C～D
黒色炭
化層

14.3 16.2 4.3 720.2 1 な　し

内面の滓化・溶損が進み、下端に水平に途切れた接合部が確認される炉壁
破片。内面には5cm大を超える木炭痕も残されている。側部3面は破面と
なる。外面は上方ほど剥落が進み、逆に下半部では表皮のみが剥落気味。内
面のガラス質滓部分には、一部に3価の鉄酸化物がわずかながら生じている。

1 22
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・下段上半〔滓化強〕）

A-1 － 14C18 － 10.2 12.3 5.9 481.4 1 な　し

内面が強く滓化・溶損して、下向きに垂れが発達する炉壁破片。内面は発
泡から垂れの状態で、表皮右方向はくすんだ紫紅色となる。上面は水平に途
切れた粘土単位の接合部。外面は7割方の表皮が剥落気味で、右下の部分は
生きている。左右の側部は破面となり、下面の一部も接合痕様に一部が水平
に途切れる。

1 23
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・下段上半〔滓化強〕）

A-1 － 13C7 Ⅴ 10.7 10.8 4.7 302.6 1 な　し
内面が滓化・溶損して、部分的にくすんだ紫紅色となる炉壁破片。上下面

は粘土単位の接合部で、左右の側と外面左下の部分が破面となる。外面は横
方向のケズリ痕を残す自然面で、生きている。

1 24
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・下段上半〔滓化強〕）

A-2 町道部分 12C Ⅴ 7.4 8.8 5.0 223.0 1 な　し
上下面が水平に途切れた粘土単位の接合部となる炉壁破片。内面は滓化・

溶損してやや深い窪みとなっている。左右の側部が破面で外面は生きており、
吸炭部分が露出する。

1 9
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・頂部・上段下半〔発

泡〕）
A － 10C4 Ⅴ 6.2 11.5 4.5 232.3 1 な　し

前者と同様、上面が平坦な接合部となる炉壁破片。内面は薄く滓化して、
表皮が全体に白色気味の風化色を示す。外面は表皮が剥落して、吸炭した地
が露出する。左右の側部から下面は破面となる。

1 10
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・上段下半〔発泡〕）

A-2 町道部分 12C Ⅴ 10.7 6.9 4.2 198.0 1 な　し

内面から上面肩部にかけてが薄く滓化した、上下に長い炉壁破片。内面は
やや錆色が広がり、微妙に磁着する。上面は平坦な接合部で、左右の側部が
破面となる。下面は一部が接合痕様に平坦化する。外面は表皮が剥落して、
地の吸炭層が露出する。胎土中には籾殻を多量に含む。

1 11
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・上段下半〔発泡〕）

A-2 町道部分 12C Ⅴ 9.0 8.3 5.0 315.8 1 な　し

内外面が生きている炉壁破片。内面は前者と似る薄い滓化状態で、錆色も
ほぼ共通する。生きている外面は、表皮がごく薄い滓化状態となる。上面は
平坦に成形された粘土単位の接合部で、やはり薄い滓化を示す。左右の側部
から下面は破面となる。

1 12
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・中段上半〔滓化〕）

A-2 － － － 13.5 22.0 6.0 1511.7 1 な　し

上下面に水平に途切れた粘土単位の接合部を残す、しっかりとした炉壁破
片。内面は薄く滓化してわずかに木炭痕が残り、下端寄りには垂れも生じ始
めている。左右の側部は破面で、表皮の一部が滓化している部分もあり、ひ
び割れからの被熱か。上下の端部の一部には低い突出部があり、接合部をそ
れぞれ補強している。外面は剥落が進み、横方向に走るキズが目立つ。胎土
は緻密で籾殻痕は少ない。典型的な溶解炉の炉壁破片である。

1 13
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・中段上半〔滓化〕）

A-2 － － 三 8.5 12.8 5.6 508.4 1 な　し

内面状態や上面の接合痕が、前者とよく似た炉壁破片。内面は薄く滓化し
てわずかに木炭痕が残り、風化色ともなる。上下斜め方向に筋状の窪みが2
条確認されるが、それは当初の成形痕と見られる。上面は平坦な粘土単位の
接合部で、外面は表皮が剥落しながらも生きている。左右の側部から下面は
破面となる。

1 14
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・中段上半〔滓化〕）

A-2 町道部分 12C 三 12.5 6.9 5.0 290.3 1 な　し
内面の滓化がやや強く、下半部が溶損気味の炉壁破片。上面はわずかに残

る粘土単位の接合部となり、外面下半部は生きている。下面は接合部の可能
性あり。左右の側部は破面。

1 15
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・中段上半〔滓化〕・

緑青付き?）
A-2 － 11C10 三 9.8 7.5 5.7 386.8 1 な　し

内面が薄く滓化して発泡気味の炉壁破片。上面は水平に途切れた粘土単位
の接合部で、肩部を除いて外面は生きている。左右の側部と下面が破面とな
る。内面の右上下面には灰色の酸化物が付着するが、緑青ほどではない。覆
土に由来するものか。

1 16
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・中段上半〔滓化〕・

白色滓付き）
90A

中世ゴミ
捨て場

12C2 － 7.0 11.6 6.4 314.7 1 な　し

内面が薄く滓化して、下端部には垂れも生じている炉壁破片。上面は平坦
な粘土単位の接合部で、外面は生きている。外面の整形は横方向のケズリに
よる。左右の側部から下面は破面となる。内面には茶褐色から黒褐色の粒状
の酸化物が点々と貼りついている。径は2mm大以下。

1 17
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・白色滓付き・中段下

半〔滓化〕）
A － 11B21 Ⅴ 14.2 12.1 5.3 815.6 1 な　し

内面が滓化して、垂れや木炭痕が確認される炉壁破片。上面は水平気味に
途切れる粘土単位の接合部で、外面は表皮が剥落気味ながらも生きている。
外面には褐色の酸化色の部分や灰黒色の吸炭部分がともに露出する。側部か
ら下面は小破面が連続する。胎土は硬質で比重が高い。右側部上半は横方向
の粘土単位の接合部か。

1 18
炉壁（溶解炉・中段下半

〔滓化〕）
A-2 － 9B21 2 15.1 11.9 5.2 520.1 1 な　し

内面が滓化・溶損して、浅い木炭痕や垂れが確認される炉壁破片。側部全
体が破面で、外面は表皮が剥落気味。

1 3
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・頂部・上段上半〔酸

化・頂部〕）
A-2 水路 11B18 － 8.3 10.1 8.5 523.2 1 な　し

内面が灰色に被熱した炉壁頂部破片。上面はヘラで平坦に整えられた自然
面となり、外面上半部が生きている。左右の側部から外面下半部が破面。下
面は樋状に窪んだ粘土単位の接合部で、上面は頂部として生きている。
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構成図
№

構成
№

遺物名
地区
名

遺構 グリッド 層位
計測値（cm） 重量

（g）
磁着
度

メタル
度

特　記　事　項
長軸 短軸 厚さ

1 25
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
下段上半〔滓化強〕）

A-1 － 13B － 6.4 9.1 4.7 243.8 1 な　し
上下面に水平方向に途切れた接合痕を残す炉壁破片。内面は滓化・溶損が

進み、下端部には垂れが連続する。左右の側部は破面となり、外面は肩部が
剥落気味。

1 26
炉壁

（溶解炉・下段上半〔滓
化強〕）

A-2 － 12C13 二 14.8 17.2 6.1 824.7 1 な　し

内面が黒色ガラス質に滓化して、5cm大を超える木炭痕や黒鉛化木炭の
固着する炉壁破片。滓部は下半ほど厚くなっている。側部4面が破面で、外
面の外周部も破面となっている。外面中央部は生きている。上面の左端部に
わずかながら接合痕を示す平坦面あり。

1 27
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
下段下半〔滓化強〕）

90A － －
中世面
表採

16.7 13.8 5.0 736.7 2 な　し 分析資料No.1 詳細観察表参照。

1 29
炉壁

（溶解炉・大口径羽口周
辺）

A-2
SD311
13th

10B・C
11B・C

－ 10.0 17.0 5.9 611.9 1 な　し

内面が平滑に滓化して、左側部中段に大口径羽口の基部の立ち上がり痕を
残す炉壁破片。上下面は平坦な接合部で、外面上半の8割方は化粧土が剥落
している。右下半部には化粧土の一部が残存する。内張り土は硬質で、化粧
土には籾殻やスサを混じえる軟質な土を用いている。

1 30
炉壁

（溶解炉・大口径羽口周
辺）

90A 炉中 13B25 － 13.6 11.8 2.9 299.8 1 な　し

内面全体が微細な発泡状態となり、紫紅色の羽口周辺に特有な質感となっ
た炉壁破片。2.4cm前後の厚みを持つ内張り土の破片で、左側部上端がやや
反り返り気味。この部分は大口径羽口側を示す可能性を持つ。側部4面は破
面で、外面の剥落が進む。

1 31
炉壁

（溶解炉・大口径羽口周
辺・補修）

A
確認
No.4

トレンチ
－ － 15.0 16.1 7.7 1042.9 2 な　し

内面が激しく滓化・溶損して、左側の端部が幅3cmほどの範囲で帯状に
盛り上がっている炉壁破片。帯状の部分は大口径羽口の装着痕と推定され、
表皮が粒状に滓化している。炉壁内面には木炭痕や木炭の噛み込みが認めら
れる。側部は全面にわたり破面で、外面は表皮が剥落する。側面から見ると
内面全体が補修面となっている補修炉壁である。部位としては大口径羽口の
右側の基部にあたる。

1 32
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-1 SX47 － － 7.15 12.75 5.5 355.5 1 な　し
内面に薄皮状の補修面の残る補修炉壁破片。上面は粘土単位の接合面で、

緩やかな波状になっている。炉壁内面は薄い発泡状態で、当初の面は白色滓
化する。側部3面と外面が破面。

1 33
炉壁（溶解炉・接合痕付

き・補修）
90A 単炉付近 13C10

黄砂
まじり

8.1 10.2 4.5 223.1 1 な　し

内面に発泡した補修面を残す補修炉壁破片。補修面は1cm程の厚みを持
ち、左側に向かい薄くなっている。側部3面は破面となり、上面は接合痕と
して生きている。外面は表皮が厚く剥落して地の部分が露出する。胎土は籾
殻入り。

1 34
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A － 10C5 Ⅴ 8.2 11.6 5.5 360.1 1 な　し

前者と似た滓化状態や胎土を持つ炉壁破片。内面には補修面の一部と考え
られる、籾殻を多量に混じえた土が薄く張り付いており、地の部分には薄く
滓化した当初の炉壁が顔を出している。上面は平坦な接合部で、側面3面と
外面下半の8割方が破面となっている。

1 35
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-2 町道部分 12C 三 7.1 11.8 4.9 315.9 1 な　し

内面が薄く滓化して、上下方向に指頭痕らしきナデ痕が確認される炉壁破
片。補修面が一枚あり、厚さは1cm前後と薄い。上面は平坦に途切れた粘
土単位の接合部。側部3面が破面で、外面はほぼ生きている。内面右下端部
には1mm大前後の緑青色が確認される。

1 36
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-1 － 14C19 Ⅴ 7.4 10.2 5.2 280.4 1 な　し
内面が薄く滓化して、上下面が粘土単位の接合面となる炉壁破片。内面の

補修面は5mm前後と薄い。上面の接合痕の部分は表皮が滓化しており、隙
間が生じていたことを示す。左右の側部が破面で、外面は生きている。

1 37
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-1 － 13C2 Ⅴ 9.7 8.3 4.4 240.8 1 な　し

ガラス質に滓化した内面が2枚確認される補修炉壁破片。下面は粘土単位
の接合部。左右の側部から上面は破面で、外面は表皮が剥落した平坦面とな
る。内面の滓化状態は垂れや木炭痕の共存する状態で、当初の面の方が白色
滓化気味。

1 38
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-2 町道部分 12C Ⅴ 13.1 11.5 5.0 507.4 1 な　し

滓化・溶損した内面が重層する補修炉壁破片。補修面の厚さは1.5cm前
後で、側部が全周にわたり破面となる。上面は平坦に途切れた接合部で、残
る側部3面が破面。外面は表皮が剥落気味ながらも、平坦な全体感が生きて
いる。

1 39
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A 町道 12C － 10.1 10.7 5.3 338.1 1 な　し

内面に2枚の補修面を残す補修炉壁破片。内面状態は当初と1枚目の補修
面が紫紅色となり、2枚目の補修面の表面は風化して白色滓化している。側
部3面は破面で、側面には当初の面を中心に接合痕が残されている。外面は
表皮が剥落する。内面の紫紅色は銅系の酸化色を示す可能性が強い。

1 40
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-2 － 10C1 Ⅴ（三） 20.3 15.6 8.0 1499.3 1 な　し

内面全体が黒色ガラス化した大型の補修炉壁破片。補修面が2枚確認され、
都合3枚の滓化した面を持つ。補修面の厚みは1cm～1.5cm前後の厚みと
なる。当初の炉壁の下面はやや途切れ気味で水平に伸びており、粘土単位の
接合部と判断される。左右の側部から上面は破面となる。外面は肩部が脱落
気味となっているが、全体感は生きている。

1 41
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-2 － 11B23 Ⅳ 19.1 11.0 7.8 1221.6 1 な　し

内面がガラス質に滓化して、補修面を1枚確認出来る補修炉壁破片。補修
面の厚みは2cm前後とやや厚く、内面表皮の色調は補修の前後とも紫紅色
が強い。炉壁表面は木炭痕や垂れが生じ、右下端部には錆色の部分が確認さ
れる。下面は途切れ気味で、粘土単位の接合部を示す。側部3面が破面で、
外面は生きている。

1 42
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-2 － 10B20 Ⅳ 10.6 12.6 10.3 862.3 1 な　し

内面に2枚のやや厚い補修面を残す補修炉壁破片。内面はガラス質に滓化
して、やや紫紅色気味となる。上面は当初の面を含めて3面が平坦に途切れ
た接合部となっており、補修の前後とも同じ高さで接合していることがわか
る。縦断面形はやや異なり、当初の面の肩部はかなり外傾する溶損状態とな
る。左右の側部と下面は破面となり、外面は表皮が剥落するものの、全体形
状は生きている。

1 43
炉壁（溶解炉・接合痕付

き・補修・青銅系）
A-2 水路 11B18 － 14.1 13.7 6.5 1005.0 1 な　し

内面がガラス質に滓化・溶損して、内側に一枚の補修面が重層する炉壁破
片。内面表皮は木炭痕や垂れが目立ち、紫紅色の強い補修面の厚みは1.4cm
前後。右側面の破面には1.3cm大以下の小塊状の鉄部が顔を出している。
下面は水平に途切れた粘土単位の接合部となる。左右の側部が破面となり、
外面の中段部分は生きている。

1 44
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-1 － 14C11 Ⅴ 16.15 15.4 7.5 1096.5 1 な　し

内面の下半部が3cm程溶損して窪んでいる炉壁炉底破片。側部からみる
と一枚の補修面が確認される。内面の下半部にはガスの抜け穴が並び、溶解
炉の「ル」の部分と推定される。上面は水平に途切れた粘土単位の接合部と
なる。下面は接合部で左右の側部から外面上端は破面となっており、それ以
下は化粧土の剥落面として生きている。構成No.45とほぼ類似する。

1 28

炉壁
（溶解炉・接合痕付き・
下段下半〔滓化強〕・炉

壁炉底付き）

A-2 SE409 9B21 － 20.5 23.3 7.3 2477.8 1 な　し

内面下半2／3が溶損して炉壁炉底を示す炉壁基部破片。上面は平坦に途
切れた接合部で、左右の側部から下面は破面となっている。外面は中段部分
が生きており、上端部は表皮が脱落する。下端部沿いの炉底部は鍋底状で、
緩やかな傾斜を持ち、1枚の補修面が覆っているため補修炉底と判断される。
内面の肩部直下は横方向にガラス質の滓が突出し、下半部は溶損して、炉壁
炉底特有のガスの抜け穴が連続する。表面の7割方は風化色となり白色滓化
している。溶解炉としては金属のたまる「ル」の部分で、構成No.44・45
と共通する部位にあたる重要資料。胎土は砂質でスサや籾殻を混じえる。

1 45
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修）

A-2 町道部分 12C 三 14.4 8.9 5.1 399.0 1 な　し

前者と極めて類似した、一回り小さな炉壁炉底破片。内面の中段以下は溶
損して2cm程窪んでおり、側部には一枚の補修面が確認される。上端部は
当初の面を中心に、水平に途切れた粘土単位の接合部となっている。左右の
側部から下面が破面となり、外面は表面が剥離する。炉壁としては溶解炉の
「ル」の部分に当たる。
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構成図
№

構成
№

遺物名
地区
名

遺構 グリッド 層位
計測値（cm） 重量

（g）
磁着
度

メタル
度

特　記　事　項
長軸 短軸 厚さ

1 46
炉壁

（溶解炉・指頭痕付き）
90A

中世ゴミ
捨て場

12B22 － 8.5 9.9 5.0 250.8 1 な　し
外面に斜め方向に向く連続した指頭痕が残されている炉壁破片。全体が酸

化色で、内面のごく一部がわずかに滓化気味。側部は全周が破面で、外面は
表皮が剥落する。酸化色のためか胎土中の籾殻が目立つ。

1 47
炉壁

（溶解炉・指頭痕付き）
A-2 － 11C21 Ⅴ 12.0 9.3 5.5 369.1 1 な　し

内面に左右斜め方向の、連続する指頭痕を残す炉壁破片、または鋳型中子
部破片。指頭痕は右下へ向かう弧状のものとなる。内面の8割以上が剥離し
たため、指頭痕が露出する。本来の内面は上端部と中央部にわずかに残る発
泡気味の部分。側部は全周にわたり破面で、外面も表皮が剥落している。

1 48
炉壁

（溶解炉・指頭痕付き・
補修）

90A
中世ゴミ
捨て場

12C2 － 8.3 9.0 5.6 268.4 1 な　し
内面に右方向への連続的な指頭痕が残されている補修炉壁破片。補修部分

は内面に5mm程の厚さで残されている。側部は破面となり、外面には吸炭
した部分が露出する。

1 49
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
転用・特殊）

A-2 町道部分 12C 三 8.4 12.7 10.0 642.2 1 な　し

内面がわずかに滓化して、3cm大の木炭層が確認される炉壁破片。下面
が強い椀形に突出している。この部分の表皮は全体に被熱して、薄く白色滓
化する。上面は大破面で、左側部と外面の一部も破面となっている。構成
No.47と同様、塊状の粘土塊を積み重ねて炉体を作成して、内外面を化粧土
で調整している部位があることがわかる。

1 50
炉壁

（溶解炉・指頭痕付き・
白色滓付き）

A-2 SD311 10C7 － 14.7 13.0 5.7 555.4 1 な　し

内面が強く滓化・溶損して、風化のためか白色滓化している炉壁破片。内
面には1cm前後の厚みの補修面が確認され、補修炉壁となる。上面の一部
は平坦に途切れた接合痕となり、残る側部から外面は破面主体となる。外面
肩部や左中段には指頭痕らしき窪みが点々と残されている。

1 51 炉壁（溶解炉） A-2 SD311
10B・C
11B・C

下 3.5 6.6 2.7 29.8 1 な　し

内面が黒色ガラス化した炉壁表面破片。内面には木炭痕が残り、外面には
2cm大前後の木炭を左右に噛みこんでいる。一見、ガラス質の滓のように
見えるが、上面にはしっかりと炉壁土が露出する。外面に噛みこまれた木炭
をC14分析に用いている。C14分析・試料No.5。

1 52
炉壁

（溶解炉・真土付き）
90A

中世ゴミ
捨て場

12C7 － 4.7 10.6 4.6 173.5 1 な　し
内面に砂質土主体の真土部分を残す炉壁破片。内外面の半分以上が破面と

なっており、水平気味に途切れる。上下面や側部も破面と推定される。外面
には指頭痕が2ヶ所に残る。

1 53
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
白色滓付き）

90A
炉状床上
ベルト西

13B25 － 5.6 10.7 5.1 213.8 1 な　し

内面が薄く被熱して下半が白色滓化している炉壁破片。上下面が平坦な接
合痕となっており、一見、やや太めのクライ状となる。破面は左右の側部主
体で、外面右側は生きている。内面には指頭痕と錆色の滓の付着が確認され
る。

1 54 炉壁（溶解炉・クライ） A-2
SD470
町道部分

12B・C
13C

－ 4.8 10.0 3.3 98.0 1 な　し
内面が黒色ガラス化して垂れの目立つクライ破片。クライの縦断面形は台

形で、外面方向が狭くなる。左右の側部は破面となり、炉壁部分の吸炭が強
い。溶解炉の水平方向の接合部の一部に用いられているパーツと考えられる。

1 55
炉壁

（溶解炉・青銅粒子付き）
A

道路部分
（旧）

12C － 2.7 4.0 1.5 7.3 1 な　し

内面に点々と緑青の吹いた炉壁小破片、または大口径羽口破片。緑青の母
体は径3mm大以下の粒状の部分で、炉壁表面に点々と顔を出している。肉
眼的には14ヶ所程度が確認される。炉壁表面は黒褐色に滓化して側部から
外面が破面となる。

1 56
炉壁

（溶解炉・青銅粒子付き）
A － 14B22 Ⅶ 4.5 4.5 1.4 19.5 1 な　し

表面に1cm程の厚さで滓部が形成された炉壁表面破片。炉壁内面は滓化
して2cm大を超える木炭痕が残り、紫紅色気味となる。表面中段と下端部
寄りに緑青に似た青黒い部分が確認される。胎土は砂質で、側部から外面全
体が破面。

1 57
炉壁

（溶解炉・青銅粒子付き）
A-2 － 10B11 Ⅴ 6.2 5.0 2.5 43.4 1 な　し

内面がくすんだ暗紫紅色に滓化した炉壁破片。内面には浅い木炭痕や垂れ
が確認され、側部から外面が破面となる。表面にわずかな緑青色を残す。

1 58
炉壁

（溶解炉・青銅粒子付き）
A － 11C16 Ⅴ 5.3 5.6 4.3 66.6 1 な　し

内面が黒色ガラス質に滓化した炉壁小破片。表面に食い込むように2mm
大以下の緑青の吹いた粒子が4ヶ所、確認される。左側部中段には3mm大
を超える緑青色の粒子がある。内面の一部は木炭痕と見られる。側部から外
面は破面で、ひび割れ由来のためか、側部2面が滓化する。

1 59
炉壁

（溶解炉・青銅粒子付き）
A-2 － 10B11 Ⅴ 5.5 7.5 4.9 144.0 1 な　し

内面が滓化して、浅い木炭痕や垂れが確認される炉壁破片。内面全体がく
すんだ紫紅色となり、中央左寄りにわずかかな緑青色が確認される。側部は
全面破面で、吸炭した外面は生きている。

1 60
炉壁

（溶解炉・青銅粒子付き）
A-2 － 10B11 Ⅴ 10.5 13.3 4.8 425.6 1 な　し

前者を一回り大きくしたような、内面状態がよく似た炉壁破片。内面には
浅い木炭痕とわずかな垂れが共存し、全体がくすんだ紫紅色となる。3mm
大以下のわずかに緑青色をした粒子や黒褐色の粒子が数多く確認され、その
数は肉眼的にも20ヶ所以上となる。側部3面は破面で、左側部は不規則な
がら接合痕様に途切れる。外面表皮は薄く剥落する。

1 61
炉壁

（溶解炉・白色滓付き・
青銅粒子付き）

A-2 町道部分 12C 三 3.9 4.3 3.6 44.8 1 な　し

黒色に滓化した内面に、2mm大以下の緑青の吹いた粒子が数多く点在す
る炉壁破片。黒色の粒子も目立ち、粒子の総数は30ヶ所程になる。側部4
面と外面が破面で、構成No.55の表面状態ともよく似ている。表面の一部
は風化のためか白色滓化する。

1 62
炉壁（溶解炉・白色滓付

き・青銅粒子付き）
A-2 町道部分 12C 三 7.7 6.7 4.4 135.6 1 な　し 分析資料No.2 詳細観察表参照。

2 66 炉壁炉底（溶解炉） A-2 SE320
10C

4・5・
9・10

－ 9.1 8.2 4.8 287.8 1 な　し
前者と同様、内面が黒色ガラス化して、ガスの抜け穴が連続する炉壁炉底

破片。上手右側がやや盛り上がっており、緩やかな垂れと見られる。側部に
は破面が連続し、破面左寄りの6割方が掘り方からの皿状の剥離面となる。

2 67 炉壁炉底（溶解炉） A － 10C5 Ⅴ 8.3 9.7 4.3 183.4 1 な　し

内面が黒色ガラス化して、5mm大を超えるやや粗いガスの抜け穴が連続
する炉壁炉底破片。右寄りには、やや幅広い垂れが下手側に向かい2段に並
んでいる。側部はシャープな破面で、外面上手側は吸炭部分が露出する掘り
方からの剥離面となる。

2 68
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き）
90A － 13C5

黄砂
まじり

6.6 7.2 5.3 203.7 1 な　し
風化のためか内面表皮が白色滓化した炉壁炉底破片。内面は緩やかな波状

で、ガスの抜け穴が並ぶ。側部は破面となっており、下面は皿状の掘り方か
らの剥離面。

2 70
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き）
A-1 二枚目 13C18 － 11.9 9.5 7.0 437.9 1 な　し

内面が黒色や暗紫紅色に滓化して、外周がやや白色滓化している炉壁炉底
破片。上手側は左右方向に一段高まっており、補修痕の可能性を持つ。側部
は全周が破面で、外面は皿状の剥離面となる。

1 63
炉壁炉底

（溶解炉・補修・青銅粒
子付き）

90A
中世ゴミ
捨て場

12C2 － 5.7 8.3 3.2 81.4 1 な　し

内面が白色滓化した、ガスの抜け穴の並ぶ炉壁炉底破片。内面の上手側に
は黒色の滓が盛り上がり、補修炉壁の痕跡を残す。7割方の表面は白色滓化
して、鉄由来の銹化物と3mm大以下の緑青色の粒子が残されている。緑青
色の粒子の一部は芯部が錆色。短軸方向は上手側が立ち上がり気味で、炉壁
方向を示す。側部は破面で、外面は剥離面となる。

1 64
炉壁炉底

（溶解炉・補修・青銅粒
子付き）

90A 中世溝2 11C － 9.8 9.3 4.4 234.3 1 な　し

内面が黒褐色から暗紫紅色に滓化して、中層部分に補修痕が確認される炉
壁炉底破片。表面状態は構成No.57、59、60、さらには70とやや似ている。
上手側側部の滓表面に3mm大以下の緑青色の粒子や鉄粒と考えられる銹化
した粒子が残されている。側部にはシャープな破面が連続し、下面は平坦な
掘り方からの剥離面となる。

2 65 炉壁炉底（溶解炉） A － 10C2 Ⅴ 6.5 12.6 4.4 254.0 1 な　し

内面が黒色ガラス化して、ガスの抜け穴が連続的に並ぶ炉壁炉底破片。構
成No.65～67は、ほぼ類似する資料。上面は短軸方向に向かいやや弧状で、
中央部に小さな垂れが確認される。側面はシャープな破面となり、外面の下
手側には皿状の剥離面が残されている。下手側が炉底の中心部寄りか。

2 69
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き）
90A 地山上 13B25

焼土上
炭層

8.3 8.0 5.5 276.1 1 な　し

内面状態が前者と似た炉壁炉底破片。内面全体がガスの抜け穴となり、一
部に錆色や黒褐色の粒状の付着物を含んでいる。粒子の径は5mm大から
2mm大。内面の上手側は緩やかに立ち上がっており、炉壁方向を示す。側
部3面が破面で、上手側の側部はひび割れからの被熱のためか表面が薄く滓
化する。下面は皿状の掘り方からの剥離面。
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2 71 炉壁炉底（溶解炉・補修） A-1 － 13C3 Ⅴ 8.0 11.5 5.0 280.7 1 な　し

内面が黒色ガラス化して、側面に2面の補修痕を残す炉壁炉底破片。内面
にはガスの抜け穴が並び、わずかに垂れも確認される。補修面の厚みは1.2
～1.5cm程度で、各々の表面が白色滓化しているために白い筋状となる。
短軸の上手側は緩やかに立ち上がり炉底側部を示す。側部は連続する破面で、
上手側は皿状の掘り方からの剥離面。

2 72 炉壁炉底（溶解炉・補修） A-2
SD470
町道部分

12B・C
13C

－ 13.5 7.8 6.5 458.0 1 な　し

前者と同様、内面が黒色ガラス化して、連続したガスの抜け穴と垂れが確
認される炉壁炉底破片。上面に厚さ1cm程の補修面が乗っている。側部は
シャープな破面となり、下面は皿状。左下手側は緩やかに反り返り、側部寄
りを示す。

2 73 炉壁炉底（溶解炉・補修） 90A － 13B25 中世層 11.8 11.8 6.0 616.7 1 な　し

内面に2cm～2.5cmの厚さの補修面を2枚重層する、炉壁炉底、側部寄
り破片。上面は黒色ガラス化してガスの抜け穴や垂れが共存し、木炭痕らし
き窪みも確認される。短軸方向の断面形は上手側に向かい急激に立ち上がる
形で、炉底の側部を明瞭に示している。胎土はスサや籾殻入りの硬質土。側
部は全周に渡り破面となる。

2 74 炉壁炉底（溶解炉・補修） A-2 町道部分 12C － 10.6 12.1 4.0 342.8 1 な　し

内面が黒色ガラス化して、一部が白色滓化している炉壁炉底破片。上面に
2面の補修面を持ち、補修面の隙間が白色滓化している。側部は破面で、上
手側が立ち上がるため炉底端部と見られる。下面は9割方の表皮が剥離して
おり、下手側には粘土単位の切れ目の可能性がある筋状の段を持っている。

2 75
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修・含鉄）

A-2
道路状
遺構

（新拡幅）
12C － 10.5 10.1 4.2 304.5 1

銹化
（△）

内面が強く白色滓化した炉壁炉底破片。上面に1cm程の厚さの補修面を
重層する。滓化した表面には粗いガスの抜け穴と緩やかな垂れが共存し、上
面中央部に1cm大の小塊状の鉄塊または黒鉛化木炭が固着する。表面の一
部は、補修の前後とも紫紅色が強い。側部は破面となり、外面は全体に表皮
が剥落した自然面となっている。胎土中の多量の籾殻が一部、灰化して白色
となる。

2 76
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修）

A-2 － 11C5 Ⅴ 11.9 10.6 5.3 426.4 2 な　し

内面表皮が白色滓化して、2枚の補修面が残されている炉壁炉底破片。
内面はガスの抜け穴が少なく、全体が緩やかな流動状となる。補修面の厚み
は1.2cm～2cmを測る。短軸方向の上手側はやや立ち上がりが強く、炉底
の側部寄りを示す。側部は破面で、下面左側には掘り方からの剥離面が残さ
れている。

2 77
炉壁炉底

（溶解炉・補修・含鉄）
90A － 13C5 Ⅶ 4.6 7.3 6.4 153.6 2

銹化
（△）

上面に2枚の補修面を持ち、当初の面に銹化した含鉄部が確認される炉壁
炉底破片。内面は黒色ガラス化して、キラキラと輝く部分や白色滓化する部
分が共存する。含鉄部は約8mm程度の厚みで、炉底上面を覆う滓層に広が
っている。側部は破面となり、下面は掘り方からの剥離面。

2 78
炉壁炉底

（溶解炉・補修・含鉄）
A-2

SB302
Pit11

11C18 － 10.4 14.2 4.0 480.9 1
銹化
（△）

内面全体が黒色や灰白色の風化色を持つ滓部に覆われた炉壁炉底破片。滓
表面は木炭の噛み込みや含鉄部、さらには黒鉛化木炭が点々と確認され、1
枚の補修面が残されている。含鉄部はまとまりが弱く、各所に点在する。短
軸方向の断面形は椀形で、特に上手側が急速に立ち上がる。側部は連続的な
破面で、下面は掘り方からの剥離面。 炉底部の胎土は上下で異なり、下層
は籾殻やスサ混じりの硬質土で、上層はスサをわずかに混じえる砂質土とな
る。

2 79
炉壁炉底（溶解炉・白色
滓付き・補修・含鉄）

90A 炉外 13C5 中世層 11.5 9.5 4.0 284.3 2
銹化
（△）

分析資料No.3 詳細観察表参照。

2 80
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修・含鉄）

A-2 町道部分 12C 三 8.7 12.6 4.7 365.5 2
銹化
（△）

上面には1枚の補修面を持ち、当初の面と補修面の隙間に水平方向に広が
る含鉄部を残す炉壁炉底破片。内面にはガスの抜け穴が密集し、部分的に白
色滓化も強い。側部はシャープな破面が連続して、下面は9割方が表皮の剥
落した皿状の面となる。含鉄部は銹化してキラキラと輝く粉状。

2 81
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修・含鉄）

A-2 － 11C21 Ⅴ 12.3 14.4 5.4 550 1
銹化
（△）

内面が白色滓化した補修炉壁破片。表面には放射割れが伸び、上手右側の
破面には当初の面と補修面との間に1cm大の鉄部が顔を出している。内面
状態はガスの抜け穴よりも不規則な波状が目立ち、垂れや木炭痕も確認され
る。短軸方向の断面形は上手側が急速に立ち上がる形で、炉底の側部寄りを
示す。補修面の厚さは2.2cm前後とやや厚い。

2 82 大口径羽口（溶解炉） A-1 － 13B － 5.2 6.3 3.8 67.0 1 な　し

外面が黒色ガラス化している、大口径羽口の先端部寄り外面破片。2cm
大の木炭も噛み込まれている。表皮の窪んだ部分は暗紫紅色気味。側部は全
周が破面で、上面の通風孔部の破面は脱落して、籾殻を多量に含む胎土が露
出する。左半分が急激に外側に開いており、大口径羽口基部の可能性も残る。
C14分析・資料No.1。

2 83 大口径羽口（溶解炉） A-2 町道部分 12C 三 7.1 10.3 5.0 199.5 1 な　し 分析資料No.4 詳細観察表参照。

2 84 大口径羽口（溶解炉） A-2 町道部分 12C Ⅴ 7.8 10.6 3.9 220.3 1 な　し

内面に平坦に途切れる大口径羽口の口唇部の痕跡を残す、大口径羽口の先
端部破片。右半分は炉壁や、大口径羽口由来の粘土質溶解物が伸びている。
通風孔部は幅広い樋状で、短軸方向に向かうケズリにより整形されている。
側部は全周が破面で、外面は不規則な垂れや木炭痕が確認される滓部となっ
ている。本資料からみると、先端部の厚みは2cm強と薄くなる。

2 85 大口径羽口（溶解炉） A-2 町道部分 12C － 6.7 11.1 7.3 203.7 1 な　し

左側部の破面に2枚の補修面を重層する、大口径羽口の先端部破片。右側
部の羽口先側は溶損した黒色ガラス質滓となっており、左側部下端から下面
は、羽口先端の外周部を示す発泡状態の表面となる。側部3面が破面で、他
の部分は表面状態がまちまちな自然面。

2 86 大口径羽口（溶解炉） A － 14C23
黒色炭
化層

9.0 15.0 4.3 286.3 1 な　し

外面が滓化して小さな垂れやひび割れが目立つ、大口径羽口の体部破片。
側部から通風孔部壁面にかけては破面となっており、通風孔部の径は不明。
外面は滓化した表面が左右方向に帯状に窪んでおり、ケズリ痕と推定される。
胎土は籾殻をほとんど混じえない硬質土。

2 87
大口径羽口

（溶解炉・補修）
A －

13C・
14C

黒色炭
化層

6.9 9.1 8.6 269.3 1 な　し

下面に通風孔部の壁面を残す、大口径羽口の先端部破片。上面上手側の8
割方は紅色になった発泡部分で、大口径羽口先端の外周部を示す。他方、下
手側の側部は2cm大を超える木炭痕の激しい滓化状態で、炉壁表面と一体
化した溶損状態となる。側部2面と外面は破面。先端部は幅広い平坦面とな
る。軟質の大口径羽口で、胎土中には籾殻が多い。

2 88
大口径羽口

（溶解炉・補修）
A-2 町道部分 12C 三 9.9 10.7 5.2 331.8 1 な　し

外面に2枚の補修面が重層する、大口径羽口の体部破片。上面や左側部は
浅い木炭痕を残す滓化から発泡状態で、短軸側の断面形は隅丸の方形となる。
左右の側部から通風孔部は破面となっており、通風孔部の径は不明。胎土は
軟質で多量の籾殻を含む。一部、籾殻が灰化している。溶解炉の炉壁に四角
な窓を穿ち、その部分に方形断面の羽口を装着する形が予想される。

2 89
大口径羽口

（溶解炉・補修）
90A

中世ゴミ
捨て場

12C1 － 10.3 13.7 6.2 448.0 1 な　し

外面がガラス質に滓化して2枚の補修面が重層する、大口径羽口の先端部
寄り体部破片。側部は全面破面で、上部の通風孔部の壁面は剥落して、胎土
中の多量の籾殻痕が露出する。補修面の厚さは1.3cm前後とやや厚い。2枚
の補修面の外面となる部分は平坦気味で、何らかの圧痕様である。その下手
側には木炭痕や一部、流動状の滓が並んでいる。左側の側面の破面から見る
と体部の断面形が隅丸方形気味で、右側の羽口先端部寄りでは断面形が樋状
となる。破面には多量の籾殻が露出して灰化も目立つ。

2 90
大口径羽口

（溶解炉・補修）
A-2

SD490
町道部分

12C － 9.5 12.6 7.3 422.7 1 な　し

外面に2枚の補修面を持つ大口径羽口の体部破片。補修面の厚みは最大で
2.3cmにも達し、下半部が溶損して薄くなっている。滓化した色調も上端部
が白色滓化するのに対して、下半部の8割方が黒色となる。側部3面と通風
孔部の壁面が欠落して破面となる。

2 91
大口径羽口

（溶解炉・補修）
A － 13B

黒色炭
化層

13.7 12.7 5.1 395.5 1 な　し

外面に2枚の補修面を持つ大口径羽口体部破片。表面は滓化して、浅い木
炭痕や垂れが共存する。補修面の最大厚みは約1.5cm。側部から通風孔部の
壁面にかけては全体が破面となり、胎土中の籾殻痕が露出する。左右逆の可
能性もあり。
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2 92
大口径羽口

（溶解炉・青銅系）
A-2 町道部分 12C 三 5.1 5.5 2.1 33.0 1 な　し 分析資料No.5 詳細観察表参照。

2 93 流動滓（溶解炉） A SD316 10B24 － 6.6 8.1 5.3 227.7 1 な　し

側部3面が破面となった流動滓破片。上下面や上手側の側部は半流動状で、
下面下手側には砂質の炉壁土が残されている。垂れの方向から見て、炉壁表
面を流れた炉内流動滓と見られる。表皮は暗紫紅色で、滓質は黒色ガラス質
に近い。

2 94
ガラス質滓

（溶解炉・黒鉛化木炭付
き・含鉄）

A-2 － 12C － 7.3 10.0 6.8 300.4 1 H（○）

表面や内部に点々と黒鉛化木炭を含むガラス質滓。左側の側部が主破面で、
6.5cm大を超える黒鉛化木炭が顔を出している。滓は流れ下る形ではなく、
横方向にじわじわと広がっている。含鉄部は黒鉛化木炭の一部と推定される。
炉底の滓溜まりの表皮付近で生成か。

2 95
ガラス質滓

（青銅粒子付き）
90A

中世ゴミ
捨て場

12C3 － 3.1 3.2 1.3 9.9 1 な　し

上下面に1cm大以下の青銅色の粒子が顔を出しているガラス質滓の小破
片。左上手側の側部が破面となり、上下面は1cm大の木炭痕を残す流動状
となる。青銅色の粒子の形状はややまちまちで、弧状や扁平塊状となる。上
手側の破面にも小塊状の粒子が顔を出している。ガラス質滓の色調は黒色で
はなく暗紫紅色。

2 96 白色滓（溶解炉） A-1 －
13C1～

5
－ 6.1 3.7 2.5 44.3 1 な　し

上下面に木炭痕を残す板状の白色滓破片。木炭痕は2.5cm大以下で、壁
面表皮が明るい紫紅色を示す。側部は全周が破面で、内部の気孔は比較的少
ない。破面も含めて灰白色化しており、本来の色調ではなくなっていること
がわかる。

2 97 白色滓（溶解炉） A 町道 12C － 6.8 7.9 4.7 127.8 1 な　し

表面や内部に多量の木炭痕を残す白色滓破片。木炭痕の一部は木炭や黒鉛
化木炭化している。滓質はやや密度が低く、木炭の隙間に沿って流動してい
る形となる。左右の側部と上面から下手側の側部の一部が破面となる。下面
は垂れが生じており、自然面様。滓表面は白色化したのちに錆色に覆われる。

2 98 白色滓（青銅粒子付き） A-2 － 11C23 Ⅴ 3.7 4.9 2.9 39.3 1 な　し 分析資料No.6 詳細観察表参照。

2 99
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
木炭付き）

A － 13B
黒色炭
化層

15.2 12.6 3.2 401.6 1 な　し

内面が平板に滓化して、木炭の噛み込みとキラキラした結晶が発達する炉
壁炉底破片。滓層の厚みはごく薄く、最大で9mm程となる。キラキラした
光沢を持つ形は崩れているが黒鉛化木炭または、炉底にたまった銑鉄由来と
推定される。側部は全面破面で、下面は全体が破面主体の剥離面となってい
る。

2 100 炉内滓（溶解炉） A-2 SD311 10C1 下層 6.7 6.0 2.6 131.0 2 な　し

黒褐色の色調をした、破面にキラキラと光沢を持つ炉内滓破片。上面右側
が自然面で、錆色に覆われている。上面左側と側面3面が破面。下面は炉床
土からの剥離面と推定され、細かい木炭痕が残されている。滓質的には構成
No.93とやや似る。

2 101 炉内滓（溶解炉） A-1 － 13C21 Ⅴ 6.3 4.4 4.4 199.0 1 な　し
側部から上面が小破面に囲まれた炉内滓破片。下面は皿状で、酸化色の炉

壁土の剥離面となる。破面は緻密で光沢を持たず、不規則な気孔や一部に木
炭痕あり。右側部は紅色の酸化色となる。

2 102 炉内滓（溶解炉） A-2 町道部分 12C Ⅴ 7.0 6.8 4.7 272.2 2 な　し

4cm程の厚みを持つ厚板状の炉内滓破片。上面と下手側の側部が生きて
おり、残る側部3面は破面となる。破面にはやや凹凸が見られ、細かい木炭
痕と炉床土の剥離面となっている。上面はわずかに流動状。破面は光沢がな
く、滓質は前者に似る。

2 103 炉内滓（溶解炉） 90A ソダ中 13B25 粘土内 10.0 5.7 4.4 211.4 2 な　し

上面が全体に窪み、半流動状となった炉内滓破片。右側部は垂れの残る自
然面で、残る側部から下面は舟底状に伸びる特異な形となる。表面は炉壁土
の剥落痕様で、炉壁粘土単位の接合部の隙間に基部が挟まったような形で生
成している。はっきりした破面はなく、滓質はほぼ緻密と見られる。

2 104 炉内滓（溶解炉） 90A 炉中 13B25 － 14.6 13.7 8.4 1150.7 2 な　し

7cm程の厚みを持った、一見、大型の椀形鍛冶滓様の炉内滓。上下面や
側面の大半が生きており、はっきりとした破面は上手側側部のごく一部にし
かすぎない。側面から見ると中間層に隙間があり、下面は木炭痕らしき圧痕
に覆われている。上面は半流動状で、小さな段差や中空部が確認される。上
手側肩部には酸化色の紅色が残る。単なる炉内滓というよりは、炉底塊的な
炉内滓であろう。構成No.116とやや似る。

2 105
炉内滓

（溶解炉・黒鉛化木炭付
き）

90A
中世ゴミ
捨て場

12C1 － 10.1 8.6 8.0 314.2 1 な　し

内外面に多量の木炭や黒鉛化木炭を噛み込んでいる炉内滓破片。軽量のや
やガラス質の滓で、半分以上を木炭が占めているためか比重が低い。木炭は
4cm大以下が主体で、材は広葉樹材と見られる。典型的な溶解炉の炉内滓
である。構成No.105～108は大きさは異なるがほぼ類似品。C14分析・試
料No.4。

2 106
炉内滓

（溶解炉・黒鉛化木炭付
き）

90A － －
中世面
表採

12.0 9.4 8.5 383.6 1 な　し

前者と同様、黒鉛化木炭の目立つガラス質滓に近い炉内滓破片。左右の側
部に大型の木炭が含まれており、最大長は7cmに達する。材は広葉樹材で、
ミカン割りされている。下手側の側部は垂れが連続する炉壁由来の部分で、
残る側部が破面となる。

2 107
炉内滓

（溶解炉・黒鉛化木炭付
き）

90A － －
中世面
表採

13.9 9.6 6.7 378.3 1 な　し

前者と同様、木炭や黒鉛化木炭を含む炉壁溶解物主体の炉内滓破片。破面
と自然面が混在し、右側部や下面には炉壁土が顔を出している。上面中央部
に噛み込まれている木炭は10cm弱の長さを持つ広葉樹材である。木取りは
ミカン割り。下面の中央部には表皮が黒鉛化木炭化した木炭が顔を出してい
る。滓部の表面は風化色のためか灰色となる。

2 108
炉内滓

（溶解炉・黒鉛化木炭付
き）

A-1 Pit33 14C － 14.2 11.2 10.1 599.1 1 な　し

木炭を大量に噛み込む、炉壁溶解物主体の炉内滓破片。上下面は自然面主
体で、側部はイガイガした破面となっている。木炭痕の一部は黒鉛化木炭化
しており、下手側部には粒状の小鉄塊を含んでいる。滓は密度が低く、表皮
が風化する。

2 109 炉内滓（溶解炉・含鉄） A-2 町道部分 12C Ⅴ 6.4 9.7 5.3 364.6 3
銹化
（△）

分析資料No.7 詳細観察表参照。

2 110
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

A － 13C5 Ⅶ 9.5 6.3 4.9 98.4 1 M（◎）

右側の大半が一つの木炭となる炉内滓破片。木炭は広葉樹材の古木で、年
輪数は数多く、全体に歪んでいる。木取りは粗いミカン割りで、右側部が斜
めに途切れているのは工具による切断痕であろう。炉内滓部は左側部に貼り
付く炉壁溶解物で、表皮が白色滓化している。含鉄部は表面からははっきり
しない。

2 115
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

A-1 二枚目 14B － 6.5 6.4 4.2 197.9 3
特L

（☆）
分析資料No.8 詳細観察表参照。

2 111
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

A-2 町道 12C Ⅴ 4.6 4.6 2.3 61.5 3 L（●）

扁平小塊状の、一見、椀形鍛冶滓に似た外観を持つ、含鉄の炉内滓破片。
上面のみが生きており、側部から下面は破面となっている。上面は半流動状
で、破面はキラキラした光沢を持つ。下面上手側の芯部が含鉄部で磁着する。
炉底塊の上皮破片の可能性もあり。

2 112
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

A 町道部分 12C － 4.5 4.4 2.8 89.9 3 L（●）
上面が半流動状で側部が破面となった、含鉄の炉内滓破片。下面は木炭痕

様の小さな窪みが連続する椀形の自然面で、黒錆が一部に吹いている。上面
表皮はくすんだ紫紅色。含鉄部が芯部に広いためか放射割れも認められる。

2 113
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

90A
中世ゴミ
捨て場

12C24 － 2.3 2.5 1.7 16.2 3
特L

（☆）

錆色に覆われた小塊状で含鉄の、炉内滓または鉄塊系遺物破片。上面は木
炭痕の残る自然面で、左側の下面は木炭痕が強い。右側部から下面は破面。
磁着は強いが滓部も共存する。

2 114
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

A-2 大溝 － － 3.0 5.0 3.0 57.3 3
特L

（☆）

錆色の酸化土砂に覆われた含鉄の炉内滓破片。上下面や右側部は生きてお
り、左側部全体が破面となる。表面や内部に粉炭痕を持ち、イガイガした外
観を示す。下面はやや椀形で、含鉄部は左上手寄りの芯部主体と見られる。
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構成図
№

構成
№

遺物名
地区
名

遺構 グリッド 層位
計測値（cm） 重量

（g）
磁着
度

メタル
度

特　記　事　項
長軸 短軸 厚さ

2 116
炉内滓

（溶解炉・木炭付き・含
鉄）

A-2 － 12D5 Ⅶ 10.8 8.9 5.3 540.2 3
特L

（☆）

最大厚さ5.5cm程の扁平塊状の含鉄の炉内滓破片。上下面は細かい木炭
痕の残る自然面で、左側部が小破面となっている。一見、椀形鍛冶滓様の外
観となっているが、流動状の滓表面は炉内滓的となる。芯部に広く鉄部が含
まれているためか、磁着は強めで黒錆も吹いている。C14年代測定法も実施
済み。C14分析・試料No.3。

2 117 炉底塊（溶解炉・含鉄） A － 13B
黒色炭
化層

18.1 12.1 9.0
1976.

9
6

特L
（☆）

分析資料No.9 詳細観察表参照。

2 118 炉壁（製錬炉・堅形炉） A-2 － 10B19 3 14.4 11.8 6.7 739.5 2 な　し

内面の左下半部に砂鉄が焼結した砂質の炉壁破片。内面は半流動状で不規
則に垂れている。側部から外面は破面となる。左側部には粘土単位の接合痕
の可能性を持つ平坦に途切れた部分が認められる。胎土中にはスサを混じえ
るが、溶解炉に多い籾殻の痕跡はなし。

2 119 炉壁（製錬炉・堅形炉） 90A － 11D1 7 12.8 11.5 7.5 739.1 1 な　し

内面や側面の一部が、イガイガした木炭痕の残る炉内滓に覆われた炉壁破
片。右側部と下面は破面となり、砂質の炉壁土が顔を出している。胎土中に
はスサを混じえる。外観的には炉内滓様で、表面が広く滓に覆われているた
めか重量を持つ。本遺跡では数少ない、溶解炉ではなく竪形の製錬炉の炉壁
と推定される。但し、炉壁片は出土しているが、竪形炉自体は遺構として確
認されていない。

3 120
鋳型（外型・梵鐘・竜

頭?）
90 － 10B19

7層下
黒粘土

5.2 5.0 3.3 68.8 1 な　し

内面に型押しされた髭状の文様を残す、梵鐘鋳型の竜頭外型破片。左側部
と下面がヘラで切り揃えられた平坦面で、残る側部3面が破面となっている。
上面左側は平坦となった鋳型の合わせ面で、この部分にも竜の髭様の圧痕が
確認される。鋳型としては既使用品である。

3 121
鋳型

（外型・梵鐘・つき座）
A-2 町道部分 12C Ⅴ 4.1 6.2 3.1 56.7 1 な　し

上面中央部に径2cm程の花芯様の丸い窪みを残す、梵鐘の撞座外型破片。
外周部には浅い沈線が巡り、外側は蓮弁様に別れて外傾している。最大厚さ
は2.3cm程、側部は全周が破面で、下面はヘラケズリで仕上げられた自然
面となる。被熱状態からみて既使用品である。

3 122
鋳型

（外型・梵鐘・駒の爪）
A-2 － 10B16 Ⅳ 5.1 2.9 2.3 37.2 1 な　し

内面に厚さ2mm程の真土部分を残す、梵鐘鋳型または鍋鋳型外型破片。
側部は破面となり、外面は表皮が剥離して吸炭部分が露出している。

3 123
鋳型

（外型・梵鐘・駒の爪）
A-2 － 12C13 Ⅳ

12.5
破片
部最
大径
38.6

11.8
高さ
（10.

3）

3.3 345.2 1 な　し

2片が結合する梵鐘または鍋鋳型外型破片。下端部が外側に開き気味で、
全体に窪んでいることから、梵鐘の開口部である駒の爪の部分と推定される。
内面の真土は下端部寄りに薄く残る程度で、上半部は硬質の母型が露出する。
側部は全周が破面で、外面には吸炭した母型部分が広がっている。上下逆の
可能性も残されており、その場合には構成No.124と類似する有段の鍋の口
縁部となろう。

3 124
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
90 － 13C10 中世層 4.9 7.0 2.5 57.5 1 な　し

内面2ヶ所にクロミを残す鋳型外型破片。中段に段を作り出しており、有
段の鍋口縁部または梵鐘外型の駒の爪部分の鋳型片と推定される。真土の厚
みは2mm～4mmと薄い。横方向に引き目も確認される。側部から外面が
全面破面となる。クロミは残るが鋳型としては既使用品か。

3 125
鋳型

（外型・羽釜・口縁部）
90 単炉付近 13C10

黄砂混
じり

5.5 3.1 4.5 62.3 1 な　し 分析資料No.10 詳細観察表参照。

3 126
鋳型

（外型・羽釜・口縁部）
90

中世ゴミ
捨て場

12D2 － 4.9 4.9 2.3 40.8 1 な　し

内面にクロミ部分が平坦に広がる鋳型外型破片。真土部分が上端部で水平
方向に向いており、羽釜の口縁部様となる。側部3面は破面となり外面には
表面が剥離してナデの残る平坦な母型部分が露出する。内面の真土層は
5mmと厚い。全体にクロミが残るため、鋳型としては未使用品の可能性も
あり。

3 127 鋳型（外型・獣脚?） A 町道 12C － 2.5 3.9 3.5 80.6 1 な　し

右側部に樋状に窪んだ型部分を残す鋳型外型破片。上面は荒れているが、
型の合わせ部となる平坦面が残る。右側の鋳型内面は上方に向かい弧状に反
っており、獣脚の頂部に似る。短軸側の側部は弧状の破面で、左側部と下面
は表面が荒れてしまっている。胎土は砂質できめの粗い状態となる。

3 128 鋳型（外型・獣脚?） A-2
町道部分
（新拡幅）

12C － 4.5 6.1 4.2 27.5 1 な　し

右側部上半に樋状の窪みを残す鋳型外型破片。鋳型内面のほぼ中央下半に、
細い筋状の溝が2条刻まれている。上下面は平坦な自然面で、左側部が直角
に整えられている。短軸側の側部は破面。構成No.127と同一個体の可能性
を持つ。

3 129 鋳型（外型・獣脚?） A-2 町道部分 12C Ⅴ 2.4 5.7 2.2 37.7 1 な　し
右側部に樋状の鋳型内面を残す鋳型外型破片。上下面と左側部は平坦気味

で、歪みながらも生きている。短軸側の側部は破面となる。獣脚の体部破片
と推定され既使用品か。

3 130 鋳型（外型・獣脚?） A －　　　 － － 2.4 9.2 2.4 83.8 1 な　し

前者と同様、右側部に樋状の鋳型内面を残す鋳型外型破片。2片が接合す
る。上下面がやや平坦気味で、左側部は全体に丸みを持っている。鋳型内面
が灰色に被熱しており既使用品と見られる。内面のごく一部が紫紅色で、短
軸側の両側部が破面となる。

3 131 鋳型（外型・獣脚?） A 町道部分 12C Ⅴ 3.3 4.2 2.2 22.4 1 な　し

内面の下手側に浅い樋状の鋳型内面らしき窪みを残す、鋳型外型小破片。
厚さや胎土は構成No.127と似ており、獣脚鋳型の頂部付近の破片と推定さ
れる。下面は平坦面で生きている可能性を持ち、獣脚としては左側部破片か。
鋳型面としては既使用。

3 132 鋳型（外型・獣脚?） A-2 － 12D5 Ⅳ 5.2 9.3 4.4 188.0 1 な　し
上面中央部に短軸方向に向く樋状の鋳型内面を残す、獣脚鋳型外型破片。

鋳型部分は下手側に向かい徐々に深くなり、横断面形は角柱状となっている。
鋳型の外面は平坦面で、隅の部分が丸みを持つ。短軸の両側は破面。

3 133 鋳型（外型・獣脚?） A-2 － 12D5 Ⅳ 5.0 6.6 3.7 134.3 1 な　し

前者とよく似た獣脚鋳型外型破片。直接の接合をしないため別個体とした。
上面には短軸方向に向く溝状の鋳型内面が残り、下手側に向かい深くなって
いる。横断面形は多角柱状で稜の部分が明瞭。側部は平坦気味で、隅の部分
は丸みを持つ。

3 134 鋳型（外型・不明） 90A － 13C10 中世層 5.2 6.1 2.9 79.1 1 な　し
2.7cm程の厚みを持つ平板な鋳型外型不明品。側部は基本的に破面で、平

坦に整えられた外面には3mm程の厚みに真土層が張り付いている。一見、
獣脚の蓋様ではあるが、証拠には欠けている。

3 135 鋳型（外型・不明） A －
12C24
周辺

Ⅴ 6.3 6.0 2.8 79.9 1 な　し

内面中央部のごく一部に真土層を残す鋳型外型破片。9割以上が籾殻を含
んだ硬質の母型部分で、小物の鋳型とは考えにくい。むしろ、梵鐘や鍋の体
部破片と推定される。真土層は2mmと薄く、平滑な表面には引き目が確認
される。母型は側部が破面となり、外面は平坦気味の自然面となる。

3 136 鋳型（外型・不明） A-2 町道部分 12C － 7.3 5.7 4.0 102.7 1 な　し

内面に真土層を持ち、上端部が水平方向に整えられている鋳型外型不明品。
形態的には構成No.126の羽釜の口縁部様で、2次的な被熱のためか、左側
部や内面がくすんだ色調となる。真土層は1cmにも達する場所があり、引
き目は細かい。母型の胎土は多量の籾殻を含むやや粗いもので、溶解炉の炉
壁の条件と共通する。

3 137
鋳型

（外型・密教法具・金　）
A

各所
－ － － － － － － 1 な　し

6片に分かれている弁当箱様の鋳型外型破片。直接の接合はせず、表面状
態が異なるためa～fの枝番を付けて観察しているが、本来は同一個体また
は2個体程度からなる鋳型と考えられる。推定される形態は、左右2条に渡
り、密教法具様で頭部が丸い小塊状に突出する、丸棒状の製品を予想できる。
頭部と足部両側が細くなり、体部は2.2cm程の膨らみを持つ。上下面は平
坦に整えられた鋳型の合わせ目で、幅は1.3cm～2.0cmと差を持っている。
全体形状は不整楕円形の弁当箱状。下面は平行糸切りにより平坦に整えられ
ており、外面は横方向にナデがめぐる。外面肩部は一部、粘土が被せられて
おり、小さな段が生じている。上面は平坦で、蓋が直接に乗るのかあるいは
浅い樋状の蓋型が乗るのかがはっきりしない。現状では密教法具の一種を連
鋳する鋳型と推定される。以下、個別破片をa～fに分けて別記する。
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3
137-
a

鋳型
（外型・密教法具・金　）

90A
中世ゴミ
捨て場

12B22 － 6.7 8.7 4.0 162.5 1 な　し

上下面が平坦で側部が弧状となった最大の鋳型外型破片。上面には縦方向
に2条の丸棒状の鋳型内面が残り、頭部は1cm大の小塊状となっている。
両者の間隔は1.4cmと狭い。下面には平行糸切りが左右方向に残されてい
る。鋳型内面が灰色に被熱しており、一部が酸化色の斑様となることから既
使用品と考えられる。

3
137-
b

鋳型
（外型・密教法具・金　）

A
SD470
町道

12B・C
13C

－ 4.0 4.9 3.3 40.8 1 な　し
137－aに続く形態を持つが接合はしない鋳型外型破片。右側部に丸棒状

の鋳型内面を残し、上面は平坦な型の合わせ面となる。下面は細かい平行糸
切りで整えられ、左側部はナデ面として生きている。

3
137-
c

鋳型
（外型・密教法具・金　）

A
路状？

（新拡幅）
12C － 2.6 5.4 3.6 42.6 1 な　し

右側部上半に鋳型内面の一部が残る鋳型外型破片。上面は平坦な鋳型の合
わせ面で、下面には平行糸切りが施されている。外面は横方向のナデが2段
に渡り、平面形は下手側が弧状に狭くなっている。胎土は籾殻を混じえるや
や硬質土。

3
137-
d

鋳型
（外型・密教法具・金　）

A
SD470
町道

12B・C
13C

－ 4.0 6.2 4.1 56.2 1 な　し

左側面上半に丸棒状の鋳型内面を残す鋳型外型破片。上面は平坦な鋳型の
合わせ面で、下面は粗い平行糸切りが施されている。右側部は上方が広がり
気味の形態で、側部2段がナデにより整えられ、肩部は狭い帯状のヘラ切り
となる。

3
137-
e

鋳型
（外型・密教法具・金　）

A
SD470
町道

12B・C
13C

－ 3.7 3.6 3.8 24.7 1 な　し
前者とよく似た外観を持つ鋳型破片で、厚みや被熱状態は137－bにも似

る。左側面上半には丸棒状の鋳型内面が残り、上面は平坦な鋳型の合わせ面、
右側部はヨコナデを示す。残る側部や下面は破面となる。

3
137-
f

鋳型
（外型・密教法具・金　）

A － 12C Ⅴ 3.5 5.8 3.6 54.1 1 な　し

137－cとやや似た色調や特色を持つ鋳型外型破片のため、下手側の端部
に配置している。左側部上半は丸棒状の鋳型内面で、表面が下手側に向かい
徐々にせり上がる。上面は平坦な鋳型の合わせ面で、下面には平行糸切りが
認められる。右側部は横方向のナデ痕が連続し、一部が筋状になる。

3 138 鋳型（外型・転用） A-1 一枚目 13C － 4.4 4.9 3.4 58.0 1 な　し

上面と短軸側の両側部が平坦面となった鋳型外型転用品または特殊な炉壁
破片。左右の側部と外面が破面で、外面の中段には幅5mm程の筋状の窪み
が横方向に伸びている。平坦面は砥痕様に窪んでいる部分もあり、鋳造時の
道具として使用された可能性も持っている。性格不明品

3 139 トリベ ? A-1 － 13C2 Ⅴ 5.7 5.0 1.9 37.8 1 な　し
内面がガスの抜け穴となった、炉壁炉底破片またはトリベの内張り破片。

側部が破面となり、外面には真土と同質の砂質土が張り込まれている。下手
側が上方に反り気味で、炉底の立ち上がり部の可能性も残る。

3 143 ルツボ（未使用） A － 11B24 Ⅴ
口径
11.2

高さ
5.0

192.8 1 な　し

前者と類似する専用ルツボ破片。丸底で底面の厚みは2.7cmと厚く、径
の1／4以上を占める。。口唇部は狭い平縁で、体部外面から底面は全体に
丸みを持つ。右側の口唇部上面が2.5cm幅で4mm程窪んでいるのは湯口と
考えられる。ルツボとしては未使用品で空焼きがなされている。側部2面が
破面。

3 144 湯口鉄塊（一文字湯口） A － 10C9 2 3.4 6.9 3.6 239.3 3
特L

（☆）

最大幅3.4cmを測る湯口鉄塊。本遺跡では唯一の一文字湯口で、最大長
さは約7cmを測る。高さは3.8cm前後で、下面には幅1cm程の本来の破面
が生きている。上面は全体が皿状に窪み内部のガスの抜けを示す。左下手側
の肩部は新しい破面で、銹化による脱落部となっている。側部は鋳型外型の
一部に設けられた湯口に接して形成されたためか、剥離面様の微細な凹凸が
全面に残されている。一文字湯口の技術は列島内では南部（岩手県）に多い
技術で、寺前遺跡では丸湯口との共存が注目される。重量的には構成
No.146の丸湯口鉄塊に近い。

3 145 湯口鉄塊（丸湯口・中） A-1 － 13B24 － 5.4 5.7 5.2 209.6 3
特L

（☆）
分析資料No.32 詳細観察表参照。

3 146 湯口鉄塊（丸湯口・中） A-2
中世ゴミ
捨て場

12D5 － 4.8 5.1 3.6 237.1 3
特L

（☆）

外観がコマ状となった中型の丸湯口鉄塊。完成品で下面には径2.2cm程
の破面が残されている。上面は緩やかな平坦面で肩部が丸みを持ち、側部は
ロート状に絞られている。平面形はやや歪んだ円形で、長軸4.8cm、短軸
5.1cmを測る。保存状態は良く、側面には湯口表面の砂目が微妙に付着する。

3 147 湯口鉄塊（丸湯口・中） A-1 － 13B24 － 5.1 6.2 4.7 268.3 4
特L

（☆）

4.7cm程の厚みを持つほぼ完形の丸湯口鉄塊。上面は平坦気味で右下半側
がやや窪んでおり、下面には径2cm程の破面の一部が顔を出している。下
面は2／3程が剥落して新しい破面となる。平面形は短軸方向に広がってい
る不整円形で、幅5.1cm、短軸方向の長さは6.2cmを測る。ロート状の側
部には湯口表面の砂粒が薄く固着する。

3 148 湯口鉄塊（丸湯口・中） A-1 － 13B24 － 6.3 5.6 5.2 362.9 4
特L

（☆）

中型の中では一回り大きい丸湯口鉄塊。上面は緩やかに盛り上がり気味で、
肩部は下手側を中心に小さく剥落する。側部はロート状に絞られており、下
面には径2cm程の円形の破面が突出する。平面形は左右が長めの不整円形
で、長軸は6.3cmを測る。短軸方向の幅は肩部の剥落も加わり5.2cmと狭
い。左側の側部は銹化のためか肩部寄りが浮いてしまっている。

3 149 湯口鉄塊（丸湯口・大） A-2 Pit452 － － 6.2 7.1 6.6 776.9 4
特L

（☆）

本遺跡出土品としては最大の丸湯口鉄塊。湯口鉄塊としては完形品で、下
面には径2.6cm程の破面が露出する。上面は緩やかに盛り上がる平坦面で
肩部はやや丸みを持ち、ロート状の側部につながっている。比重も高く上面
の窪みが見られないことから、ガスの少ない比重の高い資料と推定される。
側面は鋳型側の湯口表面を写している状態でわずかに砂粒が付着する。重量
的には中型の湯口鉄塊の倍量となる。当然ながら、鋳造品本体も大型品と推
定される。

3 150
鉄製品

（鋳造品・鍋・釣手部）
A-2 － 10C6 － 5.1 3.6 0.35 18.8 2

特L
（☆）

厚さ2mm程の鉄鍋の釣り手耳部分、端部破片。上面から右側面はなだら
かな弧状で、下面は破面となっている。中央付近には釣り手金具を挿入する
径6mm程の円孔が現状で5孔穿たれている。平面形はごく緩やかな弧状。
両耳の鉄鍋の釣り手部分である。

3 151
鉄製品

（鋳造品・鍋・釣手部）
A-2 － 10C6 3 5.5 3.15 0.55 17.8 2

特L
（☆）

前者と似た鉄鍋の釣り手耳部分破片。厚みは5.5mmと厚く、側部は右上
部のみ生きている。それ以外の上下端部は破面となり、左側部には径7mm
強の丸い釣り手金具を挿入するための穴が1孔残されている。平面形は緩や
かな弧状、内外面は平坦で、破面には芯部にそって気孔が連続的に並んでい
る。鋳造品の質としては悪い。

3 152
鉄製品

（鋳造品・鍋・釣手部）
A-2 － 10D2 7 4.4 3.8 0.3 13.5 2

特L
（☆）

厚さ2.5mm程の薄板状の鋳造品破片。側部は全面破面となっており、右
側部上方には釣り手穴らしき浅い窪みを1孔を残す。内外面は平坦で比較的
破面は緻密。

3 153
鉄製品

（鋳造品・鍋・口縁部）
A-2 － 13B － 7.4 2.7 1.0 17.5 2

銹化
（△）

銹化の進んだ鉄鍋の口縁部破片。口唇部は平縁ぎみで、外面が1cm程の
幅で帯状に突出する。内外面はゆるやかな弧状で、外面下半は表皮の脱落の
ためか段をなして薄くなっている。銹化した脆い状態で、含浸処理が行われ
ている。

3 154
鉄製品

（鋳造品・有段鍋・口縁
部～体部）

A-2 － 11C10 3
口径
39.4

高さ
（4.8）

46.5 2
特L

（☆）

有段の鉄鍋の口縁部破片。口縁部は短く開いたのち上方に立ち上がる形態
で、それぞれ1cm程の高さを持っている。体部は立ち上がりが急な通常の
鍋形。側部3面は破面で、体部の厚みは3mm前後を測る。口唇部は平縁気
味。使用による被熱はしているが残りとしては良好。

3 140 ルツボ（青銅系） A － 9B19 Ⅳ 7.5 3.3 1.8 18.3 1 な　し 分析資料No.11 詳細観察表参照。

3 141 ルツボ（青銅系） A-2 － 11B20 二 4.9 3.3 2.2 25.6 1 な　し

側面から底面が丸みを持つ、小型の専用ルツボ口縁部破片。口縁部は平坦
で丸みを持ち、内面は滓化して一部が紫紅色となっている。口唇部外面には
滓がこぶ状に垂れており、外面全体も被熱して表皮が薄く滓化する。左右の
側部から下手側は破面、既使用品で、内面の紫紅色は銅系を伺わせる。

3 142 ルツボ（未使用） A － 11B24 Ⅴ
口径
9.8

高さ
（3.9）

78.4 1 な　し
前者とよく似た専用ルツボ口縁部破片。ルツボとしては未使用品で、口唇

部の一部を除き内外面の9割方が吸炭している。口唇部は狭いながらも平縁
で、外面は丸みを持っている。胎土は砂質土に籾殻を混じえたもの。
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3 155
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部）
A-2

SB400
Pit9

10C22 － 3.5 2.9 0.2 3.5 2
銹化
（△）

厚さ2mm程の薄い鉄鍋の体部破片。側部は全面破面となっており、スレ
気味。

3 156
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部）
A-2

中世ゴミ
捨て場

12C
中世面
表採

3.7 2.6 0.4 8.7 2
特L

（☆）
厚さ3mm～4mmを測る鉄鍋の体部破片。平面形は弧状が強く、やや小

ぶりの鍋破片か。側部の破面はシャープ。

3 157
鉄製品（鋳造品・鍋・体

部）
A-2 － －

中世面
表採

3.9 4.1 0.6 12.8 2
特L

（☆）

厚さ6mm程の鉄鍋破片。側部3面が破面で、上手側の端部がわずかに外
傾しており、有段の鍋の段部分の可能性を持つ。肩部は銹化が進み、外面右
側が剥落する。

3 158
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部）
90A － 13C10 中世 4.7 4.9 0.6 21.1 2 H（○）

4cm程の厚みを持つ鉄鍋の体部破片。保存処理がなされておらず、内外
面には薄い酸化土砂が広がっている。側部は全面破面。

3 159
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部）
A-2

中世ゴミ
捨て場

12C16 － 3.1 5.4 7.0 26.7 2
特L

（☆）
分析資料No.12 詳細観察表参照。

3 160
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部～底
部）

A-2 － 12C24 Ⅴ 4.65 6.1 0.8 58.2 3
特L

（☆）

下手側が徐々に厚くなっている鉄鍋の体部から底部破片。側部は全面破面
となっており、底部外面が突出しているためか、小さい突起が外面に生じて
いる。厚みは上端部で3mm、下端部では8mmを測る。

3 161
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部～底
部）

A-2 SD412 10B1 － 4.0 3.4 1.1 17.7 3 L（●）
3mm程の厚みの破片が上下に2枚重層した鉄鍋破片。側部は全面破面で、

上面には紅色の3価の鉄錆が広がっている。上下の破片とも下面は表面が剥
落気味。重層しているのは鉄鍋の破片を集積していた為であろうか。

3 162
鉄製品（鋳造品・鍋・体

部～底部）
A-2

中世ゴミ
捨て場

12C
中世面
表採

3.5 3.7 0.6 19.3 2
特L

（☆）
4mm程の厚みを持つ鉄鍋の体部下半から底部破片。上下面の弧状がやや

強く、側部には気孔の目立つ破面が全周する。鍋としてはやや不良品か。

3 163
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部～底
部）

A-2 SD311 10B16 下 4.8 3.3 0.6 14.4 2 L（●）

短軸方向に大きく反り返る鉄鍋の体部から底部破片。体部が底部から緩や
かに立ち上がるタイプの鍋で、境の部分は段をなさない。側部は全面破面と
なっており、下手側の側部は層状に分かれている。底部付近の破片の為、使
用による傷みが原因で鋳掛けを施している可能性もあり。

3 164
鉄製品

（鋳造品・鍋・体部～脚
部）

A-2 － 12C24 Ⅴ 3.4 3.1 0.7 39.0 2
特L

（☆）

横方向の断面形が急角度でL字状に折れ曲がった羽釜の口縁部、または鍋
の底部から脚部にかけての破片。側部は全面破面となっており、どちらかが
判別しにくい資料である。厚みは7mm前後と厚く、羽釜の羽部分から口縁
部にかけての破片の可能性がやや強いかもしれない。

3 165 青銅製品（銅鈴） A-2 － 10B22
平安面
茶褐色
砂上面

2.3 2.4 0.02 2.9 1 な　し

表面に渡金が施された薄作りの銅製の鈴。側部中段には上下の合わせ目と
なる帯状の突出部がめぐり、上端部には紐掛けのための環状の金具が設けら
れている。体部の厚みは0.2mmほどと極めて薄い。土圧のためか全体がひ
しゃげている。

3 166 青銅製品（湯口金具?） A-2 SD311 11B18
セクシ
ョンベ
ルト層

4.1 3.4 0.5 45.0 1
特L

（☆）

青銅製の湯口金具。内外2個の部品が2本の細い鋲で止められている。湯
口は0.3mm程の厚みを持つ体部から3.5cm程の長さで斜め上方に短く突出
している。幅は先端部で2.8mmを測る。外面上方の金具は中央部に小さく
突出する釣り手穴を持ち、下半部は湯口に沿って弧状の窓が開けられている。
周縁部には幅3mm程の菊花状のキザミと外側に6mm程の花弁様の部分か
らなる。本体部分も青銅製であった可能性は高いが現存せず。

3 167 青銅製品（かんざし） A － 9D 表採 0.8 17.0 0.2 8.7 1 な　し

17cmにも達する細長い足部を持つ青銅製の簪。頭部の中央が2.3cm程突
出して、先端部には耳かきが設けられている。女性用の簪としては通常品。
横断面形は頭部寄りでは扁平となっているが、足部先端に向かい丸断面とな
る。頭部と足部の境目の付近には、表面に薄い渡金された部分が確認される。

3 168 黒鉛化木炭（含鉄） A － － － 6.3 2.3 1.2 5.4 1 L（●）
表面がキラキラした光沢に覆われた黒鉛化木炭。材は広葉樹材と推定され、
細い年輪が数多い。含鉄部ははっきりしない。

3 169 黒鉛化木炭（含鉄） A － － － 4.1 2.9 1.1 3.3 1 L（●）
一部が黒鉛化している黒鉛化木炭。材は広葉樹の散孔材で細いミカン割り

をされている。

3 170 黒鉛化木炭（含鉄） A － － － 6.4 4.0 3.3 24.3 1 L（●）
3.3cm程の厚みを持つ大型の黒鉛化木炭。左右の側部が工具痕様に斜めに

途切れている。材は広葉樹材で幅広いミカン割りとなる。構成No.110の一
部と類似する形態の、塊状の黒鉛化木炭である。

3 171 黒鉛化木炭（含鉄） A － － － 8.7 4.8 2.7 43.0 1 L（●）

上面表皮に炉壁溶解物が薄くこびりついた大型の黒鉛化木炭。木取りはミ
カン割りで、材は硬質の広葉樹材である。上面表皮を中心に光沢のある黒鉛
化しており、下面は通常の木炭に近い。滓の付着から溶解炉に一旦、投入さ
れたことがわかる。

3 172 黒鉛化木炭（含鉄） A － － － 6.4 4.0 2.3 26.6 1 L（●） 分析資料No.13 詳細観察表参照。

3 173 鉄塊系遺物（含鉄） A － 12C24 Ⅴ 2.9 2.6 1.3 21.3 2
特L

（☆）

側面2面が破面となった小塊状の鉄塊系遺物。外観は極小の椀形鍛冶滓の
肩部片様。上面は平坦気味で、右上手側の側部が小さな椀形となっている。
磁着が強く鉄部主体となる。

3 174 鉄塊系遺物（含鉄） 90A
中世ゴミ
捨て場

12C2 － 5.0 3.8 2.2 34.5 3
特L

（☆）

右方向に突出部を持つ鉄塊系遺物、または黒鉛化木炭の含鉄部分。表面が
茶褐色の酸化土砂に覆われており、性格がややはっきりしない。一部、磁着
の弱い部分があり、滓部と鉄部が共存する可能性あり。

3 175 鉄塊系遺物（含鉄） A-2 町道 12C Ⅴ 3.9 3.9 2.0 70.0 2
特L

（☆）

やや扁平な鉄塊系遺物。側部は破面様で上面は半流動状。下面は剥離面ま
たは自然面と考えられるが、土砂ごと保存処理がなされているため不明点が
多い。磁着には強弱がある。

3 176 鉄塊系遺物（含鉄） A － 12C24 Ⅴ 3.9 4.9 2.6 80.2 2
特L

（☆）

不整椀形の形態をした鉄塊系遺物、または含鉄の炉内滓破片。左側部は破
面で、上面は平坦化している。右側部から下面は炉壁土の圧痕らしき微細な
凹凸が広がった椀形の突出部となる。下面の下手側には打痕があり、鉄部が
顔を出している。

3 177 鉄塊系遺物（含鉄） A － 12C24 － 4.7 5.1 3.3 81.6 2
特L

（☆）

全体形状が極小の椀形鍛冶滓に似た鉄塊系遺物。上面は下手側が小塊状で、
左側部上手側は破面となる。側部から下面はコマ状に突出する。表面には粉
炭痕や炉床土様の砂粒が点々と付着する。表面は滓に覆われており、鍛冶鉄
塊系遺物の一種か。

3 178 鉄塊系遺物（含鉄） A 町道 12C － 3.2 6.15 3.15 111.0 2
特L

（☆）

椀形鍛冶滓の肩部破片様の外観を持つ鉄塊系遺物。短軸方向に長目で左側
部の一部は破面となっている。それ以外の側部から下面は舟底状、上面上手
側の端部に粘土質の滓が貼り付く。磁着は全般に強く芯部は鉄主体か。

3 179 鉄塊系遺物（含鉄） 90A トレンチ 10C13 7 4.5 5.1 3.1 164.4 2
特L

（☆）
分析資料No.14 詳細観察表参照。

3 180
鉄塊系遺物

（含鉄・板状不明）
A-2 Pit445 10C － 3.5 10.3 2.2 227.0 3

特L
（☆）

楔状の外形を持つ鉄塊系遺物または半製品。上下面が平坦に整えられて右
側部は弧状に曲がっている。左側部はタガネで裁ち落としたような傾斜面と
なる。上手側の端部には銹化した破面が露出する。最大厚さは2.2cm程で、
下手側に向かいやや薄くなっている。粗く鍛打された半製品と見られる。

4 181 椀形鍛冶滓（特大） A － 12C2 Ⅳ 11.0 11.5 6.3 1149.2 2 な　し

黄褐色の酸化土砂に覆われた特大の椀形鍛冶滓。上下面と右側部は生きて
おり、左側部は破面となっている。短軸側の両側部は形態が乱れているが、
自然面の可能性を持つ。上面は平坦気味で、左下手側が小さく突出する。下
面は皿状で側部の立ち上がりは急。特大サイズで比重が高く、精錬鍛冶滓の
可能性が強い。

4 182 椀形鍛冶滓（特大・含鉄） 90A
中世ゴミ
捨て場

12C3 － 11.3 13.5 6.7 1146.3 4 L（●）

肩部の二方が欠けた特大の椀形鍛冶滓。表面全体が不規則な突起に覆われ
ており、色調も部分的に紅色で3価の酸化色を示す。上面は上手側の肩部が
やや小高く、中央部に向かって浅く窪んでいる。表面には小さな破面と木炭
痕が並ぶ。側部から下面も表面状態は似ており、凹凸が激しい。下面の中央
部は短軸方向に突出する。含鉄部は上手寄りの上半部か。
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4 183 椀形鍛冶滓（特大・重層） A-2 SE409 9B21 Ⅴ 19.1 19.3 7.9 3423.9 2 な　し 分析資料No.15 詳細観察表参照。

4 184
椀形鍛冶滓

（特大・二段・炉床土付
き）

A － 14C・D
黒色炭
化層

14.0 13.7 10.3 1947.3 2 な　し

下面の左側に灰色に被熱した炉床土が残る、特大の椀形鍛冶滓。重層した
二段椀形鍛冶滓で、右側部には段が生じている。水平方向も変形しており、
当初の滓より上半の滓が左に傾斜する形となっている。上面の中央部は短軸
方向と左方向が溝状に窪む。これはおそらく工具痕であろう。側部は立ち上
がりが急で、強い木炭痕が連続する。木炭痕の強さは硬質の木炭に由来する
可能性あり。炉床土はシルト質で籾殻をわずかに含む。

4 185 椀形鍛冶滓（大） 90A － 13C10 中世 11.0 13.7 5.4 795.0 1 な　し

黄褐色の酸化土砂に覆われたやや異形の椀形鍛冶滓。平面形は台形で、下
面には灰褐色に被熱した炉床土が張り付いている。サイズは大型でほぼ完形
品。上面は平坦で上手側が突出する。側部は比較的素直な椀形で、右側の肩
部直下がやや乱れている。

4 186 椀形鍛冶滓（大） A － 14C23
黒色炭
化層

12.1 12.1 4.8 1101.3 2 な　し

肩部に小破面がめぐる大型の椀形鍛冶滓。上面は中央部が窪み、肩部が
2cm程の帯状となっている。側部は木炭痕がやや激しく、中空部も生じて
いるため乱れている。側部下半から下面は浅い椀形で、炉床土の剥離面とな
る。

4 187
椀形鍛冶滓

（大・含鉄・炉床土付き）
A － 11C5 Ⅴ 7.8 12.3 4.9 660.0 2

銹化
（△）

左側部がシャープな破面となった、整った形態の大型椀形鍛冶滓。下面に
は灰色に被熱した炉床土が広範囲に貼り付く。上面は平坦気味で浅い木炭痕
を残す。側部は素直な椀形で、下半全体が炉床土に覆われている。鍛冶炉の
底面が椀形であったことを示す。

4 188 椀形鍛冶滓（大・含鉄） A －
13C・
14C

黒色炭
化層

12.9 11.0 5.9 1063.3 2 H（○）

上下面と右側部から下面が生きている椀形鍛冶滓破片。側部は二段気味で、
下手側の側部中段は鉄部の銹化のために放射割れが生じている。滓の水平は
別れており、上面と下手側側部上半がそれぞれの時期の上面となる。下面は
強い椀形で、粉炭痕と炉床土の剥離痕が共存する。外形的には構成No.184
やNo.186と近い。

4 189 椀形鍛冶滓（中） A-1 － 14C3
黒色炭
化層

9.0 10.9 4.6 347.5 2 な　し

左側面が二段となった中型の椀形鍛冶滓。上面の滓はほぼ完形品で、下面
の滓は左半分がそっくり欠落する。上面の滓は中央部が凹み、浅い工具痕様
の窪みを持つ。表皮は流動状で部分的に紫紅色が強い。下面は下手側がやや
突出気味。下面の滓は扁平で上面は浅く窪む。前段階の滓を取り除き損ねて
いるものか。

4 190 椀形鍛冶滓（中） A －
13C・
14C

黒色炭
化層

9.5 11.7 5.0 423.2 2 な　し

平面、短軸方向に長手の不整楕円形をした、中型の椀形鍛冶滓。肩部付近
に小破面が残るがほぼ完形品。上下面に木炭を残す特徴を持つ。木炭は
3cm大以下で、針葉樹材を用いている。上面は浅く窪み、下面は浅い椀形
となる。下手右側部には6cm大の木炭を取り囲むように滓が肥厚する。

4 191 椀形鍛冶滓（中） A － 14C・D
黒色炭
化層

11.7 9.2 3.9 472.8 2 な　し
ほぼ完形の中型の椀形鍛冶滓。左右方向に長手で、上面には小さな突出部

が目立つ。側部から下面は浅い椀形で、左側は突出気味。表面には粉炭痕と
炉床土の圧痕が共存する。

4 192 椀形鍛冶滓（中） A-1 二枚目 14B23 Ⅴ 11.1 10.3 4.2 429.7 2 な　し
平面、不整円形をした、ほぼ完形に近い中型の椀形鍛冶滓。上面は平坦気

味で、両肩部が外傾する。また、左側端部は一段高くなる。下面は平滑な浅
い椀形で、右寄りの部分が段を持つ。典型的な椀形鍛冶滓の形態を示す。

4 193 椀形鍛冶滓（中） A － 14C23
黒色炭
化層

8.5 14.6 5.2 526.3 2 な　し

平面形が半月形をした、変わった形の中型の椀形鍛冶滓。ほぼ完形品で、
左側部下半は小破面となる。上面は浅く窪み、1.5cm大の木炭痕が点々と残
される。下面は立ち上がりが急な椀形で、上手側の側部に1cm大以下の木
炭が密に付着する。木炭には針葉樹材と広葉樹材が両方とも認められる。

4 194 椀形鍛冶滓（中） A － 13B
黒色炭
化層

11.9 13.5 6.1 958.0 2 な　し

3段の重層気味となる中型の椀形鍛冶滓。完形品で、側部から見ると上・
中・下の3段となっている。最上面の滓は右上端部に乗る5cm大の極小の
椀形鍛冶滓で、中段の滓が最大径の滓となる。上面は流動状で肩部には木炭
痕が目立ち、下手側の1／3は一段下がった工具様の窪みとなる。最下面に
突出する滓は径8cm大で、部分的に中段の滓と一体化している。側部から
下面は細かい粉炭痕に覆われる。

4 195 椀形鍛冶滓（中・二段） A-2 － 10B20 Ⅳ 11.3 11.7 7.3 745.9 2 な　し

肩部が小破面となった中型の二段椀形鍛冶滓。上下で滓の種類が極端に変
わっている。上面に乗る椀形鍛冶滓は極小または小型の滓で、左側は短軸方
向に向く工具痕様の窪みとなっている。滓の上面は窪み中央部が突出する。
下半の滓は中型で5.5cm程の厚みを持ち、しっかりした椀形鍛冶滓となる。
肩部の半分程度が破面となっているが整った形態の滓である。下面は平滑な
椀形で全体観は構成No.187と似る。

4 196 椀形鍛冶滓（中・含鉄） A-2 － 11C19 Ⅴ 10.4 11.5 6.1 697.3 2
銹化
（△）

やや比重の高い完形の椀形鍛冶滓。平面形は右上手側の肩部が変形した不
整円形で、下面がコマ状に突出する。上面は緩やかな波状で、2cm大の小
塊状の滓が点々と乗っている。左下手側の一部が含鉄の滓となる。側部から
下面は粉炭痕と炉床土の圧痕に覆われている。

4 197
椀形鍛冶滓

（中・含鉄・二段）
A － 10C25 Ⅴ 11.8 12.6 6.5 766.4 2 H（○）

左側部下手側が銹化により分解しかけている二段椀形鍛冶滓。重量的には
中型で上段の滓の方が一回り大きくなる。上面の滓は3cmの厚みを持ち、
横方向に広がる。下面の滓は椀形鍛冶滓の1／4程度の破片で、取り忘れの
可能性を持つ。含鉄部は上半左下手側。

4 198 椀形鍛冶滓（中・含鉄） A － 14C23
黒色炭
化層

9.1 10.6 4.2 381.1 2 M（◎）

くすんだ紫紅色の酸化物に覆われた中型の椀形鍛冶滓。完形品で平面形は
不整三角形様。上面はイガイガして盛り上がり、肩部が薄く終息する。側部
から下面はきれいな椀形で、全体が粉炭痕により覆われている。含鉄部は上
面左側に突出する3cm大の小塊状の部分。鍛冶素材の残留物か。

4 199 椀形鍛冶滓（中・含鉄） A-2
SD470
町道部分

－ － 10.1 12.4 5.5 890.8 3
特L

（☆）
分析資料No.16 詳細観察表参照。

4 200 椀形鍛冶滓（小） A
12B・C
13C

14B21 Ⅶ 9.2 8.6 3.0 179.5 2 な　し

かなり異形の小型の椀形鍛冶滓。完形品で上面左側が溶損して1.5cm程
の深さで窪んでいる。皿状の下面には1cm～3cm大の小塊状の突出部が
点々と残る。上面左側の窪みは羽口先からの送風に由来する可能性が強い。
下面の突出部は鍛冶炉の炉床土のキズか。

4 201 椀形鍛冶滓（小・含鉄） 90A
中世ゴミ
捨て場

12B22 － 8.35 8.75 3.5 269.3 3 H（○）

表面がくすんだ紫紅色となる、ほぼ完形の小型椀形鍛冶滓。右下手側の肩
部が破面となる以外はほぼ完形品。上面には点々と小塊状の突出部が残され
ている。上面右寄りの酸化土砂中には、青光りする薄手の鍛造剥片が固着す
る。肩部には凹凸があり、形態は不安定。側部から下面は皿状で、炉床土の
圧痕に覆われている。

4 202 椀形鍛冶滓（小・含鉄） A-2 SD311
10B・C
11B・C

下 10.2 8.6 3.5 242.1 2
銹化
（△）

分析資料No.17 詳細観察表参照。

4 203 椀形鍛冶滓（極小） A-2 － 10B25 Ⅵ 5.0 5.3 3.0 80.1 2 な　し

左側部が破面となった極小の椀形鍛冶滓。上面には木炭痕が残り、肩部が
部分的に丸みを持つ。下面は椀形で部分的に表皮が剥落する。滓質は密度が
低くやや軽量。C14年代測定法に木炭部分を用いている。C14分析・試料
No.2。

4 204 椀形鍛冶滓（極小） A － 14B23 Ⅶ 5.3 8.2 2.9 109.8 2 な　し
側部の二方が破面となった扁平な椀形鍛冶滓。極小サイズで、上面や側面

は低い波状となっている。下面は浅い皿状で、炉床土の圧痕主体。滓質は密
度が低く、横方向に並ぶ気孔が破面には露出する。

4 205
椀形鍛冶滓

（極小・炉床土付き）
A 二枚目 14B － 5.1 6.5 2.6 66.3 2 な　し 分析資料No.18 詳細観察表参照。

4 206 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） A-1 － 14C18 － 6.4 4.7 2.4 56.8 2
銹化
（△）

左上手側の側部が小さく欠けている、完形に近い極小の椀形鍛冶滓。左側
が肥厚して右側が薄くなっている。上面左寄りに羽口先由来と推定される滓
部がわずかに残る。羽口の部位としては顎部であろうか。下面は皿状で木炭
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4 207 鍛冶滓（含鉄） A-2 － 10C24 Ⅴ 1.8 2.5 1.6 7.4 2
銹化
（△）

指頭大の小塊状の含鉄の鍛冶滓。小さいながらも椀形の形態を持ち、表面
は紅色の3価の鉄酸化物に覆われている。磁着はあるものの弱め。

4 208 羽口（鍛冶・先端部） A － 9B12 三 5.6 6.5 3.1 99.2 1 な　し
鍛冶羽口の先端部破片。通風孔部の径は3.5cm程で、羽口の部位として

は前方から見て右側にあたる。外面全体が黒褐色に滓化して、一部ひび割れ
から変形している。胎土は砂質で緻密。

4 209 羽口（鍛冶・先端部） A － 14D3
黒色炭
化層

5.1 7.4 2.7 87.6 1 な　し

鍛冶羽口の先端部破片。通風孔部の径は2.9cm以上を測る。羽口の部位
としては、前方から見て右半分にあたる。通風孔部から外面全体が紫紅色気
味になっており、先端肩部は丸みを持っている。胎土は籾殻を含む密度の低
いもので、石英質の石粒もやや目立つ。

4 210 羽口（鍛冶・先端部） A-2 町道部分 13D － 9.0 9.7 4.9 172.2 1 な　し

鍛冶羽口の先端部破片。通風孔部の径は4cmと大きめで、外面の滓化も
激しい。羽口の部位としては前方から見て左側部分にあたる。外面は滓化・
溶損して垂れも生じ、上半部の表皮は紫紅色となる。下半部に広がる粘土部
分は羽口を支えた鍛冶炉の炉壁土か。羽口胎土は籾殻を含みながらも密度が
高い。他方、炉壁側は籾殻を多量に混じえたガサガサした状態。羽口先端部
の溶損角度はかなり強い。

4 211
羽口

（鍛冶・先端部～体部）
A － 11C 23 Ⅳ 9.85 4.8 2.3 138.9 1 な　し

砂質の胎土を用いた細身の鍛冶羽口の、先端部から体部破片。通風孔部の
径は2.3cm以上で、羽口の部位としては前方から見て左側部から下面にあ
たる。先端部から体部外面は被熱して、胎土中の砂粒が面的に露出する。砂
粒主体のためやや溶けにくい胎土となる。

4 212
羽口

（鍛冶・先端部～体部）
A － － Ⅱ 6.6 6.6 3.4 189.6 1 な　し

鍛冶羽口の先端部から体部破片。通風孔部の径は約3cmを測り、先端部
が小さく欠けたまま使用されている。先端部から外面は黒色ガラス質に滓化
して、部分的に紫紅色が目立つ。羽口の部位としては前方から見て左側部か
ら下面にあたる。胎土はやや砂質で籾殻やスサをわずかに含む。

4 213
羽口

（鍛冶・体部～基部又は
支脚）

A-1 － 15C4 最下層 11.2 9.8 4.5 424.5 1 な　し

一見、土製支脚と類似する外観を持つ、特異な羽口の体部から基部破片。
羽口の先端側から見て右半分の破片で、中心部には径2.3cm以上の貫通孔
を持つ。基部が平坦な幅広い平坦面として成形されているのは支脚的。外面
の下端部は被熱して表皮が薄く滓化している。胎土はわずかにスサを混じえ
る砂質土。外面や基底部には籾殻やスサ痕が全面に残されている。一旦、支
脚として成形されたのち、貫通孔を設けて羽口に転用されたものか。但し貫
通孔の径は極端に細い。

4 214
羽口

（鍛冶・先端部～体部）
A-1 － 14C20 Ⅶ 9.6 7.6

8.0
内径
3.5

412.7 1 な　し

鍛冶羽口の先端部から体部破片。通風孔部の径は3.5cmと大きく、上顎
の部分が垂れ下がっている。下顎の部分は溶損して窪み、端部には3cm大
の粘土質の滓が垂れ下がる。先端部は黒色ガラス質に滓化して肩部は発泡す
る。胎土は籾殻やスサを含むやや軟質土。

4 215
羽口

（鍛冶・先端部～体部）
A － 14B24 Ⅴ 8.8 10.3 4.2 404.4 1 な　し

肩部の一部が欠落した鍛冶羽口の先端部から体部破片。欠落部は羽口正面
から見て左上方。通風孔部の径は3.5cmと大きい。先端部から肩部にかけ
ては滓の溶損が進み、顎部には塊状の垂れが突出する。水平方向の溶損角度
は傾いており、鍛冶炉の壁面に対して斜めに装着されていた可能性が高い。
胎土は細かい砂質土でわずかに籾殻を含む。

4 216
羽口

（鍛冶・スマキ痕付き・
板屋型・先端部）

A-2
SD311
水路

11B18 － 7.2 5.6 3.3 111.2 1 な　し

外面に連続する細いスマキ痕を残す、鍛冶羽口の先端部から体部破片。通
風孔部は一部が残るのみで、径についてははっきりしない。羽口の肉厚は約
3cmを測る。スマキ痕の幅は4mm～7mm程度と比較的狭い。羽口の部位
としては前方から見て右側部下半にあたる。胎土は砂質ながらも密度が高い
ためか、硬質の印象を受ける。

4 217
羽口（鍛冶・スマキ痕付
き・板屋型・先端部）

A-2 － 11C16 Ⅳ（2） 6.6 8.1 3.4 135.7 1 な　し 分析資料No.19 詳細観察表参照。

4 218
羽口

（鍛冶・スマキ痕付き・
板屋型・体部～基部）

A-2 － 11B21 Ⅴ 13.5 9.3
8.1
内径
3.7

745.4 1 な　し

外面全体がスマキ痕に覆われている、中太の板屋型羽口破片。部位として
は体部から基部にあたり、基部がほぼ残存する。通風孔部の径は歪んでおり、
約3.7cm前後となる。通風孔は基部側に向かってラッパ状に開いており、
羽口基部は細い平坦面となる。外面のスマキ痕は幅4mm～8mm程度を測
る。胎土は石粒を含む粘土質で被熱も弱く、色調は褐色から明褐色となる。

4 219 羽口（青銅系） 90A － 13C10 焼土層 3.9 5.7 2.0 37.6 1 な　し 分析資料No.20 詳細観察表参照。

4 220 再結合滓 A －
13C・
14C

黒色炭
化層

4.8 4.8 2.8 72.3 1 な　し 分析資料No.21 詳細観察表参照。

4 221 再結合滓 A
SD470
町道部分

12B・C
13C

－ 11.4 9.5 3.5 275.6 2 な　し
厚さ3.5cm程の再結合滓破片。上面のみ生きており、側部から下面は破

面となっている。再結合の主体は流動状の滓片や木炭、さらにはガラス質滓
や黒鉛化木炭などである。溶解炉に伴う再結合滓の可能性大。

4 222 再結合滓 A
SD470
町道部分

12B・C
13C

－ 11.7 18.0 4.7 708.4 2 な　し

扁平・板状の再結合滓破片。上下面が生きており、左側部が破面となる。
上面は緩やかに盛り上がり下手側には大きな波状の凹凸が生じている。下面
は浅い皿状で、再結合する各種が点々と露出している。再結合の主体は、木
炭や黒鉛化木炭、さらには溶解炉に伴う炉内滓や黒色ガラス質滓や炉壁片な
どである。浅い土抗状の窪みで生成されたものか。

4 223 被熱石（滓付き） A-2
SD470
町道部分

12B・C
13C

－ 10.7 5.5 9.7 460.2 1 な　し

上面と上手側の側部に黒色ガラス質滓が張り付いた被熱石破片。石材は外
面が丸みを持った転石である。破面にも滓が張り付いており、溶解炉の一部
に石材が用いられていた証拠と判断される。滓質は溶解炉の炉壁溶解物と似
る。

4 224 鉄製品（鍛造品・刀子） A SD311
10B・C
11B・C

下 12.6 1.7 0.3 10.8 2 L（●）
外周部の銹化が進んだ刀子の刃部側破片。2片が接合している。右側の肩

部には関が片方のみ確認される。刃部は激しく滓化して、緩やかな波状とな
っている。刃部の長さは12cmと長く、研ぎ減りは少ない。

4 225 鉄製品（鍛造品・刀子） 90A
中世ゴミ
捨て場

12C － 14.5 1.8 4.0 10.9 3
特L

（☆）

左側の刃部側が薙刀状に上方に向く、刀子の刃部から茎部破片。茎部は細
身で9.6cmの長さを持っている。刃部が上方に反り返り気味で、やや特殊
な刀子の可能性が高い。工具的な用途であろうか。茎部の断面形は側部の平
坦な長方形となる。刃部は4.5cm程の長さの所で欠落する。

4 226 鉄製品（鍛造品・錐） A-2
道路状遺
構（新拡

幅）
12C － 14.0 0.6 0.5 15.8 4

特L
（☆）

方形断面を持ち両端部が徐々に細くなる完形の錐である。先端部は健全で、
基部側はやや丸みを持って終息する。関は認められず、全体がごく細身の四
角柱状となっている。

4 227 鉄製品（鍛造品・火打金） A-2 Pit432 10B － 6.1 2.0 0.6 19.5 3
特L

（☆）

上半部が欠落した火打金破片。上面中央部に径6mm程の円形の紐穴が穿
たれている。下手側の打面は肥厚しており、最大厚みは6mmを測る。左右
方向は徐々に薄くなる。左右の端部の形態はややはっきりしないものの、上
方に反り返る可能性も残る。下手側の平面形は弧状で打面は平坦。

4 228
鉄製品

（鍛造品・L字状不明）
A-2 － －

中世面
表採

4.1 3.1 0.5 5.9 3 L（●）
右側の端部が上方に折れ曲がったL字状の不明鉄製品破片。縦断面形は扁

平で、下手側が刃部様に薄くなっている。長軸の両端部は破面。立ち上がり
部には刃部が認められず、側部が肥厚する。小型の摘鎌の一種か。

4 229 鉄製品（鍛造品・楔?） A-2 － 11C24 Ⅱ 1.3 6.0 0.7 13.7 3 L（●）

表面全体が紅色の3価の鉄酸化物に覆われた楔状の鉄製品。最大厚みは
7mm程度で、両側の端部が薄くなっている。但し、下手側下半部の銹化が
激しく、もう少し厚かった可能性を持っている。何らかの刃物とすれば工具
が考えられるが、全体形状は楔状。

4 230 鉄製品（鍛造品・刀子） A-2 － 11C18 7 21.3 2.2 0.45 43.8 4
特L

（☆）

刃部の長さが18.6cmにも達する両関の大刀子。刃部の一部が小さく欠け
ているものの、全体感は生きている。切っ先は細身で、刃部の中間部分は研
ぎ減りしている。関部分は本来はL字状となっているが、土砂ごと保存処理
されているため傾斜面となる。背側の最大厚みは4.5mmを測る。茎部分は
刃部に比べて作りが甘く、やや細身となる。刃部は途中で欠落している。
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4 231 鉄製品（鍛造品・小刀） A SD415 10C － 17.3 2.9 0.5 60.4 4
特L

（☆）
分析資料No.22 詳細観察表参照。

4 232 鉄製品（鍛造品） A SD311
10B・C
11B・C

最奥部
下

31.7 3.0 0.7 163.6 6
特L

（☆）

切っ先と茎部の先端部が小さく欠落する小刀。両関で、茎部分には径
3.5mm程の目釘穴が1孔穿たれている。刃部には研ぎ減りと銹化により、
小さな欠けが認められる。背側は5mm程の厚みを持ち峰部分は平坦気味。
茎部分は現状で7.7cmと短い。また、目釘穴を境に上方に少し反っている。

4 233 鉄製品（鍛造品） A SD311
10B・C
11B・C

最奥部
下

26.2 2.8 0.5 67.8 5
特L

（☆）

前者より一回り小ぶりの小刀。細身の刃部に短い茎部が取り付き、茎部に
は径4mmの丸い目釘穴が穿たれている。茎部の端部が小さく欠落する。切
っ先は健全で、刃部の研ぎ減りは目立たない。関は両関となる。背側は平坦
な状態で、基部側が盛り上がっているのは酸化土砂のためであろう。刃部長
は20.3cm。茎部の長さは現状で6cmを測る。

4 234 鉄製品（鍛造品） A
SB306
Pit12

10C12 － 33.1 3.8 0.8 247.6 6
特L

（☆）

構成No.232～234の中では最も身幅を持つ小刀。両関で身幅は3.5cm
となる。刃部の長さは25.6cm。茎部の先端部は欠落しており、現状の長さ
は7.2cmとなっている。茎部の長さは径6.5cmを測る。目釘穴が1孔設け
られている。背は平坦で最大厚みは7.5mmを測る。

4 235 鉄製品（鍛造品・小刀?） A-2 SD311
10B・C
11B・C

最奥部
下

16.1 2.9 0.5 45.7 4
特L

（☆）

激しく銹化した小刀の可能性を持つ鉄製品破片。表裏面は左右の側部が破
面となっており、小破片を含め、10片程に割れている。刃部は銹化して全
体が欠けており、平坦気味な背の部分のみが確認される。背側の厚みは現状
で4mm程となる。小刀としては構成No.233と類似する可能性が強い。表
面にはわずかに鍛造痕由来の横方向の筋目が確認される。

5 236 炉内滓（溶解炉） B － 7C25 － 5.7 5.1 3.3 64.3 2 な　し
側部2面が破面となった炉内滓破片。上面の一部は結晶が発達してキラキ

ラしている。左側部は炉壁土の一部で、破面には胎土中の籾殻も露出してい
る。下面は1cm大前後の木炭痕が連続する。

5 237 炉内滓（溶解炉） B-2 －
12C17
～21

二 5.0 6.3 4.0 120.7 2 な　し
側部に小破面と自然面が混在する炉内滓破片。半流動状で上面は平坦気味

となっている。右手側部は酸化色の炉壁土が点々と貼り付く剥離面となる。
滓質はやや密度が低く、表面の紫紅色が強い。

5 238 炉底塊（溶解炉） B － 7C1 － 10.1 5.9 5.4 673.0 2 な　し
厚さ5cm程の厚板状の炉底塊破片。側部3面は破面となっており、左側

部には木炭痕が残されている。上面は半流動状で一部が垂れ、破面は炉床土
の剥離面となる。滓質は緻密で結晶が発達する。

5 239 椀形鍛冶滓（中・含鉄） B － 7C24① － 6.4 9.3 4.6 345.3 3
銹化
（△）

分析資料No.23 詳細観察表参照。

5 240 椀形鍛冶滓（極小） B 2住-50 6C － 6.0 6.5 2.5 124.3 2 な　し
厚い酸化土砂に覆われた極小の椀形鍛冶滓。側部3面が破面と考えられ、

右側部は生きている可能性あり。上面は浅く窪む流動状の面で、皿状の下面
には灰色に被熱した炉床土が貼り付いている。

5 241 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） B － 6C21 暗褐色 3.9 4.2 2.7 53.5 4 L（●）
放射割れや黒錆の目立つ小塊状の椀形鍛冶滓。表面は酸化土砂に覆われて

おり、不明点が多いが、明瞭な破面は確認されない。芯部には含鉄部が広く、
表面には錆色がにじむ。下面は椀形で炉床土の剥離面となる。

5 242 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） B － 6C21
暗褐色
上面

2.8 2.7 2.0 18.7 2
銹化
（△）

薄い酸化土砂に覆われた小塊状の椀形鍛冶滓、または鍛冶滓。2.1cm程の
厚みで側部は椀形となっている。左側部が破面のように見えるが不明瞭。含
鉄部は芯部にごく小範囲か。

5 243 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） B － 6C21
暗褐色
下面

3.0 3.4 2.2 31.1 3
銹化
（△）

酸化土砂に覆われた小塊状の椀形鍛冶滓、または鍛冶滓。全体に丸みを持
っており、側部が生きている可能性あり。含鉄部は下面寄りの芯部か。

5 244 鉄塊系遺物（含鉄） B － 6C16
暗褐色
上面

2.6 4.3 2.2 47.4 4 L（●） 分析資料No.24 詳細観察表参照。

5 245 鉄塊系遺物（含鉄） B － 4A23-1 － 7.9 13.0 2.5 554.5 6
特L

（☆）
分析資料No.25 詳細観察表参照。

5 246 鉄製品（鍛造品・鎌） B
21号住
居31

－ － 10.6 5.0 0.6 36.3 3
銹化
（△）

左上手側の端部に折り返し部を持つ鉄鎌の刃部破片。切っ先となる先端部
側は折れている。鎌としては左鎌になる。身幅は最大で3.2cmを測り、側
部は弧状に曲がっている。背側は4mm程の厚みを持つが、保存処理のため、
不明瞭。

5 247 鉄製品（鍛造品・突ノミ） B － 7C18 暗褐色 2.3 5.6 2.2 74.0 4
特L

（☆）

突きノミと考えられる先端部が急角度で途切れている鉄製品破片。横の断
面形は方形で、基部側は端部が破面となる。先端部から徐々に細くなる形態
を持ち、各面は銹化により表皮が層状に剥がれかかっている。刃部の幅は
2cm前後か。

5 248
鉄製品

（鍛造品・出刃包丁）
B － 7C22 暗褐色 - - - - - - 欠番

5 249 鉄製品（鍛造品・鍋体部） B － 7C22 － 3.5 4.6 0.3 6.8 2
銹化
（△）

厚さ3mm程の鋳造品破片。側部は全面破面となっており、内外面がやや
荒れている。上手側の破面には内部の気孔が露出しており、やや鉄質が悪い。
鉄鍋の体部破片であろうか。

5 250 ルツボ（未使用） B － 6A24 －
口径

（11.0）
高さ
（7.3）

143.2 1 な　し

ルツボの可能性を持っている分厚い土製品破片。部位としては口縁部から
体部にあたり、最大厚みは2.5cmを測る。口唇部はスレて、本来の形状と
はやや異なっている。表面は内外面とも丸みを持ち、きれいな横方向のケズ
リにより整えられている。胎土は砂質でわずかに籾殻を混和している。大き
さから見て大型でトリベの可能性も残る。

5 251 ルツボ? B － 7D4 暗褐色 3.8 5.0 3.0 56.2 1 な　し

外面が赤褐色に被熱した土製品破片。構成No.250のルツボを一回り小型
にしたような形態で、左右の側部と下面が破面となっている。口縁部は丸み
を持ち厚い。体部の最大厚さは2.3cmを測る。胎土は粘土質で、やや多め
の籾殻を混じえている。鋳型中子の可能性も残る。

6 252
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
上段上半〔酸化・頂部〕）

C －
3A15・

16
－ 4.7 4.7 4.0 66.4 1 な　し

全体が酸化色となる炉壁小破片。平坦な内面のみが生きており、側部4面
と外面が破面となる。内面は酸化色で下端部寄りが薄く滓化する。胎土は籾
殻を多量に含んだ砂質土。

6 253
炉壁（溶解炉・転用・上
段上半〔酸化・頂部〕）

C － 2B17 － 5.7 8.3 6.5 189.1 1 な　し
内外面が薄く滓化して上面の一部に平坦な接合痕を残す炉壁破片。側部は

基本的に破面で、密度の低い状態となる。胎土は多量の籾殻入り。

6 254
炉壁

（溶解炉・上段上半〔酸
化・頂部〕）

C SK2 1B 下（Ⅹ） 9.2 7.1 5.4 174.9 1 な　し

内面に被熱した真土層を残す鋳型外型転用品、または炉壁破片。真土層の
厚みは最大5mm程、で内面表皮は下半部では木炭痕を残し、わずかに垂れ
気味となっている。平面形は直線状。側部から外面は全面破面で、胎土中の
スサや籾殻が露出する。

6 255
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
上段下半〔発泡〕）

C － 2C Ⅳ 3.2 5.4 2.7 33.2 1 な　し
内面が発泡して、上端部が水平に途切れた接合痕となる炉壁破片。平面形

は弧状で、外面には砂粒主体の胎土が顔を出している。側部3面は破面で、
外面も表皮が剥落する。

6 257
炉壁

（溶解炉・上段下半〔発
泡〕）

C － 2・3A Ⅰ 5.8 8.6 3.0 88.5 1 な　し
内面が発泡してわずかに滓化状態となる炉壁破片。滓化部分は灰白色の風

化色ともなる。下面は水平に途切れた粘土単位の接合部で、残る側部3面は
破面。外面は表皮が剥落している。胎土はスサや籾殻を混じえる砂質土。

6 258
炉壁

（溶解炉・白色滓付き・
中段上半〔滓化〕）

C － 1A Ⅳ 16.4 10.1 5.2 556.3 1 な　し

内外面が生きている上下に長い炉壁破片。側部は全面破面となる。3片が
接合する。内面は全体が滓化して、上下方向に木炭痕らしき窪みが連続的に
残されている。内面の滓化状態は上下で異なり、下半は灰黒色で上半は風化
して白色滓化している。外面は吸炭した平坦面。横方向に割れているのは、
一部が粘土単位の接合部となる可能性あり。

6 256
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
上段下半〔発泡〕）

C － 2C Ⅳ 2.9 6.7 4.2 68.5 1 な　し

内面が発泡して、下半部が灰白色の風化色となる炉壁破片。上面は平坦気
味な粘土単位の接合部。左右の側面から下面は破面となっている。外面は表
皮が剥落して吸炭部分が露出する。胎土は砂質で、短いスサや籾殻が含まれ
ている。
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6 259
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
中段上半〔滓化〕

C － － －

15.0
破片部
上径47.0
下径44.0

29.3 3.3 1276.3 1 な　し

3片が横方向に接合する大型の炉壁破片。下面は水平に途切れる粘土単位
の接合部で、側部から上面は破面となる。外面は表皮が剥落してしまってい
るが、全体形状は残されている。平面形は弧状。内面は溶損が進み、わずか
に木炭痕が残る平滑な面となっている。

6 260
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
中段下半〔滓化〕）

C － 2C Ⅳ 14.9 25.5 3.4 973.5 1 な　し

内面状態は異なるが、前者と似た溶解炉の炉壁破片。2片が左右で接合す
る。内面は全体に溶損が進み、左半分は炉壁溶解物主体となる。右半分は黒
褐色の滓も加わっており、下端寄りには黒鉛化木炭が点々と固着する。下面
全体と上面右寄りは水平に途切れた粘土単位の接合部。それ以外の側部から
上面は破面となっている。外面は表皮が剥落しているが全体形状は残してお
り、表面には多量の籾殻を混じえた砂質土が露出する。平面形は緩やかな弧
状。

6 261
炉壁（溶解炉・接合痕付
き・下段上半〔滓化強〕）

C －
1・2・

3B
Ⅲ 12.8 14.5 4.3 688.4 1 な　し 分析資料No.26 詳細観察表参照。

6 262
炉壁

（溶解炉・下段下半〔滓
化強〕）

C － － － 11.9 8.7 2.8 216.4 1 な　し

上面端部が粘土単位の接合部となる炉壁破片。内面の滓化・溶損が進み、
表面には気孔が目立って露出する。左右の側部から下面は破面となる。外面
は表皮が剥落して、籾殻を混じえた砂質の炉壁土が露出している。縦断面形
は上端部が外側に傾斜する。

6 263
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
下段下半〔滓化強〕）

C － 1A25 Ⅳ 4.9 6.2 2.4 56.5 1 な　し
上面が平坦に途切れた粘土単位の接合部となる炉壁小破片。内面は滓化・

溶損が進み、構成No.262と似る。右側部から下面は破面となり、左側部は
垂直に途切れている。外面は表皮が剥落して砂質の炉壁土が露出する。

6 264
炉壁

（溶解炉・接合痕付き・
補修・上段下半〔発泡〕）

C － 1A Ⅳ 13.7 14.6 4.5 618.6 1 な　し

上面が水平に途切れた接合部となる炉壁破片。右側面は重層しており、補
修炉壁である。内面は発泡から滓化の弱い状態で、わずかに垂れや木炭痕が
確認される。当初の面は風化して白色滓化しており、補修壁の内面は灰黒色
となる。側部から下面は破面で、外面は表皮が剥落してしまっている。上面
の粘土単位の接合部には砂質土が貼り込まれている。

6 265
炉壁

（溶解炉・補修・中段下
半〔滓化〕）

C － 2C Ⅳ 14.4 13.3 4.1 486.2 1 な　し

内面が黒色ガラス質に滓化して溶損が進み、左上方に1枚の補修面が確認
される補修炉壁破片。内面には垂れや4cm大の木炭痕が残されている。上
下面は水平に途切れた粘土単位の接合部で、上下の長さは13.6cmを測る。
左右の側部は破面。補修壁の厚さは1.3cm。外面は表皮が剥落して、薄く吸
炭した砂質土が露出する。

6 266
炉壁

（溶解炉・補修・下段上
半〔滓化強〕）

C － 1A13 － 16.5 18.2 4.7 900.5 1 な　し

内面が黒色ガラス質に強く滓化・溶損した炉壁破片。左側の側部はわずか
に補修壁を示す重層が確認される。補修部分が認められるのは左上部のみで、
右下の部分は欠け落ちている。下面は滓が途切れ気味で、粘土単位の接合部
に近い可能性が強い。それ以外の側部は全面破面。外面は表皮が剥落して、
砂質の炉壁土が露出する。縦断面形は下端部が薄くなっており、炉壁炉底と
接する可能性を持つ。

6 267
炉壁

（溶解炉・補修・下段下
半〔滓化強〕）

C － － － 13.8 13.7 3.7 667.5 1 な　し

内面が強く滓化・溶損した、炉壁基部から炉壁炉底にかけての破片。内面
には1枚の補修面が残っており、溶損も進む。側部4面は破面で、外面全体
が剥離面となっている。縦断面形は上半部が急激に上反りとなる形で、炉壁
基部の形状をよく示している。下手側の5cm程の範囲が炉底側に属してい
る。胎土は多量の籾殻入りの砂質土。内面には小さなコブ状の凹凸があり、
結晶が部分的に発達する。

6 268
炉壁

（溶解炉・補修・大口径
羽口周辺）

C － 1A Ⅲ 9.3 11.2 4.0 344.0 2 な　し

内面が紫紅色に滓化した補修炉壁破片。上面が平坦に途切れた粘土単位の
接合部で、盛り上がるように重層しており、紫紅色は通風孔部周辺を示す。
内面は比較的平坦に滓化しており、側部3面は破面となる。外面は表皮が剥
落して、砂質の炉壁土が顔を出している。上端部の粘土単位の接合部には、
厚さ1cm程のクライがそのまま残されている。クライを介在させながら上
下を接合していることがよく分かる。良品。

6 269
炉壁

（溶解炉・補修・大口径
羽口周辺）

C － 1B12 Ⅲ 11.8 14.5 4.0 451.2 1 な　し

上面端部が水平に途切れて、内面に補修部分が顔を出している炉壁破片。
平面形は緩やかな弧状で、内面は溶損が進む。接合部は横方向に補修土が重
層する。下半になるにつれて補修部分が溶損して薄くなり一体化している。
左右の側部から下面は破面。外面は表皮が剥落して籾殻入りの砂質土が露出
する。

6 270 炉壁（溶解炉・クライ） C － 2・3A Ⅰ 3.1 13.8 3.9 92.1 1 な　し
厚さ2.3cm前後の帯状のクライ破片。側部が破面となっており、内面に

は4cm大を超える木炭痕が目立つ。また、木炭痕の表面は紫紅色がやや強
い。クライの上面は接合が甘いためか、外面寄りが発泡気味。

6 271 炉壁炉底（溶解炉） C 排水溝 1A18 － 11.9 9.0 3.7 312.0 1 な　し
内面にガスの抜け穴が並ぶ炉壁炉底破片。側部は全周が破面で、内面右

寄りは一段高くなっている。下面は浅い皿状で掘り方からの剥離面。胎土は
砂質で、わずかに籾殻を含む硬質土。

6 272
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き）
C － － － 8.9 12.2 3.2 273.6 1 な　し

内面全体にガスの抜け穴が連続する、白色滓化した炉壁炉底破片。部分的
にコブ状の盛り上がりも点在する。側部は全面破面で、皿状の下面は掘り方
からの剥離面となる。胎土は籾殻を多く含む砂質土。

6 273
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修）

C － 2B4・5 Ⅳ 5.9 8.6 2.9 122.5 1 な　し

内面が重層して補修された炉壁炉底破片。当初の表面は流動状で、灰白色
の風化色が目立つ。補修部分は8mm程の厚みで、黒色ガラス質の表面とな
る。側部にはシャープな破面が連続し、下面は皿状の掘り方からの剥離面と
なる。胎土は籾殻入りの砂質土。

6 274
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修）

C － － － 5.0 6.0 4.4 142.4 1 な　し
内面に2cmもの厚さに補修部分が残る、補修された炉壁炉底破片。補修

後の表面には1cm以上の厚みで滓が覆っており、強く白色滓化している。
側部は全面破面で、下面は皿状の掘り方からの剥離面となる。

6 275
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修）

C －
1・2・

3B
Ⅲ 7.3 9.7 4.3 194.4 1 な　し

前者と似た、内面に厚い補修部分が重層する炉壁炉底破片。補修部分の最
大厚さは2.6cmにも達し、表皮の白色滓化が進む。滓の一部は垂れ気味と
なっている。側部は破面で、下面は皿状の掘り方からの剥離面となる。

6 276
炉壁炉底

（溶解炉・白色滓付き・
補修）

C － 2・3A Ⅰ 6.4 8.1 3.2 144.4 1 な　し

上面に流動性の強い滓部が乗っている炉壁炉底破片。中間層は1.2cm程
の厚みの補修部分で、滓層はその最上面に乗っていることになる。滓は表面
が流動状で、破面を含めて白色滓化している。側部は破面で右寄りの傾斜が
強くなっており、炉壁寄りを示す。下面は掘り方からの剥離面となる。

6 277 炉壁炉底（溶解炉・含鉄） C － 2C Ⅳ 10.2 9.1 4.2 314.3 2
銹化
（△）

分析資料No.27 詳細観察表参照。

6 278
大口径羽口

（溶解炉・先端部～体部）
C 水田跡 1B19 － 10.3 8.2 2.5 177.5 1 な　し

表面が暗紫紅色に滓化した、大口径羽口の先端部から体部破片。通風孔部
は狭い範囲で生きており、体部側にかけては表面が脱落する。羽口の部位と
しては右上部破片で、上半部は溶損が進み下半部は表皮が全体に発泡する。
身厚は2.5cm程となる。側部の一部と基部側が破面となる。

6 279
大口径羽口

（溶解炉・先端部～体部）
C － 2・3A Ⅰ 7.3 9.4 4.2 130.7 1 な　し

外面が黒色ガラス質に滓化した大口径羽口の先端部破片。側部は全面破面
で、下面には通風孔部の壁面が小範囲で残されている。羽口の部位としては
左側部片である。左側の端部には羽口本来の外面がかろうじて顔を出してい
る。肉厚は約3.5cmを測る。羽口先は外面が急角度で溶損する。

6 280
大口径羽口（溶解炉・先

端部～体部）
C － 2・3A Ⅰ 13.0 10.8 5.0 403.4 2 な　し

外面が激しく滓化して、ヒダ状の垂れとなっている大口径羽口の先端部か
ら体部破片。外面には通風孔部壁面の一部が8cmの長さで顔を出している。
羽口の部位としては、左下の部分にあたる。外面下半部は溶損して大きな窪
みとなる。外周部には小破面が連続している。羽口胎土は籾殻入りの砂質土。

6 281
大口径羽口

（溶解炉・体部）
C － 2・3A Ⅰ 10.5 12.9 4.6 233.9 1 な　し

外面が激しく滓化・溶損して、垂れや木炭の噛み込みが認められる大口径
羽口の体部破片。下方に向けて溶損が進み薄くなっている。側部は全面破面
で、外面には9cmの長さで通風孔部の壁面が露出する。羽口の部位として
は、正面から見て左下の部分。
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6 282
大口径羽口

（溶解炉・体部）
C － 2・3A Ⅰ 19.1 14.0 3.2 555.9 1 な　し

外面が黒色ガラス化した、大口径羽口の体部外面破片。最大長さは19cm
にも達し、通風孔部の壁面が完全に欠落している。側部は全周に渡り破面と
なる。左方向に向かい裾広がりの断面形を示し、大口径羽口の体部から基部
にかけての形態がわかる。胎土は吸炭した多量の籾殻入りの砂質土。

6 283
大口径羽口

（溶解炉・体部）
C －

1・2・
3A

Ⅲ 6.0 9.3 2.3 171.0 1 な　し

大口径羽口の体部破片。側部は全周が破面となっており、内外面の一部が
生きている。外面は表皮が荒れているが、下手側に筋状のケズリ痕が確認さ
れる。内面は樋状で、長軸方向に向かうナデにより表皮が整形されている。
現状での肉厚は2.3cmを測る。胎土は多量の籾殻入り。

6 284
大口径羽口

（溶解炉・体部・補修）
C － 2C Ⅳ 9.4 9.3 3.0 167.4 1 な　し

外面が強く滓化・溶損して、表面が紫紅色の強いガラス質となった大口径
羽口の外面破片。通風孔部は欠落してしまっている。上手側の側部と右先端
部も破面となる。左側の端部は上方に反り気味で、炉壁との接点の部分を示
す可能性もあり。補修痕は左右の破面にわずかに見える程度。胎土は砂質で、
わずかに籾殻やスサを含む。羽口外面の紫紅色が強いのは、対応金属が銅系
のためか。

6 285
大口径羽口

（溶解炉・体部・補修）
C － 2A25 － 7.3 9.5 3.6 156.1 1 な　し

外面に2枚の重層した補修痕を残す大口径羽口の体部破片。外面はやや強
く滓化して、3cm大前後の木炭痕が目立つ。側部は全周が破面で、通風孔
部の壁面が剥落してしまっている。当初の羽口と補修羽口の厚みが類似して
おり、両者とも1.5cm程の厚みを持つ。胎土は砂質でスサと籾殻を含む。

6 286
大口径羽口

（溶解炉・体部・補修）
C －

1・2・
3B

Ⅲ 13.3 12.6 5.0 376.3 1 な　し

前者をさらに一回り大きくしたような状態の、補修された大口径羽口の体
部破片。補修部分が2枚になる可能性を持っており、都合3面の滓化面が確
認できる。大口径羽口としては体部破片で、外面はやや強く滓化して木炭痕
や垂れも確認される。側部は破面で、通風孔部壁面は脱落してしまっている。
部位としては羽口正面から見て右側部破片。通風孔部自体は存在しないが、
やや内径が小さい可能性を持っている。胎土は多量の籾殻入り。

6 287
羽口

（溶解炉・中口径・先端
部）

C － 1B6 Ⅳ 3.1 6.4 2.1 29.5 1 な　し

通風孔部の径の小さい中口径羽口の先端部破片。外面は黒色ガラス質に滓
化して大きく垂れている。通風孔部は一部が残されており、推定径は3.5cm
を超える。側部2面と体部方向が破面となる。外面の滓化部分は紫紅色が強
いが部分的。表面の滓化の強さから、鍛冶羽口とは考えにくい状態を示す。

7 288 鋳型（外型・梵鐘・乳?） C － 1B10 Ⅳ 4.55 5.2 2.1 35.2 1 な　し

内面に笠型の文様を残す鋳型外型破片。小破片のため全体形状は不明であ
る。内面には上下二段に渡り沈線がめぐり、可能性としては梵鐘の乳、また
は笠型の四方に配置される場合のある文様部分であろうか。左右の側部は破
面となり、傾斜する外面は生きている。引き型ではなく木型をもとにした込
型であろう。胎土には細かい砂粒を用いているが真土は施されていない。

7 289
鋳型

（外型・梵鐘・つき座）
C SK2 1B 下

5.1
（径12.8）

6.0 2.2 61.0 1 な　し

円板状の形態をした梵鐘の撞座外型破片。最大厚さは2.2cmほどで、側
部は立ち上がりが急。下面は丁寧なケズリにより平坦化している。内面には
中心部に丸い窪みとなる連子が確認され、さらに外側を幅1.3cm程の範囲
に細い圏線を引いたうえで、菊花文が施されている。さらに外側には、幅
2.2cm、長さ1.8cm程度の蓮弁が残されている。鋳型の片面が灰色に被熱
しており、既使用の可能性が高い。胎土はきめの細かい砂粒と粘土を混じえ
たものでやや硬質。型としては確実に込型である。

7 290
鋳型

（外型・注口付き・不明）
C － 2C Ⅳ 8.3 4.8 4.1 102.5 1 な　し

幅3.2cm程の幅広い平坦なハバキ部分に、外側に向かって開く山型の突
出部を持つ鋳型外型破片。全体形状は身厚のある小型の鍋状で、左側部にわ
ずかながら灰黒色に被熱した湯口または型合わせ部分が残されている。鋳型
としては本来、内面主体と考えられるが、肩部を除いて大きな破面となって
しまっている。外面は丸底のルツボのような外観で、弧状に立ち上がる。上
面の突出部は注口部を示す可能性もあるが、型合わせのためかもしれない。
鋳型としてはやや性格不明。胎土はわずかに籾殻を含む緻密な砂質土。

7 291
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 6.7 8.6 5.3 225.9 1 な　し

有段鍋の鋳型外型口縁部。内面には高さ1.5cmで外開きとなる鍋の口縁
部から体部にかけてが確認され、上部はL字状のハバキ部分となっている。
口縁部からハバキ部分にかけては部分的にクロミが残る。最上端も平坦化し
ている。側部から外面の8割以上が破面で、外面上方にわずかながら粘土質
の強い本来の外面が残されている。胎土は母型部分と真土に分かれており、
真土の厚みは8mm程となる。母型はスサや籾殻に加えて粉炭を含んでいる。
真土は粒度の揃った砂粒主体。構成No.291～297は同一の鍋鋳型外型と推
定される。また、構成No.298の中子の外面はこれらの外型とほぼ一致する。

7 292
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 5.7 5.5 4.0 102.6 1 な　し

有段鍋の口縁部の鋳型外型破片。内面には高さ2.5cmの有段部上方から
口縁部の型面が残り、さらに上方にはL字状のハバキ部分が確認される。上
端部は幅3cmの平坦面となる。口縁部には横方向の引き目と点在するクロ
ミが確認される。ハバキ部分はやや厚いクロミに覆われている。側部から外
面は破面となり、母型の吸炭部が露出する。

7 293
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 5.4 6.2 3.3 62.2 1 な　し

有段鍋の体部上端から口縁部を経て、ハバキ部分の基部が残る鋳型外型破
片。有段の口縁部は2.5cmの高さを持ち、斜め上方に開いている。ハバキ
部分は幅1.3cmで、小さくL字状に曲がる。側部から上面外側、さらには外
面が破面となっている。外面には母型の吸炭部分が露出する。内面は灰色に
被熱して、既使用品であることを示す。

7 294
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 4.9 4.7 3.0 58.4 1 な　し

有段鍋の体部から有段部にかけての鋳型外型小破片。体部は横方向に引き
目を残している。真土の厚みは4mm程度と薄い。側部は全面破面で、外面
には吸炭した母型が露出する。

7 295
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 3.8 4.0 3.0 33.8 1 な　し

有段鍋の外開きとなる口縁部からハバキ部にかけての鋳型外型小破片。内
面には横方向の引き目が確認される。真土は5mm程の厚みを持つ。

7 296
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 4.2 5.2 2.9 49.0 1 な　し

全体がくすんだ色調となっている有段鍋の、ハバキ部分から上端部にかけ
ての鋳型外型破片。上面は平坦で、わずかにクロミが確認される。側部から
外面は全面破面。残りが悪く、口縁部の有段部からハバキ部分の可能性も残
されている。

7 297
鋳型

（外型・有段鍋・口縁部）
C Pit15 1B22 － 3.2 4.6 4.6 55.4 1 な　し

前者と似た内面と上面下手側に引き目を持つ鋳型外型破片。全体がくすん
だ色調で、鋳型の表面にはクロミが残されている。真土層の厚みは最大
7mmと部分的に厚い。側部から外面は破面となり、吸炭した母型部分が露
出する。

7 298 鋳型（有段鍋・中子） C Pit15 1B22 － 7.3 8.1 2.5 124.9 1 な　し

外面に有段の鍋の体部から有段部が確認される鋳型中子破片。表面には薄
くクロミが施されており、鋳造後のためか、部分的に発泡気味となっている。
側部から内面は破面で、外面には真土を用いず、全体が砂粒と粘土を混じえ
た硬質土となっている。構成No.291～297の有段の鍋外型と外面がピッタ
リと一致するため、外型と中子部との関係にあることがわかる。

7 299 炉壁（スサ入り・特殊） C － 2B5 Ⅲ 13.0 12.9 5.3 430.5 2 な　し

内面にゴツゴツした小さな錆膨れや垂れが目立つ炉壁破片。下面は水平に
途切れ気味で、粘土単位の接合部の可能性をもつ。胎土中に多量のスサを混
じえている点で、A～C区の出土品中では唯一の種類の炉壁となる。C区で
は梵鐘や有段の鍋鋳型を出土しており、これらに関わる溶解炉の炉壁片の可
能性を持っている。内面の錆色は特に目立ち、鉄を素材にした溶解炉かもし
れない。寺前遺跡ではA区とC区から類似する大口径羽口や溶解炉破片を多
量に出土しており、本資料のみが他と異なる特色を持っている。

7 300 含鉄鉄滓 C － － － 4.7 7.3 4.3 146.5 1
銹化
（△）

表面が土主体の黄褐色の酸化土砂に覆われた含鉄鉄滓。下面に椀形鍛冶滓
の底面様の突出部が確認されるため、含鉄の椀形鍛冶滓の側部破片の可能性
も残されている。左側部は破面となる。

7 301 鉄塊系遺物（含鉄） C － 1A1～5 Ⅳ 2.7 3.2 1.8 37.2 3
特L

（☆）

3cm大の扁平塊状の鉄塊系遺物。小さな椀形をしており、鍛冶鉄塊系遺
物の可能性が強い。肩部に小破面を持つものの、ほぼ完形品。表面には小さ
な木炭痕を残している。
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構成図
№

構成
№

遺物名
地区
名

遺構 グリッド 層位
計測値（cm） 重量

（g）
磁着
度

メタル
度

特　記　事　項
長軸 短軸 厚さ

7 302 鉄塊系遺物（含鉄） C － 2C Ⅳ 3.4 5.5 4.0 158.1 3
特L

（☆）

側部3面が破面となった流動性の高い鉄塊系遺物。やや特殊な形状をして
おり、上下面が判断しにくい。比重や磁着傾向からみて、滓部を持たない銑
鉄塊と推定される。それを証明するかのように、破面には気孔が露出してい
る。鋳造用の鉄素材の破片であろうか。

7 303 鉄塊系遺物（含鉄） C － 2C Ⅳ 4.5 6.7 5.0 240.1 4
特L

（☆）
分析資料No.28 詳細観察表参照。

7 304 椀形鍛冶滓（中） C － 2B17 － 7.4 8.9 3.9 320.5 2 な　し 分析資料No.29 詳細観察表参照。

7 305 椀形鍛冶滓（中） C － 1A Ⅳ 8.6 10.8 4.6 521.3 2 な　し

左側部下半が小破面となった、ほぼ完形に近い中型の椀形鍛冶滓。上面は
中央部が小高く、肩部にかけては木炭痕が強い。側部は二段気味になってお
り、部分的に窪みや中空部が確認される。下面は比較的きれいな椀形をした
炉床土の剥離面。滓質は緻密で、破面の気孔は少なめ。

7 306 椀形鍛冶滓（極小） C － 1B3 Ⅳ 3.8 5.1 2.6 66.0 2 な　し

表面が紫紅色の酸化色を示す極小の椀形鍛冶滓破片。下手側の側部が破面
様で、上下面や側面の大半は生きている。最大厚みは2.5cm前後。さらに
大きな椀形鍛冶滓の肩部破片の脱落品の可能性も残されている。極小の椀形
鍛冶滓にしては厚みを持ち、しっかりしているからである。

7 307 椀形鍛冶滓（極小） C － 1B3 － 4.3 5.6 2.7 71.5 2 な　し 分析資料No.30 詳細観察表参照。

7 308 鉄製品（鍛造品・鍋底部） C Pit101 2A － 6.7 4.5 0.6 27.6 3
特L

（☆）
分析資料No.31 詳細観察表参照。

7 309 木炭窯壁 C － 2A14 － 6.3 8.7 4.9 195.5 1 な　し

全体が酸化色に被熱した木炭窯の窯壁破片。内面は平坦に整えられており、
上下面は接合痕様に途切れている。最大厚みは4.5cm程となる。炭窯の焚
き口部分に近い酸化部分の一部をなしていた可能性があろう。胎土には細い
繊維痕が確認され、やや砂質である。

7 310 木炭窯壁 C － 2A14 － 6.0 5.1 2.5 44.1 1 な　し
内面に厚さ2mm程のタールが付着した木炭窯の窯壁破片。内面はヘラで

横方向に整形されており、その上にタールが貼り付いている。平面形はやや
弧状で、炭窯の煙道部の破片か。

7 311 木炭窯壁 C － 2A14 － 7.7 5.8 3.2 71.8 1 な　し
内面が吸炭した木炭窯の窯壁破片。平面形は弧状で、側部から外面は破面

となる。本資料もやはり木炭窯の煙道部破片の可能性が強い。
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別表4 金属関連遺物分析資料詳細観察表（作表：穴沢義功）

分析資料1

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 27 胎土

出 土 位 置 中世面表採　7 時期：根拠 12世紀代：出土土器

長軸 16.7 cm

化　学： TEL－1
短軸 13.8 cm

地：灰色～灰褐色 破 面 数
放射化： －

○
厚さ 5.0 cm ○

遺物種類
（名称）

炉壁
（溶解炉・接合痕付
き・下段下半・滓化
強）

磁 着 度 2 前 含 浸

試料記号

検　鏡： TEL－1

計
　
測
　
値

色　　調

表：黒色・灰白色・
濃緑色

遺 存 度
分
　
　
　
　
　
　
析

破片

6

－
重量 736.7 g

メタル度 な　し 断面樹脂 －

項　目 滓

マ ク ロ
検　　鏡 ◎
硬　　度
E PM A
X線回折
化　　学
耐 火 度
カロリー
放 射 化

X線透過

観察所見 内面がガラス質に滓化した炉壁破片。下面は水平に途切れる粘土単位の接合部で、左右の側部から上面は破面となって
いる。破面数はおよそ6面を数える。内面には5cm大以下の木炭痕が点々と残り、全体がガラス質となっている。色調
は部位による変化が激しく、黒色や灰白色さらには濃緑色の部分などが混在する。右寄りの内面にはコバルト色の部分も
確認される。下半に2ヶ所、径5mm大以下の粒状の金属粒子らしきものも巻き込まれている。下端部の接合痕沿いは灰
白色に発泡した滓質で、他の内面とは滓化状態が異なっている。外面は表皮が剥離して多量に籾殻を混じえた胎土が露出
しており、上半1／3の剥落が進み、色調は灰色から灰褐色となる。下半2／3は厚みを持ち、灰黒色に吸炭している。
炉壁の平面形は緩やかな弧状。胎土は多量の籾殻を混じえる粘土質で、わずかに3mm大以下の石粒も含まれている。色
調は前記各部の通り。

分析部分 短軸端部1／6を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

備　　考 溶解炉内面の滓化の進んだ下段下半に相当する炉壁片と推定される。下端に残る接合痕は水平に途切れており、幅広い
輪積みにより炉体が形成されていることを物語る。内面には緑青等の明瞭な金属種を指す情報が少なく、あえていえば、
5mm大以下の粒状の介在物が確認される程度である。本遺跡出土の多量の炉壁片のうち、粒状の青銅粒子や緑青が確認
される資料は1％にも満たず、大半は黒色や白色にガラス化した内面状態を示すのみである。

分析資料2

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 62

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 12C町道部分　3層 時期：根拠 12世紀：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－2

計
　
測
　
値

色　　調

表：黒　色・緑黒色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 7.7 cm 硬　　度

化　学： TEL－2
E P M A

短軸 6.7 cm
地：暗褐色～褐　色 破 面 数 4

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 4.4 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉　壁
（溶解炉・白色滓付
き・青銅粒子付き）

磁 着 度 1 前 含 浸 －
カロリー

重量 135.6 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 内面が滓化して点々と緑青の吹いた粒子が確認される炉壁破片。側面4面は破面となり、外面は表皮が剥落して籾殻を
混じえた胎土が露出している。内面は細いツララ状の垂れが生じ、全体に風化色のためか灰白色となっている部分が広い。
本来の地色は黒色ガラス質となる。緑青の吹いた粒子は3mm大以下で、炉壁内面には少なくとも13ヶ所以上が滓表面
から顔を出している。側面の破面は内面寄りが発泡して、その表面に灰白色の滓が広がっている。外面は上半部の剥落が
進み、下半部はやや厚みを持っている。下半の表面の一部には自然面様の平坦面が認められる。またこの周辺には6ケ所
ほど、やや大ぶりの緑青の吹いた小塊状の部分が顔を出しており、炉壁内面側から2cm以上もの深さに青銅系の金属が
貫入していることになる。胎土は多量の籾殻を混じえる粘土質で、1mm大以下の石英質の粒子もやや目立っている。ま
た径1cm大の小砂利も含まれる。色調は内面の滓が黒色から灰白色で、銅系の酸化物粒子は緑青色となる。炉壁胎土は
暗褐色から褐色に被熱している。

分析部分 長軸端部1／4を直線状に切断し、銅粒を中心として分析に用いる。残材返却。

備　　考 緑青の吹いた銅系の酸化物粒子が内面に顔を出していることから、分析資料として選択された資料である。胎土等は分
析資料No.1と類似するが、内面が灰白色となる点は異なっている。こうした灰白色の色調は、分析資料No.3の炉壁炉
底とも共通している。滓部が灰白色となるのは本来の色調ではなく、滓の成分系または風化色の可能性が高い。というの
は、灰白色の滓部でも、より地色に近い部分では黒色から黒褐色のガラス質滓が確認されるためである。分析資料のうち
A地区出土品の中で確実に緑青が確認される資料は、本資料に加えて分析資料No.5の羽口と分析資料No.6の白色滓があ
り、相互に関連する可能性が高い。また、分析資料No.20の青銅系の羽口も緑青が確認されている。
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分析資料3

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 79

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 13C5炉外　中世層 時期：根拠 12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－3

計
　
測
　
値

色　　調

表：灰白色～明褐色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 11.5 cm 硬　　度

化　学： TEL－3
E P M A

短軸 9.5 cm
地：褐　色～赤褐
色・暗褐色

破 面 数 4
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 4.0 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉壁炉底
（溶解炉・白色滓付
き・補修・含鉄）

磁 着 度 2 前 含 浸 －
カロリー

重量 284.3 g 放 射 化

メタル度 銹化（△） 断面樹脂 －
X線透過 ○

観察所見 内面に点々とガスの抜けあとを残す炉壁炉底破片。側面3面はシャープな破面で、下面も破面となっている。内面は表
皮沿いが3mm前後の厚さで滓化して、全体が灰白色から明褐色の滓層となっている。表面にはガスの抜けあとと共に
2mm大以下の粒状の滓も顔を出している。透過X線像から見ると内部のひび割れに沿って金属鉄が貫入していることが
わかる。外観的に鉄部は左下手側から下面下手側に不規則な筋状に広がっており、透過X線像では稲光り状に鉄部が確認
される。また一部、3mm大以下の粒状の鉄部も周辺部には点在する。炉壁炉底の胎部は多量の籾殻と短いスサを混じえ
た粘土質で、炉壁側に比べて練りが甘いためか、ひび割れがやや目立つ。色調は内面の滓部が灰白色から明褐色で、貫入
した鉄部は黒褐色、下面に露出する炉壁土は褐色から赤褐色さらには暗褐色と色調の変化が激しい。

分析部分 短軸端部1／3 を直線状に切断し、炉壁炉底として分析に用いる。残材返却。

備　　考 内面が灰白色に滓化してガスの抜けあとが点々と残る特徴的な外観を持つ炉壁炉底。下手側を中心に胎土のひび割れに
貫入した含鉄部の調査を兼ねて分析資料に選択されている。外観的には明らかな鉄部ではあるが、溶解された金属自体が
鉄であるという証拠にはなりにくい点に留意が必要であろう。内面に残る灰白色の滓は本来の滓色ではなく、炉壁や溶媒
剤に由来する場合や、風化色の可能性がある。なお内面に点在する微細な粒状の滓は、金属そのものに由来するものでは
なく、滓の表面張力による粒状の滓の可能性が高い。

分析資料4

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 83

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 12C町道部分　3層 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－4

計
　
測
　
値

色　　調

表：灰黒色～黒褐
色・暗紅色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 7.1 cm 硬　　度

化　学： TEL－4
E P M A

短軸 10.3 cm
地：暗褐色～赤褐色 破 面 数 3

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 5.0 cm 耐 火 度 ○

遺物種類
（名称）

大口径羽口（溶解炉）
磁 着 度 1 前 含 浸 －

カロリー
重量 199.5 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 上面の右端部に大口径羽口の先端側の端部を残す大口径羽口破片。上面の短軸方向に弧状となる部分が通風孔部の壁面
側で、右側部の7割方が灰黒色に発泡した先端部側となる。基部側と短軸側の側部の2面が破面となり、破面数は3を数
える。下面の下手側はガラス質の凹凸の激しい面で、垂れや木炭の噛み込みも確認される。右側部の発泡部分とガラス質
滓部分は斜めの直線状に接しており、より下手側のガラス質滓の部分は通風孔部の先端部から肩部が大きく溶損したもの
である。胎土は多量の籾殻が混入されたもので、大きさの割には比重が低い。色調は内面表皮が灰黒色から黒褐色で、流
動状に滓化した表皮の一部は暗紫紅色となっている。通風孔部の壁面は明褐色で、胎土の被熱は暗褐色から赤褐色となる。

分析部分 短軸端部1／3を直線状に切断し、大口径羽口として分析に用いる。残材返却。

備　　考 体部の身厚が6cm以上の厚みを持つ、大口径羽口の先端部から肩部にかけての破片。元の炉内側からみて右下の顎部
が斜め上方に向かい溶損しているため、特異な形態となっている。通風孔部の径は10cm前後と推定される。装着角度の
弱い大口径羽口は、斜め上方に向かう溶損が弱く、先端部から肩部にかけての全体が発泡状態となることがある。構成
No.86・87も類似した資料であり、胎土が粘土質でなく籾殻主体のスカスカした状態の場合に比較的発泡部分の目立つ
羽口先になりやすい傾向を持っている。
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分析資料5

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 92

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 12C町道部分　3層 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－5

計
　
測
　
値

色　　調

表：紅　色～暗紅
色・黒褐色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 5.1 cm 硬　　度

化　学： －
E PM A

短軸 5.5 cm
地：褐　色～赤褐色 破 面 数 4

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 2.1 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

大口径羽口
（溶解炉・青銅系）

磁 着 度 1 前 含 浸 －
カロリー

重量 33.0 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 外面が紅色から黒褐色に滓化した大口径羽口の体部小破片。内外面は生きており側部4面が破面となっている。外面は
全体が紅色主体のガラス質滓の状態で、浅い木炭痕が残されており、点々と黒褐色や白色さらにくすんだ極小の斑点状の
滓が残されている。体部の厚みは1．7cm以下と薄く、外周部の滓化・溶損が進んでいることが伺わせる。内面の通風孔
は小範囲ながら生きており、長軸方向に向かう指頭痕状のナデが確認される。胎土は籾殻が大量に混じり、僅かに石英質
の石粒が認められる。色調は外面の滓化部分が紅色から暗紅色さらに黒褐色となり、通風孔部側が明るい褐色から赤褐色
に被熱する。

分析部分 長軸端部1／3を直線状に切断し、大口径羽口表面の滓層を中心に分析に用いる。残材返却。

備　　考 身厚の薄い大口径羽口の先端部寄りの小破片と推定される。外面が紅色主体のガラス質滓となるのは銅系の羽口やルツ
ボ内面に特徴的で、一部、斑点状に残るくすんだ緑青色もこれを補強する。本遺跡から出土した羽口には、厚みを持った
大口径羽口と本例のような身厚の薄い大口径羽口の両者があり、前者が圧倒的な量を占めている。この両者の使い分けは、
鉄の溶解炉と銅の溶解炉との使い分けに係わるものであろうか。

分析資料6

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 98

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 11C23 Ⅴ 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－6

計
　
測
　
値

色　　調

表：灰白色・緑青・
紫紅色

遺 　 存
度

破片
検　　鏡 ◎

長軸 3.7 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－6
E P M A

短軸 4.9 cm
地：褐　色～暗褐色

破 　 面
数

1
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 2.9 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

白色滓
（青銅粒子付き）

磁 着 度 1
前 　 含

浸
－

カロリー
重量 39.3 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 平面、不整五角形をした表面全体が灰白色の風化色を示す白色滓。上手側の側部中段に小破面を持つ以外は不規則な流
動状の滓に外面が覆われている。表面には木炭痕が確認され、下面を中心に小範囲の緑青色となる滓部を点々と固着して
いる。それ以外に、くすんだ紫紅色を示す錆色の滓も固着しており、両者とも一部が粒状となっている。上手側の下面に
露出する滓内部は石英質の石粒が確認される炉壁土で、炉壁由来の滓であることを物語る。比重はやや低く全体に軽量。
色調は外面が灰白色で、点々と残る微細な粒状の滓部は緑青色や暗紫紅色となっている。破面に露出する芯部は褐色から
暗褐色となる。

分析部分 短軸端部1／2 を直線状に切断し、銅粒に留意して、滓部を中心に分析に用いる。残材返却。

備　　考 表面がやや不定方向に流動し始めている炉壁由来の灰白色の滓。本資料は小範囲に緑青色を残すが、出土した他の白色
滓は表面が白いという以外は、緻密なものや通常の黒褐色の炉内滓や流動滓に似たものも多い。白色滓や緑青の吹いた青
銅粒子は分析資料No.5とも共通しており、相互に関連する可能性がありそうである。
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分析資料7

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 109

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 12C町道部分　V 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－7

計
　
測
　
値

色　　調

表：黄褐色・黒褐色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 6.4 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－7
E P M A

短軸 9.7 cm
地：紫紅色 破 面 数 6

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 5.3 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉内滓
（溶解炉・含鉄）

磁 着 度 3 前 含 浸 －
カロリー

重量 364.6 g 放 射 化

メタル度 銹化（△） 断面樹脂 －
X線透過 ○

観察所見 左右の側面と上面下手側に不規則な小破面が連続する炉内滓破片。下面全体と短軸側の両端部に加えて上面上手側の端
部が生きており、炉底塊の下面の一部を成していた可能性が大きい。破面数は6を数える。滓は緻密で破面は全体に密度
が高い。左右の側部中段から下面の中央部にかけては僅かに含鉄気味のためか、黒錆の滲みや放射割れが伸びている。下
面から短軸側の側部は不規則な波状の表面を持ち、部分的に籾殻を混じえた炉壁土の痕跡を残している。また滓表面や破
面の一部は紫紅色となっている。気孔は部位による変化が激しく、滓としては粗密がある。

分析部分 長軸端部1／3を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材返却。

備　　考 滓主体の炉底塊の側部破片と推定される。短軸側の両側部が生きており、これを炉底塊の厚みとすれば、少なくとも炉
底塊は9．5cm以上の厚みを持つことになる。分析資料No.9は鉄部の広い炉底塊破片で、本資料は滓部主体のものと考
えられる。溶解炉の場合も滓量の多い素材を原料とする場合には炉底に流動性の強い滓が盤状に形成されることがあるが、
本資料は溶解炉系であるのか製錬系であるのかどちらかはっきりしない面がある。

分析資料8

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-1地区 遺物No. 115

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 14B 二枚目 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－8

計
　
測
　
値

色　　調

表：青灰色・白灰色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 6.5 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－8
E P M A

短軸 6.4 cm
地：黒褐色・茶褐色
～濃茶褐色

破 面 数 3
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 4.2 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉内滓
（溶解炉・含鉄・木
炭付き）

磁 着 度 3 前 含 浸 －
カロリー

重量 197.9 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 平面、三角形をした厚板状の炉内滓破片。上下面が生きており側面3面はシャープな破面となっている。破面数は3を
数える。一見、椀形鍛冶滓の中核部破片様で上面は僅かに木炭痕らしき窪みを残す平坦面となり、下面は椀形となる。破
面を含めて表面には細かい滓片を含む酸化土砂が固着し、ややゴツゴツした質感を持つ。含鉄部は中核部と推定され、透
過X線像には密度の低いガサガサした滓層が確認される。埋土の条件のためか外周部の付着物はやや青灰色で本来の色調
が分かりにくい。側面の下面を中心に含鉄部から錆の滲みも広がっている。色調は表面の酸化土砂が茶褐色から青灰色、
さらには白灰色で、地の滓部は黒褐色。含鉄部は茶褐色から濃茶褐色となる。

分析部分 長軸端部1／4を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 表面全体を覆う二次的な酸化土砂や付着物により、やや分かりにくい資料である。最大厚みは4．8cm程度で、左側が
厚く右側に向かいやや薄くなっていく椀形を示すことから、炉底塊のやや側部寄りの破片ではないかと推定される。ただ
し、本遺跡では椀形鍛冶滓は比較的大型品が出土しており、椀形鍛冶滓の破片ではないと断定することはしにくい。
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分析資料9

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 117

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 13B 黒色炭化層 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－9

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色・黒色～灰色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 18.1 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－9
E P M A ○

短軸 12.1 cm
地：濃茶褐色～黒褐
色

破 面 数
10
以上

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 9.0 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉底塊（含鉄）
磁 着 度 6 前 含 浸 －

カロリー
重量 1,976.9 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 平面、不整多角形をした含鉄の炉底塊破片。最大厚みが9．5cm程の厚い板状で、表面は錆色の炉内滓部と炉壁の半溶
解物に覆われている。生きている表面は上面の一部で、側面から下面は不規則な小破片に覆われる形態を持つ。破面数は
少なくとも10面以上を数える。上面は全体的はやや下手側に向かい傾斜しており、7割方の範囲に炉壁の半溶解物が乗
っている。上面上手側の中央に厚さ1cm程で板状の半溶解物が確認されるが、大口径羽口の先端部片の可能性を持つか
もしれない。側面は中段が最も広い円盤状で、上手側は急な立ち上がり部となっており、表面は広範囲に木炭痕の残る黒
色ガラス質滓に覆われている。残る左右の側面から下手側の側部は、やや大ぶりの木炭痕や木炭そのものを噛み込む炉内
滓部で、炉壁溶解物はほとんど見られない。下面は凹凸のある椀形で中央部から上手側にかけては炉壁土由来のガラス質
滓がこびり付くように残されている。含鉄部は中核部にやや広く、流動するまでには至っていない。色調は表面の酸化土
砂が茶褐色から濃茶褐色で、炉壁溶解物は黒色から灰色となる。地の滓部は濃茶褐色から黒褐色。

分析部分 長軸端部1／6 を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 製鉄炉の炉底塊破片または溶解炉の含鉄の滓部のどちらかであろう。炉壁土は石英質の砂粒の目立つやや密度の高いも
ので、籾殻を多量に混じえた溶解炉の炉壁炉底や大口径羽口とは質感が異なり、特異な資料である。本遺跡では、はっき
りとした炉遺構は確認されず、A地区、C地区を中心に多量の金属関連遺物が出土している。B地区は鍛冶系の遺物主体
で、A地区とC地区は溶解炉を伴う鋳造関連遺物が主体ながら、両者に含めにくい遺物も少数ながら確認されている。構
成No.118から119の炉壁片はわずかにスサを含む砂質土を用いたもので、堅形炉を用いた製鉄炉の可能性があり、本資
料もそれらに関連する疑いを持つ。

分析資料10

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 125 項　目 真土 胎土

出 土 位 置 13C10単炉付近　黄砂混じり 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－10

計
　
測
　
値

色　　調

表：灰黒色～灰　色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 5.5 cm 硬　　度

化　学： －
E PM A

短軸 3.1 cm
地：灰白色 破 面 数 5

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 4.5 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鋳型
（外型・羽釜・口縁
部？）

磁 着 度 1 前 含 浸 －
カロリー

重量 62.3 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 内面にクロミと層状の真土が残される羽釜口縁部と推定される鋳型外型破片。上手側にあたる上面にも砂質の真土が層
状に伸びている。側部2面と下面に加えて下手側の側面も破面となる。破面数は都合5面を数える。釜の上端部にあたる
真土部分は厚さ4mm程で、表面には横方向にかすかな引き目とクロミが確認される。羽釜の羽部分にあたると推定され
る上手側は表皮が剥落して、引き目自体は残されていないが、砂粒主体の真土が厚さ4mm程で貼り込まれて、還元色と
なっていることから、羽部の存在が予想される。母型部分は真土の内側に確認され、僅かながら細いスサや籾殻を混じえ、
石英質の砂粒も含まれる密度の高いものである。真土部分より粘土分の比率が高く硬質のものとなる。真土部分の砂粒の
粒径は0．2～0．7mm大を測る。色調は引き目が残る真土部分が灰黒色で、表皮が脱落した部分は灰色。地は灰白色と
なる。

分析部分 長軸端部1／3を直線状に切断し、鋳型外型として分析に用いる。残材返却

備　　考 A地区から出土した鋳型外型には、梵鐘や密教法具の他に有段の鍋や羽釜が確認される。羽釜と認定されるのは構成
No.125・126の2点のみである。いずれも真土の粒子が細かく、引き目はかすかに見える程度で、比較的丁寧な作りの
鋳型外型である。
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分析資料11

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 140

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 9B19 Ⅳ 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－11

計
　
測
　
値

色　　調

表：黒色～紫紅色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 7.5 cm 硬　　度

化　学： －
E PM A

短軸 3.3 cm
地：灰　色 破 面 数 3

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 1.8 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

ルツボ（青銅系）
磁 着 度 1 前 含 浸 ―

カロリー
重量 18.3 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 ―
X線透過

観察所見 丸底の小型ルツボの口縁部から体部にかけての小破片。口縁部から体部にかけての一部は生きており、側部3面が破面
となっている。破面数は3を数える。幅5mm程の口唇部は平坦に成形され、すでに使用されたためか内面全体と口唇部
から外面の一部に薄く滓が張り付いている。滓は黒色のガラス質で、表皮の7割方が紫紅色となっている。滓直下のルツ
ボの内面はやや発泡ぎみとなる。明瞭な緑青等は不明ながら、紫紅色の酸化色により銅合金系の小型ルツボの可能性が高
い。ルツボの外面は細かいナデにより手づくね風に仕上げられている。胎土は僅かに籾殻を混じえるやや砂質のもので、
密度は高い。色調は内面の滓部が黒色から紫紅色で、外面の大半の地は灰色基調となる。

分析部分 長軸端部2／5を直線状に切断し、ルツボの内面を中心に分析に用いる。残材返却。

備　　考 容量の小さな丸底の小型ルツボの破片である。構成No.141も同一個体の破片と見られるが直接の接合はしない。他に
構成No.142・143とした未使用品の小型ルツボも出土している。なお、本遺跡で出土した鋳型外型は、梵鐘や鍋類に加
えて獣脚鋳型があり、本例のような小型ルツボに対応する小型製品の鋳型は現状では確認できていない。

分析資料12

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区　 遺物No. 159

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 12C16 中世ゴミ捨て場 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－12

計
　
測
　
値

色　　調

表：濃茶褐色～黒褐
色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ○

長軸 3.1 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－12
E P M A ○

短軸 5.4 cm
地：濃茶褐色～黒褐
色

破 面 数 3
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 7.0 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄製品
（鋳造品・鍋・体部）

磁 着 度 2 前 含 浸 ―
カロリー

重量 26.7 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 緩やかな弧状のカーブを持つ厚さ4mmを測る鉄鍋の体部破片。側部3面は破面で内外面は生きている。保存処理が行
われているため表面の樹脂等により分かりにくい点もあるが、外面には鋳型外型の引き目らしき横走する筋が確認される。
透過X線像では1mm大以下の微細な気孔が全面に散っており、比較的丁寧な造りの鋳造品破片と判断される。鉄部の残
りは良好で、銹化は表面のごく一部に限られている。色調は保存処理が施されているため全体に濃茶褐色から黒褐色とな
る。

分析部分 短軸端部1／3を直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 本遺跡からは梵鐘の鋳型も出土しているが、本資料は緩やかな丸みをもつ体部をもち、横走する引き目は構成No.124
の有段の鍋鋳型外型などに近い。但し、鍋体部破片のため羽釜である可能性も残されている。厚みが4mm程で中型の鉄
鍋としては造りが良い。資料は帝京大学山梨文化財研究所により保存処理が行われている。
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分析資料13

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 172

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－13

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～灰黒色 遺 存 度 完形
検　　鏡 ◎

長軸 6.4 cm 硬　　度 ○

化　学： －
E PM A

短軸 4.0 cm
地：灰黒色～黒　色 破 面 数 0

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 2.3 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

黒鉛化木炭（含鉄）
磁 着 度 1 前 含 浸 ―

カロリー
重量 26.6 g 放 射 化

メタル度 L（●） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 下手側の側面を中心に薄皮状の黒色ガラス質滓に覆われている黒鉛化木炭。木取りは縦ミカン割り1／12程度で、上
手側の側部が材の外面にあたる。製炭が地下式炭窯で行われているためか菊割れも認められる。黒鉛化木炭化して黒銀色
の光沢のある部分は上面表皮寄りで、他の部分は大半が元の木炭のままとなっている。材の樹種は硬質の広葉樹材と推定
されるが、付着物に妨げられて年輪等は読み取れない。表面の一部を覆う黒色ガラス質滓は流動状で、上面から垂れ落ち
てきたものなのか、下面に垂れが生じている。磁着は殆どせず茶褐色の酸化土砂部分が僅かに磁石に引かれる程度である。
色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、黒鉛化木炭側は灰黒色から黒色、ガラス質滓は黒色となる。

分析部分 長軸端部1／4を直線状に切断し、黒鉛化木炭として分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。

備　　考 本遺跡からは弱く黒鉛化木炭化したガラス質滓付きの資料が全体としては中型コンテナに1箱分近く出土している。し
かし特定の遺構に集中するわけではなく、A・C地区の広範囲に分散する傾向にある。また大きさは比較的大きいものが
目立ち、完全に鉄と置換してしまった真正の黒鉛化木炭はほとんど含まれていない。こうした理由の一つは、本来の遺構
が製鉄用の竪形炉などではなく、鉄や銅を素材とする溶解炉に伴って派生した黒鉛化木炭のためではないかと推定される。

分析資料14

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 179

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 10C13トレンチ（A） 7層 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－14

計
　
測
　
値

色　　調

表：黄褐色～濃茶褐
色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 4.5 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－14
E P M A ○

短軸 5.1 cm
地：濃茶褐色～黒褐
色

破 面 数 5
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 3.1 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄塊系遺物（含鉄）
磁 着 度 2 前 含 浸 ―

カロリー
重量 164.4 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 平面、丸みを持った不整三角形をした鉄塊系遺物。上面と下面右側の一部が生きているのみで、側面から下面には破面
が連続する。破面数は5を数える。比重が高く小ぶりな割にはずっしりとした重さを持っている。全体に薄い酸化土砂に
覆われており、表面状態がやや分かりにくい。上面は中央部に向かい盛り上がりぎみで、肩部寄りは緩やかに傾斜してい
る。小さなこぶ状の盛り上がりや3mm大前後の気孔が確認され、鉄部が露出しているためか酸化物がキラキラと輝いて
いる。側面から下面は不整な椀形で、8割以上が破面と推定される。下手側の破面はシャープで上下方向に伸び、下半に
は気孔らしき窪みが点々と確認される。上面には5mm大以下の木炭も固着している。透過X線像では外周部沿いの内部
に気孔が確認され、全体に均質な鉄部の可能性が高い。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、含鉄部は濃茶褐色から黒褐色
となる。

分析部分 短軸端部1／3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 3mm大以下の気孔を内部に多量に含む鉄塊系遺物である。上面が生きており、元の厚みを持った鉄塊の上皮寄りの破
片と推定される。流動状には見えないが、気孔のあり方から銑鉄塊の可能性を持っている。溶解炉の炉底に残留した鉄塊
の一部、または鋳造あるいは鍛冶原料として、遺跡内に持ち込まれた鉄塊であろうか。
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分析資料15

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 183

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 SE409 Ⅴ 時期：根拠 11世紀～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－15

計
　
測
　
値

色　　調

表：黄褐色～黒褐色 遺 存 度
ほぼ
完形

検　　鏡 ○
長軸 19.1 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－15
E P M A

短軸 19.3 cm
地：黒褐色 破 面 数 1

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 7.4 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓
（特大・重層）

磁 着 度 2 前 含 浸 ―
カロリー

重量 3423.9 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 ―
X線透過

観察所見 平面、不整楕円形をした特大の椀形鍛冶滓。左側部の下手側が鍛冶具により突き動かされて変形している以外はほぼ完
形品。上面は流動状で右側の弧状の肩部が全体に立ち上がり、中央部はやや小高くなっている。左側部は全体に形状が乱
れており、上手側は段をなす流動状。下手側は斜め右上から差し込まれた径1．8cm前後の丸棒状の鍛冶具により突き崩
されている。右側部は少なくとも二段のヒダ状となっており、滓が重層していることを示している。この重層は上手側の
側部から左上手側の側部にかけても連続している。左側部を除く側部は短軸方向が素直な椀形で、右側部上段は2．5cm
大以下の木炭痕や木炭の噛み込みにより2cm程、他の面より突出している。下面は灰色に被熱した鍛冶炉の炉床土の残
る自然面で、やや上手寄りが最も突出する。下手側の肩部から側面上半にも鍛冶炉の炉床土が小範囲で固着する。炉床土
は籾殻を僅かに混じえる粘土質。滓質は緻密で流動性が比較的高く、左上手側には垂れも生じている。色調は表面の酸化
土砂が黄褐色で、滓部は表面、地とも黒褐色となる。窪んだ上面の滓部分を中心に紫紅色も残されている。

分析部分 短軸端部1／6を逆L字状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却

備　考 滓質の似た流動性の強い鍛冶滓が少なくとも2枚重層した、特大の椀形鍛冶滓である。上面の流動状の滓は水平方向に
楕円形気味に広がっており、一部、細い流動単位が中央部の盛り上がり部を取り巻いている。工具痕の残る左側部の形状
が弧状とならず、不規則に途切れていたり、工具痕が残されるのは、羽口先の方向を示すとともに、直線状に立ち上がる
鍛冶炉の炉壁の影響かもしれない。

分析資料16

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 199

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 SD470町道部分 時期：根拠 11世紀～12世紀：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－16

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色・黒褐色

遺 存 度
ほぼ
完形

検　　鏡 ◎
長軸 10.1 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－16
E P M A ○

短軸 12.4 cm
地：濃茶褐色～黒褐
色

破 面 数 1
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 5.5 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓
（中・含鉄）

磁 着 度 3 前 含 浸 ―
カロリー

重量 890.8 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 平面、不整楕円形をした中型の椀形鍛冶滓。上下面や側部の8割方が生きており、左側部上手側が破面となっている。
破面数は1を数える。上面は緩やかに盛り上がり、全体的には平坦ぎみとなる。上面左寄りに短軸方向に向かう筋状の窪
みが確認されるが、木炭痕の可能性が高い。側面は7mm大以下の木炭痕が比較的目立ち、一部は流動状となっている。
左側部は下層の薄皮状の滓層と本体部の滓との間に水平方向の隙間が生じているため段をなしている。下面は浅い椀形で、
1cm大を超える木炭が上手側を中心に面的に固着している。また、上手側を中心にキラキラした酸化物が広がっており、
表面に鉄部が露出しているためと考えられる。範囲としてはおよそ5cm大の径を測る。また、本来の底面の突出部が下
面左寄りに残されている。滓は比重が高く上下面には錆のにじみと放射割れも始まっている。含鉄部は中核部から下半に
広く、磁着する範囲もそれに対応している。色調は表面の酸化土砂が茶褐色から濃茶褐色で、滓部は黒褐色となる。地は
濃茶褐色から黒褐色。

分析部分 短軸端部1／4を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 中核部から下半部に広い含鉄部を持つ、ほぼ完形の椀形鍛冶滓である。厚みを持ち、まとまった形態となっている。含
鉄部の広さから精錬鍛冶段階の資料であろうか。
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分析資料17

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡A-2地区 遺物No. 202

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 SD311下層 時期：根拠 11世紀～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－17

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色

遺 存 度 完形
検　　鏡 ◎

長軸 10.2 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－17
E P M A

短軸 8.6 cm
地：黒褐色 破 面 数 0

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 3.5 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓
（小・含鉄）

磁 着 度 2 前 含 浸 ―
カロリー

重量 242.1 g 放 射 化

メタル度 銹化（△） 断面樹脂 ―
X線透過 ○

観察所見 平面、不整楕円形をした全体に扁平な小型の椀形鍛冶滓。完形品ではあるが、平・断面形はやや乱れており、部位によ
る変化が激しい。上面は右側部沿いが一段小高く、中央部が広く窪んでおり、1cm大前後の木炭痕が点々と残されてい
る。側部は右側がきれいな椀形で、短軸側の両端部はやや不自然に途切れており、木炭痕により滓がせき止められたよう
な形態を持つ。左側部は比較的きれいな弧状を示し、極小の椀形鍛冶滓の側部様となる。下面は右半分が突出して左側に
向かい徐々に薄くなっている。下面にも点々と木炭痕が確認される。磁着は全体にほぼ均等で弱い。色調は表面の酸化土
砂が茶褐色で、滓部は濃茶褐色となる。地は黒褐色。

分析部分 長軸端部1／5を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材返却。

備　　考 やや密度の低い小型の椀形鍛冶滓である。形態がやや乱れているのは鍛冶炉中で突き動かされているためか。鍛冶の工
程としては鍛錬鍛冶相当か。

分析資料18

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 205

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 14B 二枚目 時期：根拠 11世紀～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－18

計
　
測
　
値

色　　調

表：暗褐色～黒褐
色・灰　色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 5.1 cm 硬　　度 ○

化　学： －
E PM A

短軸 6.5 cm
地：黒褐色・灰　色 破 面 数 3

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 2.6 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓
（極小・炉床土付き）

磁 着 度 2 前 含 浸 ―
カロリー

重量 66.3 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 ―
X線透過 ○

観察所見 下面の中央部に4．5cm大ほどの範囲で灰色に被熱した鍛冶炉の炉床土が残る極小の椀形鍛冶滓破片。上面と左側面の
両短軸側は生きており、右側部と左側部中央が破面となっている。破面数は3を数える。滓は二段ぎみで上半部には
1cm程の厚みの扁平な椀形鍛冶滓が、下半に認められる鍛冶炉の炉床土の中にはもう一つの扁平な滓が含まれている。
側部からみると中段に小さな段が生じており、そのため、上下で滓が重層しているように見える。滓の上面は浅く窪み、
細かい木炭痕がかすかに確認される。滓質はやや密度が低く、風化も進んでいる。下面に残る鍛冶炉の炉床土は3mm大
以下の粗い石英質の石粒が目立ち粗い質感を示す。色調は滓部表面が暗褐色から黒褐色で、炉床土は灰色となり、地は黒
褐色と灰色になる。

分析部分 短軸端部1／2を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材返却。

備　　考 比較的、中型から大型の椀形鍛冶滓が目立つ本遺跡の中では、数少ない極小の椀形鍛冶滓の一つである。工程的には鍛
錬鍛冶段階に相当するものと予想される。
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分析資料19

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-2地区 遺物No. 217

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 11C6 Ⅳ（2層） 時期：根拠 11～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－19

計
　
測
　
値

色　　調

表：黒褐色～灰黒色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 6.6 cm 硬　　度

化　学： TEL－19
E P M A

短軸 8.1 cm
地：黒褐色・灰色～
赤褐色

破 面 数 4
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 3.4 cm 耐 火 度 ○

遺物種類
（名称）

羽　口
（鍛冶・スマキ痕付
き・板屋型・先端
部）

磁 着 度 1 前 含 浸 ―
カロリー

重量 135.7 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 ―
X線透過

観察所見 鍛冶羽口の先端部破片。体部の長さは5cmと短く、基部側と通風孔部を含む羽口径の1／3を欠落している。破面数
は4を数える。残存部位は正面から見て左側部から下面寄りで、右側は全体に欠落している。先端部は溶損が進み、斜め
上方に向かい滓化している。下手側は羽口の顎部に相当し、僅かに黒色ガラス質の滓が垂れ落ちている。羽口の外面には
長軸方向に向かう幅5mm前後の筋状の窪みが3．5cm程の間隔を持って残されている。数は少ないながらも、羽口の
成・整形時のスマキ痕と推定される。羽口胎土は強い砂質土で、僅かに籾殻痕の混和が確認される。色調は先端部の滓化
部分が黒褐色で、体部外面は灰黒色。地は滓化部分が黒褐色となる以外は、灰色から赤褐色に被熱している。

分析部分 短軸端部1／3を直線状に切断し、羽口として分析に用いる。残材返却。

備　　考 外径が10cm以下と推定される鍛冶羽口の先端部破片。通風孔部の壁面が完全に欠落しているため不明点があるが、通
常の鍛冶羽口とみて良さそうである。本例はスマキ痕の密度が低いが、構成No.126・218とした羽口はスマキ痕が全周
に渡り密集する。なお、他にスマキ痕が確認出来ない通常の羽口の破片がA地区では8点構成されている。

分析資料20

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 219

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 13C10 焼土層 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－20

計
　
測
　
値

色　　調

表：黒褐色～暗紫紅
色・緑青色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 3.9 cm 硬　　度

化　学： －
E PM A

短軸 5.7 cm
地：黒褐色・明褐
色・緑青色

破 面 数 4
X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 2.0 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

羽　口（青銅系）
磁 着 度 1 前 含 浸 ―

カロリー
重量 37.6 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 ―
X線透過

観察所見 内外面に緑青が吹いた羽口先端部破片。外径が小ぶりで身厚は1．5cm強と薄い。羽口先端部破片のため側部2面の体
部側がほとんど欠落している。外面は平滑な流動状で垂れも散在する。滓化した表皮の色調は黒褐色や赤紫紅色さらに緑
青色とモザイク状になっている。残存部位は羽口の前方からみて左側部にあたり、通風孔部径の2／3強である。先端部
は一旦、直線状に途切れており、それを覆うように滓が垂れて下っている。通風孔部の径は3．7cm以上と考えられ、通
常の鍛冶羽口の径に比べればやや大ぶりとなる。緑青は通風孔部の出口付近のみに残り、壁面はきれいな褐色に被熱する。
胎土は比較的多量の籾殻を混じえた粘土質。色調は外面の滓部が前記各部の通りで、地は滓部が黒褐色。羽口の胎土側は
明褐色となる。

分析部分 短軸端部1／4を直線状に切断し、青銅系羽口として分析に用いる。残材返却。

備　　考 緑青が吹いており形状も身厚の薄い小ぶりの羽口である。溶解炉ではなく火床に設置されたルツボ中の対象金属を加
熱・溶解するための羽口と推定される。従ってセット完形と成る可能性があるのは構成No.140～143の小型ルツボであ
る。また構成No.137の密教法具の可能性の強い特殊な鋳型なども関連資料となるかもしれない。
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分析資料21

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 220

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 13C・14C 黒色炭化層 時期：根拠 11～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－21

計
　
測
　
値

色　　調

表：濃茶褐色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ○

長軸 4.8 cm 硬　　度

化　学： －
E PM A

短軸 4.8 cm
地：濃茶褐色 破 面 数 3

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 2.8 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

再結合滓
磁 着 度 1 前 含 浸 －

カロリー
重量 72.3 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 平面、不整六角形をした板状の再結合滓破片。上下面と左側部は生きている可能性があり、残る側面3面が破面となっ
ている。破面数は3となる。再結合滓の内容物は4mm大以下の微細な滓片や粉炭主体で、キラキラとした光沢を持つ鉄
の酸化物や黒鉛化木炭の細片などからなっている。溶解炉等の炉壁粉が含まれている可能性も高い。再結合滓としては比
較的均一で、粒子全体が顆粒状となっており、層状の特徴は見られない。表面には遺構覆土である低地の土砂と見られる
くすんだ緑青色の付着物が薄皮状に張り付いている。再結合滓の色調は表面・地とも濃茶褐色となる。

分析部分 長軸端部1／3 を直線状に切断し、再結合滓として分析に用いる。残材返却。

備　　考 溶解炉系の炉内滓の粉末や微細な鉄酸化物、さらには黒鉛化木炭等の、溶解炉に伴う粉状の微細遺物からなる再結合滓
である。溶解炉の排滓場の一部で形成された可能性が高いが、遺構としては捉えられず、遺跡の調査段階では黒色炭化物
層からの出土品として取り上げられている。発掘調査から17年以上の時間が経過しているため詳細は不明である。

分析資料22

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A地区 遺物No. 231

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 SD415 時期：根拠 11～12世紀：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－22

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ○

長軸 17.3 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－22
E P M A ○

短軸 2.9 cm
地：濃茶褐色 破 面 数 3

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 0.5 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄製品
（鍛造品・小刀）

磁 着 度 4 前 含 浸 ○
カロリー

重量 60.4 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 小刀の茎部から刃部にかけての破片。茎部の先端側と切先側に加えて刃部の一部も欠落している。両関で体部は僅かに
長軸方向に向かって反りを持っている。背側は平坦に成形され両側の肩部が僅かに砥ぎ上げれらている。刃部は僅かに湾
曲しており背側とほぼ一致する。鞘は伴っていないが刃部の表面が平滑で荒れていない点から、本来は鞘を伴っていた可
能性がありそうである。色調は保存処理をされているため不明ながら、現状は表面の酸化土砂部分が茶褐色で、本体側は
濃茶褐色からやや赤みを持った色調を示す。

分析部分 長軸端部1／8 を直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 出土位置はSD415である。本遺跡からは他に4点の小刀が出土しており、うち3点はSB311からまとまって出土して
いる。本遺跡で生産された刀というよりも、遺跡出土の鉄製品のうち、鍛造品の一つとして分析用に選択されている。中
世の小刀の性状を調査する目的を持つ。本資料は帝京大学山梨文化財研究所で保存処理が行われている可能性あり。
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分析資料23

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　B地区 遺物No. 239

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 7C24 ① 時期：根拠 11世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－23

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～黒褐色 遺 存 度
ほぼ
完形

検　　鏡 ◎
長軸 6.4 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－23
E P M A ○

短軸 9.3 cm
地：濃茶褐色～黒褐
色

破 面 数 1
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 4.6 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓（中・含
鉄）

磁 着 度 3 前 含 浸 －
カロリー

重量 345.3 g 放 射 化

メタル度 銹化（△） 断面樹脂 －
X線透過 ○

観察所見 短軸方向に長手の含鉄の椀形鍛冶滓。ほぼ完形品で上手側の肩部に小破面が残る。破面数は1となる。上面は短軸方向
に僅かに反り返る状態で、左右の側部が比較的に直線状に途切れている。下手側の肩部は隅丸方形ぎみで、きれいな形態
を示す。側面から下面は短軸方向に長手の椀形で、最も厚い部分は僅かに中央左寄りとなる。左側部はやや凹凸を生じて
おり、右側とは差を持つ。上面の左右にコブ状の酸化土砂が認められるが、右側は含鉄部の影響のためか錆が滲んでいる。
上面にはかすかに木炭痕が残り、側面から下面は僅かな木炭痕と炉床土の圧痕に覆われている。含鉄部は最も肥厚する下
面中央部寄りの芯部。色調は表の酸化土砂が茶褐色で、滓部は濃茶褐色から黒褐色。

分析部分 短軸端部1／5 を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。

備　　考 左側部が何かに接したような形態を持つ椀形鍛冶滓である。見かけが小さい割に比重が高いのは、滓の密度と含鉄部の
影響のためか。左側部が変形する椀形鍛冶滓の特徴は分析資料No.15とも共通するが、滓質は全く異なる。また出土地
区もA地区とB地区と異なっている。

分析資料24

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　B地区 遺物No. 244

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 6C16 時期：根拠 11～12世紀：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－24

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 2.6 cm 硬　　度 ○

化　学： －
E PM A

短軸 4.3 cm
地：濃茶褐色 破 面 数 2

X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 2.2 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄塊系遺物（含鉄）
磁 着 度 4 前 含 浸 －

カロリー
重量 47.4 g 放 射 化

メタル度 L（●） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 側部の立ち上がりの急な鉄塊系遺物。表面全体が酸化土砂に覆われているため分かりにくい面がある。左右の側部の2
面は破面の可能性を持っているため、破面数は2としておく。厚さ2cm前後の極小の椀形鍛冶滓の中核部様で、上面の
中央部は窪み、下面は浅い椀形となる。上手側の側部は生きており、急角度で立ち上がっている。表面には放射割が発達
しつつあり、黒褐色の酸化液が吹き出し固化している。磁着は各面とも強く、透過X線像では内部に微細な気孔を含む鉄
部が全体的に広がっている。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、含鉄部は濃茶褐色。放射割れ沿いは黒褐色となる。

分析部分 短軸端部1／3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 鉄部主体の資料ではあるが、下面が浅い椀形となる点は極小の椀形鍛冶滓または鍛冶鉄塊系遺物に似ている。鍛冶処理
中の鉄塊である可能性もあろう。銹化が急速に進行して酸化液が滲んでいる。
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分析資料25

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　B地区 遺物No. 245

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 4A23－1 時期：根拠 11～12世紀：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－25

計
　
測
　
値

色　　調

表：黄褐色～濃茶褐
色

遺 存 度
検　　鏡 ◎

長軸 7.9 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－25
E P M A

短軸 13.0 cm
地：濃茶褐色 破 面 数 4

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 2.5 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄塊系遺物（含鉄）
磁 着 度 6 前 含 浸 －

カロリー
重量 554.5 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 平面、長手の不整菱形をした鉄塊系遺物。下面の中央部に稜をなすように短軸方向に向かう突出部が伸びている。上面
は生きており、左右の肩部を中心に小破面が連続している。破面数は少なくとも4面を数える。上面は僅かに盛り上がっ
ており肩部は丸みを持っている。左側の中央部は逆にせり上がっており、端部が破面となる。下面は短軸方向に向かう舟
底状で上面に比べて表面が連続的にはじけているようにも見え、或いは、全体が破面となる可能性もかなり高そうである。
色調は上面を中心に広がっている酸化土砂が黄褐色で、鉄部は全体に濃茶褐色の錆色となっている。また上面には数mm
大の浅い窪みが無数に数えられ、透過X線像を加味すれば、銑鉄中に含まれる気孔による窪みと判断される。

分析部分 短軸端部1／6を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 液体化した粗い気孔を内部に含む銑鉄塊と推定される。上面が緩やかに盛り上がり肩部が丸みを持って垂れ下がるのは
表面張力による形態の可能性が強い。下面に短軸方向に伸びる稜が何を意味するのかはっきりしない所がある。流動状の
銑鉄と見られ、上面の形態は水平方向に流れつつ固化したことを示している。B地区からの出土品中で他に椀形鍛冶滓や
炉内滓が僅かながら出土しているが、溶解炉に伴う遺物は極めて僅かである。鍛冶原料として持ち込まれた銑鉄塊であろ
うか。形態的にはさらに大きな銑鉄塊の表皮の可能性を持っている。

分析資料26

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　C地区 遺物No. 261

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 1・2・3B Ⅲ層 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－26

計
　
測
　
値

色　　調

表：灰褐色～黒　色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ○

長軸 12.8 cm 硬　　度

化　学： TEL－26
E P M A

短軸 14.5 cm
地：黒　色・灰黒色
～灰白色

破 面 数 5
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 4.3 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉　壁
（溶解炉・接合痕付
き・下段上半・滓化
強）

磁 着 度 1 前 含 浸 －
カロリー

重量 688.4 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 内面が黒色ガラス質に滓化して下端部に水平方向に途切れる粘土単位の接合痕を残す炉壁破片。左右の側部から上面に
かけてが全面破面で、破面数は5を数える。外面は表皮が剥離した剥離面となる。平面形は極めて緩やかな弧状で内面の
ガラス質滓の表面には不定方向に浅い木炭痕を残し、垂れも生じている。左上方を中心に表皮の一部がくすんだ紫紅色と
なる。内面の中央部と左寄りに3ヶ所1．5cm大以下の黒鉛化木炭を噛み込んでいる。胎土は籾殻を多量に含みスサもま
ばらに混在する砂質土で、全体が還元色となっている。分析資料No.1のA地区出土の溶解炉の炉壁片と基本的には類似
するが、胎土が密でより砂粒の混和量が多く、丁寧な作りの印象を受ける。色調は前記各部の通り。

分析部分 短軸端部1／4を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

備　　考 C地区では一定量の溶解炉の炉壁片を出土している上に、鋳型としては梵鐘に加えて有段の鍋が出土している。これら
の鋳造の目的に用いられた溶解炉の炉壁破片の可能性が高い。またA地区とC地区では鋳造関連遺物はA地区の方が3倍
から5倍以上も多いものの、作業内容としては同じような傾向を持っているものと考えられる。

破片?
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分析資料27

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　C地区 遺物No. 277

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 胎土

出 土 位 置 2C Ⅳ 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－27

計
　
測
　
値

色　　調

表：灰黒色～茶褐色 遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 10.2 cm 硬　　度

化　学： －
E PM A

短軸 9.1 cm
地：灰色～灰黒色～
灰白色

破 面 数 7
X線回折

放射化： －
化　　学

厚さ 4.2 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

炉壁炉底
（溶解炉・含鉄）

磁 着 度 2 前 含 浸 －
カロリー

重量 314.3 g 放 射 化

メタル度 銹化（△） 断面樹脂 －
X線透過 ○

観察所見 滓化した内面にガスの抜け跡が連続し、含鉄部からの放射割れが伸びている炉壁炉底破片。側部には破面が連続し、破
面数は7を数える。下面は表層が剥がれて剥離面となっている。滓化した内面の色調は灰黒色で僅かに木炭痕も確認され
る。左側部の破面にはひび割れに沿って貫入した小範囲の鉄部が顔を出し錆色となっている。透過X線像を見ると全体的
に小さな含鉄部が広がっており、内部のびび割れに沿った部分は幅5mm程の帯状となっている部分も確認される。炉壁
炉底の胎土は籾殻を多量に混じえる砂質土で、分析資料No.25の炉壁より一段と密度が高い。色調は内面が灰黒色で、
地は灰色から灰黒色さらに灰白色と、部位による変化がある。

分析部分 長軸端部1／3を直線状に切断し、炉壁炉底として分析に用いる。残材返却。

備　　考 C地区出土の溶解炉の炉壁や炉壁炉底はA地区に比べてやや量も少なく、分析資料No.26・27は同一の溶解炉の壁側
と炉底側の可能性を持っている。またC地区では青銅系の遺物を全く出土しておらず、鉄系の素材を用いた鋳造作業が行
われている可能性が高そうである。鋳型外型には梵鐘と有段の鍋類が確認される。

分析資料28

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　C地区 遺物No. 303

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 2C Ⅳ 時期：根拠 11～12世紀：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－28

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ◎

長軸 4.5 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－28
E P M A ○

短軸 6.7 cm
地：濃茶褐色～黒褐
色

破 面 数 5
X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 5.0 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄塊系遺物（含鉄）
磁 着 度 4 前 含 浸 －

カロリー
重量 240.1 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 平面、不整五角形をした側部がシャープな破面に囲まれた鉄塊系遺物破片。上下面は生きており、側部の破面には木炭
痕か大型の気孔かはっきりしないものの、横方向に伸びる隙間が点々と残されている。上面は大きな波状で下面は浅い樋
状となっている。この下面は炉壁炉底または地面などに接した接地面と考えられる。磁着は全体的に強く、滓部を持たな
い銑鉄塊の可能性が高い。割れ口がシャープな点も炭素量の高い鉄に特徴的な特色である。表面の一部に残る緑青色は青
銅に由来するものではなく調査区の覆土である。透過X線像には、内部に気孔を含む密度の高い鉄部が確認される。色調
は表面の酸化土砂が茶褐色で、地は濃茶褐色から黒褐色となる。

分析部分 短軸端部1／5を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 やや流動性の低い状態の銑鉄塊の破片と推定される。溶解炉用の原料鉄塊または溶解炉から流れ出した湯こぼれの破片
であろうか。また鍛冶原料鉄の可能性も残される。本遺跡では製鉄炉は検出されなかったが、各区とも炭素量の高い銑鉄
塊の出土が確認されており、遺跡地周辺での銑鉄を主体にした鉄塊の生産と流通量の多さを反映している可能性が高い。
12世紀から13世紀にかけては北沢遺跡のような地下構造を強化した製鉄炉が新潟県下では確認されており、それらから
供給された銑鉄を素材にして、鋳造や鍛冶作業が盛んであったことを物語っている。
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分析資料29

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　C地区 遺物No. 304

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 2B17 時期：根拠 11世紀～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－29

計
　
測
　
値

色　　調

表 ： 黒 褐 色 ～ 紅
色・赤褐色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ○

長軸 7.4 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－29
E P M A

短軸 8.9 cm
地：黒褐色 破 面 数 4

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 3.5 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓（中）
磁 着 度 2 前 含 浸 －

カロリー
重量 320.5 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 中型の椀形鍛冶滓の中核部から側部にかけての破片。上下面と右側部は生きており、左側部の上手側側部がシャープな
破面となっている。破面数は4を数える。上面は1cm大以下の木炭痕の広がる平坦な面で、表皮は木炭痕の壁面を中心
に紅色となっている。右側部から下面は浅い椀形で、特に右側部下半が一段と膨らんでいる。またこの部分を中心にくす
んだ赤褐色となる鍛冶炉の炉床土が5mm以下の厚みで薄皮状に固着している。滓質は緻密で炉床土沿いには気孔が確認
されるが、上半部の滓にはほとんど認められない。鍛冶炉の炉床土は籾殻を混じえたボソボソした胎土で、細かいひび割
れが入っているためか細い筋状の滓が貫入している。色調は表面・地とも滓部は黒褐色で、上面表皮のみ紅色となる。右
側部上手側はやや急角度で立ち上がっており、鍛冶炉の炉壁の形態を反映している可能性もある。

分析部分 長軸端部1／3を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備　　考 C地区出土の数少ない椀形鍛冶滓の一つである。上面表皮の木炭痕沿いが紅色となるのは3価の鉄酸化物で、滓中の酸
化鉄の多さを示している。中型の椀形鍛冶滓ではあるが鍛錬鍛冶滓かもしれない。

分析資料30

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　C地区 遺物No. 307

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 1B3 時期：根拠 11世紀～12世紀：出土土器 マ ク ロ

試料記号

検　鏡： TEL－30

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～灰色～
灰黒色

遺 存 度
ほぼ
完形

検　　鏡 ○
長軸 4.3 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－30
E P M A

短軸 5.6 cm
地：灰黒色～黒褐色 破 面 数 2

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 2.7 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

椀形鍛冶滓（極小）
磁 着 度 2 前 含 浸 －

カロリー
重量 71.5 g 放 射 化

メタル度 な　し 断面樹脂 －
X線透過

観察所見 平面、不整楕円形をした極小の椀形鍛冶滓または溶解炉の炉内滓破片。左右の側面中央に小破面を持つ以外は各面とも
生きているように見える。上面の中央部は錆色で、肩部から下面にかけては風化が進んでいるためか、灰色から灰黒色と
なっている。上下面とも平坦ぎみで側部の立ち上がりはやや急角度。椀形鍛冶滓としてやや違和感があるのは、下面から
右側面を中心に目立って木炭を噛み込んでいる点である。木炭の材質は針葉樹ではなく広葉樹材。滓質は中小の気孔を含
みやや密度が低い。色調は上面中央部の酸化土砂が茶褐色で、滓部が灰色から灰黒色。地は灰黒色から黒褐色となる。

分析部分 短軸端部1／2を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備　　考 遺物名を極小の椀形鍛冶滓としているが、やや断定するのには疑問のある滓である。木炭の噛み込みが目立つ点や、風
化色が溶解炉の炉壁沿いの炉内滓にも似ており、分析結果を見て判断したい。
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分析資料31

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　C地区 遺物No. 308

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 Pit101 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－31

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～黒色～
紅色

遺 存 度 破片
検　　鏡 ○

長軸 6.7 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－31
E P M A ○

短軸 4.5 cm
地：黒　色 破 面 数 4

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 0.6 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

鉄製品
（鍛造品・鍋底部）

磁 着 度 3 前 含 浸
カロリー

重量 27.6 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 側部が全面破面となった鋳造品破片。上手側が山形に盛り上がって鉄鍋の釣り手部に似るが、穿孔はされておらず、鉄
鍋の底部破片と推定される。破面数は4としておく。内面は平滑であるのに対して外面は荒れて強く火を受けたハネとな
っている。右下手側が5．5mmと厚く、左上手側が最小で3mmと薄くなっているのは外面のハネにより薄くなってい
る可能性が高く、本来の厚みは6mmを超えるかもしれない。また、上手側が弧状に途切れている点は鉄鍋の底部から体
部に移る変換点を示す可能性もある。外見上は比較的健全なようにみえるが、磁着度がやや低く、透過X線像では内部の
銹化がかなり進んでいることを伺わせる。表面には見えないひび割れも確認される。内面の左下手側に薄皮状にこびりつ
いているのは鍋底に焦げ付いたオコゲであろう。色調は表面が薄い酸化土砂に覆われている場所もあり茶褐色、地は黒色
となる。外面の一部は紅色。

分析部分 長軸端部1／4を直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　考 使い込まれて被熱が進んだ鉄鍋の底部破片と推定される。その意味ではC地区の溶解炉や鋳型を用いて鋳造された製品
の破片というよりも、当時の集落で用いられた鋳造品の性質を知るという分析目的を持っている。

分析資料32

出土状況
遺　跡　名 寺前遺跡　A-1地区 遺物No. 145

分
　
　
　
　
　
　
析

項　目 滓 メタル

出 土 位 置 13B24 時期：根拠 12世紀代：出土土器 マ ク ロ ○

試料記号

検　鏡： TEL－32

計
　
測
　
値

色　　調

表：茶褐色～濃茶褐
色

遺 存 度
ほぼ
完形

検　　鏡 ◎
長軸 5.4 cm 硬　　度 ○

化　学： TEL－32
E P M A ○

短軸 5.7 cm
地：濃茶褐色 破 面 数 3

X線回折

放射化： －
化　　学 ○

厚さ 5.2 cm 耐 火 度

遺物種類
（名称）

湯口鉄塊
（丸湯口・中）

磁 着 度 3 前 含 浸 ○
カロリー

重量 209.6 g 放 射 化

メタル度 特L（☆） 断面樹脂 ○
X線透過 ○

観察所見 丸湯口の湯口鉄塊である。平面形は円形で、縦断面形は下端部の欠けた三角錐状となる。肩部1ヶ所と下端部が破面と
なっており、破面数は3を数える。上面は上手寄りの中心部に向かって大きく窪み、側部は小さな波状の段になっている。
肩部は下手寄りが1．5cm程の幅を持ち、上手側では細い稜状となる。右下手側の肩部が幅1．3cm程のV字状に窪んで
いるが、新しい破面の可能性がある。他に左上手側の肩部の不規則な窪みも同種の破面と考えられる。側部は細かい不規
則な凹凸の連続する自然面で、鋳型側の湯口表面の圧痕と判断される。下手側の側部は銹化が進み、剥離し始めている。
下端部の鋳造品本体との接点部分は、径1．8cm程の円形の破面となり、短軸方向に少し傾斜している。透過X線像では、
肩部沿いの二方の銹化が進み、やや直線状の細かいひび割れが数多く入っていることが分かる。なお、上面が大きく窪ん
でいるのは鉄製品の鋳造時に内部のガスが抜けて、陥没した状態と考えられる。また左肩部が一部、斜めに平坦化してい
るのは、湯口を取り除いたおりの打痕の可能性が高い。色調は保存処理による樹脂の影響もあり、濃茶褐色から黒褐色と
なる。

分析部分 湯口鉄塊の上端肩部を「V字状」に小さく切断、（または欠き取り）、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂
塗布。残材返却。

備　　考 本資料は帝京大学山梨文化財研究所により保存処理がなされている。湯口鉄塊は、鉄製品の鋳造後にまず外型（中子）
を破壊した後に、製品本体から打ち欠かれて取り除かれる性格の遺物である。本遺跡では300g弱の一文字湯口が1点、
丸湯口で本資料と似た250～350g前後の中サイズのものが計4点、800g近い大サイズのものが1点出土している。同
一の遺跡で、これだけの量の湯口鉄塊がまとまって出土している事例はまれで、通常は鋳造のために再利用されてしまう
ことが多い。12世紀代後半とされる秋田県堂の下遺跡からも、やや小ぶりな丸湯口鉄塊が4点以上出土している。
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古
代
・
中
世

漆 器 皿

漆 器 椀

漆 器 蓋

刳 物
漆 刷 毛

箸 状
へ ら 状

杓 子
曲 物 側 板

曲 物 底 板

円 形 板

蓋
桶

栓
樺 皮

折 敷 底 板

柄
把 手

鋤
竪 杵

火 き り 臼

コ モ ズ チ

横 槌
指 物

板 材
部 材

角 材
丸 太 材

加 工 材

脚
紡 錘 車

浮 子
檜 扇

櫛
斎 串

形 代
鳥 形

独 楽
陽 物

刀 形
舟 形

下 駄
下 駄 歯

無 歯 下 駄

連 歯 下 駄

差 歯 下 駄

板 草 履

炭 化 材

棒 状
燃 え さ し

樹 皮
柱 根

礎 盤 （ 板 ）

建 物 部 材

井 戸 側 ・ 板 材

井 戸 側 ・ 横 桟

井 戸 枠 部 材

杭
不 明

合 計
漆 膜

漆 器 部 分

挽 物 粗 形

挽 物
挽 物 椀

挽 物 皿
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漆 器 皿

漆 器 椀

漆 器 蓋

刳 物
漆 刷 毛

箸 状
へ ら 状

杓 子
曲 物 側 板

曲 物 底 板

円 形 板

蓋
桶

栓
樺 皮

折 敷 底 板

柄
把 手

鋤
竪 杵

火 き り 臼

コ モ ズ チ

横 槌
指 物

板 材
部 材

角 材
丸 太 材

加 工 材

脚
紡 錘 車

浮 子
檜 扇

櫛
斎 串

形 代
鳥 形

独 楽
陽 物

刀 形
舟 形

下 駄
下 駄 歯

無 歯 下 駄

連 歯 下 駄

差 歯 下 駄

板 草 履

炭 化 材

棒 状
燃 え さ し

樹 皮
柱 根

礎 盤 （ 板 ）

建 物 部 材

井 戸 側 ・ 板 材

井 戸 側 ・ 横 桟

井 戸 枠 部 材

杭
不 明

合 計
漆 膜

漆 器 部 分
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24秒
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19890510～
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所収遺跡名 種　別 時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

寺前遺跡

屋敷跡

中世

（12世紀後半

～15世紀）

掘立柱建物27、

井戸13、溝多

数、他ピット、

木道2

珠洲焼、中世土師器、輸入陶磁

器（白磁・青磁・青白磁）、瓦器

椀、美濃瀬戸焼、在地瓷器系陶

器、石製品（砥石・硯）、木製品

（礎盤（板）・柱根・曲物・舟

形・箸状木製品・鳥形・漆椀皿

他）、金属製品（鎌・刀子・他）、

製鉄関連（溶解炉壁、鋳型・鉄

滓・羽口・湯口鉄塊他）、木簡

鉄製品鋳造遺跡、

漆器生産遺跡

遺物包蔵地

古代

（9世紀～10

世紀前半）

竪穴建物2、井

戸1、溝20以

上、畝状小溝

須恵器、土師器、製塩土器、円

筒器台、帯金具（石　）、鈴

遺物包蔵地
弥生後期～

古墳前期
なし ガラス小玉1、緑色凝灰岩管玉1

縄文（後期前

半～中葉・晩

期後半）

木組み遺構（後

期1、晩期2）

縄文土器、石器（磨石類、磨製

石斧、石鏃、石冠、石棒等）、円

盤状木製品

水さらし場
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